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はじめに

　2011年７月15日、岩本忠夫は慢性腎不全のために82歳で世を去った。その死去は広く報じ

られた。岩本は双葉町で酒屋を営みながら、1985年から町長を五期、20年近く務めた。元々

地域における反原発運動の草分け的なリーダーの一人であり、社会党の福島県議時代には原発

問題を厳しく追及していた。しかし84年に離党して、原発推進派に「転向」した。その後の

岩本は原発推進派の中でも超積極派に属している。各方面からの慎重論をよそに、原発増設や

プルサーマル計画などの実施に向けて動いていたのである。2011年３月の原発事故後には、

福島市内に避難していた。

　岩本は最期の日々を一体どのような思いで過ごしたのだろうか。その思いを忖度しように

も、分からないままである。岩本は最初の一時避難先の南相馬市の体育館のテレビで、原発事

故の状況を目の当たりにした時に、「何やってんだ！」と突然激しい怒声を発した以外は、死

去の日まで一切事故について語ることがなかったからである（『福島民報』2015年２月10日付

け）。

　さて、原発事故後、岩本は被災地を取材する各種のマスコミによって繰り返し取り上げられ

るようになった。だが岩本に関する記事や証言などはいずれも断片的なものである。また岩本

は被災地の歴史について扱った研究書でも取り上げられているが（開沼博（2012）、中嶋久人

（2014））、概略的に論じられているに過ぎない。例えば最も早くに岩本に注目していた開沼博

は、岩本の「転向」について以下のように分析している。

岩本忠夫の原発をめぐる半生の軌跡
──双葉町の酒屋の主人の抵抗と「転向」──

柴　田　哲　雄
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　　　岩本の「転向」は一見「大変節」に見える。しかし、（中略）岩本の行動に必ずしも矛

盾がないことも見えてくる。すなわち、そこに貫かれるのは「そこに住む人間がこう生き

たいと思っていた生き方を、物や金といった物理的条件で貫けなくなることは許せない」

というある種の「愛郷」の想いだ。資本や政治の力でムラがゆがめられることは避けなけ

ればならない。そのためには、反対の立場のさらに奥にあった愛郷の立場に立ち戻る必要

があった（開沼博（2012）127頁）。

　開沼の指摘はたいへん興味深いものの、岩本の半生を「反対」「推進」「愛郷」の三語のみで

語ることは、やはり単純化し過ぎている嫌いがある。岩本が本格的に取り上げられたり、論じ

られたりしてこなかったのは、著名な政治家でも知識人でもなく、酒屋を営みながら反原発運

動や地方政治に携わってきたに過ぎない人物だからであろう。おそらく原発事故さえ起きなけ

れば、岩本は地元の双葉町の住民からさえも早晩忘れ去られてしまったにちがいない。

　しかし、原発事故後に生きる我々にとって、岩本の原発をめぐる半生は様々な教訓を提供し

てくれるにちがいない。そこで本稿では、マスコミ報道や先行研究を参照しながら、岩本の原

発をめぐる半生の軌跡とはどのようなものであったかについて論じるものとする。１では生い

立ちをも視野に入れて、反原発運動のリーダーとしての活動を、２では反原発運動の行き詰ま

りを、３では「転向」の経緯を、４では「転向」の契機を、それぞれ論じる。また「おわりに

かえて」で、岩本の半生の軌跡から何を学ぶべきかについて考えることにしたい。

１．反原発運動のリーダー

幼少期から青少年期：農村恐慌と太平洋戦争

　岩本は1928年10月に双葉郡新山町大字前田（現双葉町前田）で生まれた。少なくとも岩本

の父親の代からその地に住み着いていた1）。父親はその地で酒屋を始め、岩本も「町の酒屋の
２代目」となる（『朝日新聞（朝刊）』2016年３月11日付け）。その酒屋は原発事故の直前まで、

岩本の子息・久人が引き継いでいた。

　岩本の幼少期から二十代にかけての歩みに関しては、岩本自身が自伝的な回想を残していな

いこともあって、不明な点が多い。

　岩本の幼少期、郷里は農村恐慌の最中にあった。農家の負債が増加し、飯米欠乏農家が増加

して、出稼ぎ・身売り・離村が相次いでいた。農村恐慌を引き起こした要因の一つは災害であ

るが、新山町大字前田にも1931年から32年にかけて暴風雨による浸水被害が立て続けに起こっ

ている。特に32年の暴風雨による浸水被害は甚大であった2）。
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　新山町役場もこうした状況に手を拱いていたわけではない。町税滞納が続出して、財政が窮

乏していたことから、政府からの借入金によって、農家の救済を試みている。しかし「時の状

況から考えるとスローの施策であった」（『双葉町史　第１巻通史編』745頁）。

　農村恐慌の最中に、岩本は地元の新山尋常高等小学校（1941年３月より新山町国民学校に

改称）に通学したものと思われる3）。当時の小学校では農村恐慌を意識して、「勤労第一」な

どの教育が行われていたが4）、岩本もそうした教育を受けたにちがいない。

　岩本は小学校を卒業した後、「双葉修練農場」に入場している。岩本の最終学歴は「双葉修

練農場」となっている5）。修練農場とは、農林省が農村恐慌に対処するための農村更生運動の

一環として、1934年に各府県に創設したものである。修練農場は当初20か所に設置されたが、

その後急速に普及し、十年後には50有余を数えるようになった（上野忠義（2014）29‒30頁）。

福島県においても県が設立主体となって、1934年７月に「矢吹原修練農場」が、37年３月に

「山村道場」がそれぞれ設置され、40年４月には双葉郡広野町に「双葉修練農場」が開場され

ることとなった（『広野町史　通史編』754頁）。

　岩本が「双葉修練農場」に入場した正確な時期については不明である。諸情勢から勘案する

と6）、入場は少なくとも1944年４月から「双葉実験農場」に改組される47年３月までのこと

であると思われる。

　仮に、岩本が太平洋戦争末期に「双葉修練農場」に入場していたとすれば、農村更生だけに

とどまらない戦時色の濃い教練を受けていたであろう。元来、修練農場では塾風の教育を特色

としていた。すなわち少人数、指導者と生徒の人間関係の濃密さ、全寮制、人格形成の重視、

実践主義、文部省の学校教育の型にはまらない自由なカリキュラム等である。こうした塾風の

教育は農村の中堅人物養成に大きく貢献したとされている。しかし戦時体制が強まる中で、皇

国思想との結び付きを強め、一部の修練農場では満州開拓移民の訓練などの役割をも担うよう

になっていた（上野忠義（2014）30頁）。

　「双葉修練農場」においても、開場当初は、当時の教頭自らが「農家を一軒借家して、ラン

プの下で、第一回生三十名（卒業名簿では十一名）と起居をともにした」と回想しているよう

に、塾風教育を行なっていた。しかし政府が食糧・労働力不足に対処するために、農村青少年

による「食糧増産隊」の編成を決定すると、「双葉修練農場」にも1944年４月に総勢300名余

りから成る「食糧増産隊」が編成されることになる。その活動振りは、当時の場長によると以

下のようであった。

　　　「戦時中は専ら食糧増産と松根油製造、大釜で海水を煮つめて食塩を作った。当時の食

べ物は、芋飯、麦飯、たくあん、味噌汁一杯である。そのため栄養失調で病人も出た。ま



愛知学院大学　教養部紀要　第65巻第１号

4─　　─

た怪我人も出た。ただ戦争に勝たねばならぬ一念で、一致団結をして昼夜の別なく働き通

した。」（『広野町史　通史編』754‒755頁）

　「双葉修練農場」における「食糧増産隊」の過酷な活動を支えていた「戦争に勝たねばなら

ぬ一念」が皇国思想と結び付いていたことは言うまでもないだろう。岩本も当時入場していた

とすれば、塾風の教育の下で、皇国思想に感化されて、師友とともに「食糧増産隊」の過酷な

活動に邁進していたものと思われる。

　太平洋戦争の末期になると、岩本の郷里にも戦火が及んでいる。福島第一原発が建設された

土地には当時、陸軍の飛行場があったことから、周辺地域への空襲も激しかった。新山町大字

前田にも空襲が及び、岩本の自宅は免れたものの、家屋が数軒にわたって焼失するなどの被害

が出た（『双葉町史　第１巻通史編』826頁）。当時、岩本もそうした被害を見聞したものと思

われる。

反原発運動の開始

　酒屋を引き継いだ岩本は「元来商人だから、労組活動や本格的な農民運動をしたわけではな

い」が、1958年に社会党に入党するに至る（『原発の現場』338頁）。岩本が社会主義に惹かれ

るようになった背景には、幼少期から青少年期にかけて自ら体験した様々な出来事、すなわち

郷里を襲い小学校教育の前提にもなった農村恐慌、郷里にも及んだ空襲被害（さらには戦時中

に「双葉修練農場」に入場していたとすれば、「食糧増産隊」の過酷な活動、並びにそうした

活動を支える皇国思想の敗戦による破綻）などがあったにちがいない。なお岩本は戦後、酒屋

を営む傍ら、青年団活動にも携わり、双葉郡連合青年会長にまでなっている（『福島県社会党

の三十五年』290頁）。

　岩本は社会党に入党した後、双葉地方の党の要職を歴任する。1962年に双葉支部協議会の

事務局長となり、翌63年には双葉郡協議長に就任した。また双葉総支部になった66年には委

員長に就任した。その間、63年から双葉町議を一期務めた。その後、67年に福島県議選に出

馬するも落選し、71年の県議選で初当選を果たす（同上、397頁）。

　岩本が反原発の道を歩み始めたのは、双葉町議の頃からである7）。岩本が町議に当選した
1963年に、東京電力は正式に大熊町と双葉町を福島第一原発の建設予定地に内定したが、そ

の頃から両町の合併問題が取り沙汰されるようになった。合併した方が東電への寄付の申入れ

などもやりやすいとの考え方があったからである。岩本は当時、双葉町長であった田中清太郎

とともに反対の立場をとり、結局合併話はご破算となった。こうした合併話に岩本は「東電の

『介入』を感じた」。そしてその頃から岩本は「『無公害』のエネルギー源としてもてはやされ
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たこの『得体のしれないもの』に不信感を増していった」。

　福島第一原発は、岩本らが反対する間もなく着々と工事が進んでいった。しかし東京電力福

島第二原発と東北電力浪江・小高原発の建設計画が明らかになる1968年頃から、地域住民の

間で反対運動が芽生える。その草分けは、福島第二原発に反対する富岡町毛萱地区の住民に

よって組織された「毛萱地区原発反対期成同盟」であり、浪江町棚塩地区の住民によって組織

された「浪江原発誘致絶対反対期成同盟会」であった。強力な運動を終始継続し得た後者とは

対照的に、前者は「約一年間強い運動を展開したあと、結局は崩れ去った」（高槻博（1976）
28‒29頁）。

　岩本は「毛萱地区原発反対期成同盟」に対して、「憲法を守る双葉住民の会」の立場で、学

習会を手伝うなどの支援活動を行なっている。もっとも岩本の支援活動は「ややもすれば個人

の動きのようにとられがちだった」。当時の社会党の原発に対するスタンスは、方針転換の途

上にあったことからはっきりせず、「反対するなら反対してもよい」といったものだったから

である（『原発の現場』336‒337頁）。1955年に自民党とともに原子力基本法の制定に関わった

社会党が、原発反対へと正式に方針転換したのは、72年に開催された第35回党大会であっ

た8）。

　岩本の支援活動は個人的な色彩が強かったものの、福島第二原発の建設予定地の買収交渉に

当たった元県職員の男性が「岩本さんがいなければ、どれほど楽だったか」と言わしめる程の

ものであった。しかし岩本の言を借りれば「あらゆる巧妙悪辣な手段をろうした」推進派に

よって、「毛萱地区原発反対期成同盟」はあっさりと瓦解するに至る（『福島民報』2015年２

月12日付け）。

　岩本は「富岡町毛萱における闘争を単に支援という立場でしか取組むことができなかったと

いう弱さ」故に、反対運動が失敗してしまったと結論付けた。そうした「総括と反省のうえに

立って」、県議当選後の1972年８月に「社会党、地方労、社青同を中心にして」、「相双地方原

発反対同盟（後に双葉地方原発反対同盟と改名）」を結成する（岩本忠夫（1975）40頁）。さ

らに岩本は1971年から反原発運動の主戦場を福島県議会にも拡大することになる。

1971年の福島県議会議員選挙

　岩本は福島県議選に、1967年、71年、75年、79年、83年と五度立候補しているが、当選し

たのは71年のみである。岩本が71年の県議選に当選したのは、彼の反原発の主張が有権者の

支持を集めたからではない。

　1971年の県議選は４月に実施されたが、選挙直前の３月末に福島第一原発の一号炉が営業

運転を開始し、選挙の翌月には早くもその安全性について疑念が突き付けられる事件が起きて
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いた。米原子力委員会が福島第一原発にも設置されている「軽水冷却型発電用原子炉尚非常用

冷却装置（原文ママ）の “欠陥”」を公表したのである（もっとも東京電力は福島県側に「問

題はない」と回答している）（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年５月28日付け）。しかし県

議選では、福島第一原発の安全性の問題が争点になることはなかった9）。

　当時、県議選は「票に占める地縁、血縁の率が高いといわれるせいか、政策論争の影は薄い

ようだ」と指摘されていたが（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年４月10日付け）、岩本に投

じられた票にも同様なことが言えるだろう。双葉郡の選挙区では定数２名に対して、岩本の他

に自民党の現職・笠原太吉と新人・早川理久が立候補していた。なお笠原は岩本と同じく双葉

町の出身である。岩本は選挙中から、自民党の二人の候補者に対して「全域から革新系の票を

集めるほか、地元双葉町での人気が高い」ことから「善戦している」と報じられていた（『朝

日新聞（福島版・朝刊）』1971年４月３日付け）。果たして選挙結果は、岩本が笠原を200票余

りの僅差で振り切って当選するというものであった（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年４

月13日付け）。保守系の地盤が固い双葉郡に革新系の票などわずかしかないことから、岩本は

事実上双葉町の地縁に支えられて、当選を果たしたと言ってよいだろう10）。

　岩本が地元の双葉町で人気が高かった要因としては、第一に、その魅力的な人柄が挙げられ

るだろう。岩本は「人が良くて、情に厚かった。頼まれごとも断ろうとしない」というだけで

なく（『福島民報』2015年２月11日付け）、「陽気で女性にもて、ロシア民謡を朗々と歌う」と

いったような人物であった（『東京新聞（朝刊）』2012年４月24日付け）。

　第二に、1971年当時は、双葉町における反原発運動に対する「風当たり」が、後年ほど強

くなかったことが挙げられるだろう。前述のように、福島第一原発の安全性の問題が県議選の

争点になることはなかったものの、原発に対する漠然とした不安は地域において広範に共有さ

れていた11）。しかしその後、東京電力に「各町村から（中略）コネで入る」者が多くなるな

ど、「地元にもいろんな恩恵が出て」くるにつれて、「反対するやつが罪人扱いになってくる」

（「岩本忠夫・双葉町町長を支えて」）。

原発の安全性や原発管轄行政のあり方に対する追及

　岩本は福島県議会でしばしば原発問題を追及していた。その追及の内容には以下のように、

原発事故後に脚光を浴びる諸問題に重なるようなものが含まれている。もっともそうした内容

は、当時マスコミの原発特集記事においても言及されていたことであり12）、決して目新しいも

のではなかったことは断っておく必要があるだろう。

　第一は、原発の安全性に対する追及である。例えば、岩本は「原子力研究の希薄な日本にお

いて世界的試みの少ない百万キロワット級の大型原発が双葉地方の狭い地域に、過密集中化さ
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れ」ていることを問題視していた（1973年２月定例会）。

　一方、木村守江知事（当時）は当然のことながら、原発の安全性を保証する内外の学説に依

拠しており、「今日の日本の科学、世界の科学を信用する限り、原子力発電所の安全性を強調

しなければならないと考えている」と力説していた。それに対して、岩本はたとえ安全説を採

るにせよ、「現に事故が発生する条件が多くあるわけで、基準を守れば絶対安全だというのは

一方的で」あると応酬している（1973年６月定例会）。

　なお、岩本は早くから使用済み核燃料の問題にも注目しており、「原発稼働後一年を経過し

たのであるが、その間の使用済み燃料はどのように処理されたのか」などと問い質している

（1971年12月定例会）（『福島県議会史　昭和編第九巻』1083頁、1213‒1214頁、628頁）。

　さて今日、福島第一原発の事故の原因は、津波とこれに伴う浸水によって、非常用ディーゼ

ル発電機など全ての電源を失ったことにあるとされている。全ての電源を失ったために、炉心

を冷却することができなくなったのである。ただし原発そのものは地震の揺れにも耐え得たと

されている。そういったことを踏まえると、岩本による原発そのものの危険性に対する告発は

的を射ていなかったのかもしれない。しかし岩本は、たとえ原発そのものが安全であるとして

も、現実に「事故が発生する条件」が多々あると指摘しており、実際、津波対策を怠ったこと

は結果的に「事故が発生する条件」になってしまったと言えるだろう。

　また昨今、使用済み核燃料の問題は大きく注目されている。使用済み核燃料を再処理してプ

ルトニウムを抽出し、それを再び高速増殖炉や原発で使用しようという核燃料サイクル計画は

事実上破綻している。そうしたこともあって、膨大な量に上る使用済み核燃料が行き場を失

い、その一部は各原発内のプールで一時的に保管されるに至った。事故を起した原発内のプー

ルにも使用済み核燃料が一時保管されている。周知のように今日、それらがメルトダウンする

のではと危惧され、対策が急がれている。

　第二は、原発を管轄する行政のあり方に対する追及である。岩本は折に触れて、国の原子力

委員会について「原子力開発を推進する機関と規制する機関が分離していない」として批判し

ていた（1974年２月定例会）。そしてこうした原子力委員会が行なう「わが国の安全審査の内

容は、電力会社が提供する資料に依存し、厳正かつ自主的な審査を欠く」と批判していた

（1973年２月定例会）。

　また、岩本は県当局に対しても、「アメリカでは原発の最大事故を仮想して基準を設けてい

るが、日本の原発はこの基準を全く満たしていない」と指摘した。その上で、「福島原発事故

の最大仮想事故の規模、周辺に及ぼす影響、住民の退避の方法を詳細に聞きたい」と迫ってい

る。それに対する生活環境部長の答弁は「仮想事故については、冷却材喪失事故と主蒸気管破

断事故を想定しており、その際周辺住民に与える影響は（中略）十分安全である」というもの
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であった（1973年２月定例会）（同上、1503、1126、814、1084、1086頁）。

　一方、原発事故以降、国の原子力委員会は世論から強く批判され、2012年に廃止されるに

至った。また政府や県の当局は元々原発の重大事故の発生を予期していなかったせいか、原発

事故が起こった当初、場当たり的な対応に終始し、住民に的確な避難指示を出すことができな

かった。その結果、住民に無用な被曝を強いることになる。

原発作業員の被曝問題や低線量被曝の問題に対する追及

　以上の第一と第二の追及については、今日では政府当局や東京電力も声高に反論することが

できていないような状況にあると言ってよいだろう。しかし以下の第三と第四の追及について

は、今日でも依然として政府当局や東京電力、専門家の多くから公然と黙殺されたり強く反駁

されたりしている。

　第三は、東京電力の下請会社の原発作業員の被曝問題に対する追及である。例えば、岩本は
1971年12月の定例会で、同年「八月下旬東京電力の某下請会社の作業員五名が（中略）急性

照射量二百レントゲンの被曝をし、一ヵ月の出勤停止とな」ったことの真相を問い質した。そ

れに対する当時の企画開発部長の答弁は、作業員の「被曝量は法令に定めるところの（中略）

許容量以下であり、その健康状態にはその後何ら異状は認められない」というものであった。

　岩本は企画開発部長の答弁に納得しなかったために、翌72年２月定例会で再度その問題を

取り上げた。そして「東京電力と県の報告、説明に真実性が欠けている」、「県と東電が安全確

保の協定を締結しているにもかかわらず事故として通報されなかったことは東電側のカモフ

ラージュに利用されているものでしかない」などと批判している（『福島県議会史　昭和編第

九巻』628、632、713頁）。

　一方、事故を起した原発の廃炉に従事する下請会社の作業員の被曝線量は、通常の原発作業

員のそれと比べると、飛躍的に高くなっている。被曝線量の限度は、通常作業の場合、１年間

で50ミリシーベルトまでである。もっとも緊急作業に際しては、１年間で100ミリシーベルト

までとされていた。しかし原発事故の発生後、政府当局は被曝線量の限度をそれまでの2.5倍

に当たる250ミリシーベルトにまで引き上げたのである。こうした措置からも明らかなように、

政府当局も東京電力も、作業員の被曝問題に関しては、岩本の追及当時と同様に、事実上黙殺

する姿勢を貫いていると言ってよいだろう。

　第四は、低線量被曝の問題に対する追及である。例えば、岩本はジョン・ゴフマンやアー

サー・タンプリンの学説に基づいて、原発作業員や原発周辺住民が「微量の放射能」に汚染さ

れて、遺伝的影響を被っているのではないかと問い質している。それに対して木村は、低線量

被曝による健康被害を認めるか否かという「両方の学説がある場合、ゴフマンやタンプリンの
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学説だけが金科玉条だと考えることは考え直す必要がある」と答弁した（1973年６月定例会）。

　岩本は、その後も木村の答弁に納得することなく、その問題を提起し続けている。例えば

「知事は環境放射能問題を、自然環境放射能と人工的な放射能を同一のものという見方をして

いるが、人工的な放射能は微量でも危険である」と強調した（1973年９月定例会）。

　また、岩本はヨウ素による甲状腺癌の発生にも着目している。ヨウ素が「大気―牧草―牛―

ミルクを通じ人間の甲状腺に集中的に取り込まれ影響が注目される」と指摘した。そして「昨

年（筆者注：1974年）県下の肉牛の甲状腺には、他県産に比べ数倍の沃素一三一が検出され

た」ことを取り上げ、「これは原子力発電所に由来する」のではないかと問い質した（1975年
２月定例会）。

　なお、岩本は原発からの「洗たく水」の海洋への放出についても、そこに含まれる放射能が

「微量だから安全であるという（筆者注：県側の）考えは、危険性が立証されているので避け

るよう要望する」と発言している（1972年９月定例会）（同上、1212‒1213頁、1287、1891、
901頁）。

　さて、昨今取り沙汰されている低線量被曝の問題は、岩本の追及当時に比べれば、格段に深

刻化している。被曝者数が飛躍的に増加し、被曝線量もはるかに増大している。福島県におけ

る小児甲状腺癌の発生率も、通常の数十倍に達するとされている。しかしながら今日において

も、低線量被曝の問題については、岩本の追及当時と同様に、健康被害を認めるか否かをめ

ぐって、賛否両論がある。健康被害を認めないとする見解が支配的であり、政府当局や東京電

力からも支持されている。そしてそうした見解においては、自然放射線と人工放射線の間には

物理的性質に差がなく、身体に与える影響にも違いがないとされている。また小児甲状腺癌の

多発が、原発事故に由来する放射性物質による被曝に起因するとしている一部の専門家の説に

は否定的である。

　もっとも今日、福島第一原発の汚染水については、さすがに政府当局や東京電力も「洗たく

水」と同様に「安全」とは言えないために、汚染水処理を行うなど様々な対策を行なってい

る。しかし「多核種除去設備（ALPS）」を用いても、唯一トリチウム（三重水素）という放射

性物質だけは、除去することが不可能である。そこで政府当局は、トリチウムを含んだ「浄化

水」を海洋に放出することを検討中である。政府当局によれば、希釈して放出すれば、「安全」

は保たれるとのことだ。

　岩本の原発問題をめぐる発言は、当時においても決して目新しいものではなかったものの、

その問題の核心に触れるものであったと言えるだろう。しかしそのためであろうか、岩本は県

議会の原発推進派から「報復」を受けている。当時の岩本の同志であった石丸小四郎によれ

ば、福島第一原発で働く作業員からの情報に基づいて、「東電の事故隠し」を追及した際に、
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「議会では報復のように特別調査委員会が作られた」。そして「質問の情報源が追及され、事実

無根の質問で県民に不安を与えたなどと非難された」（『朝日新聞（朝刊）』2016年３月14日付

け）。

　次節では、反原発運動の行き詰まりについて見ていくことにしよう。

２．反原発運動の行き詰まり

「原発、火発反対福島県連絡会」

　岩本の反原発運動が行き詰まった要因としては、第一にセクト主義、第二に地域住民の不支

持が挙げられるだろう。まずセクト主義から見ていくことにしよう。

　元来、双葉郡は保守的な地域であり、反原発運動は低調であった。東京電力関係者によれ

ば、「全国的に見れば、福島の運動はそれほどでなく、スムーズにいっている方だという」

（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1972年２月１日付け）。しかし1973年９月に福島市で開催され

る全国初の「原発公聴会を控え、県内の原発反対運動が盛り上がりをみせ」るようになった

（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年９月６日付け）。もっとも皮肉なことに、公聴会は、反

原発運動が盛り上がる契機になると同時に、運動が分裂する契機にもなる。

　当時、双葉郡における反原発運動には、大きく二つの組織があった。一つは、1972年８月

に岩本らによって結成された社会党や労働組合中心の「双葉郡原発反対同盟（以下、同盟と略

記）」である。もう一つは、73年９月に反対派住民団体によって結成された「原発、火発反対

福島県連絡会（以下、連絡会と略記）」である。

　当時は後者の「連絡会」の方がマスコミの注目を集めている。「連絡会」は、1973年９月に

開催される全国初の公聴会の直前に、「双葉郡内の様々な住民団体が全県に呼びかけ」て結成

したものである。ちなみに、住民団体の内訳は、福島第二原発に反対する「公害から楢葉町を

守る町民の会」と「公害から富岡を守る町民の会」、広野火発に反対する「広野町公害反対期

成同盟」、浪江・小高原発に反対する「浪江原発誘致絶対反対期成同盟会」であった13）。なお、

こうした住民団体の立ち上げの中心となったのは「地元の高校教師」である。「公害から楢葉

町を守る町民の会」の早川篤雄によれば、「双葉郡で住民に原発知識を啓発していけるのはわ

れわれ、教師ぐらいしかなかった」からである（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年10月11

日付け）。

　「連絡会」は開かれた組織を目指しており、「社会党系も含めて、県内のすべての民主的団体

や個人の参加を呼びかける」姿勢を示している。すなわち「連絡会」は社会党系や共産党系な

どの党派にとらわれることなく、福島県内の全ての反原発・反火発運動団体を網羅しようとし
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ていたのである。その上で「全国的規模の運動にも足並みをそろえる計画」を立てていた（『朝

日新聞（福島版・朝刊）』1973年９月６日付け』）。

　開かれた組織づくりは、すでに「連絡会」の前身である個々の住民団体の立ち上げの頃から

見られる。1971年３月に福島第二原発の用地の買収交渉がまとまると、早川は友人二、三人

と相談して、翌72年２月に120人の会員を擁する「公害から楢葉町を守る町民の会」を結成し

た。そこには「後に原発推進に変わった人も、社会、共産党を支持する人もともに含まれ」て

いた（『原発の現場』344頁）。

　しかし「同盟」を含む社会党系は「連絡会」の呼びかけには応えていない。「連絡会」に参

加したのは「日本科学者会議福島支部、県立高教組、共産党県委員会など各種団体、個人」で

あった（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年９月12日付け）。こうしたことから、後述するよ

うに「連絡会」は共産党系として色付けされるようになる。

　ここで、当時の共産党の原発に対する基本政策を確認しておこう。当時、共産党中央は基本

政策として「新しいエネルギー源である原子力」推進を謳っていた。一方、共産党系の科学者

や弁護士が個々に反原発運動に加わったり、「平和利用三原則」に反する原発計画や事故に対

して個別かつ具体的に対応したりしていた（加藤哲郎（2013）233頁）。

　そうしたことを踏まえると、「連絡会」に共産党県委員会が参加するに当たっては、無論の

こと上意下達の組織であることから、党中央の指示もあっただろうが、当時共産党の唯一の県

議であった箱崎正夫の意向も強く働いていたものと考えられる。箱崎は県議会において岩本ほ

どではなかったにせよ、折に触れて原発の安全性について問い質す発言を行なっている。

公聴会をめぐって

　では、「連絡会」に「同盟」が参加しなかった理由とは何だったのだろうか。それは、公聴

会に対する対応の相違に端を発する両者の感情の「シコリ」である。少なくとも公聴会まで

は、早川によれば、「私たちも対県交渉は（筆者注：当時県議だった）岩本さんを窓口にやっ

た」とのことであり（『原発の現場』344‒345頁）、「連絡会」を構成する住民団体と「同盟」

の関係は良好だったようである。しかし公聴会の実施が決まると、「連絡会」は共産党県委員

会とともに参加を表明する一方で、「同盟」を含む社会党系はボイコットの意志を示し、当日

には会場にピケを張って、機動隊と衝突した。「この経緯がシコリとなって」、「連絡会」と

「同盟」という双葉郡の「二つの大組織が共闘できない」事態に陥ってしまったのである（高

槻博（1976）31頁）。

　もっとも子細に見ると、公聴会をめぐる「同盟」や「連絡会」の態度には、さほど大きな隔

たりがあったとは考えられない。岩本も元来、公聴会の開催を求めていた。例えば、浪江町棚
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塩地区において原発誘致反対の声が高まっていることから、「住民の不安をなくすため、さら

にこの問題について民意を問うために、この際公聴会を開く必要があると思う」と主張してい

た（1972年６月定例会）。さらに岩本は公聴会のあり方として、以下の諸点を挙げている。

　　原発計画中の場所で知事の判断にかかわりなく公聴会を開催すること。住民の推薦する科

学者等を陳述者として認めること。公聴会の速記録を公開し、その内容を公聴会審査の対

象とすること。公聴会の回数、時間、人数などの制約を設けないこと。建設、運転開始は

公聴会後住民が決めることを保障すること（以下略）（1973年６月定例会）（『福島県議会

史　昭和編第九巻』814頁、1212頁）

　しかし、1973年５月に国の原子力委員会が決めた公聴会開催要領は、「原発計画中の場所」

ではない福島市を開催場所に選んだ上に、「同委で陳述人を選び、発言時間も制限するなど

“国ペース” の色が濃かった」（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年８月14日付け）。そこで

「同盟」を含む社会党系は、県側と交渉を重ねたものの、「ごまかし公聴会の本質は、改善され

なかった」として、「公聴会ボイコット、実力阻止」を決定するに至る（『朝日新聞（福島版・

朝刊）』1973年９月８日付け）。そして公聴会の前日に双葉町で、独自に「国民のための原発

公聴会」を開催することにした（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年８月15日付け）。

　一方、「連絡会」側もすんなりと公聴会への参加を決定しているわけではない。「最初は我々

もボイコットしようかと考えた。しかし、賛成者だけの公聴会をやられたんではよけい困る」

（「公害から富岡を守る町民の会」の小野田三蔵）（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年９月８

日付け）。また早川らが「公害から楢葉町を守る町民の会」を結成した際の主張の一つに「地

元住民を対象とする公聴会を開け」があった。すでに署名運動を行ない、楢葉町の有権者の半

数を超える署名を集めていた。「連絡会」側はそうしたことを考慮して、最終的に意見陳述、

傍聴ともに参加することにした。その時の苦悩を早川は以下のように語っている。

　　「社会党系の人たちが言うように、公聴会が建設へのステップというのは分かる。あちら

の作った土俵だが、第一回だし、こちらで開けと言っていたのだから、言いっ放しになる

のもしようがない。住民の生の声を堂々と言える好機ではないか。それに今後我々の運動

の中でも利用できる」と（『原発の現場』345頁）。

　なお、共産党県委員会も公聴会の開催に当たって、岩本の前述の発言と重なる改善要求を、

政府当局に提出したものの、全面的に拒否されている14）。それにもかかわらず共産党県委員会
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は、公聴会が多くの制約をもつことに不満を示しながらも、「原発の安全性について公式に意

見を述べる言論の場としたい」との意向から、公聴会への参加を決定した（『朝日新聞（福島

版・朝刊）』1973年９月８日付け）。

　要するに「同盟」と「連絡会」との間では、公聴会への参加・不参加という相違はあるもの

の、「開催問題で（筆者注：住民の要望に沿うように）イニシアチブを取れなかった県への不

満は共通している」のである（同上）。今日の我々の眼からは、両者の間では相違点よりも共

通点の方がより大きいように映るだろう。

セクト主義

　しかし、なぜその後、「同盟」と「連絡会」の間では、感情の「シコリ」が残るようになっ

たのであろうか。その理由の一つは、我々が想像する以上に「同盟」側にとって、公聴会への

不参加が大きな意味を有していたからである。岩本によれば、「同盟」の運動の取り組みは、

「ごまかし公聴会阻止闘争を頂点として」いたのである（岩本忠夫（1975）40頁）。岩本から

すれば「頂点」を共有できない「連絡会」との共闘は論外だったのだろう。

　もう一つの理由は、「連絡会」が当時の社共両党のセクト主義による争いに巻き込まれ、「同

盟」側から「共産党系」というレッテルを貼られたからだと考えられる。公聴会に参加したの

は共産党の地方組織である県委員会だったにもかかわらず、公聴会をめぐる社会党の対共産党

批判は、県レベルを超えたものになっていた。成田知己・社会党委員長（当時）が直々に「政

府の “合法的手続き” に手を貸した」として「原発公聴会に参加した共産党を暗に批判した」

のである（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年10月１日付け）。「同盟」側の共産党に対する

批判が強ければ強いほど、「同盟」側の眼には、「政府の “合法的手続き” に手を貸した」とい

う点で、「連絡会」も共産党と同じ穴の狢と映っていくことだろう。

　もっとも、「連絡会」を「共産党系」と見なすのは「同盟」側だけに限られたことではな

かった。後年になって出版されたルポルタージュや研究書においても、同様な見方がなされて

いる15）。

　しかし、前述のように「連絡会」は結成当時より開かれた組織を目指す姿勢を示していた。

「連絡会」のそうした姿勢は、「同盟」側との間で感情の「シコリ」が生じた後にも堅持されて

いる。早川によれば、「向こうのグループが集会を開くときは我々には一言もありません。で

も私たちは案内状を出しています。意地を張らないで呼びかけだけはきちんとやろう、と」の

ことである（『原発の現場』346頁）。仮に「連絡会」が「共産党系」ならば、その社会党系を

排斥するセクト主義故に、「同盟」側にわざわざ歩み寄ることなど考えられないだろう。この

ように見てくると、「連絡会」を「共産党系」と断定することは適当とは言えないだろう。
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　むしろ、岩本らの方が共産党に対するアレルギーから、「連絡会」に対してセクト主義的対

応に終始していたと言えるのではなかろうか。こうしたセクト主義的対応の結果、「同盟」の

反原発運動は行き詰まりを見せるようになる。岩本自身も「私たちの運動視点が限定された組

織（筆者注：社会党系労組・市民団体と言い換えてもよいだろう）にのみむけられ」ていると

いう「体質的欠陥が私たちの運動の低迷を招来している」ことを認めていたのである（岩本忠

夫（1975）40頁）。

　ちなみに「同盟」の会員数は、結成から数年経っても、社会党、地方労、社青同、日農を中

心に約30人のままである（『原発の現場』338頁）。前述のように、「連絡会」を構成する「公

害から楢葉町を守る町民の会」の結成当時の会員数は120人程であった。ただでさえ小規模な

組織が多い反原発運動団体の中でも、「同盟」がより小規模な組織であったことが理解される

だろう。「同盟」はセクト主義に走ったために、そうした小規模性から最後まで脱却すること

ができなかったのである。

大衆闘争構築の試み

　次いで、岩本の反原発運動が行き詰まった二つ目の要因である地域住民の不支持について見

ていくことにしよう。

　岩本は反原発運動の低迷を踏まえて、「住民を組織化した大衆闘飛（原文ママ）を構築して

いく闘いが、いまなにより私たちに求められる命題である」と訴えていた（岩本忠夫（1975）
41頁）。しかし大衆闘争の構築に当たって、「連絡会」との提携は最後まで考慮の外に置かれ

た。岩本が提携しようとしたのは、浪江町棚塩地区の住民によって組織された「浪江原発誘致

絶対反対期成同盟会（以下、浪江同盟会と略記）」である。

　ここで注意すべきことは「浪江同盟会」もまた「連絡会」の結成に加わっていたことであ

る。しかし「浪江同盟会」の中心人物であった舛倉隆は、公聴会をめぐって、「連絡会」を構

成する他の住民団体のリーダーたちとは別行動をとるに至る。舛倉は公聴会の陳述人に選ばれ

たことから、参加するつもりだったものの、「公聴会とは名ばかり、単なるセレモニーに過ぎ

ないことが明らかになった以上（中略）ボイコットせざるを得ない」と考えた。そして公聴会

前日に開催された社会党系独自の「国民のための原発公聴会」に参加することとした。さらに

登壇までして、「ごまかし公聴会を非難」している。「国や電力会社の原発安全論のまやかしを

批判し、公聴会で質問する予定だった放射能と距離の問題に関する疑問を提起して話を終え

た」（恩田勝亘（2011）98‒99頁）。

　舛倉が公聴会をボイコットする一方で、社会党系の集会に参加したことにより、岩本は「浪

江同盟会」に対しては、「連絡会」を構成する住民団体でありながら、積極的に提携しようと
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する姿勢を示すに至る。岩本は石丸らとともに「浪江同盟会」が行なっていた「一坪運動」に

参加した。反対派の地主から原発予定地の山林の贈与を受けて「一坪地主」となり、用地買収

を阻止するのである（『朝日新聞（朝刊）』2016年３月14日付け）。

　また岩本は「棚塩（筆者注：『浪江同盟会』）のような運動の中核となっている農民を支援す

ることにもなる、という基本認識に立って」、「同盟」とは別に「双葉郡農民協議会」という新

しい組織を立ち上げている。その新組織は、「とにかくできることから、個人個人がそれぞれ

の責任で何かやろう」と若い農民が集まって開始したもの」であった。農民と原発の関係につ

いては、農民自身の健康問題以外にも、米と放射能、農民の原発工事下請けへの出稼ぎなどの

面で密接につながっているとしていた。このような点から「『原発とは何か』をもう一度考え

直し、それを行動に結びつけて行こう」というのである16）。

地域住民の不支持

　岩本は大衆闘争の構築を最重要課題として提起していたが、実際に行ない得たことは「浪江

同盟会」との提携くらいであった。岩本は大衆闘争の構築に、換言すれば、反原発運動への地

域住民の動員に成功しなかったと言ってよいだろう。その証左は1975年、79年、83年と県議

選で立て続けに落選したことである。

　岩本が落選し続けた理由としては、第一に、双葉郡にもたらされた巨額の原発マネーを挙げ

るべきだろう。原発マネーがいかに地域住民を惹き付けたかについては、岩本自身も認めてお

り、「原発の誘いがあった大熊町にたいし、他町村は異常なほどに羨望のまなざしをむけ」た

と記している。ただし岩本に言わせれば、地域住民は「東電が説明するように、原発によって

地域の繁栄をもたらす、と言うこと以外は何も知らない」という有様であった（岩本忠夫

（1975）36頁）。

　地域住民が原発の危険性を理解しさえすれば、巨額の原発マネーに心を奪われることはなく

なるのだろうか。当時、岩本がその一点に賭けて、盛んに原発の危険性を訴えていたことは、

先に見た通りである。そして1974年５月、参院大蔵委員会に参考人として出席した岩本は、

次のように強調している。「今日の原発の安全性が確保されない限り、いま出されているよう

な電源開発促進法案、これをもって金を与えて原発を促進する、こういうものには徹底的に反

対していくという立場が、地域住民の中には強く根ざしていることも確かであります」と。

　また、岩本は参院大蔵委員会の席で、地域住民が原発マネーに依存せざるを得ないように強

いている地域の後進性にも言及し、その要因を分析している。岩本に言わせれば、地域の後進

性を「つくり出したのは、何といっても政府みずからの政策のまずさ」に尽きていた。「たと

えば農業問題で申し上げますならば、生産調整や減反によって農民を重化学工業に吸収をし
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て、そういう中から農業を破壊していった」ことである（「第七十二回国会　参議院大蔵委員

会会議録第十九号」４頁）。さらに岩本は県議会でも、地域の後進性を脱却するためには、「双

葉地方は農村が主体をなしており、農商工中心の地場産業を発展させる投資が必要で、これを

基本として開発を進めるべきである」と訴えている（1973年９月定例会）（『福島県議会史　

昭和編第九巻』1284頁）。

　しかしながら、岩本の参院大蔵委員会での発言とは裏腹に、原発をきっぱり拒絶し得た者は

少数に止まった。原発の危険性が地域住民に理解されなかったわけではない。久人によれば、

「父のやっていること（筆者注：反原発運動）はわかるんだけれども、やはりもうできてし

まった原発に対して、当然、そこで働いている方も増えてきましたし、地域も潤ってきている

わけですから」、今更になって原発反対というのはいかがなものか、というスタンスだったの

である（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。

　地域住民のそうしたスタンスは、1979年の米国におけるスリーマイル島原発事故後の県議

選でも変わらなかった。石丸によれば、「マスコミは岩本の選挙に神風が吹いたと報道し」て

いた。しかし反原発を訴えた「ビラまきをしても、糠に釘を打つような感じ」だった（「福島

原発震災と反原発運動の四六年」54頁）。当時、岩本の同志であった丸添富二もまた、スリー

マイル島原発事故が「追い風だと言ってこうやると（筆者注：大見得切って反原発を訴える

と）、やっぱり警戒しちゃうんだよね、住民というのは」と述べている（「岩本忠夫・双葉町町

長を支えて」）。

　また、岩本が県議会で提起した双葉郡の開発の青写真は、客観的に見ても、抽象的であり、

具体案に欠けていたと言わざるを得ないだろう。そのためか久人の眼からも、岩本は「やっぱ

り社会党というイメージが大きくて、原発に対してもそうですけれども、何でも反対するとい

う、そういうイメージはやっぱりあった」（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。

原発も含めて「何でも反対する」というイメージだけで、マネーを生み出す代案がなければ、

相対的に貧しい地域住民の支持を得ることは難しいだろう。

　岩本が落選し続けた理由としては、第二に、双葉郡の根強い保守的な政治風土を挙げるべき

だろう。双葉郡は「お上」である自民党の支持基盤が強固な地域である。自民党の支持基盤の

中核は地域や一族の「ボス」たちである。地域の重要事項は、「お上」の意向を受けた「ボス」

の「親心」によってしばしば決定される。その典型的な例が、1973年９月の公聴会に当たっ

て、原発推進派の小貫正・富岡町助役（当時）が、最終的に福島第二原発の用地買収に応じた

同町毛萱地区の住民の断りなしに、独断でほぼ全員の傍聴券を申し込んでいたことであろう。

発覚後、いみじくも小貫は「全くの親心で、悪意はなかった」とコメントしている（『朝日新

聞（福島版・朝刊）』1973年９月18日付け）。
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　また、双葉郡には「“お上にさからうやつはアカだ” という意識がいまだにあるという」。そ

のために「お上」、すなわち自民党が持ち込んだ原発に対する反対運動を「アカ」同然と見な

して、身内や身近にそうした運動に関わる者がいれば、「ボス」が「親心」から止めるように

諭すことが多々あった。例えば「連絡会」を構成する「公害から富岡を守る町民の会」の小野

田も「親類筋あたりから忠告されることがあるんですよ」と打ち明けている（『朝日新聞（福

島版・朝刊）』1973年10月11日付け）。そうした状況下では、岩本が反原発を訴えたところで、

なかなか地域住民の支持を得ることは難しかったであろう。

　第三に、原発を推進しようとする当局の徹底した妨害活動を挙げるべきだろう。当時、丸添

によれば、「国も東電も、警察も皆一緒になって」、「同盟」に対する警戒活動を行なっていた

（「岩本忠夫・双葉町町長を支えて」）。石丸によれば、そうした一体化した東京電力と公権力に

よって、特に二期目をめざす1975年の県議選では、岩本の経営する酒店への嫌がらせや尾行

などがしつこく繰り返されたとのことである（『朝日新聞（朝刊）』2016年３月14日付け）。

　次節では、岩本が「転向」して、原発推進の超積極派になった経緯を見ることにしよう。

３．「転向」へ

反原発運動からの離脱

　岩本が反原発運動からの離脱を考えるようになった契機とは、1979年の県議選での劣勢と

敗北である。石丸はそれについて以下のように語っている。

　　岩本さんの娘さんが東京電力の社員と結婚したので、推進派に転じたと言う人がいるけれ

ど、そんなちゃちな男ではないですね。それは関係ないと思います。七九年のスリーマイ

ル島原発事故の翌月の選挙でビラまきをしたが、まったく争点にならなかった。それを見

て、政治的勘のある人ですから、政治的思いを遂げられないなと悟って身を引いたという

ことだと思います（「福島原発震災と反原発運動の四六年」54頁）。

　石丸と同様のことを久人も証言している17）。

　さらに久人によれば、岩本は1979年の県議選の中途から、反原発運動からの離脱のみなら

ず、社会党からの離党をも示唆するかのように「郡民党」という言葉を使い始めている。久人

は次のように述べる。「父（筆者注：岩本）の口から郡民党という、そういう郡民の皆さん、

双葉郡のために私は立候補しているんだと、双葉地方のために働かせてくださいというよう

な、そういう訴えに変わってきた」と（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。
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岩本は83年の県議選にも落選すると、社会党に離党届を出すと同時に、反原発運動から完全

に離脱することをも決断するに至る。離党の直前に、前述の「浪江同盟会」の「一坪地主」を

抜けるという決断を石丸に伝えていた（『朝日新聞（朝刊）』2016年３月14日付け）。

双葉町長選挙

　岩本は反原発運動から離脱し、社会党を離党したからといって、即座に原発推進の超積極派

になったわけではない。岩本は1983年の県議選に落選した後、政治の世界からは身を退き、

酒屋を経営しながら、地区の行政区長として地元の地域活動に専念していた（「父・岩本忠夫

（元双葉町長）の半生を見つめて」）。

　1985年になると双葉町では、公共下水道工事への町費不正支出や町職員の逮捕事件などの

不祥事が起こった。その結果、連続六期二十二年にわたって長期政権を築いてきた田中清太郎

町長（当時）が責任を問われて辞職に追い込まれた。その際、岩本は一連の疑惑解明を住民の

手で盛り上げようと開かれた「双葉町を明るくする町民大会」のリーダーの一人となっている

（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月２日付け）。

　岩本は、「何とか町を立て直してくれ」という思いを抱いた町民から、町長選への立候補を

強く要請された末に、決心する（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。丸添に

よれば、岩本が町長候補に担ぎ上げられたのは、「政治は好きだし（中略）人の面倒もいい

かったし（中略）全般的に評価はされていた」ためである（「岩本忠夫・双葉町町長を支え

て」）。1985年12月に実施された十数年ぶりの町長選では、前町長派の候補・伊沢昭久（町議

会の前議長）と反前町長派の候補・岩本との一騎打ちになった。ちなみに両者は小学校時代の

同級生で、同じ時期に町議をしていたこともあった（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12

月４日付け）。

　伊沢は、1971年の県議選で岩本に敗れた双葉町出身の笠原県議（当時）や前町長派町議ら

を中心に、町内の保守系支持者をまとめていたほか、福島第一原発の労組と政策協定を結び、

町内労働者の支持をもまとめていた（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月７日付け）。選

挙戦の初日には、後援会長の笠原が「中央とのパイプはまかせてほしい」と応援の演説をして

いる（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月４日付け）。伊沢の最大のセールス・ポイント

は「中央とのパイプ」であったと言えるだろう。

　一方、岩本は選挙戦に当たって、反前町長派の保守勢力が前面に立ち、社会党員時代から関

係の深かった地元地区労などの組織が陰に回るように手筈を整えていた。その一方で「町民

党」を名乗って、手作りの選挙運動を展開している（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12

月７日付け）。地域の根強い保守的な政治風土に配慮しつつも、「町民党」を名乗ったり「手作
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り」感を出したりすることにより、あくまでも住民の代表であることを強調して、前町長派に

は欠けている清廉さをアピールする狙いだったと言えるだろう。いみじくも選挙の初日には、

反前町長派の町議らが「今回は世直し選挙。住民の手で明るい町づくりが必要」と応援の演説

を行なっている（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月４日付け）。

　両候補の公約についてであるが、岩本と伊沢はともに企業誘致や中規模農業の育成などを掲

げていた（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月７日付け）。なお原発問題については、前

述のように岩本はすでに容認に転換している18）。原発容認に転換した岩本と伊沢の間には、公

約において実質的に大きな相違点がなかったと言えるだろう。

　両候補の公約がほぼ同じであり、かつ一連の不祥事による田中前町長の辞任後ということも

あって、町長選の大きな争点は、金権政治からの脱却と町政への信頼の回復となっていた。そ

こで伊沢は前町長派ながらも、「『田中色』を意識的にぬぐい去った選対を組織」することにな

る（同上）。当時、地域では金銭によるモラルの低下が、一部の政治家や町幹部のみならず、

子どもたちにも及んでいただけに19）、町民はその争点に大きな関心を寄せたものと思われる。

　町長選の争点として、金権政治からの脱却と町政への信頼の回復がクローズ・アップされれ

ばされる程、「新鮮なイメージ」の岩本には有利に働くであろう。そのためであろうか、伊沢

陣営は岩本の元社会党籍や反原発運動の経験をとらえて、「無所属といえども根は革新。原発

立地の町に革新系町長では無理」という宣伝まで行なっている。しかしそれが町民から「か

えって反感を買った」（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月10日付け）。果たして選挙結

果は、岩本が伊沢に約800票差をつけて、3000票余りを獲得して勝利を収めた（『朝日新聞（福

島版・朝刊）』1985年12月９日付け）。

　町長当選後、岩本は町長室を一階に移して、ガラス張りにしたり、町民と直接対話する会合

を開いたりするなど、市民運動的な理想を実現しようとしている。職員にも気さくに声を掛

け、慕われていたという（『毎日新聞（朝刊）』2011年８月25日付け）。

原発増設とプルサーマル計画

　岩本が明確に原発推進の超積極派になったのは、二期目の町長時代からである。福島第一原

発は大熊町と双葉町にまたがっており、双葉町では五号機、六号機の二基が稼働している。
1986年４月にチェルノブイリ原発事故が起こり、89年３月に福島第二原発三号機で重大事故

が発覚していた。それにもかかわらず、岩本は91年12月に双葉町に七、八号機を増設するよ

う正式に要請する決断を下す。それに先立って、同年９月に双葉町議会で原発増設誘致の決議

を行なった際には、岩本は「増設に政治生命をかける」とまで述べて、半数ほどいた慎重派を

説得し、全会一致を勝ち取っていた20）。原発増設の誘致に当たっては、岩本自らが旗を振って
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いたのである。

　資源エネルギー庁によれば、原発立地自治体の増設要請は「全国でもおそらく初めて」のこ

とであった。岩本が全国初の原発増設の誘致に踏み切った背景には、後述するように町財政の

悪化がある。

　さらに、岩本は原発増設を実現するために、国策であるプルサーマル計画の受諾へと踏み込

む。プルサーマル計画とは、使用済み核燃料を再処理してプルトニウムを取り出し、ウランと

混ぜた混合酸化物燃料（MOX燃料）に加工して、原発（軽水炉）で燃やすというものである。

プルサーマル計画の実施対象は福島第一原発三号機であった。

　プルサーマル計画が浮上した背景には、高速増殖炉にトラブルが相次いだために、高速増殖

炉でプルトニウムを燃やすという計画が大幅に先送りされ、余剰プルトニウムが行き場を失っ

ているという問題があった。なお後述するように、再処理工場の度重なる竣工の延期によっ

て、使用済み核燃料の再処理が大幅に滞っているために、使用済み核燃料が原発内で蓄積され

るという問題が起こっている。

　岩本による原発増設の誘致やプルサーマル計画の受諾という決断に対して、反原発運動団体

のみならず21）、福島県や双葉郡周辺の市町村も反発を隠さなかった。当時「プルサーマルも増

設も、他の立地町や福島県当局は受け入れに慎重だ。岩本町長だけが積極的に見える」と言わ

れたほどである（『日本経済新聞（朝刊）』1997年６月９日付け）。相馬市や原町市の議会に

至っては、双葉町の原発増設誘致に反対する意見書を採択している（『河北新報（朝刊）』1994

年１月11日付け）。

佐藤栄佐久・福島県知事との対立

　こうした岩本による原発増設の誘致やプルサーマル計画の受諾に対して、強力に立ちはだ

かったのが佐藤栄佐久・福島県知事（当時）である。佐藤は参議院議員だった1987年１月に

中曽根首相（当時）の東欧訪問に随行して、前年４月のチェルノブイリ原発事故の影響を目の

当たりにする。「晩餐会には、出された肉を指して、『これはチェルノブイリで汚染されていな

い肉です』といちいち説明があった」。この経験が佐藤にとって、「原子力事故の恐ろしさと、

ひとたび起こってしまうと、一国では終わらない広がりをもつということについての（中略）

原体験となった」（佐藤栄佐久（2009）50‒51頁）。

　佐藤は1988年に知事に当選すると、翌年３月に福島第二原発三号機の重大事故に遭遇した。

岩本と違って、佐藤はこの重大事故を機に、国や東京電力に対する不信感を強めることにな

る22）。佐藤は決して反原発に転じたわけではなかったものの、その後「譲れない一線」とし

て、「事故情報を含む透明性の確保」と「安全に直結する原子力政策に対する地方の権限確保」
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という二点を追求し続けることとした（同上、112頁）。そして原発増設やプルサーマル計画

に対して慎重な態度をとるようになる。

　当時、佐藤は原発増設について、「原発が10基もあって、なぜ増設しなければ地域振興にな

らないのか」と問い掛けていた。また原発が廃炉の期限を迎えることをも視野に入れて、「原

発に頼りすぎない自立した地域づくり」のあり方を考える必要があると訴えていた。それに対

して、岩本は「『自立』と言われても『タネ』がなければ難しい。（知事の言う）『自立』に具

体性はあるのか」、「当面、（悪化する）町の財政を好転させることが重要で、そのためには

『増設』となる」と反論している（『河北新報（朝刊）』2002年２月23日付け）。佐藤は後年、

こうした双葉町の原発増設ありきの姿勢に対して、「麻薬中毒患者が『もっとクスリをくれ』

と言っているのと同じではないか」と振り返っている（佐藤栄佐久（2009）54頁）。

　さらに、佐藤はプルサーマル計画に対しても、次第に態度を硬化させるようになる。1998

年11月に一旦は全国で初めてプルサーマル計画の事前了解を東京電力に通知したものの、
2000年１月と01年４月に受け入れを拒否した末に、02年９月の定例県議会の冒頭で「プルサー

マル計画については、前提となる条件が消滅しており、白紙撤回されたものと認識している」

と声明した23）。

　こうした佐藤のプルサーマル計画をめぐる態度の硬化の背景には、どのような情勢の変化が

あっただろうか。MOX燃料のデータ改竄の発覚のほかに、1999年９月に茨城県東海村の核燃

料加工会社で起きた臨界事故、及び2002年８月に東京電力も認めざるを得なくなった福島第

一・二原発での検査記録改ざんなどによるトラブル隠しがあった24）。特にトラブル隠しが決定

的であったと言えよう。佐藤によれば、「東電の不正は、県が検討してきた疑問点が現実に顕

在化したもの」にほかならなかった（『河北新報（朝刊）』2003年１月７日付け）。

　2002年10月以降、佐藤は、原子力政策を推進する自民党国会議員や関係閣僚に対して、核

燃料サイクルの停止など、原子力政策の見直しを求めるようになる。それに対して、自民党国

会議員からは「福島県の考え方には誤りがある」「もっと大きな視点に立って考えるべきだ」

などと反発が相次いだ（同上）。

　岩本は、原発増設とプルサーマル計画実施を求める立場から、政府当局と佐藤との対立に介

入して、政府当局の立場を積極的に擁護するようになる。例えば、2005年１月に開かれた国

の原子力委員会の新長期計画策定会議の場では、岩本と佐藤は「真っ向から対立する格好と

なった」。佐藤は核燃料サイクル政策の見直しを強く提言した。それに対して岩本は、プル

サーマルは国策で推進すべきであり、かつ福島第一原発七、八号機の増設を実現すべきである

と訴えた。また県と国との信頼関係の強化をも求めている（『河北新報（朝刊）』2005年１月
15日付け）。岩本が県と国との信頼関係の強化に言及したのは、国との対立を辞さない佐藤の
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譲歩を暗に促すためだったと言えるだろう。

　なお、岩本はプルサーマル計画を受諾するとともに、原発内の使用済み核燃料プールの増設

にも同意している。1994年５月に全国原子力発電所所在市町村協議会（以下、全原協と略記）

は総会で、使用済み核燃料の保管場所は原発の外部を原則とするよう国に要望することを決議

していた。これは国の原子力委員会の新長期計画における「当面は原発内貯蔵が原則」という

方針に対して、全面的に対決姿勢を打ち出したものにほかならない。

　しかしながら、双葉町も全原協の一員でありながら、岩本はここでも原子力委員会に助け舟

を出すかのように、「外に持って行けと言うより、原発に置くのが現実的な対応」というコメ

ントを出している。こうした岩本の対応について、反原発運動に従事している大和田秀文は

「（筆者注：増設してでも）カネになる原発はほしいが、ごみはいらないとは言えないのでしょ

う」と推察している（『朝日新聞（朝刊）』1994年６月27日付け）。

　次節では、岩本が反原発派から原発推進の超積極派に「転向」した契機について検討するこ

とにしよう。

４．「転向」の契機

双葉町の財政の悪化

　さて、岩本は反原発派から原発推進派に「転向」したと言われているが、原発推進派と一口

に言っても、その中には慎重派から積極派まで様々な立場が存在している。かつて反原発運動

の旗手であった岩本は原発推進派に「転向」しても、佐藤のような慎重派にはならなかった。

前述のように「プルサーマルも増設も、他の立地町や福島県当局は受け入れに慎重だ。岩本町

長だけが積極的に見える」と言われるほどの超積極派に「転向」した。

　超積極派になった岩本は、慎重派の佐藤を批判する急先鋒となった。石丸がいみじくも述べ

ているように、岩本はかつて「社会党の地区委員長や反対同盟の委員長をやった」だけに、そ

の点では「千両役者」であったと言えるだろう。「国と電力にとって相当使い勝手があったは

ずで」ある（「福島原発震災と反原発運動の四六年」54頁）。このように見てくると、原発の

安全性の追求という「根っこにあるもの」は「常にどの立場にあっても決して変わってない」

とする久人の岩本に対する評価を（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）、鵜呑

みにすることは難しいと言わざるを得ないだろう。

　岩本が超積極派に「転向」した契機とは一体何だろうか。第一に、双葉町の財政の悪化が挙

げられるだろう。双葉町は、1987年度に電源三法に基づく交付金の交付が終わったり、原発

関連の固定資産税が減価償却に伴って減少したりしたこともあって、原発増設の要請を決定し
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た前年の90年には、12年ぶりに地方交付税交付金の交付団体になってしまった。そこで岩本

は、町内の原発敷地のうち約100ヘクタールが遊休地となっていることに着眼して、財政再建

の切り札として、原発増設に動き出したのである25）。

　もっとも、岩本自身も双葉町の財政悪化に拍車をかけている。双葉町を含む原発立地自治体

の財政に重くのしかかってきたのは、周知のように「ハコもの」の維持管理経費にほかならな

い。電源三法に基づく交付金は、その使途が道路、港湾、都市公園、公共施設などの「ハコも

の」に限定されていることから、原発立地自治体では多くの「ハコもの」が整備されてきた。

自治体の収入が減少しても、毎年一定程度の「ハコもの」の維持管理経費は必要とされる。

　双葉町では、こうした維持管理経費の圧迫のために、原発増設の要請から約10年後の2000

年度には「財政構造は硬直化の域に入っている」とまで評されるようになった。それにもかか

わらず、岩本は「道路、下水道など社会資本の整備はまだまだ必要だ」と主張している26）。

「運動公園に特別養護老人ホーム、新しい駅舎…。原発増設をあてこんでいた岩本は町民の要

望に応えようと、次々と施設の着工に踏み切った」（『福島民報』2015年２月14日付け）。その

結果、原発増設の要請から約20年後の09年には、町は財政破綻一歩手前の「早期健全化団体」

に転落することになる。

原発をめぐる認識の根本的変化

　第二には、岩本の原発をめぐる認識の根本的な変化が挙げられるだろう。岩本自らが以下の

ように、県議時代に追及した原発の安全性に対する認識の変化について言及している。

　　　私が県会議員になったのは昭和46年４月ですが、この年の３月26日に原発１号機が営

業運転に入った。運転当初のこともあって１号機はトラブルも発生したんです。そこで、

私は安全性について徹底的に追求したんです。これが４年間くらい続いたんでしょうか。

　　　その間、双葉町原発反対同盟という組織もでき、私はその責任者も努めた。原発には極

めて批判的な立場をとっていたわけですよ。

　　　というのは、その当時、私の原子力発電所に対する認識不足がありました。と同時に、
１号機には大きくはなかったがトラブルも多かった。そんなことから、私は初期の段階で

はまだ実証炉ではない、言い方をかえれば営業運転はまだ早い──という判断をもってい

た。

　　　そういう時代を経て、私はだんだんに原子力発電所の安全性は確認されつつある時代に

きている方向に傾きました。

　　　そして、町長に就任する１年前に社会党を離党、その頃から原発の安全性は確認されて
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いるとして、これまでの原発反対から脱皮、原発是認の立場を明確にとるようになったん

です。

　　（中略）

　　　私は最近、町民の方々に申し上げるんです。原発の１号機が営業運転を開始21年にな

る。10年ひと昔どころか10年２昔。多少の故障は発生したかもしれないが、放射漏れな

どなく、安全性は十二分に確信してよいと思っているんです。

　　　20年の歴史の証明は説得力があるんじゃないですか（岩本忠夫（1992）13頁）。

　また、岩本は原発管轄行政のあり方に対しても認識を変えている。県議時代には、前述のよ

うに、国の原子力委員会について「原子力開発を推進する機関と規制する機関が分離していな

い」と批判していた（1974年２月定例会）。

　一方、前述の国の原子力委員会の新長期計画策定会議では、岩本はかつてとは正反対の立場

をとっている。同会議では、核燃料サイクルやプルサーマル以外にも原子力安全・保安院（以

下、保安院と略）の経済産業省からの分離の是非が議論されていた。保安院は、2001年にエ

ネルギー施設などの安全確保を目的として発足した。規制機関である保安院と推進機関である

資源エネルギー庁がともに経済産業省に属していることを、佐藤はかねてから問題視してお

り、同会議の席でも保安院の分離を主張していた。しかし岩本は、保安院を分離せずに現行体

制で安全を強化すべきであると主張したのである（『河北新報（朝刊）』2005年１月15日付け）。

なお原発事故後の2012年に、原子力規制に関わる各府省の行政組織を一元化するために、環

境省の外局として原子力規制委員会が発足すると、保安院は同委員会に移行し、廃止されてい

る。

　さらに、岩本は県議時代に追及した原発作業員の被曝問題に対しても認識を改めている。福

島第一原発の作業員が被曝に伴う慢性骨髄性白血病により死亡して、1991年末に労働基準監

督署から労災認定を受けていたことが、93年５月に報道により明らかにされた後になって、

ようやく東京電力が双葉町側に連絡するという事態が起こった。そうしたショッキングな労災

認定隠しが判明した直後にもかかわらず、岩本は以下のように述べている。

　　「かつて全国的に原発内で働く作業員の被ばくが問題になったが、現在は被ばく線量の基

準は順守されているようだ。安全対策は万全であると信じている」（『河北新報（朝刊）』
1993年５月７日付け）。

　岩本は、原発作業員の被曝問題を解決済みと見なすようになった以上、県議時代に追及した
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低線量被曝の問題についても、健康被害などあり得ないという認識に変わったと見てよいだろ

う。こうした原発をめぐる諸々の認識の根本的な変化こそが、原発推進の超積極派に「転向」

するに当たっての重要な契機になったと言えるだろう。

　ここで、我々はさらに理解を深めるために、岩本の原発をめぐる認識の特徴についても考察

することにしよう。それは、岩本だけに限らず、反原発派であれ、原発推進派であれ、専門家

以外の者は基本的に自らの認識を科学的に実証することが事実上不可能であり、ただ単に専門

家の解説を信奉して、それを自らの認識に代える以外にはないというものである。専門家の解

説を信奉するばかりで、自らそれを科学的に実証する術がない以上、反原発派であれ、原発推

進派であれ、その認識の主張はある種の「信仰」告白にならざるを得ないだろう。

　いみじくも前述のように、岩本が原発の安全性を請け負う際に提示した根拠とは、「20年の

歴史の証明」という科学的な実証からは程遠いあやふやなものであった。また前述のように、

労災認定隠しが明るみに出た直後にもかかわらず、岩本は「安全対策は万全であると信じてい

る」と述べているが、この「信じている」は文字通り「信仰」に近いニュアンスを帯びている

と言ってよいだろう。

　岩本は元来、反原発派の専門家の解説に対して揺るぎない「信仰」を抱いていたが、時とと

もに「信仰」が揺らいだ末に「転向」した。そして原発推進派の専門家の解説に対して揺るぎ

ない「信仰」をもつようになり、超積極派となって、「信仰」が揺らぎ始めた慎重派の佐藤を

厳しく批判したと言えるだろう27）。

権力の自己目的化

　第三には、岩本にとって手段であったはずの権力が自己目的化するようになったことが挙げ

られるだろう。権力が自己目的化するのに伴って、岩本は地域住民の多数派の世論に同調する

ことで、多数派の支持を獲得しようと試みるようになる。

　岩本は県議の頃には、被曝した原発作業員に対して強い関心を寄せていた。「電源三法交付

金で恩恵を受ける人の一方で、被曝した労働者の実態は闇に葬られるという構図」（「七〇～八

〇年代の福島県双葉地方の反原発運動」68頁）の下では、後者は明らかに地域住民の中でも

少数派だと言えよう。その一方で岩本は、地域住民の多数派の支持獲得にも並々ならぬ意欲を

示している。前述のように、岩本は「住民を組織化した大衆闘飛（原文ママ）を構築していく

闘いが、いまなにより私たちに求められる命題である」と訴えていた。また岩本は本気で県議

当選を狙っていた。勝敗を度外視して、選挙を単なる社会党の政策や自己の主張のアピールの

場だと割り切っているわけではなかった28）。そうしたことから岩本にとっては、少数派である

被曝した原発作業員への配慮とともに、多数派の支持の獲得も重要な課題であったと言えるだ
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ろう。

　しかし、岩本は度重なる落選によって、自らの反原発の主張が地域住民の多数派から受け容

れられないということを悟らざるを得なくなった。この時点で岩本には酒屋を営みながら、一

活動家として反原発の主張をあくまでも貫くという選択肢もあっただろう。だが岩本はその選

択肢を選ばなかった。それまで反原発という目的のための手段に過ぎなかったはずの権力が自

己目的化するに至る。そして岩本は、多数派の世論に同調することで、多数派の支持を獲得し

ようと試みるようになる。前述のように1979年の県議選からそうした兆候が見られており、
85年の町長選に際しては、全面的にそうすることによって勝利を収めた。

　岩本にとって、原発推進派の専門家の解説に対して揺るぎない「信仰」を抱き、超積極派に

なることは、地域住民の多数派の世論にさらに同調することを意味しているであろう。丸添に

よれば、1985年の町長選挙の「期間中、町民から『原発を増設して』という声が寄せられて

いた」（『福島民報』2015年２月14日付け）。それを受けて、当選後、岩本は地元紙の取材に

「もし町民が望むなら、増設運動を繰り広げていきたい」と語っている（『毎日新聞（朝刊）』
2011年８月25日付け）。当時の新聞報道を見る限り、双葉町において、積極的に「原発を増設

して」と望む声は決して多くはなかったものの、それでも戸惑いつつも、やむを得ないという

声が大半を占めていた。それは次のような商店主の発言に象徴されているだろう。

　　「とにかく仕事のねえ町だから。みんな東電と『運命共同体』って意識が強いんじゃねえ

の。我々だってそのお金で生活してるんだもの、心の隅では『どっか行ってほしい』って

思っても、背に腹は変えられねえってことさ」。

　岩本が四選を目指した1997年11月の町長選挙に際して、こうしたやむを得ないという声を

受けて、対立候補の渡辺了以も「増設、プルサーマル計画に基本的には賛成」としており、選

挙の争点には全くならなかった（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1997年11月13日付け）。地域住

民の多数派は、やむを得ないという判断であったにせよ、曲がりなりにも超積極派に属してお

り、ひいては原発推進派の専門家の解説への揺るぎない「信仰」を共有していたと言ってよい

だろう。

　岩本は、自ら超積極派の旗振り役になることによって、戸惑いがちの地域住民の多数派を牽

引し、そのさらなる支持を獲得して、自らの権力をより盤石なものにしようとしたと言えるだ

ろう。そしてそれは成功を収める。岩本は後述のように、いくつかの金銭絡みの不祥事に巻き

込まれながらも、およそ20年にわたって町長の地位を維持したのである。

　しかし、岩本の視野からは、いつしか少数派である被曝した原発作業員が排除されるように
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なってしまった。前述のように、原発作業員の被曝に起因する死亡に対しての労災認定隠しが

明るみに出た直後にもかかわらず、「現在は被ばく線量の基準は順守されているようだ」と嘯

いていたことがその証左である。

　一方、岩本と正反対の道を歩んだのが石丸である。石丸は自ら非「転向」を貫いた理由を以

下のように語っている。

　　　私が運動を継続できたのは原発労働者に接してきたからです。原発の問題点を勉強する

必要がありますが、勉強だけでなく、原発労働者と接触を続けるなかで、原発の内部がい

かにでたらめで、東京電力は原発を運転する資格はないということがわかってきました。

（中略）さらに、原発被曝労働問題を追及してきましたから、怒りが根底にありました

（「福島原発震災と反原発運動の四六年」56‒57頁）。

　石丸が終始接しようと努めてきたのは、いつしか岩本の視野から排除されてしまった少数派

の被曝した原発作業員である。石丸は信奉する反原発派の専門家の解説を自ら科学的に実証す

ることができなくても、少数派に対する人間的な共感をもち続けることによって、非「転向」

を貫くことができたと言えるだろう。

東京電力の不正資金への関与疑惑

　古今東西の例を引くまでもなく、政治家は権力が自己目的化すると、腐敗に手を染めがちに

なる。岩本もご多分に漏れずと言うべきか、町長在任中、いくつか金銭絡みの不祥事への関与

が取り沙汰されていた29）。その中でもとりわけ東京電力の不正資金への関与疑惑は、「転向」

が二度と後戻りできなくなる程の大きな影響力を及ぼしたと考えられることから、注目に値す

る。もっともその疑惑について言及するに当たっては、故人である岩本本人、並びに久人をは

じめとする存命中の親族の名誉にも関わることだけに、慎重を要するであろう。以下にマスコ

ミの報道に基づいて、その疑惑の概要について見ることにしよう。

　東京電力の不正資金への関与疑惑が起こったのは、町道建設問題をめぐってである。国道六

号線と福島第一原発七、八号機の予定地を結ぶ町道の拡幅工事に当たって、岩本は福島第一原

発の所長に費用負担を求め、約30億円の分担金を受けた。1996年から97年にかけて、拡幅工

事に伴う用地買収に際して、分担金をめぐる不祥事が起こり、2000年５月に明るみに出る。

すなわち「原発増設を急ぐ町としては、是が非でも買収したい。資金は東電の金で、町の懐は

痛まない。蜜にアリが群がるように、そこに地権者がたかり、表に出せない金が渡された」

（『東京新聞（朝刊）』2012年４月25日付け）。ある町議によれば、「東京電力の分担金という甘
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い汁に、町民もたかったし、町執行部にも、どう使っても良いという甘えがあった」。また当

時の役場担当者によれば、「東京電力も分担金を町が不正に支出することを了承していた」

（『河北新報（朝刊）』2000年12月21日付け）。

　2001年５月に岩本ら六人は約2800万円を町に返還した（『朝日新聞（福島版・朝刊）』2002

年１月24日付け）。同年６月の「市民オンブズマンふたば（白岩寿夫代表）」の告発に基づい

て、02年１月に浪江警察署は、岩本ら十数人を背任と公正証書原本不実記載の疑いで福島地

検に書類送検したが、同年３月に福島地検は不起訴処分にした30）。岩本は危ういところで政治

生命が断たれる事態を免れた。

　この不祥事では、岩本は原発増設を実現するために、地権者に不正に東京電力の分担金をた

からせる便宜を供与したという疑惑がもたれただけである。岩本自身が不正に分担金にたかっ

たという疑惑は起こっていない。しかしどのような形であれ、ひとたび不正資金に関与したと

いう疑惑がもたれれば、たとえ不起訴処分を勝ち取ろうとも、東京電力や政府当局に弱みを握

られたのも同然となり、それらの意のままに動くことを余儀なくされるだろう。たとえ岩本が

望んだところで31）、再度の逮捕や起訴によって政治生命を絶たれるというリスクを冒すことな

しに、超積極派から反原発派はおろか、慎重派にさえ立場を変えることができなくなってしま

うのである（実際、慎重派の佐藤は2006年10月に収賄罪で逮捕され、政治生命を絶たれてい

る）。

　前述のように、開沼は、岩本の「転向」前後の行動を貫くものとして「愛郷」を指摘してい

る。「愛郷」とは「そこに住む人間がこう生きたいと思っていた生き方を、物や金といった物

理的条件で貫けなくなることは許せない」という想い、換言すれば「資本や政治の力でムラが

ゆがめられることは避けなければならない」という想いにほかならない。しかし少なくとも東

京電力の不正資金への関与疑惑の後には、岩本にそのような意味での「愛郷」の想いがあった

とは言えないのではなかろうか。

おわりにかえて

　最後に、原発事故後の状況を生きる我々が、岩本の半生の軌跡から何を学ぶべきかについて

考えることにしよう。学ぶべき点はプラス面・マイナス面を含めて多々あるものの、筆者は何

よりも、岩本の県議時代における原発問題に対する追及から学び、それを受け継ぐべきだと考

える。それは具体的には、原発の安全性、原発管轄行政のあり方、原発作業員の被曝問題、低

線量被曝の問題などに対する追及である。

　昨今、全国の原発の安全性について、再稼働に賛成か反対かに関わらず、厳しく精査すべき
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であるという声が高まっているのは周知の通りである。また原発管轄行政のあり方について

も、一応の反省がなされ、国の原子力委員会が廃止されたり、経済産業省の下にあった保安院

が環境省の外局である原子力規制委員会に吸収されたりした。一方、今日、事故を起した原発

の廃炉に従事する作業員の被曝問題は黙殺されているに等しい。また低線量被曝による健康被

害については、否定的な見解が支配的となっている。こうした状況を目の当たりにすると、岩

本の原発問題に対する追及の中、後二者を受け継ぐ必要性を改めて痛感するであろう。

　以下では、特に低線量被曝の問題について取り上げることにしたい。今日、低線量被曝の問

題を提起することは、岩本の県議時代よりもさらに困難になっている。今日の方が岩本の県議

時代よりも、被曝者数が飛躍的に増加し、被曝線量もはるかに増大しているにもかかわらず、

である。困難の理由の一端については、開沼の以下の発言が如実に語っている。

　　　福島にいると、「善意の暴力性」というものを感じます。脱原発・反原発を主張する人

たちが時々都会から集団でやってきて、「こんなに汚染されている」と、地元の人の前で

怖がってみせて帰っていく。社会正義の下に、善意の暴力性が潜んでいることに気づか

ず、自己満足していると感じる（『朝日新聞（大阪版・夕刊）』2012年７月25日付け）。

　我々は、低線量被曝の問題を提起するに当たって、福島の人々を傷付ける「善意の暴力性」

に陥らぬように注意深くあらねばならないだろう。

　一方、開沼は「さまざまなデータが出揃った中、甲状腺がんを残し、現在も今後も内部・外

部被ばくによる健康被害の可能性は極めて低いと勝負がついた」と断言している（「放射能と

ワクチン　不安に寄り添う怪しげな『支援者』」）。だがそうしたデータは、開沼自身が収集し

たり分析したりしたわけではないだろう。ただ単にアカデミズムの主流の専門家（要するに一

流大学の教授で、学会の要職に就き、政府の審議会の委員を務めているような専門家）の多く

が支持しているデータだから、「勝負がついた」と断言しているに過ぎない。

　さらに、開沼は福島県における小児甲状腺癌の多発の問題について、以下のように言及して

いる。

　　甲状腺がんの問題もよく話題になりますが、「福島で甲状腺がんが多発している」と論文

にしている専門家は、岡山大学の津田敏秀さん以外に目立つ人はいない。その論文も出た

瞬間、専門家コミュニティーからフルボッコで瞬殺されています。

　　　この構造を把握していない人たちを利用する「支援者」や自称科学者たち。大手メディ

アも、普段のクセで両論併記をして、まともな専門家と同じ分量を割くから、50対50の
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論争なのかと勘違いする人が出てくる（「放射能と子宮頸がんワクチン　カルト化からマ

マを救う」）。

　ここでも、開沼は自ら科学的な実証によって、津田の学説に反駁しているわけではない。た

だ単に主流の専門家の間の多数決で、津田が圧倒的に負けていることから、おそらく津田の学

説は誤りにちがいないと言っているに過ぎない。しかし歴史を繙けば明らかなように、科学的

真理の全てが主流の専門家によって、また主流の専門家の間の多数決によって定まったわけで

はない。

　ちなみに、開沼は原発事故直後、以下のように主張している。

　　素人には理解しがたい高度な科学技術の結晶である原発に向けられるまなざしは、「国が、

東京電力がやっているのだから信じるしかない」というある種の「信心」だ。日本全体

を、この種の根拠のあいまいな「信心」が覆っていた。

　　（中略）

　　　専門家によって現代社会の高度な科学技術は支えられている。同時に、専門家は全知全

能の神ではない。私たち素人は専門家の言うことに身を任せて安心しきったり、逆に猜疑

心の塊になってパニックに陥ったりすべきではない（『朝日新聞（朝刊）』2011年３月29

日付け）。

　現在の開沼が「国が、主流の専門家が言っているのだから信じるしかない」という態度を

とっているように感じられるのは、筆者だけであろうか。

　無論のこと、筆者も低線量被曝による健康被害を科学的に実証するデータを自ら揃える術が

あるわけではない。結局のところ、低線量被曝の問題についても、健康被害を肯定するにせ

よ、否定するにせよ、専門家以外の者は基本的に自らの認識を科学的に実証することが事実上

不可能であり、ただ単に専門家の解説を信奉して、それを自らの認識に代える以外にはないと

いうことを自覚するよりほかないのであろう。

　その上で、石丸が長年にわたって地域住民の少数派である被曝した原発作業員に対して、人

間的な共感をもとうとする姿勢を保ち続けてきたように、今日、少数派である低線量被曝によ

る健康被害を訴える人々に対しても、そのような姿勢を保ち続けようとすることが必要なのだ

ろう。ただし人間的な共感をもつということは、決して高みから同情を寄せることを意味して

いるわけではない。むしろ見習うことを意味しているのではなかろうか。

　今日、低線量被曝による健康被害を訴えている人々としては、例えば小児甲状腺癌を患う子
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どもやその家族がいる。彼らは少数派として、「まわりの目を恐れるなど、様々な理由で孤立

を余儀なくされ」ながらも、以下のように追及する姿勢を示している。

　　　これら小児甲状腺がんの多発やそれぞれの個別の小児甲状腺がんについて、今、多くの

専門家が、東京電力福島第一原発事故が原因とは考えにくいと主張しています。しかし、

私たちは、その言葉に戸惑いを感じています。福島原発事故で大量の放射性物質が放出さ

れ、私たちと私たち家族は被ばくしました。福島原発事故が原因ではないと否定する根拠

は見当たりません（「311甲状腺がん家族の会　設立趣旨」）。

　我々もまたこうした謙虚かつ断固たる姿勢を見習って、「善意の暴力性」に陥らぬように注

意深くありながら、低線量被曝の問題をあくまでも追及し続けるべきだろう。

注

１） 1992年４月、岩本の自宅が農業用水路をまたいで増築されているという建築基準法違反が発覚した。岩
本によれば、「昭和初期、父親の時代に自宅前の道路が拡幅され」た際に、用水路上を利用したとのことで
ある（『河北新報（朝刊）』1992年４月16日付け）。

２） 「大字前田地域の床下浸水五〇余戸及び屋上の破損無数、浸水耕地五〇町歩に及び、稲架の倒潰したもの
は殆んど全耕地にわたり、稲の流水したもの三町歩余にわたった惨状であった」（『双葉町史　第１巻通史
編』734頁） 。

３） 岩本が県議選に初当選した際に「双葉南小 PTA会長」と紹介されていたが（『朝日新聞（福島版・朝刊）』
1971年３月31日付け）、双葉南小学校の前身は新山尋常高等小学校である。

４） 当時の小学校教育には三つの特徴があった。第一は、郷土教育や労作教育の振興である。疲弊した農村を
自力更生させる運動が展開され、郷土産業の開発や郷土民の公民精神の高揚がしきりに唱道されるように
なっていた。当時の新山尋常高等小学校の児童訓の一つに「勤労第一」が取り上げられており、郷土教育・
労作教育重視の一端をうかがうことができる。第二は、疲弊困憊した農村の寒さ、貧しさ、無気力を克服す
るのは、修身教育だけでは無理であるとされ、生活を見つめる綴方指導に力が注がれ、綴方教育運動が展開
されたことである。第三は、表彰状を授与するなどして、児童の欠席を減らす工夫がなされたことである。
当時の経済不況や農村の貧困は、児童の学校への通学をはばみ、欠席児童の増加が目立っていた（『双葉町
史　第１巻通史編』861‒863頁）。

５） 『朝日新聞（福島版・朝刊）』1997年11月12日付け。ただし『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年12月７

日付けでは、「双葉経営伝習農場」が最終学歴となっている。「双葉修練農場」は戦後になると、47年３月
に「双葉実験農場」に、50年４月に「双葉経営伝習農場」に改組されている。仮に岩本が「双葉経営伝習
農場」を卒業しているとすれば、入場時点で20歳を超えていることから、それは考えにくいだろう。ちな
みに「双葉経営伝習農場」は高度経済成長の最中の1974年に「農業経営研修所」に、その後「福島県農業
経営大学校高等部（修業年限二年）双葉教場」に改組され、82年３月に廃校となっている（『広野町史　通
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史編』755、792頁、792頁）。
６） 開場当初、「双葉修練農場」の入場資格は満18歳以上とされ、修練年限は一年であった。しかし太平洋戦
争勃発後、兵役適齢期の青年を入場させることが困難になってきたために、1944年４月からは国民学校高
等科卒業者を入場させることとし、併せて修練年限を二年に延長することとした（『広野町史　通史編』754

頁）。
７） 以下の記述は『原発の現場』335‒337頁を参照。
８） 加藤哲郎（2013）189、241頁。ただし社会党は1969年１月の第32回臨時党大会で、福島県本部を先頭と
する原発建設予定十県の本部が共同で提出した「地域住民を犠牲にする原子力発電所建設反対に関する決
議」を採択している。「社会党が大会の決定で積極的な反原発闘争に入るのはこれからだ」としている（『福
島県社会党の三十五年』189‒191頁）。

９） もっとも公害防止と工業開発のバランスをどのようにとるかということは、1971年４月の福島県議会選
の争点の一つとなっていた。当時、自民党は工業開発に、社会党は公害防止に、それぞれ相対的に比重を置
いていたと言える（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年４月10日付け）。

10） 双葉町からは、岩本とともに笠原も立候補していたことから、「有権者四千六百余人と同郡でも小さい方
の同町」では「いやが上にも選挙ムードは盛上が」り、投票率は90％以上が見込まれていた。一方「最大
の票田で各候補者の攻防の舞台と見られた浪江町」では「『地元から候補者が出ていない選挙では─』とい
う声が多い」こともあって、投票率は低調であった（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年４月12日付け）。
そのために双葉町の有権者の投票が、笠原との間で二分されたとはいえ、岩本の当選をもたらすに至ったと
言えるだろう。

11） 当時、米原子力委員会が「軽水冷却型発電用原子炉尚非常用冷却装置（原文ママ）の “欠陥”」を指摘し
たことから、「『原発基地』双葉郡の各町には同原発の安全性について、やはり不安があるようだ。近く東電
や第二原発の建設が始る（原文ママ）富岡町で、町議会議員と役場職員二十人が、（筆者注：五月）二十七
日午後同原発を訪れ、保安担当職員から安全性について説明を聞いた。『今ごろ先進地米国でそんな初歩的
な実験をしているのでは、安全対策もまだ完全でないのでは……』『将来この地区にいくつも原子炉が出来
ると、危険もますのではないか』などきびしい質問が出た」（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1971年５月28日
付け）。

12） 例えば『朝日新聞（福島版・朝刊）』に1973年９月から10月にかけて連載された特集記事「原発：その安
全性と住民」。

13） 『朝日新聞（福島版・朝刊）』1973年９月６日付け。なお高槻博によると、「連絡会」を結成した住民団体
は、福島第一原発に反対する「大熊、双葉の環境をよくしよう会」、浪江・小高原発に反対する「請戸地区
原発反対同盟」、福島第二原発に反対する「公害から楢葉町を守る町民の会」と「公害から富岡を守る町民
の会」、広野火発に反対する「広野町公害反対同盟」となっている。また「連絡会」結成の契機も、福島第
二原発と広野火発の公有水面の埋立て免許取消し訴訟、並びに福島第二原発の原子炉設置許可処分に対する
異議申し立てとなっている（高槻博（1976）29頁）。

14） 共産党県委員会の改善要求は、「①公聴会では、陳述希望者全員の意見を聴き、公述人の一方的指名をや
めよ②公述人に日本学術会議の推薦する科学者らをみとめよ」などである（『朝日新聞（福島版・朝刊）』
1973年８月25日付け）。

15） 浪江・小高原発反対運動を取材したルポルタージュでは「連絡会」は「共産党系」とされており（恩田勝
亘（2011）97頁）、そのルポルタージュを引用している研究書においても同様な記述がなされている（中嶋
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久人（2014）155頁）。
16） 高槻博（1976）31頁。石丸によれば、岩本は元々「全日本農民組合」のメンバーであり、農民運動に参
加していた（「七〇～八〇年代の福島県双葉地方の反原発運動」71頁）。

17） 「（筆者注：スリーマイル島原発事故の翌月にもかかわらず）むしろ（筆者注：反原発を）訴えれば訴える
ほど逆風になるんじゃないかというような、そういう感じを持ったかな、私（筆者注：久人）はね。（中略）
（筆者注：岩本は）自分でもやっぱりそこは感じていたのかなというふうには思いますよ。だから、（選挙
戦）終盤のころはもうなるべく原発の訴えを、それを避けて、やっぱり双葉郡の地域振興とか、そういうほ
うに訴えを切り替えていた」（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。

18） 町長選では、久人によると、岩本が演説で原発の話に触れたことは「記憶がない」とのことである（「父・
岩本忠夫（元双葉町長）の半生を見つめて」）。また丸添によれば、「できてしまっているもの（筆者注：原
発）をどうしろこうしろと言ってもね（中略）だから、（筆者注：岩本は）安全の問題について」訴えてい
たとのことである（「岩本忠夫・双葉町町長を支えて」）。

19） 当時、双葉郡では「急激な地域開発により町が急に『盛り場』化し、少年非行や欠損家庭が急増、金銭感
覚も狂うなど子供たちに大きな影響が出ている」ことが問題視されていた。子どもたちの間では「原発が来
てから、学校でガラスを割っても『弁償すればいいんでしょう』というように、何でも損得で考えたり金で
解決しようという風潮が出てきた」（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1985年11月１日付け）。

20） 『河北新報（朝刊）』1991年11月４日付け。なお岩本はチェルノブイリ原発事故について、後年「原発の
安全性の問題は頭から離れないが、チェルノブイリのように軍事目的から出発した原発と違い、日本の原発
は堅牢（けんろう）な構造になっている」と語っている（『朝日新聞（福島版・朝刊）』1998年２月20日付
け）。

21） 原発増設の要請の翌月には、岩本の古巣である社会党双葉総支部などの四団体が、原発の増設誘致決議の
白紙撤回を求めた申し入れ書を、岩本などに手渡している（『河北新報（朝刊）』1992年１月28日付け）。

22） 佐藤は当時、重大事故の情報が現場から東京電力本社、通産省、福島県、富岡町という順に伝えられたこ
とから、「目の前にある原発に、自治体はまったく手が届かない」という無力感を抱いた。またこの重大事
故の「強烈な教訓として残ったのは、『国策である原子力発電の第一当事者であるべき国は、安全対策に何
の主導権もとらない』という『完全無責任体制』だった」としている（佐藤栄佐久（2009）51‒53頁）。

23） 佐藤栄佐久（2011）170頁。「前提となる条件」とは1998年に事前了解した際に設定した①MOX燃料の
品質管理の徹底、②取り扱い作業員の被曝低減、③使用済みMOX燃料の長期展望の明確化、④核燃料サイ
クルの国民理解のほかに、プルサーマル計画実施の前提となる立地地域の信頼を指している（同上、58頁、
170頁）。

24） 詳細は佐藤栄佐久（2011）を参照。
25） 『朝日新聞（朝刊）』1991年12月26日付け。電源三法に基づく交付金は、最も多かった1978年度には５億

6900万円に達している。また原発関連の固定資産税も、ピークの83年度には17億9700万円にまで達したが、
90年度には原発関連税収は12億8200万円にまで減少している。なお双葉町の91年度一般会計当初予算は33

億1800万円であった（同上）。
26） 『河北新報（朝刊）』2002年２月25日付け。双葉町の2000年度の財政指数は0.67であり、かつ「ハコもの」
の維持管理経費が膨らんだために、経常収支比率は78.1％の高水準になっていた（同上）。

27） 佐藤は「信仰」が揺らぎ始めた要因について、以下のように述べている。「原発の中は、当然われわれに
は窺い知ることのできない世界である。（中略）われわれ福島県民は、専門家を信用するしかないのである。
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では、どんな専門家が信用できるのか。それは、よい情報も悪い情報も、包み隠さず示し、その意味を納得
のいくように説明し、説明の質が外部からの評価に耐えうる専門家である。隠蔽がばれて、『いや、その基
準は厳しすぎるんです』と後から言い訳する専門家の話など、誰が信用するだろうか」（佐藤栄佐久（2011）
159頁）。

28） 久人は、岩本が県議選で落選するたびに、父のことながら「ほんとに悔しい思い」を抱き、岩本自身も
「支持者の方にすまない」という気持ちを抱いていたと語っている（「父・岩本忠夫（元双葉町長）の半生を
見つめて」）。

29） 『河北新報（朝刊）』で報じられた金銭絡みの不祥事に関する記事の一部について、見出し部分だけ引用し
ておく。「日本ロイヤルクラブ／ゴルフ場開発で住民に同意強要／福島県・双葉町／『自粛要請』を無視／
町は関与否定」（1992年６月１日付け）、「揺れる福島・双葉町　課税漏れ表面化から２カ月（上）／町民の
怒り／法廷闘争も辞さず／矢継ぎ早に町政批判／今秋の町長選が絡む」（1993年５月25日付け）、「福島・双
葉町の小学校改築／奇妙な入札やり直し／契約拒否の議会　一転同意／落札業者変わらず／背景に反町長派
つぶし？」（1995年８月11日付け）。

30） 『河北新報（朝刊）』2002年３月16日付け。「市民オンブズマンふたば」の告発状とは、「双葉町が98年に
町道を建設する際、①地権者代理人の町議に架空工事の書類を作成し損失補償費として約303万円支払った
のは虚偽公文書作成、同行使、背任の疑いがある②町道用地の地権者に代替地を提供した６人に支払った所
得税などの肩代わり分約165万円は背任の疑いがある─としていた。さらに、双葉町が98年、別の町道を建
設する際、地権者に町有地約648平方メートルを無償譲渡し、登記簿上は『売買』としたのは背任、公正証
書原本不実記載、同行使の疑いがあるとしていた」（同上）。

31） 1999年９月に茨城県東海村の核燃料会社で起きた臨界事故の後、村上達也・東海村長（当時）が「国の
対応を批判するたびに『その通りだ』と応援演説をぶったのが岩本だった」。こうしたことから村上は「福
島にそんな首長はおらず、特異な存在だった。本心では原発が良いとは思っていなかったんじゃないか」と
推測している（『福島民報』2015年２月15日付け）。
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はじめに

　福島原発事故から四年余り経った2015年６月、『東京新聞』に以下のような記事が掲載され

た。

　　　憲法学者・鈴木安蔵の名を知る人は少ないだろう。日本国憲法の実質的な起草者とも言

える存在だが、業績に比べて不当というほど顕彰されずにきた。その安蔵は福島県南相馬

市小高区（旧小高町）で生まれ育った。世界にもまれな平和憲法のルーツは、自由民権運

動の伝統が色濃く漂う、この古い町にあるともいえる。ところが安蔵の生家は今、居住が

制限される区域の中にある。原発事故は九条の故郷も台無しにした。

　　　小高区は事故後は警戒区域とされ、立ち入りが禁止された。三年前の再編成で避難指示

解除準備区域となったが、今も夜間は立ち入りができない。

　　安蔵の生家は人けが絶えた町の中心部、商店街の中にあった。通りに面して「林薬局」と

大きな看板があるが、シャッターは閉じられたままだ。裏手の古びた風格のある屋敷も、

蔵が崩れ落ちて、荒れ始めている（『東京新聞』2015年６月30日付け）。

　ここ十数年来、改憲の機運が盛り上がるとともに、護憲運動も活発になり、改憲のターゲッ

トである第九条を守ることを主眼とする「九条の会」が全国各地に誕生した。鈴木安蔵はまさ

に「日本国憲法の実質的な起草者」として、護憲運動関係者の間では、かねてより知られた存

在であり、彼を描いた映画『日本の青空』の影響もあって、護憲のシンボル的な存在として目

鈴木安蔵
──南相馬市小高区出身の日本国憲法の実質的な起草者──

柴　田　哲　雄
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されてきた。

　さらに昨今、安倍政権が解釈改憲によって、集団的自衛権の行使を解禁したことから、改め

て平和主義を謳った第九条の意義が問い直されている。そうしたことから、鈴木に対しても改

めて注目が集まっている。原発事故を機に、上記のような鈴木を紹介する記事が増えているの

は、そのためだと言えよう。

　一方、原発事故によって、近年、日本国憲法は新たな事態に直面している。民主党政権時代

の2012年６月に議員立法によって成立した「原発事故子ども・被災者支援法」は、一定以上

の放射線量の地域の住民や子どもに対して、「被曝を避ける権利」の行使を認めている。これ

は次のような日本国憲法の条文に基づくとされている。すなわち、前文「恐怖（中略）から免

かれ、平和のうちに生存する権利を有する」、第十三条「生命（中略）に対する国民の権利に

ついては（中略）立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする」、第二十五条「健康で

文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」（『原発避難白書』216‒217頁）。

　しかし現在、自民党政権に交代した影響もあって、事実上、「原発事故子ども・被災者支援

法」は骨抜き状態にある。そして基本的人権の尊重を謳った上記の条文も空文化しようとして

おり、改めてその意義が問い直されていると言ってよいだろう。我々はそうしたことからも、

鈴木に対して改めて注目すべきだろう。

　実際、鈴木は終戦直後に「憲法研究会」の憲法草案を作成するに当たって、広範な人権条項

を盛り込んでおり、その多くが連合国総司令部（以下、GHQ）によって採用されて、日本国

憲法の条文となった。そのような経緯を経て、基本的人権の尊重が日本国憲法の三大原則の一

つとなったのである。鈴木の生家が「崩れ落ちて、荒れ始めている」情景は、まさに原発事故

を契機に、日本国憲法の基本的人権の尊重という原則が形骸化しつつある現況のメタファーだ

と言えるだろう。

　ところで、鈴木の思想に関する先行研究についてであるが、多くの蓄積がある一方で、その

過半は、彼が「日本国憲法の実質的な起草者」となるまでの、戦前から終戦直後にかけての思

想の変遷について論じたものである。戦後の言論活動まで視野に入れて、鈴木の思想の変遷の

全体像を論じたものとしては、竹中佳彦（1996）が存在するくらいである。しかし竹中佳彦

（1996）は、鈴木、矢内原忠雄、横田喜三郎の三者の間の比較思想分析に主眼を置いているた

めか、鈴木の各時期の思想の間における共通点や相違点を明らかにしているとは言い難い。

　本稿では、原発事故後の状況を見据えながら、先行研究の成果をも踏まえて、戦前から戦後

にかけての鈴木の思想の変遷の全体像がどのようなものであったかについて明らかにする。そ

の際、鈴木の各時期の思想の間における共通点や相違点とは何かについても分析する。

　１では鈴木にとって最初の試練であり、憲法学者としての道を決定付けた学連事件について
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取り上げる。２では鈴木の戦前における代表的著作の一つである『現代憲政の諸問題』で展開

されたファシズム批判について、３では終戦直後の「憲法研究会」の憲法草案をめぐる鈴木の

言説について、それぞれ論じる。また４では第九条をめぐる鈴木の思想について考察する。５

では戦中の「転向」時期の民族問題をめぐる思想について、６では戦後の民族問題をめぐる思

想について、それぞれ論じる。

　また７では、故郷の小高区が原発事故の被災地になっていることを踏まえて、鈴木と小高区

の人々との関係について取り上げる。「おわりにかえて」では、鈴木の原子力に対する認識を

確認した上で、仮に今日まで彼が存命ならば、原発事故に対してどのような態度をとったかに

ついて推測し検討を加える。

１．学連事件

倫理学からマルクス主義へ

　鈴木は福島県立相馬中学校を卒業すると、1921年４月に仙台の第二高等学校に進学した。

第二高等学校時代では当初、「リツプスを通じ更にカントを通じて倫理学を研究しようと志し

た」。しかしやがて「一日の食事にさへ差支へてる貧しい人々に価値ある人間の生活はたゞ生

存することではなく道にかなつた善を行ふことだと強ひる倫理学は何の意義があるか？」と自

問するに至る。そして長谷川如是閑らの論文を通して、「社会に起る犯罪貧困幾多悲惨事は

（中略）階級対立の現在社会制度の下にあつては必然に起る」という「事実に気付いた時始め

て自分の思想生活には忘れ得ない大きな転換が起つた」。すなわち「社会主義こそ否マルクス

主義こそ自分を救ひ社会を救ふ」という考えを抱くようになったのである（『思想研究資料』
163‒164頁）。鈴木は卒業間際の23年秋にマルクス主義への関心から「第二高等学校社会思想

研究会」の創立に加わる。

　もっとも、鈴木は1924年４月に「『哲学する』ものゝメツカであつた」京都帝国大学文学部

哲学科に入学する。しかし入学と同時に「京都帝国大学社会科学研究会（以下、京大社研と略

記）」に参加し、翌25年には「経済学部の河上博士（筆者注：マルクス主義経済学の泰斗・河

上肇）の許に移つた」。哲学科の講義を「一年間は熱心に出席したのであつた」が、結局「哲

学を高踏的なもの」と考え、「実践への強い関心」から経済学部に転部することとしたのであ

る（鈴木安蔵（1942）246頁）。

最初の試練

　ところがその矢先に、最初の試練が鈴木を襲う。1926年１月に鈴木は、最初の治安維持法
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違反事件である学連事件によって検挙されたのである。鈴木を含む検挙者の全員が、京大社研

も参加していた大学横断的組織である「日本学生社会科学連合会（以下、学連と略記）」のメ

ンバーであった。検挙者には、その後の共産党をめぐる著名人物も含まれていた。同党の最高

指導者となって特高により虐殺された野呂栄太郎や岩田義道、転向後に作家として成功を収め

た林房雄（本名、後藤寿夫）、男爵家に生まれ、出獄後の欧州留学を経て、日本の文化人類学

の礎を築いた石田英一郎などである。

　学連事件の発端は、同志社大学構内で軍事教育反対の宣伝ビラが発見されたことであった。

その後、当局によれば、京都帝国大学や同志社大学の学生の「主脳分子十数名を検束すると共

に（中略）多数の証拠品を領置して取調べたる結果（中略）共産主義運動の実行に干与せる形

跡を認め」た（『思想研究資料』１頁）。

　しかし、鈴木によれば、彼を含む学連のメンバーは「およそマルクス主義とは縁遠い存在で

あつた」。当時、マルクスやエンゲルスの著作の邦訳さえ十分にはない状態だったのである。

そうしたことから、メンバーには「トルストイの『何をなすべきか』に胸うたれ、武者小路さ

んの新しい村の運動に心おどらせ、有島武郎さんの宣言に眼を見はり、河上肇先生の『社会問

題研究』を熱読したヒュマニストが多かつた」。ただ単にスターリンなどが執筆した「プロレ

タリアートの独裁」といった内容の「テクストを研究したことが（中略）（筆者注：学連の）

学生運動が、国体変革、私有財産制度の否認の目的をもって、そうした目的の結社のためにあ

る（中略）という一つの証拠にされた」に過ぎなかった（鈴木安蔵（1956）142‒143頁）。

憲法学の研究を志す

　学連事件で検挙されたことは、その後の鈴木の研究の方向性に対して、以下のように大きな

影響を及ぼすことになる。

　　　われわれが、上述のような正義感と、研究心と、献身的なヴ・ナロード（筆者注：人民

の中へ）の気持で行動したことが、国法上の犯罪になる──これは、わたくし自身にとつ

ては、大きいショックであつた。一体国法とは何か、犯罪とは何か。われわれのこの行動

を処罰する国体、天皇制とは一体何か。わたくしが大学で何一つ講義をきこうとしなかつ

た憲法学、政治学に専門的研究の努力を注ぐようになつた一つの大きい原因は、まさし

く、この抑えることのできない憤激と深刻な疑問であつた（鈴木安蔵（1956）143頁）。

　鈴木は1926年秋に保釈されると、翌27年に京都帝国大学を中退した。そして上京し、当時

共産党の合法的大衆機関紙であった『無産者新聞』の活動に従事したり、評議会東京合同労組
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書記として労働組合運動に参加したりした。また同年中に、鈴木は肺結核が再発したこともあ

り、石田の配慮で、西宮市に転居し、当時コミンテルンの「二七年テーゼ」による批判の最中

にあった共産党の最高指導者・福本和夫と行動を共にした。福本が翌28年６月に検挙される

と、鈴木も逮捕された。釈放後、京都の妻の実家で静養し、河上の個人誌『社会問題研究』の

編集を手伝い、翌29年には上京して、同誌の編集を本格的に手掛けるようになる。また『第

二無産者新聞』の活動に従事し、プロレタリア科学研究所の創立にも関与している。この頃が

鈴木の実践活動の頂点と言えるだろう（渡辺治（1987）65‒66頁）。

　もっとも、鈴木自身は「政治運動、社会運動に適さない自分を見究め、自分に残る道は学

問！」と思い定めていたようである（鈴木安蔵（1967）178頁）。鈴木が共産党に正式に入党

することなく、シンパの立場にとどまっていたのは、そうした自覚が早くからあったからだろ

う。

　実際、鈴木があまり「政治運動、社会運動に適さない」ということは、河上の回想からもう

かがい知れる。河上によれば、鈴木は共産党の一シンパでしかなかったにもかかわらず、「党

の幹部とも連絡がある」などと「自分を偉さうに見せるため」に「馬鹿な真似」をするところ

があった。河上が鈴木に『社会問題研究』の編集を一任したのも、鈴木の「馬鹿な真似」を真

に受けたからにほかならなかった（『自叙伝（上）』294‒295頁）。一方、鈴木と対照的だった

のは親戚の平田良衛である。平田は当時、共産党の正式な党員になっていたものの、鈴木とは

違って常に自己を客観視し、謙虚さを終始失わなかった。平田が逮捕後、拷問を受けながら

も、非転向を貫いた一因として、こうした活動家としての優れた資質を挙げることができるだ

ろう。

　鈴木は1929年10月に、『第二無産者新聞』の活動が治安維持法違反に当たるとして、再度検

挙されると、学連事件の有罪判決の執行も重なって、32年６月まで下獄を余儀なくされた

（「鈴木安蔵先生の略歴と著作目録」311頁）。しかしかえって入獄によって「いささか読書と

思索とに専念する機会」を得ることとなる。この時、初めて鈴木は「自分の研究の目標を把握

することができた」。すなわち「現在の政治の特質を理解するためには、その歴史的背景・由

来を解明することが不可欠の一前提条件である」ことを悟ったのである。鈴木は獄中で「上杉

慎吉、清水澄、穂積八束、さらに美濃部達吉の主要諸著書をほぼ余すところなく読んだ」（鈴

木安蔵（1967）38頁）。こうした獄中での読書経験を経て、鈴木は在野の憲法学者になってい

くのである。
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２．ファシズム批判：『現代憲政の諸問題』所収の論説を中心に

　鈴木は1934年３月に『第二無産者新聞』の活動が治安維持法違反に当たるとして、再び逮

捕され入獄を余儀なくされた。35年１月に出所すると、９月に日本学術振興会第九小委員会

助手となり、37年６月には衆議院憲政史編纂会委員となった（「鈴木安蔵先生の略歴と著作目

録」312‒314頁）。一方、その頃には国内で急速にファッショ化が進行するようになる。35年
２月に天皇機関説事件、36年２月に二・二六事件、37年７月に日中戦争が相次いで起こった

のである。鈴木は憲法学の知見に基づいて、ファシズムの台頭に対して批判の論陣を張る。

　鈴木によるファシズム批判の白眉は『現代憲政の諸問題』という著書である。日中戦争勃発

後の1937年10月に出版された同書は、即座に当局から発禁処分を受けた。しかし同書の英訳

は米国において軍関係者を含めた日本問題専門家の間で広く読まれ、戦後の日本の国政改革の

計画を練る上での最高の参考書となる（立花隆（2008）128頁）。

立憲政治の理想型を擁護

　『現代憲政の諸問題』におけるファシズム批判の特徴は、何よりも立憲政治を擁護する観点

からなされていることである。ここで立憲政治の理想型について定義すると、同時代の英仏諸

国で行なわれていたような、資本主義体制の下での民主主義（鈴木が以下の引用文で「デモク

ラシー」と述べているところのもの）に基づく議会政治ということになるだろう。それはまた
18世紀的民主主義の範疇に入ると言えるだろう。

　1936年12月の日付けがある「立憲政治と独裁政治」で、鈴木は、自由民権運動の理論家・

植木枝盛が起草した立憲政治の理想型を体現する憲法草案と対比しながら、大日本帝国憲法の

構造的欠陥を断罪している。鈴木はまず「立憲政治と独裁政治とは一般に信ぜられてゐるやう

に全く正反対のものであらうか？」という問いを発し（鈴木安蔵（1937）50頁）、日本では否

だとする。そして以下のように、大日本帝国憲法の条文に依拠しながら進行中の「合法ファッ

ショ」について分析している。

　　…然しながら形式的には憲法に準拠せる議会政治であるにしても、その憲法が極めてオー

トクラティツク（筆者注：独裁的）であり、その議会の権限が甚しく制限されてをるばか

りでなく、名目上の権限さへも有名無実であるやうなものであつたなら、かゝる政治は、

いはゞ外見的立憲主義ないし仮装絶対制とも呼ばるべきものであつて、もしもその運用が

意識的に今日のごとき独占資本の要求、官僚イデオロギー、国際国内両者の危機克服のた

めになされ、オートクラティツクな旧形式・旧内容が単に当面の新しき目標に順応せしめ
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られても（原文ママ）モデイフアイ（筆者注：修正）されるものであるならば、如何に形

式上では憲法が遵守され、議会が存続せしめられやうとも、それは必意（原文ママ、筆者

注：必竟か？）事実上ファシズム独裁政治に外ならぬものであらう（同上50‒51頁）。

　一方、鈴木は、植木の憲法草案を取り上げて、「こゝにこそ、真の立憲政治完成の方向が暗

示されてゐること、我が議会政治が如何にその名を裏切るものであつたか等を痛感せしめられ

る」としている（同上、60頁）。そして以下のように、ファシズムの台頭に対して国民が抵抗

していく上で必要とされる改革案を列挙している。

　　　今日最も必要のものは、先づ言論集会結社等一切の国民自由権の確保であり拡大であ

り、且つ参政権の普及であり、充実であらう。（中略）

　　　次ぎに国民総意代表の機関たる議会の権限の拡大、議会による国政の基礎づけこそ立憲

政治の枢軸たるものではなからうか？（中略）

　　…検察・警察権の運用について今や再批判されねばなるまい。近時漸く公けの問題とされ

た人権蹂躙は言ふまでもなく（後略）（同上、61‒62頁）

　植木の憲法草案から影響を受けた鈴木のこうした改革案は、戦後「憲法研究会」の憲法草案

に盛り込まれ、GHQを通して、日本国憲法において実現化するに至る。

スターリン憲法に対する高い評価

　ただし、ここで注意すべきことは、鈴木が立憲政治の理想型を「最も理想的な政治形態だな

どゝ言ふのではない」と断っていることである。要するに「封建的旧制度的政治に比しては大

きい進歩であるといふ意味で、これ（筆者注：立憲政治の理想型）を支持する」に過ぎなかっ

たのである。

　共産党シンパの鈴木にとって、最も理想的な政治体制と映ったのは、1936年に制定された

ソ連のスターリン憲法の下でのそれである。鈴木は「それ（筆者注：スターリン憲法）が果し

てソヴェト当局の主張するごとき実際的成果を挙げてゐるか否かは疑問であり、これを確かめ

る方法は私には今のところ無い」と断りつつも（鈴木安蔵（1937）93、155頁）、以下のよう

に述べている。

　　　抑圧すべき対象の存在しないところに、抑圧の具は不必要である。社会主義の完成につ

れて、統治は民主化する。プロレタリア・デモクラシーが全国民、全社会成員のためのデ
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モクラシーへ発展・転化する一歩を更に進めるにいたるのである。元来労働者農民のため

のデモクラシーとしてスタートされたソヴェト政治においてそのデモクラシーから排除す

べき分子ないし要素が著々減少し絶滅し来つた今日、諸種の自由権の制限や選挙制上の非

民主的要素や（原文ママ）が廃除されるのは当然のことである（同上、154‒155頁）。

　鈴木にとって立憲政治の理想型は、ソ連のスターリン憲法下の政治体制には及ばないもの

の、「封建的旧制度的政治」体制、並びにそれが「当面の新しき目標に順応せしめられても

（原文ママ）モデイフアイ（筆者注：修正）され」たファシズム体制に比較すれば、よりまし

なものとして捉えられていたのである。当時、治安維持法によって、共産党の革命を擁護し得

ない中で、鈴木は次善の策として、立憲政治の理想型を擁護するという旗印の下で、ファシズ

ム批判を展開するという戦術を用いていたと言えるだろう。

大日本帝国憲法下での立憲政治の試みを擁護

　鈴木らの批判にもかかわらず、日本のファッショ化は急ピッチで進行していった。その結

果、立憲政治の理想型どころか、大日本帝国憲法下での立憲政治に向けた不十分な試みさえも

否定されるようになった。そこで鈴木は言わば次々善の策として、そうした試みを擁護すると

いう旗印の下でも、ファシズム批判を行なうようになる。その一例として、1937年７月の日

付けがある「日本独特の立憲政治」を見ることにしよう。当時、近衛文麿首相の前任者であっ

た林銑十郎は「日本独特の立憲政治」を唱道して、それが「欧米の立憲政治とは全くその成立

事情運用の規準を異にする」と主張していた。

　鈴木は「日本独特の立憲政治」が意味しているものとして次のような事象を指摘している。

「祭政一致」「政党内閣制の否定」「行政権の強化」「統帥権独立、軍部大臣武官専任制などの確

保は言ふまでもなく事いやしくも国防に関する場合には議会の立ち入つた審議その他一切の干

渉を許さゞること」「議会の立法権、予算審議権等を一層行政権に従属せしむること」「議会の

内外を問はず政府に対する協力順応の気運を助成すること」「『反国体的精神』の排斥」（鈴木

安蔵（1937）4‒5頁）。

　鈴木はこうしたことを踏まえた上で、「日本独特の立憲政治」の確立、換言すれば「合法

ファッショ」化の実現を図ろうとする林らの軍部を、次のように批判する。林らの軍部は、

「藩閥軍閥に対する憲政擁護運動」によってかち得た「民衆本位の諸成果」、すなわち大正デモ

クラシーによって確立された民本主義を「消滅」させた。それどころか、伊藤博文が認めた

「立憲主義的原則」、すなわち伊藤は帝国議会の開設に当たって、「超然主義」を宣言し、政党

無視の立場をとろうとしたものの、やがて政党の必要性を痛感すると、自ら立憲政友会という
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政党を組織するなどして、最終的に認めるに至った「立憲主義的原則」さえも「拒否ないし無

視」しようとしている。その結果、「正に我が議会政治は本質的には死滅せりと言ふ外はなく、

今やそれが形式的にも終極点に到達せんとしてゐるのである」と（同上、30‒31頁）。鈴木は

こうした批判を通して、「日本独特の立憲政治」が実際には立憲政治そのものを完全に否定し

ていることを明らかにしようとしたのである。

　なお、『現代憲政の諸問題』には収録されていないが、鈴木は、天皇機関説事件に際しても、

美濃部達吉への攻撃を批判する論陣を張っている。すなわち美濃部に対する論難者の「主張す

るところは（中略）故上杉（筆者注：慎吉）博士において、すでに端を発した憲法学の神学化

の『非常時』的再生産である外、学説的には、わが憲法学界において何らの貢献もない」とし

たのである（鈴木安蔵（1934）181頁）。こうした鈴木の批判も、大日本帝国憲法下での立憲

政治に向けた不十分な試みを擁護する取り組みの一環と言えるだろう。

元老や内大臣を批判

　立憲政治を擁護する観点からなされるファシズム批判の諸論説の中で、ユニークさが際立っ

ているのは、1937年７月の日付けがある「内大臣論」であろう。鈴木はファシズムに対する

抵抗の主体についての世論の誤りを明らかにしようとする。すなわち「一部強力な勢力のフア

ツシヨ的進出に対する恐怖から生じた元老、内府（筆者注：内大臣）等の現状維持派に対する

過当な信頼に由来」して、「あだかも元老や内府が反フアツシヨの一城塞であるかのごとく感

じられまた期待されてゐる」ことについて（鈴木安蔵（1937）42頁）、大きな誤りだと断じた

のである。そしてその理由を以下のように説明している。

　　…第一に、元老や内大臣は憲法上の機関ではなく、然も陛下の左右にあつて最高の輔弼諮

問の役割を果たし、実質上国務大臣や枢密院以上に決定的な勢力を振つてゐる。第二に彼

れらは直接憲法上の責任を負はぬ地位にある。彼れらに過失があつても、よしや輿論の上

での非難攻撃は蒙るにしても、辞職退位といふ憲法的去就に出でなければならぬ責務があ

るのではなく、その点極めて非立憲的である（同上、34頁）。

　鈴木は当時の日本の現状について、「議会の上に存在してゐる全官僚機構を決定的に動かす

力は、従来の最高勢力であつた元老およびその周囲の重臣たちと、他方、所謂軍部である」と

指摘している。すなわち従来から元老や内大臣らは超憲法的存在であったのに加えて、近年

ファッショ化を強力に推進する軍部までもが同様に超憲法的な存在となり、両者が共存関係を

構築しつつあると示唆していたのである。それ故に「フアシズム的独断政治を憎み、立憲政治
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の擁護に思ひをいたすのは至当である」とする一方で、「元老、内大臣、枢府議長などが最高

決定権を振ふ我が立憲制の官僚性に対しても明確な批判意識を持たねばならない」と主張した

のである（同上、35、43頁）。

マルクス主義的な階級分析の観点からの批判

　『現代憲政の諸問題』におけるファシズム批判のその他の特徴としては、マルクス主義的な

階級分析を挙げることができるだろう。例えば1936年７月の日付けがある「最近の社会相と

膨大予算」では、鈴木は、資本家階級が軍部と共有する軍事的野心について、以下のように分

析している。

　　　我が独占資本主義が経済的に要求するところは、窮極（原文ママ）は、我が国威が全世

界に発揚されるにあることは疑ひない。けだし、我が資本主義は、周知のごとく、その成

立当初から、否すでに成立するためにも、国内資源の貧弱、特に重工業の必須原料の欠

如、また国内市場の狭隘に悩まされ、否応なしに国外に、その資源と市場とを確保せねば

ならなかつたのである。然るに今日（中略）日本商品の進出、原料輸入は、いたるところ

で禁止的高度の関税壁によつて妨害されつゝあるのであるから、この難局を打開し、我が

資本主義の危機を救ふためには、新たなる断乎たる解決方法に訴へる外ない状態にある。

（中略）軍部と財界との間には本質的対立はない。それだからこそともかくも最後は「軍

民一致」膨大（筆者注：国防）予算も議会で成立して来たのである。（中略）国防予算が

我が資本主義自身の・かくてまた我が支配階級全体の利害に照応するものである事実を見

逃してはならない（鈴木安蔵（1937）135‒136頁）。

　一方、鈴木は、労働者・農民階級などの大衆が、資本家階級や軍部とは異なり、民主主義や

平和などを志向しているとして、以下のように指摘する。

　　　如何に膨大な予算でも、それが労働者、農民サラリーマン等勤労大衆の生活確保、自由

権擁護・拡張、文化的向上のために必要不可欠のものであるならば、国民大衆は強力一致

して、その成立に努力するであらう。（中略）然しながら、自己の額に汗を流して働いた

成果が、自分自身の生活の一層の悪化、自由権の極度の制限、社会生活の暗転にだけ使用

されたり、世界平和の破壊、人類相殺の惨事に至るやうに消費されるやうなことがあつた

なら、誰れがそれに心安らかであり得るだらうか？（同上、136‒137頁）
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　また、『現代憲政の諸問題』では、皇道派の青年将校らに対しても、マルクス主義的な階級

分析の観点から批判を行なっていることには留意すべきだろう。後年のように「財閥打倒を叫

び、またそのように確信し志向した青年将校、諸種の革新運動に、この暗黒と堕落とからの救

済があると錯覚する」事態にはまだ陥っていなかったのである（鈴木安蔵（1969）212頁）。

同書における皇道派の青年将校らに対する批判は以下のようである。

　　　然るに（筆者注：軍部の）中堅ないし青年分子は、今日益々激化しつゝある国際的対立

に刺衝されることも特に烈しく、農村の疲弊、貧農小作人の窮迫を如実に目睹し、地方財

閥・政党の奢侈、利権漁りに対しては人一倍純真な憤怒を覚えるのであるから、如何なる

形態でか、何らかの根本的革新運動に憤起するのは必然である。然しながら、彼れらの中

間層的ビューロクラシー（筆者注：官僚）的地位、日本主義的イデオロギーは、当然彼れ

らの革新運動がマルクス主義的であることを不可能ならしめてゐるから、この運動は、そ

の志す目標の如何にかゝはらず、現実には必竟現資本主義的体制の修正であり形態変化に

終る外はない。反財閥を標榜しつゝも、その運動の帰結は資本主義の再編制であり、危機

救済である（鈴木安蔵（1937）98頁）。

　このように『現代憲政の諸問題』では、鈴木はなおもマルクス主義的な階級分析の観点を堅

持し、資本家階級や軍部、並びに皇道派の青年将校らに対して批判を行なっていた。しかし
1941年６月に出版した『日本政治の規準』では、鈴木はファッショ化に対して、なおも最後

の一線に踏みとどまって、批判を展開するものの、日本の軍事的野心を是認するようになる1）。

渡辺治は、鈴木の本格的な「転向」が同年12月の太平洋戦争勃発前後に起こったと指摘して

いるが（渡辺治（1987）64頁）、その頃になると、鈴木は皇道派の青年将校らを「錯覚する」

ようになって、ファシズム体制の擁護者かつ戦争協力者に変貌している。

　今日の我々にとって、鈴木のファシズムに対する抵抗が興味深いのは、その抵抗の経験が、

日本国憲法の元になったと言われる「憲法研究会」の憲法草案の作成に生かされたと考えられ

るからである。３では、「憲法研究会」の憲法草案をめぐる鈴木の言説について見ることにし

よう。

３．「憲法研究会」の憲法草案をめぐって

　冒頭で述べたように、鈴木はかねてより護憲運動関係者の間では「日本国憲法の実質的な起

草者」として知られており、護憲のシンボル的な存在となってきた。鈴木が日本国憲法を間接
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的に起草する前後の経緯について見ることにしよう。

民主主義的な憲法改正の訴え

　鈴木は1945年８月15日を福岡で迎えた。終戦末期、米軍との本土決戦に当たって、まずは

九州が戦場になるだろうと考えられていたが、鈴木は町田敬二陸軍大佐の誘いを受けて、作家

の火野葦平らとともに西部軍報道部に加わり、福岡に赴任していたのである。鈴木は終戦とと

もに、妻子の疎開先である郷里の小高区に戻って、しばらくの間「これからさきどうすべきか

に迷った」。おそらく親戚の平田の影響であったろうが、青年たちのために、「郷里に残って文

化運動でもおこそうかという気もした」。しかし幸いにも「東京の書斎が焼けなかったこと、

重要な文献は疎開先に保存してあったことに力をえて、東京に戻った」。

　鈴木が上京後ほどなくして、憲法改正問題に取り組むようになった直接の契機とは、旧知の
E・H・ノーマンの来訪であった。ノーマンはカナダ国籍の日本史研究家、外交官であり、宣

教師の子として日本で生まれた。日本語に堪能であったノーマンは、鈴木とともにかつて尾佐

竹猛の明治文化研究会に参加し、自由民権運動、並びに植木の憲法草案に深い関心を寄せてい

た。当時、ノーマンは「連合国の一員としてのカナダ代表で総司令部にいるということで、日

本の当面する諸問題、ことにこれからの政治体制について深い関心をもって」いた（鈴木安蔵

（1967）210‒211頁）。ノーマンの来訪を機に、鈴木もまた日本の「これからの政治体制」につ

いて、すなわち今後のあるべき憲法体制について思索を巡らすことになる。

　もっとも、ノーマンの来訪より前に、鈴木はすでに密かにそうした思索を巡らせていたよう

である。火野の自伝的小説『革命前後』には、鈴木をモデルにした安岡金蔵という憲法学者が

登場するが、安岡は終戦直後に軍報道部の仲間を前にして、以下のように、これからの日本を

襲う「革命」の見通しについて語っている。

　　…たしかにアメリカの占領によって日本の憲法は根本的に改正されて、文字通り、革命が

おこるだろう。今から予測はつかんけれども、日本にこれまでなかったような大革命が来

ることは否定出来ない。それはポツダム宣言の全文を静かに読めばわかる。国体の護持と

いう点だけを除いて、全面的降伏をしたわけだから、アメリカ軍の進駐とともに、ポツダ

ム宣言によって指示された条項が一つ一つ実現されるんだ。大変なことだよ。日本は本

州、北海道、四国、九州の四つの島に閉じこめられ、軍閥も財閥も一切なくなって、戦争

犯罪人の摘発がはじまる。民主主義が新しい日本憲法の根幹になる（『革命前後（上）』
218頁）。
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　さらに、安岡はこの度の「革命」が「仏教の伝来による精神文化の革命」と明治維新に続く

「第三の革命」であるとして、「今からわれわれはそれに処する強い覚悟を決めていなくちゃな

らん」と述べる（同上、218‒219頁）。『革命前後』は無論のこと小説であり、安岡についての

描写も鈴木をモデルにしつつも、幾分脚色が施されているだろう。だが上記のセリフについて

は、鈴木がそのまま語ったとしても、違和感がないくらい、真実味を帯びていると言ってよ

い。「強い覚悟」とは安岡、すなわち鈴木自らが率先して国民の間から「革命」を起こす、す

なわち国民の間から民主主義的な「新しい日本憲法」を制定する運動を起こすということを意

味しているだろう。

　鈴木は1945年10月以降、立て続けに憲法改正問題に関する論説を発表する。例として、同

年10月14日の日付けがある「憲法改正の意義」（1946年４月に出版された『民主憲法の構想』

に収録）について見てみよう。鈴木は、民主化のために要求される憲法改正について、「国体

上絶対不可侵のものと解せられて」いる天皇に関する条文が焦点になることから2）、事実上、

大日本帝国憲法の「廃止も同じである」、すなわち「一部的改正」ではなく「全部的改正」で

あるとしている。また憲法改正の発議権を天皇のみにしか認めていない条文については、それ

自体が民主化に逆行するものとして否認する。そして「ひろく国民の間から、溌溂として積極

的な真に民主主義的改正意見が展開され」るべきだと主張している（鈴木安蔵（1946）46‒49

頁）。

　なお当時、幣原喜十郎内閣、並びにそれに協力していた美濃部らは、大日本帝国憲法を改正

しなくても、その運用の仕方を変更するだけで、民主化は必ずしも不可能ではないとする見解

を打ち出していた。鈴木の主張は、まさにそうした見解に対する強力なアンチテーゼであった

と言えよう。

「憲法研究会」の憲法草案と植木枝盛の影響

　鈴木の上記のような言論活動が背景となって、1945年10月末に開かれた日本文化人連盟の

創立準備会の席で、元東京帝国大学教授・高野岩三郎は自らが主宰する民間の憲法制定研究団

体「憲法研究会」に、鈴木にも参加するように声を掛ける。研究会には、杉森孝次郎、森戸辰

男、室伏高信、岩淵辰雄らが名を連ねていた。鈴木は会員の中で唯一の憲法学者ということも

あり、実質的に憲法草案を作成する役割を担うことになる。

　「憲法研究会」は二ヶ月間にわたって議論を重ね、1945年12月26日に憲法草案（以下、研究

会案と略記）を発表した。鈴木は前述のように、戦前のファシズム批判に際して、植木が起草

した立憲政治の理想型を体現する憲法草案と対比しながら、大日本帝国憲法の構造的欠陥を断

罪していたが、研究会案の作成に当たっても、植木の憲法草案などを参照している。特に国民
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主権や天皇制に関わる条項に、以下のように植木などの影響が随所に見られる。

　　　根本原則（統治権）

　１、日本国ノ統治権ハ日本国民ヨリ発ス

　（←植木案草稿本「日本国ノ最上権ハ日本全民ニ属ス」）

　２、天皇ハ国政ヲ親ラセス国政ノ一切ノ最高責任者ハ内閣トス

　３、天皇ハ国民ノ委任ニヨリ専ラ国家的儀礼ヲ司ル

　４、天皇ノ即位ハ議会ノ承認ヲ経ルモノトス

　　（←立志社案「第九十七条　国会ハ帝位ヲ認定ス」）

　　（←植木案清書本「第百条　皇帝ノ即位ハ必ス立法議員列席ノ前ニ於テス」）

　５、摂政ヲ置クハ議会ノ議決ニヨル

　　（←植木案清書本「第百十条　摂政官ハ皇帝又ハ主相之ヲ指名シ立法院之ヲ定ム」）（小西

豊治（2006）83‒84頁）

　また、研究会案は植木の憲法草案の影響を受けて、法の前の平等を定め、拷問を廃止し、満

二十歳以上の男女が選挙権を有して第一院議員を選び、議会が立法権を掌握すると定めている

（同上、86頁）。

　研究会案は発表と同時に、GHQにも提出された。GHQはすぐにそれを英訳し、民主主義的

で賛同できると高く評価した。一方、当時、日本政府も憲法改正案を作成していたが、その改

正案が大日本帝国憲法と大きく変わらないことに GHQは失望し、自ら憲法草案を作成するこ

とを決定した。その際に GHQが参照したのが、研究会案だったのであり、それを下敷きにし

たからこそ、短時日の中に憲法草案を完成させることができたのである。

民主化の停滞と克服

　鈴木が日本国憲法を間接的に起草するに至った経緯については以上である。だが、鈴木を

「日本国憲法の実質的な起草者」にして、護憲のシンボル的存在として強調するあまり、彼が

日本国憲法に対して、あたかも満点に近い評価を与えていたと考えるのならば、それは大きな

誤解である。実際、鈴木は後年、護憲を主張するようになっても、以下のように述べている。

　　…私はこの憲法には七十八点ぐらいの点数をつけている。もう二点だと優にしたいんだけ

れども、優とするには二点足りない（鈴木安蔵（1964）210頁）。
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　では、鈴木は日本国憲法のどのような点に不満を抱いていたのだろうか。その問いに答える

ためには、鈴木が戦後直後に抱いていた民主化構想を改めて理解する必要があるだろう。1945

年11月の日付けがある「停滞せる民主主義と停滞の克服」（『民主憲法の構想』に収録）を見

ることにしよう。まず鈴木は、ポツダム宣言受諾によって生じた「民主主義化なる絶対至上の

要請に対して、そのあまりにもはなはだしい停滞は、いまや何人の眼にも明白である」として

（鈴木安蔵（1946）16頁）、その原因について以下のように分析する。

　　　１　戦争中の政権は、軍国主義的帝国主義者、官僚、財閥、地主の利益を代表せるもの

であつた。そして天皇は、つねに超階級的で全国民の天皇であるといはれてきたが、現実

には、これらの少数特権層に囲繞され、国民一般とはなんら直結するところがなかつた。

したがつて天皇制は、国民大衆に対する搾取、抑圧の階級的権力のヴェールたる役割を演

ぜしめられたことは争ひえない。（中略）。

　　　２　われわれはあらためて、日本が「家族的国家」とはおよそ対蹠的な階級支配の国家

であつたことを認識せねばならぬ。階級国家としての具体的性格は、封建的軍国主義勢

力、封建的重臣、財閥、地主、これらすべてと利害を密接にともにし、思想感情を共通に

する官僚群の支配する国家であつた。そして存在せる政党は、これらの階級層の代表者、

代弁者が圧倒的に勢力を占むる政党であつた（同上、16‒17頁）。

　このように鈴木は、戦前・戦中のファシズム批判の際と同様に、マルクス主義的な階級分析

の観点から、民主化の停滞の原因について考察していたのである。

　鈴木の考察に従うのならば、日本の民主化のためには、１の天皇制の「国民大衆に対する搾

取、抑圧の階級的権力のヴェールたる役割」を解消するという課題、並びに２の「封建的軍国

主義勢力、封建的重臣、財閥、地主」などを一掃するという課題に、それぞれ取り組む必要が

あるということになるだろう。１の課題の解決に当たっては、研究会案で「天皇ハ国政ヲ親ラ

セス国政ノ一切ノ最高責任者ハ内閣トス」「天皇ハ国民ノ委任ニヨリ専ラ国家的儀礼ヲ司ル」

などとして具体化されたのは、すでに見た通りである。

　一方、２の課題に取り組むに当たって、鈴木は GHQ任せにするばかりでなく、「民主主義

を欲し、民主主義を徹底的に実現しうる階級、層、民衆の勢力の組織的結束」、すなわち「民

主主義的統一戦線」の結成を求めるべきだとしている。鈴木は「民主主義的統一戦線」の構成

要素を具体的に明らかにしているわけではないが、「民主主義的統一戦線を、共産党の人民戦

線として」恐怖したり嫌悪したりせぬように訴えていることから、共産党がその中心の一つに

なることは間違いないであろう（同上、23‒24頁）。要するに、鈴木は日本の民主化に当たっ
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て、階級闘争の必要性を主張していたのである。ただし共産党は、研究会案が発表されると、

「天皇制を温存するものであるとして、はげしく批判する論文を発表し」ており（鈴木安蔵

（1967）239‒240頁）、鈴木の呼びかけに応えることはなかった。

18世紀的民主主義と20世紀的民主主義

　さて、鈴木は日本の民主化に当たって、18世紀的民主主義と20世紀的民主主義を同時に実

現する必要があるとしている。18世紀的民主主義とは「封建的絶対主義（中略）に対する闘

争」を経て、実現した「人権の尊重、個性の価値の自覚、ヒュマニティーの倫理、たがひに自

他の立場を尊重しつつ自由と平等とを確立すること」を指している。なお、封建的絶対主義と

は「君主主権、君主を頂点・中心とする少数の特権的貴族、僧侶等いづれも封建的大地主階級

およびこれらを代表する官僚の一方的専制の政治形態である」（鈴木安蔵（1946）25‒26頁）。

鈴木は日本においても、以下のように18世紀的民主主義を確立すべきだとする。

　　…平等の要求は、封建的家長制的な家長専制、男子専制から社会における身分的差別なる

華族等にいたるまでの全廃を当然とする。自由の要求が従来のいつさいの日本独自の警察

政治国家的法令、制度の廃止はもちろん、公私すべての面における言論、信仰の完全な自

由をふくむことはいふまでもない。

　　　内大臣府、枢密院その他の封建的な宮廷陰謀の具が全面的に廃止さるべきはもちろん、

貴族院なる名称自体にも表現された特権的二院は廃止さるべきである（同上、26‒27頁）。

　日本における18世紀的民主主義の確立を、階級闘争の観点から捉えるのならば、天皇の周

辺にいる華族や皇族という特権身分、並びにそれらが含まれるところの「封建的重臣」や「封

建的軍国主義勢力」の打倒を目指すということになるだろう。研究会案に18世紀的民主主義

がどのように具体化されたかについて確認する紙幅がないが、日本国憲法において、18世紀

的民主主義は概ね確立されたと言ってよいだろう。

　一方、20世紀的民主主義とは、「民主主義の新たな史的形態」としての社会主義にほかなら

ない。鈴木は具体的に「前大戦争後のドイツ憲法──いはゆるワイマル憲法──は、現代にお

ける民主主義形態を考へる場合、再検討すべきである」と主張している。18世紀的民主主義

を体現した「アメリカ憲法、フランス革命憲法等における人権保証は、ここ（筆者注：ワイ

マール憲法）においては労働権保証に発展し、個人の資本、企業の自由は、社会的正義、福利

に奉仕する範囲において、また独占大資本の抑制の下に認められることとなつた」としている

（同上、28‒30頁）。
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　ここで、鈴木が20世紀的民主主義を体現するモデルとして、ソ連の憲法ではなく、ドイツ

のワイマール憲法を挙げていた理由ついて考察することにしよう。鈴木は戦前、前述のように

スターリン憲法を高く評価していたが、戦後においても、後述のようにソ連の政治体制に対し

て、留保しながらも、高い評価を与えている。それにもかかわらず、敢えてワイマール憲法を

モデルとすべきだとした理由とは、何よりも GHQの占領方針との兼ね合いがあっただろう。

　鈴木は「われわれの要求する（筆者注：民主化という）目標が、現実的な実現条件をもつこ

とに充分留意せねばならぬ」とした上で、そのためには「第一に、日本国家の現事態をもたら

した社会的政治的経済的根因と聯合国側の対日根本方針とが、厳に分析把握されねばならぬ」

としている（同上、21‒22頁）。そして「聯合国側の対日根本方針」であるポツダム宣言につ

いて、「単なる降伏文書と見るべきではない、敗戦・降伏の条件ではあったけれども、しかし

まさに日本の人権宣言であり、独立宣言ともいうべき、そういう歴史的価値を含んだ宣言なの

であると考え、そこから、それに即応した民主的で平和な国家の基本法を作らなければならな

いとし」ている（鈴木安蔵（1964）196‒197頁）。

　「聯合国側」、すなわち GHQの中心が米国であり、かつ当時、米ソ冷戦が始まろうとしてい

た以上、「民主主義の新たな史的形態」としての社会主義を目指すとしても、当然のことなが

らソ連型の社会主義は GHQの許すところとはならなかっただろう。しかしワイマール共和国

型の社会主義、すなわち資本主義を前提にした一定程度の社会主義化ならば、まだ GHQにも

受け入れる余地があっただろう。鈴木はこうした考慮から、戦術的に敢えてワイマール憲法を

モデルにしたと言えるだろう。

「憲法研究会」の憲法草案と20世紀的民主主義

　鈴木は、研究会案の発表直後の1945年12月28日の日付けがある「新憲法の構想：憲法研究

会の憲法草案」（『民主憲法の構想』に収録）において3）、「日本民主主義の建設は、二重の性

格を併せ有する」として（鈴木安蔵（1946）151頁）、研究会案に18世紀的民主主義と20世紀

的民主主義が具備されていることを明らかにしている。

　では、研究会案では、ワイマール憲法をモデルとする20世紀的民主主義はどのように条文

化されているだろうか。まずは人権保障の条文についてであるが、以下のようである。

　　　さらに新憲法には、現代社会における人権必然の具体的形態として、左のごとき新しき

権利が保障さるべきである。

　　　一、国民ハ労働ニ従事シ其ノ労働ニ対シテ報酬ヲ受クルノ権利ヲ有ス

　　　一、国民ハ健康ニシテ文化的水準ノ生活ヲ営ム権利ヲ有ス
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　　　一、国民ハ休息ノ権利ヲ有ス国家ハ最高八時間労働制ノ実施勤労者ニ対スル有給休暇制

療養所社交教養機関ノ完備ヲナスベシ

　　　一、国民ハ老年疾病其ノ他ノ事情ニヨリ労働不能ニ陥リタル場合生活ヲ保証サルル権利

ヲ有ス（同上、142頁）

　一方、経済体制に関する条文については、「憲法研究会」の会員の間でも、以下のように意

見が割れたようである。

　　　憲法になんらの経済体制についての規定を含まないのは、それ自体その憲法の封建性を

示すものである。

　　　「経済国家」とさへ称せられる現代国家において、その最も基本的な経済体制の根本原

則は、当然、国家の根本組織法に明示さるべきである。

　　　この意味において日本民主主義の建設を表現する憲法には、すくなくとも、独占資本の

制限、財閥の禁止、寄生的土地所有の禁止、勤労者の生活、健康、教養の向上を脅かすご

とき労働条件の禁止、高利、高額小作料の禁止、私有財産並営業、契約の自由は国家公共

の福祉に貢献するを根本条件とするとの規定を設くべきであるとの意見も提出された。

　　　また「土地ハ国有トス公益上必要ナル生産手段ハ議会ノ議決ニヨリ漸次国有ニ移スヘ

シ」なる条文の案の主張もあつた。

　　　これに対し（中略）かかる具体的規定は、それ以外のあるひはそれ以上の経済政策ない

し体制建設の障害となるおそれがあらう等の意見が提出され（後略）（同上、147‒148頁）

　結果的に、研究会案において「経済体制」に関する条文は以下のように決定された。

　　　一、経済生活ハ国民各自ヲシテ人間ニ値スヘキ健全ナル生活ヲ為サシムルヲ目的トシ正

義平等進歩ノ原則ニ適合スルヲ要ス

　　各人ノ私有並経済上ノ自由ハ此ノ限界内ニ於テ保障サル

　　所有権ハ同時ニ公共ノ福利ニ役立ヘキ義務ヲ有ス

　　一、土地ノ分配及利用ハ総テノ国民ニ健康ナル生活ヲ保障シ得ル如ク為サルヘシ寄生的土

地所有並封建的小作料ハ禁止ス（同上、148‒149頁）

　研究会案において具体化された20世紀的民主主義を、階級闘争の観点から捉えるのならば、

第一に、当時はまだ農地改革前であったことから、戦前から手つかずのまま残存していた地主
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階級の打倒を目指すということになるだろう。なお、憲法に条文化するということは、農地改

革後における地主階級の復活の芽を摘むことをも結果として意味するだろう。第二に、当時進

行しつつあった財閥解体が終了した後にも、資本主義という枠組みが変わらぬ以上、大きな権

益を維持するにちがいない資本家階級に対する最低限の抑止を目指すということになるだろ

う。

日本国憲法に対する不満

　では、1946年11月３日に公布された日本国憲法に対して、鈴木がどのような不満を抱いて

いたかについて見ることにしよう。鈴木は1947年に出版した『新憲法の解説と批判』におい

て、端的に「憲法の欠点は、今日の資本主義社会の生む欠陥にたいして十分な根本対策につい

て規定してゐない点にある」（鈴木安蔵（1947）38頁）、すなわち20世紀的民主主義が十分に

体現されていない点にあると指摘している。そして具体的に以下の諸点を挙げている。

　　　第二十五条、第二十七条、第二十八条などは、これについて苦心したものではあるが、

しかし国民が健康な文化的な最低限度の生活をいとなむ権利を有すると保障されても、単

に国家が社会政策の徹底につとめるといふだけでは、心もとないのである。具体的に独占

資本や寄生土地所有の利潤至上主義を抑制し、完全雇傭を根本方針たらしめ、失業しない

ですむ現実の条件を確立することを明記し、耕作権を保障し過重労働を禁止し、さらに失

業保険、老疾保険、無料診療、有給休暇などを国家の義務としなければ、今日の社会事情

の下で、この憲法が真に勤労者大衆の憲章たりうるであらうか。

　　　いはんや政府などが、勤労する権利といふのは、失業しない権利、家族を養ふに足るだ

けの収入をもたらす職業につきうる権利といふ意味（すでにワイマール憲法やソ聯憲法で

採用し実現した原則）でなく、勤労することを妨げられない権利だ、などといつてゐるや

うでは、いよいよこの憲法は深刻な社会矛盾、生活苦にたいして空文となる危険がある。

　　　また勤労者の生産管理権、経営参加権は、第二十八条の団結権の必然の発展として、今

日諸国のみとめてゐるところであり、新憲法でも、ここまで具体的に進むべきであつたと

おもふ。

　　　教育の機会均等についての規定（第二十六条）も、もし貧乏なために上級学校にも行け

ない境遇にたいして、国家が学資を給するといふやうな規定をも加へなければ、あまり実

効はないのである。

　　　第二十九条の財産権、私有権の規定も、単に、その不可侵のみが規定されたのでは、か

へつて資本家・地主の擁護にをはる。財産権の内容は、公共の福祉に適合するやうに法律
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で定めるといふだけでは不十分で、財産権は、かならず公共の福祉のために利用される義

務があるとか、あるひは公共のためには国有化されるとかの積極的規定こそ必要であらう

（同上、38‒39頁）。

　今日、護憲を強調するあまり、鈴木の日本国憲法に対するこうした不満を見落としがちであ

る。しかし鈴木が今日まで存命ならば、近年、日本に先進諸国では最悪レベルの貧富の格差が

もたらされた根本原因として、まさに日本国憲法において20世紀的民主主義が十分に体現さ

れていないことを挙げるのではなかろうか。日本国憲法において、貧富の格差を是正する根拠

は、主に第25条の「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」という条文に求め

られるが、鈴木は「単に国家が社会政策の徹底につとめるといふだけでは、心もとないのであ

る」という自らの一文を改めて肯定するに違いない。冒頭で言及した今日の「原発事故子ど

も・被災者支援法」の事実上の骨抜き状態も、こうした延長線上にあると言えるだろう。

ファシズム批判との共通点

　さて、２の末尾で、「今日の我々にとって、鈴木のファシズムに対する抵抗が興味深いのは、

その抵抗の経験が、日本国憲法の元になったと言われる『憲法研究会』の憲法草案の作成に生

かされたと考えられるからである」と述べた。そこで３の最後に、ファシズム批判と研究会

案、並びにそれをめぐる言説との間の共通点について考察することにしよう。

　第一に、教条主義的に原理原則、すなわち最善の策に囚われることなく、客観的な状況に応

じて、次善の策を選択するという柔軟な戦術を挙げることができるだろう。ファシズム批判に

際して、鈴木は共産党のシンパとして、ソ連のスターリン憲法下の政治体制の導入を最善の策

と考えながらも、治安維持法によって、共産党の革命を擁護し得ない中で、次善の策として、

立憲政治を擁護するという旗印を掲げていた。さらに立憲政治の内容に関しても、その理想型

から大日本帝国憲法下での不十分な試みに至るまで、ファッショ化の進行に応じて、擁護する

対象を柔軟に変えていった。

　一方、研究会案において20世紀的民主主義を具体化するに当たって、鈴木は GHQの占領方

針との兼ね合いから、敢えてソ連型の社会主義ではなく、ドイツのワイマール共和国型のそれ

を採用することにした。

　また、前出の「新憲法の構想：憲法研究会の憲法草案」によれば、研究会案に天皇制を残す

か否かについても、当時「憲法研究会」の内部で議論があった。特に主宰者の高野は、当時再

建されたばかりの共産党と歩調を合わせるかのように、天皇制の廃止、すなわち大統領を元首

とする共和制の樹立を主張していた。しかし鈴木は他の会員とともに「当面、なほ天皇制を存
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続することが国民一般の感情である」ことを踏まえて、天皇制を残すことに賛成している。な

お鈴木は、研究会案発表直後の1946年１月３日の日付けのある「天皇と天皇制」（『民主憲法

の構想』に収録）で、「政治機構、体制としての天皇制は廃止さるることが、『君民』ともにと

つての幸福であることを認識すべきである」と述べていることから（鈴木安蔵（1946）138‒

140、134頁）、個人的には高野の主張に共鳴していたものと考えられる4）。

　第二に、マルクス主義的な階級分析の観点から行なった考察を挙げることができるだろう。

ファシズム批判に際して、鈴木は、資本家階級が軍部と軍事的野心を共有して、市場と資源を

確保するために、膨大な国防予算を成立させ、軍事的侵略を行なおうとしているとした。しか

し労働者・農民階級などの大衆は民主主義や平和を求めて、資本家階級や軍部と対立している

とした。

　一方、終戦直後、民主化を構想していた際には、鈴木は民主化を停滞させている元凶として

「封建的軍国主義勢力」、「封建的重臣」、財閥、地主、官僚といった支配層を挙げていた。そし

て共産党を含む「民主主義を欲し、民主主義を徹底的に実現しうる階級、層、民衆の勢力」が

「民主主義的統一戦線」を結成して、そうした支配層を一掃すべきだとしていた。

　また、ファシズム批判に際して、鈴木は皇道派の青年将校らに対しても、反財閥をどれだけ

標榜しようが、「中間層的ビューロクラシー（筆者注：官僚）的地位」などの故に、その革新

運動の先にあるものは、単なる「資本主義の再編制であり、危機救済である」と断じていた。

　一方、終戦直後、民主化を構想していた際には、鈴木は、「転向」時期に高く評価していた

皇道派の青年将校らに対して、以下のように考察している。

　　　いはゆる昭和維新を唱へた人びとの国内改革の主張は、反財閥を標榜した場合も封建的

復古的方向をとり、労働者農民の解放をもたらすものではなかつた。それは都市小市民的

反抗と農村中産層の反発とから生じた観念的な改革運動であり、ドイツ、イタリアのナチ

ズム、ファシズムとひとしく、資本制、封建的農村搾取制の個個の現象を攻撃しつつ、そ

の根本を廃止することをめざさぬ点で、結局、旧来の国際秩序、社会体制の枠内での政権

移動以上は考へてゐなかつた（同上、18‒19頁）。

　鈴木の終戦直後における皇道派の青年将校らに対する評価は、まさにファシズム批判の頃の

それに回帰していると言ってよいだろう。

　３では主として、日本国憲法の元になったと言われる研究会案をめぐる鈴木の言説を見てき

たが、日本国憲法について語る際に逸することができないテーマはやはり第九条であろう。４

では第九条をめぐる鈴木の思想を見ることにしよう。
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４．第九条をめぐって

フランス第四共和国憲法の規定に賛同

　鈴木はかねてより護憲運動関係者の間で、護憲のシンボル的存在になっているが、護憲の主

たる内容が第九条の擁護であるためか、「世界にもまれな平和憲法のルーツは、自由民権運動

の伝統が色濃く漂う、この古い町（筆者注：鈴木の郷里の小高区）にあるともいえる」などと

言われる。しかしそれは大きな誤解である。そもそも鈴木によれば、第九条、すなわち「『戦

争放棄』条項については、憲法研究会ではなんらの主張も出なかった」。研究会案の作成に際

して、「憲法研究会」としては「こんどの戦争の惨禍と全軍隊の武装解除と国民全般の当時の

心情からみて、軍にかんする規定をおくことは全然考えていなかった」のである。

　それどころか、鈴木自身は第九条について、「政府案の発表のとき、わたくし個人はただち

に全面的共鳴にはいたらなかった」と回想している（鈴木安蔵（1977）102頁）。鈴木は前出

の『新憲法の解説と批判』の中で、第九条に関して、将来的に以下のように改正すべきだと示

唆している。

　　　他方国際的には、当面国際聯合の活動に依存するわけであるが、なほこれが加盟もみと

められてゐない現状においては、とくに国内的の規定たる憲法には、これについての規定

を入れることは適当でないが、しかし将来独立対等の国家として復活することを前提とす

るならば、新フランス憲法にみられたやうに「相互的であることを条件として、平和の組

織および防衛のために必要な主権の制限に同意する」といふふうな規定がふさはしいであ

らう（鈴木安蔵（1947）29‒30頁）。

　上記の鈴木の記述は、趣旨が明確でない嫌いがある。そこでフランス第四共和国憲法の該当

箇所の前後の規定を以下に引用することにしよう。

　　　その伝統に忠実なフランス共和国は、国際公法の原則に従う。フランス共和国は、征服

をめざしていかなる戦争を企てることがなく、またいかなる民族の自由に対してもその実

力を行使することがないであろう。

　　　相互主義の留保のもとに、フランスは、平和の組織と防衛に必要な主権の制限を承諾す

る（『世界憲法辞典』58‒59頁）。

　フランス第四共和国憲法は、侵略のための戦争を明確に否定しつつも、自衛のための戦争ま
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では否定していない。そして「平和の組織」すなわち国連による世界平和の実現に寄与するた

めに、「相互主義」、すなわち加盟各国とともにという条件の下で、国連への主権の一部の移譲

を承諾するというものである。その際には、フランス軍が国連による武力制裁に参加すること

も想定しているだろう。

　鈴木も当時、こうしたフランス第四共和国憲法の規定に類似した条文を構想していたこと

を、1954年３月に開催された衆議院外務委員会公聴会で、以下のように証言している。

　　…しかし独立国として軍備を持たないということは、今の国際情勢上おかしいのじやない

か、そこで将来国民の間で研究した場合、第四共和国フランス憲法──当時はまだ草案で

ありましたが、その程度の規定の方がより妥当ではないか（中略）つまりこれは日本だけ

が軍備をなくしてしまうことは片手落ちでないか。やはり軍備を持ち戦争をするというこ

とは、国の主権の発動と従来考えられておりましたから、私はほんとうによりよきものと

しては、国際平和のために相互的であることを条件として、国の主権の制限に同意するこ

とであると思う。それからいかなる侵略戦争もしない、いかなる民族の自由に対しても武

力を行使することをしない、つまりこの程度のものがいいのではないかと当時考えておっ

たのであります（鈴木安蔵（1955）206‒207頁）。

　鈴木が当時、第九条に対して「ただちに全面的共鳴にはいたらなかった」理由について考察

することにしよう。鈴木は『新憲法の解説と批判』の中で、「たんに戦力をもたないことを規

定し、武力──武器、軍隊など──を放棄しただけで、平和国家たりうるか、世界平和がもた

らされうるか」と問題を提起している（鈴木安蔵（1947）29頁）。そして以下のように答えて

いる。

　　…戦争の勃発する根本原因の一つである経済的事情、すなはち日本におけるおびたゞしい

零細農民の原始的な生産様式、国内市場の貧困、帝国主義的ないし独占資本主義的経済・

政治制度および国家主義的諸勢力を、根本的に清算しうることが必須不可欠であらう。少

くとも、国内的にこれらの弊害を能ふかぎり抑制ないし防止しうる根本規定を設けるべき

ものとおもふが、この点を規定してゐないのは遺憾である（同上、29頁）。

　仮に、鈴木が主張する通りに、第九条に加えて、日本国内の「戦争の勃発する根本原因の一

つである経済的事情」を解消する条文を設けることができたとしよう。しかしその結果は、た

だ単に日本のみが平和国家になるばかりであろう。世界平和を実現するためには、日本だけで
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なく、少なくとも主要国においても、憲法を改正するなり何なりして、第九条に相当する内容

の条文を設けるとともに、日本と同様に見受けられる「戦争の勃発する根本原因の一つである

経済的事情」を解消する条文をも設けるべきだろう。しかしこうしたことは当面、実現不可能

である。だからこそ鈴木は現実的な見地から、フランス第四共和国憲法「程度の規定の方がよ

り妥当ではないか」と結論付けたのだろう。

「自衛のための戦争」に参加した経験

　ここで、当時、鈴木が自衛のための戦争を否定していなかった背景について考察することに

しよう。鈴木は太平洋戦争末期に東京を襲った空襲について以下のように回想している。

　　…いまでもくっきりと目に浮かぶ──空襲警報とともに夜空に B52の巨体が悠然と数機

やってくる。高射砲がはげしくひびく。この書斎はいく分高台になっているので、その窓

から上馬や荏原、大森方面までが焼きつくされたときの炎ははっきりみえた。たまたま一

機、二機が撃墜される。それは、不安といきどおりとの中での詩であった。わたくしは、

このままやがてわが家も爆弾で焼かれるものとおもいきめ、最後まで焼夷弾の防火などに

努力するだけだと考えて日々をすごした。

　　（中略）

　　…まさしく米英の侵略が、「一つの」アジアを寸断し、また、いま日本に攻撃を加えてい

ると考えた（中略）そしてその下で、多くの友人、後輩は死に、多くの同胞の家は焼か

れ、国民の大多数は、栄養失調に陥り、家族はちりぢりに別れてしまったのである（鈴木

安蔵（1967）202‒203頁）。

　当時、鈴木はまだ「転向」の最中にあったことから、そもそも日本の一方的な侵略によって

一連の戦争が始まったという意識が薄かっただろう。それに加えて、上記のような連夜の空襲

とその悲惨な結末を見聞することによって、まさしく米英が「日本に攻撃を加えている」、す

なわち日本を侵略しているという認識をもつに至っていた。そうした時に、前述のように、鈴

木は町田大佐から、米軍との九州での決戦に備えるために、西部軍報道部に加わり、福岡まで

赴任されたいという誘いを受ける。鈴木は「即座に承諾した」。「このままここ（筆者注：東

京）で爆死するよりも、戦場で死ぬべきときだろうと考えたからである」（同上、203頁）。

　当時の鈴木の心境は、米英の侵略から日本を守る、すなわち「自衛のための戦争」に参加す

るというものだったにちがいない。「自衛のための戦争」に参加した経験から、さほど時が

経っていなかったからこそ、鈴木は、自衛のための戦争を否定しないフランス第四共和国憲法
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を現実的なものとして受け入れられたのだろう。

　しかし、鈴木が第九条について、当時、決して改正を声高に叫んでいたわけではないことに

は注意を要する。むしろ『新憲法の解説と批判』においても、「日本国の今日までの悲惨、不

幸の根因が、その軍国主義、軍部専制にあつたことにたいする反省として、ここに徹底的な平

和国家たることを約束した」との理由から（鈴木安蔵（1947）29頁）、高く評価していたので

ある。また「国家権力の最期の担保は、いうまでもなく軍隊である」が、第九条の内容、すな

わち「すべての戦争放棄、一切の軍事不保持は、明治憲法体制にたいする最後のとどめを刺す

こととなるのは明らかであった」ということも（鈴木安蔵（1979）123‒124頁）、高く評価す

る理由の一つであっただろう。

第九条に対する解釈

　冷戦が本格化する1950年代になると、鈴木は第九条を留保なく受け入れるようになる。ま

ず憲法の前文「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しよ

うと決意した」について、前述の衆議院外務委員会公聴会で、以下のような解釈を示してい

る。

　　…全世界の諸国民の公正と信義は信頼し得るものである。かりそめにも、ある国が突如不

法侵略をする、あるいは自衛に名をかりて侵略戦争をしかける、そういうような懐疑を持

たない（中略）のであります。従って、従来の国際法上の自衛権の観念をさらに超克いた

しまして、そういう平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われわれ自身の自衛問

題は安んじて解決することができる。こういう態度をとっておると私は解釈するのであり

ます（鈴木安蔵（1955）168‒169頁）。

　鈴木はこうした前文の解釈を踏まえた上で、それにもかかわらず、他国より侵略を受けた際

の第九条第一項（「国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解

決する手段としては、永久にこれを放棄する」）の解釈について、以下のように述べている。

　　…たとえば他国よりいわゆる侵略される（中略）こういう場合に、今日の国際法上の通念

から申しますと（中略）そういう不法な侵略はけしからぬから至急やめてもらいたいとい

うことを、相手国に対しましても、その他の諸国に対しても当然呼びかける、そうして原

状の回復ないしは救済を求めるのであります。こういう行動は、私どもの解するところに

よれば、すでに立派な国際紛争であります。（中略）それが侵略された国といたしまして
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そういう要求をいたしました場合に、単に要求しただけではいられない、またじっとして

おれば国が滅びるというようなことによって（中略）そういう不法な侵略国に対してはわ

れわれは絶対に外交関係を持つことができない、われわれも当然これに対して戦いを宣言

する、つまり国際法上の厳密な意味における戦争宣言をする（中略）かりにそれが一方か

ら考えて自衛戦争と考えられます場合にも、私は日本国憲法においては、すでに国際紛争

を解決する手段としては一切のものを放棄するといっている以上、これはできない（同

上、171‒172頁）。

　鈴木は、上記のような第九条第一項の解釈を踏まえた上で、第二項（「前項の目的を達する

ため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない」）の解釈を次のように述べている。「一切

の軍備を持たない、軍備に類するものを持たない、こういうことによって初めて前項（筆者

注：第一項）のような（中略）徹底した自粛、自己制限が可能となるのであります」。

　さて、鈴木のこうした第九条に対する字義通りの解釈には、どのような政治的意図があるの

だろうか。日本国内に対しては、軍国主義の復活を阻止することを明確に意図していた。すな

わち再軍備を認めれば、「敗戦後九年未だ戦前の軍国主義は決して根を絶やされていない日本

においては（中略）たとえ統帥権その他の問題について、一応民主的な制度を定めたとして

も、実際の社会的、政治的状態の中に、根強い軍国主義が復活抬頭して来る」というのである

（同上、175、154頁）。

　一方、世界に対しては、水爆の出現という新たな軍事情勢の展開を受けて、平和の強力な

メッセージを送ることを意図していた。鈴木は以下のように述べている。

　　　日本国憲法は、このような（筆者注：軍国主義の）世界観、問題解決の方法に正面から

対立する。原子兵器の完成や世界各重要地点の基地化による「防衛」方策のごときは、科

学はじめ人間の知能の案出するものであるかぎり、かならずや相手諸国の陣営においても

到達する方法である。軍国主義の対立・競争は、かくしてとどまるところがない。水爆・

原爆の即時的全面的廃止はさらにあらゆる軍備、戦力の即時的全面的廃止にいたることに

よってこそ、「平和」「自由」なるものは確実となるという、きわめて明白な論理を隠蔽し

てはならない（鈴木安蔵（1954）67頁）。

第九条第一項が適用されないケース

　再び前述の衆議院外務委員会公聴会における鈴木の陳述に戻ることにしよう。鈴木は、第九

条第一項の解釈が適用されない例外的なケースとして、以下のようなことを挙げている。
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　　…突如としてある国より不法侵略された、こういう場合に、敵国の軍隊がわれわれの領土

の中に入って来て、従横無尽（原文ママ）に掠奪暴行をほしいままにするというような事

態、この際にわれわれがそれぞれの方法をもってこれに抵抗する、こういうことは当然に

自衛行為として生ずるでありましようし、またそれを否定することはできない。それは当

然憲法にも容認するところであろうと思う。（中略）あくまでもやむを得ざる、まったく

緊急不正の急迫したそういう危害をやむを得ず力をもって防ぐというぎりぎりの一線は認

めますけれども、一歩立ち直って、さらに相手の軍隊を領土から追い払う、あるいはそう

いうことについて世界に対し、相手国に対してこの中止を要求する、こういう段階に入り

ましたならば、そういう事実上の実力抵抗さえも日本国憲法は認めない（後略）（鈴木安

蔵（1955）173‒174頁）

　これに対して、福田篤泰委員は、鈴木が事実上「自衛権」を一定程度認めたものと解釈し

て、以下のように疑問を呈している。

　　…あなたはこの憲法について、戦力の保持は明らかに禁止されておると言われた、これは

もちろん私も同感でありますが、同時にあなたは、自衛権は認められた。ところがその説

明において、実力を伴うものはいけないと言われておる。（中略）空疎な、実力の裏づけ

のない自衛権というのは一体いかなるものでありましようか（同上、195‒196頁）。

　福田の疑問に対して、鈴木は「実力」を伴わなくても二つの方法によって「自衛権」を行使

することができるとしている。

　一つ目の方法について、次のように述べる。「緊急不正の攻撃があった場合に、全世界の平

和愛好諸国に対してそれを訴え、その力によってそういうことを救済する、現状を回復すると

いうことはかまわない、あるいはまた国際連合が──つまりそれは国際連合自身に日本が自国

のそういう保障をもとめることでありましようが、そういう方法だけが憲法上考えられる唯一

のことである」。

　また、二つ目の方法について、次のように述べる。「緊急不正の危害が起った場合にいたし

ましても、どんな強力な軍隊を持っておりましても、真にその土地の民心を得なければ占領が

長く続くということは考えられないのでありまして、日本の労働者に真に愛国の気持があるな

らば、それこそゼネストという方法もありましよう、多くの国が第一次大戦（筆者注：第二次

大戦か？）において経験しましたレジスタンスの諸形態もあるでありましよう」。

　福田は、特に一つ目の方法に対して、「自衛権の問題について、たとえば外国から助けても
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らう、あるいは国連その他の集団保障の形をとれば、自衛権行使もさしつかえないではないか

という御説明でありますが、これでは自衛権自体の法的性格がきわめて不明確になる」と指摘

している（同上、197‒199頁）。まさに福田の指摘の通りであろう。

　鈴木も、自らの第九条解釈の理論的欠陥を意識していたのか、別の委員の質問に回答する際

に、以下のように本音を漏らしている。

　　…現在の場合においては、私はこの徹底的な平和主義者の立場、これは自分が理論的に十

分に整理できないけれども、自分の全人間的な気持からいうと、戦争というものは徹底的

にいやである。私は理論的には相当この戦争のやむを得ないこと、自然に起るであろう、

起らざるを得ない危険のあることも判断できるのでありますが、自分の気持としては、戦

争というものは徹底的にいやである。（同上、207頁）

　上記の「戦争のやむを得ないこと、自然に起るであろう、起らざるを得ない危険のあるこ

と」は「日本に対する緊急不正の攻撃のやむを得ないこと、自然に起るであろう、起らざるを

得ない危険のあること」と言い換えると、引用文全体の趣旨が明確になるだろう。実際に日本

が「緊急不正の攻撃」を被った場合、いかにして「実力」を伴わない「自衛権」を行使するか

について、鈴木は「理論的に十分に整理できない」ということを意識していたと言えるだろ

う。鈴木は第九条の解釈に当たって、「戦争というものは徹底的にいやである」という感情論

が先に来ていることを自覚していたのである。

永世中立論と中ソに対するイデオロギー的な共感

　それ故に、鈴木は、日本が「緊急不正の攻撃」を受けないための方策についても思索を巡ら

せることになり、福田に対して、以下のように永世中立論を提起することになる。

　　…日本がそういう緊急不正の危害をこうむらないためになすべき態度は、実力を持たない

ということを規定した憲法上からいっても、他に方法があるのじやないか、たとえば（中

略）永世中立の要求（中略）日本国自身を二大陣営の間の緩衝地帯にする、どちらの陣営

もこれに対して一切自国の衛星国にするようなことをしない、日本に対してどちらの陣営

も一切軍事基地を設けるようなことはしない、日本をまったく非武装に徹する、三十八度

線を中心にした緩衝地帯のような地帯に日本をおく、そういうとりきめに日本自身が先頭

に立って働きかける、こういう方法もやはり憲法の前文の考えておるところの自国の生存

と安全とを確保する一つの外交手段だと思うのであります（鈴木安蔵（1955）197‒198
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頁）。

　なお、鈴木はこうした非武装・永世中立論について、当然ながら「日本の一方的な意志だけ

では出来ない」としている。また「アメリカとフイリピンとニユージーランド、オーストラリ

アが保障しても、ソ連と中国が保障しないというならば駄目であ」るとしている。そこで
1951年９月に開催されたサンフランシスコ講和会議に先立って、「全面講和によらなければ永

世中立ということは保障されない」と主張したのである（鈴木安蔵（1951）14‒15頁）。

　鈴木は外交面では永世中立を唱えていたが、注意すべき点は、イデオロギー面では、資本主

義陣営よりも、社会主義陣営の方に共感を抱いていたことである。鈴木は1969年に出版した

『新版　政治学入門』で、ソ連の政治体制について、さすがにフルシチョフによる「スターリ

ン批判」の後だけに、「ツァーリズム以来の悪伝統、スターリン時代の官僚主義、専断的側面

を有した統治など、およそ共産主義の理念を裏切る現実の存したことも否定しえない」と認め

ていた。しかしながら「官僚的気風とか、事務の官僚的非能率とか」といった「多くの未完成

な面と欠陥との存在にもかかわらず、制度的に、まさしく人民自身のための計画と管理との新

しい国家、平等社会への発展が成長していることをみとめねばならぬ」として、高い評価を与

えている（鈴木安蔵（1969）99‒100頁）。

　一方、鈴木は中国共産党の「民族解放運動」については、その実態がまだよく外部世界に伝

えられていなかったせいか、同党の公式発表の通りに進捗しているものとして、以下のように

いささかの留保もなく高く評価している。

　　…しかも現代にあっては、被征服諸民族自体のうちに、多く資本主義が発展し、土着大資

本家は、外国独占資本家と緊密に結び（中略）自国の勤労者大衆を搾取する。民族解放運

動が同時に階級闘争たることは、この場合もっとも明白である。かかる民族解放運動は、

内外の独占資本主義・帝国主義の搾取と抑圧とから、全勤労者大衆、中小資本家すべてを

解放するという内容をもっているから、資本主義そのものの変革を希求し使命とする労働

者階級は、同時に、民族解放運動のもっとも中心的な主体となる。（かかる目的意識に統

一された民族がプロレタリア民族である。）中国の闘争はそれをしめしている（同上、219

頁）。

　さて、鈴木の中ソ両国に対するイデオロギー的な共感の背景には、どのような事情が存在し

ていただろうか。鈴木はもとより戦前から日本共産党とソ連のシンパであったが、戦後になる

と、特に太平洋戦争勃発以降の「転向」に対する痛切な反省を経て、以下のような結論を得る
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に至っている。

　　　ところで「大東亜共栄圏」とか「新秩序」ないし新体制にたいするわれわれの幻想は、

その主体が日本の軍部と官僚および財閥、独占資本であることを理解しなかったこと、資

本主義・帝国主義からの発展は、社会主義革命および植民地民族解放以外に存しえないこ

とのきわめて初歩的な把握をなしえなかったことによる（鈴木安蔵（1967）182頁）。

　鈴木は、少なくともソ連の実態については薄々知りながらも（中国については全く知らな

かった可能性があるが）、現実に「社会主義革命および植民地民族解放」の代表国がソ連と中

国である以上、「転向」の後ろめたさもあって、両国の政治体制や政治運動を殊更に高く評価

するに至ったのであろう。

晩年

　1950年代になってから、鈴木は第九条の解釈を通して、非武装・永世中立論を唱えるよう

になったが、そうした主張はその後、どうなったのであろうか。鈴木の晩年の1972年に日中

国交正常化が実現し、さらに78年には日中平和友好条約が締結された。周知のように特に後

者に関しては、いわゆる覇権条項が事実上、日中両国による対ソ牽制になっており、中国政府

は日米同盟に対しても反対から支持へと態度を変えるようになる。いわば鈴木がかつて強い共

感を寄せた「プロレタリア民族」の国、中国が日米同盟を容認して、それに接近するに至った

のである。

　こうした日本をとりまくパワー・ポリティックスやイデオロギーの構造の劇的な変化に際し

ても、鈴木は以下のように、依然として永世中立論を唱えつつ、さらには日本が中ソ両国の和

解をも斡旋すべきだとしている。

　　　日本は、この時これら諸強国（筆者注：米ソ中）の一つの陣営に組みこまれることに

よって安全でありうるのか。独占資本家が構造的不況打開のために、無限ともいうべき資

源および市場の確保のために一定の国家（筆者注：中国）との平和的交渉を求めるのは当

然であるが（中略）核戦争を背景とする軍事的同盟体制は、日本の安全とは断じて相容れ

ぬものである。（中略）

　　　社会主義諸国が社会主義を基本としてすべて協力、共同路線を歩むことが当面不可能と

みらる事態となっていることは、まことに不幸であるが、しかし日本は、このような時、

その矛盾の激化のためにではなく正常化の方向に進むべきは理の当然である。ましてや日



鈴木安蔵

67─　　─

本自体のあらゆる条件から、いかなる側の軍事的拠点ないし基地と化することは最大の不

幸を招くのみである（鈴木安蔵（1979）167‒168頁）

　また、鈴木は依然として第九条の字義通りの解釈にこだわりを見せている。さすがに再軍

備、すなわち自衛隊の存在が軍国主義の復活につながるとまでは言わないが、依然として民主

主義に対する脅威になっているとして、以下のように述べている。

　　…今日の日本の軍事力は、わが国の民主主義を、さしせまった状態の下では、一挙に抑圧

し去ることのできる態勢を十二分に確立しているといわねばならぬ。（中略）沖縄および

内地の基地の継続的利用、自衛隊の強化を前提としたアメリカ軍の指導力との関連の中

に、第九条の現実はあるのである。このような軍隊、軍事体制の確立は、もっとも反民主

主義的なものである。日本の民主主義は、きわめて外形的なものとなりつつあるというべ

きではないか（同上、126‒127頁）。

　さらに鈴木は、第九条の字義通りの解釈が、日本の平和のみならず、世界全体の平和にもつ

ながるとして、以下のように主張している。

　　　第九条の解釈の歪曲・立法規範の軍事国家的破壊の到達点は、いかなる点からしても、

日本国民の生命、自由の保護、日本国土の安全の保障とは正反対の道を示すものである。

（中略）その（筆者注：戦争は必然であるとする主張の）中に身を投じてみずからの「絶

滅」にすすむか。それとも全力をつくして、このような戦火の勃発を防ぐか、核兵器の廃

止、戦争の放棄を全世界に実現しようとする運動に挺身するかが、われわれの課題である

とき、第九条はきわめて明確に後者の道を指示しているのである（同上、169頁）。

　このように見てくると、鈴木の第九条をめぐる思想が、1950年代、60年代、70年代を通し

て、その解釈の理論的欠陥にもかかわらず、良く言えば、首尾一貫している、悪く言えば、柔

軟性に欠けていることが理解されるだろう。もっとも当時、野党第一党の社会党が一貫して非

武装中立論を党是としていたことからも明らかなように、鈴木の第九条をめぐる思想は、たと

え柔軟性に欠けていると映ったとしても、決して現実的な基盤を欠いていたわけではなかった

ことには注意を要する。

　さて、鈴木の第九条をめぐる思想は、彼の思想全体の中でどのような位置を占めているだろ

うか。前述のように、戦前・戦中におけるファシズム批判、並びに終戦直後における研究会案
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作成の際には、鈴木は教条主義的に原理原則、すなわち最善の策に囚われることなく、客観的

な状況に応じて、次善の策を選択するなどの柔軟な戦術をとっていた。そうしたことを踏まえ

ると、第九条をめぐる思想が特異なものであることが明らかになるだろう。こうした特異なま

での（良く言えば）首尾一貫性の故に、鈴木は今日、あたかも第九条も彼の発案であるかのよ

うに誤解され、護憲のシンボル的存在になるに至ったと言えよう。

　他方で昨今、安倍政権が解釈改憲を通して、集団的自衛権の行使を解禁するという新たな事

態を受けて、護憲運動の主だった課題が大きく変質している。かつてのように第九条の字義通

りの解釈に基づく自衛のための戦争や自衛隊の存在の否定ということではなくなっている。保

守政党が戦後長らく追求してきた方針、すなわち自衛のための戦争を認めつつも、自衛隊の戦

力を自衛目的に限定するという方針の擁護ということに変質している。そうした事態を踏まえ

ると、鈴木の第九条をめぐる思想は、今日では現実的な基盤を失っていると見ることもできる

だろう。

　さて、１、２、３では鈴木の思想の全体像における言わば光の部分を見てきた。４では言わ

ば影の部分、すなわち戦中の「転向」時期における民族問題をめぐる思想について論じること

にしよう。

４．「転向」時期の民族問題をめぐる思想

「つまづきの石」としての民族問題

　前述のように、渡辺は鈴木の本格的な「転向」が1941年12月の太平洋戦争勃発前後に起こっ

たと指摘しているが、その直接的な契機とは一体何だったのだろうか。鈴木自身は「民族問題

こそは、満州事変以来の太平洋戦争にいたるまでのわが国の勤労大衆およびわれわれ知識人の

多くにとって、真に非惨な『つまづきの石』であった」としている。民族問題が「つまづきの

石」であったとは、具体的には「帝国主義支配と、搾取とからの『アジア解放』という呼びか

けが、少なくとも米英の帝国主義的支配が万人の目に明らかな事実であったかぎり、かの東亜

共同体、大アジア主義、大東亜共栄圏、『アジアは一つなり』の諸理論に、なんらかの進歩的

動向を信じ」るということである（鈴木安蔵（1969）212‒213頁）。

　鈴木にとって、民族問題が「つまづきの石」になった背景にはどのような経緯が存在してい

るのだろうか。コミンテルンは1920年７月から８月にかけての第二回大会、及び同年９月の

東洋諸民族第一回大会以降、主としてアジアにおける植民地問題や民族問題に本格的に取り組

み始めていた。それに対して、特にアジアに広大な植民地を有する英国が、自国の利益に対す

る直接的な脅威と見なして、警戒を強めていた（『コミンテルン史』221‒226頁）。
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　コミンテルンの指導下にあった日本共産党も、当然のことながら植民地問題や民族問題に取

り組んでいたが、政府当局の弾圧によって組織が壊滅し、コミンテルンとの連絡も途絶えがち

になってしまった。それと軌を一にするかのように、鈴木は次第にマルクス主義から離れて、

「問題の階級性（中略）にたいする判断を正しくもちえな」くなり、民族問題に対しても「階

級性を見失っ」てしまった。そして鈴木の思想には、少年時代から培われてきた「 愛国者たら

ねばならぬ」というナショナリズムだけが残り（金子勝（1986）105頁）、強化されていった。

そうした経緯を経て、鈴木の眼には、英国（及びその最大の同盟国の米国）帝国主義下の植民

地問題や民族問題の解決の担い手として、コミンテルンに代わって日本が浮上するようになっ

たと言えるだろう。

　なお、鈴木はそれと同時に、日本国内における階級闘争の担い手についても、見方を変える

ようになった。すなわち共産党に代わって、前述のようにかつて批判していた皇道派の青年将

校らに期待を寄せるようになったのである。鈴木は次のように述べている。「既成政党、官僚

的ブルジョア的議会政治の腐敗にたいする憤激、しかもその憤激を選挙に、立法・行政・司法

の諸作用に反映し、人民自身の手によって政治を改革することを不可能とされていた当時の日

本において、世界的恐慌とはげしい国内大衆の窮乏とにうちひしがれた国民の心理には、財閥

打倒を叫び、またそのように確信し志向した青年将校、諸種の革新運動に、この暗黒と堕落と

からの救済があると錯覚」したのである（鈴木安蔵（1969）212頁）。

日本の近代史に対する認識

　鈴木は1944年に出版した『日本の大陸発展と共栄圏建設』において、植民地問題や民族問

題の解決の担い手として、日本が世界に登場したのは、1931年９月に勃発した満州事変以降

だとしている。鈴木は満州事変、さらには太平洋戦争に至るまでの日本の近代史について、ど

のように総括していたのだろうか。以下に鈴木の論旨を見ることにしよう。

　まず、19世紀末から20世紀初頭にかけての日清・日露戦争ついてであるが、鈴木によれば、

日本の大勝利にもかかわらず、日本の外交政策が「英国はじめ独仏露米等の方針に常に制約さ

れたのは、やむを得ざるところであつた」。というのは、経済的にも軍事的にも英国を始めと

するそれら諸国に深く依存していたからである。

　次いで、大正時代（1912‒26年）以降についてであるが、鈴木によれば、日本国内では「資

本家階級の相対的比重は日露戦争以後漸次増大し、特に第一次世界大戦を機として急激に飛躍

した」。その結果、「資本家階級」の「台頭・参加・修正の要求を反映し代表せるものは、すな

はち政党の発達であつた」ことから、「旧来の藩閥官僚」内閣に代わって、政党内閣が登場す

るようになった。
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　鈴木によれば、「外交政策もまた、資本家階級的利害によつて著るしく左右されるにいたつ

た」。要するに「国際協調、すなはち当時の世界経済・政治の覇者たる英国ならびに米国の経

済および外交政策に対する順応・適応が、しばらく我が対外策の基調となつた」のである。

　鈴木はこうした「国際協調主義・英米追随は何ゆゑであつたか」と問うている。それは、日

本経済が「深く英米資本主義に依存し左右されてをつた」からであり、かつ「かゝる経済体制

に照応し、この世界秩序を合理化する政治的デモクラシーおよび国際主義が人類最高の政治原

理として信奉されてをつた」からだとしている。

　さて、鈴木によれば「国際協調主義、特に英米追随主義」を転換するためには、「国内の全

体制の国防国家体制」への転換が求められている、すなわち「完全な計画統制経済と一糸乱れ

ぬ指導者原理的政治体制と確乎不動の一元的思想体制」への転換が求められている。「かくし

て満洲事変以降十年前後にわたる深刻な陣痛を、日本は国内において経験しなければならなか

つた」。「深刻な陣痛」とは、大正時代に確立された「自由経済主義、財閥的政党政治」の「克

服」を指している。

　また、鈴木によれば、国内体制の転換に先立って、外交方針の転換がすでに始まっていた。

すなわち「関東軍の創意と断乎たる決意によつて、すでに年来軍および民間の革新勢力のうち

に強く醞醸しつゝあつた旧世界秩序変換の要望は実行に移された」。満州事変の勃発がそれで

ある。かくして満州事変以降、「もはやこれ（筆者注：米英等）と手を切り袂を分つて自主独

往、たゞひとしく旧英米制覇に挑戦し奮闘しつゝあつた独伊とのみ協力提携して、東亜に新秩

序を創造すべきを不動の国策たらしめんとして漸次転換しきたつたのである」。

　鈴木によれば、「東亜新秩序・共栄圏建設の理念」は、1932年９月の「日満議定書のうちに

『共同防衛』として先づ部分的ながら片鱗を現はし」ていた。次いで日中間の「全面的長期的

衝突の展開に対処すべく立案・宣明されたる近衛声明（中略）にいたつて、より具体的に構想

づけられた」。なお、この「近衛声明」が指しているのは、1938年11月の第二次近衛声明、並

びに同年12月の第三次近衛声明であろう5）。

　そして、ついに1941年12月に太平洋戦争が勃発した。鈴木によれば、「こゝに事柄の本質の

一切は明白となり、世界の旧秩序・アジアの帝国主義的支配抑圧を維持せんとする米英陣営

と、これを打破して新秩序・アジア解放・大東亜共栄圏建設を目ざす日本ならびにこれに協力

する諸国家・諸民族の陣営との二大陣営に世界は分裂したのである」。

　1943年11月に東京で、大東亜会議が開催され、日本及びその勢力下にあった満州国・汪精

衛南京政府・タイ・フィリピン・ビルマ・自由インド政府の代表が集まり、大東亜宣言を採択

した。鈴木によれば、大東亜宣言において「大東亜各国は相互に自主独立を尊重することが宣

言された」が、「こゝに近代的民族主義の熱烈なる要請が満たされたのである」。また大東亜宣
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言は「単に大東亜のみの指導原理ではな」く、「将来世界の指導原理」でもあった（鈴木安蔵

（1944）251‒252頁、255‒257頁、262‒266頁、284頁、282頁）。世界における植民地問題や民族

問題の解決に向けての根本方針は、まさに大東亜宣言において明示されていると、鈴木は考え

たのである。

中国をめぐる分析の矛盾

　ところで、鈴木は満州事変の原因分析を行なった際に、日本の中国大陸に対する軍事的野心

を指摘して、以下のように述べている。

　　…国土の狭少、資源の貧弱、国内市場の狭隘をもつてしては、この発展力は到底十分に生

かし得なかつたのである。しかも（中略）英・仏・米・露の包囲下にあつて、よくこれと

対抗し独立独歩の地位を確保し得るためには、如何にしても国力の強化をはからねばなら

なかつた。（中略）

　　　而して支那、特に満蒙の地は、地理的にまた経済的に、さらに歴史的に我が国が最も緊

密なる提携・一体化をはかるべき適切な地域であつた。満蒙は我が生命線であるとは、つ

とに我が国朝野の間に不動に確立された認識であつた（鈴木安蔵（1944）221頁）。

　また、鈴木は日中戦争についても、「日本の発展してやまない大陸政策の支那本土への必然

的展開」を原因の一つとしている（同上、229頁）。こうした日本の中国大陸に対する軍事的

野心は、どのように考えても大東亜宣言の「自主独立」の尊重という趣旨とは相容れないだろ

う。

　また鈴木は、日本の軍事的野心に抵抗する中国ナショナリズムについて、以下のように分析

している。

　　　満洲事変の直接的契機となつた事変勃発直前の侮日・排日事件、我が権益蹂躙、条約違

反についての詳細は省略するが、これらを単に満支における無智な民衆の反感、無頼不逞

の蛮行とのみ視ることの不当なるは言ふまでもなく、また英・米・ソに操られた以夷制夷

主義、国民政府や張学良政権の政治的野望とのみ一掃的に見ることは余りに簡単な考察で

ある。それは根本的には第一次世界大戦後の諸列強の支那進出に対抗して、一九二五年五

月三十日の上海における五・三〇事件に火蓋を切つた支那大革命・国民統一運動によつて

スタートされた民族闘争の必然発展であり、そこには特に日本の大陸進出と直接に利害の

衝突する支那土着ブルヂョアジーの資本主義的発展、また満支の労働者・農民層の自己解
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放を求るための全国民運動が背後に存する（後略）（同上、225‒226頁）

　このように鈴木は、中国ナショナリズムについて、あくまでも自発的かつ自律的なものとし

て捉えている。今日の我々の視点からも妥当な分析と言えるだろう。

　その一方で、鈴木は、中国ナショナリズムが「英米帝国主義」、並びにソ連やコミンテルン

の指導を受けた「共産主義勢力」によって背後から操られていると指摘している。その結果、

「向ふべき最大第一の敵」、すなわち「英米帝国主義」ではなく、「相協力すべき友」、すなわち

日本と戦争するという「悲惨なる表現形態をとらざるを得なかった」としている（同上、
268‒269頁）。鈴木の中国ナショナリズムに対する評価には大きな矛盾が存在すると言えるだ

ろう。

　『日本の大陸発展と共栄圏建設』における中国をめぐる分析の矛盾について、我々はどのよ

うに考えるべきだろうか。おそらく鈴木は「転向」した後も、それ以前の共産党シンパの時代

の認識を完全に清算することができなかったのだろう。それ故に満州事変や日中戦争の原因と

して、日本の中国大陸への軍事的野心を指摘したり、中国ナショナリズムの自発性や自律性を

強調したりしたと考えられる。他方で「転向」が不完全だったからこそ、終戦から間もないう

ちに、戦前・戦中におけるファシズム批判の視座を回復して、民主主義的な憲法草案を作成す

ることが可能となったとも言えるだろう6）。

　４では、鈴木の戦中の「転向」時期における民族問題をめぐる思想について論じてきたが、
５では、戦後のそれについて見ることにしよう。

５．戦後の民族問題をめぐる思想

痛切な自省

　戦後、鈴木は「転向」時期の自らの言説に対して決して頬被りすることなく、真摯に繰り返

し向き合ってきた。鈴木は以下のように『日本の大陸と共栄圏建設』について言及している。

　　　わたくしの「日本の大陸発展と共栄圏建設」（昭和十九年）のごときは、本質的に事物

をさか立ちしてとらえたものであった。すなわち、対支二十一条当時からの日本の大陸政

策を明白に帝国主義政策としつつ、満州事変以降の日本の大陸進出を、その必然的展開と

して追及することができなかった。資本家地主の既成政党の反動性と退廃にたいする反

感、当時の無産政党の折衷性、弱さにたいする絶望、また「白人帝国主義」すなわちイギ

リス、アメリカのアジア征服からの「アジアの解放」の希求、そして革新的な若い国家主
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義者や少壮年人（原文ママ、筆者注：少壮軍人か？）たちの昭和維新運動にたいするひそ

かな期待などから生じた混乱した理論をのべたものであって、帰するところ、戦争を客観

的に肯定したことをみとめなければならぬ（鈴木安蔵（1967）183頁）。

　鈴木は単にこうした自省の念を述べるだけではなかった。鈴木は「転向」時期の言説故に、

戦後、自らには「教壇に立つこと、学界的地位への就任」の「資格はない」と考えて、名古屋

大学法学部創設時に教授職への就任を打診されながらも、固辞している。ようやく1951年に

なって、静岡大学の教壇に立つことを承諾したのは、「もはや諸条件から考えて、わたくし自

身も改めて学界の一人として、大学の中で、憲法学について、自分の過誤を自己批判し、正し

い方向をすすむことにしたがうことが許されようかと考えたからであった」（同上、175頁）。

民族問題と階級問題

　鈴木は、戦時中に民族問題という「つまづきの石」に転び、戦後に痛切に自省することと

なったにもかかわらず、「羹に懲りて膾を吹く」ようなことはなかった。1964年７月に開催さ

れた憲法講演会で、鈴木は E.H.カーの「現代二十世紀においては、民族独立問題がいちばん

大きい問題に移っている」という見解に同意して（鈴木安蔵（1964）213‒214頁）、以下のよ

うに述べている。

　　…まさにここ第二次大戦後、（筆者注：民族独立問題の解決が）こんなに急速に展開する

ということは、わたくしどもにしても予想もできなかった。われわれの隣の朝鮮、中国、

これは（中略）長いあいだ、外国の勢力によって踏みにじられ、従属せしめられ、植民地

化されておった。インドまたしかりでありますが、もう今日では解放されたのみならず、

暗黒大陸といわれるアフリカ自体が（中略）最後に次々と独立国を生み出している。（中

略）ただ一つ残っておるのは、ようやくインドシナ半島において、フランス帝国主義を撤

退せしめたと思ったのにもかかわらず、新たなネオ・コロニアリズム、新植民地主義とい

われるような様相を呈して、なお問題が残っている。

　　　そういうふうな状態が展開していることは、歴史の上において、国民主権の原理と相照

合するところの、国家独立主権の原理が、最後に残った問題として、現代にその解決が迫

られておることを示している（同上、214頁）。

　一方、鈴木が戦前から終戦直後にかけて、多々言及してきた階級問題については、カーの

「十九世紀のいちばん大きい問題は階級闘争であった」という見解に同意して（同上、213‒214
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頁）、以下のように述べている。

　　…いつのまにか階級闘争の問題は、社会主義国家の実現という形で、これは一つの解決が

示された。また現代資本主義国家におきましても、あるいは社会福祉国家というふうなプ

リンシプル、たとえばイギリスのありかた、あるいはノルウェー、スウェーデン（中略）

のありかたにおいて一つの解決を示している（同上、214頁）。

　鈴木は、当時の日本の現状について、決して「社会福祉国家」になっているとは見なしてお

らず、「国政は、これ（筆者注：憲法第二十五条「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の

生活を営む権利を有する」）を実現していない」としている。しかし「日本のすばらしい高度

成長といわれておるところの生産力の復活から見ると、最低限度の生活をなし得るように、国

民の生活を保障する政治は十分に可能であると思う」とも述べている。こうしたことから、当

時の鈴木が日本の階級問題の解決について、比較的楽観視していたことがうかがえる。

　一方、鈴木は日本においても民族問題、換言すれば「国家主権の公然の回復ということこ

そ、われわれの眼前の課題ではないだろうか」と訴えている。鈴木は「沖縄とか小笠原とか、

こういうものが完全に日本の憲法の適用範囲の外にあるというような状態、これはどう考えて

も、公法学上による独立主権国家とは言えない」としている。また「一国主権の最後の担保で

あるところの国家実力」である「日本の自衛隊は、その構造において、決して独立の軍隊では

ない」、要するに米軍のコントロール下にあると指摘している（同上、210‒211頁、216‒217

頁）。

　鈴木は、日本を含むアジア・アフリカ諸国の民族独立・国家主権回復の担い手として、社会

主義勢力や植民地民族解放勢力を想定していた。それは以下のように、戦時中の「転向」に対

する反省からも導き出されていると言えるだろう。既出ではあるが、再度引用しておこう。

　　　ところで「大東亜共栄圏」とか「新秩序」ないし新体制にたいするわれわれの幻想は、

その主体が日本の軍部と官僚および財閥、独占資本であることを理解しなかったこと、資

本主義・帝国主義からの発展は、社会主義革命および植民地民族解放以外に存しえないこ

とのきわめて初歩的な把握をなしえなかったことによる。

　一方、鈴木は「資本家、地主など、あるいは君主、軍人などの少数特権支配層」が「民族の

発展、民族の利益というような一般的言葉をもって国民の野望への奉仕者たらしめるのは常套

手段なのであった」としている（鈴木安蔵（1969）214頁）。こうしたことからも明らかなよ
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うに、鈴木は、日本を含むアジア・アフリカ諸国の資本主義勢力や保守主義勢力（その多くは

また親米主義勢力でもあるだろう）による民族独立・国家主権回復の主張を根本的に認めてい

なかったと言えるだろう。

「転向」時期との異同

　５の最後に、「転向」時期と戦後との間の民族問題をめぐる思想の異同について検討するこ

とにしよう。まず共通点であるが、何よりも英国や米国の支配から諸民族の解放を希求した点

が挙げられるだろう。

　一方、相違点については、三点を挙げることができる。第一に、民族問題を解決する担い手

についてである。「転向」時期には、日本、その中でもとりわけ皇道派の青年将校、並びに関

東軍、民間右翼団体を中心的な担い手としていた。他方戦後には、社会主義勢力や植民地民族

解放勢力を担い手としている。

　第二に、日本の置かれた立場についてである。「転向」時期には、日本は民族問題、とりわ

け「大東亜」の民族問題を解決する中心に位置付けられるとしていた。他方戦後には、日本は

米国の従属下に置かれて、自ら民族問題、すなわち国家主権回復の問題を抱える立場に陥った

としている。

　第三に、民族問題の解決の方法についてである。「転向」時期には、日本の軍事力によって、

民族問題の解決を図るべきだとしていた。他方戦後には、日本が自らの民族問題を解決する、

換言すれば、日米同盟を解消して、米国の従属下にある国家主権を回復することにより、間接

的にアジアの民族問題の解決に寄与すべきだとしている。それは「すでに安保条約および日韓

条約によって、日本はアジアにおける対社会主義・民族独立勢力にたいする帝国主義的政策の

パートナー、その軍事的『同盟』に組み入れられた
4 4 4 4 4 4 4

（筆者注：傍点は筆者）」という認識に基

づくものであると言えるだろう（『憲法学断想』鈴木安蔵（1979）168頁）。またその際には、

第九条を字義通りに解釈して、非武装・永世中立を実現すべきだとしている。

　６では、これまでとは視点を変えて、鈴木の故郷の小高区が原発事故の被災地になっている

ことを踏まえて、鈴木と小高区の身内や知人との関わりについて見ることにしよう。

６．故郷の小高区の人々

生家の没落と屈辱感

　鈴木は晩年、交流のあった人々について、多くの回想記を物した。しかしそのほとんどは、

仙台の第二高等学校に入学した以後に関わった人々である。故郷の小高区の身内や知人につい
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ては、ほとんど回想記を残していない。その理由は、鈴木が小高区で暮らしていた少年時代

に、生家が没落したことと関係があるだろう。相馬中学校一年生の時に書いた「我が家」とい

う作文では、以下のように述べている。

　　　我が家は小高町にありて、さゝやかなる雑貨を商ふ一家なり。（中略）

　　　今我が家の歴史を語らんも涙多し。衰替（原文ママ）の悲運に遇ひたる我が一家はこの

秀麗なる町の一角に僅ばかりの資本により、さゝやかなる店を開きて糊口しをるなり。

　　　盛運一度乗ずればうの（原文ママ）極を知らず、又悲運一度到れば衰替（原文ママ）の

限なしとか。

　　　その昔昨日迄は己が田よ畑よ山林よと人々に誇りし我が家も一度祖父が事業に失敗せる

と、父が急の死との為に、今日は数多ある山林田畑も悉く人手に渡り今迄は富豪の夢路を

たどれるも、今は一変して貧しき人々の群に入るに到りぬ（金子勝（1986）96‒97頁）。

　鈴木の母・ルイは夫との死別によって、「若くして自らに残された只一人の男の子（筆者注：

鈴木）を貧窮と屈辱との中に育て来つた」（『思想研究資料』160頁）。そして少年だった鈴木

も母からこの「屈辱」感を受け継ぎ、それを晴らすために勉学に励んでいた。鈴木は「我が

家」という作文で続けて以下のように述べている。

　　　かゝる苦境に打ち耐へて成長し来れる自分の双肩は実に我が一家の盛衰を荷ひをるな

り。さらば自分たるもの大いに覚醒し勉強せずして可ならんや（金子勝（1986）97頁）。

　小高区の身内や知人について何がしかのことを回想すれば、否応なしに「屈辱」感に苛まれ

ていた自らの少年時代にも触れざるを得ない。それ故に鈴木は彼らについて積極的に書く気に

なれなかったのだろう。

　なお、鈴木は小高区の生家から初めて離れて、下宿生活を送っていた相馬中学校時代に関わ

りのあった人々ついても回想記を残していない。その理由は「封建的な田舎の中学」に嫌気が

差していたからだろうと思われる。当時、相馬中学校では、礼儀・風紀が保たれるという理由

で、上級生の下級生に対する暴力制裁（リンチ）が黙認されており、余りの酷さに、鈴木は級

友とともに同盟休校に踏み切ることにした（金子勝（1987）132‒133頁）。そのような環境だっ

たせいか、鈴木は高等学校や大学に対して早くから憧れを抱くようになり、その憧れ振りは

「そこへゆけば何も彼も一切の疑問も解け、希望をみたされると考へ」るほどであった（鈴木

安蔵（1942）246頁）。



鈴木安蔵

77─　　─

父・良男と母・ルイ

　もっとも、鈴木が故郷の小高区や身内に愛着がなかったというわけではない。戦前の共産党

シンパの時代に、鈴木は「大山良男」や「小高良男」というペンネームで論説を幾編か発表し

ている（「鈴木安蔵先生の略歴と著作目録」311‒312頁を参照。）。ちなみに「良男」とは、鈴

木が誕生する直前に、二十代の若さで夭折した父の本名である。

　良男は若くして小高銀行支配人代理となり、地域の産業化に尽力する一方で7）、俳人として

も活躍した人物である。良男は自らの早世を覚悟したかのように、余生という俳号を用いてい

た。正岡子規一門の人々と交流があり、河東碧梧桐といった高名な俳人がわざわざ良男を訪ね

て来るほど、その俳人としての名声は全国にとどろいていた。良男が好んで詠んだのは故郷の

井田川浦であり、以下のような俳句が残されている。

　　汐小屋の老木の桜枯れもせず

　　汐穴に汐湛えけり風薫る

　　雁鳴いて月光芦に白き哉

　　芦の花鴨立つ夕日静かなり

　　短夜や舟に眠ればすぐ明ける（『小高町史』794‒795頁）

　鈴木もまたこうした父の俳句に親しみながら、井田川浦を散策したにちがいない。小高区の

美しい風景は、父の俳句などを通して、故郷を離れた後も鈴木の脳裏に刻み込まれたであろ

う。

　鈴木は父と直接話をする機会には恵まれなかったが、父の蔵書を読破することで、父と同様

に文学に対する愛好心を培っていた。鈴木は以下のように述べている。

　　　書斎などはなかったから、わたくしの読書の場所は、土蔵の二階の薄暗い窓際であっ

た。亡父や叔父ののこしておいた当時の文学書を手あたり次第読んだわたくしは、何時し

か「河内屋」「己が罰」「思い出の記」「欺かざるの記」「魔風恋風」「浮雲」「噫無情」な

ど、記憶にのこる明治中葉の流行作品を数え上げてゆくとかぎりがないが、そうした作品

に魅了され、小学校を終る前後にはそこはかとなく、こうした作品の主人公の運命に自分

をなぞらえたり、作者たちの名と自分の生涯とを結びつけたりしていた（鈴木安蔵（1952）
126頁）。

　また、鈴木は女手一つで自らと姉を育ててくれた母・ルイに対しても、一方ならぬ愛情を示
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している。鈴木は相馬中学校時代に、「高等学校をおへて大学高等文官試験官僚との道程を経」

て、「学識を具えた政治家」になろうと志していたが、それは「母が第一にどんなにか喜ぶで

あらうとの理由が根本的決定的のものであつた」と述べている（『思想研究資料』160頁）。

　ルイは、鈴木が京都帝国大学二年生の時に亡くなった（平田良編（1984）156頁）。母の死

は鈴木に深い悲しみを与えた。鈴木は父の影響からか、俳句ではないが、折に触れて短歌を詠

んでいたが、その中には亡母を悼んだものがある。

　　かへりきし家に父なく母もなき身と老いづきぬ何時としもなく

　　その子ゆゑ二十一年堪へきしに子が業（わざ）見ずにみまかりし母よ（鈴木安蔵（1942）
299‒300頁）

平田良衛との交流

　鈴木が身内の中で、終生にわたり互いに敬意を捧げたのは平田であった。平田も小高区の出

身であり、鈴木よりも二歳ほど年長である。鈴木の従妹に当たる新田目マツ子が平田と結婚し

たことから、二人は親戚関係になった。元々二人は相馬中学校と第二高等学校で先輩と後輩の

関係にあり、同郷のよしみもあって、平田は生家のある「金房村への往復のとき、しばしばわ

たくし（筆者注：鈴木）の生家にも立ちより、何彼と語り合うようになっていた」。ちなみに

鈴木が平田とマツ子との仲を取り持ったのである（鈴木安蔵（1978）54‒57頁）。

　平田は東京帝国大学文学部独文科卒業後、大学院に進学したものの、やがて鈴木の後を追う

ように無産運動に参加し、産業労働調査所の活動を経て、1929年にプロレタリア科学研究所

の創設に参加する。31年に共産党に入党し、翌年には検挙され、入獄したが、非転向を貫い

ている。36年に郷里の小高区に帰り、翌年に『農村だより』を創刊するものの、執筆禁止と

なる。戦後は共産党の再建に務め、福島県委員長に就任した。その後、金房村の開拓農民の指

導者となり、再び『農村だより』を刊行する。このように平田はその半生を小高区の農民運動

のために捧げている。

　鈴木は戦前・戦後の『農村だより』に同人として参加しており、戦前の創刊号に以下のよう

な書信を載せている。

　　　東京より──鈴木安蔵

　　　過日は久々でお目にかかれた上日頃きき得ない農村の実情を拝聴できて有難うございま

した。都会におると知らず識らず都会の空気にのみ動かされ勝ちで地方の現実を見失いが

ちです。その意味で諸兄との一夜は仲々得る所多きを感じております。
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　　　ただ農村の知的貧困、情的粗野と言った方面、政治的後進性などは、何としても克服さ

るべきものと感じました。

　　　平田兄等がその契子（原文ママ、筆者注：楔子か？）となって下さるのを小生は深謝し

て居りますが、それが一層深められるためには今後お互が何れの方面に於ても忌憚なく隔

意なく語り合うことが大切でありませう……（平田良衛（1976）82‒83頁）

　鈴木は戦前・戦後を通して、憲法という国政全体に関わる事象に取り組んできたが、上記の

書信からも、平田を通して、小高区の諸問題にも並々ならぬ関心を抱いていたことが理解され

よう。平田もまた「鈴木さんは、私（筆者注：平田）がその頃郷里の農村にとどまって汗を流

していることを評価し、たえず激励してくれていた」と述べているように（同上、84頁）、鈴

木の激励もあって、小高区での農民運動を継続することができたと言えるだろう。

　鈴木もまた小高区の諸問題について論じたことがある。戦前の『農村だより』が創刊される

前年、1936年４月の日付けがある「政治機構と人心」（『現代憲政の諸問題』に収録）がそれ

であるが、以下に引用することにしよう。

　　　私は曾祖父および父母たちの大法会のため数日来東北の海岸の小さいこの町に滞在して

ゐる。山間の農村ではなくて僅かながら羽二重工場と四囲の農村への商品供給とによつて

主として存続してゐるこの町は、その限りにおいて資本主義の影響を受ける程度が他の農

村漁村よりは深い。

　　　十何年振りで少しくこの町を観察する機会を得た私には、十何年以前の記憶と対比して

著るしく眼にうつる資本主義的影響の種々相を感慨深く眺めたのである。（中略）土地所

有に基く門地、家柄といふことの代りに、資本主義的富が財産が益々物を言ふやうになつ

た。それだけにまた人情とか相互扶助とかの代り冷たい打算が一層露はになつて来た。

　　（中略）

　　　私は、嘗つてのいはゆる「旦那様」を中心とする半農奴的な町会、半封建的町政「淳風

美俗」「協力一致」の実質的専横・弊風を看過するものではないが、今日の（中略）金銭

的打算的傾向、自分の利害には敏感だが、町のため、隣人のためといふ相互扶助、自己犠

牲の精神の欠如が如何に地方の政治生活を対立的にし、貧農、小作人、小商工者大衆をし

て不安と不満とに陥れる大禍根をなしてゐるかを痛感するのである。

　　　他方、大衆はどう変化してゐるかといへば、嘗ての絶対服従といふ封建的蒙昧は克服し

つゝあるが、全体的には依然として半封建的な事大主義の存在、然も政治的見識ないし公

徳心の欠如である。これら両方面の欠陥から、真の自治精神の貧しさも胚胎してゐるやう
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に感じられるのである（鈴木安蔵（1937）141‒144頁）。

　鈴木はこうした小高区における諸問題を解決するために、以下のような方策を提言してい

る。

　　　国防費その他を割愛して地方の貧農小作人大衆の生活に余裕を与へ、またこれら大衆の

ための自主的な──天降り的でない──文化施設を建設し発達せしめることが、差し当つ

ての卑近な、然し忘れられてならぬ根本方針ではなからうかと思ふ。

　　　このためには、地方窮乏の禍根たる土地問題を解決せねばならぬ。現在はなはだ負担多

き地方税の整理もなされねばならぬ。中央政府の事務を徒に地方自治体をして負担代行せ

しめるごとき中央集権制的弊風は廃止され、地方費は真に地方生活を豊かならしめるため

に使用されねばならぬ。参政権がもつと
〳 〵
拡大され、女性をも政治に参加せしめるとゝ

もに、言論・集会・結社・団結の自由が広く確立されることによつて、地方人の政治的文

化的水準が高められ、かくして自主的な批判的な地方自治実現の道が準備されねばならな

い（同上、146頁）。

　こうした提言の過半は、周知のように、鈴木が間接的に起草したとも言い得る日本国憲法に

おいて実現化されるに至っている。

キリスト教をめぐって

　再び小高区における鈴木の少年時代に戻ることにしよう。父・良男と母・ルイの他にも少年

時代の鈴木に影響を及ぼしたと考えられる人物は、杉山元治郎（1885‒1964年）である。杉山

は大阪で生まれ、キリスト教徒となり、東北地方で伝道活動に従事した後、1922年に賀川豊

彦らと日本農民組合を結成して、農民運動に従事する。32年以降、衆議院議員を務め、戦後

は社会党に所属していた。

　杉山は1910年に小高教会の牧師となり、当地に赴任した。鈴木はプロテスタントの父母の

影響で、相馬中学校に入学するために小高区を離れるまで、姉・瑛子や母とともに毎日曜日に

小高教会に通い、聖書の勉強に励んでいた（金子勝（1987）133‒134頁）。なお鈴木は杉山に

ついても回想記を残していない。

　しかし、瑛子は杉山についての思い出を書き綴っている。瑛子によれば、「『熱心なクリスチ

ヤンとして一生をすごすよう、殊にてるの教育には心して当分はうそをつかせぬよう、つかぬ

ように』という亡父（餘生のこと）の遺した言葉によるとはいえ、当時女子教育など思いもよ
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らないという時代に、私の教育に心を碑いた母親を励し宮城女子学校（現宮城学校）へ学費免

除、給費生として御推せんくだすつたのは杉山先生でした」。また瑛子は「先生（筆者注：杉

山）は、わたしの弟の安蔵にも心をよせられて、『やあ坊』とよんで、クリスマスの挨拶をさ

せられたことなどがおもい出される」と述べている（『農村だより』No. 2、1966年２月１日付

け、３頁）。こうしたことからも、鈴木が幼い頃から姉とともに杉山から目を掛けられていた

ことがうかがえるだろう。

　鈴木もまた亡父の「熱心なクリスチヤンとして一生をすごすよう」という遺訓を授けられた

にちがいなく、かつ杉山から目を掛けられていたにもかかわらず、相馬中学校に入学すると、

棄教するに至る。鈴木は「ポプラ樹陰の独語」という演説で以下のように述べている。

　　…私は基督教信者ではありません。でないばかりでなくクリストが言つた『汝祈る時に偽

善者の如くする勿れ彼れ等は人に見られんが為に会堂の隅に立ちて祈る事を好む吾誠に爾

等に告げん彼等はすべてにその報を得たり』とかう云ふお言葉にそむいて殊更に人の前や

教会の中では涙を流したり声を張り上げたりして信仰の有難さを説いたり高振つて説教を

したりして陰に廻つて非道徳な破廉恥を敢てする様なさもしい人々の多い今のクリスト教

徒には寧ろ反感を抱いて居る一人であります（金子勝（1986）111頁）。

　早熟で感受性の鋭かった鈴木は、（あるいは杉山をも含む）信者の一部に見られた小さな偽

善を許すことができなかったのだろう。それと同時に、鈴木は自らの内面の醜さをも許すこと

ができなかった。第二高等学校時代には、以下のような内面の煩悶を抱えていた。

　　…夏目漱石氏の「行人」有島武郎氏の「迷路」は高等学校一年の折の忘れ得ない読書であ

る。人を疑ひ自らも疑はずにゐられなくなる「行人」の主人公、自分の性欲自分の醜さに

言ひやうない苦しみを苦しむ「迷路」の主人公は又自分自身の姿だと思ふのだつた。政治

家学者にならうと志した過去の自分があはれまずにゐられなくなつた。幼い時うけた基督

教にも一度帰らうとした。此頃何にならうどころではなく此自分は如何にしたならば此醜

くさと此愚かさとから救はれるか？どうして自分は同じ自嘲哀愁を抱く人々を慰め得る夏

目氏や有島氏の如くなり得るか、それが全関心事となつた。（中略）自分の苦みは依然と

して個人主義的に自分一個の問題についてのみだつた自分は醜い人間だ自分の天分は貧し

い、一体俺はどうなるのか？との重苦しい気持に憂鬱にされつゞけた。クリスト教に走つ

ても醜い俺はやつぱり醜いのだ、こんな人間が救はれやうなどと思ふことがたゞ利己的の

やうに思はれて之もよしてしまつた。（『思想研究資料』161‒162頁）
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　こうして鈴木は二度とプロテスタントの信仰に戻ることがなかった。

人生観と世界観の形成

　杉山の説教が、少年時代の鈴木の人生観や世界観の形成にどれほどの影響を及ぼしたかにつ

いては、鈴木の杉山にまつわる回想記がないだけに測りかねる。しかし1912年８月から９月

にかけて、杉山が小高教会で行なった「基督者の恩恵」という題目の説教の一節は、鈴木の精

神の血肉になったと考えたところで、決して違和感を覚えないだろう。その説教の一節は以下

の通りである。

　　　普通徳といえば徳行のように考えらる。もちろんあらゆる善行徳義を指すのであるが、

パウロがここにいう徳は、それらより以上の意味すなわち勇気というような分子が含まれ

ているのである。たとえば、ここの字義は戦いによりて勝ち得たる徳であって、信仰の戦

場にてよく戦った者に与えらる賞与である。“十字架なくば冠なし” で、困難なくば成功

の快感に接することが出来ぬ。苦しき山坂を上らねば峠の面白さが味われぬ。（中略）基

督者は大胆に正義を遂行するに今少し英雄の如くでなければならぬ。神我とともにいませ

ばたとえ敵は百万ありとても進まんという勢でなければならぬ（『土地と自由のために　

杉山元治郎伝』344頁）。

　鈴木は文字通り生涯にわたって、信仰ならぬ信念の「戦場にてよく戦った者」であり続け、

「勇気」という「徳」をごく自然に具えていたと言えるだろう。鈴木は相馬中学校時代には、

信念の「戦場にてよく戦った者」になるべきだとする人生観、並びにそれに照応する世界観の

骨格を明確に形成していた。以下に「心の声（県下学生雄弁大会草稿）」の一節を引用するこ

とにしよう。

　　　然しながら諸君之（筆者注：第一次世界大戦の終結）が果して永遠の平和たり得るでせ

うか、吾々が闘争に永別して永遠に平和の道連れたり得るでせうか。

　　　（中略）

　　　諸君静かに考へて御覧なさい。利害の不一致や人種的偏見や理想の差異感情の齟齬等が

全然消滅せぬ限り如何に現代の教育機関が完備しても宗教が宣伝せられても、到底今後争

闘の絶無を期することは出来ますまい。況んや人生の奥底に争闘といふ大きな本能性の潜

在して居る限り私は永遠に真の平和を見ざるべしと叫ぶに躊躇しないのであります（金子

勝（1986）100‒101頁）。
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　こうして鈴木はまず闘争は永遠に続くとする世界観を示す。一方、こうした世界で、日本が

生き残るために、国民は何をなすべきなのか、とりわけ青年は何をなすべきなのか。鈴木はそ

うした問いに対して、以下のように答えている。

　　　斯の如く我今日彼を打たずんば彼明日我をうつべしといふ時代にあたつて一国の民族に

何等の定見なく何等の信念なく只一時の平和に安逸の夢を貪つてをるとしたならばどうで

せう、其国民の将来こそ甚だ危まざるを得ないではありますまいか。

　　　しからば果して帝国の現状如何。翻つて戦後に於ける我国民の生活状態を見渡す時に悲

しい哉私は其処に何等欽仰すべき一大信念を見出し能はないのであります。（中略）

　　　そして今や世ば滔々として所謂成金を謳歌し物質的肉体的享楽を理想として帝国の使命

を忘れ国民的自覚を欠くの状態ではありませんか。

　　　吾々が過去幾千歳に亘る東西歴史のペーヂを繙く時に幾多諸国の興亡が国民的信念の省

長によるものであるといふ事実を見出すのであります。

　　　例を引いて御話致しまするならば古代希臘羅馬支那の衰微は痛切にこれを立証してをり

ます。

　　　（中略）

　　　こゝに於て私は吾々青年はどうしても強い信念に生きる愛国者たらねばならぬと力説す

るのであります（同上、101‒102頁、105頁）。

　鈴木は上記の演説の通りに、生涯にわたって、闘争が永遠に続く世界において、「強い信念

に生きる愛国者」として生きてきた。ただし「信念」の内容や闘争対象はその都度異なってき

たことは、これまで論じてきた通りである。鈴木が人生観や世界観の骨格を築く上で、杉山の

キリスト教による薫陶は大きな影響を及ぼしていたと言い得るのではないだろうか。鈴木の高

弟の一人である金子勝も、鈴木の「心に、キリスト教的ヒューマニズム・正義感が培われてい

た」と述べている（金子勝（1987）133‒134頁）。

　鈴木は相馬中学校入学以来、小高区で暮らすことはなく、小高区の身内や知人についてもほ

とんど回想記を物すことはなかった。しかし以上見てきたように、小高区の人々は鈴木の人生

に計り知れないほどの影響を及ぼしており、また彼も小高区の人々を愛していた。「おわりに

かえて」では、鈴木の愛すべき故郷を襲った原発事故に対して、彼が今日まで存命ならば、ど

のような態度をとるかについて、彼の原子力に関する認識をも踏まえながら、検討することに

しよう。
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おわりにかえて

　鈴木は前述のように、太平洋戦争末期になると、本土決戦に参加するために、西部軍報道部

の一員として、福岡に赴任していた。そこで「八月六日の広島の原爆、つづいて九日の長崎の

悲劇は、いち早く真実を知った」。特に長崎は西部軍報道部の管轄下であったことから、原爆

投下直後の長崎市内の写真を目にすることができた。鈴木は、そうした写真に写っている

「生々しい被害状況には、戦慄という以上に、いいがたいかなしみを覚えた」、「何一つ残らな

い焼け野原に、シャレコーベだけがころがり、かたわらに悲痛な少女が風に吹かれている写真

など、今も眼底に残っている」と回想している（鈴木安蔵（1967）204‒205頁）。

　鈴木は原爆の出現に対して、言いようのない戦慄や悲哀を覚えていたが、原子力そのものに

対してはどのような認識をもっていたのだろうか。原爆投下から約三年後に発表した「原子力

時代と東洋の運命」では、原子力をめぐって以下のように分析している。

　　…本来人類を幸福にすべき人類の創意、科学の研究の成果が、逆に人類の死滅の脅威の根

源となるという悲惨な矛盾は、何ゆえに生じたのであろうか。科学自体の本質がそのよう

に人類を破滅にみちびくところのものであるとはわれわれは信じない。科学が破壊的機能

を発揮させられるというのは、まさしく人間社会の今日おかれている経済的政治的性格自

体、その特殊な歴史段階、すなわち現代の階級的対立的構造によるものなのである。原子

力時代の悲劇の根因は、原子力それ自体にではなくして、現代世界のこの階級的対立的構

造に存する。（鈴木安蔵（1948）2‒3頁）

　こうした分析を踏まえて、鈴木は「原子力時代をして、人類のもつとも発展せる科学文明の

成果を享受しうる時代たらしめる努力こそ、われわれ東洋の運命をになうものの最高の努力で

なければならぬ」と説いている（同上、10頁）。換言すれば、日本を含むアジア諸国において

「階級的対立構造」を解消することにより、原子力の平和利用を可能とする世界をつくるべき

だと説いたのである。

　こうした論旨からも明らかなように、鈴木は、「階級的対立構造」が解消されさえすれば、

原子力の平和利用という理念を曲がりなりにも具現化した原発に対して、必ずしも否定的では

なかったと言えるだろう。もっとも「階級的対立構造」が解消されないまま、故郷の小高区周

辺では1970年代初頭より原発が営業運転を開始することになる。管見の限り、鈴木が原発稼

働について異議を唱えたということはないが、かといって原発推進を唱えたわけでもない。当

時、米ソ冷戦の最中にあって、鈴木の関心は前述のように、専ら第九条に基づく核戦争の防止
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と核兵器の廃止に向いており、原発に対してはさほど関心を抱いていなかったと言ってよかろ

う。

　さて、仮に今日まで鈴木が存命ならば、故郷の小高区をも汚染した原発事故に対して、どの

ような態度をとるであろうか。鈴木は戦前、久しぶりに帰郷した折、親戚の平田に対して、

「故郷の国見山の姿、途中川上堤から広々とした田圃や村の家々、昔ながらの国見山の姿を見

て、涙のわいて来るような昔懐しい心持を感じた」と語ったという（平田良衛（1976）83頁）。

今日、鈴木が自宅のある東京から帰郷したならば、国見山の姿は変わらずとも、雑草が伸び放

題の荒れた田圃、人気が全くない家々、放射能に汚染された土を入れた黒い袋（フレコンバッ

ク）の山積みを見て、涙が尽きるほどの怒りと絶望を感じるにちがいないだろう。

　鈴木はかつて戦争協力したことに対して痛切に自省したように、条件付きながらも、原子力

の平和利用を容認していた自らの姿勢に対しても、痛切に自省することだろう。そして戦前・

戦中や終戦直後に、マルクス主義的な階級分析に基づいて、当時の支配層である軍部、財界、

官僚などを批判したように、今日においても原発再稼働を推進し、事実上の「棄民」政策を推

進する支配層、すなわち東京電力を中心とする独占大資本、官僚、自民党などを批判すること

だろう。またその際、日本国憲法に基づいて、「原発事故子ども・被災者支援法」の着実な施

行などにより、あらゆる被災者を救済するように主張するとともに、原発を即時廃止するよう

に訴えることだろう。

注

１） 『日本政治の規準』では、少なくとも日本の軍事的野心をめぐる鈴木の立場は、以下のように「転向」し
ている。

 　「ここにおいてか我が国は、広く海外に発展して、重要資源を確保すると共に、市場を獲得するか、
或ひはそのまま先進諸国の植民地となつて隷従するか、この二つに一つを択ぶ外他に方法は絶対になか
つたのである。

 　（中略）
 　大陸発展の第一着手として、我が国が着目せるは朝鮮であつた。（中略）まことに我が国力の増進と
共に、早晩朝鮮、延いて満支を中心として、新興日本と諸列強、就中ロシアならびに清国との衝突は、
避けんとしても到底避くべからず（中略）。大陸進出は、我が日本帝国の死活の問題であり、断じて放
棄・譲歩することの出来ぬ生命線的要求だつたのである（鈴木安蔵（1941）267‒269頁）。」

 　ただし、『日本政治の規準』では、鈴木はファッショ化に対して、なおも最後の一線に踏みとどまって、
批判を展開している。すなわち「急速にファッショ化をおしすすめた軍事独裁的権力支配にたいして、彼ら
自身が何よりの護符、大義名分とする『国体』『天皇』自体が、明治憲法を通して見るかぎり、彼らの政策、
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国政とは異なる現実態を指示するものではないかという批判を加えることによって、より冷静な、より立憲
主義的な国政を求めえないかという見解」を表明していたのである。こうした鈴木のファシズム批判は、丸
山真男の目に留まり、後年丸山が鈴木に語ったところによれば、「あのころ、あの程度の言論がぎりぎりの
線だとおもって、おやじ（筆者注：丸山幹治）をけしかけて書評させましたよ」とのことである。

 　『日本政治の規準』を執筆していた当時の鈴木は、すでにマルクス主義から離れて、日本主義に惹かれつ
つあった。「万葉集を愛唱し、中世期の日本家屋、とくに書院づくり、寝殿づくりの清楚でさびのある風趣
にひかれ、下って清元の艶麗さに耳をかたむけた自分（筆者注：鈴木）は、日本文化独自の美を新しく発見
することを自己の課題とした」のである（鈴木安蔵（1967）166‒167頁、179頁）。

２） 鈴木は『東京新聞』10月18日付けに発表した談話において、「憲法改正に関する民間の有力な意見」を次
のように紹介している。「天皇不可侵権に関する本条（筆者注：第三条）は国民的な感情に合致しており、
この精神は遵奉されるものであって、天皇に対し危害を加うべからざること並びに天皇が政治責任を負わざ
ることの二点については外国の憲法においても当然にそれを認めている。しかし天皇に対し不敬の発言等を
ふくむ一切の批判が禁止されていることは、いわゆる言論の自由を確立すべきポツダム宣言の条章とそぐわ
ないものがあるにはあらざるやとの見解が米国その他連合国側でも強く唱えられて」いる。こうしたことか
ら「言論の自由を徹底する趣旨において本条に必要な改正が考慮されている」と（鈴木安蔵（1967）217‒
218頁）。

３） 1946年12月28日の日付けになっているが、そもそも『民主憲法の構想』の出版が同年４月であることか
ら、誤植であると思われる。

４） 鈴木は終戦直後の「憲法研究会」参加以前には、「明治憲法の廃止、新しい憲法制定の必要は痛感したが、
戦時体制からの影響、戦争中の風潮からの影響はきわめてふかく、この新しい憲法において、共和制的国家
体制を構想するという着想はもちえなかった」。というのは「この頃までは誰とも連絡もとれず、ことに憲
法問題について意見の交換をする機会のごときは全然なく、それだけに、当時までの旧憲法的諸観念また感
覚を根本的にみずから再検討することもできなかった」からである（鈴木安蔵（1967）222‒223頁）。

５） 第二次近衛声明は、日本の戦争目的が「東亜新秩序建設」にあり、国民政府が抗日容共政策を放棄すれ
ば、新秩序建設の一員として拒否しないとする方針を示す。また第三次近衛声明は、日本の対中国政策が
「善隣友好・共同防共・経済提携」という三原則に基づくとする方針を示す。

６） 鈴木は「転向」した後も、「日本の腐敗した支配者たち、軍上層部、財閥、地主、官僚等の存在するかぎ
り、かりに戦争に勝っても日本国民は不幸であると考え」ていたと回想している（鈴木安蔵（1967）183

頁）。それだからこそ、前述のように1945年11月の日付けがある「停滞せる民主主義と停滞の克服」におい
て、「戦争中の政権は、軍国主義的帝国主義者、官僚、財閥、地主の利益を代表せるものであつた」などと
分析することができたのだろう。

７） 良男は「常磐線が平まで既に開通し、いよ
〳 〵
小高にも開通せんとしていた頃（中略）小高の同志を糾合

して大いに覚醒をうながし、新に実業を振興し相馬の中心となる……という趣旨」の檄文を発し、同郷の実
業家・半谷清寿らとともに1897年８月に「小高実業会」を結成している（『農村だより』No. 2、1966年２

月１日付け、１頁）。
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はじめに

　種々のカルボニル化合物からのホスホン酸誘導体の生成反応については、生理活性を示す機

能性分子の構築において重要であるため、様々な研究が行われている1)‒6)。特に、ベンズアル

デヒド誘導体等のカルボニル化合物とホスホナートやシリル基を有するホスファイトとの反応

による、C-P結合の生成反応について、多くの報告がなされている7)-10)。その一方で、トリア

ルキルホスファイトとの報告はなされていない。そこで、我々は、ベンズアルデヒド誘導体と

トリアルキルホスファイトを用いた α-ヒドロキシホスホナート誘導体の合成について、反応

機構と反応の律速段階を検討し、置換基が反応に及ぼす影響を確認した11)。さらに、本反応の

応用として、α, β-不飽和カルボニル化合物である (E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オン（カ

ルコン）(1) とトリメチルホスファイトとの反応について考察した結果、トリメチルホスファ

イトが (E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オンの β位を選択的に攻撃することを確認した。ま

た、種々のルイス酸を用いて、反応条件の最適化や予想される反応機構の考察を行った12)。今

回は、本反応について、種々の置換基効果と律速段階について検討することにした。

ホスファイトの置換基効果

　本反応に及ぼす、ホスファイトの置換基効果について検討することにした。最適なルイス酸

とその当量については、トリメチルホスファイトを用いたときの最適条件であった、塩化チタ

ン(IV) を0.5当量を適用することにした。この条件下において、種々のアルキル基を有するホ

ルイス酸存在下でのトリメチルホスファイトの
(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オンへの
付加反応における置換基効果と律速段階の検討

山 名 賢 治・尾 崎 順 子・中 野 博 文
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Et

i-Pr

Me

Table 1. Effect of the alkyl substituion for the reaction of (E)-1,3-diphenylprop-2-en-1-one 1 with trialkyl phosphite
2a-d

.

Entry

1

2

4

Yielda, b (%)

>99

50

61

a Yield of dialkyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate 2a-d. b Determined by HPLC analysis.

O

2a-d

P(OR)2

O

O

1

P(OR)+

CH2Cl2, reflux, 12 h

TiCl4

Pr3 56

1 equiv
1 equiv

0.5 equiv

a, R = Me
b, R = Et
c, R = Pr
d, R = i-

3

Pr
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スファイトを用いて反応を行った結果、アルキル基がメチル基のとき、最も収率が高く (Table 

1. Entry 1)、ほぼ定量的に付加体が得られた。エチル基の場合も高収率で付加体が得られると

予想したが、収率は61％と大きく低下した (Table 1. Entry 2)。さらに、プロピル基、イソプロ

ピル基と、アルキル基が嵩高くなるにつれ、収率は低下した (Table 1. Entry 3, 4)。アルキル基

がイソプロピル基のときの収率は、メチル基の場合の約半分に低下している。アルキル基が嵩

高くなるにつれ、収率が低下するという傾向は、トリアルキルホスファイトを用いた、o-フタ

ルアルデヒドからのホスホリル基を有するイソベンゾフランの生成反応においても見られた

が13), 14)、本反応のほうが、立体障害の効果と考えられる収率の低下が、より顕著にあらわれ

ている。一方、トリアルキルホスファイトを用いた、ベンズアルデヒド誘導体からの α-ヒド

ロキシホスホナート誘導体の生成反応においては、アルキル基が嵩高くなると、収率が向上し

ており7)、本反応とは逆の傾向を示している。ホスファイトのアルキル基が嵩高くなるにつれ、

ホスファイトの求核性は増すと考えられるが、その一方で、立体障害が大きくなる。本反応に

おいては、C-P結合を形成する炭素原子にフェニル基を有していることと、ルイス酸である塩

化チタン(IV) に２配位していることから、C-P結合を形成する反応点が立体的に混み合ってい

るため、嵩高いホスファイトでは収率が低下したと考えられる。



O
MLn

O
MLn

O
MLn

P(OR)3
O

Ln-1M

H2O

-RL

Scheme 1.
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律速段階の検討

　先回の報告でも示したように、反応機構は以下のようであると考えられる (Scheme 1)。ホス

ファイトのアルキル基による収率への影響は、α-ヒドロキシホスホナート誘導体とは異なった

傾向を示したものの、イソベンゾフラン誘導体とは同様の傾向を示している。したがって、本

反応においても、律速段階は同様の反応であると考え (Scheme 1. 6→ 7)、塩化物イオンより求



KI / equiv

1.0

none

Table 2. Effect of KI for the reaction of (E)-1,3-diphenylprop-2-en-1-one 1 with trimethyl phosphite (2a).

Entry

1

2

Yielda, b (%)

19

58

a Yield of dimethyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate 2a-d. b Determined by HPLC analysis.

O

2a

P(OMe)2

O

O

1
P(OMe)3

+

CH2Cl2, reflux, 2 h
1 equiv

1 equiv

1 equiv
BF3 OEt2
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核性の高いヨウ化物イオンを発生するヨウ化カリウムを反応系中に存在させ、律速段階の検討

を行った (Table 2.)。なお、本検討においては、ヨウ化カリウムを加えた効果を明確するため

に、ルイス酸から発生するハロゲン化物イオンの中で最も求核性が弱いボロントリフルオリ

ド ‒エチルエーテルコンプレックスを用いた。また、ホスファイトにはトリメチルホスファイ

トを用いた。これは、イソベンゾフラン誘導体の生成反応において、ホスファイトのアルキル

基が、イソプロピル基のような嵩高いアルキル基より、メチル基のほうが、ヨウ化カリウムを

加えた効果がはっきり現れたからである10)。その結果、ヨウ化カリウムを加えなかったときは、

収率が19％にすぎなかったが、ヨウ化カリウムを加えると、収率は58％となり、大幅に向上

した。よって、本反応においても、律速段階は同様の反応であることが確認できた。

フェニル基の電子求引基の影響

　(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オン (8) の３位のフェニル基の電子求引基の影響を検討

した (Table 3.)。電子求引基を有すると、(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オンより求電子性

が増加するため、収率が向上すると予想された。しかし、３位のフェニル基のオルト位に電子

求引基であるクロロ基を有する場合、僅かではあるが、収率が低下した (Table 3. Entry 2)。こ

れは、電子求引基であるクロロ基によって、(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-オン誘導体の

電子求引性は増加するものの、C-P結合を形成する炭素原子が立体的に混み合うため、その立

体障害によって、ホスファイトの求核攻撃が抑制されるためであると考えられる。一方、パラ



Cl

p

o

Table 3. Effect of Chloro Group for the reaction of (E)-1,3-diphenylprop-2-en-1-one (8) with trimethyl phosphite.

Entry

2

3

Yield a, b (%)

70

87

a Yield of dimethyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate 9. b Determined by HPLC analysis.

O

9

P(OMe)2

O

O

8
P(OMe)3

+

1 equiv
1 equiv CH2Cl2, reflux, 3 h

TiCl4
0.5 equiv

-1 75

Cl Cl
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位にクロロ基を有する場合は収率が向上した (Table 3. Entry 3)。これは、パラ位であれば立体

障害が生じにくく、また、クロロ基の電子求引性のために、(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン
-1-オン (8) より求電子性が増加するため、収率が向上したと考えられる。本結果からも、トリ

アルキルホスファイトを用いた、ベンズアルデヒド誘導体からの α-ヒドロキシホスホナート

誘導体の生成反応より7)、本反応は立体障害の影響を大きく受けることが確認された。

まとめ

　律速段階は、トリアルキルホスファイトとベンズアルデヒドからの α-ヒドロキシホスホナー

ト誘導体生成反応と同様の反応であることが確認された。ただし、トリアルキルホスファイト

の置換基効果を検討した結果、アルキル基が嵩高くなると、立体障害が大きくなるため、収率

が低下した。反応機構は同様であるにもかかわらず、トリアルキルホスファイトのアルキル基

の効果は、逆の傾向を示した。また、立体障害の影響は、(E)-1,3-ジフェニルプロパ-2-エン-1-

オン (8) の３位のフェニル基の電子求引基の効果の検討の際にも見られている。今後は、１位

のフェニル基の置換基など、様々な置換基効果について検討する。
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Experimental Section

Melting points were obtained with a Yanaco micro melting point apparatus and are uncorrected. 1H and 
13C NMR spectra were recorded on a JEOL EX-400 in CDCl3, with TMS as an internal standard. Mass 

spectra were determined with a JEOL JMS-DX300, by GC inlet, and measured with a  Finnigan MAT 

mass spectrometer.

General Synthesis of dialkyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate derivative.

Lewis acid was added to a solution of (E)-1,3-diphenylprop-2-en-1-one (1 mmol) in dry CH2Cl2 (3 mL) 

at 0 °C, after the mixture was stirred at this temperature for 0.5 h, trialkyl phosphite (1 mmol) was added 

and the mixture was stirred at reflux in dry CH2Cl2. The reaction mixture was quenched by the addition 

of aq HCl, and the mixture was extracted with CH2Cl2. The organic layer was washed with aq NaHCO3, 

dried over Na2SO4, and conce ntrated in vacuo. The residue was chromatographed on silica gel (AcOEt : 

hexane = 1 : 1) to give the phosphonate.

Diethyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate (2b).

Colorless oil (from ethyl acetate); 1H NMR (CDC13, 400 MHz) δ = 1.08 (3 H, t, J = 6.9 Hz, CH3), 1.28 

(3 H, t, J = 6.9 Hz, CH3), 3.62-4.14 (7 H, m, CH, CH2×3), 7.21-7.57 (8 H, m, arom. H), 7.92-7.95 (2 H, 

d, arom. H); 13C NMR (CDCl3, 100 MHz) δ = 16.17 (d, 3JCP = 6.1 Hz, CH3), 16.20 (d, 3JCP = 6.1 Hz, 

CH3), 38.95 (d, 1JCP = 140.4 Hz, CH), 39.07 (CH2), 61.93 (d, 2JCP = 7.3 Hz, P-OCH2), 62.90 (d, 2JCP = 

7.3 Hz, P-OCH2), 127.25, 128.03, 128.47, 128.58, 129.19, 129.29, 133.26, 135.91, 136.02, 136.49 

(arom. C), 196.23 (d, 3JCP = 14.7 Hz, C=O); HRMS (EI) m/z M+ Calcd for C19H23O4P 346.1335, Found 

346.1334.

Dipropyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate (2c).

Colorless oil (from ethyl acetate); 1H NMR (CDC13, 400 MHz) δ = 0.71 (3 H, t, J = 6.9 Hz, CH3), 0.83 

(3 H, t, J = 6.9 Hz, CH3), 1.38 (2 H, qt, J = 7.3, 6.8 Hz, CH2), 1.57 (2 H, qt, J = 7.3, 6.8 Hz, CH2), 3.52-

3.75 (4 H, m, CH2×3), 3.86-3.91 (4 H, m, CH, CH2), 7.13-7.46 (8 H, m, arom. H), 7.85-7.87 (2 H, d, 

arom. H); 13C NMR (CDCl3, 100 MHz) δ = 9.90 (CH3), 10.06 (CH3), 23.72 (d, 3JCP = 6.1 Hz, 

P-OCH2CH2), 23.85 (d, 3JCP = 6.1 Hz, P-OCH2CH2), 38.90 (d, 1JCP = 140.4 Hz, CH), 39.14 (CH2), 67.47 

(d, 2JCP = 7.3 Hz, P-OCH2), 68.38 (d, 2JCP = 7.3 Hz, P-OCH2), 127.22, 127.27, 128.10, 128.47, 128.51, 

128.62, 129.22, 129.31, 133.31, 136.06 (arom. C), 196.26 (d, 3JCP = 14.7 Hz, C=O); HRMS (EI) m/z M+ 

Calcd for C21H27O4P 374.1648, Found 374.1615.
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Diisopropyl (3-oxo-1,3-diphenylpropyl)phosphonate (2d).

Colorless oil (from ethyl acetate); 1H NMR (CDC13, 400 MHz) δ = 0.83 (3 H, d, J = 6.3 Hz, CH3), 1.21 

(3 H, d, J = 6.3 Hz, CH3), 1.27 (3 H, d, J = 6.3 Hz, CH3), 1.29 (3 H, d, J = 6.3 Hz, CH3), 3.86-3.91 (3 H, 

m, CH, CH2), 4.39 (1 H, dsept, J = 6.9, 6.3 Hz, CH2), 4.68 (1 H, dsept, J = 6.9, 6.3 Hz, CH2), 7.16-7.57 

(8 H, m, arom. H), 7.92-7.96 (2 H, d, arom. H); 13C NMR (CDCl3, 100 MHz) δ = 23.72 (d, 3JCP = 6.1 

Hz, P-OCHCH3), 23.79 (d, 3JCP = 6.1 Hz, P-OCHCH3), 23.98 (d, 3JCP = 6.1 Hz, P-OCHCH3), 24.24 (d, 
3JCP = 6.1 Hz, P-OCHCH3), 39.37 (CH2), 39.68 (d, 1JCP = 140.4 Hz, CH), 70.28 (d, 2JCP = 7.3 Hz, 

P-OCH), 71.47 (d, 2JCP = 7.3 Hz, P-OCH), 127.11, 128.01, 128.18, 128.30, 128.50, 128.54, 133.18, 

136.36, 136.56 (arom. C), 196.35 (d, 3JCP = 14.7 Hz, C=O); Anal Calcd for C21H27O4P: C, 67.37; H, 

7.27. Found C, 67.27; H, 7.24.
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「たった一つの命を救う者が、全世界を救う。」

（『タルムード』2））

　「ヒトラーのじじいなんか死んじゃえ！」──十四歳のエーファ・ハイマンは、列車がドイ

ツ国境を通過し、突撃隊員による陰険な審査がようやく終わりを告げたとき、窓からそう叫ん

だ。彼女は、一九三八年と三九年、他に類を見ない救援活動によってナチ政権から逃れたおよ

そ一万の子供の一人だった。一九三八年十一月の〈帝国ポグロムの夜〉3）以降、イギリスはユ

ダヤ人児童の入国を無制限に許可することを決定した。ただし、入国を許されたのは児童の

み、両親は許されなかった。それでも数知れぬ父たちや母たちは、ますます耐え難くなってい

くドイツでの暮らしから我が子を逃れさせようと、重い一歩を踏み出す決心をした。

　イギリス内閣が児
キンダートランスポート

童 移 送受け入れの決定を下したのは、多くの国が移民制限の政策を進

めてユダヤ人流入を阻止していたさなかであり──当時両親たちには、自分らの子供とは違

い、いつかドイツをあとにできる見込みはごくわずかしかなかった。

　最終的に児童移送の実現に決定的影響を与えることとなった〈帝国ポグロムの夜〉は、長い

間つぎつぎと起こっていた人間蔑視の行為の頂点をなし、こうした行為の目的は、ユダヤ系市

民を社会から締め出すことだった。とはいえ注意深い観察者であれば、もはやユダヤ人にとっ

てドイツでの未来はないだろうということは、すでにヒトラーが政権を掌握した一九三三年一

月の時点で予測できた。政権が反ユダヤ主義的なのは、一目瞭然だった。

翻訳

アーニャ・ザレヴスキー著
「ヒトラーのじじいなんか死んじゃえ！」

イギリスへのユダヤ人児童移送（キンダートランスポート）の回想

──著者による「解説」──
1）

訳：中村　実生
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　早くも一九三三年四月一日、すなわち国家社会主義ドイツ労働者党が勝利4）した数週間後に、

ナチは初めてユダヤ人商店の帝国全土でのボイコットを呼びかけた。突撃隊員と親衛隊員は

ショーウィンドウになぐり書きをし、買い物客を妨害した。彼らが配布したビラには、次のよ

うな反ユダヤ主義的スローガンが書かれていた。「ドイツ人よ、防衛せよ！　ユダヤ人商店で

買い物をするな！」

　これに続いたのは、ユダヤ人を経済的、社会的、文化的生活から追放するための幾つもの措

置だった。一九三三年四月七日公布の「職業官吏制度再建法」は、「アーリア人条項」ととも

に、すべての国家公務員に自分がアーリア系であることを証明するよう求めた。四分の一以上

ユダヤの血を引いている公務員はすべて免職された。当初、帰還兵はこの規則の適用から除外

されたが、それも最初のうちだけだった。政府の圧力を受けた官庁や地方自治体は、

ユ
j u d e n f r e i

ダヤ人排除状態になるよう努力した。次に続いたのは、数々の職業禁止だった。また、ユダ

ヤ人大学生の数も制限された。そしてついに一九三八年十二月六日から、ユダヤ人はもう大学

で学ぶことができなくなった。

　クラブや学生組合の多くも、すでに一九三三年にはユダヤ人をメンバーから閉め出した。

　一九三五年九月十五日、「ニュルンベルク法」が採択された。そこに含まれていた「ドイツ

人血統保護法」によって、「ユダヤ人とドイツもしくはそれに近い血統を引く国民との婚姻お

よび婚姻以外の関係」が禁止された。帝国国民法の定めでは、ドイツ帝国国民と認められるの

はドイツ人もしくはそれに近い血統の者だけだった。

　ドイツのほとんどすべての市町村に、悪名高い「シュテュルマー掲示板」があった。プロパ

ガンダの手段として、これはきわめて効果的だった。ユーリウス・シュトライヒャーの煽動新

聞『シュテュルマー』は、最も売上の多かった一九三五年には発行部数およそ五十万を数え

た。しかしながらこの新聞は、掲示板で遥かに多くの読者を得た。毎号の一面に大見出しと

なって踊るのは、「ユダヤ人は我々を滅ぼす！」という言葉だった。人種憎悪とポルノグラ

フィーの混合は、下等な本能に訴えかけることとなる。多くの子供たちも通学途中に「シュ

テュルマー掲示板」の前を通り、連日煽動的スローガンを吸収した。この新聞の好みは過激で

露骨な表現だった。ユダヤ人は「寄生動物」や「民族を堕落させる者」、「病原菌」、あるいは

「害虫」として描かれた。年ごとにこの新聞は密告者による糾弾の場を呈してきた。編集部に

寄せられる投稿は日々七百通にものぼった。そこで熱心な国民同胞たちは、誰がユダヤ人商店

で買い物をしたか、誰がユダヤ人との付き合いを断ち切っていないかを、事細かに並べ立てて

いた。それどころか多くの読者はわざわざ写真を送って、身近に起こったその種の「犯罪行

為」を摘発しようとさえした。『シュテュルマー』はそういう投稿や写真に正しく報いるため

の欄まで作り、それを『さらし台』と名付けた。誰かがユダヤ人の隣人と散歩しただけであっ
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ても、『シュテュルマー』では「ユダヤの僕
しもべ

」というレッテルが貼られた。

　学校では、『シュテュルマー』を手ごろな視覚教材として用いる教師も少なくなかった。『人

種学』という科目がカリキュラムに導入された結果、すでに低学年から似
え せ

非科学によって理論

づけられたユダヤ人憎悪が吹き込まれた。ユダヤ人生徒がいじめにあっても、教師の多くはや

り方を控えることはなかった。ユダヤ人生徒の両親の大部分は同化を果たし、自分は何よりド

イツ人であると考えていた。友人たちから交際を断ち切られ、以前は一緒に遊んでいた仲間が

ヒトラーユーゲントの狂信的メンバーになってしまうのを見守るのは、そうしたユダヤ人生徒

にとってつらい体験だった。

　『シュテュルマー』の出版社は色鮮やかに描かれた絵本を発行し、まだ幼いドイツ人を筋金

入りの反ユダヤ主義者に仕立て上げようと目論んだ。ドイツのいくつもの子供部屋では、本棚

は本物の武器庫となった。

　一九三六年、『シュテュルマー』出版社は二十一歳のエルヴィラ・バウアーの本『緑野のキ

ツネを信じるな、ユダヤ人の誓いを信じるな』を発行した。書名の中で著者が引用したのは、

ユダヤ人を憎んでいたマルティン・ルター5）だった。熱意にかられた若い女性作家は、文章を

書くだけでなく絵も描いた。さし絵の一枚では、おぞましいほど醜いユダヤ人児童の一群が学

校から追い出されている。そこに著者は詩を添えている。「これで学校はきれいになります、

大きいのも小さいのも、ユダヤ人がみんな追い出されたから。叫んでも泣いても無駄、怒って

もむくれても無駄。ならず者のユダヤ人はいなくなってしまいなさい！」公式な報告によれ

ば、この本の売り上げは十万部を超えた。

　エルンスト・ヒーマーの『プードルパグダックスピンシャー』6）は、ユダヤ人を「野良犬人

種」と揶揄した。「ユダヤ人に共通の特徴は、曲がった脚と扁平足です。多くのユダヤ人は鉤

鼻で、耳は取手のように突き出ています。吐き気を催させる程の体臭も、彼らが異人種である

ことを示す特徴です。」ヒーマーによれば、ユダヤ人はその恵まれない素質のせいで誰もが搾

取者や戦争扇動者、そして犯罪者に生まれついている。ユダヤ人を滅ぼすのは、それゆえ正当

防衛なのである。「世界がもう一度幸福になり、希望に満ちた未来を迎えたいと望むなら、平

和を乱すユダヤ人を追い出さなければなりません。そうして初めて、ユダヤ人という野良犬ど

もの命運は尽きるのです。」

　エルンスト・ヒーマーの『毒キノコ』も、恥ずべき古典となった。この反ユダヤ主義的駄本

には短い物語が集められ、それらは判で押したかのように、すべて同じ結論へとたどり着く。

曰く、どのユダヤ人も人間の姿をした魔物であり、子供たちはみな、ユダヤ人が親切そうな顔

をして狡
こうかつ

猾に正体を隠したとしても、化けの皮を剥がす術を身につけなければならない、と。

物語の中で、ブロンドをカールさせた母親は可愛らしい息子にキノコの蒐集を見せながら言い
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聞かせる。「『フランツ、ご覧なさい。毒キノコと同じように、悪い人たちには気をつけなけれ

ばいけませんよ。誰が悪い人間か、人の姿をした毒キノコか、お前は知っていますか？』とお

母さんは尋ねました。フランツは胸を張って答えました。『もちろんですよ、お母さん！　わ

かっています。それはユダヤ人です。先生も、同じことをもう何度も学校で仰っていました。』

お母さんは笑いながらフランツの肩を叩きました。『まあまあ、お前はなんてお利口さんで

しょう！』──それからお母さんは真剣な表情になりました。『たった一つの毒キノコが家族

全員を殺してしまえるように、たった一人のユダヤ人は村人や町の住民全員を、それどころか

民族を一人残らず根絶やしにできるのですよ。』──フランツは、お母さんが言っていること

を理解できました。」

　ギュンター商会のボードゲーム『出ていけユダヤ人』は、並外れたヒット商品だった。販売

者ルドルフ・ファブリチウスは販促状の中で熱狂的に断言している。「このゲームは老若あら

ゆる層において熱烈に受け入れられております。」事実このゲームは一九三九年の一年だけを

とっても、百万個以上を売り上げた。これは、ユダヤ人を家や商店から追い出すサイコロゲー

ムだった。「六人のユダヤ人を追い出せば、文句なしに勝利者だ！」、ゲーム盤ではこういう文

句が鼓舞している。ユダヤ人家族の戯画──盗人面をした父親が船員用荷物袋を背負っている

──の下には、乱暴な文字で「さっさとパレスチナへ行け！」と印刷されていた。

　実際この数年間、数多くのユダヤ人がドイツを去ろうと多大な努力を払った。だがそのため

には、彼らを受け入れる準備のある国も必要だった。必要なビザは、しばしば手に入らなかっ

た。それゆえ、当時イギリス保護領だったパレスチナへの移住は、たいていのユダヤ人にとっ

てほとんど不可能だった。イギリス政府はすでに一九三六年には、アラビア人の抗議によって

入国許可人数を著しく制限していた。そして一九三九年、イギリス政府によって採択された

「白書」は、次の五年間の入植者数を七万五千人に制限した。

　他の諸国の状況も似たり寄ったりだった。これらの国々はどこも、ユダヤ人避難民が大量に

流入してくるのを予期し、恐れていた。一九三八年夏、ルーズベルト大統領が呼びかけたフラ

ンス、エヴィアンでの会議が議題にしたのは避難民問題だったが、何の解決も得られなかっ

た。参加三十二ヶ国のうち、ある程度の人数の避難民を受け入れる用意のある国は、一つとし

てなかった。アメリカでさえ、自国の移民割当制度廃止に着手することは決してなかった。シ

オニズム運動7）指導者ハイム・ヴァイツマンはこう述べている。「世界にはたった二種類の国

があるだけのようだ。ユダヤ人がそこに暮らすことができない国と、ユダヤ人が入国を許され

ない国だ。」

　一九三八年十一月九日から十日にかけての夜、ユダヤ人に対する暴力はついにエスカレート

した。ドイツ全土でナチはシナゴーグ8）に放火し、数えきれない程のユダヤ人商店が破壊され、
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略奪された。およそ三万人のユダヤ人男性が警察に逮捕され、強制収容所に連行された──

「予防拘禁」、当局は偽善的にそう呼んだ。突撃隊員たちはユダヤ人家庭の住居に押し入り、荒

し回った。ゆうに百人のユダヤ人がたった一晩で殺された。このポグロムは国外では戦慄を引

き起こした。世界中の新聞が、この夜のテロを第一面で報じた。

　イギリスで小さなグループが活動を開始したのは、ほんの数日後だった。十一月十五日、ハ

イム・ヴァイツマンやラビ9）長ジョーゼフ・ハーツらを含む幾人かのユダヤ人は、当時の首相

ネヴィル・チェンバレンを訪ねた。チェンバレンはドイツで起こっていることに憤激してい

た。ユダヤ人たちは、少なくともさしあたり、若年のユダヤ人がドイツからパレスチナへ入国

する許可を求めた。翌日、イギリス内閣はこの提案を拒絶した。そのかわり政治家たちは、イ

ギリス自らがユダヤ人避難民を無制限に受け入れる準備に取りかかることを決断した。ただし

前提条件があった。避難民は十七歳以下──つまり、両親は子供だけを見知らぬ人たちのもと

に送らねばならなかった。イギリスは三十年代終わりになってもなお、世界経済危機の残した

傷に苦しんでいた。大量失業者の中に成人した避難民の大群を受け入れれば、外国人憎悪が煽

り立てられることが予想された。それに対して、迫害された子供や青少年を受け入れること

は、政治的により達成しやすかった。彼らは憂慮すべき労働市場において、まだ競争相手とは

ならなかったからである。

　第二の前提条件は、入国する子供一人につき保証料として五十ポンドを、子供の家族、ある

いは関係する団体が供託することだった。事は急がねばならず──救援活動は時間との競争

だった。児童移送の組織に関わっていたのは、様々なユダヤ人、あるいは非ユダヤ人のグルー

プだった。その中には〈キリスト友会〉、すなわちイギリスのクェーカー教徒もいた。

　一九三八年十二月一日、閣議決定のわずか二週間後、最初の一団がベルリンをあとにし、二

百人を超える児童が安全な場所に移された。更なる移送すべての出国許可を得るためには、ド

イツ当局に情報を提供する必要があった。避難民問題と積極的に関わっていたオランダの銀行

家夫人ゲルトルイーダ・ワイスミュラー＝メイヤーは、十二月初めウィーンに赴いた。ゲシュ

タポのユダヤ人専門部局長アドルフ・アイヒマンと交渉し、移送ごとの許可に要する面倒な官

僚主義的手続きを簡略化させようとしたのだ。彼女の粘り強さは功を奏した。すぐに、後続の

児童移送すべてに許可が下りた。

　両親が付き添わなければ子供たちをイギリスへ行かせられる、この可能性はもっぱら口伝え

でドイツ国内に広まった。多くの親たちが、何も分からぬ異国の地へと息子や娘を送り出すと

いう重い決断をして、子供らをユダヤ教ゲマインデ10）に登録した。

　そうしている間にも、イギリスでは準備に熱を帯びてきた。援助活動に志願した人たちは

「ドイツ人児童支援運動」を組織し、それはのちに「避難児童運動」となり、「ユダヤ難民委員
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会」と協力して活動した。当初、児童は一人ずつ里親の家庭に預けられる計画だった。だが、

避難児童の数は、外国人児童の養育が可能となった数を遥かに上回った。危機的経済状況の

中、必死にホストファミリー探しが続けられた。BBCは避難児童の第一陣を取り上げた三十

分のルポルタージュを放送し、支援を呼びかけた。新聞各紙もまた、子供たちの窮状を報じ

た。こうした報道には少なからぬ反響があった。数百人のイギリス人が全面的協力を申し出

た。しかしながら支援を申し出たユダヤ人家庭の割合が少なかったために、宗教的に厳格な児

童の幾人かはキリスト教徒の家庭に引き取られた。子供たちを迅速に救い出すことが、何より

も優先されていた。

　計画を財政的に支えるために、元首相ボールドウィン卿は『タイムズ』紙上で国民に向けて

義援金を呼びかけた。これにも目覚ましい反響があった。短期間におよそ二十万英ポンドが寄

せられた。さらに、チェーンストアのマークス＆スペンサーは避難児童のために衣服と食料を

提供し、競売所のクリスティーズは慈善オークションを開催した。

　ドイツ当局は、子供が移送列車に座席を確保したことを、たいてい直前になってから両親に

通知し──通知と最後の別れとの間がわずか二十四時間しかないことも、まれではなかった。

子供たち一人一人が携行を許されたのは、自分自身で持てるだけの荷物、つまりトランク一つ

と手荷物一つに限られた。さらに十ライヒスマルクの持ち出しが許可された。当然、衣類と靴

が何よりも優先され──おもちゃや本を持たせる余裕は、ほとんどなかった。たいていの親は

子供のトランクに家族写真を忍ばせ──実に多くの場合、これらの写真は失われた故郷の最後

の思い出となった。

　駅では愁嘆場が演じられることもあった。両親たちの中には、我が子を手放す覚悟が完全に

はできていない者もいた。母親たちはプラットホームでくずおれた。のちには当局によって、

そうした親の子供は乗車を拒まれた。人目を引く騒ぎは、なんとしても避けねばならなかっ

た。こうした理由から、移送列車の多くは深夜になってから、あるいは真夜中に出発した。

　幾人かの両親はこれが永遠の別れになるだろうと予感していたが、子供たちの多くは政治状

況を理解するには幼すぎた。列車に乗せられ両親に最後の挨拶をしようとするのを邪魔された

とき、少なからぬ子供たちは、自分が家族から追い出されたと感じ──その結果、生涯、罪の

意識を抱き続けるようなケースも稀ではなかった。そうでない子供たちは目前の旅を大冒険だ

と思い、さして悲しみを感じることなく別れの挨拶をした。こうした子供たちは、出発を控え

た数日の間、自分たちの両親が重くふさぎ込んでいた理由を分かっていなかった。

　児童移送の出発地は、ウィーン、ミュンヘン、フランクフルト、ベルリン、そして後にはそ

れにプラハが加わった。もっと小さい様々な駅でも、移送に加わる子供たちがいた。最も一般

的だったのは、オランダを横切りフク・ファン・ホラント11）に至るルートであり──そこから
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子供たちは船に乗ってハリッジ12）へと渡った。それよりずっと少ないが、ハンブルクからの外

国航路汽船でサウサンプトン13）を目指す避難児童もいた。

　列車ごとに五百人にも及んだ児童移送には、ほんの数人の大人しか付き添わなかった。児童

移送の存続を脅かさないために、彼らは折り返しドイツに戻らねばならなかった。それゆえ、

子供たちはもっぱら自分自身でなんとかするしかなかった。年長の少年少女は、ともに移送さ

れる一番年少の子供たちの面倒を見るよう言いつけられた。

　イギリスの港町ハーウィッチに到着後、子供たちの多くはロンドンへと向かった。リバプー

ル・ストリート駅の長い木のベンチに腰掛けて、彼らは里親に紹介されるのを待った。数人の

幸運な子供は、自分が誰のところへ行くことになるか、あらかじめ分かっていた。それは、両

親の友人や知人がイギリスにいるような場合だった。しかしながら子供たちの多くは、誰のと

ころへ自分が預けられるか最後の瞬間まで知らなかった。ほとんどの場合、挨拶は言葉もなく

済まされた。里親一家の誰かがドイツ語を話せるのは、ごくまれなことだった。できる限り仕

事を急ぐ必要があった避難者組織には、子供を預ける家庭を念入りに吟味する余裕はほとんど

なかった。避難児童の窮状を利用して安い労働力を手に入れようとするイギリス人が現れるの

も、珍しいことではなかった。実際、子供たちの幸運と不幸を分けたのは、しばしば偶然以外

の何ものでもなかった。引き取り手が見つからなかった子供は、いつとも知れぬ解決の時ま

で、しばらく避難者組織の収容施設で過ごさねばならなかった。

　一九三八年十二月から一九三九年八月までの間、児童移送によって、およそ一万人の子供が

ドイツやオーストリア、チェコスロバキアから救出された。一九三九年九月、第二次世界大戦

の勃発によって、救出活動は突然の終わりを告げた。ドイツはその時から敵国となり、すでに

移送列車に席を確保していた子供でさえも、ドイツに留まらざるを得なかった。イギリスにい

た避難児童にとっても、戦争の与えた影響は大きかった。多くの子供たちは大都市から地方へ

移動させられた。そうして彼らは、ようやく順応したばかりの環境から引き離された。十六歳

を過ぎた児童移送の子供たちは、いわゆる enemy alien、すなわち「敵性外国人」として、イ

ギリスとアイルランドの間にあるマン島に隔離された。こうした隔離の背景には、戦時中ドイ

ツのスパイが自国に侵入するのをイギリス人が恐れていたという事実があり──この不安は少

なからぬイギリス人の間で、おかしなほど広まっていた。

　しかし子供たちを最も苦しめたのは、両親の運命を何年も知ることができないことだった。

郵便物の行き来は戦争によってほとんど中断してしまった。まだ赤十字だけが便りを仲介して

いたが、それは二十五語を超えてはいけなかった。こうした葉書でさえ、数年に及んだ戦争の

間には滞ることがしばしばだった。

　それでも、子供たちのほとんどは戦後両親と再会するという希望を抱いていた。もう何年に
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も渡って両親から便りを受け取っていない子供ですら、それは戦争の混乱のためだと考えるこ

とができた。避難児童、そして世界は、ホロコーストの全容をごくわずかずつしか知ることが

できなかった。百五十万の子供を含む六百万のユダヤ人が、ホロコーストで虐殺された。これ

までに両親や兄弟姉妹との再会を果たした避難児童は、ごく少数にすぎない。

　しかし多くの母親や父親にとって、少なくとも愛する子供だけは安全な場所にいるというこ

とは、最期の瞬間まで、計り知れないほど価値がある慰めだった。エーファ・ハイマンの父

マックス・ハイマンは一九四三年、妻に送った最後の手紙で次のように書いている。

　「私たちを襲った運命がどれほど恐ろしいものであったとしても、私たちのかわいいエー

ファは無事でいられると考えれば、私たちの心は安らぎ、この運命を耐えるのもよりたやすく

なります。」

　彼の娘エーファは児童移送によって救われた。しかし彼自身は二度と娘を腕に抱くことがで

きなかった。マックス・ハイマンは一九四四年二月二十二日、テレージエンシュタット強制収

容所で死んだ。

出典

S. 99 ‒ Zitat aus Elvira Bauer, Trau keinem Fuchs auf grüner Heid’ und keinem Jud’ bei seinem Eid, Stürmer-Verlag 1936, 

ohne Seite.

S. 99 ‒ Zitate aus Ernst Hiemer, Der Pudelmopsdackelpinscher, Stürmer-Verlag, 1940, S. 61 und 64.

S. 100 ‒ Zitat aus Ernst Hiemer, Der Giftpilz, Stürmer-Verlag, 1938, S. 5.

S. 100 ‒ Zitat aus  Chaim Weizmann aus: Manchester Guardian, 23. Mai 1936.

訳注

１） 『「ヒトラーのじじいなんか死んじゃえ！」　イギリスへのユダヤ人児童移送（キンダートランスポート）
の回想』には、児童移送経験者十一人の回想が収められている。本稿は、同書導入部に置かれた著者アー
ニャ・ザレヴスキー自身による解説の邦訳である。

２） ユダヤ教の口伝律法『ミシュナ』とその注釈『ゲマラ』を編纂して成立した文書。聖書において最も重要
な成文律法『トーラー』（『モーセ五書』）とともに、ユダヤ教徒の宗教的および精神的根幹を形成する。

３） 一九三八年十一月八日から九日にかけて、ナチによってドイツ全土で繰り広げられたユダヤ人迫害事件。
〈水晶の夜〉とも呼ばれる。「ポグロム」は略奪・迫害・虐殺を意味するロシア語。とくに十九世紀末以降、
ロシアを中心に頻発したユダヤ人迫害について使われるようになった。

４） 一九三三年三月五日の選挙において、ナチ党は単独過半数には届かなかったものの前年以来の第一党の座
を維持する。そして三月二十三日には、権力をヒトラー政権に集中させる全権委任法を国会に承認させ、独
裁政治の基盤を築いた。

５） 宗教改革の立役者マルティン・ルター（1483‒1546）は、宗教改革の初期、ユダヤ人がプロテスタントに
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改宗することを期待していたが、この期待が裏切られると反ユダヤ主義者となった。その激しい主張はナチ
ス・ドイツによるユダヤ人迫害にも影響を与えた。

６） 様々な犬種名を混合させたタイトル。
７） 十九世紀末におこったユダヤ民族国家建設を目指す運動。
８） ユダヤ教の会堂であると同時に、ユダヤ人の社会生活等の中心。
９） ユダヤ教の指導者。
10） ユダヤ人（教徒）の信徒団体。
11） 現在はロッテルダム市に編入されたオランダの港湾都市。
12） イギリス、エセックス州の港湾都市。
13） イギリス南部の港湾都市。

テキスト

Anja Salewsky: ››Der olle Hitler soll sterben!‹‹ Erinnerungen an den jüdischen Kindertransport nach England, List 

Taschenbuch, München 2002, S. 9‒23.
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わ
た
っ
て
い
る
。

　

妙
心
寺
派
に
と
っ
て
仏
骨
奉
迎
は
、「
妙
心
寺
事
件
」
と
い
わ
れ
る
程
大

揺
れ
に
揺
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
訳
は
、
仏
教
各
宗
派
が
協
同
団
結
し

て
仏
骨
を
奉
迎
し
顕
揚
す
る
た
め
に
日
本
大
菩
提
会
な
る
も
の
を
結
成
し
た

が
、
大
菩
提
会
は
負
債
の
た
め
に
紛
擾
し
、
銀
行
か
ら
十
万
円
を
借
入
れ
て

抵
当
と
し
て
御
遺
形
（
仏
骨
）
及
び
そ
の
付
属
品
一
切
を
差
入
れ
た
。
そ
の

事
に
憤
慨
し
た
妙
心
寺
派
議
事
（
現
・
宗
務
総
長
）
の
前
田
誠
節
は
、
御
遺

形
は
宝
物
で
宗
派
の
管
長
と
い
え
ど
も
私
有
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
て

策
を
講
じ
た
が
解
決
で
き
な
い
た
め
、
つ
い
に
独
断
で
妙
心
寺
の
寺
班
元
金

や
保
存
金
を
流
用
し
た
。
し
か
し
、
大
菩
提
会
は
返
済
が
で
き
ず
、
そ
の
た

め
こ
の
こ
と
が
妙
心
寺
で
明
る
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
妙
心
寺
と
し
て
当

然
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
九
月
九
日
に
時
の
管

長
関
実
叢
は
常
置
委
員
会
を
開
き
、
前
田
誠
節
や
財
務
執
事
の
釈
等
顧
ら
を

罷
免
し
、
前
田
は
京
都
地
方
裁
判
所
に
告
訴
さ
れ
て
有
罪
の
判
決
を
受
け
投

獄
さ
れ
た
。（
明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行　

第
二
〇
八
号
、
十

218
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二
月
十
二
日
発
行　

第
二
〇
九
号
）

　

そ
の
後
、
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
二
日
に
保
釈
さ
れ
謹
慎
し
た
後
、
美

濃
伊
自
良
の
東
光
寺
の
末
庵
正
伝
寺
に
隠
棲
し
大
正
九
年
九
月
二
十
五
日
に

示
寂
し
て
い
）
1
（

る
。
こ
の
よ
う
に
仏
骨
奉
迎
は
、
妙
心
寺
派
に
と
っ
て
痛
手
を

得
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
資
料
に
よ
る
詳
細
な

考
察
は
別
稿
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

注（
１
）  

「
妙
心
寺
事
件
」
に
つ
い
て
は
「
正
法
輪
」
該
当
号
と
荻
須
純
道
「
増補
妙
心
寺

史
」（
川
上
孤
山
『
増補
妙
心
寺
史
』
昭
和
五
十
九
年
六
月　

思
文
閣
出
版
）
七
九

六
頁
、
竹
貫
元
勝
「
前
田
誠
節
」（
平
成
元
年
二
月　
「
日
本
仏
教
史
学
会
」
第
二

十
三
号
）、「
明
治
の
『
正
法
輪
』
よ
り
46
」（
平
成
十
六
年
十
一
月　
「
正
法
輪
」

第
五
十
四
巻
第
十
一
号
）
な
ど
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

凡　

例

一
、
本
稿
は
（
下
）
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
十
月
十
日
発
行
の
第
一
五
八

号
よ
り
同
四
十
二
年
十
一
月
十
二
日
発
行
の
第
二
六
八
号
ま
で
の
「
正
法

輪
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
骨
奉
迎
関
係
の
記
事
を
採
録
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
仮
名
使
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字
は
新
漢
字

に
、
変
体
仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
句
読
点
を
付
し
た
。
な
お
、
明

ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
。
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教
界
彙
聞
〔
明
治
35
年
10
月
10
日　

第
一
五
八
号
〕

●
近
来　
　

諸
新
聞
紙
は
江
湖
記
事
の
目
覚
ま
し
き
も
の
な
き
か
、
国
内
過

半
の
新
聞
紙
は
、
筆
を
揃
へ
て
、
東
本
願
寺
の
負
債
問
題
よ
り
続
出
せ
し
紛

擾
事
件
と
、
覚
王
殿
建
設
土
地
選
定
問
題
に
関
す
る
記
事
を
、
細
大
漏
さ
ず

記
せ
り
。
是
れ
全
く
其
問
題
の
教
界
事
と
し
て
、
社
会
に
影
響
す
る
も
の
な

る
為
め
な
ら
ん
。
本
誌
又
其
近
状
を
紹
介
せ
ば
、

●
覚
王
殿
建
設
地
再
調
査
委
員
会　
　

は
前
号
所
報
の
如
く
、
最
初
建
仁
寺

中
に
事
務
所
を
設
け
た
る
が
、
都
合
に
依
り
寺
町
浄
教
寺
へ
移
し
、
着
々
調

査
を
遂
げ
た
る
が
、
其
間
に
暹
羅
国
皇
太
子
殿
下
、
来
る
十
二
月
御
来
朝
に

付
、
外
務
省
政
務
局
長
よ
り
、
覚
王
殿
土
地
調
査
委
員
会
宛
照
会
あ
り
た
る

に
付
、
同
委
員
会
は
、
本
月
二
日
よ
り
の
各
宗
派
会
案
内
状
に
之
を
添
へ
て

発
送
し
た
り
と
。
其
全
文
左
の
如
し
。

　

拝
啓
。
来
る
十
二
月
、
暹
羅
国
皇
太
子
殿
下
御
来
朝
可
被
遊
に
付
て
は
、

先
年
同
国
々
王
陛
下
よ
り
、
御
贈
与
に
相
成
候
。
釈
尊
御
遺
形
は
、
速
に

各
宗
管
長
各
座
下
に
於
て
、
適
當
の
地
所
御
選
定
の
上
、
御
奉
安
相
成
、

同
陛
下
に
対
し
満
足
を
与
へ
ら
れ
候
様
希
望
致
候
。
此
段
得
貴
意
候
。
敬

具

　
　

九
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

外
務
省　

山
座
政
務
局
長

　
　
　
　

仏
教
各
宗
派
管
長
委
員
御
中

●
菩
提
会
理
事
長
の
辞
職　
　

大
菩
提
会
理
事
中
村
勝
契
師
（
天
台
宗
）

は
、
名
古
屋
派
の
為
め
に
運
動
中
な
り
し
が
、
昨
日
突
然
任
務
に
堪
へ
難
し

と
て
、
辞
表
を
提
出
し
た
り
。
後
任
は
一
両
日
中
に
任
命
あ
る
筈
。

●
管
長
宗
派
会
議　
　

各
宗
派
管
長
及
各
宗
派
重
役
合
同
臨
時
会
は
、
弥
本

月
二
日
午
前
よ
り
、
建
仁
寺
方
丈
に
開
会
の
こ
と
ゝ
な
り
た
る
が
、
其
模
様

は
、
玄
関
に
は
傍
聴
謝
絶
と
大
書
せ
り
。
玄
関
よ
り
の
昇
降
は
、
議
員
以
外

の
者
に
許
さ
ず
。
受
附
に
於
て
到
着
届
の
際
、
抽
籖
を
以
て
議
席
を
定
む
。

而
し
て
、
正
午
ま
で
に
参
着
せ
し
管
長
は
三
名
、
管
長
代
理
廿
二
名
、
委
員

三
十
六
名
、
合
計
六
十
一
名
に
て
、
即
ち
左
の
如
し
。

　

管
長
及
代
理
者　
　

真
言
宗
聨
合
長
者
、
長
宥
匡
○
大
徳
寺
派
管
長
、
菅

広
州
○
真
言
律
宗
管
長
西
大
寺
長
老
、
佐
伯
泓
澄
○
南
禅
寺
派
管
長
代
、

大
沢
協
州
○
木
辺
派
管
長
代
、
足
利
義
蔵
○
東
福
寺
派
管
長
代
理
、
林
泰

嶺
○
黄
檗
宗
管
長
代
理
、
鈴
木
恵
眼
○
法
相
宗
管
長
代
理
、
松
田
元
学
○

相
国
寺
派
管
長
代
理
、
大
江
宗
秀
○
仏
光
寺
派
管
長
代
理
、
奥
博
愛
○
天

台
座
主
代
理
、
石
堂
晃
純
○
大
谷
派
管
長
代
理
、
井
沢
勝
詮
○
妙
心
寺
派

管
長
代
理
、
前
田
誠
節
○
建
仁
寺
派
管
長
代
理
、
後
藤
文
宸
○
日
蓮
宗
管

長
代
理
、
河
合
日
辰
○
融
通
念
仏
宗
管
長
代
理
、
橋
恭
教
○
三
門
徒
派
管

長
代
理
、
香
川
晃
月
○
華
厳
宗
管
長
代
理
、
筒
井
寛
聖
○
建
長
寺
派
管
長

代
理
、
柴
崎
維
船
○
西
山
派
管
長
代
理
、
加
恭
観
海
○
曹
洞
宗
管
長
代

理
、
日
置
嘿
仙
○
高
田
管
長
代
理
、
大
西
霊
純
○
時
宗
管
長
代
理
、
足
利

潅
柔
○
興
正
寺
管
長
代
理
、
三
原
俊
栄
○
円
覚
寺
派
管
長
代
理
、
武
田
達

磨

　

各
宗
派
委
員　
　

大
谷
派
、
一
柳
智
成
、
白
尾
義
夫
、
木
曽
琢
磨
○
西
山

派
、
霊
群
諦
全
、
長
谷
川
観
石
○
真
言
宗
、
土
宜
法
竜
、
小
川
光
義
、
滝

見
常
○
真
盛
派
、
加
藤
映
空
○
華
厳
宗
、
雲
井
春
海
○
妙
心
寺
派
、
永
井

智
嶺
、
青
山
宗
完
○
山
元
派
、
藤
堂
智
順
○
曹
洞
宗
、
弘
津
説
三
、
有
沢

香
庵
、
同
、
鈴
木
雄
峰
、
平
野
大
仙
○
天
台
宗
、
赤
松
円
純
、
伊
達
亮
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真
、
木
村
観
順
○
真
言
律
宗
、
植
村
悟
竜
○
時
宗
、
河
野
良
心
○
相
国
寺

派
、
上
島
恵
材
○
誠
照
寺
派
、
幡
智
吼
○
融
通
念
仏
宗
、
清
原
賢
静
○
法

相
宗
、
千
早
正
朝
○
建
仁
寺
派
、
瑞
岳
惟
陶
○
建
長
寺
、
糸
井
達
巌
○
日

蓮
宗
、
浅
井
日
通
、
津
田
日
厚
○
大
徳
寺
派
、
小
堀
宗
長
○
黄
檗
宗
、
進

藤
祖
梁
○
東
福
寺
派
、
宮
崎
願
海
○
南
禅
寺
派
、
小
林
道
渕
○
円
覚
寺

派
、
秋
山
正
憐
○
興
正
寺
派
、
下
間
蓮
明

午
後
に
到
り
、
三
門
徒
派
管
長
代
理
、
林
得
応
師
、
大
谷
派
委
員
と
し
て
蕪

城
賢
順
、
木
曽
琢
磨
、
妙
心
寺
派
の
委
員
と
し
て
木
宮
恵
満
の
出
席
あ
り
。

総
て
六
十
五
名
の
出
席
と
な
り
、
午
後
一
時
三
十
分
一
同
着
席
し
、
長
宥
匡

師
仮
議
長
と
為
る
や
、
村
田
菩
提
会
長
の
挨
拶
あ
り
。
夫
よ
り
正
副
議
長
の

選
挙
を
行
ひ
し
に
、
議
長
は
、

　
　
　
　

三
十
七
票　
　

當　

選　
　
　

長　
　
　

宥　

匡

　
　
　
　

二
十
三
票　
　

次　

点　
　
　

井　

沢　

勝　

詮

副
議
長
は

　
　
　
　

六
十
二
票　
　

當　

選　
　
　

日　

置　

黙　

仙

　
　
　
　

一　
　

票　
　

次　

点　
　
　

前　

田　

誠　

節

と
決
し
、
夫
よ
り
予
て
、
去
月
十
三
日
よ
り
開
き
し
調
査
委
員
会
の
九
名
の

委
員
は
、
調
査
の
結
果
を
報
告
せ
り
。
其
報
告
は
両
地
の
優
劣
を
発
言
せ

ず
、
只
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
に
止
め
た
る
左
の
報
告
書
を
各
議
員
に
配

附
し
、
散
会
を
告
げ
し
は
、
午
後
三
時
五
分
な
り
し
。

　
　
　
　
　
　

京
都
市
附
近
覚
王
殿
建
設
地
候
補
地
表

京
都
市
吉
田
町

　

神　
　

楽　
　

岡

六
町
五
反
四
畝
十

九
歩

寄　
　
　
　
　

附

日
吉
全
識

愛
宕
郡
松
ケ
崎
村

二
万
坪

同　
　
　
　
　

上

山
崎
直
次
郎

　
　

外
二
名

山
科
村
日
岡

十
八
反
四
畝
歩

代
価
一
万
五
千
円

内
金
参
千
円
寄
附

松
井
常
三
郎

　
　

外
に
京
都
市
有
志
者
総
代
、
片
山
正
中
氏
外
六
名
よ
り
、
覚
王
殿
建
設

京
都
に
決
定
の
上
は
、
何
れ
の
地
た
り
と
も
撰
択
に
応
ず
べ
き
旨
申
出

た
り
。

　
　

其
他
、

吉　
　

田　
　

町

　

神　
　

楽　
　

岡

吉
田
神
社
地
一

万
八
千
坪
官
有

地
二
万
坪

地
下
又
は
永
代
借

地
と
し
て
寄
附
せ

ん
と
の
申
出

吉
田
地
方

　
　

有
志
者

今　

熊　

野　

町

　
　
　
　

総　
　

山

六
町
歩

接
続
の
地
は
協
議

の
上
寄
附

谷
村
治
三
郎

　
　

外
三
名

　
　
　
　
　
　

同
上

四
万
五
千
坪

寄
附

田
中
安
三
郎

　
　

外
一
名

浄　

土　

寺　

町

　

字　
　

石　
　

橋

一
町
余
歩

接
続
の
土
地
は
協

議
の
上
寄
附

藤
田
三
左
衛
門

外
一
名

　
　
　

以
上
参
考
と
し
て
添
附
す
。

　
　

京
都
市
に
於
て
出
金
す
る
契
約
書
写
（
九
月
三
十
日
付
森
田
長
次
郎
氏
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調
査
委
員
宛
）

　
　
　
　
　
　

契　
　

約　
　

書

今
般
、
日
本
大
菩
提
会
本
部
に
対
し
、
京
都
室
町
通
三
条
下
る
、
森
田
武
兵

衛
并
に
拙
者
と
、
左
の
条
項
を
契
約
履
行
す
る
も
の
と
す
。

第
一　

御
遺
形
奉
安
地
を
京
都
に
設
定
せ
ら
れ
た
る
上
は
、
森
田
武
兵
衛
及

拙
者
は
、
下
記
の
金
額
を
出
金
す
る
事
。

　

一
金
弐
拾
万
円
也
。

第
二　

前
項
金
円
は
、
現
今
日
本
大
菩
提
会
本
部
の
負
担
た
る
債
務
償
却
の

為
め
、
奉
安
地
決
定
後
三
十
日
以
内
に
内
金
拾
参
万
円
、
残
額
金
七
万
円

は
、
大
菩
提
会
事
業
費
の
中
へ
、
同
会
本
部
の
指
示
せ
ら
る
ゝ
期
日
内
に

差
出
す
べ
き
も
の
と
す
。

第
三　

右
支
出
し
た
る
金
弐
拾
万
円
は
、
奉
安
地
決
定
の
日
よ
り
向
満
三
ケ

年
間
に
、
京
都
有
志
者
と
拙
者
等
と
協
定
し
、
京
都
市
に
於
て
会
員
を
募

集
し
、
其
醵
金
を
以
て
之
に
充
當
す
べ
し
。
若
し
此
醵
金
該
金
額
に
満
た

ざ
る
こ
と
あ
る
と
き
は
、
其
差
金
は
森
田
武
兵
衛
并
拙
者
に
於
て
、
日
本

大
菩
提
会
本
部
へ
寄
贈
す
る
も
の
と
す
。

右
為
、
後
日
契
約
致
候
処
、
相
違
無
之
依
て
、
證
書
差
入
候
也
。

（
以
下
参
考
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　

誓　
　

約　
　

證
（
九
月
廿
九
日
付
石
川
県
吉
本
栄

次
外
四
名
よ
り
調
査
委
員
宛

）

今
般
、
覚
王
殿
京
都
市
に
建
設
に
付
、
我
石
川
県
よ
り
、
会
金
拾
六
万
円
を

募
集
し
、
向
ふ
二
ケ
年
を
以
て
上
納
可
致
、
万
一
会
金
募
集
上
納
方
遅
延
候

時
は
、
拙
者
共
引
受
け
、
該
金
額
寄
納
可
致
候
。
依
て
此
段
誓
約
致
候
事
、

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　

誓　
　

約　
　

證
（
富
山
県
五
十
嵐
政
雄
外

三
名
よ
り
調
査
委
員
宛
）

今
般
、
覚
王
殿
京
都
市
に
建
設
に
付
、
我
富
山
県
よ
り
、
会
金
拾
五
万
円
を

募
集
し
、
向
ふ
二
ケ
年
を
以
て
上
納
可
致
候
。
万
一
会
金
集
納
方
に
遅
延
候

時
は
、
拙
者
共
引
受
け
、
該
金
額
寄
納
可
致
候
。
依
て
此
段
誓
約
致
候
事
、

如
件
。

　
　
　

名
古
屋
市
に
於
て
出
金
す
る
契
約
書
（
吉
田
禄
在
外
二
名

よ
り
調
査
委
員
宛
）

今
回
、
御
遺
形
奉
安
地
比
較
調
査
委
員
来
名
の
上
、
土
地
踏
査
及
地
実
力
調

査
に
付
、
調
査
委
員
と
期
成
同
盟
会
員
と
会
見
し
、
契
約
す
る
こ
と
左
の
如

し
。

一
御
遺
形
奉
安
地
を
名
古
屋
市
附
近
に
決
定
の
上
は
、
其
敷
地
に
充
つ
べ
き

地
所
は
、
別
紙
図
面
及
調
査
内
適
當
な
る
土
地
を
献
納
す
る
こ
と
。

一
本
年
七
月
十
三
日
、
土
地
選
定
委
員
出
張
の
上
、
名
古
屋
商
業
会
議
所
に

於
て
確
答
し
た
る
、
御
遺
形
奉
迎
費
用
及
覚
王
殿
建
設
の
為
め
、
勧
募
事

業
に
消
費
し
た
る
負
債
金
額
、
并
に
今
後
の
土
木
建
設
費
其
他
の
事
業

費
、
金
額
五
拾
万
円
は
、
愛
知
県
に
於
て
負
担
す
べ
き
は
勿
論
の
次
第
に

候
。
若
し
県
下
に
於
て
、
此
負
担
額
の
募
集
を
円
満
す
る
こ
と
能
は
ざ
る

場
合
は
、
吾
々
に
於
て
責
任
を
負
ひ
、
無
相
違
処
理
す
べ
き
こ
と
。

一
第
一
項
土
地
献
納
、
并
に
第
二
項
の
負
担
金
額
納
円
期
限
は
、
各
宗
派
管

長
猊
下
、
又
は
其
代
表
諸
氏
の
指
揮
に
従
ひ
処
理
す
る
こ
と
。

　
　
　

名
古
屋
市
附
近
覚
王
殿
建
設
敷
地
候
補
地
表
（
吉
田
禄
在
氏
よ

り
調
査
委
員
宛
）

愛
知
郡
千
種
村
字
古
井
田
代
村
字
丸
山
第
一
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

同
郡
御
器
所
村
字
石
仏
第
二
献
納
地 

五　
　

万　
　

坪

同
村
字
石
仏
山
下
第
三
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪
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同
郡
広
路
村
字
妙
見
山
第
四
献
納
地 

十　

四　

万　

坪

同
郡
弥
富
村
字
裏
山
第
五
献
納
地 

九
十
九
町
歩
余

同
村
字
天
道
山
第
六
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

同
郡
御
器
所
村
字
北
山
前
第
七
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

同
郡
田
代
村
字
末
森
植
田
林
第
八
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

同
村
字
末
森
月
見
坂
第
九
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

同
村
字
末
森
蝮
池
第
十
献
納
地 

十　
　

万　
　

坪

春
日
井
郡
小
幡
村
字
小
幡
厚
第
十
一
献
納
地 

二
十
七
町
歩
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
遺
形
奉
安
地
選
定
地
期
成
同
盟
会
総
代

（
参
考
）

前
記
寄
附
地
の
外
、
奉
安
地
を
名
古
屋
市
附
近
に
決
定
せ
ら
る
ゝ
以
上
は
、

各
宗
派
の
企
望
に
従
ひ
、
名
古
屋
市
期
成
同
盟
会
よ
り
適
當
の
地
所
を
買
収

し
、
寄
附
す
る
旨
申
出
あ
り
。

名
古
屋
附
近
に
覚
王
殿
建
設
相
成
度
旨
、
各
府
県
よ
り
建
議
し
、
来
る
も
の

百
万
人
以
上
に
及
べ
り
。

（
以
下
参
考
書
）

　
　

寄　
　

附　
　

願
（
本
多
顕
赫
外
七
名
よ
り
調
査
委
員
宛
）

　

一
土
工
人
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十　

万　

人　

也
。

右
者
、

釈
尊
御
遺
形
奉
安
地
、
名
古
屋
市
附
近
に
御
決
定
の
上
は
、
愛
知
郡
千
種

町
、
并
に
田
代
村
外
各
村
有
志
聨
合
し
、
熱
誠
の
余
り
寄
附
願
出
候
条
頃

下
、
選
定
地
比
較
調
査
委
員
会
の
御
開
議
中
に
付
、
比
較
の
材
料
中
へ
御
加

へ
下
さ
れ
度
、
事
実
證
明
の
為
め
期
成
同
盟
会
へ
差
出
し
候
。
願
書
相
添
へ

此
段
請
願
候
也
。

　
　

寄　
　

附　
　

願
（
小
塚
鍋
三
郎
外
四
名
よ
り
名
古
屋
期
成
同
盟
会
）

　

一
土
木
人
夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十　

万　

人

釈
尊
御
遺
形
奉
安
地
、
名
古
屋
東
部
へ
選
定
相
成
候
節
は
、
愛
知
郡
千
種

町
、
仝
郡
田
代
村
御
器
所
、
鍋
屋
上
野
村
、
高
社
村
の
六
ケ
町
有
志
者
よ
り

寄
附
致
度
候
に
付
、
其
筋
へ
御
報
告
被
成
下
度
、
此
段
願
上
候
也
。

三
日
の
同
会
は
、
午
前
十
一
時
開
会
。
出
席
者
五
十
八
名
に
し
て
、
京
都
派

の
委
員
中
前
田
誠
節
、
上
島
恵
材
の
二
師
、
大
徳
寺
派
管
長
、
菅
広
洲
師
を

初
め
、
臨
済
委
員
、
高
田
派
管
長
代
理
、
大
西
霊
瑞
師
欠
席
し
、
融
通
念
仏

宗
管
長
、
清
涼
得
善
師
新
に
出
席
せ
り
。
副
議
長
日
置
黙
仙
師
、
議
長
席
に

就
き
、
土
宜
委
員
は
登
壇
書
記
を
し
て
、
調
査
報
告
書
を
朗
読
せ
し
め
、
京

都
派
の
出
願
な
る
神
楽
岡
、
松
ケ
崎
、
日
の
岡
の
三
ケ
所
調
査
の
模
様
、
市

有
志
者
片
山
氏
以
下
数
名
よ
り
申
出
の
寄
附
は
、
覚
書
の
如
き
も
の
に
て
、

京
都
に
於
て
決
定
の
上
は
吉
田
、
松
ケ
崎
に
止
ま
ら
ず
市
内
又
は
市
附
近
に

て
、
何
れ
の
地
な
り
と
も
撰
択
す
べ
し
と
あ
る
に
付
、
此
点
に
付
き
特
に
交

渉
せ
し
事
、
森
田
武
兵
衛
氏
の
実
力
調
査
の
模
様
、
石
川
県
の
拾
五
万
円
、

富
山
県
の
拾
五
万
円
の
寄
附
申
出
に
付
て
は
、
記
名
の
人
々
の
実
力
を
調
査

せ
ざ
り
し
事
等
述
べ
、
夫
よ
り
名
古
屋
派
の
分
に
移
り
、
去
る
七
月
名
古
屋

に
於
て
、
参
考
と
し
て
候
補
地
を
調
査
せ
し
こ
と
、
去
る
十
五
日
よ
り
、
九

名
の
委
員
出
張
調
査
の
模
様
、
及
び
出
願
十
一
ケ
所
中
五
万
坪
と
云
ふ
場
所

は
随
分
適
當
な
る
こ
と
、
五
十
万
円
寄
附
に
対
す
る
実
力
調
査
の
模
様
を
述

べ
、
併
せ
て
委
員
と
し
て
は
両
者
の
優
劣
を
述
べ
ず
と
て
壇
を
下
り
し
は
、

午
後
一
時
な
り
し
。
又
同
一
時
五
十
分
引
続
き
開
会
（
午
前
に
欠
席
せ
し
前
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田
誠
節
、
瑞
岳
惟
陶
、
上
島
恵
材
三
師
出
席
）
し
た
る
に
、
六
十
番
（
津
田

日
厚
）
は
菩
提
会
と
覚
王
殿
の
関
係
如
何
に
付
、
種
々
番
外
と
論
じ
た
る

末
、
左
の
建
議
を
提
出
し
た
り

　

第
一　

御
遺
形
奉
安
地
決
定
の
上
は
、
其
日
よ
り
三
年
間
を
期
し
て
竣
工

せ
し
む
る
事
。

　

第
二　

御
遺
形
奉
安
地
決
定
の
日
よ
り
二
年
以
内
に
、
寄
附
金
の
納
附
を

終
了
せ
し
む
る
事
。

　

第
三　

御
遺
形
奉
安
地
決
定
の
上
は
、
第
一
第
二
各
項
実
行
の
責
任
を
比

較
調
査
会
委
員
に
負
は
し
め
、
且
大
菩
提
会
負
債
金
額
を
五
十
日
以
内

に
返
却
せ
し
む
る
事
。

於
是
六
十
八
番
（
蕪
城
賢
順
）
は
、
自
分
も
六
十
番
と
同
感
な
り
、
且
菩
提

会
と
覚
王
殿
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
説
示
さ
れ
た
し
と
請
求
し
、
五
十
六
番

（
瑞
岳
惟
陶
）
は
、
菩
提
会
の
関
係
が
明
か
な
ら
ざ
る
為
め
、
六
十
番
の
説

も
出
る
な
り
と
述
べ
、
四
十
番
（
弘
津
説
三
）
は
、
各
宗
派
間
に
何
か
面
白

か
ら
ぬ
感
情
あ
り
て
、
互
に
意
思
の
疏
通
せ
ざ
る
如
く
思
は
る
。
依
て
各
宗

派
よ
り
九
名
の
委
員
を
選
出
し
て
、
是
を
調
査
せ
し
め
、
菩
提
会
と
の
関
係

を
明
か
に
せ
ん
為
め
、
同
会
に
交
渉
せ
し
め
ん
と
望
み
賛
成
あ
り
。
而
し

て
、
交
渉
日
限
は
四
日
中
と
し
、
五
日
は
日
曜
な
れ
ど
も
引
続
き
議
事
を
継

続
さ
れ
た
し
と
述
べ
、
五
番
（
大
沢
協
州
）
は
、
比
重
大
問
題
は
僅
々
一
日

間
に
遂
ぐ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
五
日
中
と
す
べ
し
と
述
べ
、
之
れ
に
も
賛
成
あ

り
し
が
、
終
に
六
十
八
番
説
の
可
成
一
日
間
と
し
、
已
を
得
ざ
れ
ば
二
日
に

渡
る
も
可
な
り
と
云
ふ
に
決
し
、
夫
れ
よ
り
九
名
の
委
員
は
、
明
朝
ま
で
に

各
宗
派
に
於
て
選
出
し
、
議
長
に
届
出
る
こ
と
ゝ
し
、
退
散
せ
し
は
午
後
四

時
三
十
分
な
り
し
。
九
名
の
委
員
選
出
方
は
左
の
如
し
。

　

天
台
宗
真
盛
派
、
寺
門
派　

一
名　
　

真
言
宗　
　
　
　

一
名

　

妙
心
寺
派　
　
　
　
　
　
　

一
名　
　

臨
済
宗
黄
檗
宗　

一
名

　

曹
洞
宗　
　
　
　
　
　
　
　

一
名　
　

日
蓮
宗　
　
　
　

一
名

　

大
谷
派　
　
　
　
　
　
　
　

一
名　
　

真
宗
各
派　
　
　

一
名

　

西
山
派
時
宗
奈
良
三
山　
　

一
名

而
し
て
九
名
の
委
員
会
は
、
四
日
建
仁
寺
に
開
く
こ
と
ゝ
せ
り
（
已
下
次

号
）。

各
宗
派
会
本
派
出
席
員
〔
明
治
35
年
10
月
25
日　

第
一
五
九
号
〕

本
月
二
日
よ
り
、
建
仁
寺
方
丈
に
開
か
れ
た
る
、
覚
王
殿
建
築
地
選
定
に
関

す
る
各
宗
派
会
議
へ
、
管
長
大
禅
師
代
理
と
し
て
前
田
議
事
、
本
派
委
員
と

し
て
木
宮
執
事
、
永
井
執
事
、
地
方
総
代
の
意
味
に
て
之
に
青
山
宗
完
師
を

加
へ
、
都
合
三
名
の
委
員
出
席
せ
り
。

各
宗
派
管
長
会
〔
明
治
35
年
10
月
25
日　

第
一
五
九
号
〕

前
号
委
員
十
八
名
は
、
段
々
審
査
意
思
疏
通
を
計
り
た
る
結
果
、
去
る
九
日

よ
り
引
続
き
開
会
し
、
十
二
日
午
後
、
覚
王
殿
問
題
も
無
理
矢
理
に
名
古
屋

と
決
定
せ
り
。
今
其
大
要
を
摘
ま
め
ば
、
九
日
は
午
後
二
時
半
開
会
、
出
席

議
員
六
十
三
名
に
て
、
議
長
長
師
登
壇
後
、
五
十
二
番
瑞
岳
師
の
議
に
依

り
、
本
会
を
開
か
ず
し
て
協
議
会
を
開
き
、
菩
提
会
改
正
案
を
協
議
せ
し

に
、
十
七
番
前
田
師
は
、
先
頭
第
一
に
三
十
三
年
六
月
各
宗
派
管
長
の
制
定

せ
し
現
行
会
則
と
改
正
会
則
と
比
較
せ
ば
、
大
体
の
目
的
と
す
べ
き
御
遺
形



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

44

211

奉
安
の
覚
王
殿
建
設
に
附
帯
し
て
、
永
く
宏
恩
を
仰
が
ん
が
為
め
、
慈
恵
院

仏
教
大
学
を
建
つ
る
の
項
を
削
ら
れ
し
は
如
何
、
と
の
質
問
あ
り
。
其
他
委

員
と
数
回
の
問
答
あ
り
し
が
、
遂
に
卅
八
番
青
山
宗
完
師
の
説
に
依
り
散
会

せ
り
。
于
時
午
後
四
時
半
過
ぎ
な
り
き
。
十
日
は
十
八
名
の
委
員
、
前
日
来

会
則
改
正
案
に
就
き
疏
通
協
議
を
為
し
た
る
に
、
十
時
半
頃
漸
く
協
議
纏

り
、
十
一
時
よ
り
開
会
前
日
に
引
続
き
、
協
議
会
に
て
改
正
案
を
議
す
る

に
、
一
読
会
省
略
二
読
会
に
移
り
、
改
正
案
の
目
的
に
就
て
、
二
十
九
番
三

原
師
の
修
正
説
出
で
た
り
。

　

第
二
条　

本
会
は
、
釈
尊
の
御
遺
形
を
奉
安
護
持
す
る
為
め
、
覚
王
殿
を

建
築
す
る
を
目
的
と
し
、
仏
徳
を
顕
揚
し
、
国
民
の
道
義
を
涵
養
す
る

を
以
て
目
的
と
す
。

又
、
六
十
番
津
田
日
厚
師
も
修
正
説
を
出
し
、
議
論
百
出
時
に
正
午
を
経
過

せ
し
ゆ
ゑ
休
憩
し
、
午
後
一
時
再
開
。
引
続
き
議
せ
し
に
、
三
原
師
の
説
に

賛
成
す
る
も
の
続
々
あ
り
て
、
遂
に
採
決
の
結
果
満
場
大
多
数
を
以
て
修
正

説
を
可
決
し
、
夫
よ
り
逐
条
審
議
せ
し
に
、
第
三
読
会
を
省
略
し
て
草
案
通

可
決
せ
ら
れ
、
午
後
二
時
一
先
休
憩
、
午
後
三
時
三
十
分
開
会
本
会
に
立
戻

り
、
京
都
有
志
者
の
禀
請
書
を
書
記
朗
読
し
、
次
に
左
の
原
案
を
配
布
し
、

前
日
来
交
渉
の
結
果
、
覚
王
殿
問
題
を
議
す
る
前
に
此
案
を
決
せ
ら
れ
よ

と
、
番
外
土
宜
法
竜
師
は
述
べ
、
二
三
質
問
あ
り
た
る
が
、
此
れ
又
意
思
の

疏
通
充
分
な
ら
ざ
る
も
の
あ
る
が
如
き
言
議
あ
り
し
を
以
て
、
遂
に
何
の
纏

ま
る
な
く
、
明
日
を
期
し
て
散
会
せ
り
。
時
恰
も
四
時
三
十
分
過
ぎ
な
り

き
。

　
　
　
　
　
　

報　
　
　

告

　

一
、
覚
王
殿
建
築
事
業
は
、
日
本
大
菩
提
会
に
於
て
之
を
挙
行
す
る
こ
と

を
承
認
す
。
但
し
大
菩
提
会
は
財
団
法
人
と
為
す
こ
と
を
得
。

　

二
、
日
本
大
菩
提
会
の
会
則
を
修
正
し
、
其
組
織
を
改
善
せ
し
む
る
こ

と
。

　

三
、
御
遺
形
奉
安
地
決
定
の
上
は
、
其
日
よ
り
満
三
ケ
年
を
期
し
、
覚
王

殿
建
築
工
事
を
竣
成
せ
し
む
る
こ
と
。

　

四
、
奉
安
地
決
定
の
上
は
、
其
日
よ
り
満
二
ケ
年
に
会
員
及
寄
附
金
募
集

を
完
了
す
る
こ
と
。

　

五
、
奉
安
地
決
定
の
上
は
、
奉
安
地
比
較
調
査
委
員
に
対
し
、
契
約
を
為

せ
し
責
任
者
よ
り
、
大
菩
提
会
の
負
債
金
額
拾
参
万
六
千
〇
参
拾
九
円

八
拾
弐
銭
八
厘
を
、
決
定
の
日
よ
り
五
十
日
以
内
に
仕
払
は
し
む
る
こ

と
。

　

六
、
御
遺
形
及
大
菩
提
会
は
、
決
定
し
た
る
奉
安
地
に
奉
遷
、
及
移
転
す

る
こ
と
。

十
一
日
午
後
二
時
三
十
分
に
至
り
漸
く
開
会
、
出
席
六
十
六
名
、
議
長
に
日

置
黙
仙
師
、
番
外
に
弘
津
説
三
師
着
席
、
議
長
は
奥
博
愛
、
竹
田
達
応
、
三

原
俊
栄
、
土
宜
法
竜
、
日
置
黙
仙
の
五
名
よ
り
、
左
の
要
旨
の
建
議
あ
り
た

る
旨
を
報
告
し
た
り
。

　

明
年
一
月
、
英
国
皇
帝
陛
下
戴
冠
式
祝
賀
会
を
印
度
に
於
て
開
か
る
ゝ
由

な
る
が
、
釈
尊
御
遺
形
は
、
元
印
度
に
於
て
発
見
せ
ら
れ
し
縁
故
あ
り
。

猶
日
英
同
盟
の
今
日
な
る
を
以
て
、
我
仏
教
者
を
代
表
し
、
各
宗
派
管
長

猊
下
よ
り
、
賀
表
奉
呈
相
成
る
や
う
冀
望
す
。

満
場
一
致
之
を
賛
成
し
、
議
長
よ
り
五
名
の
管
長
を
指
名
し
、
賀
表
を
立
案
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せ
し
む
る
こ
と
ゝ
し
、
夫
よ
り
覚
王
殿
建
設
後
の
設
備
に
関
し
、
十
八
名
の

委
員
が
調
査
し
た
る
前
六
項
の
一
読
会
省
略
、
直
に
議
案
と
し
て
第
二
読
会

に
移
り
、
第
一
項
覚
王
殿
建
築
事
業
は
、
大
日
本
菩
提
会
に
於
て
是
れ
を
挙

行
す
。
但
し
財
団
法
人
と
為
す
を
得
と
云
ふ
に
於
て
、
財
団
法
人
を
削
除
せ

よ
と
の
説
あ
り
し
も
原
案
に
可
決
し
、
第
三
項
建
築
三
ケ
年
に
竣
工
せ
し
む

る
こ
と
、
第
四
項
の
寄
附
金
を
満
二
年
に
完
了
せ
し
む
る
事
に
付
て
は
、
果

し
て
其
の
年
限
内
に
於
て
為
し
遂
ぐ
る
を
得
べ
し
や
と
、
質
問
中
々
多
く
、

全
部
廃
棄
説
も
起
り
し
も
、
原
案
維
持
者
（
即
ち
名
古
屋
派
な
り
）
多
く
第

四
項
の
寄
附
金
募
集
云
々
の
文
字
を
、
会
員
及
び
寄
附
金
の
募
集
と
修
正
し

て
可
決
し
、
之
に
て
暫
時
休
憩
、
四
時
三
十
分
更
に
開
会
、
三
原
俊
栄
師
番

外
席
に
就
き
、
第
五
項
菩
提
会
負
債
は
決
定
の
日
よ
り
五
十
日
以
内
と
云
ふ

項
に
付
、
又
々
削
除
説
あ
り
し
も
原
案
に
決
し
、
第
六
項
に
付
三
原
師
（
番

外
）
は
、
議
員
の
資
格
に
て
左
の
如
く
修
正
せ
ん
と
提
議
し
た
り
。

　

御
遺
形
及
大
菩
提
会
は
、
決
定
し
た
る
奉
安
地
に
奉
遷
及
移
転
す
る
こ
と

は
、
大
菩
提
会
の
同
意
を
経
て
執
行
す
る
こ
と
。

数
名
の
賛
成
あ
り
し
も
、
四
十
番
（
弘
津
説
三
師
）
は
之
れ
に
反
対
し
、
議

長
採
決
せ
し
に
、
修
正
説
二
十
七
名
、
原
案
説
三
十
七
名
に
て
原
案
説
可
決

し
、
引
続
き
第
三
読
会
を
開
き
、
異
議
な
く
二
読
会
通
り
可
決
し
、
五
時
三

十
分
散
会
し
た
り
。

十
二
日
午
前
十
時
三
十
分
開
会
、
出
席
議
員
四
十
二
名
、
日
置
黙
仙
師
議
長

席
に
、
弘
津
説
三
師
番
外
席
に
着
き
、
議
長
は
、
本
日
は
本
議
会
を
開
き
、

大
菩
提
会
々
則
改
正
案
第
二
読
会
を
開
く
旨
を
宣
告
し
、
番
外
よ
り
同
案
第

六
条
に
理
事
十
二
人
と
あ
る
を
六
人
に
修
正
し
、
同
第
七
条
第
三
項
、
部
長

は
の
下
「
理
事
の
中
に
就
き
」
の
七
字
を
削
り
、「
各
宗
派
よ
り
選
出
し
」

の
八
字
を
加
ふ
る
こ
と
ゝ
せ
ん
と
述
、
異
議
な
く
之
を
可
決
し
、
第
六
章
会

議
の
項
中
に
、
会
監
会
の
三
字
を
加
へ
ん
と
の
説
出
で
し
が
、
原
案
に
決

し
、
第
十
一
条
の
各
宗
派
会
は
、
同
盟
各
宗
派
云
々
と
あ
る
同
盟
の
文
字
を

削
り
、
非
同
盟
宗
派
に
同
盟
を
交
渉
す
る
に
努
め
ん
と
の
説
起
り
、
反
対
説

も
あ
り
し
が
、
結
局
同
盟
の
二
字
を
削
る
こ
と
ゝ
な
り
、
其
他
異
議
な
く
第

二
読
会
を
終
り
、
引
続
き
第
三
読
会
を
開
き
、
確
定
決
議
と
為
し
た
り
。
此

時
正
午
な
り
し
を
以
て
休
憩
せ
し
が
、
之
よ
り
先
き
、
京
都
派
は
其
形
勢
の

非
な
る
よ
り
、
京
都
建
仁
寺
山
内
久
昌
院
に
於
て
、
臨
済
各
派
の
密
会
を
開

き
、
正
伝
院
に
は
真
宗
各
派
（
大
谷
派
と
木
辺
派
と
を
除
く
）
の
密
会
を
開

き
、
土
地
撰
定
問
題
は
、
記
名
投
票
と
せ
ん
と
名
古
屋
派
に
交
渉
し
、
名
古

屋
派
は
、
記
名
は
後
年
に
怨
を
遺
す
基
な
り
と
て
之
を
容
れ
ず
。
交
渉
は
終

に
破
裂
し
た
り
。
此
に
於
て
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
、
臨
済
各
派
議
員
よ
り

議
長
へ
左
の
如
き
欠
席
届
書
を
差
出
し
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

欠　
　

席　
　

届

　

京
都
臨
済
宗
各
派
及
黄
檗
宗
は
、
釈
尊
御
遺
形
奉
安
地
は
京
都
に
決
定

し
、
覚
王
殿
建
築
あ
ら
ん
こ
と
を
熱
望
す
る
者
な
り
。
爾
る
に
當
各
宗
派

開
会
の
始
よ
り
、
京
都
名
古
屋
両
地
に
就
き
奉
安
地
決
定
設
定
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
競
望
し
、
議
場
の
内
外
を
問
は
ず
、
醜
聞
怪
説
百
端
輩
出
し
、
苟

も
緇
衣
法
袍
の
者
と
し
て
聞
く
に
堪
へ
ざ
ら
し
む
る
も
の
多
し
。
今
や
議

事
日
程
は
、
奉
安
地
決
定
の
件
に
進
み
た
り
。
議
場
に
列
伍
し
て
、
其
の

何
れ
か
に
決
せ
ら
る
ゝ
可
否
数
に
関
与
す
る
を
潔
よ
し
と
せ
ず
。
依
て
平

生
の
定
見
を
発
表
し
、
議
場
に
欠
席
す
。



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

46

209

　
　

明
治
卅
五
年
十
月
十
二
日

　
　
　

南
禅
寺
派
管
長
代
理

大
沢
協
州

東
福
寺
派
管
長
代
理

後
藤
北
溟

　
　
　

大
徳
寺
派
管
長
代
理

小
堀
宗
長

建
仁
寺
派
管
長
代
理

後
藤
文
宸

　
　
　

天
竜
寺
派
管
長
代
理

北
条
周
篤

黄
檗
宗
管
長
代
理

真
神
浄
遠

　
　
　

妙
心
寺
派
管
長
代
理

前
田
誠
節

相
国
寺
派
管
長
代
理

大
江
宗
秀

　
　
　

相
国
寺
派
委
員

上
島
恵
材

建
仁
寺
派
委
員

瑞
岳
惟
陶

　
　
　

天
竜
寺
派
委
員

浅
井
原
道

黄
檗
宗
委
員

後
藤
東
容

　
　
　

大
徳
寺
派
委
員

木
田
掌
林

東
福
寺
派
委
員

片
岡
義
文

　
　
　

妙
心
寺
派
委
員

木
宮
恵
満

妙
心
寺
派
委
員

青
山
宗
完

　
　
　

同

永
井
智
嶺

　
　

各
宗
派
会
議
長　

長　
　

宥　

匡
殿

右
の
如
く
、
十
数
名
の
欠
席
を
見
る
に
至
り
た
り
。

午
後
一
時
十
分
再
び
開
会
。
出
席
四
十
七
名
。
番
外
に
は
土
宜
法
竜
師
着
席

し
、
議
長
は
去
る
二
日
の
本
会
に
於
て
、
各
員
に
配
附
し
置
き
た
る
第
一
号

京
都
候
補
地
、
第
二
号
名
古
屋
候
補
地
に
付
、
調
査
委
員
の
報
告
案
を
附
議

せ
ん
と
宣
告
す
る
や
、
六
十
番
（
津
田
日
厚
師
）
は
議
事
日
程
の
変
更
を
求

め
、
左
の
意
味
の
緊
急
動
議
を
提
出
し
た
り
。

　

御
遺
形
奉
安
地
、
及
覚
王
殿
建
設
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
二
三
大
宗
派

に
委
任
す
る
事
。

津
田
師
は
、
右
の
如
く
せ
ば
、
宗
派
の
円
満
を
保
ち
、
冗
費
を
省
く
の
利
益

を
見
る
に
至
る
と
述
べ
、
議
長
之
を
採
決
せ
し
に
、
十
一
名
の
少
数
に
て
否

決
せ
ら
れ
た
り
。
津
田
師
は
、
是
に
於
て
宗
派
会
の
腐
敗
を
罵
り
、
蹶
然
起

つ
て
退
場
し
た
り
。
而
し
て
之
に
引
続
き
て
、
左
の
諸
氏
退
場
し
た
り
。

　
　
　

誠
照
寺
派
管
長
代
理

稲
田
晃
盛

仏
光
寺
派
管
長
代
理

奥　

博
愛

　
　
　

興
正
寺
派
管
長
代
理

三
原
俊
栄

三
門
徒
派
委
員

香
川
晃
月

　
　
　

山
元
派
委
員

藤
堂
智
順

三
門
徒
派
管
長
代
理

林　

得
善

　
　
　

誠
照
寺
派
委
員

幡　

智
吼

興
正
寺
派
委
員

下
間
蓮
明

四
十
番
（
弘
津
説
三
師
）
は
、
既
に
交
渉
に
交
渉
を
尽
し
あ
る
に
、
猶
斯
の

如
く
中
途
に
し
て
席
を
起
ち
去
り
、
又
は
欠
席
を
為
が
如
き
は
頗
る
不
徳
義

な
り
。
議
事
は
ド
シ
〳
〵
進
行
す
べ
し
と
述
べ
、
六
十
八
番
（
蕪
城
賢
順

師
）
之
に
賛
成
し
、
無
記
名
投
票
を
以
て
採
決
す
る
こ
と
ゝ
為
り
、
三
時
開

票
を
為
し
た
る
に
、
投
票
総
数
三
十
八
に
し
て
、
名
古
屋
の
三
十
七
票
に
対

し
、
京
都
は
一
票
に
て
、
大
多
数
を
以
て
名
古
屋
に
決
定
し
、
会
議
は
茲
に

結
了
し
た
り
。
京
都
派
の
一
票
は
融
通
念
仏
宗
管
長
、
清
原
亮
善
師
の
投
票

な
る
由
に
て
、
名
古
屋
に
投
票
せ
し
は
、
左
の
三
十
七
名
な
り
し
。

　

真
言
宗
長
者
長
宥
匡
○
真
言
律
宗
管
長
西
大
寺
長
老
佐
伯
泓
澄
○
天
台
宗

管
長
代
理
石
堂
晃
純
○
天
台
宗
真
盛
派
管
長
代
理
小
泉
智
運
○
真
宗
木
辺

派
管
長
代
理
足
利
義
蔵
○
法
相
宗
管
長
代
理
松
田
弘
学
○
大
谷
派
管
長
代

理
井
沢
勝
詮
○
曹
洞
宗
管
長
代
理
日
置
黙
仙
○
華
厳
宗
管
長
代
理
筒
井
寛

聖
○
建
長
寺
派
管
長
代
理
柴
崎
雅
船
○
西
山
派
管
長
代
理
加
藤
観
海
○
時

宗
管
長
代
理
足
利
潅
柔
○
円
覚
寺
管
長
代
理
武
田
達
応
○
大
谷
派
委
員
一

柳
智
成
○
西
山
派
委
員
霊
群
諦
全
○
真
言
宗
委
員
小
川
光
義
○
天
台
宗
真

盛
派
委
員
加
藤
映
空
○
華
厳
宗
委
員
雲
井
春
海
○
曹
洞
宗
委
員
鈴
木
雄
峰

○
同
弘
津
説
三
○
天
台
宗
委
員
伊
達
亮
真
○
大
谷
派
委
員
白
尾
義
夫
○
真

言
律
宗
委
員
植
村
悟
竜
○
時
宗
委
員
河
野
良
心
○
真
言
宗
委
員
土
宜
法
竜

○
曹
洞
宗
委
員
平
野
大
仙
○
融
通
念
仏
宗
委
員
清
原
賢
静
○
法
相
宗
委
員
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千
早
正
朝
○
建
長
寺
派
委
員
糸
井
達
岩
○
真
言
宗
委
員
滝
見
常
○
天
台
宗

委
員
赤
松
円
麟
○
円
覚
寺
派
委
員
細
川
義
典
○
曹
洞
宗
派
員
有
沢
香
庵
○

西
山
派
委
員
小
松
竜
真
○
天
台
宗
委
員
木
村
観
順
○
大
谷
派
委
員
蕪
城
賢

順
○
大
谷
派
委
員
木
曽
琢
磨

●
村
田
大
菩
提
会
長　
　

は
、
本
月
十
九
日
、
出
雲
地
方
へ
教
用
を
帯
び
て

派
出
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
。

●
覚
王
殿
問
題　
　

は
、
前
項
議
事
摘
要
に
於
け
る
が
如
く
、
一
先
落
着
を

告
げ
た
る
筈
な
れ
ど
、
其
後
の
景
勢
益
々
穏
か
な
ら
ざ
る
の
報
あ
り
。
次
号

に
其
真
相
を
紹
介
せ
ん
。

大
菩
提
会
々
議
〔
明
治
35
年
11
月
10
日　

第
一
六
〇
号
〕

前
号
本
誌
が
齎
ら
し
た
る
議
事
摘
要
は
、
別
に
大
菩
提
会
と
関
係
な
き
も
の

に
て
、
本
月
五
日
を
期
し
、
更
に
大
菩
提
会
々
則
の
下
に
会
監
会
、
及
び
各

宗
派
会
合
せ
て
開
会
し
、
左
の
諸
件
を
議
決
せ
り
と
。

　

一
、
本
年
十
月
各
宗
派
会
議
に
於
て
決
定
し
た
る
大
菩
提
会
の
改
正
会
則

を
承
認
す
る
事
。

　

一
、
正
副
会
長
の
辞
任
を
認
容
し
、
更
に
改
選
の
上
三
日
間
内
に
新
旧
事

務
の
引
継
を
為
す
事
。

　

一
、
釈
尊
御
遺
形
は
、
十
一
月
十
五
日
名
古
屋
市
に
奉
遷
す
る
事
。

　

一
、
御
遺
形
奉
遷
に
関
す
る
諸
般
の
事
務
は
、
大
菩
提
会
新
役
員
に
於
て

担
任
す
る
事
。

　

一
、
大
菩
提
会
本
部
は
、
諸
般
の
事
務
を
整
頓
し
、
御
遺
形
奉
遷
と
共
に

名
古
屋
市
に
移
転
す
る
事
。

　

一
、
各
宗
派
に
於
て
門
末
一
般
に
、
本
年
十
一
月
十
五
日
付
を
以
て
、
大

菩
提
会
事
業
を
翼
賛
す
べ
き
旨
諭
達
を
発
す
る
事
。

　

一
、
御
遺
形
奉
送
迎
は
、
各
宗
派
管
長
以
下
各
宗
派
當
路
者
は
、
挙
て
之

に
従
事
す
る
事
。

而
し
て
是
等
を
議
決
の
上
、
直
に
会
長
村
田
寂
順
師
、
副
会
長
前
田
誠
節
師

は
、
何
れ
も
解
任
と
な
り
、
新
に
同
会
議
場
に
於
て
、
新
規
則
の
下
に
、
会

長
と
し
て
大
谷
光
演
師
、
副
会
長
と
し
て
日
置
黙
仙
師
を
推
戴
す
る
こ
と
ゝ

為
し
、
其
他
の
諸
役
員
は
、
不
日
各
宗
派
よ
り
推
選
す
る
こ
と
に
決
議
せ
り

と
。

●
宗
教
法
案
会
議　
　

同
会
議
が
開
か
る
ゝ
こ
と
は
、
度
々
報
道
せ
ら
る
ゝ

処
な
る
が
、
そ
は
本
月
五
日
妙
法
院
に
開
会
せ
ら
れ
た
る
会
監
会
に
因
み
、

閉
会
後
休
憩
室
に
於
て
協
議
会
を
開
き
、
之
を
以
て
法
案
に
関
す
る
宗
派
会

と
為
し
、
左
の
数
件
を
議
定
せ
し
よ
し
。

　

一
、
宗
教
法
制
定
に
関
し
政
府
と
交
渉
す
る
為
め
、
全
権
委
員
を
選
挙
す

る
事
。

　

二
、
委
員
は
現
今
制
定
の
宗
教
法
草
案
に
拠
り
交
渉
す
る
こ
と
。

　

三
、
宗
教
法
案
に
係
る
委
員
は
五
名
と
し
、
従
来
の
七
名
の
委
員
中
よ
り

申
合
せ
て
出
づ
る
こ
と
。

●
覚
王
殿
問
題
の
真
相　
　

同
問
題
に
関
し
て
は
、
予
て
本
誌
は
細
大
漏
ら

さ
ず
報
道
せ
し
こ
と
な
る
が
、
今
回
同
問
題
が
決
定
せ
し
後
、
尚
世
間
の
批

評
一
定
せ
ず
。
紛
擾
を
来
し
た
る
が
如
く
言
ひ
立
つ
る
は
、
全
く
誤
聞
に
誤

聞
を
重
ね
た
る
も
の
に
し
て
、
同
問
題
は
今
回
、
即
ち
本
月
五
日
会
監
会
、

及
各
宗
派
会
の
模
様
に
依
れ
ば
、
先
に
建
仁
寺
会
議
に
於
て
決
定
せ
し
名
古
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屋
建
設
と
は
、
一
の
局
外
者
が
決
定
せ
し
様
の
も
の
に
て
、
従
て
大
菩
提
会

に
は
関
係
な
く
、
弥
々
の
決
定
は
、
本
月
五
日
の
同
会
議
を
以
て
決
了
せ
し

も
の
な
り
と
。

暹
羅
政
府
日
本
人
を
聘
す
〔
明
治
35
年
11
月
10
日　

第
一
六
〇
号
〕

暹
羅
政
府
は
、
法
制
顧
問
と
し
て
、
我
国
の
法
学
者
中
よ
り
一
名
招
聘
す
る

事
に
決
し
、
稲
垣
公
使
の
手
を
経
て
招
聘
方
を
我
国
へ
照
会
し
来
り
。
政
府

は
、
京
都
及
東
京
大
学
法
学
教
授
中
に
就
き
、
交
渉
す
る
処
あ
り
し
も
、

種
々
の
事
情
あ
り
て
決
定
せ
ざ
り
し
処
、
右
は
愈
々
大
阪
控
訴
院
勅
任
検

事
、
香
阪
駒
太
郎
氏
其
聘
に
応
ず
る
事
と
な
り
、
年
俸
は
六
千
円
に
略
決
定

し
た
る
由
。

公
報
〔
明
治
35
年
11
月
25
日　

第
一
六
一
号
〕

告
示　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
一
般
寺
院

覚
王
殿
建
設
地
ハ
、
這
回
尾
張
国
名
古
屋
市
ト
決
定
シ
、　

釈
尊
御
遺
形

ハ
、
本
月
十
五
日
ヲ
以
テ
、
同
市
万
松
寺
内
仮
奉
安
所
ヘ
御
遷
座
相
成
タ

リ
。
日
本
大
菩
提
会
本
部
ハ
、
不
日
覚
王
殿
ノ
建
築
ニ
着
手
セ
ラ
ル
ヘ
ク
ニ

付
、
去
ル
三
十
三
年
七
月
告
示
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
、
緇
素
一
般
各
其
分
ニ
応

シ
、
此
際
奮
テ
報
恩
謝
徳
ノ
誠
衷
ヲ
表
ス
ヘ
シ
。

　
　

明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派　

教　

務　

本　

所

前
田
議
事
〔
明
治
35
年
11
月
25
日　

第
一
六
一
号
〕

同
議
事
は
、
明
治
三
十
三
年
、
我
国
仏
教
者
が
釈
尊
御
遺
形
を
暹
羅
国
よ
り

奉
迎
の
砌
り
、
奉
迎
使
と
な
り
て
渡
暹
せ
ら
れ
、
其
後
京
都
に
日
本
大
菩
提

会
の
発
会
あ
る
や
、
同
会
副
会
長
と
な
ら
れ
、
一
意
専
心
に
、
朝
は
本
派
教

務
本
所
の
事
務
を
統
覧
し
、
午
後
は
大
菩
提
会
に
於
て
其
責
を
尽
し
、
此
二

年
間
は
非
常
の
斡
旋
な
り
し
が
、
其
功
空
し
か
ら
ず
。
去
る
五
日
大
菩
提
会

の
会
監
、
及
各
宗
派
会
の
決
議
に
依
り
、
世
上
を
騒
が
せ
し
覚
王
殿
問
題
も

一
先
落
着
し
、
従
て
大
菩
提
会
も
移
転
せ
し
を
以
て
、
同
日
会
議
に
辞
職
の

承
認
を
求
め
ら
れ
、
去
る
十
日
よ
り
十
四
日
迄
事
務
引
続
を
為
し
、
十
五
日

御
遺
形
を
名
古
屋
へ
奉
送
の
後
は
、
従
来
の
関
係
絶
え
た
り
と
。
而
し
て
猶

ほ
、
宗
教
法
案
の
件
は
、
制
定
に
成
る
迄
関
係
あ
り
て
、
今
回
は
改
め
て
、

各
宗
派
の
全
権
を
委
任
せ
ら
れ
た
る
も
の
ゝ
由
。

感
謝
状
〔
明
治
35
年
11
月
25
日　

第
一
六
一
号
〕

今
回
、
前
田
誠
節
大
菩
提
会
副
会
長
辞
任
に
対
し
、
彼
会
監
会
及
各
宗
派
会

議
長
、
華
園
沢
称
師
の
名
義
を
以
て
、
左
の
感
謝
状
到
着
せ
り
と
。

　
　
　
　
　
　

感　
　

謝　
　

状

　
　

明
治
三
十
四
年
二
月
、
仏
教
各
宗
派
ハ
、
特
ニ
座
下
ヲ
選
ン
デ
、
日
本

大
菩
提
会
副
会
長
ト
ナ
シ
、
爾
来
星
霜
ヲ
経
ル
ノ
間
、
張
弛
其
宜
シ
キ

ヲ
制
シ
、
会
務
日
ヲ
逐
フ
テ
進
運
ノ
域
ニ
向
ヒ
シ
コ
ト
、
是
レ
偏
ヘ
ニ

座
下
苦
心
惨
憺
ノ
結
果
ニ
外
ナ
ラ
ス
ト
信
ス
。
今
回
辞
任
ヲ
請
ハ
ル
、

蓋
シ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
。
依
テ
沢
称
同
盟
各
宗
派
ヲ
代
表
シ
、
敢
テ

其
功
労
ヲ
感
謝
ス
。
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日
本
大
菩
提
会
々
監
会
及
各
宗
派
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議　

長　
　

華　

園　

沢　

称

　
　
　
　

前　

田　

誠　

節　

殿

而
し
て
、
同
師
は
左
の
礼
状
を
送
ら
れ
た
る
由
。

　

謹
啓

　

各
宗
派
は
、
爰
に
猊
下
に
依
り
、
御
鄭
重
な
る
感
謝
書
を
賜
り
、
欽
で
領

掌
致
候
。
不
肖
副
会
長
當
任
中
何
等
の
功
績
な
く
、
始
終
各
会
監
方
の
尊

慮
相
煩
は
し
申
上
候
段
、
慚
愧
至
極
に
存
候
。
此
旨
宜
し
く
御
披
露
願
上

候
、
恐
頓
首
。

　
　

明
治
三
十
五
年
十
一
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

誠　

節

　
　
　
　

会
監
会
及
各
宗
派
会
議
長
華
園
沢
称
殿

御
遺
形
奉
遷
〔
明
治
35
年
11
月
25
日　

第
一
六
一
号
〕

予
て
本
誌
既
報
の
如
く
、
御
遺
形
問
題
は
、
本
月
五
日
の
会
監
会
及
各
宗
派

会
を
以
て
一
段
落
を
告
げ
、
議
決
の
如
く
去
る
十
四
日
御
奉
遷
法
要
を
修

し
、
同
十
五
日
午
前
六
時
三
十
分
、
妙
法
院
の
唐
門
を
出
で
、
七
条
通
を
建

仁
寺
町
に
五
条
へ
巡
り
、
烏
丸
通
を
経
て
七
条
停
車
場
に
出
で
た
御
遺
形
宝

輿
は
、
特
に
名
古
屋
よ
り
来
り
た
る
三
十
余
名
の
輿
丁
奉
舁
し
、
参
列
僧
侶

は
其
宗
派
の
正
服
、
俗
人
は
羽
織
袴
又
は
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー
ト
に
て
徒
歩
。
扈

従
せ
し
も
の
無
慮
五
百
名
に
て
、
行
列
は
奉
迎
當
時
に
異
な
る
こ
と
な
軈

て
、
七
条
駅
に
着
す
る
や
、
用
意
の
特
別
仕
立
臨
時
列
車
に
其
侭
奉
戴
し

て
、
管
長
若
く
は
管
長
代
理
は
、
一
等
列
車
に
大
菩
提
会
部
長
、
及
び
諸
役

員
は
二
等
に
、
他
は
三
等
に
分
乗
し
て
、
予
定
の
如
く
八
時
四
十
分
名
古
屋

に
向
ひ
た
る
が
、
発
車
前
数
十
発
の
煙
花
を
打
揚
げ
、
拝
観
人
非
常
に
多
く

雑
踏
を
極
め
た
る
が
、
午
後
一
時
半
、
名
古
屋
駅
御
安
着
の
節
は
、
駅
前
の

仮
小
屋
に
少
憩
の
上
、
同
二
時
二
十
分
、
行
列
美
々
し
く
休
憩
所
を
出
で
、

順
路
に
依
り
て
、
同
四
時
過
ぎ
奉
安
殿
な
る
裏
門
前
町
万
松
寺
に
到
着
し
、

輿
の
侭
本
堂
正
面
に
安
置
し
、
会
長
大
谷
光
演
師
大
導
師
と
な
り
、
各
宗
派

順
次
焼
香
を
為
し
た
る
が
、
京
都
よ
り
は
日
置
副
会
長
、
村
田
前
会
長
、
津

田
奉
送
委
員
長
、
各
宗
派
管
長
代
理
、
各
宗
委
員
、
大
菩
提
会
役
員
、
各
宗

派
重
役
、
及
び
奉
迎
の
た
め
上
京
し
た
る
吉
田
奉
迎
委
員
長
以
下
、
僧
侶
、

町
村
官
吏
等
、
約
三
百
名
輿
を
保
護
し
て
来
名
、
ま
た
名
古
屋
駅
に
は
、
暹

羅
公
使
、
大
谷
奉
迎
正
使
、
各
宗
僧
侶
、
町
村
会
議
員
、
及
び
仏
教
団
体
約

三
万
五
千
余
名
奉
迎
し
、
道
路
両
側
に
は
、
立
錐
の
余
地
な
き
ま
で
に
拝
観

者
群
集
し
、
未
曽
有
の
雑
踏
を
極
め
た
り
し
と
。

●
暹
羅
布
教
の
建
議　
　

去
る
六
日
、
洛
東
妙
法
院
に
於
て
開
会
せ
し
、
大

菩
提
会
監
会
各
宗
派
会
へ
、
村
田
寂
順
師
よ
り
こ
れ
を
提
出
せ
し
由
な
る

が
、
該
建
議
書
の
全
文
は
、
左
の
如
し
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　

建　
　
　
　

議

　

明
治
三
十
三
年
六
月
、
世
界
唯
一
独
立
仏
教
国

　

大
暹
羅
王
陛
下
、
至
仁
博
愛
の
聖
旨
に
依
り
、
億
載
難
遭
な
る
釈
迦
大
覚

王
尊
の
御
遺
形
を
、
我
邦
仏
教
徒
一
般
に
頒
貽
し
給
ひ
て
、
南
北
仏
教
の

一
致
を
図
り
、
二
十
世
紀
文
化
上
に
一
大
光
明
を
発
揮
す
べ
き
、
有
形
無

形
に
広
大
円
満
の
仁
恵
を
蒙
れ
り
。
斯
る
宏
洪
な
る
恩
波
に
浴
し
た
る
、

大
日
本
国
四
千
万
の
緇
素
、
何
等
の
事
を
以
て
、
海
嶽
の
優
恩
に
報
い
奉
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る
可
き
か
を
慮
り
、
賜
苴
に
安
ん
ず
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。
右
に
附
て

は
、
御
遺
形
奉
迎
の
後
、
再
び
各
宗
派
を
代
表
し
て
使
節
を
派
遣
し
、
暹

王
陛
下
并
に
皇
后
陛
下
の
恩
風
に
対
し
、
土
物
を
貢
し
、
謝
敬
を
陳
べ
奉

る
可
き
を
も
之
を
延
緩
し
、
幸
に
仏
教
図
書
館
御
建
設
に
付
、
稲
垣
公
使

の
勧
奨
に
由
り
、
各
宗
派
所
依
の
経
論
書
籍
を
貢
献
せ
し
宗
派
の
多
に
至

り
し
も
、
之
を
以
て
未
だ
報
効
の
誼
に
當
つ
る
に
足
ら
ざ
る
は
、
慚
愧
の

至
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
熟
々
惟
る
に
、
暹
羅
国
は
王
公
貴
族
を
始
め
信
徒

の
純
厚
な
る
、
必
ず
先
づ
授
戒
伝
道
す
る
の
後
ち
、
始
て
王
位
又
は
大
臣

の
位
に
就
か
せ
ら
る
ゝ
の
制
規
に
し
て
、
崇
道
信
教
に
至
誠
な
る
は
、
印

度
支
那
日
本
現
今
宗
教
界
の
比
に
非
ざ
る
は
、
霄
壌
も
啻
な
ら
ず
と
雖

も
、
憾
ら
く
は
所
弘
の
教
典
、
純
ら
小
乗
教
に
し
て
、
未
だ
大
乗
教
の
芽

苗
無
き
は
、
抱
慊
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。
是
則
、
同
一
仏
教
者
と
し
て
、

之
を
膜
外
に
し
、
顧
み
ざ
る
に
忍
び
ざ
る
や
。
尚
し
、
今
や
恩
充
ち
報
屈

す
る
に
當
り
、
我
国
各
宗
派
中
よ
り
、
学
識
に
富
る
英
語
を
能
く
す
る
者

二
三
名
を
選
抜
、
渡
暹
せ
し
め
、
新
た
に
大
乗
仏
教
の
種
因
を
植
芸
し
、

仏
出
世
の
本
懐
を
、
三
千
載
の
今
に
暹
羅
国
に
扶
宣
し
、
一
乗
の
法
雨
を

以
て
、
普
く
三
草
二
木
に
潤
沢
せ
し
む
る
を
得
ば
、
事
簡
に
し
て
功
績
の

理
外
に
多
か
ら
ん
こ
と
は
、
識
者
の
議
を
待
ざ
る
べ
し
。
幸
に
、
不
日
暹

羅
国

　

皇
太
子
殿
下
、
我
国
観
光
の
為
め
、
来
啓
せ
ら
る
ゝ
を
聞
く
。
冀
く
は
各

宗
派
を
代
表
し
、
謁
を
乞
て
丹
衷
を
上
禀
し
、
親
し
く
令
旨
を
捧
げ
、
従

前
暹
延
に
属
せ
る
、
大
日
本
仏
教
者
全
体
の
感
恩
謝
敬
を
表
彰
す
る
の
端

緒
を
発
か
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
歇
ず
。
虔
で
各
宗
派
管
長
御
座
下
に
涜

告
し
、
大
議
の
明
裁
を
乞
ふ
。

暹
羅
国
皇
太
子
御
来
朝
期
〔
明
治
35
年
11
月
25
日　

第
一
六
一
号
〕

暹
羅
国
皇
太
子
ヴ
ア
ジ
ラ
ヴ
タ
殿
下
に
は
、
愈
十
二
月
一
日
晩
、
香
坡
出
帆

の
「
エ
ム
プ
レ
ス
、
オ
ヴ
、
ジ
ア
パ
ン
」
号
に
て
、
十
三
日
御
来
朝
の
予
定

な
り
と
。

暹
羅
皇
太
子
殿
下
御
来
遊
〔
明
治
36
年
１
月
10
日　

第
一
六
四
号
〕

予
報
頻
り
な
り
し
同
殿
下
に
は
、
去
る
十
二
月
十
六
日
、
横
浜
に
御
着
、
直

に
東
京
芝
離
宮
に
入
ら
せ
ら
れ
、
爾
後
同
地
方
の
名
所
古
墳
を
御
遊
覧
後
、

卅
日
に
至
り
名
古
屋
に
御
成
り
の
上
、
御
遺
形
に
御
参
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
同

じ
く
名
古
屋
離
宮
等
御
観
覧
を
終
ら
せ
ら
れ
、
本
月
一
日
、
神
戸
碇
泊
の
同

国
軍
艦
、
エ
ン
プ
レ
ス
、
オ
フ
、
チ
ヤ
イ
ナ
号
に
御
帰
艦
、
改
め
て
本
月
二

日
御
来
京
、
京
都
ホ
テ
ル
に
入
ら
せ
ら
れ
、
日
々
當
地
の
名
刹
等
を
御
遊
覧

の
都
合
に
て
、
五
日
頃
に
は
妙
法
院
に
於
て
、
各
宗
門
跡
管
長
等
へ
拝
謁
あ

ら
せ
ら
る
ゝ
筈
な
り
き
。
因
に
殿
下
御
性
行
等
を
承
る
に
、
殿
下
御
名
を
マ

ハ
、
ヴ
ジ
ヤ
リ
ヴ
ー
ド
親
王
と
申
し
、
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
の
第
二
子
な
り
。

千
八
百
八
十
一
年
一
月
一
日
の
御
生
誕
に
し
て
、
本
月
は
即
ち
満
二
十
二
歳

に
成
ら
せ
ら
る
御
兄
君
の
薨
去
に
因
り
、
千
八
百
九
十
五
年
一
月
十
六
日
、

皇
太
子
宣
下
あ
り
き
。
其
前
年
よ
り
英
国
に
留
学
せ
ら
れ
、
初
は
教
師
を
聘

し
て
私
修
し
給
ひ
し
が
、
後
サ
ン
ダ
ー
ス
ト
、
カ
レ
ツ
ジ
に
入
学
せ
ら
れ
、

尋
で
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
に
進
ま
せ
ら
れ
ぬ
。
其
の
サ
ン
ダ
ー
ス
ト
、

カ
レ
ツ
ジ
に
在
し
ゝ
時
、
恰
も
南
亜
戦
争
破
裂
に
際
せ
し
か
ば
、
特
に
兵
学
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を
修
め
た
ま
ひ
し
が
、
其
成
績
良
好
に
し
て
、
今
現
に
陸
軍
中
尉
の
官
を
帯

び
さ
せ
ら
る
。
又
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
に
在
り
て
は
、
好
ん
で
歴
史
を

学
び
た
ま
ひ
、『
波
蘭
王
位
継
承
戦
史
』
の
御
著
述
あ
り
。
倫
敦
フ
ヰ
ツ

シ
ャ
ー
、
ア
ン
ウ
ヰ
ン
会
社
よ
り
発
兌
し
て
、
世
に
行
は
る
同
書
の
内
容

は
、
千
七
百
三
十
三
年
、
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
二
世
死
し
て
波
蘭
王
選
挙
の
事
、

ダ
ン
チ
ツ
ヒ
攻
囲
、
西
班
牙
の
志
々
里
王
国
征
服
、
莱
因
戦
争
等
の
数
章
に

分
ち
、
一
小
冊
な
り
と
雖
も
、
十
八
世
紀
の
欧
洲
史
を
研
究
す
る
に
好
箇
の

参
考
書
な
り
と
の
評
あ
り
。
殿
下
の
風
丰
は
、
眉
目
清
秀
に
し
て
、
体
躯
能

く
均
斉
し
、
英
語
を
操
る
頗
る
巧
に
し
て
、
毫
も
外
観
を
衒
は
せ
ら
れ
ざ
る

も
、
品
位
自
ら
高
尚
に
渡
ら
せ
ら
る
ゝ
と
ぞ
。

御
答
辞
と
村
田
門
跡
の
上
表
文
〔
明
治
36
年
１
月
25
日　

第
一
六
五
号
〕

本
月
三
日
、
暹
羅
国
皇
太
子
殿
下
御
来
京
、
妙
法
院
な
る
御
遺
形
旧
奉
安
殿

御
成
の
節
、
各
宗
管
長
の
法
要
式
後
、
村
田
門
跡
の
上
表
文
に
対
せ
ら
れ
、

同
殿
下
に
は
、
左
の
御
答
辞
を
賜
り
た
り
と
。

　

今
日
は
懇
請
に
由
て
、
此
の
盛
な
る
式
に
臨
み
、
日
本
仏
教
各
宗
高
徳
に

面
会
し
、
殊
に
前
の
大
菩
提
会
長
よ
り
、
我
国
が
仏
骨
を
寄
贈
し
た
る
こ

と
を
謝
し
、
貴
重
な
る
仏
像
を
贈
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
深
く
感
謝
す
る
所

な
り
。
帰
国
の
上
、
父
王
陛
下
へ
委
く
言
ひ
た
れ
ば
、
い
か
ば
か
り
満
悦

せ
ら
る
べ
し
と
存
ず
る
な
り
。
冀
く
は
、
同
一
宗
教
な
る
日
暹
両
国
の
親

交
を
厚
く
し
、
別
し
て
宗
教
者
は
互
に
来
往
し
て
、
教
を
弘
め
ら
れ
ん
こ

と
を
云
々
。

而
し
て
、
村
田
門
跡
の
上
表
文
を
聞
く
に
、
左
の
如
し
。

　

恭
惟

　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
叡
聖
文
武
明
徳
渕
穆
篤
敬
㍼三
宝
㍽大
重
㍼仏
法
㍽親
愛

之
弘
延
及
㍼大
日
本
国
㍽忝
㍾分
㍼賜
印
度
発
掘

　

釈
尊
霊
骨
及
相
伝
釈
尊
金
像
於
我
国
仏
教
徒
㍽

　

皇
后
陛
下
寄
㍼賜
貝
葉
聖
教
及
親
製
金
玉
織
成
錦
袱
㍽我
国
各
宗
相
共
専
使

奉
迎
仮
奉
㍼安
於
我
平
安
妙
法
院
門
跡
宸
殿
㍽設
㍼日
本
大
菩
提
会
㍽将
∮建
㍼

営
覚
王
殿
㍽安
㍼置
霊
骨
㍽益
宣
㍼仏
徳
㍽輝
∫慧
日
㊧而
各
宗
会
議
之
所
㍾決

定
㍼地
於
愛
知
県
㍽遂
奉
㍼遷
霊
骨
金
像
及
附
属
賜
品
㍽畢
寂
順
心
事
仏
知
天

知
今
復
何
言
因
模
㍼鋳
其
金
像
㍽奉
㍼安
吾
宸
殿
㍽永
以
為
㍼紀
念
㍽夙
夜
奉
事

且
欲
∮衆
人
瞻
礼
弥
広
∫結
縁
㊧也
区
々
之
事
以
汚
㍼　

聖
徳
㍽者
欲
∮窃

　

陛
下
聡
慧
照
∫知
此
事
㊧也
今
也

　

大
暹
羅
国
皇
太
子
殿
下
東
邦
巡
遊
幸
辱
㍾咫
尺　

恩
顔
欣
喜
何
勝
益
祈
㍼両

国
交
親
仏
法
弘
通　

大
聖
恩
徳
無
∑窮
也
別
幅
普
賢
延
命
尊
者
是
我
門
跡

之
先
世
尭
恕
親
王
之
所
㍾画
也
夫
吾
門
跡
者
日
本
天
台
之
名
刹
伝
教
大
師

之
所
㍾創

　

後
白
河
法
皇
実
為
㍼中
興
祖
㍽故
号
曰
㍼門
跡
㍽世
々
皇
族
為
㍼法
親
王
㍽以

住
㍾之
至
㍼明
治
維
新
㍽焉
尭
恕
法
親
王
者

　

後
水
尾
天
皇
第
八
皇
子
夙
入
㍼台
門
㍽実
為
㍼　

天
台
座
主
妙
法
院
宮
第
三

十
五
世
門
主
㍽修
㍼業
於
叡
磯
㍽二
十
余
年
学
徳
双
高
興
㍼隆
寺
門
㍽著
述
等

身
事
詳
㍼于
行
業
記
㍽　

我
宗
祖
伝
教
大
師
開
㍼創
比
叡
山
㍽為
㍼王
城
鎮
護
㍽

従
㍾是　

歴
朝
崇
信
尤
厚
恒
例
勅
㍼本
院
法
親
王
㍽修
㍼普
賢
延
命
大
法
㍽以

祈
㍼　

玉
体
安
穏
宝
祚
延
長
㍽　

此
画
像
乃
為
㍼勅
願
修
印
㍽所
㍾　

画
也
因

今
新
加
㍼装
裱
㍽奉
㍾献
以
祝
∮祷
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大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下

　

皇
后
陛
下

　

皇
太
子
殿
下
福
徳
円
満
寿
宝
万
歳
㊧一
以
奉
㍾謝
㍼　

聖
恩
万
分
一
㍽以
為
㍼　

南
北
仏
教
交
通
之
端
㍽是
非
㍼独
寂
順
之
志
㍽　

宝
所
以
㍾表
㍼我
国
仏
教
徒

之
衷
情
㍽也
冒
㍼涜
尊
厳
㍽無
㍾任
㍼屏
営
之
至
㍽

　
　
　

大
日
本
帝
国
明
治
三
十
六
年
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　

釈
尊
御
遺
形
奉
迎
事
務
総
理
兼
日
本
大
菩
提
会
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
天
台
座
主
妙
法
院
門
跡
大
僧
正
村
田
寂
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
惶
誠
恐
稽
首
和
南

日
本
大
菩
提
会
の
規
則
〔
明
治
36
年
１
月
25
日　

第
一
六
五
号
〕

日
本
大
菩
提
会
の
規
則
は
、
客
年
八
月
各
宗
派
大
会
に
於
て
改
正
し
、
聨
合

制
度
を
用
ゐ
ら
れ
し
が
、
其
後
実
際
不
便
を
感
ず
る
而
已
な
ら
ず
、
実
用
為

し
難
き
事
項
些
な
か
ら
ず
。
又
々
今
般
是
れ
が
改
正
を
為
し
、
各
宗
派
に
移

牒
し
て
、
賛
同
を
請
求
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
本
派
教
務
本
所
に
て
も
、
別
に

非
難
す
る
点
な
け
れ
ば
、
同
意
を
表
せ
ら
れ
し
と
ぞ
。
其
改
正
案
な
る
も
の

左
の
如
し
。

　
　
　
　

日
本
大
菩
提
会
改
正
会
則
草
案

　
　
　
　
　
　

第
一
章　
　

位
置

第
一
条　

本
会
は
日
本
大
菩
提
会
と
称
し
、
本
部
を
名
古
屋
、
支
部
を
各
府

県
に
置
く
。

　
　
　
　
　
　

第
二
章　
　

目
的

第
二
条　

本
会
は
釈
尊
の
遺
形
を
奉
安
護
持
し
、
其
聖
徳
を
顕
揚
し
、
国
民

の
道
義
を
涵
養
す
る
を
以
て
目
的
と
す
。

　
　
　
　
　
　

第
三
章　
　

事
業

第
三
条　

本
会
の
目
的
を
達
せ
ん
が
為
め
、
左
に
列
記
す
る
事
項
を
遂
行
す

る
も
の
と
す
。

　
　

一
覚
王
殿
を
建
築
す
る
事
。

　
　

一
教
育
及
慈
善
事
業
を
起
す
事
。

第
四
条　

前
条
に
列
記
す
る
各
種
の
事
項
中
、
覚
王
殿
建
築
を
第
一
着
手
と

し
、
其
他
は
資
金
増
加
に
随
ひ
、
順
次
に
施
設
す
る
も
の
と
す
。

　

施
設
に
関
す
る
方
法
は
、
別
に
之
れ
を
定
む
。

　
　
　
　
　
　

第
四
章　
　

会
員

第
五
条　

会
員
を
分
ち
、
左
の
七
種
と
す

　

一　

名
誉
顧
問

　

名
誉
顧
問
は
、
会
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
一
千
円
以
上
を
醵
出
し
た

る
者
。

　

一　

特
別
名
誉
会
員

　

特
別
名
誉
会
員
は
、
会
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
五
百
円
以
上
を
醵
出

し
た
る
者
。

　

一　

名
誉
会
員

　

名
誉
会
員
は
、
部
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
一
百
円
以
上
を
醵
出
し
た

る
者
。

　

一　

准
名
誉
会
員

　

准
名
誉
会
員
は
、
部
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
五
十
円
以
上
を
醵
出
し

た
る
者
。
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一　

特
別
会
員

　

特
別
会
員
は
、
理
事
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
十
円
以
上
を
醵
出
し
た
る

者
。

　

一　

准
特
別
会
員

　

准
特
別
会
員
は
、
理
事
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
五
円
以
上
を
醵
出
し
た

る
者
。

　

一　

正
会
員

　

正
会
員
は
、
金
一
円
以
上
を
醵
出
し
た
る
者
。

　

会
員
待
遇
規
定
は
、
別
に
之
れ
を
定
む
。

第
六
条　

会
員
に
は
其
名
称
の
区
別
に
随
ひ
、
別
に
定
む
る
処
の
證
票
、
及

徽
章
等
を
交
附
す
。

　
　
　
　
　
　

第
五
章　
　

職
制

第
七
条　

本
会
に
左
の
職
制
を
置
く
。

　

一　

会
長　
　
　
　

一
人
。

　

会
長
は
会
務
を
統
理
し
、
其
責
に
任
ず
。

　

一　

副
会
長　
　
　

一
人
。

　

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
時
は
、
会
長
の
任
務
を
行

ふ
。

　

一　

顧
問
。

　

顧
問
は
顧
問
中
に
僧
侶
二
名
の
常
任
を
置
き
、
会
長
及
副
会
長
の
質
問
に

応
じ
、
会
務
全
般
を
協
定
す
。

　

一　

部
長　
　
　
　

四
人
。

　

部
長
は
会
長
に
禀
し
、
部
務
を
処
理
す
。

　

一　

次
長
。

　

次
長
は
部
長
を
補
佐
し
、
部
長
事
故
あ
る
時
は
、
部
長
の
部
務
を
行
ふ
。

　

一　

理
事
。

　

理
事
は
部
長
の
指
揮
に
依
り
、
各
部
の
事
務
を
分
掌
す
。

　

一　

理
事
補
。

　

理
事
補
は
理
事
を
補
佐
し
、
理
事
の
事
故
あ
る
時
は
、
理
事
の
事
務
を
行

ふ
。

　

一　

書
記
。

　

書
記
は
上
長
の
指
揮
を
承
け
、
事
務
に
従
事
す
。

第
八
条　

職
員
の
任
選
は
、
左
の
例
に
依
る
。

　

一
会
長
は
各
宗
派
管
長
、
又
は
門
跡
、
及
本
山
住
職
中
に
就
き
、
各
宗
派

会
に
於
て
之
を
推
薦
す
。

　

一
副
会
長
は
各
宗
派
寺
院
住
職
中
に
就
き
、
各
宗
派
会
に
於
て
之
れ
を
選

定
す
。

　

一
顧
問
、
常
任
顧
問
、
及
び
部
長
、
并
に
次
長
は
、
会
長
之
れ
を
任
免

す
。

　

一
理
事
、
及
び
理
事
補
は
、
会
長
に
要
し
、
部
長
之
れ
を
任
免
す
。

　

一
書
記
の
任
免
は
、
部
長
之
れ
を
専
行
し
、
会
長
に
届
出
づ
る
の
み
と

す
。

第
九
条　

各
部
長
以
上
は
上
局
員
と
す
。

第
十
条　

職
員
の
任
期
を
二
ケ
年
と
す
。

　
　

但
し
再
任
を
妨
げ
ず
。

第
十
一
条　

本
会
の
事
務
を
分
ち
、
左
の
四
部
と
し
、
其
職
務
章
程
は
、
別
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に
之
れ
を
定
む
。

　

一
奉
仕
部　

一
勧
奨
部　

一
建
築
部　

一
会
計
。

　
　
　
　
　
　

第
六
章　
　

会
議

第
十
二
条　

本
会
々
議
を
分
ち
、
左
の
三
種
と
す
。

　

一
、
各
宗
派
会　

二
、
顧
問
会　

三
、
上
局
会
。

　
　

但
し
会
議
に
関
す
る
細
則
は
、
会
長
之
を
定
む
。

第
十
三
条　

各
宗
派
会
は
、
各
宗
派
管
長
及
び
提
出
の
委
員
を
以
て
、
之
れ

を
組
織
す
。

第
十
四
条　

顧
問
会
は
、
僧
侶
顧
問
を
以
て
組
織
す
。

第
十
五
条　

上
局
会
は
、
上
局
員
を
以
て
組
織
す
。

　
　
　
　
　
　

第
七
章

第
十
六
条　

本
会
に
特
派
講
師
、
特
派
使
補
、
及
び
派
出
員
を
置
く
。

　
　
　
　
　
　

第
八
章　
　

賞
罰

第
十
七
条　

本
会
役
員
及
び
会
員
に
し
て
、
本
会
々
務
上
功
労
あ
る
も
の

は
、
別
に
定
む
る
処
の
規
定
に
依
り
、
賞
与
す
る
も
の
と
す
。

第
十
八
条　

本
会
役
員
に
し
て
、
敗
徳
汚
倫
の
行
為
あ
り
と
認
む
る
者
は
、

別
に
定
む
る
処
の
規
定
に
依
り
処
罰
す
。

　
　

但
し
処
罰
軽
重
に
依
り
、
其
宗
派
へ
届
出
、
其
派
に
於
て
相
當
の
処
分

せ
ら
る
ゝ
事
を
交
渉
す
。

第
十
九
条　

本
会
会
員
の
体
面
を
汚
す
も
の
は
、
考
査
の
上
相
當
の
手
続
を

な
す
。

大
菩
提
会
の
前
途
如
何
〔
明
治
36
年
３
月
10
日　

第
一
六
八
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潮　
　

岬　
　

子

暹
羅
皇
帝
陛
下
の
分
賜
し
玉
へ
る
仏
骨
は
、
莫
大
の
金
を
費
し
、
非
常
な
る

大
騒
擾
を
な
し
て
之
れ
を
む
か
へ
た
り
、
而
し
て
こ
れ
と
同
時
に
日
本
大
菩

提
会
は
成
れ
り
、
大
菩
提
会
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
釈
尊
の
御
遺
形
を

奉
安
護
持
し
、
其
聖
徳
を
顕
揚
し
、
国
民
の
道
義
を
涵
養
す
る
に
あ
り
。
成

る
程
其
目
的
や
善
し
、
其
宣
言
や
美
な
ら
ず
と
せ
ず
、
然
れ
ど
も
組
織
せ
ら

れ
て
よ
り
茲
に
四
年
間
、
一
日
と
し
て
苦
情
の
絶
え
た
る
こ
と
な
く
、
半
月

と
し
て
ゴ
テ
つ
か
ざ
る
こ
と
な
く
、
幾
度
か
組
織
を
改
め
幾
度
か
会
則
を
更

へ
、
東
に
流
れ
西
に
流
れ
、
南
に
漂
ひ
北
に
漂
ひ
、
聖
徳
を
顕
揚
す
る
て
ふ

目
的
は
、
い
つ
し
か
雲
の
中
に
跡
を
潜
め
、
却
て
様
々
な
る
醜
き
仕
事
の
為

に
、
世
尊
の
聖
徳
を
煩
は
し
、
国
民
の
道
義
を
涵
養
す
る
こ
と
は
、
夢
に
も

見
る
能
は
ず
し
て
、
却
て
社
会
に
向
て
仏
教
界
道
義
の
衰
頽
を
表
白
し
、
債

鬼
の
追
ひ
ま
は
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
世
人
の
嘲
弄
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
七

顛
八
倒
の
苦
み
を
な
し
た
り
し
が
、
去
る
年
建
仁
寺
に
於
け
る
最
と
賑
は
し

き
管
長
会
議
に
於
て
、
久
し
く
東
西
の
引
張
凧
と
な
り
居
り
し
御
遺
形
を

ば
、
名
古
屋
に
奉
安
す
る
こ
と
に
決
議
し
た
る
を
以
て
、
御
遺
形
は
移
さ
れ

て
名
古
屋
の
地
に
到
り
、
大
菩
提
会
役
員
も
一
大
更
迭
を
な
し
て
、
こ
ゝ
に

大
菩
提
会
の
一
段
落
を
告
げ
た
り
、
過
去
に
於
け
る
菩
提
会
の
行
路
は
、
実

に
困
難
を
極
め
た
り
き
、
知
ら
ず
将
来
に
於
け
る
大
菩
提
会
は
、
果
し
て
如

何
な
る
運
命
を
享
受
す
べ
き
か
。

大
菩
提
会
の
目
的
や
美
な
り
、
其
事
業
や
大
な
り
、
然
れ
ど
も
こ
れ
を
成
功

せ
し
む
る
は
実
に
非
常
の
困
難
な
り
、
非
常
の
大
決
心
大
勇
猛
大
精
進
を
以
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て
こ
れ
に
臨
ま
ず
む
ば
、
成
功
や
恐
く
は
六
ケ
敷
か
ら
む
、
借
問
す
大
菩
提

会
の
役
員
諸
師
、
并
に
各
宗
派
の
諸
大
徳
は
、
こ
れ
に
対
し
て
如
何
な
る
経

綸
か
あ
る
。
吾
人
は
断
じ
て
曰
ふ
今
日
の
ま
ゝ
に
て
は
迚
も
成
功
せ
し
む
る

能
ふ
ま
じ
と
、
然
ら
ば
如
何
に
せ
ば
可
な
ら
む
か
、
少
し
く
こ
れ
を
論
ぜ

む
。

何
事
を
な
す
に
も
金
は
第
一
の
要
素
な
り
。
如
何
な
る
敏
腕
家
に
て
も
、
金

の
後
援
を
借
ら
ず
し
て
成
功
せ
し
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
。
如
何
な
る
智
者
も

金
な
く
し
て
は
其
術
を
施
し
難
し
。
而
し
て
金
は
斯
の
如
く
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
な
る
に
又
何
者
よ
り
も
最
も
多
く
消
え
や
す
き
も
の
な
り
。
ゴ

ソ
と
し
て
も
数
拾
円
の
金
は
已
に
消
え
、
ガ
サ
と
し
て
も
数
百
円
の
金
は
忽

ち
に
費
ゆ
。
大
菩
提
会
が
講
師
と
名
づ
け
特
派
講
師
と
名
づ
け
、
各
地
方
に

向
て
派
出
せ
し
め
つ
ゝ
あ
る
、
会
員
募
集
員
の
要
す
る
費
用
は
実
に
莫
大
な

る
も
の
な
り
。
会
員
よ
り
醵
集
し
た
る
多
く
の
金
は
悉
く
こ
れ
に
投
じ
て
尚

ほ
足
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
不
足
は
遂
に
負
債
を
生
ず
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に

至
る
な
り
。
過
去
の
大
菩
提
会
は
全
く
こ
れ
が
為
め
に
苦
し
み
た
る
な
り
。

否
こ
れ
が
為
に
成
功
せ
ざ
り
し
な
り
。
今
後
大
菩
提
会
の
局
に
當
る
も
の

は
、
前
車
の
覆
轍
を
見
て
大
に
省
み
る
と
こ
ろ
な
く
む
ば
、
復
々
事
業
は
一

も
挙
が
ら
ず
目
的
は
一
も
達
し
得
ず
し
て
、
遂
に
雑
用
倒
れ
と
な
り
了
ら

む
。
故
に
大
菩
提
会
が
第
一
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
金
銭
の
節
倹
に
あ

り
。
出
来
得
る
限
り
金
銭
を
支
出
せ
ざ
る
や
う
工
面
す
る
に
あ
り
。
次
に
は

役
員
其
の
人
を
選
ぶ
に
あ
り
。

古
人
曰
く
、「
邪
人
正
法
を
説
け
ば
正
法
も
邪
法
と
な
り
、
正
人
邪
法
を
説

け
ば
邪
法
も
正
法
と
な
る
」
と
、
同
一
の
人
に
薫
陶
せ
ら
れ
、
同
一
の
道
を

聞
き
、
同
一
の
教
を
奉
ず
る
の
徒
も
、
其
人
の
性
質
に
よ
り
て
往
々
西
と
東

と
に
走
る
こ
と
あ
り
。
仏
世
尊
が
一
個
の
口
よ
り
出
た
る
仏
法
も
、
聴
者
の

機
根
に
よ
り
て
大
と
な
り
小
乗
と
な
る
。
同
じ
く
こ
れ
同
一
の
地
よ
り
流
れ

出
で
た
る
仏
法
な
り
。
而
か
も
南
方
の
人
に
伝
は
り
て
は
彼
れ
が
如
く
、
北

方
の
衆
生
に
伝
へ
ら
れ
て
は
彼
が
如
し
。
同
じ
く
こ
れ
三
尺
の
利
刀
、
明
君

は
之
れ
を
揮
ふ
て
天
下
を
平
げ
、
之
を
揮
ふ
て
四
海
を
安
ん
じ
、
盗
賊
は
こ

れ
を
揮
ふ
て
人
の
命
を
奪
ひ
、
之
れ
を
揮
ふ
て
人
の
財
を
掠
む
。
太
さ
七
囲

の
大
木
も
、
名
工
を
し
て
之
を
用
ゐ
し
め
ば
、
必
ず
立
派
な
る
建
築
を
な
す

こ
と
を
得
べ
け
む
も
、
用
ゆ
る
に
其
人
を
得
ざ
れ
ば
将
に
薪
炭
の
料
と
な
す

に
も
足
ら
ざ
る
も
の
と
な
り
去
ら
む
。
大
菩
提
会
の
目
的
や
如
何
に
美
な
り

と
雖
ど
も
、
規
則
は
如
何
に
立
派
な
り
と
も
こ
れ
を
用
ゆ
る
も
の
其
人
を
得

ざ
れ
ば
、
恐
く
は
其
美
を
発
揮
す
る
能
は
ざ
ら
む
。
恐
く
は
社
会
の
同
情
を

失
な
ひ
、
天
下
の
笑
ひ
を
招
き
、
千
載
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
汚
点
を
仏
教
史
上

に
停
む
る
に
至
ら
む
。
過
去
の
大
菩
提
会
は
、
用
ゆ
る
に
其
人
を
得
ざ
り
き

（
中
に
は
才
徳
双
び
高
き
師
も
あ
り
た
れ
ど
）
そ
れ
が
為
め
立
派
な
る
目
的

の
下
に
立
て
る
大
菩
提
会
を
し
て
、
犬
も
食
は
ぬ
底
の
詰
ら
ぬ
も
の
と
な
り

了
ら
し
め
た
り
。

大
菩
提
会
や
非
常
の
大
事
業
な
り
。
こ
れ
を
成
功
せ
し
む
る
に
は
、
将
に
非

常
の
人
物
を
選
む
で
其
任
に
當
ら
し
め
、
非
常
の
方
法
を
以
て
其
目
的
地
に

勇
往
邁
進
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
日
の
仏
教
界
に
於
て
跋
扈
し
つ
ゝ
あ

る
政
治
屋
流
の
僧
侶
や
、
商
業
家
的
僧
侶
や
、
名
誉
の
奴
隷
と
な
り
て
狂
奔

す
る
僧
侶
や
、
貪
欲
の
餓
鬼
道
に
半
身
を
つ
き
込
み
つ
ゝ
あ
る
僧
侶
を
し

て
、
其
任
に
當
ら
し
め
、
而
し
て
其
成
功
を
望
む
は
、
恰
も
砂
を
炊
ぎ
て
飯
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と
な
す
む
と
す
る
が
如
し
。
…
…
故
に
今
後
若
し
大
菩
提
会
を
し
て
大
に
雄

飛
せ
し
め
む
と
欲
せ
ば
、
大
に
職
員
を
淘
汰
し
て
、
従
来
の
商
業
家
的
僧

侶
、
政
治
家
的
僧
侶
は
、
悉
く
こ
れ
を
退
け
、
更
に
名
利
以
外
に
超
然
と
し

て
、
大
信
仰
を
抱
き
、
大
熱
誠
を
持
し
、
徳
万
人
に
秀
で
、
行
ひ
一
世
の
範

と
な
る
に
堪
へ
、
法
の
た
め
に
喪
身
失
命
を
避
け
ず
、
大
菩
提
会
の
為
に
斃

れ
て
已
む
底
の
大
勇
気
を
具
へ
居
る
人
を
、
広
く
日
本
仏
教
各
宗
派
に
求
め

て
、
委
ぬ
る
に
大
菩
提
会
の
事
業
を
以
て
す
べ
し
。
人
或
は
曰
は
む
、
人

各
々
能
不
能
あ
り
。
故
に
徳
行
を
以
て
世
に
立
た
む
と
す
る
の
人
あ
り
、
才

能
を
以
て
世
に
推
さ
る
ゝ
の
人
あ
り
。
才
徳
兼
備
の
人
は
蓋
し
甚
だ
稀
な

り
。
特
に
徳
行
円
満
の
人
の
常
と
し
て
概
ね
世
務
に
疎
し
、
才
能
多
き
の
人

は
概
ね
才
を
恃
み
て
徳
行
を
疎
ん
ず
。
蓋
し
こ
は
数
の
免
れ
ざ
る
と
こ
ろ
な

り
。
こ
れ
を
以
て
徳
行
の
士
を
要
す
べ
き
処
に
は
宜
し
く
徳
行
円
満
の
師
を

用
ゆ
べ
し
。
才
能
を
要
す
べ
き
と
こ
ろ
に
は
宜
し
く
才
能
の
士
を
用
ゆ
べ

し
。
一
箇
の
人
間
を
以
て
両
方
面
に
応
用
せ
む
か
、
甚
だ
都
合
よ
き
こ
と
な

れ
ど
も
、
如
何
せ
む
こ
れ
実
際
に
行
な
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
る
を
。
汝
の

言
ふ
と
こ
ろ
も
亦
言
ふ
べ
く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
言
な
り
と
。
吾
人
は

思
ふ
然
ら
ず
と
。
何
と
な
れ
ば
熱
誠
と
信
仰
と
は
非
常
な
る
力
あ
る
者
な

り
。
熱
誠
と
信
仰
と
、
加
ふ
る
に
堅
忍
不
抜
の
志
と
を
以
て
せ
ば
、
何
事
も

成
功
せ
ざ
る
は
な
け
む
。
事
務
の
才
に
乏
し
き
が
如
き
は
、
左
程
苦
に
な
ら

ざ
る
な
り
。
特
に
宗
教
界
の
事
に
於
て
然
り
と
す
。
謂
ふ
彼
の
鉄
眼
和
尚
を

見
よ
。
一
切
経
の
版
を
刻
せ
む
が
為
に
、
苦
辛
経
営
し
て
多
額
の
金
を
集
め

た
る
に
、
不
幸
に
し
て
年
飢
ゆ
に
遇
ひ
て
、
飢
人
救
助
の
為
に
悉
く
こ
れ
を

散
じ
、
再
た
び
募
る
や
復
々
飢
饉
に
遇
ひ
て
、
再
び
之
を
散
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
の
不
幸
に
遇
ひ
た
り
。
然
る
に
堅
忍
不
抜
な
る
鉄
眼
和
尚
は
、
撓
ま
ず

し
て
三
た
び
金
を
募
り
、
遂
に
其
志
を
成
せ
り
と
云
ふ
。
何
ぞ
夫
れ
壮
な
る

や
。
然
れ
ど
も
或
る
目
的
を
達
せ
む
が
為
に
、
苦
辛
し
て
募
り
集
め
し
金
銭

を
如
何
に
世
の
た
め
と
は
云
へ
、
二
度
ま
で
も
之
を
散
じ
悉
す
が
如
き
は
、

凡
眼
よ
り
見
れ
ば
、
天
下
豈
こ
れ
よ
り
迂
闊
な
る
こ
と
あ
ら
む
や
。
然
る
に

鉄
眼
和
尚
の
熱
誠
と
堅
忍
不
抜
と
は
、
遂
に
千
古
未
曽
有
の
大
事
業
を
成
功

し
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
宗
教
界
に
事
を
成
さ
む
と
す
る

に
は
、
才
能
よ
り
も
熱
誠
を
必
要
と
す
。
才
能
よ
り
も
寧
ろ
金
剛
不
壊
の
大

信
念
を
必
要
と
す
。
堅
忍
不
抜
の
大
精
進
力
を
必
要
と
す
。
こ
れ
を
以
て
吾

人
は
思
惟
す
、
大
菩
提
会
の
如
き
も
、
事
務
の
才
に
長
ず
る
人
物
よ
り
も
、

寧
ろ
徳
行
円
満
に
し
て
熱
誠
に
富
め
る
人
物
を
適
當
と
す
と
。
特
に
今
日
の

社
会
は
最
早
彼
の
政
治
屋
的
僧
侶
に
飽
け
り
、
而
し
て
彼
れ
等
は
真
箇
出
塵

の
宗
教
家
が
今
日
の
社
会
に
出
現
せ
む
こ
と
を
望
む
こ
と
、
大
旱
の
雲
霓
を

望
む
が
如
し
。
故
に
今
日
若
し
も
徳
行
円
満
の
僧
侶
あ
り
て
、
出
で
ゝ
大
菩

提
会
の
牛
耳
を
執
る
に
至
ら
ば
、
左
程
東
奔
西
馳
の
労
を
要
せ
ず
し
て
、
天

下
具
眼
の
士
は
必
ず
争
て
其
旗
下
に
馳
せ
集
ま
り
、
大
事
は
ま
さ
に
急
流
直

下
の
勢
を
以
て
こ
れ
を
成
す
こ
と
を
得
む
。
人
将
た
曰
は
む
汝
の
曰
ふ
と
こ

ろ
や
善
し
、
然
れ
ど
も
凡
そ
何
宗
派
を
問
は
ず
、
か
ゝ
る
徳
行
円
満
の
僧
侶

に
し
て
、
焉
く
む
ぞ
来
り
て
、
斯
か
る
俗
務
に
鞅
掌
す
る
も
の
あ
ら
む
や
。

汝
の
曰
ふ
と
こ
ろ
や
、
如
何
に
し
て
も
言
ふ
べ
く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の

言
な
り
と
。
豈
そ
れ
然
ら
む
や
、
大
菩
提
会
の
事
業
も
、
俗
僧
を
し
て
こ
れ

を
な
さ
し
め
ば
俗
務
な
り
、
然
れ
ど
も
真
箇
徳
行
円
満
の
師
を
し
て
其
局
に

當
ら
し
め
ば
、
こ
れ
決
し
て
俗
務
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
御
遺
形
を
奉
安
し
、
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聖
徳
を
顕
揚
し
、
国
民
の
道
義
を
涵
養
す
る
は
、
仏
陀
の
遺
弟
た
る
も

の
ゝ
、
ひ
と
し
く
力
む
べ
き
の
事
た
り
。
神
聖
な
る
事
業
な
り
。
偉
大
な
る

事
業
な
り
。
善
美
を
尽
せ
る
の
事
業
な
り
。
決
し
て
俗
務
に
あ
ら
ざ
る
な

り
。
苟
も
袈
裟
下
に
衣
食
す
る
も
の
、
誰
か
こ
の
事
の
為
め
に
粉
骨
砕
身
を

期
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
む
や
。
然
る
を
況
む
や
徳
行
円
満
な
る
各
宗
派
諸
大
徳

に
於
て
を
や
。
い
づ
く
む
ぞ
法
の
為
に
、
出
で
ゝ
身
を
労
す
る
こ
と
を
忌
み

た
ま
は
む
や
。

従
来
の
特
派
講
師
等
は
、
費
用
の
み
徒
づ
ら
に
多
く
し
て
、
効
能
は
割
合
に

少
な
し
。
故
に
将
来
に
於
て
は
、
会
員
募
集
の
為
に
全
国
を
巡
回
せ
し
む
る

に
も
、
同
じ
く
各
宗
派
に
於
け
る
徳
行
円
満
の
人
を
選
出
し
て
こ
れ
を
用
ゆ

べ
し
。
而
し
て
募
集
員
の
巡
回
す
る
と
き
は
、
能
ふ
だ
け
旅
館
に
投
宿
す
る

こ
と
を
廃
し
、
到
る
処
の
各
宗
派
寺
院
に
投
宿
す
べ
し
。
又
各
宗
派
寺
院
に

就
て
中
食
す
る
こ
と
ゝ
す
べ
し
。
若
し
か
く
の
如
く
せ
ば
、
多
少
の
面
倒
は

存
す
べ
け
れ
ど
も
、
費
用
は
大
に
節
す
る
こ
と
を
得
べ
け
む
。
故
に
大
菩
提

会
が
、
講
師
を
派
遣
せ
む
と
す
る
と
き
は
、
予
か
じ
め
こ
れ
を
各
宗
派
国
々

の
取
締
に
通
知
し
、
取
締
は
其
宗
派
各
寺
院
に
通
知
し
て
其
用
意
を
な
さ
し

む
べ
し
。
各
寺
院
に
於
て
は
多
少
の
煩
累
た
る
こ
と
を
免
れ
ざ
る
べ
き
も
、

仏
教
界
に
衣
食
す
る
限
り
は
、
そ
れ
位
ひ
の
事
正
に
當
り
ま
へ
の
義
務
と
云

ふ
べ
し
…
…
甘
味
い
も
の
を
食
ひ
た
が
り
、
不
自
由
な
る
寺
院
に
投
宿
す
る

こ
と
を
厭
や
が
り
、
路
費
を
貪
り
金
ま
う
け
を
な
さ
む
と
す
る
が
如
き
俗
僧

は
、
決
し
て
巡
回
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
斯
の
如
く
に
し
て
各
宗
派
の
人
物
を

集
め
て
こ
れ
に
委
ね
、
か
く
て
の
如
く
に
し
て
費
用
を
節
倹
し
、
真
面
目
に

其
目
的
に
向
て
勇
往
直
進
せ
ば
、
其
成
功
す
る
こ
と
や
必
せ
り
矣
。

吾
人
は
ひ
そ
か
に
、
将
来
の
大
菩
提
会
が
雑
用
倒
れ
に
了
ら
む
こ
と
を
杞
憂

し
て
止
ま
ず
。
故
に
吾
人
は
、
茲
に
少
し
く
思
ふ
と
こ
ろ
を
陳
し
て
、
各
宗

派
の
諸
大
徳
に
訴
ふ
る
こ
と
か
く
の
如
し
。

覚
王
殿
敷
地
問
題
〔
明
治
36
年
３
月
10
日　

第
一
六
八
号
〕

同
問
題
に
就
き
、
菩
提
会
よ
り
愛
知
協
賛
会
に
対
つ
て
、
次
の
通
牒
及
び
十

三
件
調
査
事
項
に
添
ふ
る
に
、
土
地
請
願
書
類
を
以
て
し
た
る
よ
り
、
愛
知

協
賛
会
は
、
其
通
牒
に
基
き
踏
査
す
る
事
と
な
り
し
が
、
未
だ
其
結
果
を
聞

か
ず
。

　

拝
啓
、
釈
尊
御
遺
形
奉
安
地
は
、
本
部
に
於
て
至
急
選
定
仕
度
に
付
き
、

左
の
目
的
に
依
り
、
本
年
二
月
十
四
日
限
り
、
御
調
査
相
成
度
、
此
段
土

地
請
願
書
を
相
添
へ
及
御
依
頼
候
也
。

　

追
て
名
古
屋
市
附
近
の
奉
安
地
は
、
予
て
土
地
選
定
比
較
調
査
委
員
の
決

議
に
基
き
、
奉
安
地
と
名
古
屋
市
と
の
距
離
一
里
以
内
の
寄
附
地
に
限
り

居
り
候
間
、
其
寄
附
地
の
み
を
御
調
査
被
成
下
度
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
菩
提
会
副
会
長　
　

日　

置　

黙　

仙　

印

　
　

日
本
大
菩
提
会
愛
知
協
賛
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉　
　

田　
　

禄　
　

在　
　

殿

　
　
　
　
　
　
　

調　

査　

事　

項

　

第
一
、
奉
安
地
請
願
の
書
類
完
全
な
る
や
否
や
。

　

第
二
、
請
願
地
と
名
古
屋
市
境
界
と
の
距
離
。

　

第
三
、
愛
知
県
庁
所
在
地
と
請
願
地
と
の
距
離
。

　

第
四
、
諸
官
衛
及
陸
地
関
係
者
異
議
の
有
無
。
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第
五
、
土
地
雅
俗
。

　

第
六
、
建
設
地
寄
附
者
姓
名
及
別
字
等
関
係
役
場
の
證
明
を
取
ら
し
む
る

事
。

　

第
七
、
寄
附
地
に
対
し
寄
附
者
よ
り
直
ち
に
登
記
の
手
続
き
を
為
さ
し
む

る
事
。

　

第
八
、
飲
用
水
其
他
水
利
の
如
何
。

　

第
九
、
奉
安
地
迄
の
荷
物
運
搬
百
貫
目
に
対
す
る
費
用
の
額
。

　

第
十
、
荷
物
運
搬
の
便
不
便
。

　

第
十
一
、
道
路
の
便
不
便
。

　

第
十
二
、
全
国
信
徒
参
詣
の
便
不
便
。

　

第
十
三
、
名
古
屋
将
来
膨
脹
の
関
係
。

覚
王
殿
敷
地
確
定
〔
明
治
36
年
４
月
25
日　

第
一
七
一
号
〕

殆
ん
ど
人
に
忘
れ
ら
れ
た
る
大
菩
提
会
覚
王
殿
敷
地
の
儀
は
、
旧
年
単
に
名

古
屋
地
方
と
決
定
し
、
其
後
同
地
へ
本
部
と
共
に
御
遺
形
も
御
移
転
申
せ
し

こ
と
な
る
が
、
本
月
十
二
日
京
都
に
覚
王
殿
敷
地
選
定
委
員
会
を
開
き
、

弥
々
該
敷
地
は
愛
知
県
愛
知
郡
田
代
村
加
藤
某
氏
寄
附
に
係
る
土
地
に
し

て
、
月
見
坂
十
二
万
七
千
坪
余
と
決
定
し
、
去
る
十
七
日
之
が
発
表
を
同
本

部
は
公
に
せ
り
。
さ
し
も
の
難
事
も
漸
く
決
せ
り
と
云
ふ
べ
き
か
。

名
古
屋
に
於
け
る
奉
送
〔
明
治
36
年
５
月
10
日　

第
一
七
二
号
〕

新
任
管
長
猊
下
、
御
晋
山
の
折
に
於
け
る
京
都
の
概
況
は
嘗
て
報
道
せ
し

が
、
其
後
同
猊
下
が
一
度
名
古
屋
へ
御
帰
錫
あ
り
し
節
、
則
ち
去
月
一
日
よ

り
四
日
迄
、
地
方
信
徒
講
中
へ
一
々
別
を
告
げ
玉
ひ
し
に
、
翌
六
日
名
古
屋

御
出
発
に
際
し
、
輪
下
の
諸
士
発
起
し
、
該
道
場
新
築
の
大
広
間
に
於
て
祝

宴
奉
送
会
を
催
し
、
来
会
者
約
八
百
有
余
の
盛
宴
に
て
、
翌
六
日
西
下
二
番

列
車
搭
乗
帰
京
な
さ
る
ゝ
筈
な
り
し
も
、
多
年
猊
下
の
挙
槌
を
受
け
た
る
居

士
大
姉
、
其
他
米
国
人
ペ
ル
ス
氏
等
、
互
に
別
を
惜
み
、
面
会
を
求
め
て
止

ま
ざ
り
し
為
め
、
軈
て
午
前
十
一
時
に
近
き
頃
、
蓬
莱
山
を
出
発
せ
ら
る

に
、
予
て
信
徒
の
者
が
奉
送
用
の
為
め
該
場
玄
関
に
控
え
さ
せ
し
馬
車
に
搭

乗
せ
ら
れ
、
本
派
執
事
代
理
松
岡
部
員
、
遠
州
実
相
寺
住
職
小
川
恵
行
師
、

陪
乗
に
て
僧
俗
見
送
り
の
も
の
二
百
有
余
人
一
同
腕
車
に
て
之
に
随
ひ
、
名

古
屋
駅
前
志
那
忠
支
店
に
小
憩
、
朝
来
奉
送
の
故
を
以
て
停
車
場
及
休
憩
所

に
あ
り
し
者
は
、
藤
田
控
訴
院
長
、
白
石
同
院
部
長
、
柏
木
判
事
或
は
陸
軍

将
校
、
其
他
信
者
伊
藤
治
郎
左
衛
門
、
岡
谷
惣
助
及
岡
田
等
の
諸
氏
合
せ
て

無
慮
千
五
百
有
余
人
、
駅
内
入
場
券
発
売
を
中
止
せ
し
程
に
て
、
此
に
長
谷

川
糾
七
氏
の
周
旋
に
依
り
一
同
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
に
入
る
を
得
、
漸
く
午
後

零
時
三
十
分
駅
長
の
信
号
と
共
に
汽
笛
一
声
、
列
車
は
徐
ろ
に
進
行
を
始

め
、
同
日
午
後
六
時
、
前
号
奉
迎
の
実
況
に
記
せ
る
如
く
に
し
て
、
無
事
花

園
駅
に
着
せ
ら
れ
た
る
な
り
と
。

青
山
宗
完
氏
〔
明
治
36
年
５
月
25
日　

第
一
七
三
号
〕

旧
大
菩
提
会
理
事
、
青
山
宗
完
氏
は
、
去
月
末
漸
く
其
名
古
屋
移
転
後
の
残

務
も
終
へ
、
去
月
十
八
日
京
都
の
寓
所
を
引
揚
げ
、
帰
濃
せ
ら
れ
た
り
と
。
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覚
王
殿
と
稲
垣
公
使
〔
明
治
36
年
８
月
10
日　

第
一
七
八
号
〕

同
公
使
は
仏
骨
の
名
古
屋
に
遷
り
て
よ
り
、
既
に
二
百
余
日
を
経
過
す
る

も
、
未
だ
覚
王
殿
建
築
な
ら
ざ
る
を
慨
し
、
今
回
の
賜
暇
帰
朝
を
利
用
し
て

覚
王
殿
建
設
の
基
礎
を
確
立
せ
む
と
て
、
東
京
に
て
は
紳
士
紳
商
の
間
を
奔

走
し
、
名
古
屋
に
て
は
日
置
菩
提
会
長
と
共
に
徳
川
侯
爵
、
深
野
知
事
及
青

山
市
長
を
訪
問
し
、
又
同
地
の
信
徒
数
十
名
を
東
陽
館
に
集
め
会
見
し
て
、

殿
の
建
設
に
就
き
委
員
を
撰
挙
せ
し
め
た
り
。
其
當
撰
の
諸
氏
は
伊
藤
万

蔵
、
大
沢
重
右
衛
門
、
大
隈
利
兵
衛
、
中
川
小
兵
衛
、
野
村
朗
、
山
田
治
郎

三
郎
、
水
谷
房
次
郎
、
三
輪
常
七
、
柴
田
平
左
衛
門
、
森
弥
七
の
十
氏
な

り
。
又
東
京
に
て
も
同
様
役
員
を
設
け
て
、
東
西
役
員
の
気
脈
を
通
し
て
覚

王
殿
建
設
の
方
法
を
定
め
て
、
後
清
韓
漫
遊
を
な
し
、
帰
朝
後
各
宗
管
長
会

議
の
開
会
を
請
ふ
て
該
殿
建
設
の
一
大
方
針
を
確
定
し
、
之
を
土
産
と
し
て

暹
羅
に
帰
任
せ
ら
る
と
の
こ
と
。

覚
王
殿
日
暹
寺
の
建
設
〔
明
治
36
年
９
月
10
日　

第
一
八
〇
号
〕

従
来
菩
提
会
の
負
債
に
就
き
種
々
紛
擾
を
生
し
頗
る
醜
態
を
演
せ
し
所
、
今

回
帰
朝
中
の
稲
垣
公
使
大
に
苦
慮
奔
走
の
結
果
、
斯
波
宗
務
局
長
に
謀
り
て

現
今
の
菩
提
会
を
解
散
し
、
覚
王
殿
の
建
立
を
廃
し
て
、
別
に
一
名
目
の
下

に
一
殿
堂
を
創
立
す
る
に
若
か
ず
と
て
、
覚
王
山
日
暹
寺
を
創
設
す
る
こ
と

内
決
す
る
や
、
直
ち
に
月
見
坂
十
万
坪
の
敷
地
寄
附
を
申
出
た
る
を
以
て
茲

に
地
を
定
め
、
而
し
て
暹
羅
皇
帝
陛
下
よ
り
木
材
を
寄
附
せ
ら
る
ゝ
と
の
事

に
て
、
之
を
受
領
し
其
建
立
費
五
拾
万
円
の
内
弐
拾
五
万
円
は
全
国
に
勧
募

し
、
弐
拾
五
万
円
は
名
古
屋
に
於
て
負
担
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
り
と
。
副

会
長
日
置
黙
仙
氏
は
去
頃
奈
良
、
大
阪
、
京
都
地
方
の
各
宗
管
長
を
歴
問
し

て
、
右
の
次
第
を
陳
述
し
て
賛
同
を
求
め
て
、
過
日
同
寺
建
立
規
則
編
成
の

為
め
帰
名
せ
ら
れ
た
り
と
。
其
趣
意
書
の
要
旨
は
左
の
如
し
。

　

一
覚
王
山
日
暹
寺
は
名
古
屋
月
見
坂
に
建
設
す
る
事
。

　

一
予
算
は
五
拾
万
円
た
る
事
。

　

一
建
立
を
協
議
す
る
は
管
長
の
資
格
を
避
け
、
一
個
本
山
住
職
を
以
て
す

る
事
。

　

一
日
暹
寺
住
職
は
同
盟
各
宗
派
管
長
認
可
の
日
附
の
前
後
に
依
り
、
其
早

き
も
の
よ
り
一
年
交
代
と
な
す
事
。

　

一
日
暹
寺
創
立
会
に
会
長
の
外
に
顧
問
を
置
く
事
。

臨
済
宗
各
派
と
日
暹
寺
〔
明
治
36
年
９
月
25
日　

第
一
八
一
号
〕

今
回
同
寺
創
立
に
関
し
て
京
都
臨
済
黄
檗
各
派
管
長
は
、
去
月
二
十
八
日
建

仁
寺
に
於
て
協
議
を
開
き
、
其
決
議
の
結
果
次
の
如
し
。

　

一
、
日
暹
寺
創
立
諸
般
の
件
は
、
客
年
十
月
十
三
日
各
宗
派
会
議
に
決
定

せ
し
第
五
号
議
案
、
及
同
年
十
一
月
五
日
会
監
会
議
に
決
定
せ
し
第
五

号
議
案
、
其
他
之
に
関
聨
せ
し
諸
般
の
契
約
を
実
行
な
し
た
る
上
、
之

れ
を
処
理
す
べ
き
を
至
當
と
す
。

　

一
、
前
項
の
実
行
を
為
さ
ゞ
る
以
前
に
於
て
は
、
日
暹
寺
創
立
諸
般
の
手

続
に
対
し
、
連
署
調
印
す
べ
き
こ
と
は
之
を
謝
絶
す
。

蓋
し
右
の
主
意
を
約
言
す
れ
ば
、
彼
の
仏
骨
を
奉
迎
し
て
以
来
巨
額
の
負
債

を
生
じ
、
其
処
分
に
就
て
は
名
古
屋
派
は
之
が
償
却
を
負
担
し
、
其
上
に
て

名
古
屋
に
覚
王
殿
を
建
設
せ
ん
と
予
約
な
せ
る
に
、
今
日
に
至
り
て
負
債
は
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其
侭
に
な
し
。
更
に
日
暹
寺
を
建
設
せ
む
と
す
る
は
頗
る
勝
手
至
極
の
所
置

な
る
に
付
、
前
記
各
派
は
右
負
債
決
済
の
上
な
ら
で
は
日
暹
寺
の
建
立
に
同

意
せ
ず
と
云
ふ
に
在
る
由
。

●
日
暹
寺
創
立
彙
報
〔
明
治
36
年
10
月
10
日　

第
一
八
二
号
〕

日
暹
寺
創
立
に
就
て
は
、
三
十
三
宗
派
の
管
長
が
悉
く
調
印
す
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
内
務
省
に
於
て
は
受
理
せ
ざ
る
に
依
り
、
大
菩
提
会
日
置
副
会
長
は
、

三
十
三
宗
派
管
長
を
一
々
歴
問
し
て
調
印
を
求
め
し
か
ど
、
既
報
の
如
く
本

派
本
願
寺
を
始
め
と
し
て
真
宗
高
田
派
、
木
辺
派
、
及
び
臨
済
宗
の
南
禅
、

東
福
、
建
仁
、
天
竜
、
相
国
、
妙
心
、
大
徳
の
七
派
、
次
に
近
江
の
永
源
寺

派
、
黄
檗
宗
、
都
合
九
宗
派
断
然
調
印
し
難
き
旨
回
答
せ
し
を
以
て
、
再
度

該
宗
派
に
対
し
て
調
印
の
運
動
を
試
み
た
る
結
果
、
非
調
印
の
該
九
宗
派

は
、
再
度
会
議
を
開
き
た
る
結
果
、
従
前
の
九
宗
派
一
致
の
態
度
を
変
じ

て
、
各
自
適
宜
の
意
見
に
て
調
印
の
諾
否
を
決
す
べ
き
こ
と
ゝ
し
、
其
回
答

は
九
月
廿
五
日
限
り
為
す
べ
し
と
決
議
し
て
閉
会
せ
り
。
爾
来
各
自
本
山
に

於
て
は
重
役
会
を
開
き
、
妙
心
寺
派
は
他
派
に
先
ち
調
印
す
る
こ
と
を
決
議

し
た
り
し
か
ば
、
其
他
一
宗
七
派
の
執
事
は
、
去
月
廿
三
日
南
禅
寺
に
会
合

し
て
種
々
協
議
の
結
果
、
終
に
将
来
仏
骨
奉
安
事
業
に
関
す
る
大
菩
提
会
、

并
に
新
に
創
立
せ
る
日
暹
寺
の
諸
経
費
に
関
し
て
は
、
同
名
連
署
の
各
宗
派

の
所
為
に
一
任
し
、
一
宗
七
派
は
調
印
せ
ず
一
切
関
係
せ
ざ
る
こ
と
ゝ
な
す

も
、
仏
骨
に
対
し
尊
敬
の
意
を
表
す
る
為
め
、
勢
力
の
及
ぶ
限
り
其
経
営
に

対
し
相
當
の
寄
附
金
を
為
し
、
又
末
派
の
本
檀
信
徒
に
も
寄
附
金
を
奨
励

し
、
又
負
債
の
分
担
す
べ
き
こ
と
も
決
議
し
、
以
て
日
置
副
会
長
へ
回
答
せ

り
。
其
全
文
は
左
の
如
し
。

　

拝
展　

今
般
日
暹
寺
創
建
に
付
、
該
願
書
に
対
し
弊
宗
派
等
管
長
へ
連
署

調
印
可
致
旨
、
数
回
御
請
求
相
成
候
処
、

　

釈
尊
御
遺
形
奉
迎
以
来
の
歴
史
に
徴
す
る
に
、
本
件
は
奉
迎
當
時
の
如

く
、
各
宗
派
共
同
し
て
有
終
の
美
を
挙
ぐ
る
こ
と
は
頗
る
難
事
か
と
存

候
。
殊
に
今
後
の
御
経
営
に
付
て
は
、
弊
派
等
は
目
下
派
内
諸
般
の
宗
務

多
事
に
し
て
、
克
く
其
驥
尾
に
附
し
事
に
當
る
の
余
地
な
き
の
み
な
ら

ず
、
却
て
御
経
営
事
業
の
進
行
上
に
累
を
及
ぼ
す
や
の
嫌
ひ
尠
か
ら
ず
と

確
信
致
候
。
依
て
弊
派
等
は
乍
不
法
盟
左
記
の
各
項
の
義
を
負
ふ
に
止

め
、

　

一
、
御
遺
形
に
対
し
崇
敬
を
表
す
る
為
め
、
弊
派
等
実
力
の
許
す
限
り
は

相
當
の
寄
附
金
を
為
す
事
。

　

一
、
今
後
の
御
経
営
に
対
し
、
弊
派
等
寺
院
檀
信
徒
へ
寄
附
す
べ
き
の

旨
、
諭
達
を
発
す
る
事
。

　

一
、
今
後
の
御
経
営
に
対
し
、
弊
派
等
寺
院
檀
信
徒
間
に
渉
り
、
菩
提
会

又
は
日
暹
寺
の
名
称
を
以
て
寄
附
勧
募
相
成
る
事
は
異
議
な
き
事
。

　

今
後
御
遺
形
奉
安
事
業
に
係
る
菩
提
会
、
又
は
日
暹
寺
新
設
等
詣
の
経
営

は
、
同
盟
連
署
せ
ら
れ
た
る
各
宗
派
の
所
為
に
任
せ
、
一
切
関
係
不
申
事

に
致
度
候
間
、
右
宜
敷
御
承
認
相
成
度
、
此
段
命
に
依
り
及
御
回
答
候

也
。　

敬
具

妙
心
寺
を
除
く
臨
済
宗
八
本
山
は
、
此
の
如
く
回
答
せ
し
を
以
て
、
日
置
副

会
長
は
万
止
む
を
得
ず
右
八
本
山
に
対
し
て
同
盟
連
署
、
宗
派
の
行
為
に
異

議
な
き
の
書
面
を
差
出
さ
れ
度
、
さ
す
れ
ば
之
を
添
附
し
て
願
書
を
其
筋
へ
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差
出
す
べ
し
と
懇
請
せ
し
よ
り
、
八
本
山
管
長
は
即
ち
之
に
調
印
し
、
一
昨

廿
六
日
午
後
五
時
を
以
て
建
仁
寺
久
昌
院
に
於
て
日
置
副
会
長
へ
渡
し
、
是

に
て
大
菩
提
会
対
八
本
山
の
事
は
一
段
落
を
告
げ
た
り
。
其
承
認
書
は
左
の

如
し
。

　
　
　
　
　
　
　

日
暹
寺
創
立
出
願
に
附
承
認
書

　

一
今
般
日
暹
寺
創
立
出
願
の
件
は
、
同
盟
連
署
せ
ら
れ
た
る
各
宗
派
の
所

為
に
任
せ
、
異
議
な
き
は
勿
論
一
切
関
係
無
之
候
也
。

　

右

　
　

明
治
三
十
六
年
九
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄　

檗　

宗　

管　

長　
　

佐　

伯　

泓　

澄　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
済
宗
東
福
寺
派
管
長　
　

済　

門　

敬　

冲　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

建
仁
寺
派
管
長　
　

竹　

田　

嘿　

雷　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

相
国
寺
派
管
長　
　

中　

原　

東　

岳　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

南
禅
寺
派
管
長　
　

豊　

田　

毒　

湛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

大
徳
寺
派
管
長　
　

菅　
　
　

広　

州　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

永
源
寺
派
管
長　
　

久　

松　

琢　

宗　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

天
竜
寺
派
管
長　
　

高　

木　

竜　

渕　

印

右
の
書
面
を
差
出
し
た
る
が
、
大
菩
提
会
に
て
は
本
派
本
願
寺
の
連
署
せ
ざ

る
に
関
し
て
は
承
認
書
を
求
め
ず
、
同
寺
よ
り
の
回
答
書
を
添
へ
て
内
務
省

へ
差
出
す
由
。

大
菩
提
会
負
債
の
支
払
證
書
〔
明
治
36
年
10
月
25
日　

第
一
八
三
号
〕

同
会
の
負
債
拾
参
万
六
千
円
は
、
昨
年
十
一
月
に
仏
骨
を
名
古
屋
に
遷
せ
し

時
、
名
古
屋
よ
り
支
払
ふ
べ
き
筈
な
り
し
も
、
其
後
契
約
を
履
行
せ
ず
、
今

回
日
暹
寺
創
立
の
議
成
立
す
る
と
き
は
勿
論
此
契
約
を
履
行
す
べ
き
筈
な
り

と
て
、
大
菩
提
会
前
会
長
村
田
寂
順
師
の
代
理
と
し
て
同
寺
植
山
執
事
、
先

頃
名
古
屋
菩
提
会
に
出
張
し
、
厳
談
に
及
び
た
る
末
日
置
副
会
長
同
執
事
と

同
道
し
て
来
京
し
、
妙
法
院
に
於
け
る
秘
密
会
議
を
開
き
、
其
結
果
日
暹
寺

創
立
に
関
し
三
十
三
宗
派
が
共
に
円
満
に
事
を
結
ぶ
に
就
て
は
、
前
菩
提
会

旧
役
員
も
尽
力
す
る
事
と
し
、
此
条
件
容
れ
ら
れ
た
る
よ
り
、
日
置
副
会
長

は
其
負
債
支
払
に
就
て
左
の
證
書
を
村
田
師
へ
差
入
れ
た
る
由
。

　

貴
殿
、
日
本
大
菩
提
会
々
長
の
資
格
を
以
て
負
債
せ
る
一
切
の
債
務
は
名

古
屋
同
会
に
於
て
引
受
支
払
ふ
べ
き
は
勿
論
な
る
を
以
て
、
各
債
権
者
よ

り
督
促
の
都
度
之
を
名
古
屋
本
部
に
廻
送
せ
ら
れ
度
、
本
部
は
必
ず
之
を

埒
明
け
、
貴
殿
に
紛
擾
を
及
ぼ
さ
ゞ
る
べ
し
。

　
　

明
治
三
十
六
年
九
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　

日
本
大
菩
提
会
副
会
長　
　

日　

置　

嘿　

仙
㊞

　
　
　
　

前
日
本
大
菩
提
会
々
長
村
田
寂
順
殿

●
日
暹
寺
と
各
宗
派
会
議　
　

本
月
中
旬
頃
、
名
古
屋
に
於
て
各
宗
派
会
議

を
開
か
れ
、
稲
垣
公
使
も
出
席
し
て
協
議
を
遂
げ
、
公
使
は
本
月
二
十
日
を

以
て
帰
任
せ
ら
れ
た
り
と
。

覚
王
山
日
暹
寺
〔
明
治
36
年
11
月
10
日　

第
一
八
四
号
〕

去
月
十
六
日
を
以
て
同
寺
建
立
の
許
可
を
得
た
る
に
依
り
、
同
二
十
五
日
愛

知
県
愛
知
郡
田
代
村
月
見
阪
に
於
て
、
同
寺
建
築
地
建
標
式
を
挙
行
せ
り
。

幾
百
の
参
拝
者
該
地
に
充
満
し
非
常
の
賑
ひ
の
由
。
午
前
九
時
頃
よ
り
日
置
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副
会
長
及
中
村
理
事
始
め
各
宗
取
締
諸
師
其
他
数
百
の
信
徒
式
場
に
参
集

し
、
建
標
前
に
於
て
般
若
心
経
を
読
誦
し
て
祈
願
を
な
し
、
其
式
後
余
興
と

し
て
念
仏
誦
、
煙
火
、
角
力
、
剣
舞
等
あ
り
て
、
近
来
稀
有
な
る
祝
典
な
り

と
。
此
日
日
置
副
会
長
の
朗
読
せ
ら
れ
し
祝
文
左
の
如
し
。

　

大
日
本
明
治
三
十
六
年
十
月
廿
五
日
、
愛
知
県
愛
知
郡
田
代
村
字
月
見
阪

に
覚
王
山
日
暹
寺
建
築
地
の
標
を
建
つ
。
恭
く
惟
る
に
霊
気
の
鎮
攸
大
地

清
く
、
山
川
草
木
自
ら
潤
沢
す
。
此
の
地
曩
に
各
宗
委
員
踏
査
選
定
の
時

に
當
り
、
蟄
竜
昇
昇
の
瑞
あ
り
。
以
て
衆
目
を
驚
か
し
た
り
。
爾
後
区
々

の
世
評
あ
り
と
雖
ど
も
、
宛
転
今
日
に
至
り
て
実
に
此
挙
を
見
る
。
蓋
し

奇
遇
と
云
ふ
べ
し
。
然
れ
共
荊
棘
尚
ほ
道
に
横
り
、
鈯
斧
拈
提
其
人
を
待

つ
ゝ
あ
り
。
憶
ふ
に
大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来
在
世
の
時
、
帝
釈
一
茎
草
を
拈

し
て
地
上
に
捕
て
曰
く
、
梵
刹
建
立
し
畢
り
ぬ
と
、
今
此
の
機
縁
に
撞
着

し
て
感
転
た
余
り
あ
り
。
記
し
て
以
て
天
竜
轂
を
推
し
、
法
輪
常
に
転
ず

る
の
時
を
竣
つ
謹
ん
で
祝
す
。

各
宗
派
会
議
〔
明
治
36
年
11
月
25
日　

第
一
八
五
号
〕

日
暹
寺
創
立
に
関
す
る
各
宗
派
会
議
は
、
弥
々
来
る
十
二
月
一
日
を
以
て
、

名
古
屋
大
菩
提
会
本
部
に
於
て
開
く
こ
と
ゝ
な
り
し
を
以
て
、
日
暹
寺
創
立

同
盟
宗
派
管
長
、
并
に
同
盟
各
本
山
重
役
出
席
あ
り
度
旨
、
日
置
副
会
長
よ

り
夫
々
通
知
し
た
り
。
議
案
の
重
な
る
も
の
は
、
日
暹
寺
制
規
細
則
、
日
暹

寺
住
職
輪
番
、
及
び
執
事
重
役
規
則
、
菩
提
会
事
務
を
日
暹
寺
創
立
本
部
へ

引
続
の
事
等
な
り
。

各
宗
派
管
長
会
議
〔
明
治
36
年
12
月
10
日　

第
一
八
六
号
〕

既
報
の
如
く
、
覚
王
山
日
暹
寺
創
立
に
関
す
る
同
盟
各
宗
派
管
長
会
議
は
、

去
る
二
日
よ
り
名
古
屋
市
万
松
寺
内
日
本
大
菩
提
会
本
部
に
於
て
開
か
れ
た

り
。
當
日
の
出
席
者
は
、

　

▲
妙
心
寺
管
長
代
理
前
田
誠
節
▲
妙
心
寺
派
委
員
釈
等
顧
、
仝
責
山
宗
寛

▲
曹
洞
宗
管
長
代
理
日
置
黙
仙
▲
時
宗
管
長
代
理
河
野
良
心
▲
興
正
派
代

理
三
原
俊
栄
▲
天
台
宗
委
員
木
村
観
順
▲
高
田
派
委
員
長
岡
大
仁
▲
大
谷

派
委
員
関
地
良
成
▲
浄
土
宗
西
山
派
委
員
長
谷
長
観
石
▲
曹
洞
宗
委
員
大

仏
補
教
▲
高
田
派
委
員
安
藤
諦
徴
▲
天
台
宗
委
員
大
久
保
良
俊

の
十
三
師
に
し
て
、
先
づ
議
長
の
推
選
を
行
ひ
し
に
前
田
誠
節
師
當
選
し
、

左
の
議
案
に
付
議
事
を
開
く
筈
な
る
も
、
當
日
は
欠
席
者
多
か
り
し
為
め
、

議
事
は
四
日
よ
り
開
始
す
る
こ
と
ゝ
な
り
散
会
せ
り
。
而
し
て
三
日
は
同
地

愛
知
郡
田
代
村
字
月
見
阪
の
日
暹
寺
建
設
敷
地
の
検
分
を
な
し
た
り
。

　

第
一
号　

日
本
大
菩
提
会
は
覚
王
山
日
暹
寺
に
属
し
、
仝
寺
創
建
の
事
及

寄
附
金
募
集
の
事
務
を
担
任
す
る
も
の
と
す
。

　
　
　

但
覚
王
山
日
暹
寺
と
日
本
大
菩
提
会
と
の
会
計
を
別
途
に
す
る
事
。

　

第
二
号　

日
本
大
菩
提
会
々
則
改
正
の
件
。

　

第
三
号　

日
暹
寺
制
改
正
の
件
。

　

第
四
号　

日
暹
寺
施
行
法
案
。

　

第
五
号　

日
暹
寺
住
職
晋
山
に
関
す
る
件
。

各
宗
派
会
議
〔
明
治
36
年
12
月
25
日　

第
一
八
七
号
〕

日
暹
寺
創
立
其
の
維
持
、
并
に
大
菩
提
会
整
理
の
案
件
に
就
き
、
去
る
二
日
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よ
り
名
古
屋
市
万
松
寺
に
於
て
、
各
宗
派
会
議
を
開
き
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
既

報
の
如
く
な
る
が
、
同
会
は
秘
密
会
議
な
る
を
以
て
傍
聴
を
拒
絶
せ
る
由
な

る
を
以
て
、
其
審
か
な
る
事
を
知
る
に
由
な
き
も
、
今
聞
く
所
に
依
れ
ば
、

出
席
者
甚
だ
少
な
く
し
て
半
数
に
も
及
ば
ず
。
即
ち
大
谷
派
、
天
台
派
、
妙

心
寺
派
、
時
宗
、
興
正
寺
派
、
曹
洞
宗
、
西
山
派
、
高
田
派
の
代
表
者
の
出

席
せ
る
の
み
に
し
て
、
出
席
宗
派
は
二
十
一
宗
派
に
対
す
る
僅
か
に
八
宗
派

な
れ
ば
、
議
事
の
要
領
を
得
る
に
難
く
、
加
ふ
る
に
尚
亦
た
名
古
屋
派
は
菩

提
会
の
旧
負
債
支
払
に
付
て
前
規
約
を
履
行
せ
ざ
る
に
依
り
、
俄
に
此
旨
同

盟
宗
派
に
通
牒
し
て
出
席
を
求
め
、
去
る
五
日
天
台
宗
真
盛
派
、
奈
良
の
法

相
宗
、
同
華
厳
宗
、
真
宗
誠
照
寺
派
の
四
宗
派
が
出
席
の
旨
回
答
し
来
り

て
、
漸
く
過
半
数
と
な
り
た
り
と
。
議
題
の
細
目
は
左
の
如
し
。

　

○
第
一
号
議
案　

日
本
大
菩
提
会
と
日
暹
寺
の
関
係

　
　
　

一
、
日
本
大
菩
提
会
は
覚
王
山
日
暹
寺
に
属
し
、
同
寺
創
立
の
事
業

及
寄
附
金
募
集
の
事
務
を
担
任
す
る
も
の
と
す
。

　
　
　

一
、
覚
王
山
日
暹
寺
と
日
本
大
菩
提
会
と
は
会
計
を
別
途
に
す
る

事
。

　

○
第
二
号
議
案　

日
本
大
菩
提
会
々
則
改
正
案

　
　
　

第
一
条
、
中
名
古
屋
市
を
「
日
暹
寺
内
」
と
す
。
▲
第
三
条
第
一
項

中
、
殿
宇
を
削
り
「
山
日
暹
寺
」
の
四
字
を
入
る
。
▲
第
四
条
中
、

殿
宇
を
削
り
「
山
日
暹
寺
」
の
四
字
と
し
、
次
行
「
会
」
の
字
を

「
資
」
に
改
む
。
第
五
条
「
ス
」
を
削
り
「
し
総
て
日
暹
寺
信
徒
と

す
」
と
改
む
。
▲
第
八
条
第
一
号
「
会
長
は
日
暹
寺
住
職
之
に
當

る
」
と
改
む
。
▲
第
十
一
条
「
一
奉
仕
部
」
の
四
字
を
削
る
。
第
十

四
条
「
評
議
員
会
は
、
日
暹
寺
制
規
に
依
り
選
出
せ
ら
れ
た
る
評
議

員
を
以
て
、
之
を
組
織
す
」
と
改
む
。

　

○
第
三
号
議
案　

日
暹
寺
制
規
施
行
法
案

　
　
　

第
二
条　

但
書
所
定
理
事
薦
挙
の
件
。
▲
第
十
条
、
第
十
一
条
に
規

定
す
る
処
の
住
職
の
選
任
す
べ
き
執
事
、
理
事
に
し
て
、
若
し
他
宗

派
内
よ
り
選
出
し
た
る
場
合
は
、
所
属
宗
派
管
長
の
同
意
を
求
む
べ

し
。

　

○
第
四
号
議
案　

日
暹
寺
制
規
改
正
案

　
　
　

第
四
条　

日
暹
寺
評
議
員
は
、
各
宗
派
寺
院
住
職
以
上
の
僧
侶
中
に

就
き
、
其
員
数
は
宗
派
末
寺
数
に
応
じ
て
、
左
に
記
載
の
割
合
を
以

て
之
を
定
め
、
関
係
各
宗
派
管
長
各
別
に
任
命
せ
ら
る
ゝ
も
の
と

す
。
但
し
評
議
員
の
任
期
は
三
年
と
す
。

　
　
　
　

五
千
ケ
寺
以
上
の
末
寺
を
有
す
る
宗
派
二
人
。

　
　
　
　

五
千
ケ
寺
以
下
の
末
寺
を
有
す
る
宗
派
一
人
。

　
　
　

第
五
条　

評
議
員
会
は
毎
年
三
月
之
れ
を
開
く
。
▲
評
議
員
会
規
程

は
別
に
之
を
定
む
。

　
　
　

第
六
条　

評
議
員
会
に
提
出
す
べ
き
事
項
、
左
の
如
し
。

　
　
　
　

寺
産
管
理
の
方
法
。
▲
毎
年
度
会
計
収
支
予
算
。
▲
其
他
日
暹
寺

住
職
に
於
て
必
要
と
認
む
る
事
項
。

　
　
　

第
七
条　

会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日

に
終
る
も
の
と
す
。

　
　
　

現
行
第
五
条
を
第
八
条
と
し
、
以
下
条
を
順
次
繰
下
ぐ
。

　

○
第
五
号
議
案　

同
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第
三
条　

日
暹
寺
信
徒
総
代
は
、
當
番
住
職
之
を
選
任
し
、
該
信
徒

の
所
属
宗
派
へ
通
知
す
べ
し
。
▲
第
八
条
「
月
字
」
を
「
年
字
」
に

改
む
。

　

○
第
六
号
議
案　

日
暹
寺
住
職
の
晋
山
式
に
関
す
る
経
費
予
算
案

仏
骨
差
押
〔
明
治
37
年
１
月
10
日　

第
一
八
八
号
〕

名
古
屋
仮
覚
王
殿
万
松
寺
に
安
置
せ
る
仏
骨
は
、
同
殿
の
借
家
料
七
百
余
円

停
滞
の
た
め
、
万
松
寺
住
職
吉
川
義
直
師
は
、
去
る
十
六
日
、
之
が
差
押
を

名
古
屋
区
裁
判
所
へ
申
請
し
た
り
と
い
ふ
。
今
其
詳
報
を
聞
く
に
、
菩
提
会

の
内
情
は
、
現
今
の
仮
安
置
所
万
松
寺
は
関
係
者
よ
り
徳
川
家
を
説
き
、
口

約
を
以
て
一
ケ
月
六
拾
円
に
て
借
受
け
た
る
も
の
な
る
に
、
其
借
料
を
支
払

は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
正
式
取
定
め
の
手
続
を
為
さ
ゞ
る
よ
り
、
末
寺
及
び

信
徒
総
代
協
議
の
上
、
其
責
任
あ
る
吉
田
禄
在
氏
に
再
三
迫
り
、
尚
ほ
又
日

置
黙
仙
師
に
交
渉
せ
し
も
、
其
の
要
領
を
得
ず
。
因
て
過
日
開
け
る
各
宗
管

長
会
議
に
事
情
を
具
申
し
た
る
が
、
是
亦
埒
明
か
ざ
る
よ
り
、
遂
に
法
類
総

代
近
藤
得
昇
氏
に
全
権
を
委
任
し
、
當
地
弁
護
士
岡
田
芳
蔵
氏
を
代
人
と
し

て
、
執
達
吏
金
子
健
太
郎
氏
よ
り
左
の
書
類
を
送
達
せ
り
。

　

従
来
認
め
ら
れ
た
る
万
松
寺
堂
宇
貸
借
の
契
約
は
、
之
を
解
除
す
。
若
し

引
続
き
御
使
用
相
成
る
に
於
て
は
、
来
る
廿
一
日
迄
に
改
め
、
契
約
の
締

約
を
望
む
。
万
一
同
日
迄
に
契
約
成
立
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
御
使
用
な
ら

ざ
る
も
の
と
承
知
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　
　
　

職　
　

吉　

川　

義　

道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訴
訟
代
理
人　
　

岡　

田　

芳　

蔵

　
　

明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　

日
暹
寺
住
職
吉
田
源
応
殿

仏
骨
立
退
の
訴
訟
〔
明
治
37
年
１
月
25
日　

第
一
八
九
号
〕

前
号
に
仏
骨
差
押
の
見
出
は
、
仏
骨
立
退
の
訴
訟
の
意
、
正
當
に
近
き
も

の
ゝ
如
し
。
今
之
れ
に
依
て
、
左
に
万
松
寺
住
職
吉
川
義
直
氏
等
よ
り
、
各

宗
管
長
に
出
せ
る
詳
な
る
顛
末
書
を
掲
ぐ
。

　
　
　
　

謹
で
各
宗
派
管
長
猊
下
及
高
僧
大
徳
に
訴
ふ
。

　

各
宗
派
管
長
猊
下
及
び
諸
大
徳
は
、
三
冬
の
始
め
、
當
市
裏
門
前
町
万
松

寺
の
一
宇
に
御
来
会
在
ら
せ
ら
る
ゝ
を
聞
く
。
時
に
臨
で
、
万
松
寺
と
日

本
大
菩
提
会
と
の
間
に
於
け
る
過
去
現
在
の
事
態
に
就
て
、
聊
か
不
肖
共

の
所
思
所
感
を
開
陳
し
て
、
御
尊
慮
を
煩
は
さ
ん
と
欲
す
。
抑
も
万
松
寺

は
、
名
古
屋
市
内
の
巨
刹
と
称
す
る
も
、
微
禄
少
檀
。
其
伽
藍
は
大
破
損

を
生
じ
、
後
来
は
僅
に
一
ケ
月
金
参
拾
有
余
円
の
家
屋
賃
貸
料
、
及
び
地

料
、
臨
時
法
会
等
よ
り
生
ず
る
信
施
を
以
て
堂
宇
を
支
持
し
、
三
宝
供
養

の
途
を
支
へ
居
た
り
。
然
に
幸
に
し
て
、
客
年
十
一
月
日
本
大
菩
提
会
愛

知
協
賛
会
の
需
に
応
じ
、
借
受
人
に
於
て
殿
堂
修
繕
等
を
な
す
、
或
条
件

の
下
に
於
て
殿
堂
全
部
を
貸
与
し
、
之
と
同
時
に
仮
本
堂
を
建
設
し
、
本

尊
を
始
め
其
他
仏
像
仏
具
を
奉
遷
し
、
住
職
及
び
詰
合
の
衆
僧
は
、
従
来

借
入
あ
り
た
る
一
小
家
屋
に
移
住
し
、
是
迄
執
行
し
来
り
し
総
て
の
法
会

も
中
止
し
、
且
臨
時
信
徒
の
法
会
も
廃
止
同
様
に
帰
し
、
現
在
三
宝
供
養

堂
宇
修
繕
の
資
料
と
し
て
は
、
目
下
堂
宇
借
入
料
の
外
殆
ど
収
納
の
途
を

絶
せ
り
。
茲
を
以
て
、
當
春
以
来
数
回
日
本
大
菩
提
会
に
対
し
貸
入
料
の
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要
求
を
な
し
た
り
。
然
る
に
大
菩
提
会
は
言
を
左
右
に
託
し
、
一
ケ
年
金

弐
百
円
の
貸
入
料
に
締
約
し
あ
る
が
如
く
に
謂
ひ
な
し
、
且
つ
該
金
す
ら

納
付
せ
ず
。
凡
万
松
寺
の
過
去
現
在
の
財
政
に
徴
し
、
一
ケ
年
金
弐
百
円

に
て
、
三
宝
供
養
を
始
め
、
百
般
の
費
途
を
支
ふ
る
こ
と
の
能
ふ
る
や

否
、
是
又
御
照
鑑
を
仰
度
、
加
之
一
部
の
修
繕
を
要
求
し
た
る
も
之
す
ら

応
ぜ
ず
。
或
は
恣
に
万
松
寺
門
頭
に
、
覚
王
山
日
暹
寺
と
大
書
し
た
る
門

札
を
掛
け
、
且
裏
門
前
町
日
暹
寺
と
記
し
た
る
仏
供
米
袋
を
信
徒
一
般
に

配
布
し
、
殆
ど
万
松
寺
を
し
て
自
然
消
滅
を
な
さ
し
め
た
る
感
を
喚
起
令

し
め
た
り
。
凡
万
松
寺
に
因
あ
り
縁
あ
る
も
の
、
右
の
事
実
を
見
聞
し

て
、
心
に
快
し
と
す
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
殊
に
又
、
日
暹
寺
へ
万
松
寺
殿

堂
を
貸
与
す
る
に
於
て
は
、
法
規
と
し
て
其
筋
々
の
認
可
を
要
す
る
は
無

論
の
事
に
付
、
去
十
一
月
二
十
四
日
、
日
置
副
会
長
に
宛
て
其
筋
へ
出
願

す
る
書
面
を
送
付
し
、
借
入
者
の
署
名
調
印
の
取
計
を
要
め
た
る
も
、
未

だ
今
日
に
至
る
も
何
等
の
回
答
を
為
さ
ず
。
太
だ
不
始
末
の
行
為
と
謂
は

ざ
る
を
得
ず
。
但
し
万
松
寺
現
在
殿
堂
の
形
体
門
札
の
如
き
は
、
最
早
や

諸
大
宗
師
の
眼
球
に
触
れ
た
る
事
と
信
ず
。
前
陳
の
始
末
な
る
も
、
万
松

寺
は
飲
泣
容
忍
し
て
今
日
に
至
れ
り
。
以
上
の
次
第
に
付
き
、
賢
明
な
る

各
宗
派
管
長
猊
下
、
及
び
諸
大
宗
師
は
、
事
態
御
賢
察
成
し
下
さ
れ
、
左

の
条
件
の
下
に
於
て
、
御
賛
成
を
仰
ぎ
度
事
に
候
、
恐
惶
謹
言
。

　
　

一
金
七
百
弐
拾
円
也　
　
　
　
　
　

一
箇
年
貸
入
料

　
　
　
　

此
内
訳

　
　

一
金
弐
百
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
物
営
繕
費

　
　

一
金
参
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
租
并
に
課
税

　
　

一
金
四
百
九
拾
円　
　
　
　
　
　
　
家
賃
并
に
地
料
及
臨
時
法
要
等
の
年
度
寺
納

金
減
収
額
の
補
充
并
に
火
災
保
険
料
支
払

　
　
　

明
治
三
十
六
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
松
寺
住
職　

吉　

川　

義　

道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
松
院
住
職
末
寺
総
代　

松　

浦　

祖　

英

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
源
寺
住
職
法
類
総
代　

近　

藤　

得　

昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
に
檀
家
信
徒
総
代
六
名
連
署

　
　

日
暹
寺
同
盟
各
宗
派
管
長
殿

右
の
陳
情
書
は
、
昨
年
の
宗
派
会
議
に
提
出
し
た
る
も
の
に
て
、
一
方
に
は

直
接
當
事
者
吉
田
禄
在
氏
、
并
に
日
暹
寺
住
職
吉
田
源
応
氏
師
に
交
渉
し
た

る
も
、
孰
れ
も
要
領
を
得
ざ
り
し
を
以
て
、
弁
護
士
岡
田
芳
三
氏
を
訴
訟
代

理
人
と
し
、
去
歳
十
二
月
十
五
日
附
を
以
て
、
従
前
の
約
定
解
除
と
、
更
に

契
約
締
結
の
催
告
状
を
発
し
、
一
週
間
の
期
限
を
示
し
て
、
執
達
吏
金
子
健

次
郎
氏
よ
り
住
職
吉
田
師
に
送
達
し
た
り
。
然
る
に
二
十
二
日
迄
は
、
何
等

の
回
答
な
き
を
以
て
、
更
に
岡
田
弁
護
士
よ
り
、
仏
骨
立
退
の
訴
訟
を
名
古

屋
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
る
も
の
な
り
と
。

日
暹
寺
と
菩
提
会
〔
明
治
37
年
５
月
10
日　

第
一
九
六
号
〕

日
暹
寺
創
立
事
業
に
付
て
は
、
客
年
末
名
古
屋
の
各
宗
派
会
の
結
果
、
日
置

嘿
仙
師
は
日
暹
寺
創
立
事
業
、
前
田
誠
節
師
は
大
菩
提
会
事
業
を
分
任
す
る

こ
と
ゝ
し
た
る
も
、
時
局
の
為
に
各
事
業
は
中
止
の
姿
と
な
り
、
負
債
拾
参

万
六
千
円
の
整
理
委
員
と
し
て
、
宗
派
会
よ
り
選
定
せ
し
天
台
宗
の
中
村
勝

契
、
浄
土
宗
西
山
派
の
長
谷
川
観
石
、
興
正
寺
派
の
三
原
俊
栄
、
大
谷
派
関

地
良
成
及
び
前
田
誠
節
の
諸
師
会
合
す
る
も
要
領
を
得
ざ
り
し
が
、
去
程
来
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大
谷
派
を
除
き
各
委
員
名
古
屋
に
会
合
し
、
両
事
業
に
対
し
左
の
協
定
を
為

し
た
る
由
。

　

一
、
日
暹
寺
仮
本
堂
は
、
大
仏
妙
法
院
宸
殿
を
模
造
し
、
愛
知
県
愛
知
郡

月
見
坂
に
、
予
算
壱
万
七
千
円
を
以
て
建
築
す
る
事
。

　
　
　

但
し
月
見
坂
十
二
万
坪
の
寄
附
地
は
、
既
に
六
万
余
坪
登
記
を
了

り
、
其
余
漸
次
登
記
手
続
中
の
事
。

　

一
、
大
菩
提
会
負
債
整
理
に
付
て
は
、
債
権
者
中
時
局
の
為
に
強
て
督
促

を
為
さ
ゞ
る
示
談
整
た
る
も
、
此
内
止
を
得
ざ
る
分
は
、
名
古
屋
に
於

て
調
金
し
、
漸
次
支
払
ふ
事
。

何
を
か
本
派
の
事
態
と
謂
ふ
〔
明
治
37
年
９
月
10
日　

第
二
〇
四
号
〕

明
治
三
十
七
年
八
月
十
九
日
を
以
て
、
教
務
本
所
に
開
か
る
べ
き
常
置
員
会

は
、
何
故
か
該
期
日
に
到
着
す
れ
ど
も
開
か
れ
ず
、
議
事
以
下
の
役
員
は
中

に
暑
中
賜
休
に
て
帰
省
し
た
る
人
も
あ
り
、
又
名
古
屋
に
、
管
長
仏
心
宗
空

大
禅
師
を
訪
問
せ
ら
る
ゝ
人
も
あ
り
、
幾
多
の
公
用
に
て
何
れ
の
地
か
に
赴

き
つ
ゝ
あ
り
し
人
も
あ
り
、
一
方
常
置
員
の
方
に
も
越
智
日
吉
の
両
師
は
事

故
或
は
病
の
為
め
に
不
出
の
届
出
あ
り
、
此
間
延
び
て
両
三
日
を
経
過
し
た

り
き
。

廿
日
に
至
り
て
教
務
本
所
役
員
の
東
西
よ
り
帰
所
し
、
出
勤
せ
ら
る
ゝ
を
見

た
り
、
同
日
に
管
長
大
禅
師
は
其
御
病
悩
と
聞
き
し
に
も
拘
ら
ず
、
俄
然
帰

山
し
玉
ふ
の
電
音
あ
り
。
予
て
吾
人
等
が
恒
に
御
慶
快
を
の
み
祈
り
奉
り
し

赤
誠
の
通
し
て
や
、
御
勇
健
な
る
法
杖
と
共
に
諸
の
侍
者
に
囲
繞
せ
ら
れ
、

一
山
の
大
衆
が
挙
て
奉
迎
し
け
る
中
を
最
も
愉
快
に
御
帰
山
あ
り
け
る
。
翌

日
は
教
務
本
所
の
諸
役
員
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
一
山
の
耆
宿
を
始
め
、
逗

留
し
つ
ゝ
あ
る
常
置
員
諸
師
方
は
、
早
暁
よ
り
小
方
丈
に
赴
き
て
相
見
あ
り

し
。
又
聞
く
當
日　

管
長
大
禅
師
に
は
、
其
御
悩
も
忘
れ
玉
ひ
、
夙
に
教
務

本
所
に
課
せ
て
、
議
事
執
事
及
顧
問
の
方
々
を
小
方
丈
に
召
し
寄
せ
ら
れ
、

懇
切
な
る
一
場
の
御
訓
諭
の
下
に
、
各
役
員
の
時
局
（
本
派
本
山
の
時
局
を

云
）
に
対
す
る
意
見
を
徴
し
筆
記
せ
し
め
て
、
是
を
猊
右
に
留
め
玉
ふ
と
云

ふ
。

降
り
て
廿
四
日　

管
長
猊
下
の
命
に
依
り
、
教
務
本
所
内
に
臨
時
調
査
局
は

開
か
れ
ぬ
。
同
時
に
池
田
議
事
及
釈
執
事
は
、
教
務
本
所
に
出
勤
す
る
こ
と

を
遠
慮
す
べ
し
と
あ
り
（
是
よ
り
先
き
前
田
議
事
は
進
退
伺
を　

管
長
猊
下

に
呈
せ
ら
れ
自
ら
屏
居
謹
慎
せ
ら
る
）、
井
上
第
一
部
員
、
大
江
受
付
係
は

其
職
を
解
免
せ
ら
る
。

此
の
如
き
出
入
の
事
実
は
不
言
不
語
の
間
だ
に
甲
説
乙
播
し
、
廿
七
日
に
は

大
阪
朝
日
新
聞
に
妙
心
寺
紛
擾
と
云
の
一
記
事
を
揚
げ
始
め
、
遂
に
京
阪
の

幾
新
聞
迄
が
争
ふ
て
諸
種
の
臆
説
揣
摩
を
逞
ふ
す
る
に
至
る
、
吾
人
は
吾
人

の
本
分
と
し
て
、
教
務
本
所
が
執
持
せ
ら
る
ゝ
方
針
及
目
的
は
、
或
る
種
の

容
る
す
限
り
報
道
に
す
る
に
勉
む
べ
し
。
且
つ
精
確
に
事
の
真
相
を
探
究
す

る
に
尽
力
し
て
、
本
派
道
俗
の
憂
慮
を
解
く
に
吝
な
ら
ざ
る
べ
し
。
願
く
ば

世
俗
輩
の
喋
々
呶
々
す
る
稗
説
に
惑
は
さ
れ
給
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
望
む
。

今
や
教
務
本
所
に
就
き
、
今
回
の
事
態
を
探
究
す
る
に
、
管
長
大
禅
師
が
教

務
本
所
各
職
員
を
猊
下
に
召
寄
せ
て
、
御
訓
諭
一
場
の
下
に
各
員
の
意
見
を

呈
せ
ら
れ
し
は
、
左
の
三
項
な
り
と
云
（
但
情
報
に
属
す
）。

　

一　

目
下
急
迫
に
際
し
つ
ゝ
あ
る
、
某
○
行
に
対
す
る
処
理
方
法
に
関
す
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る
事
。

　

一　

常
置
員
会
に
対
す
る
処
理
の
事
。

　

一　

債
権
及
債
務
特
に
債
務
に
対
す
る
処
分
の
事
。

以
上
元
と
よ
り
具
体
的
に
立
案
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
唯
其

要
を
挙
ぐ
る
の
み
、
之
を
諒
せ
よ
、
今
ま
是
を
或
る
種
の
上
よ
り
観
察
す
れ

ば
、
随
分
重
要
の
件
な
る
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
之
を
本
派
立
教
開
宗
の
上

よ
り
打
算
す
れ
ば
、
一
小
俗
事
乃
ち
瑣
々
た
る
末
事
な
り
と
云
も
不
可
な
か

る
べ
し
。
左
り
と
て
大
な
る
河
流
は
、
元
と
涓
滴
よ
り
成
る
も
の
な
れ
ば
、

敢
て
瑣
末
の
小
事
と
速
断
し
没
了
す
る
こ
と
能
は
ず
。
少
し
く
夫
が
理
由
を

開
陳
せ
ん
。

第
一
の
某
○
行
は
た
し
か
に
債
権
者
な
り
（
本
山
の
債
務
と
な
り
し
こ
と
は

別
に
序
す
べ
し
）。
債
権
者
は
財
産
差
押
執
行
処
分
の
権
あ
る
も
の
な
り
。

一
た
び
過
ち
て
之
れ
が
処
分
せ
ら
る
ゝ
こ
と
あ
ら
ん
か
、
本
山
千
万
年
の
汚

涜
を
其
歴
史
に
遺
し
、
我
神
聖
と
し
尊
重
し
帰
崇
し
奉
る
、
微
笑
塔
下
及

世
々
の
祖
師
先
師
に
対
し
、
何
を
以
て
其
屈
辱
を
謝
せ
ん
と
す
る
か
、
是
瑣

事
と
し
て
看
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
の
一
な
り
。

第
二
常
置
員
会
は
、
本
派
議
会
の
目
代
と
し
て
本
派
の
会
計
を
監
理
し
、
兼

て
教
務
本
所
至
高
の
顧
問
た
る
も
の
な
り
。
其
責
や
大
な
り
と
す
。
今
或
る

期
日
の
下
に
之
を
微
集
し
つ
ゝ
、
数
日
の
後
に
至
り
て
も
教
務
本
所
は
、
開

会
の
時
限
を
報
ず
る
に
至
ら
ず
。
此
の
如
き
は
単
に
教
務
本
所
の
失
態
と
看

過
し
已
む
も
の
な
ら
ん
や
。
況
ん
や
、
今
回
の
同
会
は
本
年
の
通
常
会
に
於

て
議
未
だ
尽
く
さ
ゞ
る
も
の
あ
り
て
、
双
方
確
約
の
下
に
復
た
び
徴
集
し
開

会
す
る
も
の
な
り
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
其
必
要
条
件
あ
る
は
勿
論
の
こ
と
な

る
べ
し
。
爾
る
に
此
く
失
態
を
演
じ
た
る
も
の
、
之
を
本
派
本
末
交
互
の
権

利
義
務
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
頗
る
価
直
あ
る
べ
し
。
故
に
一
瑣
事
と
し
て

看
み
る
べ
か
ら
ず
と
す
る
所
以
の
二
な
り
。

第
三
負
債
の
事
た
る
之
を
聞
く
こ
と
久
矣
。
元
来
宗
派
に
は
宗
派
限
り
一
の

政
柄
（
又
之
を
法
柄
と
云
）
あ
り
て
、
部
下
乃
ち
末
派
僧
侶
を
統
括
し
得
る

の
全
権
を
有
す
れ
ど
も
、
之
れ
が
統
治
の
下
に
被
統
治
の
者
を
し
て
義
務
を

欠
く
場
合
あ
る
も
、
之
に
対
し
毫
も
制
裁
を
加
ふ
る
の
法
あ
ら
ず
（
宗
制
の

下
に
あ
る
徳
義
上
の
懲
誡
は
別
と
す
）。
故
に
宗
派
統
治
上
必
要
に
依
り
賦

課
し
た
る
金
員
も
、
間
ま
未
納
と
な
り
設
令
ひ
未
納
せ
ざ
る
ま
で
も
納
期
常

に
後
く
れ
勝
ち
と
な
り
、
之
れ
が
為
め
予
算
に
定
め
た
る
収
入
の
歳
定
額
は

一
片
徒
法
た
る
の
観
あ
り
。
末
世
の
人
多
く
は
徳
義
の
制
裁
を
格
別
慚
つ
べ

し
と
も
思
は
ぬ
結
果
、
遂
に
一
方
の
統
治
者
側
に
て
は
一
時
に
も
せ
よ
必
用

の
資
金
は
繰
り
換
へ
て
融
通
を
為
し
、
事
務
の
発
展
を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
是
れ
教
務
本
所
に
債
務
あ
る
の
一
因
な
り
。

夫
れ
如
此
而
し
て
債
務
の
始
め
て
現
れ
し
は
、
明
治
十
五
年
頃
の
事
な
り
と

す
。
年
々
債
務
の
積
り
て
終
に
は
底
止
す
る
な
き
の
感
あ
り
て
、
一
派
に
は

基
金
を
置
き
以
て
、
頼
む
べ
か
ら
ざ
る
賦
課
金
に
依
ら
ず
し
て
歳
計
を
保
持

し
、
一
派
永
久
の
基
を
固
定
せ
ん
と
せ
し
も
の
、
即
は
ち
今
の
寺
班
元
金
な

り
。
寺
班
元
金
は
設
け
ら
れ
た
り
と
雖
も
、
前
段
述
る
が
如
く
無
制
裁
者
な

る
横
着
者
は
依
然
と
し
て
存
し
、
年
々
教
務
本
所
が
是
元
金
を
借
入
れ
来
り

て
歳
計
の
支
出
を
補
填
し
、
一
方
に
は
歳
計
支
出
の
上
よ
り
利
子
を
収
入
に

納
め
、
及
元
金
を
返
却
す
る
等
の
煩
を
生
じ
、
近
年
教
務
本
所
の
歳
計
予
算

に
視
る
も
、
予
算
収
支
十
分
の
二
は
幾
ん
ど
是
れ
が
出
入
に
充
て
ゝ
、
左
袖
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よ
り
右
袖
に
移
し
懐
中
常
に
物
な
き
の
観
あ
り
。
吾
人
は
當
時
既
に
思
ふ
、

此
の
如
き
は
経
済
の
當
を
得
た
る
も
の
と
な
す
べ
か
ら
ず
、
宜
し
く
疾
か
に

一
刀
両
断
し
て
歳
計
収
支
の
方
法
を
改
転
せ
ざ
れ
ば
、
他
日
大
に
悔
ゆ
る
時

あ
ら
ん
と
。
或
は
當
局
者
に
、
或
は
議
員
中
の
個
人
に
就
き
、
姑
息
手
段
を

廃
め
ら
る
べ
し
と
忠
告
を
為
し
た
る
こ
と
も
あ
り
き
。

三
十
三
年
の
夏　

大
覚
世
尊
の　

御
遺
形
来
朝
し
て
よ
り
、
各
宗
派
間
に
日

本
大
菩
提
会
組
織
せ
ら
る
。
此
時
本
派
執
事
後
藤
禅
提
氏
は
、
我
本
派
選
出

の
委
員
と
し
て
、
会
の
重
役
に
挙
げ
ら
る
。
偶
ま
創
業
の
事
と
て
会
務
進
捗

に
対
し
会
金
伴
ひ
て
収
入
な
く
、
資
金
屡
欠
乏
の
苦
み
あ
り
。
後
藤
禅
提
氏

は
、
他
重
役
と
共
に
我
本
派
な
る
時
の
会
計
部
長
日
吉
執
事
に
依
頼
し
、
若

干
金
の
融
通
を
為
し
た
り
と
聞
く
。
是
れ
日
本
大
菩
提
会
と
我
本
派
本
山
と

係
累
を
生
じ
た
る
嚆
矢
と
な
す
、
転
じ
て
三
十
四
年
秋
と
な
り
て
後
藤
氏
去

り
、
日
吉
執
事
も
亦
た
退
か
れ
、
是
よ
り
先
き
各
宗
派
の
推
薦
に
て
前
田
議

事
は
同
会
の
副
会
長
た
り
、
教
務
本
所
に
て
は
釈
等
顧
氏
を
執
事
兼
会
計
部

長
に
挙
ぐ
、
此
時
同
会
の
困
憊
殆
ん
ど
其
極
に
達
し
、
村
田
同
会
々
長
以
下

尽
く
某
銀
行
の
破
産
と
共
に
、
執
行
命
令
を
受
け
財
産
差
押
を
さ
せ
ら
れ
た

り
、
蓋
し
前
田
議
事
等
の
新
任
せ
ら
れ
た
る
役
員
は
此
渦
中
に
在
ら
ず
。
於

之
乎
各
宗
派
挙
て
我
本
派
に
哀
訴
し
、
一
時
の
救
助
を
請
求
せ
ら
る
ゝ
あ

り
。
故
管
長　

小
林
宗
補
大
禅
師
慈
悲
の
涙
も
て
前
田
議
事
釈
執
事
の
両
位

に
内
諭
を
下
し
玉
ひ
、
結
局
一
片
同
情
の
下
に
日
本
大
菩
提
会
の
非
運
を
救

拯
せ
り
。
是
ぞ
我
本
派
本
山
の
日
本
大
菩
提
会
に
係
累
を
重
ね
し
第
二
の
主

因
な
り
。
果
て
は
救
済
に
救
済
を
積
み
て
現
今
日
本
大
菩
提
会
が
有
す
る
債

務
の
多
数
は
、
我
本
山
の
債
権
た
り
し
に
至
る
。

内
は
本
派
内
に
あ
り
て
も
、
外
は
日
本
大
菩
提
会
に
対
し
債
権
者
と
し
て

も
、
何
れ
債
務
の
免
れ
得
べ
き
こ
と
な
き
は
同
一
に
し
て
、
其
金
額
の
多
数

な
る
、
係
り
て
本
派
本
山
の
基
礎
に
関
す
る
こ
と
疑
ふ
べ
き
に
非
ず
、
然
れ

は
敢
て
一
小
瑣
事
な
り
と
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
第
三
の
主
点
な
り
と
す
。

此
の
如
き
重
大
件
と
認
む
る
外
に
事
々
物
々
情
由
の
判
定
に
苦
し
む
も
の
従

て
多
か
ら
ん
。
管
長
大
禅
師
は
一
に
御
自
身
の
非
徳
に
帰
し
御
慨
歎
あ
ら
せ

玉
ふ
由
に
聞
く
。
実
に
恐
れ
多
き
限
り
な
る
べ
し
。

斯
く
て
又　

管
長
大
禅
師
に
は
臨
時
必
須
の
御
処
分
と
し
て
、
今
川
前
管

長
、
釈
薩
水
前
顧
問
及
三
関
天
慧
氏
を
臨
時
顧
問
に
任
し
、
虎
渓

応
、
釈

古
槐
、
東
海
承
天
の
三
氏
を
参
加
と
し
、
今
の
稲
葉
顧
問
と
共
に
臨
時
顧
問

会
な
る
も
の
を
設
定
せ
ら
る
。
吾
人
は
是
れ
時
局
に
対
す
る
必
要
の
御
英
断

な
り
と
察
し
奉
る
。
如
何
な
る
重
大
な
る
件
も
是
等
老
宿
の
補
賛
に
よ
り

て
、
明
々
快
々
に
処
理
し
得
ら
れ
て
遺
憾
な
き
を
期
せ
ん
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　

公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報

本
派
議
事
弐
名
、
不
都
合
ノ
廉
ア
リ
。
一
時
休
務
ヲ
命
シ
詮
議
中
。
本
派
常

置
員
会
ノ
諮
詢
ヲ
経
テ
、
議
事
事
務
取
扱
ヲ
置
キ
、
當
分
議
事
ノ
職
務
ヲ
取

扱
ハ
シ
ム
。

　

明
治
三
十
七
年
九
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
管
長　

関　
　

実　

叢

本
派
財
務
ニ
関
ス
ル
緊
急
ノ
件
発
生
シ
タ
ル
ニ
依
リ
、
特
ニ
諮
詢
ノ
必
要
ア

リ
。
本
山
ニ
対
シ
尤
モ
功
労
ア
ル
耆
宿
若
干
名
ヲ
召
集
シ
、
嘱
ス
ル
ニ
臨
時

顧
問
ヲ
以
テ
ス
。
本
職
ハ
本
派
綱
目
ノ
保
障
ニ
拠
リ
、
善
後
策
ニ
付
臨
機
ノ

処
置
ヲ
施
ス
ヘ
シ
。
本
派
僧
侶
ハ
此
際
他
ニ
煽
動
セ
ラ
レ
、
或
ハ
附
和
雷
同
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シ
、
什
伍
相
混
シ
テ
其
本
分
ヲ
失
却
シ
、
布
教
伝
道
ヲ
怠
ラ
サ
ル
様
深
ク
戒

勗
ス
ヘ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
管
長　

関　
　

実　

叢

　

明
治
卅
七
年
九
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
事
事
務
取
扱　
　

稲　

葉　

元　

厚

本
派
の
事
変
〔
明
治
37
年
９
月
10
日　

第
二
〇
四
号
〕

明
治
三
十
七
年
度
継
続
常
置
員
会
は
、
六
月
中
に
開
設
す
べ
き
筈
な
る
も
、

種
々
事
情
の
あ
る
あ
り
た
め
に
、
遷
延
亦
遷
延
経
過
し
来
り
し
が
熟
議
一
決

し
て
、
愈
八
月
十
九
日
を
以
て
開
設
す
べ
き
旨
通
牒
せ
し
を
以
て
、
常
置
員

三
玉
禅
誉
、
原
円
応
、
平
松
亮
卿
の
三
氏
は
、
同
月
十
八
日
に
登
山
せ
ら
れ

た
り
き
。
翌
十
九
日
左
の
意
味
の
伺
書
を
教
務
本
所
宛
て
提
出
し
た
り
。

「
常
置
員
会
は
本
日
何
時
頃
開
会
相
成
候
哉
伺
に
及
び
候
也
」。
此
れ
に
対
す

る
教
務
本
所
の
回
答
は
「
本
日
継
続
常
置
員
会
開
会
可
致
の
処
事
故
之
あ
り

本
日
は
開
会
の
運
に
至
り
兼
候
運
云
云
」。
翌
廿
日
に
至
る
も
、
本
所
は
同

意
味
の
通
牒
を
齎
ら
せ
来
り
た
る
を
以
て
、
此
間
常
置
員
は
職
責
上
審
査
を

要
す
る
点
あ
り
て
、
平
松
氏
は
太
秦
登
記
所
へ
出
張
し
彼
是
調
査
の
結
果
、

掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
を
発
見
せ
し
と
て
、
翌
廿
一
日
早
朝
常
置
員
三
名

は
、
管
長
猊
下
に
拝
謁
し
て
伏
奏
せ
ら
る
（
書
面
略
之
）。

此
に
対
し
管
長
猊
下
は
、
追
て
沙
汰
に
及
ぶ
べ
き
を
以
て
滞
山
せ
よ
と
命
せ

ら
れ
た
り
き
。
當
日
前
田
議
事
は
、
進
退
伺
書
を
提
出
し
て
以
来
、
訪
問
の

客
を
杜
絶
し
、
自
ら
謹
慎
を
表
し
て
目
下
待
命
中
な
り
。
廿
二
、
三
日
教
務

本
所
内
の
風
雲
頗
る
騒
然
た
る
光
景
に
見
受
け
た
り
。
廿
四
日
午
後
一
時
、

管
長
猊
下
の
命
に
依
り
、
池
田
議
事
、
木
宮
執
事
、
永
井
執
事
及
常
置
員
の

三
名
は
教
務
本
所
へ
出
頭
せ
り
。
管
長
猊
下
は
稲
葉
顧
問
を
従
ひ
、
教
務
本

所
に
御
親
臨
あ
ら
せ
ら
れ
、
議
事
及
執
事
に
対
し
て
左
の
意
味
に
て
御
親
示

あ
り
た
り
。「
一
昨
日
提
出
の
意
見
書
に
対
し
て
は
詮
議
中
な
り
。
本
日
は

臨
時
処
理
す
べ
き
件
あ
る
に
依
り
、
今
よ
り
執
行
す
べ
し
云
云
」。
亦
引
続

て
「
稲
葉
顧
問
始
め
一
同
へ
事
の
終
了
す
る
ま
で
は
退
去
す
べ
か
ら
ず
」
と

命
ぜ
ら
れ
た
り
。
管
長
猊
下
は
釈
執
事
を
召
喚
し
て
、
教
務
本
所
貯
蔵
の
公

債
證
書
に
関
す
る
諸
帳
簿
及
一
切
の
書
類
を
、
即
時
當
職
に
提
出
す
べ
し
云

云
命
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
以
上
の
常
置
員
三
名
に
該
公
債
證
書
検
閲
を
命

じ
、
又
池
田
議
事
に
立
会
を
命
ぜ
ら
れ
、
其
検
閲
を
執
行
し
た
る
結
果
、
金

庫
の
公
債
證
書
に
異
動
あ
る
を
発
見
し
た
り
。
此
事
た
る
や
一
朝
一
夕
の
出

来
事
に
あ
ら
ず
し
て
、
遠
く
は
停
車
場
設
置
、
或
は
育
英
事
業
の
た
め
、
或

は
菩
提
会
の
関
係
上
よ
り
今
日
の
状
態
に
至
り
た
る
も
の
な
り
。
管
長
猊
下

は
池
田
議
事
、
釈
会
計
部
長
へ
該
公
債
證
書
の
事
に
対
し
始
末
書
を
差
出
す

べ
き
旨
、
及
教
務
本
所
金
庫
内
の
現
在
品
目
録
を
調
製
し
、
直
ち
に
當
職
へ

提
出
す
べ
き
旨
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
同
夜
釈
等
顧
へ
勤
務
停
止
を
命
ぜ
ら
る
と

同
時
に
、
池
田
議
事
へ
左
の
命
あ
り
た
り
。「
会
計
部
長
釈
等
顧
、
不
都
合

の
廉
あ
る
に
依
り
取
調
中
。
教
務
本
所
勤
務
を
停
止
し
、
執
事
木
宮
恵
満
へ

会
計
部
長
、
事
務
臨
時
取
扱
を
命
じ
た
る
に
依
り
、
立
会
の
上
教
務
本
所
金

庫
の
鎖
鑰
及
金
庫
内
の
物
件
別
紙
目
録
に
基
き
、
即
時
釈
等
顧
よ
り
木
宮
恵

満
へ
引
渡
さ
し
む
べ
し
云
々
」
以
上
の
手
続
を
経
て
、
散
場
を
命
せ
ら
れ
た

る
は
、
午
後
十
一
時
に
垂
ん
と
せ
り
。
翌
廿
五
日
木
宮
執
事
、
永
井
執
事
進

退
伺
書
を
提
出
し
て
以
来
待
命
せ
し
所
、
廿
七
日
教
務
本
所
常
務
勤
続
す
べ
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き
旨
命
せ
ら
れ
た
り
。
亦
常
置
員
三
名
は
、
本
山
財
務
臨
時
調
査
の
任
務
を

負
ひ
、
目
下
調
査
中
な
り
。
故
に
其
凡
て
の
事
実
の
真
相
は
、
未
だ
知
る
に

由
な
し
。
然
る
に
各
新
聞
紙
の
報
ず
る
所
は
、
斉
東
野
人
の
言
に
し
て
其
真

相
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
管
長
猊
下
は
、
茲
に
善
後
策
を
講
す

る
に
先
ち
、
本
派
布
教
の
大
敏
腕
を
以
て
、
名
あ
る
三
関
天
慧
、
今
川
貞

山
、
釈
蔭
水
の
三
師
に
臨
時
顧
問
を
嘱
托
し
、
以
後
益
、
快
刀
乱
麻
の
慨
を

以
て
着
々
善
後
策
に
進
ま
る
ゝ
御
決
心
な
り
と
。

●
言
議　
　

名
古
屋
な
る
柴
田
某
と
云
る
人
、
我　

○
○
○
○
○
に
対
し

て
、
日
本
大
菩
提
会
債
務
に
関
し
て
、
名
古
屋
有
志
者
等
は
、
我
妙
心
寺
と

直
接
に
協
議
し
て
、
夫
の
有
名
な
る
同
会
の
債
務
を
五
万
円
に
減
額
せ
り
。

是
に
付
て
は
妙
心
寺
當
局
者
に
は
、
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
不
都
合
の
事
態
あ
り

と
申
告
せ
し
由
な
る
に
付
、
之
を
聞
き
糺
し
た
る
に
、
我
當
局
者
は
名
古
屋

有
志
者
等
は
勿
論
の
こ
と
、
柴
田
な
と
云
る
儕
輩
に
一
度
も
逢
し
こ
と
な

く
、
又
同
会
の
債
務
を
五
万
円
に
す
る
の
せ
ぬ
の
と
協
議
を
為
し
た
る
こ
と

も
な
く
、
況
ん
や
柴
田
な
ど
名
乗
れ
る
人
に
面
会
せ
し
こ
と
も
な
し
と
謂
は

れ
た
り
。
而
し
て
日
置
副
会
長
よ
り
の
書
面
に
、
柴
田
な
る
も
の
に
上
件
の

事
を
詰
問
し
た
る
に
、
同
人
は
斯
る
話
し
を
な
せ
し
こ
と
な
し
と
云
へ
り
と

の
こ
と
。
左
す
れ
ば
我
○
○
○
○
○
の
仰
せ
あ
り
し
こ
と
も
何
人
か
の
捏
造

に
て
、
言
を
柴
田
と
云
人
に
仮
り
し
も
の
に
て
、
太
だ
気
の
毒
の
次
第
な
り

と
、
或
る
人
の
語
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
此
く
は
記
し
つ
。

●
我
聞
く　
　

本
年
四
月
中
、
前
田
議
事
が
在
東
京
柴
氏
よ
り
の
電
音
に
依

り
、
東
上
せ
ら
れ
し
こ
と
は
曽
て
聞
く
所
な
る
が
、
他
に
て
推
測
す
る
某
官

衙
に
在
る
シ
ハ
な
る
人
に
て
は
な
き
由
に
洩
れ
聞
き
た
り
。

●
野
原
稲
蔵
先
生　
　

同
氏
は
曽
て
在
京
せ
ら
る
ゝ
こ
と
殆
ん
ど
九
年
。
其

間
本
輪
の
記
者
及
編
輯
人
と
し
て
本
派
に
貢
献
せ
ら
る
ゝ
所
多
く
、
花
園
学

林
の
教
授
と
し
て
は
、
吾
本
派
内
の
子
弟
其
薫
陶
提
撕
を
蒙
り
し
者
亦
た
甚

だ
多
し
。
特
に
氏
が
温
藉
な
る
性
質
は
、
内
外
の
道
俗
挙
り
て
称
賛
し
、
為

め
に
交
盟
を
乞
ふ
も
の
些
な
か
ら
ず
。
此
頃
家
事
の
為
め
に
、
従
事
せ
ら
れ

た
る
従
前
の
任
を
一
切
是
に
辞
し
、
故
山
に
向
は
る
吾
人
何
ぞ
哀
別
の
情
に

耐
へ
ん
や
。
同
氏
が
前
田
議
事
へ
宛
て
ら
れ
け
る
書
中
に
、

　

将
去
洛
陽
偶
賦

　

飄
零
為
客
九
星
霜
、
物
色
依
然
古
洛
陽
、
自
怪
風
流
縁
甚
薄
、
又
追
帰
雁

向
故
郷

日
暹
寺
住
職
交
代
〔
明
治
37
年
９
月
10
日　

第
二
〇
四
号
〕

名
古
屋
な
る
覚
王
山
日
暹
寺
の
住
職
は
、
立
教
開
宗
の
新
古
に
依
り
て
順
次

交
番
任
期
を
一
年
と
し
、
昨
年
八
月
天
台
座
主
吉
田
源
応
師
就
任
し
た
る

が
、
去
月
は
満
期
に
付
、
逓
次
番
た
る
天
台
宗
真
盛
派
管
長
石
山
覚
湛
師
交

代
就
任
す
る
こ
と
ゝ
為
り
た
り
。

本
派
の
事
態
と
杞
憂
〔
明
治
37
年
９
月
25
日　

第
二
〇
五
号
〕

本
派
の
財
政
事
変
な
る
も
の
を
惹
起
せ
る
大
要
は
、
前
号
の
誌
上
を
以
て
報

じ
た
り
き
、
而
し
て
茲
に
起
る
べ
き
も
の
は
其
善
後
策
之
れ
な
り
。
當
路
者

の
処
置
の
如
何
は
、
本
派
将
来
の
消
長
に
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
な

り
と
す
。

英
明
な
る
管
長
大
禅
師
は
、
事
態
の
容
易
な
ら
ざ
る
を
道
破
し
て
、
綱
目
の
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規
定
外
に
、
本
派
に
於
て
名
声
嘖
々
の
宿
老
今
川
貞
山
、
釈
薩
水
、
三
関
天

慧
の
三
氏
を
座
右
に
召
喚
し
て
事
々
を
諮
詢
せ
ら
れ
、
其
態
度
を
し
て
益
深

重
な
ら
し
む
る
は
、
至
極
適
當
な
る
挙
に
し
て
吾
人
の
賞
賛
に
堪
へ
ざ
る
所

な
り
。
而
し
て
一
方
に
於
て
は
稲
葉
元
厚
、
木
宮
恵
満
、
三
玉
禅
誉
、
原
円

応
、
平
松
亮
卿
氏
を
以
て
本
山
財
務
臨
時
調
査
員
と
し
て
、
其
調
査
を
命
ぜ

ら
れ
、
着
々
事
務
進
捗
し
つ
ゝ
あ
り
と
云
ふ
。

這
般
財
政
改
革
の
首
頭
と
し
て
、
昼
夜
御
心
慮
を
煩
は
し
奉
る
管
長
大
禅

師
、
及
び
蹇
々
匪
躬
の
誠
を
尽
し
て
、
事
に
當
ら
れ
る
宿
老
顧
問
、
財
務
整

理
員
諸
氏
の
労
に
対
し
て
、
吾
人
は
多
大
の
感
謝
を
払
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

其
進
行
上
殊
に
刑
事
問
題
の
重
大
事
件
を
提
起
す
る
の
止
む
な
き
に
至
る
に

於
て
を
や
。
此
挙
の
適
當
な
る
と
否
と
に
就
て
は
今
更
論
す
べ
き
に
あ
ら

ず
。
只
一
派
の
全
体
よ
り
見
て
、
頗
る
軽
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
を
以
て
、
一

派
の
僧
侶
は
勿
論
、
其
檀
信
徒
は
後
来
其
進
行
の
如
何
に
向
て
、
常
に
深
き

注
意
を
払
ふ
も
の
な
り
。

此
提
案
に
就
て
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
當
路
者
は
経
営
惨
憺
、
研
究
に
研
究

を
重
ね
た
る
結
果
、
此
挙
に
出
で
た
る
こ
と
に
於
て
何
人
も
疑
は
ざ
る
所
な

り
。
然
れ
ど
も
此
事
件
の
落
着
に
関
し
て
衆
論
異
説
紛
々
と
し
て
其
帰
着
す

る
所
を
知
ら
ず
。
今
爰
に
此
等
の
説
を
綜
合
概
括
し
て
、
事
態
の
進
行
を
見

る
、
敢
て
徒
労
の
業
に
あ
ら
ず
。

第
一
、
此
等
の
事
変
を
惹
起
し
た
る
は
、
前
田
氏
等
の
憎
む
べ
き
行
為
に
由

来
し
て
、
其
罪
跡
は
掩
ふ
べ
か
ら
ず
、
今
は
早
前
田
氏
等
自
身
に
於
て
も
其

免
る
べ
か
ら
ざ
る
を
自
覚
せ
る
も
の
な
り
。
本
派
将
来
の
た
め
其
罪
堂
々
責

む
べ
き
な
り
。
亦
綱
目
の
規
定
を
見
る
も
決
し
て
此
を
仮
借
し
置
く
べ
き
に

あ
ら
ず
。

然
し
此
回
提
起
し
た
る
事
件
た
る
や
、
要
す
る
に
前
田
氏
等
の
行
為
の
処
罰

問
題
よ
り
も
、
寧
財
務
整
理
上
よ
り
来
り
た
る
も
の
ゝ
如
し
。
此
言
に
し
て

果
し
て
真
な
り
と
す
れ
ば
、
其
目
的
と
す
る
所
は
、
某
々
銀
行
に
入
れ
る
拾

万
円
の
公
債
券
の
返
還
に
あ
り
。
其
方
法
と
し
て
前
田
氏
等
の
今
日
（
雑
報

欄
に
就
て
見
る
べ
し
）
あ
る
に
至
れ
り
。

本
派
が
菩
提
会
に
手
を
染
め
て
以
来
、
財
政
界
の
紊
乱
は
世
間
嘖
々
す
る
所

な
り
き
。
其
間
多
年
、
各
宗
派
に
関
係
す
る
事
極
め
て
複
雑
錯
綜
す
る
を
想

像
す
る
に
難
か
ら
ず
。
其
進
行
尋
常
一
様
に
あ
ら
ず
し
て
多
数
の
時
日
を
要

す
る
あ
ら
ば
、
仮
令
其
結
果
成
功
し
た
る
と
も
、
其
間
に
消
費
す
る
莫
大
の

金
額
を
投
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
も
不
幸
に
し
て
三
年
乃
至
五
年
の
長
日

月
に
至
る
と
す
れ
ば
、
徒
に
法
律
家
の
餌
食
と
な
り
て
、
其
結
局
す
る
所
数

万
の
巨
金
を
投
じ
て
罪
人
を
宣
告
す
る
に
終
る
の
み
と
。

第
二
、
這
般
の
事
件
幸
に
し
て
好
結
果
に
終
局
す
る
あ
る
も
、
尚
ほ
第
三
者

よ
り
畏
こ
き
本
派
の
至
尊
を
被
告
と
る
如
き
不
幸
あ
る
と
き
は
、
内
に
本
派

の
禍
根
を
益
増
殖
せ
し
め
、
外
に
幾
万
の
信
徒
の
信
念
に
影
響
し
て
、
其
統

一
す
る
所
な
き
に
至
ら
ば
、
本
派
の
前
途
実
に
雄
々
し
き
大
事
な
り
と
す
。

其
事
情
異
な
れ
り
と
雖
も
、
東
本
願
寺
の
財
政
紊
乱
よ
り
延
て
今
日
の
窮
状

に
至
り
た
る
は
実
に
好
模
範
な
り
き
云
云
。

其
云
為
す
る
所
畢
竟
す
る
に
以
上
の
二
者
に
過
ぎ
ず
。
而
し
て
其
何
れ
か
果

し
て
真
理
な
る
や
否
、
法
律
の
明
な
き
者
の
探
知
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
も
、

赤
誠
以
て
関
山
下
の
前
途
を
思
ふ
の
心
底
よ
り
現
は
れ
た
る
も
の
と
す
れ

ば
、
敢
て
傾
聴
の
価
値
な
き
も
の
と
せ
ず
。
然
れ
ど
も
今
更
如
何
に
云
為
す
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る
あ
る
も
、
事
既
に
死
後
の
医
談
の
み
。
後
来
は
只
當
路
者
の
智
嚢
に
待
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　

公　
　
　
　
　

報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
一
般
寺
院

明
治
三
十
七
年
九
月
九
日
宣
示
第
二
、
五
行
目
ノ
本
派
ハ
「
妙
心
寺
派
」
ノ

誤
植
ナ
リ
。
右
報
告
ス
。

　
　

明
治
三
十
七
年
九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所

普
告
第
百
〇
六
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
一
般
寺
院

明
治
三
十
七
年
七
月
九
日
普
告
第
百
〇
四
号
ヲ
以
テ
、
本
派
議
員
選
挙
ヲ
行

ハ
シ
メ
タ
ル
。
第
十
三
選
挙
区
議
員
投
票
ハ
再
審
査
ノ
結
果
、
有
効
ト
確
定

セ
ル
ヲ
以
テ
、
同
年
九
月
十
日
普
告
第
百
〇
五
号
中
第
十
三
選
挙
区
議
員
選

挙
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
取
消
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
管
長　

関　
　

実　

叢

　
　

明
治
三
十
七
年
九
月
十
七
日

本
派
の
事
変
〔
明
治
37
年
９
月
25
日　

第
二
〇
五
号
〕

端
な
く
も
本
派
事
変
な
る
も
の
を
惹
起
せ
り
、
前
号
を
以
て
宿
老
顧
問
の
任

命
ま
で
の
消
息
は
大
要
報
じ
た
り
。
其
後
二
十
日
ま
で
の
推
移
を
摘
要
せ

ば
、
▲
四
日
釈
薩
水
、
三
関
天
慧
両
氏
の
登
山
な
き
も
、
茲
に
緊
急
事
件
あ

る
を
以
て
、
既
に
登
山
せ
ら
れ
た
る
宿
老
と
夜
十
一
時
頃
よ
り
秘
密
会
を
開

き
、
徹
夜
凝
議
す
る
所
あ
り
た
り
。
當
日
の
会
合
者
は
、

　

管
長
大
禅
師
、
稲
葉
元
厚
、
今
川
貞
山
、
虎
渓
完
応
、
釈
古
槐
、
東
海
承

天
、
木
宮
執
事
、
永
井
執
事
、
三
玉
禅
誉
、
原
円
応
、
平
松
亮
卿

の
諸
氏
に
し
て
、
此
会
の
組
織
た
る
最
も
秘
密
を
守
り
、
表
面
に
は
何
等
発

表
せ
ざ
る
も
、
事
実
後
来
取
る
べ
き
方
針
に
就
て
、
頗
る
堅
固
に
一
致
し
た

る
も
の
と
記
者
之
を
認
む
。
▲
翌
五
日
愈
々
前
田
氏
を
刑
事
被
告
と
し
て
、

関
係
者
は
其
筋
へ
手
続
に
及
び
た
り
と
聞
く
。
▲
六
日
顧
問
会
の
開
設
は
、

本
日
を
以
て
始
む
べ
き
筈
な
る
も
、
釈
薩
水
、
三
関
天
慧
の
両
氏
は
都
合
あ

り
て
登
山
の
期
日
を
後
れ
ら
れ
た
る
を
以
て
其
運
び
に
至
ら
ず
。
▲
七
日

夜
、
釈
薩
水
氏
登
山
せ
ら
れ
た
り
き
。
當
日
妙
法
院
門
跡
村
田
寂
順
師
は
、

三
十
九
度
の
高
熱
の
病
躯
に
も
拘
ら
ず
、
二
尊
院
住
職
貴
志
寂
忍
氏
と
同
行

し
て
大
森
知
事
の
内
意
に
依
り
、
妙
心
寺
事
変
に
対
し
、
法
廷
或
は
監
督
庁

を
煩
は
す
事
あ
る
に
至
り
て
は
僧
界
の
面
目
立
た
ず
。
可
成
穏
か
な
る
方
針

を
執
る
べ
し
と
の
意
を
齎
ら
せ
ら
れ
た
り
と
。
管
長
大
禅
師
は
、
當
派
は
當

派
の
綱
目
あ
り
て
、
其
定
む
る
所
に
従
ひ
至
當
の
処
分
を
な
す
べ
し
。
決
し

て
不
法
の
処
置
に
出
る
あ
ら
ず
。
幸
に
安
心
あ
れ
ど
答
へ
ら
れ
た
り
と
聞

く
。
▲
八
日
宿
老
顧
問
会
は
、
本
日
よ
り
開
く
べ
き
筈
な
る
が
、
三
関
天
慧

氏
八
日
夕
入
洛
す
べ
き
旨
の
打
電
達
し
た
れ
ば
、
九
日
に
延
期
し
た
り
。
▲

九
日
各
宿
老
七
名
参
集
し
た
る
を
以
て
、
本
日
午
後
三
時
過
ぎ
よ
り
同
会
を

開
会
し
、
管
長
大
禅
師
を
始
め
木
宮
執
事
、
永
井
執
事
、
三
玉
禅
誉
、
原
円

応
、
平
松
亮
卿
の
諸
氏
出
席
せ
ら
れ
、
一
条
の
挨
拶
あ
り
て
次
で
諮
問
案
を

配
布
し
た
り
。
其
大
要
は
負
債
償
却
の
方
法
、
台
湾
北
海
道
に
於
け
る
寺
院

説
教
所
に
対
す
る
方
法
、
花
園
学
林
に
対
す
る
方
針
、
其
他
細
目
に
渡
る
箇

条
あ
り
た
り
。
斯
る
重
大
な
る
要
件
を
議
す
る
は
固
よ
り
即
決
す
べ
き
に
あ

ら
ず
。
故
に
一
日
の
熟
考
時
間
を
与
へ
、
十
一
日
午
前
開
会
す
る
を
約
し
点
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灯
後
に
散
会
し
た
り
。
▲
十
日
休
会
。
▲
十
一
日
顧
問
会
を
開
き
た
り
。
議

題
は
前
記
の
如
く
に
し
て
、
其
決
議
如
何
に
な
り
行
き
し
や
未
だ
聞
く
に
由

な
し
。
然
れ
ど
も
同
会
が
十
九
日
ま
で
休
会
さ
れ
た
る
よ
り
以
て
見
れ
ば
、

議
員
の
考
案
未
だ
熟
慮
す
る
に
暇
な
き
に
由
る
も
の
ゝ
如
し
。
▲
十
二
日
木

宮
執
事
は
京
都
地
方
裁
判
所
に
出
頭
し
、
其
筋
の
役
人
に
面
会
を
求
め
上
申

す
る
所
あ
り
た
り
。
▲
十
三
日
伊
藤
検
事
は
前
田
氏
に
宛
取
調
の
件
あ
る
に

付
、
十
四
日
午
前
八
時
検
事
局
へ
出
頭
す
べ
き
旨
召
喚
書
を
発
し
た
り
。
▲

十
四
日
前
田
氏
は
検
事
局
に
出
頭
し
て
種
々
取
調
を
受
け
、
続
て
四
十
九
、

京
都
の
両
銀
行
に
打
電
し
て
、
妙
心
寺
の
債
権
に
関
す
る
一
切
の
書
類
を
携

帯
し
て
、
役
員
一
名
即
刻
出
頭
す
べ
き
旨
を
命
じ
た
り
。
四
十
九
よ
り
片
山

茂
三
郎
、
京
都
よ
り
田
中
光
太
郎
出
頭
せ
り
。
両
氏
に
就
き
取
調
を
終
り

て
、
再
び
前
田
氏
に
就
き
尋
問
を
継
続
し
、
亦
更
に
公
證
人
樺
井
保
親
を
召

喚
し
氏
に
就
て
取
調
を
終
へ
、
三
た
び
前
田
氏
を
取
調
べ
た
り
。
検
事
は
書

記
一
名
を
伴
ひ
て
午
後
五
時
過
ぎ
よ
り
妙
心
寺
に
出
頭
し
て
、
管
長
大
禅
師

及
池
田
議
事
、
永
井
執
事
に
就
て
訊
問
す
る
所
あ
り
。
十
一
時
過
ぎ
終
り
た

り
と
云
ふ
。
▲
十
五
日
伊
藤
検
事
は
、
午
前
八
時
よ
り
花
園
警
察
署
に
於

て
、
池
田
議
事
、
永
井
執
事
、
釈
会
計
部
長
を
召
喚
し
て
、
午
後
一
時
ま
で

訊
問
を
継
続
せ
り
と
。
▲
十
六
日
花
園
警
察
署
に
於
て
、
前
田
、
釈
の
両
氏

を
召
喚
し
て
、
前
日
の
引
続
き
の
調
査
を
遂
行
し
、
更
に
両
氏
に
承
諾
同
行

を
求
め
て
、
裁
判
所
に
伴
ひ
た
る
は
正
午
過
ぎ
な
り
。
夫
よ
り
質
問
の
件
あ

る
に
つ
き
、
四
十
九
銀
行
の
片
山
茂
三
郎
に
出
頭
を
命
じ
た
り
。
同
夜
山
川

検
事
は
両
氏
に
対
し
公
私
文
書
偽
造
行
使
、
私
印
盗
用
、
詐
欺
取
財
の
罪
名

の
下
に
起
訴
手
続
を
終
へ
、
其
後
未
決
監
に
収
容
し
た
り
と
。
▲
十
七
日
午

前
十
一
時
過
ぎ
よ
り
、
伊
藤
検
事
、
浅
見
判
事
は
、
川
越
書
記
及
刑
事
巡
査

を
従
へ
、
前
田
氏
の
宅
に
出
張
し
、
家
宅
捜
索
を
為
し
、
続
て
片
山
茂
三
郎

宅
、
樺
井
保
親
宅
釈
氏
の
家
宅
捜
索
を
遂
行
し
た
り
と
。
顧
問
会
は
前
記
の

如
く
十
九
日
ま
で
延
会
し
た
る
が
、
前
田
氏
等
拘
引
の
た
め
、
期
を
早
め
本

日
午
後
顧
問
会
を
開
き
た
り
。
▲
十
八
日
竜
泉
菴
、
春
光
院
其
他
関
係
者
二

三
の
家
宅
捜
索
を
な
し
た
り
き
。
▲
十
九
日
宿
老
顧
問
会
は
、
老
僧
中
二
三

差
支
あ
る
よ
り
、
二
十
日
午
後
一
時
よ
り
の
開
会
を
延
期
せ
り
。
▲
二
十
日

午
後
三
時
よ
り
開
会
せ
し
顧
問
会
の
決
議
を
聞
く
に
、
花
園
学
林
は
従
来
の

如
く
継
続
す
る
こ
と
。
本
山
の
経
常
費
は
能
ふ
限
り
削
減
す
る
こ
と
。
北
海

道
並
に
台
湾
布
教
に
従
来
補
助
し
来
た
り
た
る
費
は
全
廃
し
、
唯
保
護
を
与

ふ
る
こ
と
に
止
め
、
自
由
の
方
針
を
取
ら
し
む
る
こ
と
。

妙
心
寺
派
教
務
本
所
録
事
〔
明
治
37
年
９
月
25
日　

第
二
〇
五
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
議
事　
　

前　

田　

誠　

節

本
派
議
事
ヲ
免
ス
（
明
治
三
十
七
年
九
月
廿
二
日
管
長
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
執
事　
　

釈　
　
　

等　

顧

本
派
執
事
ヲ
免
ス
（
仝
上
管
長
）。

誡
勗
状
〔
明
治
37
年
９
月
25
日　

第
二
〇
五
号
〕

　
　
　
　
　

誡　

勗　

状　
　
　
　

本
派
議
事　
　

前　

田　

誠　

節

右
、
本
派
基
本
財
産
タ
ル
寺
班
元
金
ノ
全
部
、
及
本
山
蓄
積
ノ
保
存
金
ヲ
濫

用
シ
、
遂
ニ
本
山
ヲ
シ
テ
不
慮
ノ
悲
境
ニ
陥
ラ
シ
メ
タ
リ
。

抑
モ
議
事
ノ
職
責
タ
ル
法
令
ノ
厳
正
ト
秩
序
ノ
整
粛
ヲ
保
全
シ
、
本
派
役
員
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ノ
首
班
ト
シ
テ
管
長
補
佐
ノ
重
任
ヲ
尽
ス
ヲ
以
テ
本
務
ト
ス
。
爾
ル
ヲ
自
ラ

不
正
ノ
行
為
ヲ
ナ
シ
テ
、
本
派
ノ
体
面
ヲ
汚
辱
シ
、
患
害
ヲ
将
来
ニ
貽
ス
ガ

如
キ
ハ
、
蓋
シ
恕
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
主
点
ト
ス
。

依
テ
本
派
役
員
服
務
規
程
ニ
問
ヒ
、
同
規
程
第
十
条
ニ
明
示
有
心
故
造
ヲ
以

テ
論
ジ
、
當
役
ヲ
罷
免
ス

　

明
治
三
十
七
年
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派　

教　

務　

本　

所

　
　
　
　
　

誡　

勗　

状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
執
事　
　

釈　
　
　

等　

顧

右
、
本
派
基
本
財
産
タ
ル
寺
班
元
金
ノ
全
部
、
及
本
山
蓄
積
ノ
保
存
金
ヲ
濫

用
シ
、
遂
ニ
本
山
ヲ
シ
テ
不
慮
ノ
悲
境
ニ
陥
ラ
シ
メ
タ
リ
。

抑
モ
会
計
部
主
任
執
事
ノ
職
責
タ
ル
本
派
綱
目
法
則
及
教
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ

従
ヒ
、
誠
心
誠
意
理
財
ノ
一
点
ニ
尽
瘁
ス
ル
ヲ
以
テ
本
務
ト
ス
。
爾
ル
ヲ
之

ニ
反
シ
却
テ
不
正
ノ
行
為
ヲ
ナ
シ
テ
本
派
ノ
体
面
ヲ
汚
辱
シ
、
患
害
ヲ
将
来

ニ
貽
ス
カ
如
キ
ハ
、
蓋
シ
恕
ス
ベ
キ
ノ
余
地
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

依
テ
本
派
役
員
服
務
規
程
ニ
問
ヒ
、
同
規
程
第
十
条
ニ
明
示
ス
ル
有
心
故
造

ヲ
以
テ
論
ジ
、
當
役
ヲ
罷
免
ス
。

　

明
治
三
十
七
年
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派　

教　

務　

本　

所

　
　
　
　
　
　

公　
　
　
　
　
　
　
　
　

報

爰
ニ
内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
得
タ
ル
本
派
綱
目
施
行
ノ
必
要
ニ
依
リ
、
教
務
本

所
例
補
則
ヲ
定
メ
、
之
ヲ
布
達
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
管
長　

関　
　
　

実　

叢

　

明
治
三
十
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
事
事
務
取
扱　
　

稲　

葉　

元　

厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執　
　
　
　

事　
　

永　

井　

智　

嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執　
　
　
　

事　
　

木　

宮　

恵　

満

教
令
第
四
拾
八
号

　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所
例
補
則

第
一
条　

本
則
ハ
本
派
綱
目
第
三
十
九
条
ニ
基
キ
之
ヲ
制
定
ス
。

第
二
条　

議
事
又
ハ
執
事
ノ
執
務
上
ニ
関
シ
、
管
長
ニ
於
テ
調
査
上
必
要
ト

認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
議
事
又
ハ
執
事
ニ
休
務
ヲ
命
シ
、
其
執
務
ヲ
停
止
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
三
条　

前
条
ニ
依
リ
、
議
事
又
ハ
執
事
休
務
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
為
メ
、
議

事
又
ハ
執
事
ニ
執
務
者
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
管
長
ハ
其
特
撰
ヲ
以

テ
、
議
事
執
事
ノ
定
員
内
ニ
於
テ
臨
時
議
事
事
。

菩
提
会
〔
明
治
37
年
10
月
25
日　

第
二
〇
七
号
〕

菩
提
会
の
事
業
漸
く
其
緒
に
着
く
ま
で
に
運
び
た
る
所
、
今
回
妙
心
寺
事
変

な
る
も
の
起
り
て
、
副
会
長
た
る
前
田
及
釈
氏
の
被
告
と
な
り
て
、
ま
た

〳
〵
一
頓
挫
を
来
た
し
、
去
頃
妙
心
寺
は
菩
提
会
長
た
る
妙
法
院
門
跡
に
向

て
五
万
円
の
貸
金
を
催
促
し
た
る
が
、
妙
法
院
に
於
て
は
此
義
務
を
各
宗
派

管
長
の
分
担
す
べ
き
も
の
た
る
は
勿
論
な
り
。
依
て
先
頃
妙
法
院
門
跡
村
田

寂
順
師
は
此
程
前
御
遺
形
奉
安
事
務
所
総
理
、
兼
日
本
大
菩
提
会
長
の
肩
書

を
以
て
「
衷
曲
粛
啓
」
と
題
す
る
長
文
を
各
宗
派
管
長
に
配
布
せ
り
。
篇
中

の
要
旨
は
大
菩
提
会
の
失
態
に
終
り
た
る
顛
末
を
細
叙
し
た
る
も
の
に
し
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て
、
其
結
局
は
前
田
、
釈
氏
の
疑
獄
に
及
び
、
過
去
五
ケ
年
間
に
拾
数
万
円

の
負
債
を
為
し
た
る
に
つ
き
、
此
上
は
正
當
な
る
手
続
に
基
き
、
自
然
に
償

却
の
道
を
講
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
就
て
は
一
日
も
早
く
各
宗
派
会
を
開
き
、

名
古
屋
期
成
同
盟
会
総
代
吉
田
禄
在
、
小
栗
富
次
郎
、
服
部
小
十
郎
が
當
時

の
比
較
調
査
員
に
対
し
て
為
し
た
る
契
約
書
の
、
右
委
員
中
曹
洞
宗
弘
津
説

三
師
の
保
管
に
係
り
居
る
も
の
ゝ
回
収
を
促
し
、
更
に
委
員
を
選
び
て
名
古

屋
派
に
交
渉
し
、
奉
安
殿
の
建
築
を
速
成
し
て
、
同
盟
の
誓
願
を
永
遠
に
貫

徹
せ
ら
れ
た
し
、
云
云
と
切
言
せ
る
が
、
猶
ほ
文
中
左
の
言
の
如
き
は
、
最

も
注
目
に
値
ひ
す
る
も
の
な
り
。

　

却
説
三
回
宗
派
会
の
決
議
実
行
せ
ざ
る
が
為
め
、
旧
職
員
よ
り
督
促
し
た

る
結
果
、
現
菩
提
会
副
会
長
、
日
置
黙
仙
師
、
前
会
長
、
寂
順
起
対
し
、

金
拾
壱
万
六
千
参
拾
九
円
八
拾
弐
銭
五
厘
の
約
束
手
形
を
領
掌
し
た
る

も
、
是
亦
実
行
な
き
に
つ
き
、
速
に
起
訴
す
べ
き
旨
は
他
の
奨
思
あ
り
と

雖
ど
も
、
苟
も
慈
悲
忍
辱
を
旨
と
す
る
仏
弟
子
に
し
て
、
さ
る
行
為
を
な

す
に
忍
ば
ん
や
と
抑
制
し
居
候
。
然
れ
ど
も
現
に
妙
心
寺
に
於
て
は
、
山

内
両
住
職
を
告
発
入
獄
せ
し
め
た
る
以
上
は
、
随
喜
菩
提
会
々
長
以
下
に

係
り
、
何
時
産
財
差
押
に
及
訴
あ
ら
ん
も
計
難
し
云
云
。

其
後
、
各
宗
派
管
長
等
よ
り
、
臨
時
宗
派
会
開
催
の
意
見
に
同
情
を
表
す
る

も
の
多
く
、
大
谷
派
は
何
時
に
て
も
委
員
を
出
す
と
申
込
み
、
浄
土
宗
西
山

派
は
、
各
宗
派
の
尽
力
あ
ら
ば
管
長
も
委
員
も
出
席
す
べ
し
と
申
込
み
、
臨

済
各
派
も
委
員
を
出
す
べ
し
と
云
、
永
源
寺
派
管
長
、
芦
津
実
全
師
は
去
頃

妙
法
院
に
来
り
て
、
可
及
的
尽
力
す
べ
き
を
約
し
、
融
通
念
仏
宗
管
長
、
清

涼
得
善
師
も
妙
法
院
に
来
り
尽
力
を
約
し
、
真
宗
誠
照
寺
派
管
長
、
二
条
秀

源
師
は
書
面
を
以
て
何
時
に
て
も
管
長
出
席
す
べ
き
旨
を
申
来
り
た
る
よ
し

な
る
が
、
宗
派
会
を
開
催
す
る
に
は
管
長
三
名
以
上
の
発
起
者
を
要
し
、
日

蓮
宗
、
曹
洞
宗
、
真
言
宗
等
の
大
宗
派
に
し
て
何
等
の
回
答
な
き
故
、
未
だ

宗
派
会
開
会
の
運
び
に
至
ら
ず
と
云
ふ
。

雑
報
〔
明
治
37
年
11
月
25
日　

第
二
〇
八
号
〕

　
　
　
　

妙
心
寺
事
件
彙
報

▲
妙
心
寺
派
臨
時
議
会
十
月
五
日
開
会
、
其
模
様
は
大
概
議
事
録
に
あ
り
、

日
吉
全
識
の
某
氏
に
語
れ
る
に
は
「
関
管
長
は
大
橋
銀
行
よ
り
の
負
債
五
万

円
に
は
捺
印
し
た
る
も
、
四
十
九
銀
行
の
五
万
円
と
京
都
銀
行
の
五
万
円
と

は
毫
も
知
ら
ざ
る
所
な
り
と
云
は
れ
た
る
由
な
れ
ど
も
、
大
橋
銀
行
の
五
万

円
に
捺
印
し
た
る
は
違
法
な
ら
ず
と
な
す
べ
か
ら
ず
。
此
等
の
こ
と
に
関
し

て
は
事
後
承
諾
の
規
程
も
あ
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
之
を
秘
密
に
附
し
て
何
等

の
報
告
も
な
さ
ず
、
遂
に
今
日
に
至
り
事
の
進
行
上
止
む
を
得
ず
報
告
し
始

め
て
、
事
後
承
諾
を
求
む
る
が
如
き
は
、
至
當
の
処
置
に
あ
ら
ず
。
兎
も
角

も
大
橋
銀
行
の
五
万
円
は
、
妙
心
寺
と
し
て
之
に
捺
印
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

の
借
金
な
り
や
否
や
は
疑
問
な
り
。
尤
も
前
田
等
の
手
続
に
依
ら
ず
し
て
、

擅
に
寺
班
金
を
費
消
し
た
る
は
違
法
に
は
相
違
な
し
。
之
と
同
時
に
関
管
長

の
行
為
も
前
田
の
罪
状
と
五
十
歩
百
歩
な
り
云
云
。

▲
六
日
午
後
一
時
、
執
事
木
宮
氏
は
、
地
方
裁
判
所
予
審
廷
へ
召
喚
さ
れ
、

四
時
ま
で
浅
見
判
事
の
訊
問
を
受
く
。
住
友
銀
行
京
都
支
店
長
、
久
保
喜
久

三
氏
も
亦
訊
問
を
受
く
。
四
十
九
銀
行
の
片
山
氏
も
召
喚
せ
ら
る
。

▲
常
置
員
会　

臨
時
議
会
は
、
大
橋
銀
行
の
五
万
円
に
事
後
承
諾
を
与
へ
ざ
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り
し
か
ば
、
本
山
は
進
退
に
窮
し
、
遂
に
十
一
日
を
以
て
本
会
は
開
か
れ
た

り
。
出
席
者
は
原
円
応
、
平
松
亮
卿
、
三
宅
玄
魯
の
三
師
な
り
。
而
て
其
決

議
は
左
の
二
件
を
承
認
す
る
に
あ
り
曰
く
、

　
　

一
、
議
案
第
一
号
、
三
十
五
年
度
派
債
金
五
万
円
に
事
後
承
諾
を
求
む

る
件
。

　
　

二
、
議
案
第
二
号
、
同
年
大
日
本
菩
提
会
へ
五
万
円
貸
出
金
に
事
後
承

諾
を
求
む
る
件
。

▲
今
回
の
事
件
に
於
て
、
妙
心
寺
が
一
派
の
本
山
と
し
て
、
将
た
人
道
徳
義

を
唯
一
の
標
識
と
し
て
社
会
に
立
つ
宗
教
家
た
る
点
に
於
て
蒙
る
無
形
上
の

損
害
は
、
非
常
な
る
べ
く
。
若
し
金
銭
に
換
算
し
得
べ
く
ん
ば
、
妙
心
寺
の

負
債
以
上
な
り
と
論
ず
る
も
の
あ
り
。

▲
金
貸
業
尾
木
久
保
は
、
妙
心
事
件
連
累
者
と
し
て
三
十
一
日
に
拘
引
さ

る
。
同
二
十
三
日
に
は
、
公
證
人
樺
井
保
親
、
五
条
警
察
の
和
田
刑
事
の
手

に
て
拘
引
せ
ら
る
。

▲
京
都
新
聞　

十
九
日
同
新
聞
は
記
し
て
曰
く
、
前
田
氏
を
刑
事
被
告
人
と

し
て
出
訴
し
た
る
は
、
所
謂
血
で
血
を
洗
ふ
も
の
な
り
、
妙
心
寺
が
出
訴
し

た
る
大
凡
、
左
の
三
理
由
に
依
り
て
な
り
。

　

一
、
従
来
よ
り
前
田
に
反
対
の
一
派
が
、
此
機
に
乗
じ
て
彼
を
排
斥
し
た

る
な
り
。

　

二
、
弐
拾
万
円
の
寺
班
金
を
一
文
残
ら
ず
費
消
し
た
る
は
、
門
末
に
対
し

て
申
訳
な
き
が
故
な
り
。

　

三
、
四
十
九
銀
行
、
京
都
銀
行
に
担
保
と
し
て
預
け
入
れ
あ
る
拾
万
円
余

の
公
債
證
書
を
取
り
返
し
、
債
務
全
部
を
無
効
な
ら
し
め
ん
為
也
。

此
中
最
も
重
き
を
第
三
理
由
と
な
す
。
果
し
て
此
理
由
を
以
て
出
訴
し
た
る

も
の
な
り
と
せ
ば
、
宗
教
家
の
生
命
た
る
道
徳
は
、
毫
も
眼
中
に
置
か
ざ
る

も
の
と
云
ふ
べ
し
。
▲
前
記
二
銀
行
よ
り
相
當
の
手
続
を
経
て
借
り
受
け
し

も
の
を
、
仮
令
前
田
と
管
長
と
の
間
に
手
違
あ
り
し
と
は
云
へ
、
第
三
者
た

る
其
銀
行
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
、
自
己
の
み
宜
け
れ
ば
可
な
り
と
は
、
俗
人

社
会
に
あ
り
て
も
極
め
て
卑
し
む
べ
き
心
術
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
仏
教
各
宗

中
最
も
重
望
あ
る
妙
心
寺
に
、
斯
る
卑
劣
心
な
き
は
明
か
な
る
事
な
り
、

云
々
と
。
妙
心
寺
た
る
も
の
、
京
都
新
聞
の
言
論
を
傾
聴
さ
ぜ
る
べ
か
ら

ず
。

▲
宗
匠
会
な
る
も
の
、
十
一
月
七
日
教
会
詰
所
に
於
て
開
催
さ
る
。
其
内
容

に
は
兎
角
の
評
あ
り
、
余
輩
は
宗
匠
た
る
も
の
ゝ
軽
挙
の
行
動
を
怡
ば
ず
。

　
　
　
　
　

決
議
書

　

一
、
管
長
の
選
挙
法
は
従
来
の
公
選
挙
法
を
廃
し
、
各
本
派
専
門
道
場
の

師
家
を
以
て
互
選
す
る
事
。

　

二
、
各
専
門
道
場
の
師
家
を
以
て
顧
問
と
す
。

　

三
、
議
会
は
本
山
紀
寮
の
旧
例
に
依
り
四
本
庵
の
住
職
を
評
席
と
し
、
衆

議
を
以
て
定
む
る
も
の
と
す
。

　

四
、
普
通
学
は
適
宜
に
公
立
学
校
へ
入
る
を
可
と
す
。

　

五
、
専
門
道
場
は
甲
乙
な
く
一
定
た
る
こ
と
。

発
起
人
は
中
原
鄧
州
師
に
し
て
、
出
席
者
は
東
海
蜻
州
師
見
性
宗
般
師
に
し

て
、
他
は
悉
く
代
僧
の
み
な
り
き
。

▲
妙
心
寺
門
跡
、
村
田
寂
順
師
は
、
九
日
に
予
審
判
事
の
審
問
を
受
く
。

▲
前
田
、
釈
両
氏
の
被
告
事
件
は
、
既
に
取
調
べ
完
結
し
、
浅
見
予
審
判
事
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は
、
伊
藤
主
任
検
事
に
一
件
書
類
を
送
付
し
た
れ
ば
、
同
検
事
は
目
下
書
類

の
閲
覧
中
な
り
。
何
れ
近
日
中
に
予
審
結
決
を
告
ぐ
る
な
ら
ん
。

▲
天
沢
文
雅
、
菊
地
清
隠
両
師
は
十
四
日
登
山
し
て
、
制
度
調
査
委
員
の
辞

令
を
受
け
た
り
。
尚
管
長
顧
問
、
稲
葉
元
厚
師
も
其
中
に
加
へ
ら
る
ゝ
由
。

▲
大
橋
銀
行
の
強
硬
談
判
に
窮
し
て
か
、
本
山
は
今
回
新
に
参
万
五
千
円

を
、
山
水
屏
風
（
伝
相
阿
弥
の
筆
）
一
双
外
十
七
点
を
担
保
と
し
て
、
大
阪

の
某
氏
よ
り
借
り
入
る
ゝ
事
に
決
し
て
、
府
知
事
に
向
ひ
成
規
の
許
可
を
請

願
せ
し
に
、
府
庁
に
於
て
は
目
下
内
務
大
臣
に
申
請
中
な
り
と
。
十
七
日
頃

に
て
の
噂
。

▲
南
天
棒
上
申
書
を
出
す
。
其
要
に
曰
く
、
関
管
長
遷
化
の
廉
に
よ
り
前

田
、
釈
の
特
赦
を
行
ひ
、
且
告
訴
を
取
り
下
げ
、
又
従
来
多
数
の
懲
戒
処
分

を
受
け
た
る
僧
侶
に
対
し
、
同
様
特
赦
を
行
へ
ば
、
故
管
長
追
悼
の
意
と
も

な
る
べ
し
云
云
。
鄧
州
師
の
提
出
の
是
非
は
、
読
者
の
判
断
に
一
任
す
。

▲
藤
島
了
穏
氏
は
、
本
派
本
願
寺
法
主
の
命
を
受
け
て
、
妙
心
寺
事
件
の
調

停
に
尽
力
し
つ
ゝ
あ
り
と
。
又
云
ふ
前
田
派
の
人
よ
り
、
密
々
に
同
氏
に
揉

消
運
動
を
依
頼
せ
し
な
り
と
。
何
れ
も
道
聴
途
説
。

▲
整
理
委
員
の
言
。
妙
心
寺
派
が
本
山
内
よ
り
刑
事
被
告
人
を
出
せ
し
に
就

て
は
、
世
間
或
は
彼
是
れ
と
批
評
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
管
長
は
全
く
一
身

を
犠
牲
と
し
、
毀
誉
褒
貶
の
外
に
立
ち
て
、
本
山
多
年
の
精
弊
を
打
破
し
、

一
大
革
新
を
断
行
す
る
の
決
心
よ
り
出
で
し
も
の
な
れ
ば
、
勿
論
管
長
の
遺

志
を
継
続
し
て
、
其
目
的
を
遂
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
想
ふ
に
遠
か
ら
ず
し

て
選
挙
さ
る
べ
き
新
管
長
と
雖
、
亦
必
ず
其
方
針
を
変
更
す
る
が
如
き
事
あ

ら
ざ
る
べ
し
。
勿
論
道
徳
を
基
礎
と
す
る
宗
教
家
が
、
派
内
の
者
を
告
訴
し

て
法
律
の
罪
人
と
な
す
が
如
き
は
、
一
見
不
都
合
な
る
が
如
き
も
、
事
極
端

に
渉
れ
ば
亦
、
極
端
の
手
段
を
以
て
之
に
応
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
毒
を
以
て

毒
を
制
す
る
は
已
む
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。

内
務
省
辺
に
て
も
、
近
時
仏
教
徒
間
の
腐
敗
堕
落
は
殆
ど
其
極
点
に
達
し
、

各
本
山
等
に
於
て
も
種
々
な
る
風
説
を
聞
く
も
、
何
分
其
派
内
に
於
て
、
生

中
道
徳
と
か
宗
派
の
面
目
と
か
云
ふ
事
に
拘
泥
し
て
、
果
断
の
処
置
に
出
づ

る
能
は
ざ
る
よ
り
手
の
附
け
様
な
く
、
随
て
其
弊
害
益
甚
だ
し
き
も
、
今
回

妙
心
寺
に
於
て
此
果
断
の
処
置
あ
り
し
は
、
寧
吾
国
仏
教
界
の
為
め
喜
ぶ
べ

し
と
云
ひ
合
へ
る
由
。
之
整
理
委
員
某
氏
の
言
な
り
。

▲
次
号
よ
り
は
、
最
も
精
密
な
る
報
導
を
な
さ
ん
。
読
者
翹
足
鶴
首
し
て
俟

て
。

本
派
臨
時
議
会
（
第
二
回
）〔
明
治
37
年
11
月
25
日　

第
二
〇
八
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
二
日
（
十
月
六
日
）
出
席
議
員
廿
九
名
。

第
六　

本
所
委
員
報
告
、
第
七　

常
置
員
報
告
、
第
八　

臨
時
財
務
調
査
員

報
告
、
第
九　

第
一
号
議
案
第
一
読
会
、
第
十　

右
案
附
托
特
別
委
員
選

挙
、
第
十
一　

第
二
号
議
案
第
一
読
会
、
第
十
二　

右
案
附
托
特
別
委
員
選

挙
、
第
十
三　

第
三
号
議
案
第
一
読
会
、
第
十
四　

右
案
附
托
特
別
委
員
選

挙
（
以
上
）。

議
長
（
岐
津
師
）
報
告
し
て
曰
く
、
昨
日
委
員
選
挙
の
時
請
願
委
員
で
三
番

及
十
五
番
議
員
は
、
同
点
で
あ
り
ま
し
た
が
、
法
臈
に
よ
り
原
義
貫
師
の
當

選
で
す
。
組
長
等
は
其
処
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
か
ら
御
承
知
を
願
ひ
升
。
こ

れ
よ
り
第
六
号
議
案
の
報
告
に
う
つ
り
ま
す
。
尚
本
所
よ
り
右
の
通
知
が
あ
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り
ま
し
た
か
ら
、
朗
読
致
し
升
。

　
　
『
一
本
月
五
日
提
出
し
た
る
秘
密
会
請
求
書
右
撤
回
候
也
』

こ
れ
よ
り
本
所
委
員
の
報
告
を
致
さ
せ
ま
す
。

本
所
委
員
（
木
宮
師
）
本
日
の
報
告
は
、
人
身
攻
撃
又
は
誹
謗
等
に
渡
る
様

な
次
第
で
、
誠
に
言
ふ
に
忍
び
ざ
る
事
柄
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
昨
日
秘
密
会

議
を
希
望
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
御
承
諾
な
き
ゆ
ゑ
、
勢
ひ
止
む
を
得
ず
報

告
致
し
ま
す
が
、
其
来
歴
た
る
や
仲
々
長
く
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
前
後
矛
盾

の
場
合
も
あ
り
ま
し
や
う
が
、
其
辺
は
御
了
知
あ
つ
て
御
海
容
あ
り
た
し
。

前
以
て
お
断
り
申
置
ま
す
が
、
元
よ
り
私
共
が
番
外
に
列
席
す
る
様
な
訳
で

は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
御
承
知
の
通
り
、
八
月
廿
六
日
前
田
誠
節
師
及
釈

等
顧
師
等
の
議
事
は
、
不
在
中
ゆ
ゑ
管
長
猊
下
よ
り
直
接
に
私
共
両
名
を
御

召
喚
に
な
り
ま
し
て
、
種
々
御
懇
篤
な
る
御
説
諭
を
受
け
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
と
て
も
議
事
代
理
の
任
務
を
完
う
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
段
々

御
断
り
申
ま
し
た
け
れ
ど
も
御
許
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
一
両
日
経
過
の
後

ち
、
私
共
を
御
召
喚
に
な
り
ま
し
て
、
猊
下
の
仰
せ
ら
る
ゝ
に
は
、
お
前
等

が
代
理
を
し
て
呉
れ
ぬ
で
は
本
所
は
閉
鎖
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
れ
ど
も
此
本

所
と
云
ふ
も
の
は
、
個
人
の
設
立
で
は
な
く
て
、
政
府
よ
り
委
托
の
事
務
所

で
あ
る
故
、
夫
れ
〳
〵
手
続
を
経
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
第
依
て
、
仮
り
に
事
務

を
執
り
呉
れ
よ
、
と
懇
々
御
諭
し
で
し
た
か
ら
拝
命
し
ま
し
た
が
、
各
位
へ

対
し
面
目
な
き
も
忍
ん
で
列
席
し
ま
し
た
訳
ゆ
ゑ
、
此
辺
各
員
御
諒
知
を
願

ひ
升
。
今
回
の
大
事
件
の
話
し
は
、
長
く
も
あ
り
ま
す
ゆ
ゑ
、
自
然
報
告
の

時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。
然
る
に
昨
日
も
、
予
審
廷
よ
り
出
頭
せ
よ
と
の
こ

と
で
参
り
ま
し
た
が
、
尚
本
日
も
只
今
出
頭
せ
よ
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
余

り
長
く
報
告
致
し
て
居
る
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
途
中
で
暇
ま
を
貰
は

ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
何
卒
其
辺
前
以
て
御
断
り
申
置
升
。

抑
も
今
回
事
件
の
起
因
は
、
昨
年
八
月
八
日
、
大
日
本
菩
提
会
々
長
村
田
寂

順
師
が
、
現
管
長
猊
下
に
相
見
せ
ら
れ
、
其
節
の
示
談
に
返
却
の
好
方
法
な

き
ゆ
ゑ
、
何
卒
貴
本
山
に
於
て
御
融
通
を
願
ひ
度
し
云
云
も
あ
り
、
又
一
方

に
は
其
後
、
春
光
院
の
方
へ
本
所
議
員
一
同
に
て
来
て
頂
き
た
い
と
、
前
田

師
よ
り
申
し
来
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
参
り
ま
し
た
。
す
る
と
前
田
師
曰
く
、

前
管
長
よ
り
某
銀
行
に
借
り
入
れ
た
金
五
万
円
の
債
務
者
は
、
妙
心
寺
な
る

名
義
を
以
て
公
正
證
書
を
変
更
し
て
も
ら
ひ
た
い
。
私
共
は
初
耳
の
事
と

て
、
如
何
様
に
返
答
し
て
可
な
ら
ん
と
苦
心
の
結
果
、
同
意
は
致
し
ま
せ
な

ん
だ
。
元
来
起
債
に
當
て
は
、
夫
れ
〳
〵
規
定
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
手
続

を
経
な
い
も
の
に
向
て
同
意
す
る
能
は
ず
。
加
之
菩
提
会
の
現
況
に
鑑
み
、

更
に
信
用
を
措
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
債
務
者
と
な
る
こ
と
は
六
ケ

敷
と
申
し
ま
し
た
れ
ば
、
前
田
師
の
云
ふ
に
、
イ
ヤ
夫
程
心
配
す
る
に
及
ば

ず
。
村
田
寂
順
及
日
置
黙
仙
よ
り
出
し
た
る
約
束
手
形
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
其
手
形
は
五
万
円
拾
万
円
で
し
た
。
然
る
に
凡
て
手
形
と
云
ふ
も
の
は

有
効
期
限
の
あ
る
も
の
で
、
其
期
限
を
経
過
す
れ
ば
無
効
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
然
る
に
其
見
せ
ら
れ
た
手
形
は
、
既
に
期
限
切
れ
て
あ
る
の
で
す
か

ら
信
ず
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
故
に
速
答
は
六
ケ
敷
と
云
て
、
其
日
散
場
し
ま

し
た
が
、
其
時
か
ら
し
て
本
所
職
員
は
自
然
二
派
に
分
か
れ
、
此
後
四
名

（
池
田
師
、
木
宮
師
、
永
井
師
、
稲
葉
師
）
の
者
が
数
回
協
議
の
後
、
前

田
、
釈
の
様
子
を
探
て
見
ま
す
に
、
誠
に
怪
し
き
点
が
多
い
の
で
す
。
却
説

其
節
銀
行
よ
り
請
求
を
受
く
る
様
に
な
つ
た
原
因
は
、
第
一
に
管
長
猊
下
遷
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化
せ
ら
れ
た
の
が
一
原
因
。
第
二
に
某
銀
行
に
借
入
し
て
を
る
こ
と
を
、
妙

心
寺
重
役
全
体
が
承
知
の
上
と
思
て
を
り
し
に
、
段
々
探
て
見
る
と
前
田
、

釈
の
二
師
よ
り
外
に
承
知
し
て
居
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
知
た
故
に
、
請
求
が

甚
し
か
つ
た
の
で
す
。
又
其
節
前
田
師
曰
、
十
一
月
に
は
各
宗
会
議
も
あ
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
菩
提
会
へ
貸
付
た
る
拾
参
万
六
千
円
は
、
其
時
に
な
れ

ば
必
ず
返
済
の
見
込
が
あ
る
故
に
、
決
て
憂
ふ
る
様
な
事
は
さ
せ
ぬ
。
尚
約

束
手
形
の
役
立
と
否
と
に
就
て
心
配
が
あ
れ
ば
、
菩
提
会
奉
迎
の
節
買
入
れ

て
あ
る
吉
田
山
、
此
等
を
担
保
に
し
て
も
差
支
へ
な
い
、
と
い
は
れ
ま
し
た

が
、
種
々
協
議
の
結
果
、
信
が
措
ま
せ
ぬ
か
ら
、
八
日
よ
り
十
二
日
迄
、
焦

心
熟
慮
し
て
決
議
す
る
所
あ
り
た
り
。
四
名
の
決
議
（
池
田
、
稲
葉
、
木

宮
、
永
井
師
）。
抑
も
銀
行
よ
り
借
入
せ
し
は
、
前
田
、
釈
の
両
師
で
あ
る

が
、
其
斡
旋
の
労
を
と
ら
れ
し
は
、
青
山
宗
完
師
、
及
日
吉
師
で
あ
る
と
の

事
依
て
、
此
二
人
の
御
方
よ
り
池
田
師
に
依
頼
し
、
某
銀
行
へ
行
て
貰
ふ
様

に
手
続
を
し
た
が
よ
い
と
の
事
に
て
、
池
田
師
に
美
濃
へ
行
て
貰
ひ
ま
し

た
。
然
る
に
某
銀
行
で
は
前
陳
の
次
第
で
す
か
ら
、
一
刻
も
延
期
を
承
知
し

ま
せ
ぬ
。
右
の
次
第
で
す
か
ら
、
池
田
及
青
山
、
日
吉
の
諸
師
は
空
く
帰
山

せ
ら
れ
ま
し
た
。
此
時
の
本
山
の
現
況
は
如
何
で
あ
り
ま
し
た
か
。
実
に
危

機
一
髪
転
と
す
れ
ば
、
今
に
も
強
制
施
行
せ
ら
れ
る
趣
き
あ
り
。
嗚
呼
六
百

年
来
威
厳
を
損
ぜ
ざ
り
し
大
本
山
が
、
一
大
恥
辱
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と

は
、
実
に
慷
慨
に
堪
へ
ま
せ
ぬ
。
夫
れ
か
と
云
ひ
、
書
き
か
へ
ず
に
を
く
訳

に
は
い
か
ず
、
如
何
せ
ん
と
種
々
協
議
の
結
果
、
吾
々
犠
牲
と
な
り
て
議
会

の
面
目
を
立
て
ね
ば
す
ま
ぬ
、
又
三
関
師
、
今
川
師
、
釈
師
、
虎
渓
師
等
の

耆
宿
も
あ
る
に
拘
ら
ず
、
僅
か
に
五
万
円
位
の
事
で
本
山
が
強
制
施
行
と
云

ふ
事
を
き
か
れ
た
な
れ
ば
、
実
に
潜
然
と
涙
を
漏
ぼ
さ
る
ゝ
事
な
ら
ん
。
嗚

呼
如
何
し
た
者
な
ら
ん
。
然
る
に
前
申
す
通
り
、
日
吉
師
、
青
山
師
は
固
よ

り
此
件
に
は
関
係
の
あ
る
事
ゆ
ゑ
、
第
一
に
心
配
し
て
も
ら
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
其
公
正
證
書
の
上
に
も
、
連
帯
の
借
主
で
あ
る
か
ら
、
何
と
か
心
配
し

て
も
ら
は
ね
ば
な
ら
ん
と
云
し
所
、
日
吉
師
の
曰
く
に
は
、
此
債
務
に
は
関

係
な
し
と
言
は
れ
ま
し
た
。
尚
ほ
私
共
が
推
測
し
ま
す
に
、
吉
田
山
の
代
価

も
此
の
五
万
円
の
内
か
ら
出
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
て
み
れ
ば
、
貴
師
も

関
係
な
し
と
は
云
へ
ま
せ
ん
故
に
、
共
に
此
件
に
就
て
は
心
配
し
て
下
さ
つ

て
も
よ
ろ
し
い
。
右
様
に
段
々
協
議
の
結
果
、
前
管
長
時
代
よ
り
五
万
円
の

借
財
の
あ
る
事
は
、
前
田
師
の
話
な
れ
ど
も
、
果
し
て
然
る
や
否
や
を
承
認

す
る
確
た
る
證
跡
は
な
い
。
然
る
に
今
は
二
派
と
別
れ
た
上
故
、
私
は
直
接

前
田
師
に
話
が
為
し
難
い
。
依
て
池
田
師
を
紹
介
に
入
れ
、
話
さ
せ
し
も
確

た
る
證
跡
な
く
し
て
、
其
返
事
に
公
正
證
書
を
書
き
か
へ
る
と
の
話
な
れ
ど

も
、
是
れ
は
承
知
出
来
ま
せ
ぬ
。
兎
に
角
證
跡
を
見
た
已
上
で
な
け
ら
ね

ば
、
書
き
か
へ
は
出
来
ぬ
、
と
い
ひ
ま
し
た
。
已
上
、
件
の
如
く
書
き
替
後

で
な
け
ね
ば
公
正
證
書
を
見
る
事
は
出
来
ず
、
又
管
長
遷
化
後
の
事
な
れ

ば
、
見
る
手
係
も
な
く
、
誠
に
困
難
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
前
管
長
猊
下
は

承
知
し
て
を
ら
れ
た
に
相
違
な
い
様
で
す
。
何
と
な
れ
ば
二
十
三
日
に
、
某

銀
行
員
来
り
曰
く
、
前
管
長
御
存
命
中
に
、
天
授
僧
堂
に
あ
り
て
其
節
隠
待

を
し
て
居
た
坊
様
は
、
此
事
を
承
知
し
て
を
ら
れ
た
様
に
思
ひ
升
云
云
と
、

昨
年
議
会
の
時
も
議
員
の
質
問
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
其
後
借
財
の
理
由
書
を

請
求
し
ま
し
た
れ
ば
、
前
田
、
釈
二
師
よ
り
左
の
覚
書
が
参
り
ま
し
た
。

『
覚
書
』
一
、
日
本
大
菩
提
会
々
長
村
田
寂
順
始
め
、
同
会
役
員
は
会
資
補
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充
の
為
め
、
大
垣
大
橋
銀
行
よ
り
、
明
治
卅
五
年
五
月
以
後
、
数
回
に
金
五

万
円
を
借
入
れ
た
り
。
其
際
同
銀
行
の
請
求
あ
り
て
、
日
本
大
菩
提
会
長

は
、
妙
心
寺
住
職
故
小
林
宗
補
に
依
頼
し
、
保
證
人
た
ら
し
め
た
り
。
▲

一
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
、
日
本
大
菩
提
会
は
京
都
を
引
払
ふ
に
至
り
、

大
橋
は
同
会
役
員
に
対
し
、
貸
金
の
返
済
を
請
求
す
る
や
、
是
よ
り
以
前
同

会
負
債
は
、
或
る
一
定
の
期
間
に
名
古
屋
よ
り
弁
償
す
べ
き
が
故
に
、
延
期

を
申
込
た
る
末
、
遂
に
大
橋
の
請
求
と
日
本
大
菩
提
会
の
請
嘱
に
よ
り
、
妙

心
寺
住
職
故
小
林
宗
補
は
一
時
債
務
者
と
な
り
て
、
大
橋
に
対
し
負
債
を
な

し
、
一
方
日
本
菩
提
会
に
対
し
て
は
債
権
者
と
な
り
て
、
確
約
を
為
す
の
下

に
、
債
件
を
施
行
す
る
手
続
を
了
し
た
り
。
▲
一
、
明
治
三
十
六
年
五
月

は
、
大
橋
に
債
務
の
弁
済
を
了
す
べ
き
期
限
な
れ
ど
も
、
名
古
屋
は
京
都
に

対
し
負
債
を
返
還
せ
ず
。
於
是
や
止
む
な
く
妙
心
寺
は
大
橋
に
対
し
、
本
年

九
月
迄
延
期
の
承
諾
を
請
求
せ
り
。
是
よ
り
先
き
数
次
、
妙
心
寺
は
日
本
大

菩
提
会
在
京
都
役
員
に
対
し
、
又
元
役
員
共
に
、
名
古
屋
に
対
し
各
自
負
債

の
権
利
義
務
に
就
き
、
往
復
対
話
尽
さ
ゞ
る
所
な
し
と
雖
も
、
之
が
解
決
を

見
る
に
至
ら
ず
。
遂
に
大
橋
は
妙
心
寺
に
対
し
、
證
書
更
改
の
旨
を
迫
促
す

る
を
以
て
、
日
本
大
菩
提
会
在
京
都
元
役
員
よ
り
は
、
妙
心
寺
に
対
し
證
書

を
差
入
れ
し
め
、
妙
心
寺
は
前
例
に
よ
り
、
大
橋
に
対
し
證
書
を
差
入
る
べ

き
の
手
続
を
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
場
合
に
至
る
。
右
事
実
相
違
無
之
候
也

云
云
。

右
の
覚
書
に
依
れ
ば
、
證
蹟
は
不
明
な
れ
ど
も
、
前
管
長
猊
下
承
諾
の
手
続

は
解
か
れ
た
れ
ど
も
、
右
書
の
後
の
処
に
あ
る
通
り
、
日
本
大
菩
提
会
よ
り

妙
心
寺
に
対
し
、
公
正
證
書
を
差
入
れ
る
云
云
と
云
ふ
事
は
、
私
共
信
を
措

く
事
は
出
来
ぬ
の
で
す
。
故
に
彼
等
両
師
は
、
此
点
を
承
知
せ
ぬ
と
思
ひ
し

所
か
ら
し
て
、
左
の
約
定
書
を
入
れ
ま
し
た
。『
約
定
書
』
今
般
美
濃
国
安

八
郡
大
垣
町
大
橋
銀
行
よ
り
、
金
五
万
円
を
妙
心
寺
に
借
入
れ
、
該
金
を
前

日
本
大
菩
提
会
長
村
田
寂
順
へ
貸
与
す
る
に
就
て
は
、
他
日
間
違
無
之
為

め
、
向
ふ
三
十
日
間
已
内
に
成
規
の
手
続
を
経
、
拙
者
等
よ
り
妙
心
寺
へ
、

左
の
担
保
品
を
差
入
、
借
用
證
書
作
用
す
る
こ
と
。
▲
一
、
春
光
院
所
有
の

動
産
不
動
産
一
切
。
▲
一
、
釈
等
顧
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
。
▲
一
、
前

田
誠
節
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
。
▲
一
、
日
吉
全
識
所
有
の
吉
田
山
山
林

一
切
。
右
約
定
の
通
、
無
相
違
履
行
可
致
候
依
而
如
件
。

右
の
約
定
の
通
り
、
担
保
品
を
妙
心
寺
へ
入
れ
る
か
ら
、
何
卒
同
意
を
願
ひ

た
い
。
其
上
菩
提
会
よ
り
は
、
五
万
円
借
り
た
い
と
云
ふ
公
正
證
書
を
入
れ

さ
せ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
右
の
請
求
に
対
し
、
私
共
の
考
に
、
担
保
の

手
続
が
済
だ
上
で
願
ひ
升
。
然
る
に
其
手
続
を
な
す
に
三
十
日
間
を
要
す
る

と
は
、
余
り
長
過
ぎ
ま
す
か
ら
、
も
少
し
早
く
出
来
さ
う
に
考
へ
ま
す
、
と

云
ふ
た
れ
ば
、
前
田
師
云
ふ
、
日
吉
所
有
の
分
は
容
易
に
出
来
る
な
れ
ど

も
、
其
余
の
手
続
は
檀
信
徒
の
調
印
及
知
事
の
認
可
等
も
必
要
で
あ
る
か

ら
、
速
時
に
出
来
か
ね
る
。
故
に
其
手
続
の
了
る
の
を
相
俟
つ
日
に
は
、
最

早
や
銀
行
よ
り
督
促
の
期
日
に
切
迫
す
る
。
其
期
日
に
至
つ
た
事
な
れ
ば
、

自
然
銀
行
の
強
制
執
行
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
時
に
至
り
容
赦
な
き
ゆ

ゑ
、
貴
師
等
此
辺
を
斟
酌
あ
り
て
、
今
貸
し
て
貰
ひ
た
い
、
と
云
事
に
就

て
、
私
共
も
大
に
困
り
、
協
議
の
結
果
、
日
吉
師
、
青
山
師
に
も
此
事
を
協

議
し
ま
し
た
。
所
が
然
れ
ば
私
共
が
此
約
定
書
の
證
人
に
立
つ
、
と
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
処
が
、
此
人
等
は
此
協
議
の
席
で
は
別
に
資
格
な
い
け
れ
ど
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も
、
青
山
師
は
議
長
の
資
格
も
あ
り
、
又
日
吉
師
は
議
員
で
あ
り
且
つ
常
置

員
の
事
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
両
師
が
證
人
と
な
れ
ば
、
よ
も
や
間
違
は

な
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
依
而
約
定
書
の
終
に
、
左
の
調
印
あ
り
。『
前
約
定

の
通
り
、
私
共
責
任
を
帯
び
、
必
ず
履
行
可
為
致
依
而
保
證
仕
候
也
』
右
様

に
、
執
事
監
督
の
位
置
に
あ
り
ま
す
御
方
が
保
證
す
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
本
派
の
規
約
に
背
く
事
は
で
き
ま
せ
ぬ
か
ら
、
此
時
は
私
も
涙
を

呑
で
暫
時
は
語
る
事
も
出
来
ん
で
し
た
。
前
申
通
り
、
此
大
事
件
に
対
し
同

意
を
表
す
る
不
都
合
千
万
、
又
各
位
に
対
し
て
も
残
念
な
れ
ど
も
如
何
せ

ん
、
強
制
執
行
の
た
め
且
つ
二
師
の
説
を
断
は
る
訳
に
も
行
き
か
ぬ
る
所
か

ら
し
て
、
遂
に
同
意
を
し
ま
し
た
。
同
意
を
条
件
と
し
て
左
の
覚
書
を
な
せ

り
。『
覚
書
』
▲
一
、
本
派
前
管
長
、
故
小
堀
宗
補
禅
師
、
本
山
住
職
中
、

日
本
大
菩
提
会
長
村
田
寂
順
へ
貸
与
す
る
が
た
め
、
美
濃
国
大
垣
町
大
橋
銀

行
よ
り
金
五
万
円
を
借
入
れ
置
き
た
る
趣
に
て
、
其
返
済
期
限
云
云
の
為

め
、
本
月
八
日
前
、
日
本
大
菩
提
会
長
村
田
寂
順
来
り
、
最
初
の
関
係
よ
り

現
今
の
状
態
を
述
べ
、
大
橋
銀
行
へ
借
入
金
返
済
延
期
の
取
計
方
を
、
管
長

猊
下
へ
依
頼
あ
り
。
同
日
、
前
田
議
事
、
釈
執
事
よ
り
、
池
田
、
木
宮
、
稲

葉
、
永
井
へ
妙
心
寺
対
大
橋
銀
行
金
五
万
円
貸
借
の
件
弁
明
あ
り
。
併
せ
て

證
券
書
換
の
必
要
よ
り
、
本
件
承
認
の
請
求
を
受
く
。
池
田
、
木
宮
、
稲

葉
、
永
井
は
事
重
大
件
な
れ
ば
、
四
名
の
相
談
を
纏
め
て
答
弁
す
る
事
を
約

し
、
散
会
す
。
▲
一
、
翌
九
日
、
管
長
猊
下
よ
り
池
田
議
事
へ
、
本
派
の
体

面
を
汚
さ
ゞ
る
様
配
慮
せ
よ
、
と
の
懇
命
あ
り
。
爾
来
四
名
は
、
日
夜
会
合

種
々
議
を
凝
ら
す
と
雖
、
賛
否
容
易
に
決
せ
ず
。
竟
に
関
係
者
青
山
宗
完
、

日
吉
全
識
に
協
議
し
、
不
日
開
か
る
べ
き
各
宗
派
会
の
結
了
迄
、
證
券
書
換

の
延
期
を
、
此
の
両
人
よ
り
大
橋
銀
行
へ
交
渉
せ
し
む
る
事
に
一
定
し
、
十

二
日
午
後
、
池
田
議
事
、
美
濃
大
垣
へ
出
張
せ
り
。
翌
十
三
日
、
池
田
議
事

帰
山
。
大
橋
銀
行
延
期
の
請
求
に
応
ぜ
ざ
る
旨
報
告
あ
り
。
続
て
日
吉
、
青

山
両
人
登
山
。
善
後
策
に
付
き
斡
旋
の
労
を
執
る
。
▲
一
、
一
方
大
橋
銀
行

は
、
今
に
も
本
山
へ
強
制
執
行
に
及
ば
ん
と
す
る
気
勢
を
示
し
、
寸
時
も
捨

置
く
べ
か
ら
ざ
る
危
機
に
迫
れ
り
。
▲
一
、
池
田
、
木
宮
、
稲
葉
、
永
井
の

四
名
は
前
管
長
猊
下
の
慈
慮
に
体
し
、
本
山
の
威
厳
と
本
派
の
体
面
と
に
重

き
を
措
き
、
左
の
条
件
を
付
し
て
、
焦
眉
の
急
を
救
ふ
事
に
決
せ
り
。『
条

件
』
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
よ
り
成
規
の
手
続
を
経
て
、
妙
心
寺
へ
担
保
を
入

れ
、
五
万
円
の
借
用
證
書
を
作
成
す
る
事
。
但
し
担
保
は
、
春
光
院
所
有
の

動
産
不
動
産
一
切
、
釈
等
顧
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
、
前
田
誠
節
所
有
の

動
産
不
動
産
一
切
、
日
吉
全
識
所
有
の
吉
田
山
山
林
全
部
。
▲
一
、
互
に
専

断
の
行
為
な
き
様
申
合
せ
置
く
こ
と
。
右
履
行
の
上
に
て
、
前
管
長
、
故
小

林
宗
補
禅
師
が
本
山
住
職
中
、
日
本
大
菩
提
会
長
村
田
寂
順
へ
貸
与
す
る
が

た
め
、
大
橋
銀
行
よ
り
五
万
円
金
を
妙
心
寺
へ
借
入
れ
置
き
た
る
事
を
認

め
、
而
し
て
證
書
の
書
換
を
為
す
に
同
意
す
。
以
上
概
要
如
件
に
候
也
。
右

は
大
橋
銀
行
よ
り
強
制
執
行
云
云
に
対
す
る
覚
書
で
あ
り
ま
し
て
、
已
上
陳

述
し
ま
し
た
る
事
は
、
即
ち
十
月
八
日
よ
り
同
十
九
日
ま
で
に
至
る
手
続
で

あ
り
ま
す
。
其
後
四
五
日
昼
夜
を
通
し
、
眠
食
を
忘
れ
て
協
議
の
結
果
、
公

正
證
書
書
換
の
事
を
、
現
管
長
猊
下
に
奏
上
申
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
実
に

此
事
柄
は
、
前
管
長
猊
下
に
は
御
承
知
の
事
な
れ
ど
も
、
現
管
長
猊
下
に
は

少
し
も
御
存
じ
な
き
も
、
強
制
執
行
を
免
る
訳
に
は
行
か
ん
と
こ
ろ
か
ら
し

て
、
管
長
猊
下
に
は
、
忍
ぶ
に
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
、
涙
を
揮
て
證
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書
の
書
換
を
な
さ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
已
上
は
證
書
書
換
に
対
す
る
概
要

略
で
あ
り
ま
し
て
、
此
に
関
す
る
己
人
の
配
慮
は
、
到
底
話
し
尽
す
事
は
出

来
ま
せ
ん
。

次
に
此
五
万
円
の
返
済
を
、
昨
年
十
二
月
廿
五
日
限
、
弐
万
五
千
円
、
本
年

三
月
廿
五
日
限
、
弐
万
五
千
円
返
却
す
る
事
に
書
換
書
が
出
来
た
の
で
す
。

然
る
に
一
方
で
は
、
日
吉
、
青
山
両
師
は
、
前
約
定
書
通
り
、
三
十
日
已
内

に
公
正
の
手
続
を
す
る
と
の
事
ゆ
ゑ
、
日
吉
、
青
山
両
師
を
信
用
し
て
居
り

し
に
拘
ら
ず
、
其
後
更
に
何
の
返
事
も
な
し
。
故
に
、
私
共
は
一
日
千
秋
の

思
ひ
を
な
し
、
再
三
再
四
書
面
を
以
て
督
促
せ
し
も
、
何
の
返
事
だ
も
な

し
。
彼
是
す
る
内
、
既
に
三
十
日
も
経
過
し
、
尚
ほ
十
日
十
五
日
と
経
過
す

る
も
、
更
に
何
の
音
信
も
な
し
。
依
て
三
名
（
池
田
、
木
宮
、
永
井
各
師
）

連
印
に
て
、
手
紙
を
以
て
督
促
せ
り
。
日
月
経
過
流
水
の
如
く
、
将
に
第
一

返
済
期
日
前
に
迫
り
し
ゆ
ゑ
、
焦
心
苦
慮
、
管
長
猊
下
に
も
実
に
宸
襟
を
悩

ま
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
際
前
田
、
釈
二
師
は
名
古
屋
に
あ
り
。
一
向

無
関
係
の
様
に
付
し
去
り
あ
れ
り
。
其
當
時
、
青
山
師
よ
り
前
田
師
に
此
事

柄
を
話
せ
し
所
、
前
田
云
ふ
、
返
却
方
法
は
出
来
て
を
る
か
ら
傍
観
し
て
を

れ
、
と
の
事
で
し
た
。
さ
う
な
が
何
と
、
無
人
情
不
徳
義
極
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
其
後
本
所
内
で
、
上
局
二
名
の
協
議
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

私
共
に
は
点
滴
も
其
協
議
を
漏
さ
れ
ん
の
で
す
。
依
て
池
田
師
を
中
に
入

れ
、
度
々
上
局
へ
悃
願
せ
し
も
、
何
の
返
事
も
な
く
、
又
手
続
の
話
し
も
な

い
で
す
。
然
る
に
當
時
、
前
田
、
釈
二
師
は
名
古
屋
に
詰
き
り
に
て
、
更
に

返
済
の
事
に
付
き
何
の
通
知
も
な
く
、
故
に
既
に
半
額
は
返
却
に
な
つ
た
る

事
と
思
て
を
り
ま
し
た
。
然
る
に
私
は
従
軍
僧
の
件
に
付
、
名
古
屋
へ
行
き

ま
し
た
其
時
、
前
田
、
釈
二
師
の
行
動
を
察
す
る
に
、
甚
だ
不
穏
な
様
子
が

見
ゑ
ま
し
た
。
此
時
三
原
、
長
谷
川
の
二
氏
も
来
会
し
、
銀
行
へ
返
済
云
云

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
様
な
次
第
で
、
ま
だ
返
済
に
な
つ
て
を
ら
ん
と
云
ふ

事
を
、
私
は
承
知
し
ま
し
て
、
心
配
に
堪
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
し
も
彼
の

約
定
書
の
時
、
日
吉
、
青
山
両
師
が
保
證
を
な
さ
ら
な
ん
だ
な
ら
ば
、
私
共

も
承
知
し
ま
せ
ん
で
し
た
に
、
又
三
十
日
間
に
其
手
続
を
選
ぶ
と
の
約
定
も

履
行
せ
ら
れ
ざ
る
様
な
次
第
で
、
誠
に
各
員
に
思
ひ
が
け
な
き
心
配
を
か
け

た
の
で
す
。
此
等
の
事
柄
は
、
御
話
申
す
に
忍
び
ら
れ
ん
事
な
が
ら
、
話
順

序
上
御
話
し
申
し
た
訳
で
、
決
し
て
誹
謗
等
に
渡
つ
た
覚
は
な
い
の
で
す
。

夫
れ
で
五
万
円
に
対
す
る
事
柄
の
話
は
是
れ
で
止
め
ま
す
。

次
に
異
様
の
話
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
参
考
迄
に
御
話
し
申
升
。
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
年
四
月
に
常
置
員
会
は
開
け
ま
し
た
。
然
る
に
同
月
廿
八

日
、
春
光
院
で
開
議
が
あ
る
故
来
て
く
れ
と
の
事
で
し
た
か
ら
、
私
共
は
参

り
ま
し
た
。
其
時
前
田
云
ふ
、
昨
夜
内
務
省
よ
り
宇
佐
勝
尾
来
京
、
俵
屋
と

か
柊
屋
と
か
に
投
宿
、
同
氏
よ
り
電
報
に
て
呼
び
に
来
り
し
故
、
昨
夜
行
き

ま
し
た
の
で
す
が
、
宇
佐
の
話
に
今
回
の
出
張
は
、
日
露
事
件
に
付
、
軍
資

必
要
の
件
に
て
、
既
に
第
一
国
債
及
外
債
の
応
募
も
好
結
果
で
し
た
。
然
る

に
夫
で
は
未
だ
足
ら
ん
か
ら
し
て
、
そ
ー
す
ぐ
に
第
二
回
国
債
募
集
す
る
と

云
ふ
訳
に
も
ゆ
か
ぬ
か
ら
、
今
度
は
各
宗
に
て
、
壱
千
万
円
の
有
価
證
券
の

交
換
を
願
た
い
が
如
何
で
あ
ら
う
。
何
分
宜
布
頼
む
と
。
是
れ
か
ら
宇
佐
は

東
京
ヘ
帰
て
、
東
京
の
各
宗
へ
頼
み
込
む
と
の
事
で
あ
つ
た
と
、
右
様
の
事

を
話
さ
れ
た
故
に
、
私
（
前
田
）
も
東
奔
西
奔
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
宜
敷

承
知
を
願
ふ
と
の
事
で
し
た
。
是
れ
に
就
て
、
時
節
柄
皇
族
方
よ
り
は
金
銀
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塊
を
投
ぜ
ら
れ
、
軍
資
に
充
ら
れ
る
時
節
で
あ
る
か
ら
、
宇
佐
の
申
込
も
成

程
と
思
ひ
ま
し
た
。
又
前
田
師
曰
く
、
斯
る
時
機
に
際
し
、
斡
旋
す
る
は
所

謂
、
利
益
交
換
で
あ
つ
て
、
後
日
宗
教
法
案
の
際
に
も
、
又
は
仏
教
を
公
教

と
す
る
様
な
場
合
に
は
、
大
に
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
ん
云
云
、
と
云
へ

り
。
私
共
成
程
と
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
す
る
と
其
翌
日
、
宇
佐
よ
り
電
報

来
れ
り
と
か
。
其
文
は
「
カ
イ
ケ
イ
ヲ
ツ
レ
、
ス
グ
コ
イ
」
と
の
由
、
故
に

是
よ
り
二
名
上
京
す
る
か
ら
宜
布
頼
む
、
と
い
は
れ
ま
し
た
か
ら
、
私
申
し

ま
す
に
、
常
置
員
会
の
開
会
は
如
何
せ
ん
、
と
申
し
ま
す
と
、
前
田
云
ふ
、

余
り
長
く
も
か
ゝ
る
ま
ひ
か
ら
、
と
の
事
で
し
た
か
ら
、
黙
諾
し
た
の
で

す
。
然
る
に
開
会
期
来
る
も
、
帰
山
の
様
子
な
き
ゆ
ゑ
、
五
月
三
十
日
に
電

報
を
出
し
た
の
で
す
。
す
る
と
右
返
報
が
き
た
の
で
す
。
釈
宛
で
出
し
た

に
、
前
田
の
名
で
発
送
し
て
を
る
。「
ハ
ナ
シ
エ
ン
イ
ン
ス
ル
、
イ
ヅ
レ
リ

ン
ジ
カ
イ
ヒ
ラ
ク
、
ヒ
ト
マ
ヅ
カ
イ
ラ
セ
ヨ
」
右
様
の
次
第
で
し
た
か
ら
、

何
と
も
致
し
方
な
き
故
に
、
六
月
中
に
常
置
員
会
を
開
く
事
に
決
し
ま
し

て
、
五
月
五
日
に
一
先
各
委
員
を
帰
国
を
願
た
事
が
御
座
り
ま
し
た
が
、
此

等
の
事
は
常
置
委
員
報
告
に
あ
り
ま
す
。
続
て
五
月
八
日
、
両
師
帰
山
。
前

田
曰
、
壱
千
万
円
の
割
付
方
六
か
敷
が
、
併
し
大
蔵
省
よ
り
府
知
事
の
手
を

経
て
、
下
げ
渡
に
な
る
と
云
ふ
事
だ
け
決
議
を
遂
げ
て
、
一
先
帰
つ
た
。
其

時
見
せ
ら
れ
た
前
田
の
覚
書
に
、
有
価
證
券
通
常
五
朱
利
の
上
に
、
二
朱
五

厘
を
附
加
す
る
と
の
事
が
あ
り
ま
し
た
。
其
余
の
事
は
知
り
ま
せ
ん
。
是
に

就
て
此
覚
書
に
私
共
の
検
印
し
て
く
れ
と
の
事
が
あ
り
ま
し
た
。
故
に
検
印

し
て
後
、
此
書
面
は
私
の
方
に
預
か
り
置
き
ま
す
、
と
云
ひ
ま
し
た
れ
ば
、

前
田
云
ふ
、
是
の
書
は
管
長
の
印
を
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
明
日
名
古
屋

へ
行
く
か
ら
、
私
が
管
長
の
検
印
を
貰
て
く
る
か
ら
、
其
間
貸
し
て
く
れ
と

の
事
で
、
書
面
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
月
に
な
り
ま
し
て
も
、
一
向

常
置
員
会
を
開
か
れ
る
様
子
が
見
え
ん
の
で
す
。
故
に
会
計
部
長
釈
等
顧
に

迫
り
し
処
、
参
万
円
程
の
無
記
名
公
債
を
記
名
に
し
て
な
い
か
ら
、
夫
れ
を

記
名
に
し
た
已
上
で
、
常
置
委
員
会
を
開
く
か
ら
、
夫
れ
迄
見
合
す
と
の
事

で
、
段
々
延
て
六
月
三
十
日
に
な
る
も
開
会
な
き
ゆ
ゑ
、
已
む
を
得
ず
常
置

員
各
位
へ
宛
、
尚
開
会
延
期
の
電
報
を
発
し
た
の
で
す
。
続
て
七
月
一
日
、

詳
細
の
理
由
を
郵
書
を
送
た
の
で
す
。
然
る
に
其
後
尚
、
開
会
の
様
子
な
き

ゆ
ゑ
、
永
井
師
と
熟
議
の
上
、
七
月
十
五
日
に
是
非
開
き
た
き
事
を
部
長
に

申
入
れ
し
も
、
ま
だ
記
名
が
出
来
ぬ
と
の
事
で
し
た
。
私
共
云
く
、
然
ら
ば

記
名
に
か
き
か
へ
が
で
き
ぬ
理
由
を
説
明
し
て
、
委
員
に
證
書
を
示
し
た
れ

ば
可
な
ら
ん
、
と
申
し
ま
し
た
。
其
れ
に
就
て
手
続
書
が
あ
り
ま
す
（
手
続

書
省
略
）。

　

○
同
日
午
後
一
時
開
会　
　
　

出
席
議
員
廿
九
人

議
長
、
今
朝
に
続
て
、
本
所
員
の
報
告
が
あ
る
筈
な
る
も
、
已
に
各
員
承
知

の
如
く
、
其
の
主
任
な
る
木
宮
氏
は
、
先
刻
予
審
廷
へ
出
頭
せ
ら
れ
し
を
以

て
、
報
告
を
続
く
る
こ
と
能
は
ず
。
今
尚
報
告
半
に
あ
る
こ
と
故
、
同
氏
帰

来
早
々
報
告
を
続
く
べ
し
。
此
よ
り
日
程
の
示
す
所
に
従
ひ
、
常
置
員
の
報

告
を
為
す
べ
し
。
若
し
常
置
員
の
報
告
す
る
も
、
木
宮
氏
帰
来
な
き
時
は
、

財
務
調
査
員
平
和
氏
よ
り
、
財
務
調
査
の
報
告
を
為
す
べ
き
筈
な
れ
ば
、
予

め
承
知
あ
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
又
先
刻
第
二
番
議
員
よ
り
、
本
所
員
の
報
告

に
対
す
る
言
明
あ
り
と
の
請
求
あ
り
し
様
な
れ
ど
も
、
そ
は
、
本
所
員
の
報

告
の
全
く
了
り
し
後
に
於
て
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
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第
二
番
、
本
員
も
常
置
員
の
一
人
な
れ
ど
も
、
本
年
四
月
以
後
事
故
あ
り

て
、
常
置
員
会
に
欠
席
せ
し
を
以
て
、
終
始
の
事
は
委
く
せ
ざ
る
も
、
本
員

の
列
席
中
に
為
し
た
る
事
由
を
少
し
く
述
べ
ん
と
す
（
演
壇
に
登
る
）。
本

年
四
月
廿
五
日
に
、
常
置
員
会
を
開
会
す
る
と
の
こ
と
故
、
上
京
し
て
会
議

に
参
加
せ
り
。
同
会
を
性
質
よ
り
区
分
す
る
と
き
は
、
臨
時
通
常
の
二
種
と

す
。
本
所
よ
り
提
出
の
議
案
を
示
せ
ば
、
▲
第
一
号
一
、
法
則
第
四
十
号
本

派
教
育
例
（
改
正
）
施
行
の
件
一
、
法
則
第
四
十
一
号
本
派
教
師
検
定
例

（
改
正
）
施
行
の
件
。
▲
第
二
号
一
、
明
治
三
十
三
年
教
務
本
所
歳
計
決

算
。
▲
第
三
号
一
、
明
治
三
十
三
年
度
特
別
会
計
法
盟
義
財
決
算
。
▲
第
四

号
一
、
明
治
三
十
四
年
度
教
務
本
所
歳
計
決
算
。
▲
第
五
号
一
、
明
治
三
十

四
年
度
特
別
会
計
法
盟
義
財
決
算
。
▲
第
六
号
一
、
明
治
三
十
五
年
度
教
務

本
所
歳
計
別
予
算
。
▲
第
七
号
一
、
明
治
三
十
六
年
度
教
務
本
所
歳
計
別
予

算
。

凡
て
七
件
に
て
、
法
則
の
改
正
等
は
臨
時
会
に
属
す
る
議
案
に
て
、
即
ち
通

常
会
に
属
す
る
議
案
は
、
三
十
六
年
度
教
務
本
所
別
予
算
で
あ
り
ま
す
。
第

一
号
の
教
育
例
は
、
承
認
を
与
へ
た
る
も
、
教
師
検
定
例
の
改
正
に
は
、
承

認
を
与
へ
ず
。
決
算
及
別
予
算
に
対
し
て
、
已
に
支
払
を
了
り
居
る
も
の
ゝ

如
き
は
、
今
更
咎
め
た
り
と
も
其
功
な
き
に
依
り
、
承
認
を
与
へ
た
る
も
、

別
予
算
の
如
き
は
、
承
認
を
与
へ
ざ
り
き
。
又
学
林
舎
増
築
案
の
如
き
も
承

認
せ
ず
。
開
会
の
劈
頭
第
一
に
、
議
事
よ
り
常
置
員
会
開
期
遷
延
の
言
訳
を

せ
ら
れ
し
も
、
自
分
等
は
其
の
何
の
所
以
な
り
し
や
を
質
し
た
り
し
も
、
単

に
執
事
議
事
の
不
在
の
故
と
の
み
に
て
其
要
領
を
得
ず
。
要
領
を
得
ざ
る
上

は
、
予
算
に
関
す
る
議
案
の
承
認
を
与
ふ
る
こ
と
能
は
ず
と
迫
り
た
れ
ば
、

追
て
回
答
す
る
と
の
こ
と
に
て
、
其
日
は
其
侭
退
出
せ
り
。
而
し
て
、
其
翌

日
に
至
る
も
何
等
の
沙
汰
も
な
し
。
故
に
自
分
等
左
の
如
き
書
面
を
以
て
、

開
期
延
引
の
理
由
の
明
答
を
促
し
た
り
。『
請
求
書
』
昨
日
差
出
し
た
る
質

問
の
解
答
、
至
急
御
廻
送
相
成
度
、
此
段
請
求
候
也
。
右
の
請
求
書
に
対
し

て
、
左
の
書
面
を
交
附
せ
ら
れ
た
り
。
本
日
御
照
会
、
明
治
三
十
六
年
常
置

員
会
開
会
遷
延
の
理
由
、
別
紙
之
通
及
回
答
候
也
。

明
治
三
十
五
年
、
本
派
議
会
議
決
の
法
則
改
正
は
、
綱
目
発
布
後
に
於
け
る

本
派
の
一
大
事
変
な
り
と
信
ず
。
是
れ
が
改
正
に
伴
ひ
、
其
波
及
す
る
所
の

趨
勢
た
る
や
、
教
師
検
定
例
は
大
小
寺
院
僧
侶
に
及
び
、
若
し
容
易
に
発
表

す
る
所
と
な
ら
ば
、
之
が
禍
害
を
受
く
べ
く
。
教
育
例
は
上
下
の
僧
侶
将
来

運
命
の
繋
る
所
延
て
、
本
派
の
消
長
に
関
す
る
や
頗
る
大
な
り
。
是
れ
を
以

て
教
務
本
所
は
、
前
後
に
鑑
み
、
将
来
を
慮
り
、
緩
急
の
処
置
其
機
宜
を
得

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
法
則
の
認
可
を
受
く
る
と
同
時
に
、
施
行
上
必
要
の

細
則
認
可
を
受
る
に
頗
る
時
日
を
要
し
た
る
結
果
に
し
て
、
畢
竟
本
派
の
事

情
斟
酌
の
上
よ
り
、
遂
に
常
置
員
会
を
定
期
に
開
会
す
る
事
を
得
せ
し
め
ざ

る
に
至
る
。
要
す
る
に
教
務
本
所
は
、
法
則
施
行
の
上
に
就
き
慎
重
に
用
意

し
た
る
が
為
め
、
之
が
遷
延
を
招
く
も
の
に
し
て
、
自
ら
深
く
反
省
す
る
所

あ
る
を
諒
せ
ら
れ
む
事
を
望
む
。
右
に
対
し
、
本
員
は
実
に
左
の
如
き
伺
書

を
提
出
し
て
、
其
回
答
を
待
て
り
。『
常
置
員
会
遷
延
の
理
由
御
回
答
あ
り

し
も
、
思
ふ
に
法
則
認
可
は
明
治
卅
六
年
十
月
な
り
。
然
れ
ど
も
、
同
年
度

内
に
開
会
す
る
の
余
地
あ
る
事
は
明
瞭
な
り
。
抑
も
常
置
員
会
は
、
主
と
し

て
別
予
算
及
決
算
を
調
査
す
る
任
務
に
し
て
、
本
派
最
要
の
機
関
な
り
。
然

る
に
余
地
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
開
会
に
至
ら
ざ
る
は
、
本
員
等
の
首
肯
す
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る
能
は
ざ
る
所
な
り
。
右
に
付
、
更
に
御
回
答
を
要
し
候
也
』
然
る
所
本
所

よ
り
、
右
の
書
面
に
対
す
る
回
答
来
れ
り
。
即
ち
左
に
示
さ
む
。『
三
十
六

年
度
常
置
員
会
開
会
に
関
す
る
教
務
本
所
の
回
答
は
、
首
肯
難
成
旨
、
更
に

通
牒
に
接
し
候
へ
ど
も
、
教
務
本
所
は
、
前
回
答
書
の
外
、
他
意
無
之
候
に

付
、
此
段
御
認
知
相
成
度
候
也
。
附
常
置
員
会
の
任
務
は
、
予
算
決
算
を
調

査
す
る
を
以
て
主
要
と
す
る
の
御
意
見
は
、
之
を
諒
知
致
候
』

此
の
如
く
に
し
て
、
常
置
員
会
の
権
能
は
主
と
し
て
、
別
予
算
及
決
算
を
承

認
す
る
に
あ
る
も
の
な
り
と
て
、
敢
て
自
分
等
の
意
を
容
る
ゝ
の
有
様
な
き

を
以
て
、
止
む
を
得
ず
本
所
よ
り
提
出
の
議
案
に
就
て
審
議
す
る
事
と
せ

り
。
其
の
時
更
に
本
所
よ
り
提
出
の
議
案
と
云
ふ
は
、
凡
て
五
件
に
し
て
左

之
如
し
。
▲
第
一
号
、
一
、
明
治
三
十
五
年
度
教
務
本
所
歳
計
決
算
。
▲
第

二
号
、
一
、
明
治
三
十
五
年
度
特
別
会
計
法
盟
義
財
決
算
。
▲
第
三
号
、

一
、
明
治
三
十
七
年
度
教
務
本
所
歳
計
別
予
算
。
▲
第
四
号
、
一
、
明
治
三

十
七
年
度
特
別
臨
時
費
予
算
。
▲
第
五
号
、
一
、
花
園
学
林
校
舎
増
築
の

件
。
▲
番
外
、
一
、
明
治
三
十
六
年
度
学
林
費
不
足
金
請
求
の
件
。
以
上
番

外
共
に
六
件
に
し
て
、
最
初
に
挙
げ
た
る
七
件
と
合
し
て
十
三
件
な
り
。
此

の
内
に
於
て
、
教
育
例
検
定
例
は
前
陳
の
如
く
、
花
園
学
林
増
築
の
件
は
否

認
せ
り
。
卅
七
年
度
特
別
臨
時
費
は
、
軍
国
の
費
用
、
即
ち
従
軍
費
其
他
目

下
必
須
の
用
に
供
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
学
林
費
不
足
金
請
求
の
件
と
共

に
承
認
し
た
り
。
又
卅
五
、
卅
六
年
の
別
予
算
は
、
認
む
る
必
要
な
き
を
以

て
退
け
た
る
也
。
卅
五
、
卅
六
年
の
決
算
は
是
認
し
た
り
。
其
内
に
予
算
に

超
過
し
た
る
も
の
あ
り
し
も
、
物
価
の
騰
貴
等
に
て
、
全
く
諒
す
べ
き
点
あ

り
し
を
以
て
、
之
を
認
め
た
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、
此
の
如
く
是
認
せ
し
と

雖
も
、
慢
然
之
を
為
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
将
来
を
堅
く
戒
め
て
、
本
所
提
出

の
議
案
は
議
に
登
ぼ
せ
た
る
な
り
。
今
其
本
所
に
呈
し
た
る
書
面
を
一
読
せ

ん
。『
教
務
本
所
の
歳
出
に
て
、
将
来
総
予
算
に
超
過
す
る
と
き
は
、
教
務

本
所
は
、
本
派
綱
目
第
十
一
条
第
二
号
の
手
続
を
履
行
す
べ
き
事
を
、
誓
て

宣
明
せ
ら
る
べ
し
。
右
、
本
月
廿
六
日
付
、
覆
牒
に
対
し
要
求
候
也
。
本
派

綱
目
第
百
十
一
条
第
二
号
の
手
続
は
、
教
務
本
所
誓
て
履
行
す
べ
し
。
右
別

紙
要
求
に
対
し
宣
明
候
也
。
右
の
如
く
常
置
員
よ
り
宣
明
を
要
求
し
、
教
務

本
所
は
、
将
来
誓
て
履
行
（
綱
目
第
百
十
一
条
第
二
号
を
）
す
べ
き
事
を
宣

明
し
た
り
。
此
の
前
に
、
金
庫
内
の
公
債
を
検
閲
せ
ん
事
を
要
求
し
た
り
と

雖
も
、
當
時
主
任
部
長
釈
氏
は
、
東
電
に
接
し
て
、
前
田
議
事
と
共
に
東
上

し
て
不
在
な
る
故
を
以
て
、
延
期
を
求
め
た
り
。
自
分
等
は
、
公
債
を
調
査

し
た
る
上
な
ら
ず
ば
承
認
せ
ず
、
と
強
ひ
た
る
も
、
会
計
主
任
不
在
に
し

て
、
自
分
等
の
意
を
貫
く
事
能
は
ず
。
止
む
を
得
ず
、
其
侭
に
て
散
会
と
せ

り
。
尚
述
べ
た
き
事
も
あ
れ
ど
も
、
以
下
は
他
の
常
置
員
よ
り
報
ぜ
ら
る
ゝ

を
聞
か
れ
ん
事
を
望
む
。
因
に
金
庫
検
閲
延
期
を
求
め
ら
れ
し
に
付
て
、
教

務
本
所
よ
り
文
書
あ
り
。
左
に
示
さ
ん
。

内
務
省
宗
教
局
長
の
急
電
に
接
し
、
会
計
部
主
任
執
事
、
客
月
廿
九
日
、
登

局
未
だ
帰
山
せ
ら
れ
ざ
る
に
依
り
、
公
債
證
書
閲
覧
の
件
は
、
追
て
御
通
牒

に
及
ぶ
べ
く
候
也
。
第
二
十
四
番
、
第
二
番
議
員
の
報
告
に
次
で
、
報
告
は

本
員
よ
り
為
さ
ん
と
す
（
演
壇
に
起
つ
）。
二
番
議
員
の
報
告
は
、
當
春
の

常
置
員
会
、
即
ち
五
月
三
日
ま
で
の
事
に
て
了
れ
り
。
此
よ
り
本
員
の
為
さ

ん
と
す
る
所
は
、
凡
て
其
後
の
事
に
繋
れ
り
。
已
に
今
朝
も
本
所
員
よ
り
話

さ
れ
し
中
に
も
あ
り
し
が
如
く
、
四
月
開
会
の
常
置
員
会
中
に
急
電
に
接
し
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て
、
主
任
会
計
釈
等
顧
氏
、
東
上
後
は
杳
と
し
て
便
り
な
き
を
以
て
、
再
三

再
四
本
員
等
よ
り
常
置
員
会
の
開
否
を
質
せ
し
に
、
當
時
池
田
議
事
よ
り
の

言
に
依
れ
ば
、
前
田
議
事
、
釈
執
事
東
上
中
の
要
務
未
だ
全
く
結
了
せ
ず
。

該
件
に
し
て
結
了
す
れ
ば
、
常
置
員
会
を
召
集
、
開
設
す
る
の
必
要
あ
り
云

云
、
た
り
し
を
以
て
、
我
等
は
帰
国
し
て
其
時
を
待
つ
の
外
な
し
と
決
心
し

て
、
将
に
下
山
せ
ん
と
せ
し
に
、
永
井
執
事
は
諸
君
の
下
山
は
不
得
止
の
こ

と
な
り
と
雖
も
、
本
年
度
教
務
本
所
別
予
算
は
、
確
定
を
仰
が
ざ
る
を
得

ず
。
左
な
く
て
は
本
所
の
方
針
定
ま
ら
ず
、
従
て
局
に
當
る
も
の
ゝ
迷
惑
一

方
な
ら
ず
。
願
く
は
別
予
算
を
定
め
し
上
に
て
帰
国
あ
れ
と
。
然
ら
ば
金
庫

に
在
る
公
債
證
を
取
調
べ
る
の
必
要
あ
り
。
公
正
證
等
の
利
子
と
し
て
の
収

入
金
額
七
千
円
余
あ
り
と
聞
く
も
、
全
く
事
実
な
る
や
否
や
を
確
め
ざ
れ

ば
、
信
を
措
く
事
難
し
。
若
し
収
入
金
額
、
又
は
有
無
を
質
さ
ず
し
て
予
算

を
編
成
し
、
後
に
至
り
て
収
入
の
定
め
し
利
子
の
入
る
事
な
き
場
合
に
は
、

復
た
更
に
編
成
す
る
煩
を
免
れ
ず
。
故
に
別
予
算
を
編
成
す
る
前
に
、
是
非

金
庫
検
閲
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
金
庫
検
閲
了
ら
ざ
る
間
は
、
貴
意
を
満
た
す

事
能
は
ず
云
云
、
と
迫
り
た
り
。
而
か
も
会
計
主
任
東
上
不
在
な
れ
ば
、
金

庫
の
鍵
の
所
在
も
知
れ
ず
。
主
任
の
不
在
中
に
、
金
庫
を
開
く
る
も
快
と
せ

ざ
る
所
な
り
、
と
云
は
れ
、
本
所
員
の
迷
惑
も
実
に
察
す
る
に
余
あ
り
た
り

と
雖
も
、
如
何
と
も
す
る
事
能
は
ず
。
然
る
上
は
、
大
凡
向
後
幾
日
経
れ

ば
、
常
置
員
会
開
会
に
至
る
や
、
と
問
へ
ば
、
最
初
急
報
に
接
し
東
上
せ
ら

る
ゝ
時
に
は
、
両
三
日
中
に
は
帰
京
す
る
と
の
事
な
り
し
に
察
す
れ
ば
、
多

分
の
日
子
は
要
せ
ざ
る
べ
し
と
の
言
を
信
じ
て
、
一
日
二
日
と
待
つ
内
に
、

予
定
の
期
日
を
過
ぎ
去
る
事
幾
日
な
る
を
知
ら
ず
。
六
月
十
日
と
云
ふ
が
、

中
旬
と
な
り
た
る
も
開
会
の
期
に
至
ら
ず
。
是
に
於
て
我
等
は
、
池
田
議

事
、
永
井
、
木
宮
両
執
事
の
前
に
於
て
、
若
し
六
月
中
に
契
約
書
の
通
り
常

置
員
会
を
開
か
な
け
れ
ば
、
曩
に
為
し
た
る
約
定
は
無
効
た
る
事
を
告
て
下

山
。
爾
後
常
置
員
会
中
止
の
原
因
た
る
、
内
務
省
宗
務
局
長
よ
り
の
急
電
に

付
て
不
審
を
懐
き
つ
ゝ
あ
り
し
が
、
六
月
三
十
日
に
至
る
も
常
置
員
会
も
開

け
ず
。
是
に
於
て
内
務
省
よ
り
の
電
報
な
る
も
の
ゝ
真
偽
を
確
む
べ
く
、
本

員
は
東
上
し
て
、
種
々
事
情
を
探
り
た
る
も
、
曽
て
軍
国
の
費
に
充
て
ん
が

為
め
の
債
券
云
云
の
事
を
、
各
宗
派
に
向
て
政
府
よ
り
交
渉
せ
し
事
を
聞
か

ず
。
疑
団
は
益
々
堅
く
、
又
大
に
な
り
た
る
を
以
て
、
其
筋
に
就
て
愈
々
偽

電
た
り
し
事
を
明
か
に
し
得
た
り
。
夫
よ
り
日
を
過
す
事
幾
日
た
る
を
知
ら

ざ
る
位
に
至
り
た
る
も
、
更
に
常
置
員
会
開
設
の
通
知
に
接
せ
ず
。
曩
に
池

田
、
永
井
両
師
よ
り
東
上
中
、
議
事
執
事
帰
来
早
々
、
召
集
す
べ
き
旨
を
約

し
置
き
た
る
も
、
其
運
に
至
ら
ず
。
約
束
は
全
く
空
文
と
な
り
終
り
た
る

時
、
議
事
前
田
師
、
及
会
計
主
任
釈
師
、
今
尚
不
在
の
故
を
以
て
開
会
に
至

ら
ざ
る
旨
、
書
面
を
以
て
通
知
し
来
り
し
の
み
に
て
、
其
後
何
等
の
沙
汰
も

な
く
日
を
過
す
内
に
も
、
我
等
常
置
員
は
其
職
に
不
忠
な
ら
む
事
を
恐
れ

て
、
度
々
書
面
の
往
復
を
為
て
打
合
せ
を
為
し
つ
ゝ
、
時
の
至
る
を
待
て

り
。
我
等
が
心
を
労
せ
し
結
果
、
遂
に
八
月
十
九
日
よ
り
、
継
続
常
置
員
会

を
開
く
事
と
な
り
、
上
京
し
て
諸
方
よ
り
の
書
面
、
又
は
風
聞
に
よ
り
て
不

穏
の
事
態
を
看
破
し
、
驚
諤
一
方
な
ら
ず
。
事
茲
に
至
り
て
は
、
最
早
如
何

と
も
為
す
事
能
は
ず
。
断
然
た
る
処
置
を
な
さ
ん
と
、
所
有
書
類
を
携
て
、

管
長
猊
下
に
相
見
を
請
ひ
胸
中
を
披
瀝
し
て
、
英
断
を
希
へ
り
時
に
、
管
長

猊
下
は
我
等
の
聞
知
せ
し
事
情
は
御
了
知
に
て
、
涙
を
呑
で
法
山
百
年
の
大
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計
を
策
せ
ん
事
を
語
ら
れ
た
り
。
我
等
は
共
に
倶
に
愛
山
の
気
を
発
揮
し

て
、
慈
念
に
答
へ
ん
事
を
誓
て
退
出
せ
り
。
當
時
上
京
の
常
置
員
は
、
三
玉

原
の
両
師
と
本
員
の
三
名
な
り
。
十
九
日
に
予
定
の
如
く
開
会
に
至
ら
ず
。

其
事
由
を
質
し
た
れ
ば
、
単
に
事
故
あ
り
延
期
す
云
云
の
回
答
あ
り
た
り
。

翌
日
も
報
告
に
接
せ
ず
、
不
審
の
雲
は
益
々
深
く
銷
さ
ん
と
せ
り
。
此
間
に

於
て
越
智
、
日
吉
未
だ
登
山
の
理
由
を
明
に
す
る
こ
と
を
得
ず
。
茲
に
於
て

益
々
金
庫
検
閲
の
急
に
し
て
必
要
な
る
事
を
感
ず
る
と
同
時
に
、
之
を
遷
延

し
て
久
し
き
に
渡
る
程
、
本
派
の
被
む
る
損
害
の
多
大
な
る
事
を
知
れ
り
。

加
之
花
園
学
林
の
敷
地
を
担
保
と
し
て
、
某
所
よ
り
借
入
れ
金
を
為
せ
し
事

を
聞
き
込
み
た
る
を
以
て
、
太
秦
登
記
所
に
就
て
事
の
実
否
を
探
り
、
該
学

林
敷
地
及
建
築
物
を
抵
當
と
し
（
正
式
に
）、
若
干
の
金
を
某
所
よ
り
借
入

れ
、
又
更
に
八
月
二
日
に
二
番
抵
當
と
し
て
借
金
せ
り
、
と
の
事
を
確
め
た

り
。
是
に
於
て
、
我
等
は
情
を
具
し
て
、
管
長
猊
下
の
親
裁
を
仰
ぐ
の
外
な

し
と
協
定
の
上
、
八
月
廿
一
日
、
書
面
を
以
て
我
等
の
真
意
を
猊
下
に
上
申

し
て
、
命
の
降
る
を
待
て
り
。
同
廿
四
日
、
い
よ
い
よ
継
続
常
置
員
会
を
開

く
事
と
な
り
、
管
長
猊
下
の
命
に
依
り
、
所
員
立
会
の
上
に
て
金
庫
放
開
、

検
閲
を
為
せ
り
。
昨
年
の
議
会
の
時
、
財
政
調
査
委
員
と
な
り
て
調
べ
し
時

に
有
り
し
、
拾
余
万
円
の
公
債
は
、
隻
影
を
留
め
ず
。
只
百
円
の
仮
公
債
四

枚
あ
り
し
の
み
。
我
等
始
め
立
会
の
諸
師
に
至
る
迄
、
呆
然
た
ら
ざ
る
も
の

な
く
、
実
に
意
外
と
も
何
と
も
形
容
し
能
は
ざ
る
程
に
て
あ
り
き
。
立
会
人

の
釈
会
計
部
長
に
、
金
庫
に
在
り
し
金
高
を
問
ひ
し
に
、
釈
氏
云
く
、
総
計

拾
壱
万
七
千
円
あ
り
し
も
、
只
今
は
壱
厘
も
無
し
と
。
驚
か
ざ
る
を
得
ざ
る

な
り
。
翌
日
に
登
所
し
て
開
議
せ
ん
こ
と
を
約
し
て
、
退
出
す
。
翌
廿
五

日
、
本
所
提
出
の
議
案
は
、
如
何
経
常
費
に
於
て
不
足
金
填
の
補
事
な
る

も
、
事
甚
だ
大
な
る
を
以
て
、
将
に
開
か
ん
と
す
る
議
会
に
問
ふ
の
要
を
認

む
を
以
て
、
其
時
迄
延
期
を
求
め
て
閉
会
せ
り
。
以
上
は
、
本
五
年
月
以
後

に
於
け
る
、
常
置
員
会
の
経
過
の
概
略
な
り
と
す
。
尚
、
詳
細
弁
じ
た
き
事

も
多
々
あ
れ
ど
も
、
更
め
て
財
務
調
査
報
告
の
時
に
譲
り
、
常
置
員
と
し
て

の
報
告
は
、
此
れ
に
て
止
む
事
と
せ
ん
（
下
壇
）。
第
五
番
、
学
林
敷
地
、

及
建
築
物
を
抵
當
と
し
て
借
金
せ
し
と
云
は
れ
し
が
、
其
證
書
及
登
記
等

も
、
正
式
の
も
の
と
な
り
居
る
や
否
や
。
第
廿
四
番
、
其
事
は
調
査
会
の
報

告
の
時
に
為
す
べ
し
。
第
十
二
番
、
常
置
員
の
責
任
を
問
ふ
。
第
一
常
置
員

会
は
、
毎
年
四
月
に
開
設
す
べ
き
も
の
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
本
所
員
の
意

に
任
せ
て
会
期
の
遷
延
を
介
せ
ざ
り
し
か
。
第
二
二
番
議
員
の
如
き
は
、
幾

回
か
本
所
に
逼
り
て
開
会
を
促
し
た
る
も
、
不
得
要
領
に
し
て
、
遂
に
其
侭

下
山
せ
り
と
の
事
な
り
し
。
常
置
員
は
本
所
員
に
迫
り
て
事
を
促
す
の
権
能

あ
る
と
共
に
、
議
会
を
代
表
し
て
本
派
の
体
面
を
保
持
す
る
為
に
は
、
充
分

の
責
を
有
す
る
者
な
り
と
信
ず
。
然
る
に
教
務
本
所
が
、
何
時
も
〳
〵
〳
〵

不
得
要
領
の
言
を
弄
す
る
と
て
、
其
侭
に
せ
し
云
云
の
如
き
は
、
第
一
の
会

期
遷
延
の
事
と
共
に
、
将
来
に
悪
慣
例
を
発
す
の
嫌
な
き
や
。
第
廿
四
番
、

三
十
六
年
度
常
置
員
会
の
開
期
の
遷
延
を
責
め
ら
る
れ
ば
、
実
に
慚
汗
の
外

な
き
も
、
自
分
等
は
自
分
等
の
力
限
り
、
本
所
に
迫
り
て
促
し
た
る
も
、
議

事
の
不
在
、
又
は
主
任
部
長
他
行
所
以
を
以
て
遷
延
、
又
は
遷
延
退
て
、
今

日
か
今
日
か
と
開
会
の
日
を
待
つ
中
に
、
卅
六
年
も
過
ぎ
た
り
と
云
ふ
始
末

に
て
、
其
間
永
井
部
長
よ
り
、
開
会
に
至
ら
ざ
る
理
由
の
書
面
も
あ
り
（
手

紙
を
朗
読
す
）。
又
滞
京
中
、
前
田
議
事
に
面
じ
て
開
会
を
請
求
し
、
釈
執
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事
を
訪
て
促
せ
し
事
も
あ
り
。
此
事
に
関
し
て
往
復
せ
し
公
私
の
文
書
は
、

此
通
り
読
上
に
煩
は
し
き
程
沢
山
あ
る
位
に
て
、
自
分
等
は
自
分
等
の
出
来

得
る
丈
け
の
事
を
為
し
て
、
開
会
を
待
ち
し
も
の
に
し
て
、
決
し
て
自
分
の

権
能
及
責
任
を
自
ら
捨
て
ゝ
、
本
所
員
の
為
す
侭
に
せ
ん
と
云
ふ
に
は
あ
ら

ざ
る
な
り
。
第
十
二
番
、
二
番
議
員
の
三
十
六
年
に
何
故
、
常
置
員
会
を
開

か
ざ
る
か
と
本
所
に
迫
り
し
と
き
、
不
得
要
領
に
し
て
下
山
せ
り
、
と
あ
り

し
は
如
何
。
常
置
員
は
不
得
要
領
に
事
を
附
し
去
る
を
是
と
す
る
や
。
第
二

番
、
常
置
員
の
職
責
も
知
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
又
常
置
員
の
事
の
本
派
の
重

大
な
る
位
の
事
は
、
充
分
了
知
せ
る
を
以
て
、
固
よ
り
本
所
員
の
所
為
を
是

認
せ
し
に
あ
ら
ず
。
故
に
開
期
の
遷
延
せ
し
事
を
為
し
た
る
も
、
向
後
は
定

期
の
如
く
誓
て
開
く
べ
し
と
の
事
に
て
、
自
ら
其
非
を
知
り
て
、
反
省
せ
る

を
見
た
る
を
以
て
深
く
追
求
せ
ず
、
其
侭
に
し
て
置
き
た
る
な
り
。
第
十
二

番
、
只
今
の
弁
明
は
、
甚
だ
要
領
を
得
ず
。
而
か
も
各
員
に
於
て
満
足
せ
ら

る
ゝ
や
否
や
。
本
員
は
敢
て
追
求
せ
ら
る
べ
し
。
第
八
番
、
公
債
證
書
の
有

無
を
調
査
す
る
は
、
我
等
も
常
置
員
各
位
と
共
に
、
重
大
事
と
認
む
所
な
り

と
雖
も
、
此
れ
は
又
尋
ぬ
る
事
と
し
て
、
只
今
廿
四
番
に
問
は
ん
と
欲
す
る

は
、
内
務
省
よ
り
の
電
信
の
事
な
り
。
該
電
信
は
偽
電
な
り
し
事
の
確
證
あ

り
や
、
聞
か
ん
事
を
望
む
。
第
廿
四
番
、
偽
電
た
り
し
事
の
確
證
あ
る
も
、

公
会
席
に
て
は
発
表
し
難
し
。
秘
密
会
の
時
に
せ
ら
れ
た
し
。
尚
此
頃
に
為

さ
ん
と
す
る
財
務
調
査
報
告
の
時
は
、
秘
密
会
に
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
（
賛

成
の
声
四
方
に
起
る
）。

議
長
、
暫
時
休
憩
し
て
、
財
務
調
査
の
報
告
を
聞
く
事
と
せ
ん
。
秘
密
会
に

す
る
や
否
や
は
追
て
報
告
、
…
…
休
憩
、
注
意
、
議
長
の
休
憩
を
報
告
す
る

以
前
、
第
九
番
は
財
政
調
査
の
結
果
は
、
我
々
議
員
及
本
派
衆
徒
の
共
に
聞

か
ん
と
欲
す
る
所
な
れ
ば
、
秘
密
に
す
る
の
必
要
は
な
し
事
を
秘
す
る
は
、

末
派
の
疑
念
を
堅
く
す
る
も
の
な
り
と
弁
じ
、
二
四
番
は
、
若
し
議
会
が
秘

密
会
を
承
認
せ
ざ
れ
ば
、
我
は
秘
す
べ
き
点
は
何
処
ま
で
も
秘
す
る
の
み
な

り
と
答
へ
、
第
八
番
は
、
秘
密
会
は
世
間
に
往
々
例
の
な
き
事
に
は
あ
ら
ざ

る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
場
合
、
或
は
其
要
あ
ら
ん
我
々
は
、
個
人
の
意
志

を
抂
げ
し
む
る
程
の
権
も
な
き
も
の
な
れ
ば
、
報
告
す
る
人
の
意
に
従
て
、

秘
密
と
す
る
方
可
な
ら
ん
と
述
べ
、
互
に
秘
密
と
す
る
に
付
て
、
弁
論
の
往

復
あ
り
た
り
。『
謹
奏
』
本
派
常
置
員
、
三
玉
禅
誉
等
、
誠
惶
頓
首
謹
み
て

一
書
を
裁
し
、
聖
明
な
る
管
長
猊
下
に
奉
呈
し
て
、
御
親
裁
を
仰
が
ん
と

す
。
抑
も
本
所
職
員
が
、
其
職
責
を
守
ら
ず
、
法
文
を
無
視
し
、
執
務
を
厳

に
せ
ず
、
本
派
の
財
産
を
蕩
尽
す
る
に
至
る
。
之
を
事
実
に
徴
せ
ば
、
明
治

三
十
六
年
度
に
開
く
べ
き
常
置
員
会
を
開
か
ず
、
是
法
文
無
視
な
り
。
三
十

七
年
四
月
廿
五
日
乃
至
五
月
五
日
迄
の
常
置
員
会
に
は
、
内
務
省
宗
務
局

長
、
斯
波
の
名
義
の
電
報
を
利
用
し
て
同
会
を
延
期
せ
し
め
、
其
盟
約
期
間

内
に
開
か
ず
。
而
し
て
今
回
継
続
と
し
て
召
集
せ
し
常
置
員
会
は
、
公
達
の

日
時
よ
り
空
過
す
る
二
昼
夜
、
常
置
員
よ
り
請
求
す
る
二
回
。
然
る
に
事
に

托
し
て
開
か
ず
、
是
れ
執
務
を
厳
に
せ
ざ
る
な
り
。
又
明
治
三
十
七
年
七
月

六
日
を
以
て
、
京
都
市
堺
町
通
り
三
条
下
る
道
祐
町
、
片
山
茂
三
郎
と
契
約

し
て
、
金
九
千
五
百
円
を
借
入
れ
、
其
抵
當
と
し
て
、
本
派
花
園
学
林
の
敷

地
、
筆
数
十
一
筆
と
家
屋
、
門
、
乃
至
高
塀
迄
、
総
十
五
棟
を
同
月
七
日

に
、
太
秦
登
記
所
に
於
て
抵
當
設
定
し
、
更
に
同
年
八
月
三
日
附
を
以
て
、

金
弐
千
円
借
入
の
為
め
、
再
び
該
物
件
を
、
二
番
抵
當
に
設
定
登
記
せ
り
。
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是
れ
財
産
を
蕩
尽
す
る
な
り
。
右
は
猊
下
の
聖
明
を
障
へ
、
補
翼
の
任
を
尽

さ
ず
、
恣
に
財
産
を
失
し
、
専
ら
負
債
を
起
す
故
に
、
常
置
員
は
茲
に
本
所

職
員
の
不
信
任
を
議
決
し
、
猊
下
の
御
親
裁
を
仰
ぎ
謹
で
尊
命
の
下
る
を
待

つ
』
右
は
常
置
員
会
報
告
の
時
、
平
松
第
廿
四
番
議
員
の
朗
読
せ
ら
れ
し
も

の
な
り
。
説
録
中
に
脱
落
し
た
る
を
以
て
茲
に
附
記
す
（
以
下
次
号
）。

宣
誡
状
〔
明
治
37
年
11
月
25
日　

第
二
〇
八
号
〕

　
　
　
　

宣　

誡　

状　
　
　
　
　
　

山
城
国
葛
野
郡
花
園
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
別
格
地
竜
泉
菴
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

田　
　

誠　
　

節

右
本
派
議
事
在
職
中
、
本
山
ノ
名
義
ヲ
詐
称
シ
、
及
ビ
本
山
住
職
ノ
委
任
状

ヲ
、
偽
造
シ
之
ヲ
実
用
シ
、
其
結
果
、
遂
ニ
本
派
ノ
財
産
ヲ
、
安
固
ナ
ラ
ザ

ル
ニ
至
ラ
シ
メ
、
且
ツ
其
不
正
行
為
ヨ
リ
、
影
響
ヲ
末
派
ニ
及
ボ
シ
、
本
山

ノ
威
厳
ヲ
失
墜
セ
シ
メ
タ
リ
。

以
上
ノ
事
実
ハ
、
本
歳
八
月
廿
一
日
、
本
派
管
長
ニ
自
白
シ
、
其
際
誠
節
ヨ

リ
提
出
シ
タ
ル
書
面
ニ
徴
シ
明
ニ
シ
テ
、
該
書
面
中
、
日
本
大
菩
提
会
ニ
関

ス
ル
陳
弁
ハ
、
誠
節
一
己
ノ
妄
断
ニ
過
ギ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
違
規
ノ
理
由
相
立

タ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

依
テ
之
ヲ
本
派
懲
誡
例
ニ
照
ス
ニ
、
第
一
本
山
住
職
ノ
委
任
状
ヲ
偽
造
シ
、

実
用
シ
タ
ル
行
為
ハ
、
同
例
第
八
条
第
五
項
ニ
該
當
シ
、
第
二
影
響
ヲ
末
派

ニ
及
ボ
シ
、
本
山
ノ
威
厳
ヲ
失
墜
セ
シ
メ
タ
ル
行
為
ハ
、
同
例
第
一
項
ニ
問

フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
、
左
ノ
如
ク
之
ヲ
処
分
ス
。

　

前
田
誠
節
ハ
擯
斥
ニ
処
ス
。

　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所

　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
国
葛
野
郡
花
園
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
派
一
等
地
春
光
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　
　
　
　

等　
　
　

顧

右
本
派
執
事
在
職
中
、
等
顧
ノ
保
管
ニ
属
ス
ル
本
派
ノ
財
産
ニ
対
シ
不
正
行

為
ヲ
ナ
シ
、
其
結
果
影
響
ヲ
末
派
ニ
及
ボ
シ
、
本
山
ノ
威
厳
ヲ
失
墜
セ
シ
メ

タ
リ
。

以
上
ノ
事
実
ハ
、
教
務
本
所
ノ
確
認
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
違
規
行
為
ニ
対
シ
、

何
等
ノ
口
実
ア
リ
ト
雖
ド
モ
、
畢
竟
本
派
綱
目
無
視
ノ
罪
戻
ヲ
免
レ
ズ
。
況

ヤ
刑
事
ノ
被
告
ト
ナ
リ
、
縲
紲
ノ
辱
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
夫
レ
之
ヲ
何

ト
カ
云
ハ
ン
ヤ
。

依
テ
、
本
派
懲
誡
例
第
八
条
第
一
項
ニ
問
ヒ
、
左
ノ
如
ク
之
ヲ
処
分
ス
。

　

釈
等
顧
ハ
擯
斥
ニ
処
ス
。

　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所

妙
心
寺
事
件
彙
報
〔
明
治
37
年
12
月
12
日　

第
二
〇
九
号
〕

▲
前
田
師
獄
中
の
作　
　

前
田
誠
節
師
の
差
入
を
請
求
し
た
る
は
、
楞
厳
経

と
韻
府
な
り
と
の
事
な
る
が
、
師
は
諸
々
の
差
入
物
、
又
は
慰
問
状
を
発
し

た
る
人
々
に
対
し
て
、
端
書
を
以
て
挨
拶
状
を
出
し
つ
ゝ
あ
り
と
。
其
去
月

十
日
、
妙
法
院
村
田
寂
順
師
へ
送
り
た
る
端
書
に
、
左
の
一
詩
あ
り
。
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孤
囚
不
弔
世
無
親
。
語
話
難
交
雖
有
隣
。
惟
有
蒼
空
一
輪
月
。
分
光
夜
夜

照
愁
人
。

村
田
師
は
次
韻
し
て
、
左
の
如
く
申
送
り
た
る
由
。

　

遥
迎
聖
骨
大
悲
親
。
興
教
併
期
国
善
隣
。
豈
料
現
身
沈
奈
落
。
夢
通
寒
夜

鉄
窓
人
。

又
前
田
師
は
、
去
る
十
五
日
を
以
て
、
菩
提
会
副
会
長
、
日
置
嘿
仙
師
に
、

左
の
如
く
申
送
り
た
る
由
。

　

小
生
は
九
月
十
六
日
（
拘
引
の
日
）、
全
死
了
矣
、
以
後
は
幽
霊
と
思
召

被
下
度
候
。
此
頃
は
差
入
物
、
否
御
供
物
に
預
り
、
難
有
奉
謝
候
。
又
も

や
娑
婆
へ
蘇
生
も
致
候
は
ゞ
、
御
面
会
可
仕
候
。

　
　

か
ね
て
き
く
三
悪
道
を
目
前
に
試
す
時
こ
そ
今
は
来
に
け
れ

▲
執
達
吏
来
る　
　

妙
心
寺
は
、
大
橋
銀
行
よ
り
有
体
財
産
の
差
押
を
受
た

る
が
、
債
権
は
弐
万
八
千
円
の
元
金
に
、
違
約
金
九
千
六
百
円
（
本
年
六
月

よ
り
十
一
月
中
）
と
、
高
歩
利
子
を
加
へ
、
参
万
九
千
円
を
以
て
請
求
額
と

せ
し
に
対
し
、
非
常
に
入
込
み
た
る
事
情
の
為
、
元
金
弐
万
八
千
円
を
、
壱

万
五
千
円
に
減
額
す
べ
し
と
談
判
し
た
る
も
纏
ら
ず
。
既
記
公
然
の
催
促
を

受
け
ん
に
は
、
利
子
も
當
然
の
歩
合
と
せ
ば
、
大
に
請
求
額
を
減
ず
べ
く
、

又
違
約
金
に
就
て
は
、
抗
弁
の
理
由
も
あ
れ
ど
、
姑
く
大
橋
銀
行
の
為
す
が

侭
に
任
せ
置
き
、
訴
訟
の
上
其
権
利
を
争
ふ
べ
き
こ
と
決
定
し
た
る
に
付
、

大
橋
銀
行
は
壱
万
五
千
円
に
減
ず
る
事
は
、
到
底
承
諾
し
得
る
も
の
に
あ
ら

ず
と
て
、
愈
二
日
よ
り
三
日
に
掛
け
、
執
達
吏
、
田
中
恭
次
郎
、
渡
島
幸
明

の
二
名
に
て
差
押
に
着
手
し
た
る
由
、
右
に
付
、
管
長
事
務
取
扱
の
三
関
天

慧
師
に
帰
山
を
促
し
た
り
と
。
尚
前
田
、
釈
等
の
各
刑
事
被
告
人
は
、
予
審

終
結
書
に
対
し
、
何
等
抗
告
も
な
さ
ず
遂
に
確
定
し
、
被
告
人
の
内
、
前

田
、
釈
、
片
山
、
樺
井
、
尾
木
の
五
名
は
、
京
都
監
獄
に
拘
束
さ
れ
居
る

も
、
石
田
尚
徳
の
み
は
不
拘
束
と
な
り
居
れ
る
由
。

●
五
万
円
の
債
務　
　

前
菩
提
会
長
、
妙
法
院
門
跡
、
村
田
寂
順
師
に
対

し
、
妙
心
寺
よ
り
五
万
円
の
債
務
履
行
を
迫
り
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
既
報
の
如

く
な
る
が
、
此
債
務
の
如
き
は
、
妙
法
院
門
跡
が
、
唯
菩
提
会
長
の
名
義
の

為
に
負
は
さ
れ
た
る
も
の
に
て
、
右
の
名
義
も
各
宗
派
の
選
挙
に
よ
り
た
る

も
の
と
す
れ
ば
、
各
宗
派
は
決
し
て
坐
視
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
若
し
之

を
等
閑
に
附
す
る
如
き
あ
ら
ば
、
独
り
各
宗
派
の
不
徳
義
な
る
の
み
な
ら

ず
、
日
本
仏
教
の
恥
辱
な
り
と
の
説
を
な
す
も
の
あ
り
た
る
が
、
村
田
寂
順

師
は
『
衷
曲
粛
啓
』
と
題
す
る
檄
文
を
飛
ば
し
た
る
結
果
、
村
田
師
の
苦
衷

を
諒
と
す
る
も
の
は
、
自
ら
進
ん
で
発
起
管
長
と
な
り
、
各
宗
派
会
を
開
催

せ
ん
と
す
る
の
動
機
を
得
た
る
を
以
て
、
本
会
成
立
の
上
、
菩
提
会
の
善
後

策
解
決
の
後
、
各
宗
派
会
議
よ
り
委
員
を
選
び
て
、
厳
重
に
談
判
を
開
始
せ

ば
、
名
古
屋
派
も
義
務
の
履
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
覚
悟
す
る
に
至
る
べ

け
れ
ば
と
て
、
各
宗
派
中
、
村
田
師
に
同
情
を
寄
す
る
も
の
は
、
会
議
の
止

む
を
得
ざ
る
を
認
め
、
寄
り
〳
〵
相
談
中
な
れ
ば
と
の
こ
と
に
て
、
妙
心
寺

に
対
し
て
は
、
右
の
旨
趣
を
齎
し
、
兎
も
角
も
会
議
開
会
の
暁
ま
で
、
右
債

務
履
行
猶
予
の
こ
と
を
申
入
れ
し
に
、
妙
心
寺
に
於
て
は
、
菩
提
会
の
関
係

よ
り
村
田
師
に
迫
る
こ
と
な
れ
ば
、
其
交
渉
を
快
諾
し
た
り
。
然
る
に
各
宗

派
会
も
、
去
月
二
十
八
日
を
以
て
開
催
の
筈
な
り
し
に
、
是
も
今
尚
成
立
の

運
び
に
至
ら
ず
。
旁
妙
心
寺
に
あ
り
て
、
去
る
一
日
、
遂
に
大
橋
銀
行
の
為

に
差
押
へ
ら
れ
た
る
よ
り
、
脊
に
腹
は
替
へ
ら
れ
ず
。
去
る
二
日
、
村
田
妙
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法
院
門
跡
に
書
面
を
送
り
、
回
答
を
促
し
た
れ
ば
、
其
回
答
に
し
て
、
猶
ほ

各
宗
派
会
議
を
云
々
す
る
場
合
は
、
断
然
た
る
処
置
を
採
る
べ
し
と
云
ふ
。

▲
文
秀
女
王　
　

伏
見
文
秀
女
王
殿
下
に
は
、
妙
心
寺
派
訴
訟
事
件
の
成
行

を
心
痛
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
し
が
、
去
月
三
十
日
、
井
坊
家
従
を
し
て
妙
心
寺

に
抵
り
、「
等
し
く
三
衣
清
浄
の
身
を
以
て
、
徒
に
阿
堵
物
の
た
め
、
世
間

の
法
律
に
ま
で
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
争
ひ
を
為
し
、
延
い
て
仏
教
界
の
恥

辱
を
千
歳
に
貽
す
が
如
き
は
、
仏
家
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
事
な
る
の
み
な
ら

す
、
縦
令
此
事
が
、
果
断
の
処
置
に
出
で
た
る
も
の
な
れ
ば
と
て
、
却
て
後

世
禍
乱
の
俑
を
残
す
の
み
」
の
旨
を
、
最
と
懇
に
伝
へ
し
め
ら
れ
た
る
も
、

何
分
目
下
、
同
派
管
長
事
務
取
扱
不
在
中
の
事
な
れ
ば
、
一
応
役
僧
ま
で
申

入
れ
、
同
家
従
は
退
出
し
た
り
と
ぞ
。

▲
予
審
決
定　
　

愈
々
去
月
廿
五
日
を
以
て
予
審
終
結
し
、
同
廿
八
日
を
以

て
、
被
告
へ
左
の
決
定
書
は
送
達
さ
れ
た
り
。

　
　
　
　
　

予
審
終
結
決
定
書

　
　
　
　
　
　

岐
阜
県
武
儀
郡
西
武
芸
村
當
時
京
都
府
葛
野
郡
花
園
村

　
　
　
　
　
　

大
字
花
園
七
十
一
番
戸
内
第
一
号
平
民
僧
侶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

田　
　

誠　
　

節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
二
年
二
月
生

　
　
　
　
　
　

京
都
府
葛
野
郡
花
園
村
大
字
花
園
七
十
一
番
戸
内
第
十

　
　
　
　
　
　

七
号
平
民
僧
侶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　
　
　
　
　

等　
　

顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
九
年

　
　
　
　
　
　

京
都
市
下
京
区
堺
町
通
三
条
下
る
六
番
戸
平
民
銀
行
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　

山　
　

茂　

三　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
五
年

　
　
　
　
　
　

京
都
府
綴
喜
郡
大
住
村
字
大
住
當
時
京
都
市
下
京
区
錦

　
　
　
　
　
　

小
路
通
烏
丸
西
入
占
出
山
町
士
族
公
證
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樺　
　

井　
　

保　
　

親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
一
年

　
　
　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
柳
馬
場
二
条
下
る
等
持
寺
町
平
民
金
銭

　
　
　
　
　
　

貸
付
周
旋
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　
　

木　
　

久　
　

保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
年

　
　
　
　
　
　

京
都
府
葛
野
郡
花
園
村
字
谷
口
四
十
七
番
地
士
族
納
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　
　

田　
　

尚　
　

徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
年

右
被
告
、
誠
節
、
等
顧
両
名
に
対
す
る
私
印
盗
用
、
公
私
文
書
偽
造
行
使
、

詐
欺
取
財
被
告
事
件
、
遂
審
理
処
。

被
告
誠
節
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
大
本
山
妙
心
寺
の
議
事
、
被
告
等
顧

は
、
同
寺
執
事
兼
会
計
部
長
と
し
て
、
共
に
同
寺
枢
要
な
る
位
置
に
あ
り
し

処
、
茲
に
明
治
三
十
三
年
中
、
仏
教
各
宗
派
合
同
し
て
、
暹
羅
国
よ
り
仏
骨

を
奉
迎
し
、
以
て
大
日
本
菩
提
会
な
る
も
の
を
設
立
し
、
村
田
寂
順
は
同
会

長
に
、
被
告
誠
節
は
副
会
長
に
、
等
顧
は
会
計
顧
問
と
し
て
各
就
職
し
、
布

教
其
他
の
方
法
を
尽
し
、
汎
く
会
員
を
募
集
し
、
以
て
同
会
の
発
達
に
努

め
、
為
め
に
過
大
の
金
額
を
支
出
し
た
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
会
員
の
醵
金
意

の
如
く
な
ら
ざ
る
よ
り
、
同
会
の
前
途
は
日
に
否
運
に
傾
き
た
る
に
、
被
告
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誠
節
、
等
顧
は
、
一
面
妙
心
寺
の
重
役
な
る
を
奇
貨
と
し
、
同
寺
の
名
を
冒

し
て
、
以
て
金
策
を
講
じ
、
菩
提
会
を
救
済
せ
ん
と
謀
議
し
、
明
治
三
十
四

年
中
、
妙
心
寺
の
為
め
、
且
同
寺
を
代
表
す
る
も
の
ゝ
如
く
装
ひ
、
窃
か
に

同
寺
所
有
の
公
債
證
書
を
持
出
し
、
之
を
担
保
に
供
し
て
、
森
田
長
次
郎
よ

り
金
六
万
円
、
翌
三
十
五
年
中
、
妙
心
寺
前
住
職
小
林
宗
補
の
名
を
濫
用

し
、
数
回
に
住
友
銀
行
京
都
支
店
よ
り
数
万
円
、
大
橋
銀
行
よ
り
四
万
円
、

其
他
十
数
個
所
よ
り
、
妙
心
寺
の
為
め
に
す
る
体
に
装
ひ
、
各
金
借
し
何
れ

も
菩
提
会
の
為
め
に
使
用
し
来
り
し
に
、
其
金
額
積
ん
で
拾
数
万
の
多
き
に

上
り
た
れ
ど
も
、
菩
提
会
否
運
の
為
め
に
、
弁
済
の
途
な
き
に
至
り
た
り
。

後
ち
明
治
三
十
六
年
三
月
、
小
林
宗
補
の
退
隠
に
因
り
、
関
実
叢
住
職
を
承

継
せ
し
に
、
大
橋
銀
行
に
於
て
は
、
前
記
四
万
円
は
、
被
告
誠
節
等
顧
が
小

林
宗
補
の
名
を
濫
用
し
て
、
金
借
し
た
る
も
の
な
り
し
こ
と
を
探
知
し
、
被

告
等
を
詰
り
、
将
に
告
訴
に
及
ば
ん
と
せ
る
折
柄
、
被
告
両
名
は
事
に
托
し

て
、
後
任
住
職
関
実
叢
等
を
説
き
、
遂
に
実
叢
を
し
て
大
橋
銀
行
に
対
す
る

債
務
は
、
妙
心
寺
の
寺
債
た
る
こ
と
に
承
認
を
為
さ
し
め
、
以
て
焦
眉
の
急

を
救
ひ
た
る
も
、
前
記
森
田
長
次
郎
其
他
の
債
権
者
よ
り
、
頻
り
に
弁
済
を

督
促
せ
ら
る
ゝ
よ
り
、
茲
に
又
両
名
は
、
妙
心
寺
の
為
め
に
す
る
体
に
装

ひ
、
窃
か
に
同
寺
所
有
の
公
債
證
書
を
取
出
し
て
担
保
に
供
し
、
被
告
釈
等

顧
の
名
を
以
て
、
住
友
銀
行
京
都
支
店
よ
り
八
千
参
百
円
を
借
受
け
、
尚
又

両
名
共
謀
し
、

第
一
、
同
年
四
月
廿
七
日
、
妙
心
寺
派
管
長
関
実
叢
名
儀
を
偽
れ
る
、
額
面

五
千
円
と
壱
万
八
千
円
両
通
の
約
束
手
形
を
偽
造
し
、
実
叢
名
下
に
同
人
の

管
長
印
を
盗
捺
し
、
京
都
市
下
京
区
六
角
通
東
洞
院
東
入
、
住
友
銀
行
京
都

支
店
に
交
付
し
、
且
つ
窃
か
に
妙
心
寺
所
有
の
公
債
證
書
、
額
面
参
万
壱
千

弐
百
円
に
相
當
す
る
も
の
を
持
出
し
て
、
担
保
に
供
し
割
引
を
求
め
、
合
計

弐
万
参
千
円
を
受
取
り
、
以
て
之
を
騙
取
し
、

第
二
、
同
年
五
月
五
日
、
前
同
様
、
関
実
叢
名
儀
額
面
四
千
七
百
円
の
約
束

手
形
を
偽
造
し
、
名
下
に
管
長
印
を
盗
捺
、
前
同
一
銀
行
支
店
に
交
付
し
割

引
を
求
め
、
額
面
の
金
を
受
取
り
以
て
之
を
騙
取
し
、

第
三
、
同
年
同
月
三
十
日
、
前
同
様
、
名
儀
額
面
弐
万
八
千
円
の
約
束
手
形

を
偽
造
し
、
名
下
に
管
長
印
を
盗
捺
し
、
前
同
一
銀
行
支
店
に
交
付
し
、
窃

か
に
妙
心
寺
所
有
の
公
債
證
書
、
額
面
参
万
五
千
円
に
相
當
す
る
も
の
を
持

出
し
、
担
保
に
供
し
以
て
割
引
を
求
め
、
額
面
の
金
を
受
取
り
、
之
を
騙
取

し
た
り
。
如
上
合
計
五
万
五
千
七
百
円
は
、
何
れ
も
前
記
森
田
長
次
郎
其
他

の
債
権
者
に
弁
済
し
、
以
て
之
を
使
用
し
た
る
に
、
約
束
手
形
の
期
日
に
支

払
を
為
す
能
は
ざ
る
よ
り
、
茲
に
又
、

第
四
、
同
年
六
月
二
十
五
日
、
前
同
様
、
関
実
叢
名
儀
五
万
壱
千
円
に
、
四

千
七
百
円
両
通
の
約
束
手
形
を
偽
造
し
、
管
長
印
を
盗
捺
し
、
前
同
一
銀
行

支
店
に
交
付
し
、
支
払
延
期
を
求
め
、

第
六
、
同
年
十
月
二
十
六
日
、
前
同
一
名
儀
前
同
一
金
高
の
約
束
手
形
を
偽

造
し
、
管
長
印
を
盗
捺
し
て
、
前
同
一
銀
行
支
店
に
交
付
し
て
、
支
払
延
期

を
求
め
、

第
七
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
前
同
一
名
儀
同
一
金
高
の
約
束
手
形
を
偽

造
し
、
管
長
印
を
盗
捺
し
て
、
前
同
一
銀
行
支
店
に
交
付
し
、
支
払
延
期
を

求
め
、

第
八
、
翌
卅
七
年
二
月
五
日
、
前
同
一
名
儀
額
面
弐
万
五
千
七
百
円
と
参
万
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円
両
通
の
約
束
手
形
を
偽
造
し
、
管
長
印
を
盗
捺
し
て
、
前
同
一
銀
行
支
店

に
交
付
し
、
支
払
延
期
を
求
め
、

第
九
、
同
年
四
月
二
十
九
日
、
前
同
一
名
儀
額
面
弐
万
五
千
七
百
円
の
約
束

手
形
を
偽
造
し
、
管
長
印
を
盗
捺
し
、
前
同
一
銀
行
支
店
に
交
付
し
、
支
払

延
期
を
求
め
た
り
。

前
記
の
如
く
、
住
友
銀
行
京
都
支
店
よ
り
、
関
実
叢
名
儀
を
以
て
、
五
万
五

千
七
百
、
釈
等
顧
の
名
を
以
て
、
八
千
参
百
円
を
借
入
れ
た
り
し
も
、
延
期

を
重
ね
、
支
払
を
為
さ
ゞ
る
よ
り
、
遂
に
同
銀
行
支
店
は
、
被
告
等
に
対

し
、
全
部
皆
済
の
請
求
に
及
び
た
り
。
被
告
等
は
事
の
発
覚
を
憂
慮
し
、
百

方
金
策
に
苦
心
せ
る
折
柄
、
妙
心
寺
に
於
け
る
常
置
委
員
会
に
於
て
、
毎
年

の
例
に
倣
ひ
、
寺
有
公
債
證
書
の
検
閲
を
為
さ
ん
と
の
議
生
じ
た
る
よ
り
、

被
告
等
は
、
若
し
検
閲
を
実
行
せ
ら
れ
な
ば
、
忽
ち
事
の
発
覚
す
る
恐
れ
あ

る
よ
り
、
事
に
托
し
て
委
員
会
を
延
期
せ
し
め
ん
こ
と
を
協
り
、
茲
に
一
策

を
案
じ
、
宗
教
局
長
斯
波
淳
六
郎
よ
り
、
被
告
両
名
を
東
京
に
招
致
す
る
旨

の
電
報
を
偽
造
し
、
之
を
委
員
等
に
示
し
、
被
告
両
名
東
上
す
る
と
詐
称
し

て
、
常
置
委
員
会
を
延
期
せ
し
め
た
り
。
被
告
等
は
其
間
に
処
し
て
金
策
を

講
じ
、
事
の
発
覚
を
予
防
せ
ん
と
し
た
る
も
、
妙
心
寺
所
有
公
債
證
書
は
、

如
上
の
始
末
を
以
て
、
已
に
其
全
部
を
濫
用
し
、
金
策
意
の
如
く
な
ら
ざ
る

よ
り
、
被
告
等
は
極
め
て
巧
妙
な
る
手
段
を
以
て
、
拾
万
円
を
借
入
れ
ん
と

謀
り
、
即
ち
、

第
十
、
明
治
三
十
七
年
四
月
末
、
被
告
両
名
は
前
記
森
田
長
次
郎
及
び
尾
木

久
保
の
手
を
経
て
、
銀
行
よ
り
金
拾
万
円
を
借
り
受
け
ん
と
し
、
長
次
郎
等

を
以
て
、
株
式
会
社
四
十
九
銀
行
、
株
式
会
社
京
都
銀
行
に
交
渉
せ
し
め
た

る
末
、
翌
五
月
十
日
此
被
告
等
は
、
京
都
市
木
屋
町
通
観
月
楼
に
於
て
、
四

十
九
銀
行
取
締
役
片
山
茂
三
郎
、
京
都
銀
行
取
締
役
初
田
甚
吉
等
と
会
し
、

両
銀
行
よ
り
各
五
万
円
宛
借
受
く
る
の
内
約
を
結
び
、
片
山
茂
三
郎
等
は
、

住
職
に
直
接
面
談
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
る
よ
り
、
被
告
等
は
之
を
諾
し
、
當

寺
住
職
は
名
古
屋
に
病
気
静
養
中
な
る
故
、
同
所
に
抵
り
面
談
せ
し
む
べ
し

と
約
し
置
き
、
被
告
誠
節
は
、
先
づ
名
古
屋
に
抵
り
、
機
を
窺
ひ
居
る
内
、

前
記
茂
三
郎
は
両
銀
行
を
代
表
し
、
公
證
人
樺
井
保
親
、
及
前
記
久
保
長
次

郎
と
共
に
、
名
古
屋
に
訪
問
す
べ
く
と
定
ま
り
し
に
、
被
告
等
顧
は
、
其
旨

を
誠
節
に
打
電
し
た
る
よ
り
、
誠
節
は
二
十
二
日
、
同
市
新
出
来
町
徳
源
寺

な
る
関
実
叢
の
病
床
を
訪
ひ
、
詐
は
つ
て
実
叢
に
告
ぐ
る
に
曩
き
に
、
同
人

の
承
認
せ
る
大
橋
銀
行
の
債
務
は
、
其
利
息
高
き
が
故
に
、
四
十
九
銀
行
若

く
は
、
京
都
銀
行
よ
り
低
利
を
以
て
借
り
替
へ
度
、
依
て
明
二
十
三
日
、
銀

行
の
代
表
者
来
訪
せ
ば
、
右
金
借
の
必
要
な
る
公
正
證
書
作
成
の
委
任
状
を

交
付
せ
ら
る
べ
し
、
と
の
事
を
以
て
せ
し
に
、
実
叢
は
之
を
誤
信
し
、
誠
節

の
言
を
甘
諾
し
た
る
折
柄
、
翌
二
十
三
日
、
誠
節
は
茂
三
郎
、
保
親
両
人
を

伴
ひ
、
前
記
徳
源
寺
に
抵
り
、
実
叢
に
面
会
し
、
茂
三
郎
保
親
を
紹
介
し
た

る
上
、
前
日
内
談
の
委
任
状
を
交
付
せ
ら
る
べ
し
と
称
し
、
被
告
自
か
ら
認

め
た
る
按
書
中
、
実
叢
の
自
書
す
べ
き
部
分
に
圏
点
を
付
し
、
同
案
と
共
に

二
枚
の
委
任
状
を
実
叢
に
交
付
し
た
る
よ
り
、
実
叢
は
被
告
の
指
示
に
よ

り
、
其
署
名
と
実
叢
の
代
理
人
と
な
る
べ
き
池
田
沢
洲
の
文
字
を
記
入
し

て
、
誠
節
に
交
付
せ
し
に
、
誠
節
は
之
を
懐
中
し
、
先
づ
保
親
、
茂
三
郎
を

同
寺
よ
り
立
帰
ら
し
め
、
後
ち
誠
節
は
該
委
任
状
を
自
己
の
手
許
に
隠
し
置

き
、
場
所
不
明
、
別
に
同
一
委
任
状
用
紙
を
以
て
関
実
叢
名
儀
、
四
十
九
銀
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行
、
京
都
銀
行
よ
り
、
各
妙
心
寺
の
公
債
證
書
を
担
保
と
し
て
、
五
万
円

宛
、
即
ち
拾
万
円
借
入
る
ゝ
為
め
に
す
る
公
正
證
書
作
製
の
委
任
状
二
通
を

偽
造
し
、
殊
に
関
実
叢
の
三
字
は
、
同
人
よ
り
受
領
し
た
る
委
任
状
の
真
筆

に
酷
似
せ
し
め
て
之
を
署
し
、
後
ち
同
日
同
市
に
於
て
、
真
物
な
る
が
如
く

に
詐
称
し
て
、
保
親
又
は
久
保
に
托
し
、
京
都
に
送
付
し
、
被
告
等
顧
は
、

之
を
受
領
し
て
、
情
を
知
ら
ざ
る
池
田
沢
洲
に
呈
示
し
、
同
人
保
管
せ
る
住

職
印
を
押
捺
せ
し
め
、
以
て
偽
造
を
完
成
し
、
同
年
五
月
二
十
六
日
、
沢
洲

と
共
に
、
京
都
市
下
京
区
錦
小
路
通
烏
丸
西
入
、
公
證
人
樺
井
保
親
役
場
に

抵
り
、
沢
洲
を
し
て
実
叢
の
代
理
人
と
な
ら
し
め
、
偽
造
委
任
状
二
通
を
保

親
に
交
付
し
て
、
四
十
九
銀
行
、
京
都
銀
行
よ
り
、
各
妙
心
寺
所
有
の
公
債

證
書
を
担
保
と
し
て
、
五
万
円
宛
金
借
す
る
旨
の
公
正
證
書
の
作
製
を
嘱
托

し
、
其
原
本
に
、
沢
洲
を
し
て
実
叢
の
代
理
人
と
し
て
署
名
捺
印
せ
し
め
、

以
て
該
二
通
の
公
正
證
書
を
偽
造
行
使
し
、
即
日
京
都
市
下
京
区
三
条
通
柳

馬
場
西
入
町
に
在
る
、
前
記
四
十
九
銀
行
に
抵
り
、
同
行
及
び
京
都
銀
行
よ

り
、
各
五
万
円
を
受
取
り
、
以
て
之
を
騙
取
し
た
り
。

而
し
て
被
告
等
は
、
該
金
を
以
て
前
記
住
友
銀
行
其
他
に
弁
済
を
為
し
、
担

保
品
た
る
公
債
證
書
を
受
戻
し
、
更
に
全
部
の
公
債
は
、
前
記
両
銀
行
に
担

保
に
供
し
た
り
。

被
告
誠
節
、
等
顧
、
茂
三
郎
、
保
親
に
対
す
る
私
印
盗
用
、
公
私
文
書
偽
造

行
使
等
の
被
告
事
件
遂
予
審
処
、

第
一
、
誠
節
等
は
前
記
載
の
如
く
、
住
職
関
実
叢
を
欺
き
、
大
橋
銀
行
に
対

す
る
債
務
の
借
替
を
為
す
べ
し
と
称
し
、
公
正
證
書
作
製
の
委
任
状
を
請
取

り
な
が
ら
、
之
を
手
許
に
隠
蔵
し
、
別
に
偽
造
の
委
任
状
を
作
り
、
拾
万
円

を
騙
取
し
た
り
し
も
、
之
皆
被
告
等
の
責
任
に
帰
す
べ
き
債
権
者
に
支
払
を

為
し
、
大
橋
銀
行
に
は
厘
毛
の
弁
済
を
も
為
さ
ゞ
る
よ
り
、
同
行
に
於
て

は
、
同
年
七
月
四
日
、
妙
心
寺
に
来
り
、
強
制
執
行
に
着
手
せ
ん
と
せ
し

に
、
被
告
誠
節
、
等
顧
は
倉
皇
弁
護
士
、
鬼
頭
玉
汝
、
尾
木
久
保
及
相
被

告
、
樺
井
保
親
を
招
致
し
、
仲
裁
を
托
し
た
る
よ
り
、
保
親
等
は
大
橋
銀
行

の
代
表
者
に
調
談
を
遂
げ
て
分
割
弁
済
に
改
約
し
、
即
ち
七
月
七
日
に
壱
万

円
、
其
後
九
月
二
十
五
日
迄
、
前
後
五
回
に
弁
済
を
了
す
べ
く
、
而
し
て
保

親
等
は
、
其
履
行
に
付
保
證
人
た
る
の
約
を
結
び
た
り
。
然
る
に
誠
節
、
等

顧
は
、
先
き
に
大
橋
銀
行
に
弁
済
す
べ
し
と
の
事
を
以
て
、
住
職
関
実
叢
を

欺
き
あ
る
が
故
、
今
や
同
銀
行
へ
支
払
を
為
さ
ん
が
為
め
、
他
借
せ
ん
こ
と

は
到
底
実
叢
の
承
諾
を
得
る
の
途
な
く
、
加
も
弁
済
期
日
は
目
前
に
迫
り
居

る
よ
り
、
遂
に
実
叢
名
義
の
委
任
状
を
偽
造
し
て
、
公
正
證
書
を
捏
造
し

て
、
金
借
せ
ん
こ
と
を
企
て
た
る
に
、
茲
に
被
告
保
親
は
曩
き
に
、
五
月
二

十
三
日
名
古
屋
に
抵
り
、
実
叢
の
静
養
せ
る
徳
源
寺
に
於
て
親
し
く
病
勢
を

見
、
且
つ
前
記
分
割
弁
済
の
契
約
に
参
加
し
た
る
等
、
深
く
誠
節
、
等
顧
等

に
関
係
を
有
し
、
能
く
前
後
の
事
情
を
知
悉
し
た
る
も
、
公
正
證
書
作
製
等

の
手
数
料
を
利
得
す
る
の
外
、
過
分
の
報
酬
を
得
ん
の
意
を
以
て
、
誠
節
、

等
顧
の
企
て
に
賛
同
し
た
り
。
依
て
誠
節
、
等
顧
よ
り
尾
木
久
保
を
し
て
、

相
被
告
片
山
茂
三
郎
に
急
迫
の
事
情
を
告
げ
て
、
壱
万
五
千
円
の
出
金
を
依

頼
し
、
保
親
自
ら
も
茂
三
郎
に
其
懇
請
を
為
し
た
る
に
、
茂
三
郎
亦
内
情
を

熟
知
し
、
他
日
妙
心
寺
よ
り
弁
済
を
受
く
る
こ
と
を
得
べ
く
画
策
し
得
る
も

の
と
予
期
し
、
且
つ
多
額
の
報
酬
を
受
く
る
こ
と
を
約
し
、
妙
心
寺
所
有
の

花
園
学
林
を
抵
當
と
し
て
九
千
五
百
円
、
菩
提
会
所
有
に
て
表
面
日
吉
全
識
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所
有
の
吉
田
山
を
抵
當
と
し
て
五
千
五
百
円
、
合
計
壱
万
五
千
円
を
出
金
す

べ
く
承
諾
し
た
る
よ
り
、
茲
に
誠
節
の
執
筆
を
以
て
、
関
実
叢
名
義
、
右
両

通
の
金
借
公
正
證
書
作
製
の
委
任
状
を
偽
造
し
、
住
職
印
を
盗
用
し
、
同
年

七
月
七
日
、
被
告
樺
井
保
親
公
證
役
場
に
備
付
け
以
て
行
使
し
、
保
親
は
右

該
當
の
両
通
の
公
正
證
書
を
作
製
し
、
情
を
知
ら
ざ
る
池
田
沢
洲
を
し
て
、

実
叢
の
代
理
人
と
し
て
原
本
に
署
名
捺
印
せ
し
め
、
以
て
右
両
通
の
公
正
證

書
を
偽
造
行
使
し
、
且
保
親
の
取
扱
を
以
て
、
関
実
叢
名
義
前
記
九
千
五
百

円
に
対
す
る
花
園
学
林
の
抵
當
登
記
申
請
書
を
偽
造
し
、
而
し
て
名
下
に
住

職
印
を
盗
捺
し
、
即
日
京
都
区
裁
判
所
太
秦
出
張
所
に
提
出
し
、
以
て
行
使

し
た
り
。

第
二
、
前
記
の
始
末
に
由
り
、
被
告
茂
三
郎
は
、
壱
万
五
千
円
の
内
参
千
円

は
自
己
の
報
酬
と
し
て
扣
除
し
、
残
額
を
被
告
等
顧
に
交
付
し
た
る
よ
り
、

等
顧
は
内
壱
万
円
を
大
橋
銀
行
の
弁
済
に
供
し
た
り
し
に
、
被
告
誠
節
、
等

顧
、
茂
三
郎
の
三
名
は
、
前
記
壱
万
五
千
円
は
、
妙
心
寺
よ
り
弁
済
を
受
く

べ
き
手
段
を
謀
り
、
又
新
に
実
叢
名
義
の
文
書
を
利
用
し
て
、
為
め
に
す
る

処
あ
ら
ん
こ
と
を
議
し
、
同
月
九
日
頃
、
誠
節
、
茂
三
郎
の
両
人
名
古
屋
に

抵
り
、
先
づ
誠
節
一
人
前
記
徳
源
寺
に
実
叢
を
訪
ひ
、
詐
つ
て
語
る
に
、
曩

き
に
五
月
二
十
三
日
、
大
橋
銀
行
の
借
替
を
為
さ
ん
が
為
め
、
受
領
し
た
り

し
委
任
状
は
、
四
十
九
銀
行
、
京
都
銀
行
に
於
て
、
貸
金
を
諾
せ
ざ
る
よ
り

不
用
に
帰
し
た
り
。
且
つ
之
が
為
め
、
大
橋
銀
行
よ
り
督
促
厳
な
る
を
以

て
、
片
山
茂
三
郎
よ
り
壱
万
五
千
円
を
借
入
、
以
て
同
行
へ
内
弁
済
を
為
す

べ
し
と
の
こ
と
を
以
て
し
、
曩
き
の
委
任
状
二
通
を
返
還
し
た
る
に
、
実
叢

は
深
く
之
を
信
じ
、
承
諾
を
表
し
た
る
よ
り
、
誠
節
は
明
日
茂
三
郎
を
同
行

す
べ
き
に
依
り
、
右
壱
万
五
千
円
金
借
委
任
状
を
交
付
せ
ら
る
べ
し
と
告
げ

置
き
、
翌
十
日
、
誠
節
、
茂
三
郎
両
人
実
叢
を
訪
ひ
、
前
日
内
談
の
委
任
状

を
交
付
せ
ら
る
べ
し
と
て
、
白
紙
二
枚
と
委
任
状
用
紙
二
枚
を
差
出
し
、
実

叢
は
之
に
各
署
名
し
、
実
印
を
押
捺
し
て
、
被
告
に
交
付
せ
し
に
、
誠
節
は

住
職
印
を
押
捺
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
不
可
な
る
旨
を
説
き
、
更
に
署
名
の

み
を
為
し
て
交
付
せ
ら
る
べ
し
と
て
、
再
び
四
枚
の
白
紙
差
出
し
た
る
に
、

実
叢
は
誠
節
の
云
ふ
が
侭
、
四
枚
の
白
紙
に
署
名
の
み
を
為
し
、
之
を
被
告

等
に
交
付
し
、
而
し
て
前
に
交
付
せ
る
実
印
押
捺
の
四
枚
は
、
不
用
に
帰
し

た
る
故
を
以
て
返
還
を
求
め
た
る
も
、
被
告
両
名
は
巧
言
以
て
実
叢
を
欺

き
、
署
名
の
み
為
さ
れ
た
る
も
の
に
て
京
都
に
持
帰
り
、
住
職
印
を
押
捺
せ

し
む
る
が
為
め
、
住
職
印
の
保
管
者
た
る
池
田
沢
洲
に
之
を
示
し
、
住
職
承

諾
の
證
左
と
為
す
必
要
あ
り
と
し
、
共
に
之
を
持
帰
り
た
り
。
然
る
に
大
橋

銀
行
よ
り
、
其
後
の
分
割
弁
済
の
為
め
厳
重
な
る
督
促
を
受
け
た
る
よ
り
、

被
告
等
は
、
前
記
壱
万
円
の
と
き
と
同
様
、
多
額
の
報
酬
を
茂
三
郎
に
与
へ

て
、
同
人
よ
り
弁
済
の
資
料
を
供
出
せ
ん
こ
と
を
議
し
、
前
記
白
紙
委
任
状

二
通
を
利
用
し
、
一
通
は
弐
千
円
之
に
前
記
花
園
学
林
を
二
番
抵
當
と
し
、

一
通
は
五
千
円
と
し
、
表
面
四
十
九
銀
行
を
債
権
者
と
為
し
、
之
れ
に
誠

節
、
等
顧
両
人
の
被
告
事
件
に
て
、
同
行
へ
担
保
に
供
せ
る
、
妙
心
寺
所
有

の
公
債
證
書
を
二
番
担
保
に
供
す
る
旨
の
各
文
旨
を
記
入
し
、
以
て
偽
造

し
、
関
実
叢
名
下
に
住
職
印
を
盗
捺
し
て
、
同
年
八
月
二
日
、
情
を
知
ら
ざ

る
前
記
公
證
人
、
樺
井
保
親
に
提
出
し
て
行
使
し
、
右
該
當
の
公
正
證
書
の

作
製
を
嘱
托
し
、
被
告
等
顧
は
、
右
委
任
状
に
よ
り
、
関
実
叢
の
代
理
人
と

し
て
原
本
に
署
名
捺
印
し
て
、
右
両
通
の
公
正
證
書
を
偽
造
行
使
し
、
且
つ
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前
記
弐
千
円
に
対
す
る
抵
當
登
記
を
為
さ
ん
が
為
め
、
関
実
叢
名
義
同
上
申

書
を
偽
造
し
、
住
職
印
を
盗
捺
し
、
京
都
区
裁
判
所
太
秦
出
張
所
に
提
出

し
、
之
を
行
使
し
、
而
し
て
茂
三
郎
は
七
千
円
中
千
四
百
円
を
自
己
の
報
酬

と
し
て
控
除
し
、
残
余
を
被
告
等
顧
に
交
付
し
た
る
よ
り
、
等
顧
は
之
を
以

て
、
大
橋
銀
行
の
分
割
弁
済
に
供
し
た
り
。

第
三
、
被
告
茂
三
郎
は
、
前
記
七
月
十
日
名
古
屋
に
於
て
、
関
実
叢
よ
り
受

取
た
る
壱
万
五
千
円
貸
借
の
當
時
使
用
し
た
り
し
偽
造
委
任
状
と
摺
換
へ
、

以
て
予
期
の
如
く
壱
万
五
千
円
（
即
ち
九
千
五
百
円
、
五
千
五
百
円
）
は
、

妙
心
寺
よ
り
弁
済
を
受
け
得
る
の
手
段
を
全
ふ
せ
ん
と
し
、
同
月
十
二
三
日

頃
、
右
二
枚
の
用
紙
を
前
記
樺
井
公
證
人
役
場
に
持
参
し
、
役
場
員
本
間
良

蔵
に
托
し
て
、
前
の
偽
造
委
任
状
と
同
一
文
詞
同
一
日
附
を
記
入
せ
し
め

て
、
更
に
両
通
の
委
任
状
を
偽
造
し
、
良
蔵
の
手
を
経
て
、
前
偽
造
委
任
状

と
引
換
す
る
が
為
め
、
保
親
に
交
付
し
て
之
を
行
使
し
た
る
も
、
保
親
に
於

て
其
引
換
を
承
諾
せ
ざ
り
し
よ
り
、
予
期
の
目
的
を
達
せ
ざ
り
し
も
の
な

り
。

第
四
、
前
記
第
一
事
実
掲
記
の
如
く
、
大
橋
銀
行
に
対
し
分
割
弁
済
の
約
を

結
び
た
る
よ
り
、
同
約
に
基
き
、
同
年
七
月
二
十
日
、
壱
万
円
を
弁
済
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
よ
り
、
被
告
誠
節
、
等
顧
は
尾
木
久
保
等
の
周
旋
を
以
て
、

金
策
を
試
み
た
れ
ど
も
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
り
し
処
、
被
告
保
親
は
誠
節
、

等
顧
等
と
前
記
第
一
事
実
に
共
謀
し
た
る
に
因
み
、
且
つ
分
割
弁
済
に
就
て

は
、
自
己
其
保
證
の
責
を
負
ひ
た
る
に
よ
り
、
力
を
尽
し
て
金
策
を
講
じ
、

遂
に
其
知
人
呉
竹
弥
太
郎
に
懇
請
し
て
、
同
人
の
手
を
経
て
、
丹
治
直
次
郎

よ
り
金
参
千
円
借
入
れ
の
内
約
を
整
へ
た
る
よ
り
、
同
月
二
十
八
日
、
被
告

誠
節
、
等
顧
は
、
関
実
叢
名
義
金
参
千
円
金
借
の
公
正
證
書
を
作
成
す
る
委

任
状
を
偽
造
し
、
住
職
印
を
盗
捺
し
て
、
被
告
保
親
方
に
持
参
し
た
る
に
、

保
親
も
亦
前
記
の
事
情
に
因
り
、
誠
節
、
等
顧
と
共
謀
し
、
該
委
任
状
を
自

己
の
役
場
に
備
付
け
、
而
し
て
同
委
任
状
に
基
き
、
右
参
千
円
貸
借
の
公
正

證
書
を
作
成
し
、
被
告
等
顧
は
、
其
原
本
に
実
叢
の
代
理
人
と
し
て
署
名
捺

印
し
、
以
て
該
公
正
證
書
を
偽
造
行
使
し
、
即
日
同
役
場
に
於
て
丹
治
直
次

郎
よ
り
、
現
金
参
千
円
中
前
利
を
差
引
、
金
弐
千
九
百
参
拾
七
円
を
受
取

り
、
以
て
之
を
騙
取
し
た
り
。

被
告
久
保
に
対
す
る
偽
證
被
告
事
件
遂
予
審
処
。

久
保
は
、
前
記
被
告
人
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
、
片
山
茂
三
郎
等
に
対
す
る
被

告
事
件
に
付
、
明
治
三
十
七
年
十
月
二
十
一
日
、
及
び
同
月
二
十
九
日
両

度
、
證
人
と
し
て
當
地
方
裁
判
所
予
審
廷
に
出
頭
し
、
宣
誓
の
上
證
言
を
為

す
に
當
り
、
誠
節
、
等
顧
、
茂
三
郎
等
を
曲
庇
す
る
の
意
を
以
て
、
同
人
等

が
妙
心
寺
住
職
関
実
叢
の
不
在
中
、
同
人
名
義
の
公
正
證
書
を
作
り
、
花
園

学
林
等
を
抵
當
と
し
、
壱
万
五
千
円
の
金
借
を
為
し
た
る
事
実
は
、
能
く
之

を
熟
知
せ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
毫
も
知
ら
ざ
る
旨
虚
偽
の
陳
述
を
為
し
、
又

前
記
片
山
茂
三
郎
宅
に
於
て
、
住
職
関
実
叢
の
承
諾
を
得
ず
し
て
、
前
記
公

正
證
書
を
作
り
、
金
借
す
る
旨
の
談
話
を
為
し
、
被
告
は
其
時
に
立
会
居
り

て
、
能
く
其
事
実
を
知
る
に
拘
は
ら
ず
、
之
を
知
ら
ざ
る
旨
虚
偽
の
陳
述
を

為
し
、
又
前
記
壱
万
五
千
円
の
貸
借
に
付
て
は
、
被
告
久
保
の
発
言
に
よ

り
、
金
百
円
を
報
酬
と
し
て
、
樺
井
保
親
に
供
用
し
た
る
こ
と
あ
る
に
も
拘

は
ら
ず
、
其
事
な
き
旨
虚
偽
の
陳
述
を
為
し
た
る
も
の
な
り
。

被
告
尚
徳
に
対
す
る
罪
證
隠
蔽
、
及
偽
證
被
告
事
件
遂
予
審
処
。
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第
一
、
被
告
尚
徳
は
、
幼
時
よ
り
妙
心
寺
内
春
光
院
に
て
教
養
を
受
け
、
後

同
院
の
会
計
掛
を
勤
む
る
に
至
り
、
住
職
た
る
釈
等
顧
の
恩
顧
を
受
け
来
り

た
る
処
、
明
治
卅
七
年
九
月
七
日
、
妙
心
寺
の
議
事
、
且
つ
菩
提
会
の
副
会

長
た
る
前
田
誠
節
は
、
菩
提
会
の
事
に
関
し
、
犯
罪
あ
り
と
し
て
告
発
を
受

け
、
次
で
同
月
十
四
日
、
京
都
地
方
裁
判
所
検
事
は
、
誠
節
を
検
事
局
へ
招

喚
し
て
、
同
事
件
に
関
す
る
取
調
を
為
し
、
翌
十
五
日
、
同
検
事
は
花
園
警

察
署
に
於
て
、
釈
等
顧
を
同
署
に
召
喚
、
取
調
を
為
さ
ん
と
し
た
る
よ
り
、

等
顧
は
妙
心
寺
の
会
計
部
長
、
且
つ
菩
提
会
の
会
計
顧
問
と
し
て
、
菩
提
会

等
の
事
に
就
て
は
、
誠
節
と
共
に
事
に
當
り
た
る
に
因
り
、
自
己
亦
誠
節
と

同
一
事
件
の
嫌
疑
者
と
し
て
、
捜
査
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
る
を
確
知
し
、
茲
に

等
顧
は
、
前
記
告
発
事
件
、
即
ち
誠
節
及
等
顧
に
対
す
る
私
印
盗
用
、
公
私

文
書
偽
造
行
使
等
の
罪
證
を
、
隠
蔽
せ
ん
と
企
て
、
自
坊
に
蔵
置
し
あ
り
た

る
、
前
記
被
告
事
件
の
罪
證
と
為
る
べ
き
、
数
多
の
書
類
を
一
括
し
て
風
呂

敷
に
包
み
、
被
告
尚
徳
に
其
内
意
を
告
て
、
遠
方
に
蔵
匿
す
べ
き
こ
と
を
托

し
た
る
に
、
尚
徳
は
等
顧
に
対
す
る
恩
誼
の
関
係
上
、
同
人
の
罪
を
免
が
れ

し
め
ん
が
為
め
之
を
肯
諾
し
、
即
日
被
告
自
宅
に
持
帰
り
、
其
妻
ふ
く
に
命

じ
、
親
族
京
都
市
上
京
区
御
前
通
鍋
町
下
る
、
尾
崎
孝
次
郎
の
借
家
人
、
吉

沢
ひ
さ
方
に
持
参
せ
し
め
、
蔵
匿
し
た
る
も
の
な
り
。

第
二
、
尚
徳
は
、
同
年
九
月
十
八
日
、
被
告
自
宅
に
於
て
、
前
田
誠
節
、
釈

等
顧
に
対
す
る
私
印
盗
用
、
公
私
文
書
偽
造
行
使
等
被
告
事
件
に
付
、
京
都

地
方
裁
判
所
予
審
判
事
の
訊
問
を
受
け
、
宣
誓
の
上
證
言
を
為
す
に
當
り
、

第
一
事
実
掲
記
の
如
く
、
釈
等
顧
よ
り
内
託
を
受
け
、
證
拠
書
類
を
預
り
、

他
へ
隠
匿
し
た
る
こ
と
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
其
事
実
を
黙
秘
し
て
等
顧
を

曲
庇
し
た
る
も
の
な
り
。

前
記
各
事
実
の
證
憑
充
分
に
し
て
、
被
告
誠
節
、
等
顧
両
人
被
告
事
件
第

一
、
第
二
、
第
三
事
実
は
孰
れ
も
、
刑
法
第
二
百
八
条
第
二
項
、
第
二
百
十

二
条
、
第
二
百
九
条
、
第
三
百
九
十
条
、
第
三
百
九
十
四
条
、
第
四
乃
至
第

九
の
事
実
は
、
同
第
二
百
八
条
第
二
項
、
第
二
百
九
条
、
第
十
の
事
実
は
、

同
第
二
百
八
条
第
二
項
、
第
二
百
十
条
第
一
項
、
第
二
百
十
二
条
、
明
治
二

十
三
年
法
律
第
百
号
、
刑
法
第
二
百
三
条
第
一
項
、
第
三
百
九
十
条
、
第
三

百
九
十
四
条
に
各
該
當
し
、
被
告
誠
節
、
等
顧
、
茂
三
郎
、
保
親
被
告
事
件

の
第
一
、
第
二
事
実
は
孰
れ
も
、
刑
法
第
二
百
八
条
第
二
項
、
第
二
百
十
条

第
一
項
、
第
三
百
十
二
条
、
明
治
二
十
三
年
法
律
第
百
号
、
刑
法
第
二
百
三

条
第
一
項
、
第
三
事
実
は
、
刑
法
第
二
百
十
条
第
一
項
、
第
二
百
十
二
条
、

第
四
事
実
は
、
刑
法
第
二
百
八
条
第
二
項
、
第
二
百
十
条
第
一
項
、
第
二
百

十
二
条
、
明
治
二
十
三
年
法
律
第
百
号
、
刑
法
第
三
百
三
条
第
一
項
、
第
三

百
九
十
条
、
第
三
百
九
十
四
条
に
各
該
當
し
、
被
告
久
保
に
対
す
る
事
実

は
、
刑
法
第
二
百
十
八
条
に
該
當
し
、
被
告
尚
徳
に
対
す
る
被
告
事
件
第
一

事
実
は
、
刑
法
第
百
五
十
二
条
、
第
二
事
実
は
同
第
二
百
十
八
条
に
該
當
す

る
を
以
つ
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
六
十
七
条
、
第
百
六
十
八
条
に
則
り
、
決

定
す
る
こ
と
左
の
如
し
。

被
告
人
誠
節
、
等
顧
、
茂
三
郎
、
保
親
を
各
當
地
方
裁
判
所
の
重
罪
、
軽
罪

公
判
に
付
す
。

被
告
人
久
米
尚
徳
を
當
地
方
裁
判
所
の
軽
罪
公
判
に
付
す
。

　

但
し
誠
節
、
等
顧
、
茂
三
郎
、
保
親
は
重
罪
の
決
定
に
対
し
、
其
送
達
を

受
け
た
る
日
よ
り
三
日
内
に
抗
告
を
為
す
こ
と
を
得
。
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明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
審
判
事　
　

浅　

見　

峰　

次　

郎

本
派
臨
時
議
会
（
第
三
回
）〔
明
治
37
年
12
月
12
日　

第
二
〇
九
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

同
日
午
後
四
時
四
十
分
開
会
。　

出
席
議
員
廿
九
名
。

議
長
、
只
今
木
宮
執
事
、
裁
判
所
よ
り
帰
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
午
前
に
致
し

ま
し
た
報
告
の
続
き
に
掛
り
ま
す
。

木
宮
、
登
壇
。
午
前
に
申
上
た
る
報
告
を
只
今
引
続
け
て
致
し
ま
す
。
昨
年

十
月
以
来
、
大
橋
銀
行
よ
り
借
財
の
請
求
を
せ
ら
れ
、
返
却
の
道
な
き
為
、

終
に
強
制
執
行
迄
に
至
る
の
止
む
な
き
を
見
る
は
、
実
に
本
派
綱
目
あ
る
に

係
は
ら
ず
、
僧
侶
と
し
て
は
辞
職
願
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
…
…
斯
の
如
き
理

由
な
れ
ば
、
十
月
及
本
年
四
月
の
常
置
員
会
を
開
く
能
は
ざ
り
し
な
り
。
其

後
大
橋
銀
行
よ
り
何
等
の
沙
汰
無
き
故
、
多
分
前
田
、
釈
氏
よ
り
取
計
ら
ひ

の
あ
り
し
事
と
思
ひ
居
た
り
し
に
、
或
日
池
田
議
事
が
応
接
所
迄
来
て
呉
れ

と
の
事
な
り
し
か
ば
、
何
事
な
ら
ん
と
行
き
見
れ
ば
、
同
氏
の
云
く
、
只
今

大
橋
銀
行
よ
り
数
人
を
連
れ
て
強
制
執
行
に
来
れ
り
、
如
何
す
べ
き
と
の
事

に
、
私
は
実
に
驚
き
ま
し
た
。
然
れ
ど
も
、
如
何
と
も
す
べ
き
様
無
け
れ

ば
、
池
田
議
事
に
向
ひ
種
々
と
相
談
し
て
、
大
橋
銀
行
連
中
に
面
会
せ
し

処
、
彼
の
曰
く
、
六
月
廿
五
日
限
り
と
堅
く
約
束
せ
し
に
も
係
は
ら
ず
、
今

に
何
等
の
沙
汰
無
け
れ
ば
、
出
京
し
て
前
田
釈
等
に
厳
談
に
及
び
し
処
、
弁

護
士
及
人
々
の
中
間
に
入
り
、
何
程
か
返
却
し
て
呉
れ
る
事
と
付
て
居
る

中
、
前
田
、
釈
等
は
何
れ
に
か
姿
を
隠
し
、
同
時
に
中
間
に
入
り
し
人
々
も

居
な
い
と
云
ふ
有
様
だ
か
ら
、
或
は
風
を
食
つ
て
脱
走
し
た
か
も
知
れ
ぬ
。

左
す
れ
ば
妙
心
寺
が
負
債
者
だ
か
ら
致
方
が
無
い
、
執
達
吏
を
連
れ
て
来
ま

し
た
が
、
一
時
間
中
に
返
却
が
出
来
ま
す
か
、
左
も
無
く
ん
ば
止
む
な
く
執

行
す
べ
し
と
云
ふ
有
様
な
れ
ば
、
私
共
は
実
に
心
痛
を
致
し
ま
し
た
。
六
百

年
来
且
て
真
聖
を
以
て
来
り
た
る
妙
心
寺
を
、
或
者
の
為
め
に
斯
る
穢
点
を

付
す
る
に
至
り
て
は
、
と
私
は
泣
き
ま
し
た
。
夫
れ
よ
り
大
橋
は
種
々
協
議

の
末
、
終
に
前
田
、
釈
等
の
居
処
を
捜
索
し
て
、
脱
走
し
た
る
や
否
や
を
確

か
む
る
事
と
成
た
。
然
る
処
、
前
田
、
釈
等
は
此
事
を
聞
か
れ
た
も
の
か
、

其
本
部
を
竜
泉
に
移
さ
れ
、
両
師
も
帰
て
来
ら
れ
た
か
ら
、
大
橋
も
竜
泉
へ

行
た
処
が
、
前
田
氏
よ
り
来
て
呉
れ
と
の
事
な
れ
ば
、
午
後
一
時
頃
、
私
は

竜
泉
へ
行
き
ま
し
た
。
其
時
同
氏
の
云
は
れ
る
に
は
、
吾
等
の
為
め
に
妙
心

寺
が
斯
の
如
き
事
に
立
至
た
の
は
誠
に
気
毒
で
あ
る
、
と
云
は
れ
た
が
、
実

は
是
々
と
一
部
始
終
を
話
さ
れ
、
如
何
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と
云
は
れ
ま
す
か

ら
、
私
も
稲
葉
氏
と
種
々
相
談
し
て
、
池
田
氏
を
以
て
交
渉
さ
せ
ま
し
た

が
、
其
翌
日
大
江
恭
道
来
り
、
昨
日
は
誠
に
御
心
配
を
掛
け
ま
し
た
、
委
細

は
明
日
御
話
し
致
し
ま
す
、
と
の
事
で
あ
つ
た
。
其
翌
日
、
前
田
氏
か
ら
竜

泉
迄
来
て
呉
れ
と
の
使
が
来
ま
し
た
か
ら
、
池
田
議
事
、
永
井
氏
、
私
と
三

人
連
に
て
行
き
し
に
、
既
に
竜
泉
に
は
鬼
頭
、
樺
井
等
も
居
ま
し
た
。
其
時

前
田
氏
の
云
く
、
昨
日
は
種
々
御
心
配
を
掛
け
ま
し
た
が
、
漸
く
割
り
埋
め

に
す
る
の
交
渉
が
調
ひ
ま
し
た
（
交
渉
文
を
朗
読
す
）。
斯
の
如
く
な
り
ま

し
た
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い
。

然
る
に
、
片
山
茂
三
郎
と
云
ふ
も
の
が
、
四
十
九
銀
行
は
目
下
警
戒
し
て
居

ま
す
か
ら
、
中
々
借
り
出
し
は
難
か
る
べ
き
な
れ
ば
、
私
は
信
用
貸
に
貴
方
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に
壱
万
円
貸
し
ま
す
。
是
れ
は
四
十
九
銀
行
に
関
係
の
な
き
も
の
に
て
、
私

一
箇
の
計
ひ
な
れ
ど
、
幾
等
の
信
用
と
は
云
へ
、
無
担
保
に
て
は
い
け
ま
せ

ぬ
か
ら
、
何
か
担
保
を
と
の
事
な
れ
ど
も
、
前
田
氏
に
於
て
は
、
到
底
是
に

対
す
る
の
担
保
物
無
き
は
知
ら
れ
た
り
。
軸
物
衣
服
位
に
て
は
到
底
及
ば

ず
、
春
光
も
亦
然
り
と
云
ふ
有
様
に
て
、
大
に
困
却
の
と
き
、
彼
の
片
山
の

云
ふ
如
く
、
妙
心
寺
に
何
か
担
保
物
な
き
や
と
の
事
に
て
、
私
は
思
ひ
付
ま

し
た
。
夫
れ
は
即
ち
学
林
の
敷
地
な
り
。
彼
の
敷
地
は
坪
数
に
於
て
も
千
坪

以
上
も
あ
れ
ば
、
彼
れ
を
担
保
に
致
し
度
、
付
て
は
私
し
一
人
に
て
は
い
け

ま
せ
ん
か
ら
、
何
卒
同
意
し
て
く
れ
、
其
代
り
此
れ
は
、
先
方
に
向
て
只
担

保
に
し
て
置
く
ぞ
と
云
て
、
一
時
凌
ぎ
に
す
る
の
み
、
と
云
は
れ
ま
す
か

ら
、
私
は
教
育
の
渕
源
た
る
学
林
敷
地
迄
担
保
に
入
れ
る
と
は
、
実
に
情
無

き
事
と
思
へ
共
、
又
一
方
を
考
ふ
れ
ば
、
妙
心
寺
に
強
制
執
行
を
受
る
の
防

ぎ
と
す
る
事
と
思
へ
ば
、
致
方
な
く
同
意
し
ま
し
た
。
然
る
に
其
後
前
田
氏

の
云
は
る
ゝ
に
は
、
管
長
の
委
任
状
が
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
は
後
日
事
の

あ
る
時
、
委
任
状
が
な
き
と
き
は
大
に
不
都
合
を
生
じ
る
故
な
り
、
又
管
長

猊
下
の
委
任
状
を
願
ふ
に
は
、
決
議
書
が
な
く
て
は
い
か
ぬ
か
ら
、
決
議
書

に
調
印
し
て
呉
れ
と
、
切
に
頼
ま
れ
た
。
私
も
興
学
部
長
を
し
て
居
て
、
学

林
敷
地
を
担
保
に
せ
し
と
は
、
何
た
る
の
所
以
な
る
や
と
、
他
日
詰
問
を
受

く
る
が
、
如
く
ん
ば
否
、
我
が
良
心
に
恥
づ
る
処
な
れ
ど
も
、
事
此
処
至
つ

て
は
致
方
な
く
、
泣
く
〳
〵
調
印
し
ま
し
た
。
是
れ
は
池
田
議
事
始
め
、
永

井
執
事
、
前
田
、
釈
と
の
五
名
調
印
し
て
、
決
議
書
を
以
て
、
猊
下
の
委
任

状
を
貰
ひ
ま
し
た
。
而
し
て
壱
万
円
を
片
山
よ
り
借
入
ま
し
た
が
、
何
れ
に

し
て
も
借
財
は
す
ま
ぬ
折
柄
、
十
日
か
十
一
日
で
し
た
。
稲
葉
氏
が
来
ら
れ

て
云
は
れ
る
に
は
、
自
分
は
或
者
か
ら
聞
た
が
、
学
林
を
担
保
に
入
れ
た
と

や
ら
、
不
都
合
極
ま
る
と
、
非
常
に
責
め
ら
れ
ま
し
た
。
然
る
に
稲
葉
氏
尚

云
く
、
学
林
は
既
に
太
秦
に
て
登
記
に
成
て
居
る
と
の
事
な
り
、
と
語
ら
れ

た
。
私
は
其
時
に
は
怪
む
べ
き
の
至
り
な
り
、
夫
等
が
事
実
と
し
て
見
れ

ば
、
我
等
は
同
意
せ
ざ
り
し
も
の
を
、
と
前
田
氏
に
詰
り
ま
し
た
。
然
る
に

七
月
二
十
日
、
前
田
よ
り
、
此
間
決
議
を
し
て
置
て
登
記
し
た
の
は
、
甚
だ

済
ま
ざ
る
事
な
れ
ど
も
、
先
方
に
於
て
、
登
記
を
せ
ざ
れ
ば
聞
き
入
れ
ず
故

に
、
止
む
な
く
登
記
せ
し
事
な
れ
ば
悪
か
ら
ず
、
と
断
り
が
来
た
が
、
既
に

登
記
せ
し
後
な
れ
ば
、
致
方
な
く
過
ぎ
た
る
折
柄
、
片
山
が
前
田
に
責
つ
て

云
は
く
、
寺
有
財
産
は
地
方
庁
の
認
可
を
経
ざ
れ
ば
い
か
ぬ
か
ら
、
是
非
認

可
を
経
て
く
れ
、
と
片
山
よ
り
督
促
厳
し
か
り
し
が
、
井
上
義
州
を
以
て
永

井
氏
へ
責
ま
ら
れ
た
故
に
、
永
井
氏
は
私
に
相
談
せ
ら
れ
、
二
人
は
殆
ん
ど

苦
悶
に
堪
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
し
認
可
を
経
た
後
、
其
金
は
如
何
す
る
や

と
尋
ね
ら
れ
な
ば
如
何
、
と
問
ひ
し
に
、
氏
は
答
へ
て
学
林
増
築
費
二
万
円

を
要
す
る
に
付
、
担
保
と
し
て
入
る
ゝ
も
の
な
り
、
と
云
は
ん
。
左
れ
ば
表

面
は
立
派
な
れ
共
、
我
良
心
に
於
て
は
実
に
嘆
か
は
し
く
、
又
綱
目
に
そ
む

く
が
如
き
は
何
と
か
云
は
ん
。

前
田
氏
は
、
是
に
て
一
時
の
急
を
凌
れ
し
や
如
何
ん
。
然
し
自
分
が
決
議
に

同
意
し
た
る
は
、
其
前
田
氏
の
口
頭
に
欺
か
れ
た
る
者
に
て
、
而
も
前
田
誠

節
其
人
の
職
た
る
や
何
ぞ
や
。
本
派
の
重
き
を
置
く
の
議
事
に
非
ず
や
。
然

る
に
必
ず
せ
ぬ
と
云
ふ
て
之
れ
を
成
す
が
如
き
は
、
何
と
か
云
は
ん
議
事
た

る
や
。
派
内
に
斯
る
人
物
あ
る
と
き
は
、
之
れ
を
取
締
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

の
職
分
な
り
。
若
し
斯
の
如
き
で
は
、
到
底
妙
心
寺
の
前
途
、
実
に
危
き
の
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至
り
な
り
。
故
に
吾
々
如
斯
議
決
を
致
せ
り
、
と
議
決
書
を
読
上
ら
れ
た

り
。
云
々
如
斯
事
に
て
、
新
聞
紙
上
に
も
出
て
居
る
如
く
、
担
保
に
入
れ
て

九
千
五
百
円
を
借
り
出
し
た
り
。
然
れ
共
、
大
橋
銀
行
に
向
て
は
確
か
に
之

を
返
却
し
た
否
や
は
知
れ
ぬ
。
夫
か
ら
大
橋
銀
行
に
向
て
交
渉
し
た
事
は
、

七
月
十
日
位
な
ら
ん
。
私
と
永
井
執
事
と
稲
葉
さ
ん
と
、
実
に
困
り
ま
し

た
。
大
橋
の
五
万
円
は
既
に
返
却
し
た
事
と
思
ふ
て
居
る
に
、
如
斯
で
は
到

底
成
し
得
べ
く
も
あ
ら
ず
。
故
に
前
田
、
釈
等
に
所
有
物
及
吉
田
山
を
抵
當

に
せ
ん
か
、
付
て
は
日
吉
、
青
山
さ
ん
に
も
相
談
す
べ
く
、
と
両
方
へ
打
電

し
ま
し
た
。
何
の
返
事
も
な
い
。
殆
ん
ど
二
三
回
も
し
ま
し
た
が
、
中
々
出

て
見
へ
ぬ
。
然
る
に
十
二
、
三
日
と
思
ひ
ま
す
る
、
稲
葉
さ
ん
が
見
へ
て
、

公
債
に
羽
が
生
じ
て
飛
で
居
る
と
聞
た
が
、
其
時
其
語
る
人
の
云
ふ
に
は
、

妙
心
さ
ん
も
中
々
金
が
入
り
ま
す
か
と
云
ふ
か
ら
、
私
は
ナ
ー
ニ
妙
心
に
は

拾
万
や
弐
拾
万
の
金
は
あ
る
、
と
云
て
返
答
し
て
置
た
、
と
云
は
れ
た
聞
く

に
、
私
は
何
と
も
言
葉
が
出
な
か
つ
た
。
其
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
公
債
に
、

羽
が
生
へ
た
と
は
ハ
…
…
夫
れ
か
ら
稲
葉
氏
と
永
井
執
事
と
私
と
池
田
さ
ん

の
処
へ
行
て
相
談
し
ま
す
と
、
池
田
さ
ん
も
夫
れ
は
大
変
な
り
、
一
と
つ
金

庫
を
取
調
べ
て
見
ん
か
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
い
や
〳
〵
無
證
拠
に
て
は
、
後

日
如
何
な
る
事
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
、
と
稲
葉
さ
ん
に
頼
ん
で
、
其
云

た
人
に
聞
て
貰
ひ
ま
し
た
処
が
、
其
人
の
云
く
、
併
し
此
事
を
聞
か
れ
る
に

付
て
は
、
貴
方
は
無
責
任
で
問
は
れ
る
と
困
る
が
、
夫
れ
は
信
実
で
す
と
の

話
し
だ
か
ら
、
是
で
は
い
か
ぬ
と
、
十
六
日
青
山
に
電
報
か
け
た
。
青
山
独

り
玉
竜
院
へ
来
ら
れ
た
か
ら
、
段
々
大
橋
一
件
を
話
し
て
、
昨
年
の
約
束
を

履
行
し
て
貰
ひ
度
、
と
大
に
青
山
氏
に
責
ま
り
ま
し
た
。
其
時
青
山
氏
の
云

は
れ
る
に
は
、
出
来
ぬ
事
は
な
け
ね
共
、
春
光
の
財
産
に
は
殆
ん
ど
困
り
ま

す
。
夫
れ
は
春
光
の
信
徒
惣
代
が
、
財
産
迄
本
山
に
上
る
事
は
な
り
ま
せ

ぬ
。
夫
れ
よ
り
先
づ
釈
等
顧
を
し
て
春
光
院
の
住
名
を
没
し
て
貰
ひ
た
い
、

と
云
ふ
か
ら
、
困
て
居
る
の
で
あ
る
、
と
云
は
れ
た
。
夫
処
で
、
私
は
青
山

氏
に
向
て
公
債
の
飛
だ
事
を
話
し
ま
す
と
、
青
山
氏
の
云
く
、
私
は
何
に
も

知
り
ま
せ
ぬ
が
、
夫
れ
は
大
変
で
す
か
ら
、
前
田
、
釈
等
に
相
談
せ
ね
ば
い

か
ぬ
が
、
彼
等
は
既
に
金
策
に
奔
走
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
夫
れ
よ
り
は
、

私
が
廿
二
、
三
日
頃
日
吉
を
連
れ
て
来
ま
す
か
ら
、
夫
れ
迄
待
て
呉
れ
、
と

云
は
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
夫
れ
は
暫
く
置
き
、
公
債
は
如
何
し
た
も
の

か
、
と
誠
に
困
た
も
の
で
、
若
し
末
派
か
ら
尋
問
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
如
何

に
返
答
す
べ
き
や
。
故
に
私
等
は
、
金
庫
検
閲
を
致
ま
す
か
ら
と
話
し
ま
す

る
と
、
池
田
氏
と
青
山
氏
は
町
へ
出
ら
れ
ま
し
た
。
前
田
氏
に
会
は
れ
た
か

否
や
は
知
り
ま
せ
ぬ
処
が
、
二
十
日
で
し
た
が
、
学
林
敷
地
一
件
の
失
敗
を

わ
び
ら
れ
た
私
は
、
前
田
、
釈
氏
に
対
し
て
、
公
債
一
件
を
大
に
注
告
し
ま

し
た
。
処
が
同
氏
等
は
、
公
債
云
々
に
付
て
は
、
私
等
心
配
致
し
ま
し
た

が
、
其
理
由
は
、
明
治
三
十
五
年
頃
に
森
田
武
兵
衛
の
親
族
な
る
某
に
、
六

万
円
と
か
八
万
円
と
か
を
借
り
込
だ
が
、
其
後
森
田
か
ら
の
請
求
が
厳
し
い

か
ら
、
私
は
整
算
不
整
算
は
暫
く
置
き
、
中
々
其
金
の
返
却
が
出
来
ぬ
を
心

配
し
て
居
る
と
。
先
方
か
云
ふ
に
は
、
其
金
庫
に
あ
る
金
拾
万
円
、
銀
行
に

置
く
も
金
庫
に
置
く
も
同
じ
事
故
、
銀
行
へ
共
托
し
て
下
さ
い
、
そ
し
て
返

却
が
願
ひ
た
い
、
と
云
は
れ
た
故
、
是
を
住
友
銀
行
支
配
人
に
相
談
し
ま
し

た
が
、
爰
に
心
配
す
る
は
、
常
置
会
及
議
会
の
あ
る
と
き
は
如
何
す
べ
き
、

と
云
へ
ば
、
支
配
人
の
云
く
、
若
し
会
が
あ
れ
ば
、
當
日
は
借
し
ま
す
か
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ら
、
持
て
帰
て
置
か
れ
て
も
宜
敷
、
こ
ん
な
例
は
他
所
に
も
沢
山
あ
る
、
と

云
は
れ
た
の
で
、
同
氏
も
安
心
し
て
共
托
に
付
し
た
。
処
が
弥
々
常
置
員
会

が
開
け
る
に
付
て
、
同
銀
行
へ
借
り
出
に
行
た
処
、
生
憎
既
に
約
束
し
た
支

配
人
は
変
て
居
た
の
で
あ
る
。
現
支
配
人
の
云
く
、
前
支
配
人
と
貴
方
と
如

何
な
る
約
束
を
し
て
居
り
ま
す
か
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
私
で
は
貸
す
な
ぞ
と
云

ふ
事
は
出
来
ま
せ
ぬ
、
と
は
ね
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で
す
。
其
頃
四
十
九
銀
行

よ
り
、
妙
心
寺
へ
出
入
を
願
つ
て
居
た
。
夫
れ
は
妙
心
寺
さ
ん
へ
出
入
す
る

と
銀
行
の
名
誉
に
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
を
住
友
銀
行
へ
交
渉
し
、
私
の
方

へ
買
込
で
置
ま
し
て
、
出
来
ま
し
た
ら
返
し
ま
し
や
う
、
と
の
事
だ
か
ら
、

今
本
山
へ
之
を
返
す
事
は
出
来
ま
せ
ぬ
、
其
中
菩
提
会
の
方
か
ら
借
し
た
金

が
帰
て
来
た
ら
、
返
却
す
る
か
ら
、
又
早
く
よ
り
相
談
す
る
筈
で
有
た
が
、

未
だ
管
長
に
も
話
し
て
居
ら
ぬ
様
の
次
第
で
あ
る
、
と
前
田
氏
よ
り
の
話
し

で
あ
つ
た
。
私
は
之
に
対
し
て
、
何
と
も
云
ふ
こ
と
が
出
来
な
ん
だ
の
で
あ

る
。
話
し
は
少
し
他
へ
移
り
ま
す
が
、
学
林
改
正
す
る
に
付
て
、
教
諭
の
交

迭
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
れ
は
暑
中
休
暇
中
に
せ
ぬ
と
、
生
徒
も
教
諭
も
苦

む
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
夫
れ
等
相
談
で
、
是
非
前
田
氏
に
会
は
ね
ば
な
ら
ぬ

処
が
、
木
屋
町
入
江
亭
へ
来
い
と
云
ふ
こ
と
で
し
た
か
ら
、
午
後
三
時
、
池

田
氏
、
永
井
執
事
、
私
と
三
人
行
き
ま
し
た
が
、
同
家
に
は
居
ら
れ
な
い
。

隣
の
万
甚
に
前
田
、
釈
の
両
氏
及
び
鬼
藤
、
樺
井
等
が
居
り
ま
し
た
処
が
、

同
氏
は
学
林
の
話
し
等
は
一
つ
も
な
く
、
只
頼
む
と
計
り
に
て
、
何
に
来
た

事
や
ら
解
ら
ぬ
。
大
橋
銀
行
よ
り
請
求
の
厳
し
き
為
め
、
其
交
渉
の
苦
辛
又

気
の
毒
の
様
に
も
あ
り
ま
し
た
。
斯
の
如
き
有
様
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
学
林

談
は
不
得
要
領
で
帰
た
様
な
事
で
、
処
が
廿
一
日
、
春
光
よ
り
手
紙
が
来
ま

し
た
。
本
日
午
後
三
時
、
万
甚
迄
来
て
呉
れ
と
の
事
だ
か
ら
、
午
後
三
時
、

又
三
人
連
に
て
行
き
ま
し
た
。
其
時
の
話
し
に
、
大
橋
銀
行
よ
り
非
常
に
督

促
厳
し
く
、
何
と
云
て
も
聞
き
入
れ
ず
、
左
り
と
て
金
策
は
な
し
、
殆
ど
困

却
し
て
居
る
処
で
、
一
策
を
案
じ
出
し
た
の
で
あ
る
、
夫
れ
は
他
で
も
な

い
、
貴
方
の
顔
を
借
し
て
下
さ
い
、
左
す
れ
ば
誠
に
結
構
だ
、
夫
れ
は
私
が

大
橋
に
向
て
、
君
等
は
さ
う
云
は
い
で
も
よ
い
、
他
の
重
役
迄
が
心
配
し
て

居
る
に
と
云
へ
ば
、
大
橋
の
云
く
、
夫
れ
は
貴
方
の
口
の
み
で
は
い
か
ぬ
、

重
役
列
席
の
上
で
な
れ
ば
、
何
と
か
す
る
と
の
事
な
れ
ば
、
何
卒
一
度
顔
を

見
せ
て
呉
れ
、
と
只
管
頼
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
心
中
馬
鹿
ら
し
く
は
あ
れ

ど
、
思
へ
ば
気
の
毒
に
も
あ
り
、
承
諾
は
致
し
ま
し
た
。
処
が
其
場
所
が
万

甚
で
は
な
い
。
釈
氏
の
知
る
処
の
円
山
の
平
野
屋
で
あ
つ
た
。
万
事
等
顧
氏

の
周
旋
で
あ
つ
た
。
点
灯
頃
平
野
屋
へ
連
れ
立
て
行
た
八
十
畳
敷
の
座
敷

に
、
一
方
に
は
大
橋
、
及
笠
原
外
七
名
、
向
ふ
側
に
並
で
居
る
。
片
側
に

は
、
前
田
を
始
め
五
名
の
者
が
列
席
し
た
時
に
、
大
橋
先
づ
口
を
開
い
て
、

私
は
御
馳
走
を
食
ひ
に
来
た
の
で
は
無
い
。
金
を
督
促
に
来
た
の
だ
か
ら
、

返
却
の
可
否
を
承
た
後
で
無
く
て
は
頂
戴
出
来
ぬ
、
と
云
ふ
様
な
有
様
で
、

其
中
間
を
種
々
と
交
渉
し
て
、
三
日
間
の
延
期
を
申
込
だ
が
、
大
橋
の
云
ふ

に
は
三
日
間
の
穴
、
さ
が
し
て
は
待
て
ぬ
と
云
ひ
、
前
田
の
方
で
は
、
此
様

に
他
の
重
役
も
沢
山
来
て
居
る
こ
と
ゝ
な
り
、
何
卒
卅
一
日
迄
待
て
呉
れ
、

其
間
に
は
走
り
廻
て
調
達
の
上
返
却
す
る
か
ら
、
大
橋
の
云
く
、
然
ら
ば
、

万
一
其
金
が
期
日
に
返
却
が
出
来
ぬ
時
は
、
違
約
金
と
し
て
壱
万
円
出
し
て

下
さ
る
か
、
左
す
れ
ば
三
十
一
日
迄
待
ま
せ
う
、
私
等
も
此
事
に
付
て
、
京

都
へ
往
復
す
る
に
も
中
々
費
用
の
入
る
事
で
も
あ
り
、
旁
壱
万
円
は
是
非
貰
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は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
中
々
厳
し
い
。
前
田
氏
等
の
苦
状
実
に
気
の
毒
の
様
に

も
あ
り
、
中
間
に
入
り
交
渉
の
上
、
大
橋
は
壱
万
円
に
対
す
る
六
千
円
と
云

ふ
を
種
々
と
説
付
け
、
終
に
六
百
円
と
決
定
し
、
其
中
間
に
入
り
し
者
が
、

何
方
に
て
も
周
旋
し
て
壱
万
参
千
六
百
円
を
屹
度
返
却
す
る
、
と
云
ふ
保
證

し
て
帰
り
ま
し
た
。
其
談
判
中
、
或
は
本
山
云
々
と
云
ひ
、
秘
密
々
々
と
云

へ
共
、
円
山
の
平
野
屋
の
八
十
畳
の
大
広
間
、
何
の
秘
密
の
事
が
あ
る
、
皆

公
然
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
山
妙
心
寺
云
々
な
ぞ
と
、
実
に
真
聖
な

る
我
本
山
も
、
個
人
の
為
に
斯
る
処
に
穢
名
を
聞
か
す
か
と
思
へ
ば
、
誰
し

も
泣
か
れ
ま
し
た
処
で
、
其
前
田
、
釈
氏
等
に
て
付
て
居
る
代
言
人
と
か
ゞ

云
ふ
に
は
、
坊
さ
ん
は
経
済
を
知
ら
ぬ
、
又
銀
行
へ
行
て
も
だ
め
だ
、
総
て

は
我
々
に
托
せ
ら
る
ゝ
が
得
策
と
か
何
と
か
、
鬼
藤
、
樺
井
は
云
へ
り
。
実

に
彼
等
如
き
者
に
、
斯
る
言
を
成
さ
し
む
る
は
、
嘆
か
は
し
き
の
至
り
な

り
。
実
に
私
等
は
だ
し
に
出
席
さ
せ
ら
れ
、
其
上
斯
る
冷
語
を
聞
く
に
至
て

は
、
血
涙
の
出
づ
る
を
知
ら
ざ
り
き
。
乍
併
一
日
経
れ
ば
、
一
日
利
子
の
加

ふ
る
道
理
な
れ
ば
、
永
井
執
事
と
相
談
し
ま
し
て
、
是
に
は
日
吉
、
青
山
を

早
く
呼
び
寄
せ
て
相
談
し
た
ら
好
か
ら
む
、
と
池
田
氏
に
相
談
し
ま
し
た
。

他
に
他
に
致
し
方
も
な
し
、
去
と
て
之
を
曝
露
す
る
は
安
け
れ
ど
、
夫
れ
よ

り
は
青
山
、
日
吉
を
呼
び
寄
せ
て
下
さ
い
、
夫
れ
で
は
両
氏
が
来
ら
れ
無
け

れ
ば
、
私
は
明
日
よ
り
本
所
へ
は
出
ま
せ
ぬ
か
ら
、
と
申
し
ま
し
た
。
併
し

永
井
氏
は
、
出
席
せ
ぬ
と
云
ふ
事
は
出
来
な
い
、
な
ぜ
な
れ
ば
既
に
議
事
投

票
開
緘
の
時
日
も
近
し
、
七
月
十
日
に
は
内
務
省
へ
も
届
け
ね
ば
な
ら
ぬ
者

が
あ
つ
た
処
で
、
池
田
氏
は
日
吉
、
青
山
の
元
へ
「
ス
グ
コ
イ
、
ハ
レ
ツ
ス

ル
」
と
打
電
せ
ら
れ
た
処
が
、
青
山
氏
か
ら
、
隣
寺
の
和
尚
死
ぬ
、
行
け
ぬ

と
の
返
電
が
来
た
。
日
吉
氏
か
ら
名
古
屋
へ
行
て
、
留
守
だ
か
ら
い
け
ぬ
か

ら
と
の
返
事
で
あ
つ
た
事
、
実
に
水
く
さ
い
話
し
だ
。
池
田
氏
の
話
し
に
、

電
信
で
は
短
文
で
分
ら
ぬ
か
ら
、
手
紙
を
出
し
た
か
ら
一
日
二
日
待
て
呉

れ
、
と
の
事
。
然
ら
ば
廿
五
日
迄
に
来
る
様
に
し
て
下
さ
い
、
左
も
な
く
ば

私
は
出
席
し
ま
せ
ぬ
、
と
迄
云
て
置
ま
し
た
。
然
る
に
、
當
日
に
成
て
も
青

山
氏
は
見
え
ぬ
か
ら
、
私
は
病
気
届
け
を
出
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
何
日
立

て
も
日
吉
、
青
山
は
来
な
い
。
処
が
前
田
氏
か
ら
手
紙
が
来
て
、
本
派
将
来

の
事
に
付
き
、
相
談
が
あ
る
か
ら
来
い
と
の
事
で
、
池
田
氏
は
病
気
で
行
か

れ
ぬ
か
ら
、
私
と
永
井
執
事
と
稲
葉
氏
と
、
万
甚
迄
行
き
ま
し
た
。
前
田
氏

の
曰
く
、
四
十
九
銀
行
の
彼
協
定
案
の
事
で
あ
つ
た
。
夫
れ
は
教
務
本
所
の

金
は
、
総
て
銀
行
に
預
け
る
の
で
、
債
務
は
総
て
四
十
九
銀
行
が
返
却
す
る

事
と
し
て
、
信
徒
総
代
二
名
を
増
し
、
夫
れ
に
は
樺
井
、
鬼
藤
が
成
る
と
云

ふ
の
で
あ
る
。
私
は
此
に
対
し
て
、
直
に
返
事
は
致
し
兼
る
か
ら
、
帰
て
各

員
の
意
見
を
問
ひ
ま
す
と
答
、
其
他
永
井
、
稲
葉
氏
等
、
各
意
見
も
述
べ
ら

れ
た
。
前
田
の
意
中
で
は
、
我
々
が
何
に
も
知
ら
ぬ
か
と
思
ふ
て
云
は
れ
た

が
、
私
は
其
時
貴
方
二
人
の
中
に
一
人
、
明
日
来
て
下
さ
い
と
約
し
て
帰
た

翌
日
、
釈
等
顧
氏
が
玉
竜
院
へ
お
出
に
成
た
上
、
何
卒
賛
同
し
て
く
れ
、
さ

も
な
く
ば
大
橋
へ
返
却
す
る
金
が
な
い
か
ら
、
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
付
て
は

種
々
手
続
き
も
入
る
事
だ
か
ら
、
日
吉
、
青
山
を
呼
び
寄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
、
池
田
氏
、
釈
氏
と
私
と
三
人
の
名
前
で
電
報
打
ち
ま
し
た
。
処
が
二
日

で
し
た
か
三
日
で
し
た
か
、
青
山
氏
一
人
来
ら
れ
た
。
夫
れ
で
は
い
か
ぬ
か

ら
と
、
池
田
氏
が
日
吉
氏
に
打
電
し
ら
れ
た
の
で
、
日
吉
氏
は
始
め
て
登
山

に
成
た
。
そ
こ
で
私
が
、
青
山
、
日
吉
氏
に
向
ひ
、
昨
年
の
約
定
履
行
を
責
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ま
つ
た
の
で
、
話
し
が
漸
く
進
行
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
為
に
、
協
定
案
は

真
に
な
る
か
ら
、
と
之
を
日
吉
に
見
せ
た
。
夫
れ
以
前
、
私
は
先
づ
〳
〵
前

田
、
釈
等
よ
り
私
等
に
ぶ
つ
か
る
、
私
等
管
長
に
泣
付
、
管
長
は
常
置
員
に

泣
付
、
常
置
員
は
議
員
に
泣
付
と
云
ふ
様
に
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
木
宮
さ
ん

ど
う
か
賛
成
し
て
呉
れ
、
協
定
案
に
し
て
く
れ
、
と
頼
ま
れ
た
。
而
る
に
銀

行
た
る
や
、
壱
厘
壱
毛
を
争
ふ
も
の
で
、
妙
心
寺
は
年
々
参
万
円
の
収
入
よ

り
な
く
、
又
支
出
す
る
こ
と
も
然
り
、
然
る
に
弐
拾
万
円
の
負
債
を
、
銀
行

が
負
て
返
却
す
る
と
は
怪
し
き
こ
と
な
り
、
銀
行
が
妙
心
寺
に
代
て
返
却
す

る
と
は
、
不
思
議
の
至
り
、
斯
に
至
れ
ば
、
如
何
な
る
理
由
を
以
て
す
る
、

之
を
確
む
る
こ
と
が
急
務
な
り
。
然
る
に
日
吉
の
云
ふ
に
は
、
夫
れ
は
私
も

不
思
議
に
思
て
居
る
、
と
云
は
れ
る
か
ら
、
私
は
之
を
取
調
ぶ
る
の
委
員

を
、
日
吉
さ
ん
に
托
し
た
。
其
時
、
私
し
は
、
日
吉
さ
ん
可
成
ん
ば
、
前
田

氏
等
と
別
宿
を
願
ひ
ま
す
、
と
云
て
置
た
の
に
、
日
吉
氏
は
前
田
氏
等
の
処

へ
行
か
れ
た
ら
し
い
。
処
が
二
日
立
て
も
音
も
な
い
。
八
日
に
漸
く
出
て
来

て
、
春
光
院
で
会
見
し
て
、
如
何
で
す
と
問
ふ
た
。
其
返
事
に
、
前
田
、
釈

等
も
行
て
調
べ
た
が
、
多
人
数
来
て
は
い
か
ぬ
か
ら
、
銀
行
よ
り
委
員
一
人

出
す
か
ら
、
妙
心
寺
も
一
人
委
員
を
出
せ
、
と
の
事
な
れ
ば
、
私
は
御
尤
と

思
ひ
ま
し
た
処
が
、
青
山
が
云
は
れ
る
に
は
、
之
れ
は
大
に
急
ぐ
、
夫
れ
は

前
田
、
釈
等
が
大
橋
銀
行
が
責
ま
る
と
云
て
、
前
田
氏
が
来
た
か
ら
早
く
し

て
呉
れ
、
然
し
是
等
は
、
常
置
員
会
及
議
会
を
経
ね
ば
な
ら
ぬ
が
當
然
だ

か
、
借
財
あ
る
事
な
れ
ば
、
夫
れ
を
経
過
せ
ず
し
て
や
つ
て
も
ら
ひ
た
い
、

賛
成
の
思
あ
る
の
か
、
あ
る
な
ら
こ
れ
で
協
定
す
る
云
々
。
処
が
大
橋
が
来

た
が
、
彼
が
銀
行
公
債
を
見
せ
た
協
定
は
、
妙
心
寺
に
な
い
と
議
員
が
八
ケ

間
敷
云
ひ
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
の
役
に
も
た
ゝ
ぬ
、
議
会
で
も
あ
か
ぬ
、
如

斯
有
様
な
れ
ば
、
段
々
八
ケ
間
し
く
成
た
為
に
、
議
論
終
結
に
至
ら
ず
。
参

万
円
の
借
財
は
、
私
は
承
知
し
て
を
る
故
、
此
参
万
円
を
妙
心
寺
に
代
て
返

却
す
る
、
と
云
ふ
こ
と
を
調
べ
て
見
て
は
如
何
、
大
橋
銀
行
へ
返
却
す
る
金

を
、
返
却
す
る
と
云
ふ
以
内
で
、
確
め
て
も
ら
ひ
た
い
が
、
人
が
な
い
か

ら
、
日
吉
さ
ん
は
以
前
会
計
主
任
で
有
た
か
ら
、
協
定
取
調
委
員
に
頼
み
ま

し
た
（
此
時
議
長
閉
会
を
報
ず
）。

　
　
　
　
　
　

十
月
七
日
午
前
八
時
二
十
分
開
会
。　

出
席
議
員
廿
九
名
。

議
事
日
程　

▲
第
十
五　

財
務
特
別
審
査
委
員
選
挙
。
▲
第
十
六　

第
一
号

議
案
委
員
報
告
。
▲
第
十
七　

第
一
号
議
案
第
二
読
会
。
▲
第
十
八　

第
一

号
議
案
第
三
読
会
。
議
長
（
八
橋
師
）
満
場
に
告
げ
ま
す
。
未
熟
も
の
が
議

長
の
席
に
就
き
ま
す
。
昨
日
希
望
に
な
り
ま
し
た
謄
写
物
を
配
付
致
し
ま

す
。
日
程
は
昨
日
来
引
続
き
の
日
程
、
第
九
号
よ
り
初
め
る
の
で
す
が
、
執

事
の
報
告
が
残
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
さ
せ
ま
す
（
木
宮
師
登
壇
）。

本
所
委
員
（
木
宮
師
）
昨
日
に
引
続
き
報
告
を
致
し
ま
す
が
、
昨
日
は
八
月

八
日
迄
の
事
で
し
た
が
、
今
は
八
月
九
日
か
ら
の
経
過
を
申
上
げ
ま
す
。
管

長
猊
下
は
、
御
病
気
静
養
の
為
に
、
名
古
屋
へ
御
帰
錫
中
で
あ
り
ま
し
た

が
、
此
重
大
事
件
に
當
て
、
黙
過
す
る
所
に
非
ず
と
信
じ
ま
し
て
、
稲
葉
元

厚
、
永
井
智
嶺
、
及
予
の
三
名
は
種
々
協
議
の
結
果
、
猊
下
へ
上
奏
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
な
れ
ど
も
、
教
務
本
所
例
に
規
定
の
如
く
猊
下
に
、
禀
啓

の
際
は
、
執
事
よ
り
議
事
の
手
を
経
て
ゞ
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ぬ
。
依
て
私

共
が
、
如
何
に
熱
誠
あ
り
焦
慮
す
る
も
、
其
手
続
き
は
叶
ひ
ま
せ
ん
か
ら
、

稲
葉
師
に
其
手
続
を
迫
り
ま
し
た
所
、
同
師
は
顧
問
の
職
責
は
、
管
長
猊
下
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の
御
諮
詢
に
奉
答
す
る
の
み
、
故
に
其
運
び
は
出
来
ぬ
と
申
さ
れ
ま
し
た
。

御
尤
も
の
こ
と
で
す
か
ら
、
池
田
議
事
に
迫
ま
り
ま
し
た
所
、
そ
れ
は
不
要

ら
ぬ
心
配
で
は
な
い
か
、
若
し
上
奏
の
必
要
す
る
場
合
は
、
職
責
上
予
よ
り

為
す
べ
し
、
と
一
言
下
に
喝
破
せ
ら
れ
ま
し
た
。
斯
く
の
有
様
で
、
私
共
が

上
奏
の
手
続
き
に
付
て
其
途
を
絶
し
ぬ
。
さ
れ
ば
と
て
、
之
を
等
閑
に
附
し

置
か
ん
か
、
本
派
の
悲
境
を
如
何
せ
ん
。
又
手
続
を
経
由
せ
な
け
れ
ば
、
諸

員
も
承
知
の
通
り
、
去
る
三
十
五
年
の
議
会
に
於
て
、
断
頭
台
に
上
げ
ら
れ

た
諸
師
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
等
し
く
、
私
共
も
亦
其
轍
を
履
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
勿
論
本
派
の
為
め
で
す
か
ら
、
私
共
は
覚
悟
の
上
な
る
が
、
一

方
に
銀
行
協
定
成
立
の
恐
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
れ
ば
私
共
三
名
（
稲

葉
、
永
井
、
及
予
）
が
断
頭
台
に
上
る
如
き
処
分
を
受
く
れ
ば
、
残
り
の
本

所
職
員
は
、
事
件
関
係
者
た
る
会
計
部
の
み
で
す
か
ら
、
銀
行
協
定
の
成
立

は
易
々
た
る
も
の
で
す
。
そ
れ
と
も
兼
て
の
条
件
た
る
参
万
円
以
内
に
て
の

協
定
な
れ
ば
、
兎
に
角
、
其
程
度
を
超
脱
し
た
も
の
な
れ
ば
、
勿
論
不
同
意

で
あ
り
ま
し
た
。
尚
手
続
が
出
来
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
、
実
に
残
念
で
堪
ま

り
ま
せ
な
ん
だ
が
、
空
し
く
涙
を
呑
で
終
り
ま
し
た
（
こ
れ
は
昨
日
の
補
欠

で
あ
り
ま
す
）。
八
月
九
日
頃
は
旧
盂
蘭
盆
前
で
、
多
忙
な
る
ま
ゝ
、
私
も

請
暇
を
経
ま
し
て
、
午
後
二
時
三
十
五
分
、
花
園
発
の
列
車
に
て
帰
途
に
就

く
準
備
を
致
し
、
寓
宅
の
庭
に
出
ま
し
た
と
き
、
永
井
執
事
の
来
訪
を
受

け
、
帰
国
を
中
止
せ
よ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
故
に
種
々
談
合
の
処
で
、
或

知
友
来
り
。
尚
稲
葉
師
に
要
件
あ
り
し
を
以
て
、
来
駕
を
求
め
、
都
合
四
名

色
々
談
合
を
続
け
居
り
ま
し
た
が
、
法
律
経
済
等
の
智
識
深
く
、
名
望
位
置

も
高
き
其
知
人
の
言
へ
る
様
…
…
貴
本
山
は
、
此
頃
非
常
な
る
事
変
の
為

め
、
大
擾
乱
を
来
し
居
る
由
に
て
、
市
中
に
て
の
噂
は
甚
だ
喧
々
た
り
、
貴

殿
承
知
な
る
や
云
々
。
な
り
し
も
、
私
は
元
来
出
市
す
る
こ
と
も
至
て
少

く
、
尚
知
人
も
少
け
れ
ば
、
一
向
存
ぜ
ず
、
就
中
申
苦
入
と
か
、
銀
行
の
系

続
者
に
関
係
少
け
れ
ば
云
々
、
と
答
へ
ぬ
。
知
人
の
言
へ
る
様
、
貴
殿
も
已

に
當
局
の
こ
と
な
れ
ば
、
此
大
事
変
に
対
し
責
任
者
た
る
や
云
々
。
私
は
答

へ
ま
し
た
。
決
し
て
貸
借
上
の
関
係
な
ど
は
更
に
無
し
、
只
大
橋
銀
行
に
関

す
る
事
を
知
る
の
み
。
尚
知
人
の
曰
く
、
此
頃
苦
入
よ
り
聞
け
ば
左
の
如

し
、
日
露
交
戦
て
ふ
時
局
よ
り
、
一
般
の
不
景
気
は
甚
し
、
殊
に
苦
入
な
ど

に
於
て
は
、
更
に
業
泣
く
殆
ど
困
難
し
居
る
所
、
僧
侶
と
云
ふ
も
の
は
、
法

律
や
経
済
の
智
識
な
く
、
欺
瞞
す
る
に
は
実
に
易
々
た
れ
ば
、
妙
心
一
件
に

関
し
て
は
、
唯
一
の
糊
口
凌
ぎ
な
り
。
斯
る
世
の
悪
評
を
聞
き
て
は
、
関
係

者
の
私
に
と
り
て
は
、
遺
憾
此
上
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
銀
行
協
定
の
こ
と

に
付
、
取
調
委
員
と
し
て
、
日
吉
師
を
依
頼
し
た
次
第
を
告
げ
、
及
び
其
利

害
を
尋
ね
ま
し
た
所
、
彼
れ
は
申
し
ま
し
た
。
抑
も
銀
行
が
協
定
を
肯
ん
ず

所
以
は
、
裡
面
に
大
な
る
罪
悪
が
伏
在
す
る
に
相
違
な
し
、
先
づ
一
例
を
挙

げ
ん
か
、
彼
れ
の
世
間
に
嗤
笑
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
大
谷
派
の
如
き
は
、
或
る

銀
行
へ
歳
出
入
の
凡
て
を
提
供
し
て
、
協
定
し
た
る
為
め
、
月
々
其
銀
行
員

が
同
派
事
務
所
へ
出
張
し
、
出
納
を
な
し
居
る
所
、
遂
に
は
収
支
比
較
す
れ

ば
、
支
出
超
過
の
有
様
ゆ
へ
、
終
に
支
払
を
停
止
せ
り
。
依
て
同
派
事
務
所

の
機
関
は
、
全
然
運
転
を
絶
し
、
職
員
の
月
給
さ
へ
停
滞
勝
ち
と
な
り
、
遂

に
紛
擾
に
紛
擾
を
惹
起
し
居
る
こ
と
は
、
新
聞
紙
上
、
已
に
世
の
詳
知
す
る

所
た
り
、
そ
れ
と
も
金
庫
に
あ
る
公
債
額
、
拾
万
弐
拾
万
を
托
す
る
か
ら
、

出
納
を
任
か
す
の
な
ら
ば
可
な
る
べ
き
も
、
実
際
機
関
運
転
に
必
要
な
る
参
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万
円
余
の
収
入
金
を
托
し
云
々
は
、
丁
度
銀
行
が
謀
計
に
陥
い
る
の
で
、
結

局
は
大
谷
派
の
轍
を
ふ
む
に
過
ぎ
な
い
。
私
共
は
、
素
よ
り
月
給
の
支
給
を

受
け
な
い
と
て
左
程
に
苦
痛
も
感
じ
ま
せ
ぬ
が
、
第
一
注
意
を
要
す
べ
き
は

学
林
費
で
あ
り
ま
す
。
若
し
銀
行
の
支
払
停
止
あ
り
と
せ
ん
か
、
末
派
幾
百

の
徒
弟
を
教
養
す
る
学
校
は
、
授
業
停
止
の
不
幸
を
来
た
す
べ
し
。
是
れ

由
々
敷
大
事
変
に
し
て
、
三
千
六
百
の
末
派
寺
院
に
対
す
る
當
局
者
の
不
都

合
は
、
言
語
の
及
び
限
り
に
あ
り
ま
せ
ぬ
。
兎
に
角
以
上
知
友
の
言
は
、
其

真
否
、
将
た
適
否
は
素
よ
り
不
明
な
る
も
、
学
問
と
云
ひ
位
置
と
云
ひ
、
卓

越
せ
る
知
友
の
言
で
す
か
ら
、
信
用
し
ま
し
た
。
兎
に
角
、
此
協
定
に
付
て

は
、
日
吉
師
に
依
頼
し
あ
る
こ
と
な
り
。
且
つ
は
同
師
の
こ
と
ゝ
て
、
私
共

が
協
定
の
参
万
円
以
内
て
ふ
こ
と
は
、
堅
く
守
り
呉
れ
ら
る
ゝ
も
の
と
思
ひ

居
る
も
、
其
結
果
の
報
告
が
無
い
も
の
で
す
か
ら
、
始
終
心
配
で
堪
へ
ま
せ

な
ん
だ
。
左
れ
ば
と
て
好
方
法
も
見
出
し
ま
せ
ん
か
ら
、
協
議
し
て
も
各
々

心
痛
の
み
で
し
た
。
依
て
一
先
づ
帰
国
致
し
た
も
の
ゝ
、
其
間
の
苦
辛
焦
慮

は
多
大
で
あ
り
ま
し
た
が
、
是
れ
は
個
人
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
故
に
、
此

の
処
で
は
申
し
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
聞
く
べ
く
望
む
人
あ
ら
ば
、
他
日
御
話

し
致
し
ま
す
。
斯
く
の
如
く
自
坊
に
て
も
、
寸
刻
も
忘
る
ゝ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
何
分
本
山
に
於
て
も
常
置
員
会
の
開
設
も
あ
り
、
且
つ
は
稲
葉
、

永
井
両
師
の
御
配
慮
も
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
或
は
好
結
果
を
得
る
な
ら
ん

と
、
自
ら
慰
し
て
居
り
ま
し
た
所
が
、
同
月
廿
日
、
本
所
よ
り
帰
任
せ
よ
と

の
急
電
に
接
し
ま
し
た
が
、
之
れ
は
多
分
常
置
員
会
に
関
す
る
要
件
と
思
ひ

ぬ
。
聞
け
ば
永
井
師
も
旧
盆
の
為
め
、
三
日
間
の
休
暇
あ
る
を
利
用
し
、
便

事
の
為
め
名
古
屋
へ
御
越
し
に
な
り
た
れ
ば
、
池
田
師
が
猊
下
へ
何
事
か
伏

奏
さ
れ
た
由
な
り
と
。
御
承
知
の
通
り
旧
盆
で
多
忙
の
折
で
す
か
ら
、
仮
令

公
用
の
為
に
も
せ
よ
、
他
出
す
る
こ
と
は
法
類
な
り
。
檀
徒
に
対
し
て
も
、

困
難
を
只
管
感
じ
ま
し
た
。
左
れ
ば
と
て
、
本
所
内
の
異
変
を
未
発
に
も
係

ら
ず
、
広
く
告
げ
る
訳
に
も
参
ら
ず
、
兎
に
角
、
旧
十
五
日
施
餓
鬼
に
は
是

非
帰
る
と
言
つ
て
、
登
山
致
し
ま
し
た
。
帰
山
の
上
聞
け
ば
、
畏
く
も
管
長

猊
下
は
、
御
宸
襟
を
悩
ま
さ
れ
、
御
帰
山
相
成
り
、
常
置
委
員
会
よ
り
は
、

学
校
敷
地
担
保
と
し
た
等
の
不
正
行
為
あ
り
と
の
理
由
の
下
に
、
現
當
局
者

は
不
信
任
な
り
と
、
弾
劾
的
に
上
奏
が
あ
り
し
由
。
是
れ
素
よ
り
御
尤
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
尚
前
田
師
か
ら
猊
下
へ
、
覚
書
を
以
て
伏
奏
さ
れ
た
と
も

聞
き
ぬ
。
丁
度
廿
二
日
に
御
前
会
議
が
あ
る
か
ら
出
頭
せ
よ
、
と
の
こ
と
で

通
知
を
得
ま
し
た
故
に
、
小
方
丈
へ
出
頭
し
ま
し
た
所
、
前
田
、
釈
、
池

田
、
永
井
、
及
私
の
五
人
で
あ
り
ま
し
て
、
前
田
師
の
言
ば
に
は
、
昨
日
已

に
進
退
伺
を
提
出
せ
し
か
ば
、
列
席
資
格
は
な
き
も
、
重
大
事
件
な
る
ま
ゝ

に
参
れ
り
と
。
猊
下
の
御
言
葉
に
依
れ
ば
、
前
田
議
事
、
釈
執
事
か
ら
、
銀

行
協
定
の
請
求
書
が
出
て
居
る
か
ら
、
今
役
員
会
を
開
く
云
々
。
抑
も
此
役

員
会
な
る
も
の
が
、
開
設
せ
ら
る
ゝ
理
由
に
遡
て
申
し
ま
す
れ
ば
、
私
が
自

坊
に
帰
錫
中
の
こ
と
で
（
十
六
日
頃
）、
池
田
、
日
吉
の
両
師
は
大
橋
を
伴

ひ
、
名
古
屋
で
管
長
猊
下
へ
相
見
を
請
は
れ
た
所
、
御
病
気
の
故
を
以
て
、

御
許
容
は
な
か
つ
た
様
子
故
に
、
大
橋
は
書
面
に
て
何
か
請
求
す
る
所
あ
り

し
と
依
て
、
猊
下
は
諸
事
御
承
知
な
き
も
の
と
し
て
、
其
返
事
は
議
執
事
に

御
一
任
あ
り
し
由
。
茲
に
於
て
二
師
は
、
大
橋
に
答
ふ
ら
く
、
何
れ
職
員
会

の
必
要
あ
る
を
以
て
當
地
に
召
集
す
べ
し
、
然
れ
ど
も
、
是
れ
一
朝
一
夕
に

其
手
続
も
成
し
難
け
れ
ば
、
暫
時
待
て
よ
、
尤
も
開
会
の
期
日
は
廿
五
廿
六



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

106

149

日
と
す
べ
け
れ
ば
、
其
結
果
後
に
せ
よ
と
の
こ
と
な
り
し
様
子
な
れ
ば
、
大

橋
は
、
廿
七
日
迄
に
是
非
返
済
せ
よ
と
言
ひ
て
帰
宅
し
た
る
由
。
所
が
猊
下

は
、
池
田
師
の
伏
奏
よ
り
、
御
病
気
を
も
御
厭
ひ
あ
ら
せ
ら
れ
ず
、
御
帰
山

上
京
あ
り
し
を
以
て
、
先
き
の
廿
五
、
六
を
繰
上
げ
て
此
の
二
十
二
日
に
せ

し
も
の
な
ら
ん
。
私
は
春
光
院
に
於
て
、
参
万
円
で
協
定
の
こ
と
を
日
吉
師

に
依
頼
し
ま
し
た
が
、
同
師
よ
り
其
結
果
に
付
報
告
が
あ
り
ま
し
た
か
、
と

池
田
師
に
詰
り
ま
し
た
所
、
同
師
は
言
を
左
右
に
托
し
、
曖
昧
な
る
返
事
の

み
で
頓
と
不
得
要
領
で
し
た
が
、
兎
角
其
報
告
を
聞
か
ね
ば
、
自
然
賛
否
の

程
も
分
ら
ぬ
と
述
ぶ
る
所
あ
り
ま
し
た
。
前
田
師
曰
く
、
参
万
円
以
内
に
て

は
、
彼
れ
銀
行
に
於
て
到
底
協
定
を
容
れ
ず
、
必
ず
債
務
全
体
を
要
す

云
々
。
茲
に
於
て
か
、
私
は
賛
否
の
要
な
き
も
の
と
認
め
沈
黙
し
て
居
り
、

池
田
師
は
何
か
の
為
め
忿
慢
あ
り
し
も
、
前
田
師
は
之
に
対
し
て
何
等
の
弁

明
も
致
さ
れ
ず
。
殆
ど
達
磨
然
と
し
て
、
各
々
黙
座
し
て
居
り
ま
し
た
。
此

く
の
始
末
で
す
か
ら
、
前
田
師
は
三
十
分
を
期
し
て
、
各
自
に
意
見
書
を
提

出
し
、
猊
下
の
決
裁
を
仰
ぐ
よ
り
仕
方
な
し
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
其
意
見
書

の
方
針
と
し
て
は
左
の
如
し
。

　

▲
一
、
協
定
に
対
す
る
賛
否
。
▲
二
、
常
置
委
員
会
開
会
に
対
す
る
も

の
。
▲
三
、
確
と
覚
へ
居
ら
ず
、
尚
又
前
田
師
よ
り
、
猊
下
へ
上
申
さ
れ
た

と
か
の
書
面
の
内
容
を
聞
け
ば
、
常
置
委
員
会
が
、
金
庫
検
閲
を
主
張
す
る

由
な
る
も
、
元
来
金
庫
検
閲
な
る
こ
と
は
、
本
所
の
好
意
に
依
る
の
み
に

て
、
慣
例
に
過
ぎ
ず
、
敢
て
彼
れ
よ
り
請
求
す
る
権
能
な
き
も
の
と
す
。
依

て
御
説
諭
下
さ
れ
た
し
云
々
、
何
た
る
暴
言
で
し
よ
う
。
私
は
此
の
金
庫
検

閲
の
慣
例
に
就
き
、
成
る
程
慣
例
に
し
て
綱
目
に
明
文
は
な
き
も
、
其
例
を

挙
げ
て
見
ま
し
や
う
。
去
ぬ
る
廿
七
年
四
月
、
議
会
開
設
の
節
、
常
置
員
に

推
挙
さ
れ
ま
し
て
（
三
玉
戸
崎
と
共
に
）、
先
例
に
基
き
、
金
庫
検
閲
を
為

し
、
公
債
の
番
号
を
書
き
留
め
て
、
常
置
員
会
の
文
庫
に
入
れ
置
ま
し
た
。

其
後
金
庫
の
公
債
有
無
に
付
、
種
々
悪
評
を
聞
き
ま
し
た
。
丁
度
九
月
、
常

置
委
員
臨
時
会
を
開
き
、
四
月
本
派
議
会
に
て
議
決
せ
し
綱
目
は
、
内
務
省

が
其
侭
許
可
せ
ぬ
所
で
、
其
改
正
の
必
要
に
迫
り
た
る
を
以
て
本
会
に
承
認

を
求
め
た
る
も
、
苟
く
も
議
会
の
協
賛
せ
し
も
の
を
、
変
更
す
る
こ
と
を
承

認
す
る
こ
と
は
出
来
ず
。
必
ず
臨
時
議
会
を
開
設
し
て
、
協
賛
を
請
へ
と
迫

り
、
其
結
果
九
月
廿
日
、
及
廿
一
日
の
両
日
、
新
立
に
於
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
さ
て
其
際
、
曽
て
耳
に
せ
し
公
債
の
悪
評
に
付
心
配
の
結
果
、
金
庫
検

閲
を
速
急
に
迫
れ
ば
、
可
な
る
べ
し
と
な
し
、
請
求
の
理
由
は
、
去
る
四
月

検
閲
の
際
、
公
債
番
号
を
書
留
め
文
庫
に
入
れ
置
き
し
も
、
果
し
て
両
師
符

合
し
居
る
や
否
や
を
確
め
ざ
り
き
、
依
て
今
改
て
調
べ
度
し
云
々
。
本
所
の

回
答
に
は
、
一
時
間
後
云
々
に
て
、
乃
ち
出
頭
し
ま
し
た
。
私
共
検
閲
の
最

初
と
す
。
爾
来
開
会
毎
に
も
矢
張
、
検
閲
を
為
せ
し
な
ら
ん
故
に
、
先
づ
此

金
庫
検
閲
て
ふ
こ
と
は
、
慣
例
に
は
相
違
な
き
も
、
十
年
来
の
こ
と
で
し

た
。
却
説
私
共
は
本
所
へ
帰
り
ま
し
て
、
色
々
考
へ
ま
し
た
が
、
已
に
参
万

円
以
内
に
て
協
定
は
出
来
ぬ
と
、
前
田
師
の
御
説
で
し
た
か
ら
、
最
早
意
見

書
提
出
の
必
要
な
き
も
の
と
認
め
て
、
提
出
は
致
し
ま
せ
な
ん
だ
。
池
田
、

前
田
、
釈
の
三
師
は
、
協
定
の
必
要
を
説
か
れ
し
な
ら
ん
。
さ
て
御
決
裁
を

仰
ぐ
に
は
、
何
分
時
間
も
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
黄
昏
解
散
致
し
ま
し
た
。

釈
師
の
所
言
に
依
れ
ば
、
廿
七
日
限
り
返
金
せ
ざ
れ
ば
、
強
制
執
行
を
受
く

る
場
合
な
り
。
左
れ
ば
と
て
、
協
定
に
同
意
せ
ん
か
、
大
谷
派
の
覆
轍
を
如
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何
せ
ん
。
依
て
断
然
決
す
る
所
あ
り
。
遂
に
謝
絶
せ
り
。
要
す
る
に
妙
心
寺

な
る
、
法
人
代
理
た
る
私
共
職
員
と
、
彼
れ
銀
行
と
約
束
し
置
か
ん
か
。
他

日
如
何
に
、
本
派
議
会
若
く
は
、
常
置
委
員
会
よ
り
彼
れ
是
れ
言
ひ
出
し
て

も
、
法
律
上
毛
頭
動
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
で
す
か
ら
、
斯
く
し
て
は
、

本
派
将
来
の
一
大
事
ゆ
へ
、
先
づ
協
定
に
同
意
す
る
も
、
議
会
及
常
置
員
会

等
の
承
認
を
経
る
始
末
な
ら
ば
可
な
る
が
、
其
運
び
も
な
い
で
、
秋
共
職
員

の
み
に
左
様
迫
ら
れ
て
も
、
到
底
同
意
は
出
来
な
き
旨
、
決
答
し
た
り
。
新

聞
紙
上
な
ど
に
は
往
々
、
私
共
が
前
田
、
釈
両
師
に
対
し
故
意
味
あ
つ
て
と

か
、
所
謂
党
派
上
の
勢
力
範
囲
拡
張
と
か
で
、
此
の
不
同
意
を
為
し
た
る
様

に
出
て
居
た
様
子
で
あ
り
ま
す
が
、
寧
ろ
遺
憾
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
只
私
共
の

眼
中
に
は
本
派
に
於
る
、
既
往
六
百
年
来
の
麗
は
し
き
歴
史
に
、
汚
点
を
印

せ
な
い
様
、
又
は
将
来
百
千
年
の
大
計
に
考
し
た
る
も
の
に
し
て
、
要
す
る

に
本
派
の
自
衛
て
ふ
こ
と
が
眼
目
で
あ
り
ま
す
。
満
場
の
諸
員
、
妙
心
寺
の

財
産
と
し
て
何
が
あ
る
で
し
よ
ー
。
成
る
程
、
天
空
を
暦
す
法
堂
は
あ
り
ま

す
。
巍
然
雲
間
に
聳
ふ
る
山
門
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
之
れ
を
財
産
と
し

て
見
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
封
建
時
代
な
ら
ば
兎
に
角
、
今
日
の
妙

心
寺
は
憲
法
制
度
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
つ
ま
り
妙
心
寺
は
、
三
千
八
百
ケ
寺

の
総
称
に
過
ぎ
ま
せ
ぬ
。
例
挙
せ
ん
か
、
彼
の
合
名
と
か
合
資
と
か
の
会
社

に
し
て
も
、
万
一
其
頭
取
に
し
て
失
敗
せ
ん
か
、
其
損
失
は
、
必
竟
株
主
の

損
失
で
あ
り
ま
す
。
然
し
有
限
無
限
の
二
種
が
あ
り
ま
し
て
、
其
損
失
に
対

す
る
責
任
程
度
が
あ
り
ま
す
。
左
れ
ど
本
派
の
組
織
上
、
末
派
三
千
八
百
ケ

寺
は
債
務
、
若
し
く
は
損
失
の
全
体
に
対
し
て
、
無
限
の
責
任
を
負
は
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
斯
か
る
事
態
に
な
り
終
り
な
ば
、
最
早
私
共
が
、
如
何
程
苦

辛
経
営
し
、
或
は
生
命
を
賭
し
た
所
で
、
全
然
諸
員
を
し
て
責
任
を
避
け
し

む
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
、
或
は
中
傷
的
記
事
あ
る
新
紙
に
迷
惑
を
感

じ
、
或
は
野
心
あ
る
も
の
ゝ
如
く
諷
刺
さ
る
ゝ
に
も
拘
ら
ず
、
協
定
不
同
意

を
主
張
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私
は
永
年
師
事
し
て
居
り
ま
し
た
韜

谷
禅
師
の
箴
言
に
、
討
論
は
仇
敵
の
如
く
せ
よ
、
親
し
み
は
父
子
の
如
く
せ

よ
、
と
前
田
師
の
如
き
永
年
眷
顧
を
得
た
る
人
、
釈
師
の
如
き
も
深
厚
な
る

交
際
あ
る
人
な
る
を
以
て
、「
親
み
」
の
点
に
於
て
は
充
分
の
誠
実
を
表
し

て
居
り
ま
す
が
、
如
何
せ
ん
、
公
私
混
交
は
最
も
忌
む
べ
き
事
ゆ
へ
、
職
務

上
の
公
事
に
重
き
を
置
き
、
仇
敵
に
対
す
る
如
く
し
て
、
協
定
に
不
同
意
を

致
し
ま
し
た
。
何
卒
此
辺
は
深
く
御
諒
察
を
希
望
致
し
ま
す
。
然
る
に
今
に

至
て
も
、
協
定
有
利
説
を
夢
み
つ
ゝ
あ
る
人
あ
る
様
に
聞
き
ま
す
が
、
是
れ

或
は
実
際
の
利
害
計
算
に
暗
き
人
か
、
若
し
く
は
末
派
数
千
の
困
苦
に
顧
み

な
く
、
此
の
末
派
を
思
は
ざ
る
も
の
ゝ
類
と
思
ひ
ま
す
。
以
上
は
廿
二
日
迄

の
経
過
で
あ
り
ま
す
が
、
廿
四
日
の
こ
と
も
已
に
正
法
輪
に
も
報
じ
置
き
た

り
。
尚
常
置
委
員
報
告
に
依
て
、
御
承
知
と
察
し
ま
す
か
ら
、
略
し
ま
す
。

二
十
五
日
後
の
事
は
、
こ
れ
か
ら
二
途
に
別
ち
ま
し
て
説
明
致
し
ま
す
。
前

会
計
部
長
が
出
勤
停
止
を
受
け
ま
し
て
か
ら
、
其
後
任
を
不
肖
に
御
任
命
が

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
到
底
堪
へ
得
べ
き
腕
力
も
な
く
、
且
つ
は
嫌
忌
し

て
も
居
り
ま
す
か
ら
、
重
々
辞
退
致
し
、
廿
四
日
の
午
前
十
一
時
頃
、
重
要

な
る
帳
簿
を
受
取
り
引
続
き
ま
し
た
所
が
、
翌
廿
五
日
に
到
り
、
学
林
か
ら

金
を
請
求
し
来
ま
し
た
。
何
分
、
前
会
計
部
長
よ
り
、
金
は
一
文
だ
も
引
続

が
な
い
の
で
す
か
ら
、
支
払
停
止
の
外
策
な
し
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
御
承
知

の
通
学
林
は
、
職
員
の
全
体
が
僧
侶
で
な
く
、
俗
人
が
多
い
で
す
か
ら
、
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堂
々
た
る
本
派
の
面
目
上
、
其
人
々
に
月
給
を
猶
予
し
て
呉
れ
と
も
言
へ
ま

せ
ぬ
。
又
閉
校
す
る
て
ふ
こ
と
も
、
幾
百
の
学
生
に
対
し
て
忍
び
ら
れ
ま
せ

ぬ
な
り
。
且
つ
は
政
府
へ
の
手
続
も
些
々
た
る
私
設
と
は
違
ひ
、
非
常
に
出

来
難
い
で
あ
り
ま
す
。
依
て
其
金
策
に
付
、
臨
時
会
計
用
度
員
に
相
談
し
ま

し
た
所
、
何
分
一
時
の
借
入
で
以
て
支
弁
し
置
く
も
、
果
し
て
議
会
が
承
認

す
る
や
否
や
が
未
定
な
る
ま
ゝ
、
出
来
ま
せ
ぬ
と
の
事
で
し
た
。
先
づ
猊
下

を
初
め
奉
り
、
用
度
員
三
名
、
私
共
四
名
が
頭
を
集
め
て
協
議
は
せ
し
も

の
ゝ
、
頓
と
好
方
法
を
発
見
し
ま
せ
ん
。
左
れ
ば
余
剰
金
利
用
に
思
ひ
付

き
、
取
調
べ
ま
し
た
が
、
颯
張
り
帳
簿
が
不
整
理
で
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
此

の
如
き
始
末
で
、
焦
眉
の
急
を
救
ふ
べ
き
手
段
も
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
兎
に

角
金
壱
千
円
を
借
入
れ
て
、
八
月
の
支
払
は
済
し
ま
し
た
。
さ
て
此
借
入
れ

に
就
て
も
、
実
に
困
難
を
感
じ
ま
し
た
。
如
何
程
此
京
都
で
奔
走
し
ま
し
て

も
、
妙
心
寺
の
名
義
で
は
、
誰
れ
人
も
貸
し
て
呉
れ
ま
せ
ぬ
。
嗚
呼
、
六
百

年
来
光
輝
あ
る
歴
史
を
以
て
栄
へ
つ
ゝ
あ
る
此
の
本
山
が
、
斯
か
る
悲
境
を

見
ね
ば
な
ら
ぬ
迄
、
出
来
得
る
限
り
借
り
尽
し
た
と
は
、
実
に
遺
憾
千
万
で

あ
り
ま
し
た
。
抑
も
此
責
任
を
受
く
べ
き
者
は
誰
で
し
よ
う
。
此
不
始
末
を

醸
し
た
る
も
の
は
、
何
人
で
あ
る
か
。
今
は
唯
、
血
涙
を
呑
む
の
外
あ
り
ま

せ
ん
。
九
月
三
日
、
前
会
計
部
長
よ
り
受
け
継
ぎ
ま
し
た
の
に
、
住
友
銀
行

よ
り
引
出
し
た
と
か
の
金
六
拾
壱
円
弐
拾
壱
銭
の
み
で
、
金
庫
内
、
四
十

九
、
京
都
両
銀
行
の
當
座
預
け
證
書
が
あ
る
と
云
ふ
事
を
聞
き
、
甚
だ
喜
び

ま
し
た
が
、
実
地
調
べ
て
見
れ
ば
、
一
方
で
以
て
小
切
手
で
引
出
し
済
の
蝉

の
ぬ
け
空
と
は
、
実
に
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。
此
の
如
き
始
末
で
あ
り
升
か

ら
、
恥
辱
を
も
忍
び
無
念
の
涙
を
も
呑
み
、
終
に
用
達
商
に
談
し
ま
し
た
。

此
度
の
事
態
た
る
や
、
六
百
年
来
未
曽
有
の
異
変
に
し
て
、
悲
惨
の
状
言
語

に
絶
す
る
次
第
で
、
一
文
の
金
で
も
借
入
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
今
日
ゆ

へ
、
議
会
召
集
の
上
、
名
誉
回
復
の
端
緒
を
得
た
ら
ば
、
返
済
す
べ
け
れ

ば
、
各
々
従
来
の
恩
顧
に
報
ゆ
る
為
め
、
応
分
の
心
配
を
為
し
呉
れ
よ
と
、

一
小
寺
院
の
住
職
と
し
て
さ
へ
忍
び
ざ
る
こ
と
を
告
て
、
以
て
運
動
し
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
一
応
帰
宅
の
上
、
各
々
相
談
し
た
し
と
の
請
ひ
で
、
翌
日
に

到
り
左
の
回
答
を
得
ま
し
た
か
ら
、
一
応
朗
読
し
ま
す
。「
謹
啓
、
前
文
大

略
御
高
免
被
成
下
度
候
。
陳
者
去
る
廿
九
日
、
御
猶
予
御
願
ひ
申
上
置
候
通

り
、
実
は
昨
夜
集
会
仕
り
候
処
、
欠
席
な
く
一
同
出
席
仕
り
、
種
々
相
談
仕

何
と
か
致
し
、
常
々
の
御
厚
恩
に
報
ゆ
る
為
め
と
存
じ
候
へ
共
、
何
分
御
案

内
の
商
況
に
て
如
何
と
も
致
し
兼
ね
、
誠
に
御
断
り
申
上
様
無
御
座
、
御
高

恩
の
万
分
の
一
に
報
ゆ
る
こ
と
出
来
不
申
、
実
に
残
念
の
至
り
に
奉
存
候
へ

共
、
右
様
の
次
第
、
不
悪
御
高
察
の
程
奉
願
上
候
。
先
づ
御
断
り
旁
御
答
進

迄
」

右
之
通
り
、
用
達
商
は
、
従
来
本
山
の
恩
顧
を
受
け
、
自
然
末
派
寺
院
の
眷

顧
に
依
り
、
利
益
に
沐
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
此
く
ま
で
見

離
さ
れ
た
と
は
、
本
派
の
不
信
が
如
何
に
甚
し
き
や
を
、
推
す
る
に
足
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
然
し
て
九
月
に
至
り
、
新
聞
紙
上
の
記
事
よ
り
原
因
せ

し
も
の
か
、
前
堂
職
願
ひ
来
り
し
に
、
其
納
金
の
返
送
を
請
求
し
来
り
ぬ
。

是
れ
実
に
滑
稽
と
云
ざ
る
を
得
な
い
で
す
が
、
先
づ
此
の
如
く
の
通
り
で
、

金
の
収
入
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
て
前
申
す
通
り
、
京
都
に
て
金
の

借
り
様
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
ひ
本
派
内
に
て
、
有
数
の
富
有
寺
院
た
る
遠
州

の
安
寧
寺
住
職
が
、
今
回
の
事
態
に
付
心
痛
を
為
さ
れ
、
種
々
御
配
慮
の
為



─ 　  ─

「
正
法
輪
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
（
下
）

109

146

め
、
御
登
山
中
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
好
機
を
喜
び
、
金
策
に
付
相
談
せ
し

所
、
惨
憺
た
る
此
の
悲
境
を
賢
察
せ
ら
れ
、
六
百
円
借
入
れ
方
に
、
周
旋
の

栄
を
得
て
、
一
時
の
支
払
を
終
り
ま
し
た
次
第
で
、
実
に
今
議
会
の
経
費
さ

へ
工
面
中
で
す
か
ら
、
或
は
失
礼
な
が
ら
、
諸
員
の
日
當
、
旅
費
さ
へ
、
御

手
渡
し
為
し
得
る
や
否
や
の
心
配
最
中
の
様
な
塩
梅
で
あ
り
ま
す
。
又
猊
下

の
御
諮
詢
に
奉
答
の
為
め
、
御
登
山
下
さ
れ
、
既
往
六
百
年
以
来
の
歴
史

や
、
今
後
千
万
年
の
進
捗
に
付
き
御
配
慮
の
上
、
今
回
の
事
態
に
御
熱
心
下

さ
る
ゝ
顧
問
へ
さ
へ
、
一
厘
端
毛
も
御
渡
し
て
あ
り
ま
せ
ん
様
な
、
悲
惨
な

御
話
を
為
す
の
止
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
り
ま
す
。
実
に
前
申
す
通
り
、
引

継
き
の
節
帳
簿
の
外
に
受
取
り
ま
し
た
金
額
と
し
て
は
、
僅
か
に
六
十
一
円

幾
銭
と
金
庫
に
在
る
、
四
十
九
、
京
都
両
銀
行
に
係
る
拾
円
證
券
、
各
一
枚

の
み
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
苦
慮
焦
心
の
有
様
は
、
言
語
以
外
で
あ
り
ま

す
。

十
月
七
日
、
午
前
十
時
四
十
分
開
会
。
出
席
議
員
二
十
七
員
。

議
長
、
二
番
議
員
は
事
故
あ
り
。
二
十
四
番
議
員
は
調
査
会
に
付
、
各
々
欠

席
せ
ら
れ
ま
し
た
。
尚
調
査
会
よ
り
差
出
の
議
案
配
付
致
し
ま
す
。

第
五
番
、
先
刻
番
外
一
番
さ
ん
の
報
告
中
、
今
妙
心
寺
は
社
会
の
信
用
を
失

し
、
木
宮
の
名
義
な
ら
ば
知
ら
ず
、
妙
心
寺
と
し
て
は
壱
円
も
貸
与
す
る
も

の
が
無
い
と
の
説
は
、
少
し
く
妄
に
過
ぐ
る
の
嫌
ひ
な
し
と
せ
ず
。
本
議
会

は
真
聖
且
つ
、
管
長
猊
下
の
御
親
臨
も
あ
る
事
な
れ
ば
、
斯
の
如
き
言
は
、

御
注
意
あ
つ
て
然
る
べ
し
と
考
へ
ま
す
。

番
外
一
番
、
只
今
五
番
議
員
さ
ん
の
御
注
告
に
依
り
ま
し
て
考
へ
ま
し
た
。

先
刻
報
告
中
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
、
斯
る
言
を
成
し
ま
し
た
は
過
り
で

す
。
此
れ
は
取
り
消
し
を
願
ひ
ま
す
。
付
き
ま
し
て
は
、
十
四
日
以
後
に
於

て
一
方
を
報
告
し
ま
す
に
付
て
は
、
協
定
案
云
々
に
付
て
、
八
月
八
日
に
於

て
、
前
田
議
事
よ
り
協
定
し
て
財
政
整
理
を
し
て
後
、
常
置
員
会
を
開
き
た

い
と
の
意
見
で
あ
つ
た
が
、
私
等
正
反
対
で
あ
り
ま
し
た
。
其
以
前
、
前
田

師
が
弥
々
免
職
と
な
り
ま
し
て
か
ら
、
其
机
を
取
調
べ
て
見
ま
し
た
が
、
此

様
な
書
類
が
出
て
来
ま
し
た
と
朗
読
す
。
私
が
推
察
し
ま
す
に
は
、
所
謂
郵

便
会
な
る
も
の
を
開
く
の
目
的
で
あ
つ
た
ろ
う
。
夫
れ
は
管
長
議
事
執
事
調

印
す
れ
ば
出
来
ま
す
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
今
一
方
、
廿
五
日
に
常
置
員
会
を

開
き
、
臨
時
財
務
調
査
委
員
を
設
け
る
二
日
夜
、
苦
辛
し
て
取
調
べ
ま
し
た

其
結
果
に
於
て
、
妙
心
寺
の
借
り
入
れ
の
借
財
は
、
管
長
猊
下
の
御
承
知
の

も
の
も
あ
り
、
我
々
の
知
ら
ぬ
も
の
も
あ
り
、
段
々
順
序
を
調
べ
た
る
結

果
、
ど
う
も
此
侭
捨
て
ゝ
は
置
か
れ
ぬ
。
此
責
任
は
妙
心
寺
住
職
の
責
任
で

あ
る
か
ら
、
容
易
に
此
侭
捨
て
ゝ
は
置
か
れ
ぬ
。
其
手
続
き
を
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
処
か
ら
、
我
々
も
調
査
を
し
ま
し
た
が
、
中
々
い
か
ぬ
か
ら
、
此
様
な
調

査
し
た
上
は
、
世
間
に
も
知
れ
る
事
だ
か
ら
、
既
に
新
聞
紙
に
出
て
居
る
こ

と
な
り
。
如
何
に
之
を
隠
さ
ん
と
し
て
も
だ
め
で
あ
る
。
斯
く
公
に
な
つ
た

上
は
、
其
筋
に
於
て
も
捨
て
ゝ
も
置
く
ま
い
。
警
察
よ
り
必
ず
取
調
べ
を
受

け
ね
ば
な
る
ま
い
か
ら
、
夫
れ
よ
り
手
続
き
を
す
る
方
が
好
か
ら
ん
と
。
乍

併
我
々
が
心
配
し
た
其
當
時
、
新
聞
が
詰
め
か
け
し
た
位
で
す
。
総
て
は
隠

す
様
に
し
て
居
ま
し
た
が
、
何
処
よ
り
聞
き
出
し
ま
し
た
か
、
事
実
に
近
い

様
な
事
も
書
き
ま
し
た
。
是
れ
で
は
な
ら
ぬ
か
ら
、
管
長
猊
下
に
伺
ひ
ま
し

て
、
本
所
職
員
規
定
に
随
ひ
、
諸
員
相
談
の
上
、
告
訴
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
社
会
に
曝
露
し
た
以
上
は
、
止
を
得
ぬ
事
で
あ
る
が
、
是
れ
は
私
の
恨
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み
で
も
な
く
、
只
職
務
上
に
於
て
止
む
こ
と
を
得
ん
の
で
あ
る
か
ら
、
悪
か

ら
ず
御
推
察
を
願
ひ
た
い
。
其
筋
よ
り
は
、
果
し
て
事
実
と
し
て
、
管
長
猊

下
を
始
め
、
池
田
、
前
田
、
釈
等
を
取
調
べ
を
受
け
ら
れ
た
が
、
今
日
迄
関

係
者
は
皆
取
調
べ
を
受
け
ま
し
た
が
、
其
詳
細
は
申
上
度
も
、
予
審
中
に
属

す
れ
ば
、
申
上
か
ね
ま
す
。
此
処
ま
で
此
様
に
な
つ
て
来
ま
し
た
以
上
は
、

ど
う
も
我
等
も
之
を
隠
す
こ
と
も
出
来
ま
せ
ぬ
か
ら
、
終
に
告
訴
す
る
の
止

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
悪
か
ら
ず
御
推
察
を
願
ひ
ま
す
。
付
て
は
実
に
、

昨
日
来
申
上
る
通
り
、
失
態
と
云
ふ
事
は
随
分
あ
る
事
な
れ
ば
、
其
責
め
は

覚
悟
し
て
居
り
ま
す
。
既
に
常
置
員
が
弾
劾
奏
上
ま
で
出
さ
れ
た
と
云
ふ
こ

と
で
す
か
ら
、
其
責
は
甘
ん
じ
て
受
け
ま
す
か
ら
、
併
し
乍
ら
其
職
を
半
途

に
捨
つ
る
と
云
ふ
事
は
出
来
ま
せ
ぬ
処
で
、
願
ひ
下
と
云
ふ
事
は
出
来
得
る

事
と
出
来
ざ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
其
出
来
得
る
事
と
云
ふ
は
、
姦
通
罪
及

び
名
誉
を
傷
け
た
る
為
め
に
訴
へ
ら
れ
た
る
等
の
罪
位
の
事
で
、
他
は
是
を

願
下
げ
す
る
事
能
は
ず
。
既
に
我
等
共
が
聞
か
ぬ
こ
と
迄
、
予
審
廷
及
検
事

局
に
は
知
つ
て
を
る
と
云
ふ
有
様
。
只
此
上
は
本
派
の
為
と
思
ふ
て
成
し
た

る
こ
と
に
し
て
、
敢
て
自
己
の
怨
恨
を
以
て
し
た
る
こ
と
に
非
ず
。
本
派
の

自
衛
を
以
て
為
し
た
る
事
な
れ
ば
、
宜
敷
願
ひ
ま
す
。
其
他
種
々
苦
心
致
し

ま
し
た
。

第
廿
五
番
、
昨
日
報
告
中
、
大
橋
よ
り
五
万
円
借
り
入
れ
る
に
付
て
、
木

宮
、
永
井
の
調
印
が
入
る
に
付
て
、
約
定
書
が
入
用
し
た
と
か
、
又
、
日

吉
、
青
山
等
の
名
義
の
吉
田
山
は
、
弐
万
円
の
価
あ
る
こ
と
ゝ
承
り
ま
し
た

が
、
其
位
の
価
は
確
か
に
あ
る
も
の
な
り
や
。
そ
こ
で
此
證
書
文
は
晴
記
せ

ら
れ
ま
せ
ぬ
か
ら
、
宜
敷
願
ひ
た
い
で
す
。
賛
成
々
々
。

番
外
一
番
、
夫
れ
は
別
段
差
支
へ
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
管
長
猊
下
の
許
可
を

得
ま
せ
ぬ
と
い
け
ま
せ
ぬ
。

第
八
番
、
先
刻
、
番
外
一
番
さ
ん
の
報
告
中
の
出
訴
の
手
続
は
、
外
よ
り
出

し
た
る
も
の
な
り
や
。
又
内
よ
り
出
た
る
も
の
な
り
や
。

番
外
一
番
、
夫
れ
は
既
に
社
会
に
曝
露
し
た
る
事
な
れ
ば
、
止
を
得
ず
内
よ

り
致
し
ま
し
た
。

第
八
番
、
又
村
田
師
来
て
、
弐
万
円
云
々
と
あ
る
が
、
種
々
話
し
の
結
果
、

五
万
円
と
な
り
し
と
は
如
何
。

又
七
番
が
、
前
議
会
に
質
問
せ
ら
れ
ま
し
た
時
、
そ
ん
な
事
は
無
い
と
の
本

所
の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
は
如
何
な
る
故
な
る
や
。

第
七
番
、
只
今
青
山
さ
ん
の
説
に
は
、
少
々
相
違
の
処
が
あ
り
ま
す
か
ら
申

上
ま
す
。
且
て
私
が
昨
年
、
教
務
本
所
に
質
問
書
を
呈
し
ま
し
た
其
節
、
教

務
本
所
何
等
の
返
事
も
な
く
、
又
議
会
で
の
質
問
も
、
有
耶
無
耶
の
中
に
埋

没
せ
ら
れ
ま
し
て
、
実
に
此
事
に
付
て
は
不
得
要
領
で
し
た
が
、
既
に
予
算

中
に
あ
る
と
す
る
と
、
事
実
な
ら
ん
か
。
八
番
さ
ん
の
相
違
あ
り
し
故
、
一

寸
申
上
ま
し
た
。

番
外
一
番
、
是
に
付
き
ま
し
て
は
、
私
は
前
田
師
よ
り
承
り
ま
し
た
が
始
め

て
ゞ
、
其
他
は
一
寸
も
知
ら
ぬ
の
で
す
。

第
十
三
番
、
只
今
の
事
に
付
き
ま
し
て
、
質
し
置
き
度
の
で
す
。
今
年
議
会

に
於
て
、
小
林
前
管
長
云
々
あ
り
ま
し
た
が
、
其
時
分
の
事
が
承
り
た
い

が
、
其
當
時
、
本
所
職
員
は
耳
に
し
て
を
り
ま
し
た
か
。
又
は
社
会
も
知
て

居
ま
し
た
か
。

番
外
一
番
、
前
管
長
の
引
続
き
に
付
て
は
、
御
承
知
の
如
く
、
管
長
は
議
事
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が
補
弼
で
す
か
ら
、
前
田
議
事
が
如
何
な
る
事
を
し
た
か
知
り
ま
せ
ぬ
。
此

段
御
承
知
を
願
ひ
ま
す
。
我
々
が
大
橋
事
件
を
知
つ
た
の
は
、
昨
年
十
月
に

始
め
て
知
つ
た
の
で
、
公
債
云
々
は
、
七
月
廿
日
、
前
田
師
の
自
白
に
依

て
、
私
は
始
め
て
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
八
月
十
九
日
、
常
置
員
上
京
種
々

の
風
説
を
聞
か
れ
、
太
秦
に
行
て
登
記
写
を
取
ら
れ
ま
し
た
公
債
云
々
は
知

り
ま
せ
ぬ
。
弥
々
十
月
四
日
、
管
長
猊
下
よ
り
金
庫
検
閲
の
下
命
が
あ
り
ま

し
て
、
始
め
て
公
債
證
書
の
影
も
な
い
事
が
知
れ
ま
し
た
。

第
十
一
番
、
始
め
、
前
小
林
管
長
の
時
代
に
は
調
べ
が
な
か
つ
た
か
、
何
に

も
聞
き
ま
せ
ぬ
か
。

番
外
一
番
、
昨
年
十
月
、
其
事
を
聞
き
ま
し
た
が
、
夫
れ
は
前
田
と
前
管
長

と
の
話
し
で
、
私
は
知
り
ま
せ
ぬ
。
又
議
事
と
管
長
と
は
、
密
接
の
関
係
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
二
人
の
間
に
如
何
な
る
事
が
あ
る
か
知
り
ま
せ
ぬ
。
其
事

が
知
れ
て
か
ら
、
前
田
に
責
ま
る
と
前
田
が
云
く
、
夫
れ
は
何
に
も
心
配
せ

な
く
て
も
好
い
。
公
債
證
書
が
あ
る
で
は
無
い
か
、
と
云
は
れ
ま
し
た
か

ら
、
私
は
前
管
長
の
委
任
状
、
及
公
債
證
書
元
簿
を
取
り
調
る
に
も
、
前
管

長
は
既
に
御
遷
化
後
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

第
十
三
番
、
そ
う
し
ま
す
と
調
べ
な
し
と
の
事
で
す
な
。
然
ら
ば
前
管
長
金

銭
授
受
後
、
管
長
の
耳
に
入
つ
た
は
何
時
頃
な
る
か
。

番
外
一
番
、
十
月
八
日
、
村
田
寂
順
師
が
来
ら
れ
て
、
前
田
師
が
自
白
せ
ら

れ
た
の
で
、
猊
下
が
知
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
三
番
、
然
ら
ば
、
十
月
八
日
に
管
長
の
御
耳
に
達
し
た
が
、
前
管
長
金

銭
授
受
の
事
は
調
べ
な
か
つ
た
の
で
す
ね
。

第
外
一
番
、
調
べ
る
に
も
手
続
き
が
な
い
の
で
す
。

第
十
三
番
、
手
続
き
が
な
い
か
ら
調
べ
ら
れ
ぬ
と
は
、
本
員
は
不
服
な
り
。

其
時
何
と
か
し
て
調
べ
て
置
い
た
な
ら
ば
、
今
日
に
は
至
ら
ざ
り
し
も
の

を
。
又
調
べ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
事
は
無
か
ら
う
に
付
て
は
、
之
を
常
置
委
員
に

尋
ね
ず
。

第
十
一
番
、
前
管
長
小
林
師
、
金
銭
云
々
に
付
取
調
べ
る
に
付
て
は
、
中
々

苦
心
し
ま
し
た
が
、
よ
し
取
調
べ
る
に
付
て
も
、
借
財
は
返
却
は
出
来
ず
。

春
光
院
は
逃
げ
回
て
、
一
寸
も
居
ら
ぬ
と
云
ふ
有
様
で
す
。

第
十
三
番
、
然
ら
ば
、
常
置
員
会
は
之
れ
を
取
調
べ
る
事
を
せ
無
た
ん
で
す

ね
。

第
六
番
、
本
員
只
今
、
小
林
前
管
長
云
々
、
種
々
聞
き
ま
し
た
が
、
十
三
番

さ
ん
の
説
に
付
て
、
小
林
管
長
云
々
の
説
に
付
、
公
債
證
書
は
三
月
八
日
に

造
ら
れ
た
も
の
で
、
管
長
の
更
代
せ
ら
れ
る
時
は
、
其
名
義
を
書
き
換
へ
し

た
ら
、
其
公
債
原
簿
が
入
り
ま
す
だ
ろ
う
。

番
外
一
番
、
夫
れ
は
書
き
換
へ
ま
し
て
、
数
通
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。

第
廿
四
番
、
先
刻
十
三
番
議
員
さ
ん
が
、
常
置
員
会
に
質
問
が
あ
り
ま
し
た

が
、
其
弐
万
円
が
、
村
田
寂
順
師
が
来
ら
れ
て
五
万
円
に
成
て
居
る
事
は
、

已
に
常
置
員
は
承
認
し
て
居
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
如
何
な
る
事
か
知

ら
な
い
で
す
。

第
六
番
、
然
ら
ば
財
務
調
査
会
に
尋
ね
て
も
知
れ
ず
、
と
の
事
な
れ
ば
、
其

他
の
事
に
付
尋
ね
ま
す
。
告
訴
の
原
告
は
誰
な
る
や
。
公
債
の
と
ん
だ
の
は

何
程
な
る
や
。
又
住
友
銀
行
へ
入
れ
た
る
は
何
年
何
月
な
る
や
。

番
外
一
番
、
夫
れ
は
被
害
者
が
、
管
長
猊
下
で
あ
り
ま
す
が
、
御
承
知
の
通

り
、
猊
下
は
本
派
最
上
高
位
の
方
で
す
か
ら
、
其
部
下
な
る
者
の
原
告
な
る
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は
、
甚
だ
不
都
合
で
あ
る
か
ら
、
原
告
は
執
事
木
宮
恵
満
に
致
し
ま
し
た
。

又
告
訴
と
云
ふ
事
は
、
誰
で
も
出
来
る
の
で
す
。
又
公
債
は
、
何
日
出
た
か

と
の
御
尋
ね
で
す
が
、
夫
れ
は
前
田
師
か
ら
聞
た
が
始
め
て
、
私
は
知
り
ま

せ
ぬ
。
金
員
数
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
又
此
に
及
び
ま
せ
ぬ
が
、
其
當
時
私
等
は

取
調
る
権
利
が
な
い
の
で
す
。
綱
目
中
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
議
事
と
執
事

が
、
即
ち
会
計
主
任
執
事
計
り
で
取
調
べ
る
の
で
、
私
等
の
其
権
利
が
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

第
七
番
、
本
所
員
に
質
問
致
し
ま
す
。
彼
五
万
円
償
却
に
付
て
、
日
吉
、
青

山
が
来
た
と
か
、
其
日
、
青
山
、
日
吉
を
呼
べ
ど
も
来
ら
ず
と
か
、
実
に
之

れ
は
不
得
要
領
と
云
は
ざ
る
を
不
得
で
す
。
又
最
後
の
両
師
と
の
会
見
は
、

何
時
頃
な
り
や
。

番
外
一
番
、
最
後
は
八
月
四
日
で
す
。
電
報
打
て
も
来
ぬ
。
此
事
件
は
吉
田

山
一
件
が
履
行
し
な
い
か
ら
で
す
。
夫
れ
が
為
会
見
の
必
要
が
あ
る
の
で
。

第
七
番
、
最
後
の
会
見
に
於
て
、
両
氏
よ
り
何
等
の
意
見
も
な
く
、
貴
方
よ

り
何
の
責
め
る
こ
と
も
な
き
や
。

番
外
一
番
、
協
定
云
々
に
付
て
両
師
は
熱
心
で
し
た
。
又
大
橋
銀
行
ヘ
返
却

も
、
中
々
苦
心
せ
ら
れ
し
様
子
。

第
七
番
、
今
日
以
後
、
青
山
、
日
吉
に
向
て
責
む
る
こ
と
な
き
や
。

番
外
一
番
、
私
は
不
在
で
し
た
が
、
其
後
八
月
廿
七
八
日
頃
に
、
管
長
猊
下

よ
り
両
氏
に
向
て
打
電
し
ら
れ
ま
し
た
。
両
師
は
直
ち
に
出
で
来
ら
れ
た
。

管
長
の
意
見
で
は
、
早
く
吉
田
山
一
件
を
履
行
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
管
長
猊
下
よ
り
、
財
務
調
査
委
員
を
托
せ
ら
れ
ま
し
た
。
夫
れ

か
ら
其
委
員
よ
り
、
前
田
、
釈
等
に
責
ま
つ
て
、
終
に
両
氏
の
財
産
を
賃
貸

借
と
成
し
ま
し
た
。
又
前
田
師
の
弐
百
円
程
の
も
の
を
、
妙
心
寺
へ
売
り
渡

し
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
夫
れ
か
ら
春
光
院
で
す
。
春
光
の
財
産
は
、
檀
徒

が
不
服
を
云
ふ
て
い
け
ぬ
と
云
て
、
日
吉
師
は
其
侭
帰
ら
れ
ま
し
た
。
又
私

等
も
教
務
本
所
の
事
務
を
も
取
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
種
々
と
多
忙
の
為
め
、
日

吉
師
に
向
て
談
判
も
し
ま
せ
ぬ
。

第
七
番
、
賃
貸
借
、
拾
五
円
は
、
前
田
、
釈
師
等
の
も
の
な
り
や
。
又
両
氏

の
財
産
は
幾
程
あ
り
や
。

番
外
一
番
、
確
と
は
覚
え
ま
せ
ぬ
が
、
両
方
共
で
二
千
円
程
あ
り
ま
す
が
、

之
れ
を
賃
貸
と
し
て
十
五
円
つ
ゝ
取
る
事
に
成
て
い
ま
す
。

第
八
番
、
只
今
七
番
さ
ん
の
尋
ね
に
、
春
光
院
惣
代
云
々
に
付
て
は
、
本
所

員
が
知
ら
ぬ
と
云
ふ
事
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
又
其
名
義
が
妙
心
寺
な
る
や
、

前
管
長
な
る
や
、
現
管
長
な
る
や
、
妙
心
寺
の
債
務
な
る
や
。

番
外
一
番
、
無
論
妙
心
寺
の
債
務
で
す
。

第
六
番
、
昨
日
の
報
告
中
に
あ
る
日
吉
、
青
山
を
入
れ
て
云
々
、
又
日
吉
氏

の
吉
田
一
件
は
、
何
の
理
由
な
る
か
。

番
外
一
番
、
夫
れ
は
中
々
容
易
に
出
来
ぬ
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
吉
田
山

は
、
日
吉
全
識
な
る
者
の
名
義
に
し
た
者
は
、
皆
御
承
知
の
如
く
、
覚
王
殿

の
建
設
に
付
て
、
名
古
屋
と
京
都
と
非
常
の
競
争
を
致
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

名
古
屋
な
ど
は
、
敷
地
の
寄
附
主
が
あ
る
と
か
に
て
、
京
都
に
て
も
可
成

は
、
京
都
に
置
き
度
し
、
と
菩
提
会
が
内
容
に
買
て
置
て
、
寄
附
の
あ
り
し

有
様
に
す
る
に
付
て
、
下
手
な
者
の
名
義
に
す
る
時
は
、
他
日
取
ら
れ
て
し

も
て
も
い
け
ぬ
か
ら
、
日
吉
氏
の
如
き
財
産
家
な
れ
ば
、
寄
附
せ
し
と
云
ふ

て
も
人
も
怪
ま
ず
。
又
安
全
の
策
な
ら
ん
と
の
事
で
、
同
氏
の
名
義
に
し
ま
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し
た
。

第
六
番
、
日
吉
氏
へ
協
定
案
に
付
て
、
本
山
の
方
か
ら
委
員
と
し
て
居
た
と

か
。
そ
れ
は
何
時
解
き
ま
し
た
か
。

番
外
一
番
、
其
後
、
別
に
解
た
と
い
ふ
事
で
も
な
い
が
、
自
然
消
滅
す
る
こ

と
ゝ
思
ひ
ま
す
。

第
十
三
番
、
先
刻
の
報
告
中
、
管
長
猊
下
が
御
前
会
議
を
開
か
れ
た
と
か
。

其
中
に
憤
懣
し
た
と
か
如
何
な
る
事
や
。

番
外
一
番
、
先
刻
云
ひ
ま
し
た
通
り
、
管
長
猊
下
に
差
出
た
自
白
書
中
、
京

都
銀
行
、
及
四
十
九
銀
行
で
五
万
円
借
り
て
あ
る
其
證
書
に
は
、
管
長
猊
下

の
印
が
捺
て
あ
る
の
で
、
猊
下
は
池
田
氏
を
責
め
ら
れ
た
。
夫
れ
は
猊
下
が

御
病
気
中
、
印
を
池
田
議
事
に
托
し
て
置
か
れ
た
の
で
あ
る
処
へ
、
前
田
師

が
管
長
の
捺
印
を
し
て
呉
れ
と
云
は
れ
た
の
で
、
池
田
氏
は
管
長
が
御
承
知

の
な
い
も
の
は
、
捺
印
出
来
ぬ
と
云
は
れ
た
。
然
る
に
前
田
師
の
云
は
る
ゝ

に
は
、
已
に
管
長
猊
下
の
許
可
を
受
け
た
、
と
云
は
れ
た
か
ら
、
私
は
捺
印

し
ま
し
た
が
、
前
田
さ
ん
は
斯
の
様
に
し
て
も
、
私
を
瞞
着
し
ら
れ
る
か
、

と
非
常
に
憤
ら
れ
ま
し
た
が
、
前
田
師
は
其
時
黙
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
三
番
、
管
長
猊
下
御
病
気
中
は
、
池
田
議
事
に
印
章
が
預
け
て
あ
り
ま

し
た
か
。

第
三
番
、
前
田
自
白
の
中
に
、
森
田
某
よ
り
取
次
の
借
財
五
万
円
、
前
管
長

に
承
諾
を
得
た
る
も
の
な
り
や
。
又
現
管
長
の
承
諾
を
得
た
る
も
の
な
り

や
。

其
他
質
問
の
声
あ
り
し
も
正
午
と
な
り
、
議
長
休
会
を
命
ず
。

妙
心
寺
事
件
〔
明
治
38
年
１
月
12
日　

第
二
一
〇
号
〕

前
田
氏
等
の
予
審
決
定
以
来
、
別
に
記
す
べ
き
事
な
し
。
只
執
達
吏
大
繁
盛

の
時
に
て
、
妙
心
寺
は
云
ふ
も
更
な
り
。
東
本
願
寺
、
妙
法
院
、
悉
く
酷
吏

の
新
御
得
意
先
と
な
り
し
の
み
。
故
に
彙
報
の
代
に
、
杏
村
子
の
登
山
雑
記

を
掲
げ
て
、
読
者
に
示
す
こ
と
ゝ
な
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　

登　

山　

雑　

記　
　
　
　
　
　
　

杏　
　
　

村　
　
　

生

▲
妙
心
寺
事
件　

之
れ
昨
秋
来
、
新
聞
雑
誌
の
電
報
、
若
く
は
雑
報
欄
に
表

れ
て
、
世
の
人
々
は
以
て
宗
教
界
、
特
に
仏
教
界
の
腐
敗
を
自
白
せ
し
も
の

と
し
、
教
界
内
殊
に
各
自
其
派
に
属
す
る
も
の
は
、
自
分
の
本
山
衰
亡
と
し

て
慨
き
、
而
し
て
本
派
、
地
方
寺
院
諸
師
に
出
会
ふ
に
、
時
場
を
問
は
ず
、

該
問
題
先
づ
話
談
に
上
り
、
終
り
は
愚
に
も
な
ら
ぬ
慷
慨
の
声
と
な
る
は
、

生
が
由
井
ケ
浜
辺
の
逍
遥
を
止
め
て
、
汽
笛
の
響
き
に
送
ら
れ
、
漸
く
臘
日

暮
、
雪
江
松
下
に
着
せ
し
迄
の
事
な
り
き
。
然
る
に
登
山
後
、
所
有
人
士
を

訪
問
し
て
、
事
態
の
詳
細
を
聞
き
、
事
実
の
現
相
を
視
来
れ
ば
、
物
は
評
判

よ
り
は
小
な
り
に
洩
れ
ず
。
新
聞
雑
誌
で
見
聞
せ
し
程
に
あ
ら
ず
。
去
り
な

が
ら
又
、
以
外
の
処
に
大
事
存
す
る
が
如
し
。
故
に
生
は
、
生
が
誤
聞
か
は

知
ら
ね
ど
も
、
逐
一
記
し
て
地
方
諸
師
に
紹
介
せ
ん
に
、

▲
今
は
黄
金
時
代
で
、
ツ
マ
リ
妙
心
寺
事
件
も
金
よ
り
起
り
し
こ
と
で
、
今

茲
に
弐
拾
万
円
と
云
ふ
金
さ
え
あ
れ
ば
、
何
も
紛
紜
は
な
い
訳
け
。
従
て
派

内
の
事
局
も
、
会
計
情
態
を
先
つ
記
す
べ
き
な
れ
ど
、
こ
れ
に
先
立
ち
て
、

最
も
大
節
な
る
は
、
如
何
に
し
て
斯
く
の
如
き
大
金
を
要
す
る
に
至
り
し

や
。
其
原
因
如
何
。
次
に
現
情
奈
如
、
而
し
て
始
め
て
要
す
る
金
の
行
先
も

明
瞭
に
な
る
也
。
偖
て
此
等
の
問
題
に
入
る
ま
へ
に
、
今
一
ツ
記
す
べ
き
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は
、
過
去
五
六
ケ
月
間
の
地
方
の
評
判
な
り
。
こ
れ
は
生
が
見
聞
に
止
ま
る

小
部
分
の
風
聞
な
る
が
、
一
は
管
長
猊
下
の
自
遷
化
に
し
て
、
管
長
猊
下
は

派
内
の
事
局
に
堪
へ
ず
。
終
に
某
の
方
法
に
依
り
、
自
滅
遊
ば
さ
れ
た
り
と

は
一
般
の
臆
測
な
れ
ど
も
、
事
実
斯
く
の
如
き
こ
と
の
存
す
べ
き
筈
も
な
け

れ
ば
、
當
時
そ
の
御
枕
床
に
侍
り
て
、
一
刹
那
を
も
御
見
届
け
せ
し
人
の
話

談
に
も
、
さ
る
事
の
あ
り
し
こ
と
は
非
認
せ
ら
れ
、
業
風
の
吹
き
荒
み
た
る

も
の
と
證
言
あ
る
の
み
。
之
れ
諸
師
が
心
を
労
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
な

り
。
次
に
妙
心
寺
の
現
存
な
る
が
、
之
れ
も
方
丈
庫
裡
の
一
部
、
及
び
所
有

什
物
の
一
部
分
の
差
押
へ
こ
そ
あ
り
た
れ
。
旧
冬
来
の
諸
法
要
も
欠
か
せ
る

こ
と
な
く
、
諸
堂
は
巍
然
と
し
て
屹
立
せ
り
。
故
に
地
方
に
あ
り
て
心
配
す

る
に
及
ば
ざ
る
が
如
し
。
そ
れ
よ
り
は
将
に
記
し
去
ら
ん
と
す
る
所
を
傾
聴

し
、
大
に
画
す
べ
き
な
り
。

▲
抑
も
妙
心
寺
事
件
の
原
因
は
、
遠
く
綱
目
制
定
以
前
と
云
ふ
が
、
少
く
も

柴
田
元
魯
師
会
計
時
代
を
以
て
、
第
一
の
原
因
と
も
な
る
べ
き
也
。
そ
の
時

代
の
細
事
は
知
る
に
由
な
き
も
、
當
時
同
師
遷
化
に
因
み
、
弐
、
三
万
円
の

元
金
が
不
明
に
帰
せ
し
は
想
像
に
困
ら
ざ
る
也
。
爾
後
花
園
駅
停
車
場
事
件

あ
り
て
、
茲
に
隠
然
派
内
に
前
田
党
（
？
）
関
東
派
（
？
）
な
る
変
な
も
の

が
成
立
す
る
で
も
な
く
、
せ
な
い
で
も
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
て
、
事
の

端
緒
は
開
か
れ
た
り
。
其
後
彼
各
宗
派
の
協
同
事
業
な
る
大
菩
提
会
組
織
さ

れ
、
始
め
些
か
の
貸
出
し
を
為
せ
し
が
腐
り
縁
と
な
り
て
、
妙
心
寺
金
庫
在

中
、
拾
有
幾
万
円
は
高
利
の
證
金
拾
万
円
と
化
し
て
、
同
会
の
支
出
費
と
な

り
、
此
他
に
五
万
余
円
は
妙
心
寺
名
義
に
て
、
借
入
れ
ら
れ
、
基
本
金
を
失

へ
る
本
所
支
払
に
も
流
用
せ
ら
れ
し
が
如
け
れ
ど
、
又
菩
提
会
用
と
も
せ
ら

れ
し
も
の
な
り
。
而
し
て
始
め
よ
り
の
借
財
（
但
し
菩
提
会
は
烏
合
の
集
り

に
て
利
子
支
弁
に
も
差
支
へ
た
る
が
如
し
）
に
対
し
、
日
々
月
々
利
を
計
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
此
上
参
万
余
の
借
財
積
り
て
、
都
合

妙
心
寺
は
債
務
拾
八
万
余
円
を
起
せ
り
。
然
る
に
昨
春
国
家
の
事
局
起
る

や
、
頓
に
債
権
者
の
督
促
厳
に
な
り
、
窮
境
覆
ふ
能
は
ざ
る
に
至
り
て
、
一

時
に
債
鬼
門
に
迫
り
、
新
聞
記
者
の
雑
報
種
と
な
れ
り
。
派
下
の
為
め
幸
か

不
幸
か
、
続
ひ
て
執
達
吏
の
差
押
へ
と
、
斯
く
の
如
き
順
路
を
経
て
旧
臘
を

送
れ
り
、
そ
れ
で
確
か
な
る
処
の
現
情
は
奈
如
に
か
あ
る
。

▲
先
づ
借
財
の
現
情
を
聞
く
に
、
拾
有
幾
万
円
の
公
債
（
基
本
財
産
）
は
、

證
金
拾
万
円
の
担
保
と
な
り
て
、
二
、
三
の
銀
行
の
手
に
あ
り
て
妙
心
寺
に

あ
ら
ず
、
故
に
妙
心
寺
は
無
財
産
と
な
り
、
此
上
彼
処
此
処
に
五
万
円
余

（
他
方
面
に
あ
る
が
如
し
）、
外
に
最
も
今
回
の
事
局
に
遭
遇
せ
し
借
財
金
五

万
円
余
、
其
内
弐
万
円
余
は
其
後
返
済
と
な
り
て
、
現
在
参
万
円
余
と
な
り

て
、
現
今
負
債
合
計
八
万
余
円
な
り
と
、
而
し
て
其
金
は
皆
が
皆
迄
流
用
し

去
ら
れ
た
る
に
も
あ
ら
ず
、
殆
ん
ど
全
分
、
菩
提
会
々
員
承
認
の
拾
参
万
六

千
余
円
の
元
金
と
な
り
て
、
貸
与
さ
れ
あ
る
が
如
け
れ
ど
も
、
表
面
は
纔
か

に
五
万
円
だ
け
は
菩
提
会
へ
貸
与
し
、
他
は
各
前
田
、
釈
両
師
の
名
義
等
に

て
貸
与
せ
ら
れ
あ
り
。
故
に
前
号
予
審
決
定
書
の
如
く
、
込
入
り
た
る
も
の

と
な
り
し
な
ら
ん
。
依
て
即
今
本
派
が
基
本
金
を
無
き
物
と
し
て
、
八
万
余

円
の
借
財
は
責
任
を
有
し
、
而
し
て
本
派
が
債
権
に
属
す
る
は
、
正
金
五
万

円
と
云
ふ
順
序
に
し
て
、
差
引
参
万
円
余
は
本
派
創
始
以
来
の
借
財
と
云
ふ

べ
き
も
の
に
属
せ
り
。
之
れ
は
、
生
が
登
山
一
週
日
中
に
得
た
る
種
々
の
方

面
の
談
を
総
合
し
た
る
も
の
な
り
。
其
當
路
者
に
し
て
誤
聞
と
思
ふ
節
あ
ら
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ば
、
一
派
将
来
に
関
す
る
大
事
の
前
の
小
事
な
れ
ば
、
出
来
得
る
限
り
明
細

の
正
誤
あ
り
た
き
も
の
也
。
之
れ
国
家
は
日
露
事
件
に
民
と
共
に
画
政
し
、

派
内
は
一
派
の
者
、
互
に
此
大
事
局
を
実
究
し
て
、
百
年
の
大
計
を
画
立
す

る
も
の
と
信
ず
。
當
路
者
そ
れ
是
を
為
す
に
吝
な
る
勿
れ
。

本
派
臨
時
議
会
（
第
四
）〔
明
治
38
年
１
月
12
日　

第
二
一
〇
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
七
日
、
午
後
二
時
開
会
。　

出
席
議
員
廿
七
名
。

議
長
、
満
場
に
告
ぐ
。
十
五
番
議
員
は
欠
席
し
ま
し
た
か
ら
、
左
様
御
承
知

置
き
を
乞
ふ
。
管
長
猊
下
よ
り
御
宣
示
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
此
を
朗
読
し

ま
す
。
細
川
書
記
に
之
を
命
ず
。
當
議
会
期
延
長
の
宣
示
及
御
廻
附
候
也
。

「
本
派
綱
目
第
三
十
五
条
に
依
り
、
當
期
議
会
は
、
本
月
八
日
を
以
て
閉
会

の
期
と
す
」
議
長
続
て
報
告
し
て
、
今
回
稲
葉
顧
問
の
手
よ
り
、
大
徳
寺
か

ら
議
会
へ
、
慰
問
と
し
て
茶
禖
（
金
千
疋
）
を
受
け
ま
し
た
。
何
れ
御
礼
を

せ
ん
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
其
は
後
か
ら
計
り
ま
し
や
う
。
五
番
の
請
求
に
な

り
ま
し
た
刷
物
の
配
付
し
ま
し
て
か
ら
、
配
付
終
り
て
日
程
九
を
終
り
ま
す

か
ら
、
五
番
、
会
期
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
第
一
読
会
結
了
し
ま

せ
ぬ
か
ら
、
特
別
審
査
員
十
名
は
議
長
の
指
命
を
以
て
せ
ら
れ
て
、
其
時
間

を
省
か
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
議
長
、
五
番
議
員
の
説
に
よ
り
、
委
員

十
名
、
議
長
の
指
名
は
満
堂
賛
成
の
様
で
す
か
ら
、
此
か
ら
委
員
の
撰
出
に

掛
り
ま
す
。
此
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　

一　

組　

二
十
番
（
竜
渕
師
）　　
　

廿
九
番
（
鷲
嶺
師
）

　
　
　
　

二　

組　

六　

番
（
古
川
師
）　　
　

九　

番
（
門
脇
師
）

　
　
　
　

三　

組　

廿
二
番
（
真
神
師
）　　
　

十
五
番
（
桂
井
師
）

　
　
　
　

四　

組　

四　

番
（
妻
岐
師
）　　
　

五　

番
（
三
宅
師
）

　
　
　
　

五　

組　

八　

番
（
斎
藤
師
）　　
　

廿
八
番
（
藤
田
師
）

此
よ
り
日
程
第
一
号
議
案
の
第
一
読
会
に
移
り
、
本
所
役
員
の
説
明
が
有
り

ま
す
か
ら
。

木
宮
執
事
、
登
壇
し
て
大
体
は
各
条
項
中
に
あ
る
を
以
て
既
に
御
承
知
で
し

や
う
が
、
彼
の
金
庫
内
の
公
債
額
面
の
利
金
五
千
四
百
参
拾
七
円
五
拾
銭
に

就
て
、
前
会
計
部
長
に
、
毎
年
六
月
に
は
前
半
ケ
年
の
利
金
入
る
べ
き
筈
な

る
を
尋
ね
し
と
き
、
会
計
部
長
は
、
公
債
は
担
保
に
入
れ
る
を
以
て
、
今
は

利
金
会
計
の
内
へ
加
ふ
る
を
得
ず
。
其
成
算
は
逐
て
為
す
、
と
回
答
あ
り
た

り
。
其
後
結
算
を
な
す
考
へ
な
り
し
も
、
結
算
未
定
中
に
法
廷
へ
拘
引
せ
ら

る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
て
、
出
来
上
ら
ず
。
依
て
我
等
一
通
り
の
結
算
は
な
し
た

れ
ど
も
、
其
利
金
は
入
ら
ず
。
亦
来
る
十
二
月
に
も
利
金
が
入
る
や
否
や
は

不
明
に
し
て
、
此
の
如
き
見
込
の
立
た
ざ
る
も
の
を
予
算
額
に
入
れ
て
支
出

す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
故
に
、
今
回
予
算
額
変
更
を
本
議
会
に
向
て
請
求
す
る

所
以
な
り
。
支
出
中
に
於
て
も
、
各
条
項
中
に
説
明
あ
る
如
く
、
削
減
し
た

後
、
追
加
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
現
金
の
収
金
も
使
ひ
尽
し
て
尚
不
足
な
り
。
故

に
勿
論
、
五
百
円
の
積
立
金
も
使
ひ
込
み
た
り
。
此
欠
損
を
補
充
す
る
為
め

に
、
五
百
円
の
追
加
を
設
け
た
る
な
り
。
次
に
卅
二
条
は
、
臨
時
議
会
に
て

も
七
百
円
の
費
用
を
要
す
。
此
支
出
金
な
き
を
以
て
、
本
年
別
予
算
削
減
中

よ
り
、
卅
二
条
の
金
を
以
て
補
充
す
る
よ
り
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
卅
三
条
は

四
月
に
開
き
た
る
常
置
員
会
に
於
て
支
出
し
て
余
金
な
し
。
八
月
に
開
き
た

る
継
続
常
置
員
会
の
経
費
支
出
金
な
し
故
に
、
之
れ
に
充
つ
る
も
の
な
り
。

此
の
如
き
事
情
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
審
議
上
賛
同
を
希
望
し
ま
す
、
と
之
れ
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に
て
説
明
終
り
、
退
壇
せ
り
。
議
長
、
今
の
条
項
に
質
問
が
あ
れ
ば
質
問
せ

ら
れ
よ
。
六
番
、
番
外
に
問
ふ
。
今
説
明
に
な
つ
た
削
減
で
す
が
、
此
れ
以

上
尚
ほ
削
減
為
し
得
ら
れ
ざ
る
や
、
否
亦
此
削
減
内
の
経
費
に
て
現
状
維
持

し
得
る
や
否
。
此
二
件
な
り
。
番
外
、
此
以
上
に
削
減
を
為
す
こ
と
は
到
底

出
来
得
ざ
る
な
り
、
此
丈
に
て
多
分
来
る
三
月
迄
は
、
維
持
し
得
ら
る
ゝ
予

算
な
り
。
十
番
、
現
状
積
立
金
な
き
を
以
て
、
其
利
金
の
収
入
な
き
は
勿
論

な
り
と
す
。
然
る
に
此
廿
一
条
及
廿
二
条
の
元
利
支
払
は
、
如
何
に
し
て
為

す
べ
き
や
。
番
外
、
此
は
派
債
な
る
を
以
て
、
公
債
の
有
無
に
関
せ
ず
、
末

派
の
未
納
金
の
徴
収
金
の
内
を
以
て
支
弁
す
る
考
へ
な
り
。
十
番
、
昔
日
は

然
ら
む
も
、
尚
今
後
も
従
前
の
通
り
に
な
す
方
針
な
る
や
。
番
外
、
五
百
円

を
償
な
ふ
こ
と
は
、
此
際
償
却
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
な
る
こ
と
な
れ

ど
も
、
之
れ
を
払
は
ず
に
置
く
訳
に
行
か
ざ
る
を
以
て
、
従
前
の
通
り
為
す

考
へ
な
り
。
六
番
、
収
入
三
万
〇
六
百
六
拾
六
円
五
拾
銭
総
高
の
内
、
現
会

計
へ
収
入
す
る
も
の
幾
何
、
其
支
出
せ
る
も
の
幾
何
、
其
高
の
指
示
を
乞

ふ
。
番
外
、
其
問
題
は
調
査
会
に
向
て
質
問
あ
る
べ
し
。
六
番
、
調
査
会
に

質
問
を
提
起
し
得
ら
る
ゝ
や
。
議
長
、
此
質
問
は
委
員
に
向
て
出
来
得
る
べ

し
。
又
第
二
読
会
に
も
為
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
六
番
、
然
ら
ば
御
注
意
に

基
き
扣
へ
ま
す
。
十
番
、
歳
出
部
第
五
条
第
一
項
は
、
既
に
支
出
済
に
な
り

し
者
な
る
や
、
又
今
後
支
出
す
る
も
の
な
る
や
。
番
外
、
年
度
高
を
十
二
分

し
て
、
其
一
分
を
毎
月
支
出
す
る
も
の
で
す
。
廿
五
番
、
学
林
費
は
月
に
割

當
て
支
出
す
る
こ
と
な
る
か
、
布
教
費
、
又
各
宗
派
交
渉
費
等
、
月
に
割
當

て
支
出
に
あ
る
の
で
す
か
。
番
外
、
学
林
は
月
々
に
支
出
す
る
も
の
な
れ
ど

も
、
布
教
費
の
如
き
は
、
毎
年
春
期
に
派
出
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
既
に
支

出
済
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。
又
各
宗
派
交
渉
費
は
、
其
當
時
必
要
の
生
ず
る

場
合
に
支
出
す
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
毎
月
支
出
す
べ
き
も
の
に
あ
ら

ず
。
本
年
は
一
回
も
其
必
要
を
生
ぜ
ず
。
依
て
参
百
円
の
内
弐
百
五
拾
円
を

減
じ
、
五
拾
円
と
為
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
廿
四
番
、
九
条
の
一
山
保
存
費

の
分
配
律
は
如
何
な
る
方
法
で
す
か
。
番
外
、
審
な
る
こ
と
は
能
く
知
り
ま

せ
ん
が
、
四
期
に
分
つ
こ
と
に
為
て
居
る
由
で
す
が
、
既
に
此
九
月
に
も
請

求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
の
苦
境
に
て
は
到
底
支
出
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
か
ら
、
兎
に
角
議
会
開
設
後
ま
で
待
て
、
と
云
ふ
て
待
た
し
て
あ
る
の
で

す
。
十
番
、
第
五
条
の
第
二
項
の
参
百
円
、
派
一
人
に
就
き
幾
金
を
支
出

し
、
又
現
今
何
人
貸
費
生
が
あ
る
や
。
番
外
、
貸
費
生
は
其
学
校
に
依
て
等

差
あ
り
（
其
期
限
は
凡
三
ケ
年
）。
又
其
期
限
に
依
て
も
差
あ
り
。
譬
ば
初

参
拾
円
に
し
て
、
次
五
拾
円
、
後
に
七
拾
円
と
云
ふ
風
に
な
つ
て
居
ま
す
。

現
今
は
四
名
に
支
出
し
て
居
り
ま
す
。
十
番
、
貸
費
金
の
返
却
の
方
法
如

何
。
番
外
、
卒
業
後
公
職
に
就
き
て
、
其
義
務
を
果
す
者
あ
り
。
或
は
漸
次

金
を
以
て
返
済
を
為
す
も
の
も
あ
り
ま
し
て
、
一
様
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
十

二
番
、
第
十
条
の
管
長
以
下
職
員
給
で
あ
り
ま
す
が
、
此
は
前
年
度
と
変
更

は
無
き
や
う
に
心
得
ま
す
が
、
管
長
猊
下
に
は
勿
論
何
に
も
申
上
げ
ま
せ
ん

が
、
茲
に
議
事
以
下
の
役
員
の
手
當
金
は
幾
許
に
し
て
、
又
此
際
に
於
け
る

本
山
の
財
政
困
難
な
る
折
か
ら
な
れ
ば
、
少
し
減
じ
て
事
務
を
執
て
下
さ
る

訳
に
は
行
か
ぬ
乎
、
番
外
さ
ん
に
お
尋
ね
致
し
ま
す
。
番
外
、
十
二
番
さ
ん

に
御
答
へ
申
ま
す
が
、
私
が
本
所
役
員
の
職
に
あ
つ
て
箇
様
な
る
こ
と
を
申

ま
す
は
、
甚
だ
妙
な
感
が
致
ま
す
が
、
議
事
が
最
初
拾
六
円
、
次
に
拾
八
円

後
に
弐
拾
円
と
、
其
年
功
の
順
に
依
て
増
す
こ
と
に
成
て
居
り
ま
す
。
執
事
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が
初
拾
弐
円
、
次
拾
四
円
、
後
拾
六
円
。
又
部
員
が
初
八
円
、
次
に
拾
円
、

後
拾
弐
円
。
其
漸
次
年
功
に
依
て
増
出
す
る
こ
と
に
成
て
居
ま
し
て
、
既
に

此
別
予
算
額
中
よ
り
半
ケ
年
度
分
は
支
出
済
と
な
れ
り
。
又
削
減
と
て
ふ
こ

と
で
す
が
、
此
際
本
所
事
務
は
非
常
に
繁
忙
を
極
め
て
居
る
折
な
れ
ば
、
此

を
削
減
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
困
難
と
思
ひ
ま
す
。
九
番
、
第
六
条
の
九
拾
五

円
、
恒
例
法
会
費
で
す
が
、
本
年
は
授
戒
も
停
止
に
な
つ
た
の
で
す
が
、
本

年
の
予
算
額
に
入
て
居
る
の
は
如
何
で
す
か
。
番
外
、
最
も
授
戒
会
は
執
行

せ
な
か
つ
た
が
、
法
会
は
正
法
輪
に
て
も
発
表
せ
る
如
く
、
七
日
間
執
行
し

た
の
で
す
か
ら
、
別
予
算
額
に
入
て
居
る
の
で
す
。
十
一
番
、
第
五
条
の
第

三
項
は
、
何
処
の
学
林
の
補
助
費
な
る
や
。
番
外
、
十
五
区
の
尼
衆
学
林
、

十
七
教
区
の
尼
衆
学
林
、
及
美
濃
の
聨
芳
学
林
。
現
今
は
此
等
の
学
林
に
補

助
し
て
居
り
ま
す
。
十
一
番
、
聨
芳
学
林
に
て
も
毎
月
五
拾
円
づ
ゝ
支
出
せ

る
由
で
あ
り
ま
す
が
、
此
れ
に
て
も
既
に
予
算
額
を
超
過
す
る
勘
定
で
す

が
、
他
学
林
は
只
だ
名
の
み
に
て
全
く
削
ら
れ
て
居
る
の
で
す
乎
。
番
外
、

本
年
九
月
迄
は
参
百
円
を
補
助
せ
り
。
然
れ
ど
も
将
来
尼
衆
学
林
、
聨
芳
学

林
に
補
助
す
る
分
配
は
未
定
な
り
。
十
一
番
、
尼
衆
学
林
に
補
助
す
る
支
出

の
方
法
は
如
何
。
番
外
、
十
月
よ
り
経
常
費
を
変
更
す
る
考
で
削
減
し
た
の

で
す
。
九
番
、
十
一
条
の
東
京
出
張
所
費
で
す
が
、
近
来
該
地
に
出
張
所
設

置
す
る
の
必
要
な
き
様
考
へ
ま
す
。
仮
令
出
張
所
を
設
け
た
る
に
し
て
も
、

事
務
員
の
出
張
し
て
居
る
に
も
あ
ら
ず
。
只
だ
出
張
所
の
看
板
の
み
を
掛
け

た
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
ま
す
。
其
看
板
を
掛
け
る
為
め
に
参
拾
円
の
金
を

要
せ
ぬ
筈
で
あ
り
ま
す
。
番
外
、
此
は
最
も
重
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と

考
へ
ま
す
。
各
宗
共
、
當
地
に
宗
務
取
扱
上
是
非
出
張
所
な
る
も
の
を
設
置

せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
其
理
由
は
、
各
宗
に
対
し
内
務
省
に

於
て
交
渉
事
件
起
り
た
る
と
き
、
本
山
で
は
其
経
費
多
額
を
要
す
る
の
み
な

ら
ず
、
極
め
て
不
便
な
る
を
以
て
當
地
に
設
置
し
た
る
も
の
な
り
。
現
今

は
、
麟
祥
院
を
以
て
其
出
張
所
と
な
せ
り
。
而
し
て
臨
時
内
務
省
よ
り
召
喚

に
な
り
た
る
と
き
、
或
は
天
長
節
、
紀
元
節
に
は
管
長
代
理
と
し
て
天
沢
氏

が
出
頭
せ
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
つ
て
居
り
ま
す
。
其
費
用
と
し
て
参
拾
円
、
或

は
以
上
入
用
の
こ
と
は
明
か
で
す
。
此
出
張
所
は
本
派
と
し
て
動
か
す
べ
か

ら
ざ
る
者
と
考
へ
ま
す
。
十
二
番
、
本
案
を
委
員
附
托
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

希
望
し
ま
す
（
此
時
に
賛
同
の
声
多
し
）。
議
長
、
只
今
の
十
二
番
議
員
の

提
議
に
就
き
て
異
議
な
け
れ
ば
委
員
附
托
に
嘱
し
ま
す
（
異
議
無
し
の
声

点
々
起
れ
り
）。
更
に
起
立
に
問
ひ
ま
す
か
ら
委
員
起
立
の
命
に
依
り
、
満

場
起
立
。
此
れ
に
て
一
読
会
は
終
ま
し
た
か
ら
、
附
托
委
員
選
挙
に
遷
り
ま

す
。
廿
四
番
、
前
の
如
く
議
長
委
員
五
名
を
指
名
せ
よ
（
賛
同
の
声
多
し
）。

議
長
、
満
場
異
議
な
き
に
依
り
、
茲
に
財
務
特
別
審
査
委
員
の
指
名
を
行
ひ

ま
す
。

　
　
　

一
組　

十
一
番　
　
　

二
組　

十
番　
　
　

三
組　

三
番

　
　
　

四
組　

十
八
番　
　
　

五
組　

七
番　
　
　
　

以　

上

廿
五
番
、
暫
時
休
憩
を
希
望
し
ま
す
（
賛
成
の
声
起
）。

議
長
、
然
ら
ば
是
よ
り
休
憩
に
遷
り
ま
す
（
時
計
三
つ
を
報
）。

七
日
午
後
、
小
休
後
再
び
入
場
時
に
。
午
後
三
時
な
り
。　

出
席
員
廿
九

人
。

議
長
、
日
程
に
従
ひ
、
是
よ
り
第
二
号
議
案
第
一
読
会
に
入
り
ま
す
（
書
記

議
案
を
朗
読
す
）。
番
外
一
番
、
本
案
に
云
ふ
所
の
未
納
金
は
、
総
額
参
万
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壱
千
七
百
四
拾
九
円
参
拾
九
銭
五
厘
あ
り
ま
す
。
此
の
未
納
金
を
集
め
る
と

云
ふ
こ
と
は
、
素
よ
り
教
務
本
所
の
責
任
に
し
て
、
敢
て
之
を
他
に
委
す
る

と
云
ふ
が
如
き
は
、
職
責
に
悖
る
の
感
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
本
所
は
本
所

と
し
て
出
来
得
る
丈
け
の
事
を
為
し
た
る
も
、
何
分
其
区
域
拡
大
に
し
て
、

徴
集
の
実
を
挙
ぐ
る
こ
と
能
は
ず
。
遂
に
此
巨
額
と
な
る
に
至
り
た
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
今
や
本
派
の
財
政
は
悲
運
に
陥
り
、
借
金
又
借
金
と

云
ふ
有
様
に
て
、
経
常
費
の
財
源
を
見
出
す
に
苦
し
む
の
境
に
沈
淪
せ
り
。

是
に
於
て
最
も
為
し
易
き
調
金
の
方
法
と
し
て
見
出
し
た
の
が
、
即
ち
此
の

未
納
金
の
徴
集
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
此
の
金
を
徴
集
す
る
に
如
何
な
る
方

法
に
依
る
も
、
多
少
の
金
を
要
す
る
な
り
。
其
費
用
を
概
算
し
て
、
徴
集
金

の
十
分
の
二
を
充
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
宜
し
く
本
派
目
下
の
状
態
に
見

て
、
賛
同
あ
ら
む
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
六
番
、
此
の
未
納
金
は
、
何
年
何

月
よ
り
何
年
何
月
ま
で
の
で
あ
り
ま
す
か
。
番
外
一
番
、
未
納
金
の
調
査
書

類
が
別
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
望
み
に
依
れ
ば
見
て
頂
き
ま
す
が
、
此
処
で

は
分
り
ま
せ
ん
。
併
し
多
分
、
廿
二
年
頃
よ
り
今
年
の
八
月
ま
で
の
分
で
あ

り
ま
す
。
第
八
番
、
未
納
金
に
は
寺
班
金
、
賦
課
金
、
等
も
含
で
居
り
ま
す

か
。
全
く
何
々
を
含
ん
で
居
る
の
か
伺
ひ
ま
す
。
番
外
一
番
、
総
て
を
含
ん

で
居
る
の
で
す
。
第
九
番
、
未
納
金
の
十
分
の
二
と
云
ひ
ま
す
と
殆
ん
ど
六

千
円
余
で
あ
り
ま
す
が
、
徴
集
の
費
用
と
し
て
は
随
分
多
額
な
り
。
徴
集
に

従
事
せ
し
む
る
人
は
幾
人
程
で
、
日
當
手
當
等
の
予
定
は
如
何
な
る
御
見
積

り
な
る
か
を
伺
ひ
た
い
。
番
外
一
番
、
徴
集
に
従
事
す
る
人
数
等
は
定
め
て

あ
り
ま
せ
ん
が
、
費
用
は
本
所
の
定
む
る
所
、
即
ち
所
員
の
派
出
す
る
時

は
、
何
程
の
金
を
給
す
る
と
云
ふ
規
定
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
其
れ
に
依
て
見

積
り
た
の
で
あ
り
ま
す
。
第
廿
五
番
、
未
納
金
全
部
と
云
へ
ば
、
其
中
に
は

不
得
已
事
情
の
為
め
に
未
納
と
な
れ
る
も
の
も
あ
ら
む
。
又
災
難
等
の
為
め

に
本
意
を
果
す
こ
と
能
は
ず
、
本
所
へ
情
を
具
し
て
延
期
を
願
ひ
居
る
も
の

も
あ
ら
ん
と
思
ふ
。
此
の
如
き
も
の
は
如
何
に
す
る
で
す
か
。
番
外
一
番
、

災
厄
の
為
め
に
其
義
務
を
果
た
す
能
は
ず
し
て
、
嘆
願
書
の
出
て
居
る
の

は
、
極
々
少
数
で
あ
り
ま
し
て
、
教
務
本
所
は
多
分
に
許
可
を
与
へ
て
居
り

ま
せ
ん
云
云
。
第
十
二
番
、
此
の
未
納
金
は
単
純
な
る
も
の
に
し
て
、
他
に

種
々
混
入
せ
る
も
の
あ
る
に
あ
ら
ず
。
之
を
徴
集
す
る
は
至
當
の
事
な
り
。

他
の
異
議
者
な
き
は
深
く
信
ず
る
所
な
り
。
只
二
ケ
年
に
徴
集
の
目
的
を
達

し
得
ら
る
ゝ
や
否
や
が
、
心
掛
り
な
る
の
み
。
其
の
方
法
の
如
き
は
、
地

方
々
々
の
情
況
に
察
し
て
定
む
れ
ば
可
な
り
。
最
早
質
問
も
終
結
と
認
む
れ

ば
、
委
員
に
附
托
す
る
迄
の
決
議
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む
。
第
廿
五
番
、
十
二

番
の
説
も
あ
り
ま
し
た
が
、
此
の
案
は
第
三
号
議
案
と
関
係
し
て
居
り
ま

す
。
故
此
れ
は
之
れ
に
し
て
置
き
ま
し
て
、
第
三
号
の
第
一
読
会
に
移
ら
ん

こ
と
を
望
み
ま
す
。
第
十
番
、
未
納
金
を
徴
集
す
る
に
は
特
に
派
出
員
を
置

て
派
出
せ
し
む
る
の
か
、
又
は
地
方
の
取
締
と
か
何
と
か
に
委
托
す
る
の
で

あ
る
か
、
又
は
徴
集
金
の
十
分
の
二
を
手
當
と
し
て
受
負
業
と
す
る
の
で
あ

る
か
、
私
、
此
の
地
方
で
は
納
金
し
得
る
丈
の
寺
格
も
資
力
も
あ
る
人
に
し

て
、
横
着
を
構
へ
て
納
金
せ
ぬ
故
、
其
人
の
為
す
所
に
習
ふ
て
、
未
納
金
を

有
す
る
者
程
貴
ば
れ
る
と
で
も
云
ふ
様
な
風
の
あ
る
所
も
あ
る
様
に
見
受
け

る
で
す
が
、
其
様
の
人
々
に
対
し
て
は
、
何
に
か
方
法
は
あ
る
で
す
か
。
徴

集
せ
ん
と
す
る
も
、
納
金
せ
ざ
る
も
の
、
今
迄
の
如
く
其
侭
に
し
て
置
く
の

で
す
か
。
番
外
一
番
、
十
番
に
答
へ
ま
す
が
、
徴
集
の
方
法
は
一
定
し
て
居
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り
ま
せ
ん
。
地
方
々
々
の
事
情
に
依
る
の
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
謂
受
負
業

の
ご
と
く
十
分
の
二
の
費
用
を
与
て
委
托
す
る
が
よ
い
な
れ
ば
、
其
の
方
に

す
る
。
特
に
派
出
員
を
遣
は
す
が
徴
集
の
実
に
協
ふ
地
方
は
、
其
法
に
従
ひ

取
締
に
幾
分
の
費
を
給
し
て
托
す
る
こ
と
が
出
来
得
る
所
は
、
其
方
法
を
取

る
。
凡
て
教
務
本
所
の
費
用
少
な
く
し
て
実
収
の
多
き
方
法
に
従
ふ
心
組
で

あ
り
ま
す
。
又
此
の
法
を
実
施
す
る
以
上
は
、
従
来
の
弊
を
打
破
し
て
、
断

然
の
処
置
を
す
る
決
心
で
あ
り
ま
す
故
、
左
様
御
承
知
を
願
ひ
ま
す
。
第
十

二
番
、
廿
五
番
さ
ん
に
交
渉
致
し
ま
す
が
、
御
承
知
の
通
り
議
会
法
の
示
す

所
も
あ
り
ま
す
れ
ば
、
此
案
が
第
三
号
案
と
連
関
し
て
居
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
此
案
の
附
托
委
員
を
選
ん
で
置
い
て
、
必
要
上
第
三
号
案
を
附
托
す
る

も
差
支
あ
り
ま
せ
ぬ
故
、
日
程
通
り
に
せ
ら
れ
て
は
如
何
で
す
か
。
第
廿
五

番
、
十
二
番
さ
ん
の
御
相
談
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
法
の
如
何
に
拘
は
ら

ず
、
便
宜
上
議
場
が
是
認
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。
議
長
、
委

員
々
々
の
事
は
第
一
読
会
通
過
の
後
と
し
ま
し
て
、
此
の
第
二
号
案
を
容

る
ゝ
や
否
や
、
大
体
に
就
て
異
議
な
き
や
を
起
立
に
問
ひ
ま
す
（
満
場
起

立
、
第
二
号
議
案
第
一
読
会
了
）。
議
長
、
之
れ
よ
り
第
三
号
議
案
の
第
一

読
会
に
移
り
ま
す
。
第
六
番
、
前
刻
十
二
番
さ
ん
の
説
も
あ
り
ま
し
た
如

く
、
我
々
は
法
文
に
反
き
て
議
事
を
進
む
る
こ
と
は
快
く
あ
り
ま
せ
ぬ
故
、

ど
う
か
法
文
通
り
に
し
て
頂
き
た
い
。
第
八
番
、
已
に
議
長
の
宣
言
も
あ
り

し
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
此
の
二
号
案
を
附
托
す
る
委
員
を
選
挙
す
る
こ

と
ゝ
し
て
、
第
三
号
議
案
に
移
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
し
て
、
選
挙
は
議
長
の

指
名
に
願
ひ
ま
す
。
第
十
二
番
、
八
番
議
員
は
議
会
例
を
無
視
す
る
も
の
な

り
。
法
文
は
何
処
ま
で
も
選
挙
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
第
八
番
、
本
員
は

敢
て
議
会
例
を
無
視
す
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
例
に
依
り
て
先
き
の

案
と
同
じ
様
に
、
議
長
の
指
名
を
以
て
委
員
の
選
挙
を
議
長
に
一
任
し
て
置

て
、
進
で
第
三
号
案
に
移
り
、
三
号
案
の
一
読
会
の
終
り
し
後
に
て
、
其
選

挙
の
結
果
を
聞
く
こ
と
ゝ
す
れ
ば
、
便
宜
上
都
合
が
よ
い
と
思
ふ
の
で
あ
り

ま
す
。
第
五
番
、
十
二
番
、
八
番
等
の
議
論
が
八
釜
し
く
あ
り
ま
す
が
、
本

員
は
日
程
変
更
を
提
出
し
ま
す
（
賛
成
の
声
四
方
に
起
る
）。
議
長
、
五
番

の
動
議
に
依
り
、
日
程
を
変
更
し
て
第
三
号
議
案
の
第
一
読
会
に
移
り
ま

す
。
二
番
議
員
所
用
の
為
め
退
場
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
只
今
帰
ら
れ
ま
し

た
か
ら
出
席
に
な
り
ま
す
（
時
に
議
案
第
三
号
を
朗
読
す
）。
番
外
一
番
、

第
三
号
議
案
の
説
明
は
、
最
初
の
説
明
書
を
見
て
下
さ
れ
ば
能
く
分
り
ま
す

が
、
財
務
整
理
と
云
ふ
こ
と
は
、
各
員
の
充
分
御
認
め
の
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す

が
、
其
費
用
を
壱
万
円
と
し
た
こ
と
に
付
て
は
、
異
議
あ
る
や
も
計
ら
れ
ず

と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
一
寸
弁
じ
て
置
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
国
家
無

事
の
時
は
敢
て
問
は
ざ
る
も
、
一
旦
事
あ
る
の
時
に
當
て
は
、
挙
国
一
致
し

て
其
費
に
充
る
の
金
品
を
出
す
に
先
を
争
ふ
有
様
は
、
現
下
戦
国
の
時
代
の

状
況
に
見
て
已
に
御
承
知
の
こ
と
ゝ
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
本
派
は
今
や
大

事
変
の
渦
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
事
を
弁
ず
る
の
費
に
充
る

金
は
一
金
も
無
い
と
云
ふ
有
様
に
て
、
他
に
求
む
べ
き
財
源
も
あ
り
ま
せ

ぬ
。
故
未
納
金
徴
集
の
内
よ
り
支
出
す
る
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
又
壱
万
円

と
見
積
り
た
る
を
多
大
と
認
む
る
人
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
此
の
事
変
以
来
支

出
せ
る
金
額
も
有
り
、
以
後
幾
何
を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
位
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
此
の
辺
は
不
悪
御
了
察
を
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
此
く

極
め
て
置
き
ま
し
て
も
、
或
は
少
額
に
て
済
む
か
も
分
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
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す
。
第
八
番
、
番
外
に
質
問
し
ま
す
。
此
の
壱
万
円
は
恰
も
戦
国
の
糧
食
弾

薬
の
如
き
も
の
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
若
し
貧
弱
国
に
し
て
糧

食
等
に
充
る
も
の
な
き
場
合
あ
る
如
く
、
本
派
に
今
直
ぐ
に
間
に
合
は
ぬ
時

は
、
如
何
な
る
方
法
を
執
ら
る
ゝ
や
。
番
外
一
番
、
未
納
金
を
徴
集
し
て
、

其
内
よ
り
壱
万
円
を
支
出
す
と
云
ふ
の
み
で
あ
り
ま
す
。
第
八
番
、
未
納
金

を
徴
集
す
る
と
云
ふ
て
も
、
金
が
直
ぐ
集
る
も
の
な
る
や
否
や
は
未
定
の
こ

と
な
り
。
若
し
早
急
に
集
ら
ぬ
時
は
如
何
に
す
る
や
。
一
方
に
金
の
必
要
は

あ
り
、
金
は
集
ら
ぬ
時
に
取
る
べ
き
方
法
を
示
し
て
頂
き
た
い
。
番
外
一

番
、
政
府
に
於
て
若
し
も
金
に
困
る
時
に
は
、
債
券
を
抵
當
と
し
て
、
日
本

銀
行
よ
り
借
入
れ
て
一
時
の
用
に
供
す
る
如
く
、
本
派
も
亦
其
徴
集
金
を
抵

當
と
し
て
、
借
用
す
る
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
第
六
番
、
此
の
壱

万
円
の
金
を
用
て
財
務
を
整
理
せ
し
む
る
に
は
、
如
何
な
る
人
を
任
用
す
る

の
で
あ
る
か
。
即
ち
本
所
員
に
委
托
し
て
整
理
せ
し
む
る
の
か
、
又
は
他
に

別
に
人
を
選
び
て
為
さ
し
む
の
か
、
此
の
点
を
明
示
し
て
頂
き
た
い
。
番
外

一
番
、
其
の
事
は
、
此
の
案
が
委
員
附
托
に
な
り
た
上
に
て
、
御
話
し
致
し

ま
す
。
第
六
番
、
私
は
其
の
組
織
及
方
法
を
承
り
た
上
で
な
く
て
は
、
此
の

案
に
賛
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
番
外
一
番
、
第
一
読
会
を
通
過
し
た

か
ら
と
て
、
此
案
が
決
議
案
と
な
り
し
に
は
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
質
問
は
第

二
読
会
の
時
に
御
譲
り
を
願
ひ
ま
す
。
第
十
二
番
、
此
の
壱
万
円
の
金
は
巨

額
で
あ
り
ま
す
が
、
之
を
用
ゆ
る
の
は
単
に
財
務
の
整
理
に
止
ま
る
の
か
、

又
は
今
回
の
事
変
に
付
て
凡
て
の
費
に
充
る
の
で
す
か
。
番
外
一
番
、
壱
万

円
は
総
て
今
回
の
事
変
に
用
ゆ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
第
二
番
、
承
り
ま
す
れ

ば
、
今
回
の
事
変
以
来
二
ケ
月
間
に
已
に
参
百
円
を
費
し
た
り
と
云
ふ
。
之

を
標
準
と
し
て
考
ふ
る
時
は
、
壱
万
円
を
以
て
五
ケ
年
余
の
費
に
充
る
こ
と

を
得
る
様
で
あ
り
ま
す
が
、
此
多
大
の
費
用
を
以
て
整
理
せ
ん
と
せ
ら
る
ゝ

に
は
、
凡
そ
何
年
程
掛
る
と
云
ふ
御
見
込
な
る
や
。
番
外
一
番
、
整
理
の
都

合
に
よ
り
て
何
年
掛
る
や
も
知
れ
ず
、
故
に
答
ふ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ず
、

又
答
ふ
る
の
必
要
な
し
と
思
ひ
ま
す
。
第
二
番
、
徴
集
金
の
集
ま
る
迄
の
費

用
と
し
て
は
、
政
府
が
債
券
を
発
行
し
て
日
本
銀
行
か
ら
金
を
借
入
る
如

く
、
集
金
を
抵
當
と
し
て
借
金
を
す
る
と
云
は
れ
ま
し
た
が
、
妙
心
寺
の
銀

行
は
何
処
に
あ
り
ま
す
か
。
何
よ
り
借
金
を
為
さ
る
御
つ
も
り
に
や
。
昨
日

来
の
報
告
に
依
り
ま
す
れ
ば
、
今
日
妙
心
寺
の
信
用
は
地
に
落
ち
、
五
拾
円

の
金
子
も
調
達
し
て
く
れ
る
所
が
な
い
有
様
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
が
、
彼
の
言
に
し
て
信
あ
り
と
す
れ
ば
、
何
れ
に
て
借
り
入
れ
を
為
さ

る
ゝ
御
決
心
で
す
か
承
り
た
い
の
で
す
。
番
外
、
二
番
議
員
に
答
へ
ま
す
。

今
日
迄
は
事
変
の
為
め
に
信
用
を
落
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
是
れ
も
全
く

某
々
の
不
始
末
よ
り
で
あ
り
ま
す
。
然
し
今
日
に
し
て
、
各
員
の
御
苦
労
を

願
て
善
後
策
を
講
じ
つ
ゝ
あ
る
時
に
し
て
、
世
間
の
本
派
を
見
る
こ
と
は
、

又
往
日
の
如
く
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
故
に
、
集
金
担
保
と
し
て
借
金
す
る
こ
と

は
出
来
得
べ
き
こ
と
ゝ
信
じ
て
居
り
ま
す
。
第
六
番
、
参
万
七
千
余
円
の
未

納
金
の
中
に
は
寺
班
金
も
含
む
と
す
れ
ば
、
其
の
元
金
は
消
費
せ
ぬ
の
で
す

か
。
其
の
中
の
幾
何
を
何
す
る
と
か
、
其
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。
番
外
一

番
、
未
納
金
の
内
に
は
寺
班
金
は
何
程
、
賦
課
金
が
何
程
、
香
資
金
が
何
程

と
そ
れ
〴
〵
区
分
し
て
取
調
べ
た
書
類
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
其
れ
に
就
て
見

ま
す
れ
ば
容
易
に
分
り
ま
す
が
、
寺
班
元
金
は
消
費
金
中
へ
入
れ
ぬ
様
に
致

し
た
き
考
へ
で
あ
り
ま
す
。
第
廿
四
番
、
番
外
に
注
意
し
ま
す
。
未
納
金
の
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区
分
は
摺
物
に
成
て
各
員
の
手
元
へ
既
に
配
付
し
て
あ
る
筈
で
す
か
ら
、
見

て
頂
け
ば
よ
ろ
し
い
。
第
八
番
、
質
問
終
結
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
委
員
へ
附

托
し
て
、
今
日
は
之
れ
に
て
閉
会
に
願
ひ
ま
す
。
種
々
仕
事
も
多
分
あ
り
ま

す
か
ら
。
第
九
番
、
臨
時
財
務
整
理
費
は
、
今
日
あ
る
財
務
調
査
委
員
の
す

る
仕
事
に
當
て
る
の
と
種
類
が
違
ひ
ま
す
が
、
又
其
整
理
の
方
法
は
如
何

（
時
に
無
用
々
々
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
）。
議
長
、
質
問
も
終
了
と
見
ま
す
か

ら
、
大
体
に
於
て
異
議
な
き
や
否
や
を
起
立
に
問
ひ
ま
す
。
二
番
を
除
て
満

場
起
立
。
第
五
番
、
第
二
号
、
第
三
号
を
一
括
し
て
附
托
す
べ
き
特
別
審
査

委
員
十
名
を
、
議
長
の
指
名
を
以
て
撰
定
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
（
賛
成
の

声
あ
り
）。
第
廿
四
番
、
本
員
は
此
の
議
案
を
財
務
特
別
審
査
委
員
に
托
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
ま
す
（
賛
成
の
声
あ
り
）。
第
廿
九
番
、
此
の
二
、

三
号
案
は
特
に
委
員
を
撰
ば
れ
ん
こ
と
を
望
む
（
賛
成
の
声
あ
り
）。
第
五

番
、
本
員
は
前
説
を
取
消
て
廿
四
番
に
賛
成
し
ま
す
。
議
長
、
廿
四
番
の
説

の
、
此
案
を
財
務
審
査
委
員
に
托
す
る
、
に
賛
成
の
者
は
起
立
（
起
立
満

場
）。
第
五
番
、
此
れ
に
て
日
程
は
終
り
ま
し
た
が
、
昨
日
二
番
よ
り
本
所

員
の
報
告
に
付
て
弁
明
せ
ん
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
相
方
御
差
支

が
無
く
ば
し
て
頂
き
て
は
如
何
で
す
か
。
議
長
、
別
に
差
支
は
あ
り
ま
せ
ぬ

が
二
番
さ
ん
に
所
労
も
な
く
ば
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
第
二
番
、
本
所
員
よ
り

昨
来
せ
ら
れ
た
る
報
告
に
付
て
、
少
し
く
事
実
相
違
せ
る
点
が
あ
り
ま
す
か

ら
弁
明
し
て
置
き
た
く
思
ひ
ま
す
。
已
に
各
員
の
御
承
知
の
如
く
、
本
所
員

の
報
告
の
中
に
は
、
青
山
、
日
吉
の
名
は
随
分
多
く
出
た
様
に
思
ひ
ま
す
。

報
告
を
聞
き
ま
す
と
、
日
吉
は
大
橋
銀
行
と
の
関
係
者
で
あ
り
、
又
今
回
の

事
変
に
就
て
は
深
き
因
縁
あ
り
て
、
而
か
も
日
吉
其
者
は
其
責
任
を
尽
さ
ず

し
て
今
日
に
至
り
し
様
に
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
全
体
私
が
大
橋
一
件
に
口
を

入
れ
た
の
は
事
止
む
を
得
ざ
る
に
出
で
し
も
の
に
し
て
、
只
菩
提
会
と
大
橋

銀
行
と
の
間
に
立
て
交
渉
す
る
こ
と
の
依
頼
を
受
け
斡
旋
せ
し
ま
で
に
て
、

本
員
が
最
初
よ
り
深
く
関
係
を
有
し
て
、
彼
是
れ
と
奔
走
す
べ
き
地
位
あ
り

し
も
の
と
認
め
ら
れ
て
は
、
実
に
迷
惑
な
る
事
で
あ
り
ま
す
。
青
山
氏
の
如

き
は
、
菩
提
会
と
の
因
縁
も
あ
る
こ
と
故
、
深
き
関
係
有
る
や
も
知
ら
ざ
る

を
、
本
員
は
只
交
渉
員
と
し
て
頼
ま
れ
し
に
過
ぎ
ず
、
其
れ
は
共
に
日
吉
の

名
義
で
あ
る
所
の
吉
田
山
を
抵
當
と
し
て
金
を
借
り
た
と
云
ふ
を
聞
て
、
自

分
の
物
を
抵
當
に
貸
す
位
な
れ
ば
、
菩
提
会
と
日
吉
、
前
田
、
釈
の
両
氏
と

日
吉
の
間
に
は
此
の
借
金
問
題
に
就
て
は
大
な
る
関
係
の
あ
る
様
に
、
各
員

は
思
は
る
ゝ
で
あ
ら
う
が
、
抑
も
此
の
吉
田
山
な
る
者
は
、
一
時
都
合
に
よ

り
日
吉
の
名
義
を
借
せ
し
者
に
て
、
実
際
の
所
有
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
故

に
、
担
保
と
し
た
り
抵
當
に
す
る
に
付
て
も
、
名
義
人
な
る
日
吉
は
毫
も
言

を
挿
む
権
能
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
夫
故
菩
提
会
が
勝
手
に
自
分
の
権
内

に
於
て
彼
の
地
を
抵
當
と
し
て
、
大
橋
よ
り
借
金
し
た
る
な
れ
ど
も
、
日
吉

は
単
に
名
義
人
と
云
ふ
点
か
ら
其
の
相
談
に
預
り
し
の
み
、
後
に
至
て
春
光

院
財
産
一
切
及
日
吉
の
所
有
な
る
吉
田
山
の
地
所
を
書
き
入
て
證
書
を
作
る

時
に
も
、
但
し
書
に
あ
る
通
り
所
有
人
へ
交
渉
の
上
云
云
と
あ
り
ま
す
。
あ

れ
は
日
吉
な
る
本
員
も
春
光
院
に
て
、
木
宮
氏
以
下
の
人
々
と
列
席
あ
り
ま

し
た
が
、
実
権
な
き
故
其
の
所
有
者
に
掛
合
の
上
に
、
と
但
書
を
加
へ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
此
證
書
を
作
り
て
手
続
を
す
る
時
に
も
、
大
橋
銀
行
か
ら
本

所
員
に
督
促
が
有
た
け
れ
ど
も
、
本
所
員
は
事
情
不
知
の
為
め
如
何
と
も
為

す
能
は
ず
、
前
田
、
釈
の
両
氏
か
ら
青
山
、
日
吉
の
事
を
云
は
れ
た
る
に
よ
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り
、
此
の
交
渉
を
托
せ
し
と
て
、
本
員
を
招
か
れ
し
と
思
は
れ
ま
す
。
そ
れ

で
数
回
の
召
喚
の
上
、
登
山
し
て
事
の
成
行
を
知
り
し
と
き
は
、
證
書
は
已

に
出
来
上
り
居
り
し
な
り
。
證
書
構
成
の
こ
と
に
付
て
も
、
日
吉
の
依
頼
に

よ
り
て
云
云
と
あ
り
ま
し
た
け
れ
共
、
大
に
事
実
に
相
違
し
て
居
り
ま
す
。

前
陳
の
如
く
深
き
関
係
な
き
日
吉
が
、
此
事
に
付
て
所
員
と
談
合
せ
し
や
と

語
ら
る
ゝ
か
知
れ
ぬ
が
、
其
れ
は
此
様
な
事
は
本
人
と
本
人
で
は
話
し
が
仕

悪
い
故
、
中
間
に
入
り
て
交
渉
を
頼
む
と
云
は
れ
、
一
旦
は
断
り
し
も
、
個

人
と
し
て
勢
止
む
な
く
其
労
を
取
し
迄
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
前
田
、
釈
対

日
吉
の
関
係
以
外
、
別
に
理
由
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
で
も
な
い
、

一
方
大
橋
か
ら
強
制
執
行
を
も
為
し
兼
ね
ま
じ
き
勢
を
以
て
迫
り
居
る
時
ゆ

ゑ
、
若
し
此
の
侭
に
過
し
去
る
時
に
は
、
本
派
は
如
何
な
る
悲
境
に
陥
る
や

も
計
り
難
き
の
み
な
ら
ず
、
世
に
晒
ら
す
恥
辱
や
汚
点
又
大
な
る
を
感
じ
た

る
が
為
め
で
あ
り
ま
す
。
又
日
吉
が
前
田
、
釈
両
人
に
契
約
通
り
実
行
さ
せ

る
と
保
證
を
し
て
置
き
乍
ら
、
再
三
再
四
の
打
電
に
も
応
ぜ
ず
、
本
派
議
員

に
し
て
常
置
員
の
職
に
あ
る
人
に
し
て
云
云
、
食
言
云
云
、
又
片
山
と
協
定

案
の
交
渉
員
と
な
り
し
時
、
市
中
に
於
て
前
田
氏
等
と
同
宿
し
て
所
員
の
言

に
従
は
ざ
り
し
云
云
、
の
事
あ
り
ま
し
た
が
、
以
下
其
弁
明
を
簡
単
に
致
し

ま
す
。
不
肖
な
が
ら
保
證
人
の
名
を
以
て
居
り
ま
す
か
ら
、
其
責
任
の
あ
る

所
は
知
て
居
り
ま
す
か
ら
、
電
報
や
書
面
に
接
し
て
直
に
登
山
す
る
こ
と
は

心
得
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
仮
り
に
も
一
ケ
寺
の
住
職
で
あ
る
以
上

は
、
盆
会
や
法
要
の
為
め
差
支
少
か
ら
ず
、
又
電
文
は
簡
に
し
て
意
を
尽
さ

ず
、
単
に
来
い
て
は
何
の
用
な
る
や
も
知
れ
ず
、
其
れ
も
本
山
に
買
は
れ
て

居
る
人
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
住
職
と
し
て
業
務
あ
る
身
に
は
有
り
勝
ち
の

こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
又
私
は
議
員
で
あ
り
、
常
置
員
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
何
時
も
々
々
々
其
肩
書
を
以
て
動
い
て
は
居
り
ま
せ
ぬ
。
其
れ
に
個
人

と
し
て
の
行
為
に
対
し
て
、
常
置
員
た
る
べ
き
日
吉
が
本
派
議
員
た
る
日
吉

が
と
見
做
さ
れ
て
は
実
に
迷
惑
千
万
で
、
他
の
議
員
諸
君
へ
対
し
て
も
大
に

面
目
を
失
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
次
に
四
十
九
銀
行
と
協
定
案
の
交
渉
の

時
も
、
本
所
員
は
市
中
に
宿
泊
す
な
と
願
で
あ
る
の
に
、
前
田
等
の
宿
泊
所

に
行
て
云
云
、
と
云
は
れ
ま
し
た
が
、
當
時
本
所
員
よ
り
は
、
別
に
市
中
に

泊
る
な
と
云
は
れ
な
か
つ
た
様
に
思
ふ
の
み
な
ら
ず
、
私
が
市
中
に
泊
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
理
由
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
其
理
由
を
申
し
ま
す
と
、

私
の
引
受
た
る
交
渉
事
務
は
協
定
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
に
て
、
片
山
氏

に
面
会
し
て
教
務
本
所
の
方
へ
来
て
下
さ
る
か
、
私
か
ら
銀
行
へ
参
ら
う
か

と
尋
ね
た
時
に
、
片
山
は
多
用
で
あ
る
故
何
卒
銀
行
の
方
へ
来
て
く
れ
と
の

事
で
あ
り
ま
し
た
。
で
私
の
方
か
ら
出
て
行
き
ま
す
と
、
不
在
で
あ
る
。
其

自
宅
を
訪
ふ
も
在
ら
ず
。
そ
う
こ
う
す
る
中
に
日
は
暮
て
仕
舞
と
云
ふ
有
様

で
、
市
中
に
宿
泊
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
場
合
と
な
り
て
泊
り
し
迄
の
事
で
、
別

に
前
田
師
や
釈
師
に
会
せ
ん
が
為
め
に
宿
り
し
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
又

た
食
言
云
云
、
の
言
は
あ
り
ま
し
た
が
、
決
し
て
食
言
し
た
と
云
ふ
の
で
は

あ
り
ま
せ
ぬ
。
私
が
よ
い
加
減
の
事
を
證
書
に
し
て
置
い
て
、
顧
み
ん
と
云

ふ
精
神
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
若
し
食
言
の
精
神
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
多
忙
な

る
中
を
切
り
抜
け
て
、
盛
夏
の
時
わ
ざ
〳
〵
登
山
し
て
奔
走
す
る
様
な
馬
鹿

は
致
し
ま
せ
ぬ
。
…
…
一
々
本
派
の
為
を
思
ふ
て
心
を
労
し
た
の
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
番
外
一
番
、
敢
て
二
番
と
口
論
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ぬ
が
、
私
が
報
告
中
に
申
し
た
こ
と
を
二
番
が
曲
解
し
て
居
る
点
が
あ
り
ま
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す
か
ら
、
一
言
弁
じ
て
置
き
ま
す
（
時
に
水
掛
け
論
と
な
ら
ぬ
様
に
と
叫
ぶ

も
の
あ
り
）。
私
が
日
吉
氏
と
大
橋
銀
行
と
関
係
あ
り
と
云
ふ
た
と
云
は
れ

ま
し
た
が
、
全
く
御
聞
違
ひ
で
あ
り
ま
す
。
私
は
吉
田
山
の
所
有
や
名
義
の

事
は
少
し
も
知
り
ま
せ
ぬ
。
只
證
書
面
に
あ
る
事
柄
か
ら
、
日
吉
氏
が
斡
旋

云
云
、
と
云
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
證
書
に
名
の
連
り
居
る
以
上
は
、

内
実
ど
う
あ
ら
う
が
明
か
に
證
人
で
あ
り
ま
す
。
又
日
吉
氏
が
、
常
置
員
や

議
員
の
肩
書
を
以
て
此
の
證
人
と
な
ら
れ
し
と
は
、
決
し
て
申
し
ま
せ
ぬ
。

又
便
宜
を
無
視
し
て
山
内
に
宿
泊
せ
よ
と
迫
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
前

田
、
釈
氏
の
為
め
に
急
境
に
陥
り
、
各
自
に
心
配
し
て
居
る
時
な
れ
ば
、
充

分
注
意
あ
り
て
、
両
氏
の
居
ら
る
ゝ
所
へ
は
行
か
ぬ
様
に
せ
ら
る
ゝ
の
が
至

當
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
か
ら
、
其
こ
と
を
一
言
し
た
計
り
で
あ
り
ま

す
。
又
内
々
本
派
の
為
め
に
心
配
し
て
居
る
故
、
名
古
屋
へ
も
行
き
て
と
あ

り
ま
し
た
が
、
氏
の
名
古
屋
へ
行
き
し
が
果
し
て
協
定
案
の
為
め
か
、
大
橋

銀
行
の
為
め
か
私
は
し
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
第
五
番
、
吉
田
山
は
日
吉
さ

ん
の
名
義
で
あ
り
て
、
其
実
は
菩
提
会
の
も
の
で
あ
る
と
か
何
ん
と
か
聞
き

ま
し
た
が
、
全
体
あ
の
吉
田
山
は
日
吉
氏
が
金
を
出
し
て
菩
提
会
へ
寄
附
せ

ら
れ
し
も
の
に
や
。
其
金
の
出
所
並
に
実
権
の
何
人
な
る
や
、
御
差
支
な
き

か
ぎ
り
は
承
り
た
い
。
第
二
番
、
吉
田
山
は
日
吉
の
名
義
で
あ
り
ま
す
が
、

全
く
は
菩
提
会
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
金
が
何
処
か
ら
出
た
か
、
其
辺
の
こ

と
は
公
会
の
席
で
明
言
し
悪
い
故
に
、
又
席
を
更
め
て
申
し
ま
す
。
第
廿

番
、
日
吉
氏
の
名
義
に
し
て
実
権
な
き
こ
と
に
付
て
、
確
證
は
あ
り
ま
す

か
。
第
二
番
、
あ
り
。
議
長
、
時
刻
も
大
分
移
り
ま
し
た
而
已
な
ら
ず
、
委

員
会
も
開
け
る
と
の
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
日
は
之
れ
に
て
閉
会
に
致
し

ま
す
。
第
一
、
第
二
、
第
三
号
附
托
委
員
長
を
撰
で
御
出
し
を
願
ひ
ま
す
。

時
に
午
後
五
時
。

大
橋
銀
行
に
関
す
る
債
務
の
解
決
〔
明
治
38
年
２
月
12
日　

第
二
一
一
号
〕

明
治
三
十
七
年
八
月
廿
四
日
、
故
管
長
関
禅
師
よ
り
、
本
派
常
置
員
に
金
庫

調
査
を
命
じ
、
続
て
本
派
財
務
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
一
大
急
即
を
要

す
る
は
、
即
今
に
美
濃
国
大
垣
町
合
名
会
社
、
大
橋
銀
行
に
対
す
る
債
務
に

て
、
同
債
務
は
八
月
廿
七
日
ま
で
に
、
管
長
よ
り
何
等
の
回
答
（
即
ち
返
金

又
内
入
）
を
な
す
筈
な
る
を
以
て
、
稲
葉
、
三
玉
の
両
師
は
、
同
行
に
金
千

七
百
円
を
持
参
出
張
し
、
延
期
の
申
込
を
な
し
た
り
。
然
る
に
同
銀
行
は
、

金
融
上
不
都
合
な
り
と
て
延
期
を
な
さ
し
め
ず
、
同
月
卅
一
日
ま
で
に
金
壱

万
円
を
支
払
ふ
べ
し
と
。
両
師
は
止
む
な
く
夜
千
七
百
円
の
金
員
を
持
帰

り
、
更
に
金
策
上
に
百
方
苦
辛
し
た
る
も
、
當
時
京
阪
の
金
融
界
は
非
常
の

恐
荒
を
来
し
居
り
た
れ
ば
、
容
易
に
纏
ら
ず
。
茲
に
於
て
、
更
に
大
橋
銀
行

へ
は
平
松
調
査
員
を
遣
し
、
其
下
宿
千
切
屋
に
於
て
会
見
数
回
を
重
ね
、
元

利
の
請
求
は
総
て
臨
時
議
会
の
後
ま
で
延
期
す
る
事
に
契
約
成
立
す
。
実
に

此
の
間
八
月
廿
五
日
よ
り
九
月
廿
一
日
ま
で
、
大
橋
銀
行
債
務
の
交
渉
に
日

を
重
ね
た
り
。
十
月
五
日
よ
り
開
か
れ
た
る
本
派
臨
時
議
会
に
於
て
は
、
大

橋
銀
行
の
債
務
、
及
大
菩
提
会
の
債
権
を
否
決
し
、
再
議
に
附
せ
ら
れ
し
も

時
間
な
く
、
遂
に
閉
会
に
至
り
た
れ
ば
、
兼
て
交
渉
に
交
渉
を
重
ね
て
違
約

な
き
を
保
し
、
以
て
差
押
等
を
免
れ
居
た
る
本
派
は
、
彼
議
会
が
債
務
を
否

決
し
た
る
と
同
時
、
其
翌
日
、
大
橋
銀
行
業
務
担
當
員
大
橋
与
市
よ
り
差
押

の
送
達
文
を
受
け
、
執
達
吏
渡
島
高
明
来
り
、
既
に
着
手
せ
ん
と
す
る
光
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

124

131

景
、
実
に
本
派
千
年
の
汚
点
を
歴
史
に
遺
す
一
刹
那
、
管
長
猊
下
は
臨
時
に

常
置
員
会
を
開
き
、
本
派
に
関
す
る
債
権
債
務
に
就
き
、
更
に
承
認
を
求
め

ら
れ
た
り
。
常
置
員
は
、
大
橋
銀
行
に
関
す
る
債
務
は
真
正
な
る
も
の
や
否

や
、
又
弁
済
義
務
は
、
本
派
本
山
に
あ
る
も
の
や
に
就
て
充
分
に
調
査
を
遂

げ
、
一
方
本
派
法
律
顧
問
、
諸
富
保
親
の
證
明
に
依
り
、
大
橋
銀
行
の
債
務

を
認
め
る
事
と
な
り
、
以
て
同
行
に
交
渉
し
、
返
金
は
調
金
の
上
、
可
成
至

急
に
入
金
す
る
約
定
を
な
し
、
爾
後
同
行
に
返
済
の
金
員
調
達
の
為
め
、
什

物
中
の
或
物
件
を
担
保
と
し
、
借
入
金
を
な
す
に
決
し
、
物
件
は
其
筋
の
許

可
を
得
、
一
面
金
策
の
方
法
相
立
ち
、
已
に
公
正
證
書
作
成
し
、
金
員
受
授

せ
ん
と
す
る
に
際
し
、
大
橋
銀
行
は
、
行
整
上
遂
に
執
達
吏
を
し
て
本
所
に

臻
ら
し
め
、
差
押
の
手
続
に
及
び
た
り
。
是
れ
明
治
三
十
七
年
十
二
月
一
日

よ
り
二
日
ま
で
な
り
き
。
依
て
本
派
は
差
押
物
件
異
議
の
申
請
を
な
す
こ

と
ゝ
し
、
名
古
屋
市
在
田
要
次
郎
外
に
大
喜
多
、
藍
川
の
二
法
学
士
を
傭
聘

し
て
、
同
月
六
日
訴
状
を
提
出
し
た
り
。
同
日
再
び
差
押
を
受
け
た
る
も

（
博
物
館
寄
託
品
）、
前
田
様
異
議
の
申
請
並
に
抗
告
を
な
し
、
而
し
て
其
弁

論
期
日
は
一
月
十
六
日
と
定
め
ら
れ
た
り
。
然
る
に
濃
尾
の
有
志
寺
院
総
代

者
の
登
山
す
る
あ
り
て
、
本
派
と
大
橋
と
の
間
に
於
て
仲
裁
せ
ん
と
交
渉
を

開
始
し
、
本
山
よ
り
は
或
条
件
を
定
め
、
稲
葉
元
厚
、
平
松
亮
卿
の
両
名
を

挙
げ
、
委
員
と
し
て
妥
協
せ
し
め
、
十
六
日
の
期
日
は
同
月
廿
四
日
ま
で
延

期
し
、
交
渉
を
重
ね
て
左
の
条
件
の
下
に
妥
協
成
立
し
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

覚　
　
　
　

書　
　
　
（
其
一
）

今
般
大
橋
銀
行
ノ
債
務
弁
済
ニ
関
シ
、
濃
尾
寺
院
代
表
者
角
田
澄
訓
、
高
林

玄
宝
両
氏
ノ
交
渉
ニ
依
リ
、
左
ノ
如
ク
解
決
ス
ル
事
。

　

一
金
伍
阡
円
ヲ
即
時
仲
裁
者
角
田
澄
訓
、
高
林
玄
宝
両
氏
ニ
渡
ス
事
。

　
　
　

但
シ
両
氏
ハ
、
該
金
ヲ
大
橋
銀
行
ニ
渡
ス
事
。

　

一
大
橋
銀
行
ニ
対
ス
ル
債
務
全
部
ハ
、
角
田
澄
訓
、
高
林
玄
宝
ニ
於
テ
代

位
弁
済
ヲ
為
ス
コ
ト
。

　

一
日
本
大
菩
提
会
ニ
貸
与
シ
タ
ル
、
金
伍
万
参
阡
陌
漆
拾
伍
円
ノ
債
権

ヲ
、
角
田
、
高
林
、
両
氏
ニ
渡
ス
事
。

　

一
右
菩
提
会
ノ
債
権
ニ
依
リ
、
大
橋
銀
行
ノ
債
務
残
額
、
及
花
園
学
林
敷

地
建
物
、
並
ニ
吉
田
山
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
債
務
ハ
、
仲
裁
者
角
田
澄

訓
、
高
林
玄
宝
両
人
ニ
於
テ
弁
債
ス
ル
事
。

　

一
妙
心
寺
ト
大
橋
銀
行
ト
妥
協
成
立
ノ
上
ハ
、
仲
裁
者
角
田
、
高
林
、
両

氏
ハ
、
大
橋
銀
行
ニ
対
シ
、
弁
債
ノ
義
務
ト
、
日
本
大
菩
提
会
ニ
対
ス

ル
一
部
ノ
債
権
ニ
拠
リ
、
同
会
ヨ
リ
弁
債
ヲ
受
テ
、
大
橋
銀
行
債
務
ヲ

皆
済
シ
、
大
橋
銀
行
ヨ
リ
強
制
執
行
ヲ
ナ
サ
シ
メ
ザ
ル
事
。

　
　

若
シ
強
制
執
行
等
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
、
仲
裁
者
角
田
澄
訓
、
高

林
玄
宝
ニ
於
テ
引
受
ケ
、
妙
心
寺
ヘ
一
切
迷
惑
ヲ
懸
ケ
ザ
ル
コ
ト
。

　

一
対
大
橋
、
及
菩
提
会
ノ
解
決
ハ
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
末
日
限
リ
ト

ス
ル
事
。

　

右
後
日
異
議
ナ
キ
為
メ
、
覚
書
取
換
セ
置
ク
モ
ノ
也
。

　
　
　

明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派　

顧　

問　
　

稲　

葉　

元　

厚　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
財
務
整
理
員　

平　

松　

亮　

卿　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濃
尾
両
国
有
志
寺
院
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
林
寺
住
職　
　
　
　
　

角　

田　

澄　

訓　

㊞
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「
正
法
輪
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
（
下
）

125

130

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
泰
寺
住
職　
　
　
　
　

高　

林　

玄　

宝　

㊞

　
　
　

覚　
　
　
　

書　
　
　
（
其
二
）

明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
七
、
樺
井
保
親
公
證
役
場
ニ
於
テ
作
成
シ
タ
ル
、

合
名
会
社
大
橋
銀
行
対
妙
心
寺
ノ
貸
借
金
ニ
付
キ
、
訴
訟
ニ
相
成
リ
居
候

処
、
今
回
角
田
澄
訓
、
高
林
玄
宝
両
氏
ノ
仲
裁
ニ
依
リ
、
示
談
ノ
上
、
両
人

債
務
ノ
保
證
ト
ナ
リ
、
元
金
五
万
円
ノ
内
既
済
残
額
、
金
弐
万
八
千
円
ニ
対

シ
、
返
済
ノ
期
日
ヲ
定
ム
ル
事
左
ノ
通
リ
。

　

一
金
伍
阡
円　
　
　
　
　

明
治
三
十
八
年
一
月
廿
三
日
第
一
回
返
済
。

　

一
金
参
阡
円　
　
　
　
　

同　
　
　
　

年
七
月
廿
五
日
第
二
回
返
済
。

　

一
金
弐
万
円　
　
　
　
　

同　
　
　
　

年
十
二
月
廿
五
日
第
三
回
皆
済
。

　
　

但
シ
此
金
弐
万
円
ノ
内
、
半
額
迄
ハ
債
務
者
ノ
都
合
ニ
依
リ
、
明
治
三

十
九
年
六
月
廿
五
日
迄
延
期
ヲ
申
出
デ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
債
権
者
ニ
於
テ

承
諾
ス
ル
コ
ト
。

　

一
第
一
回
支
払
金
ノ
受
授
ト
同
時
ニ
、
強
制
執
行
ヲ
解
除
ス
ル
事
。

　

一
元
金
ニ
対
ス
ル
利
子
ハ
、
六
月
二
十
五
日
、
十
二
月
二
十
五
日
ノ
両
度

ニ
支
払
フ
事
。

右
ノ
通
リ
示
談
相
整
候
、
依
之
覚
書
二
通
ヲ
作
成
シ
、
相
方
一
通
ヲ
所
持
ス

ル
モ
ノ
也
。

　
　

明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

債　

務　

者　
　
　
　
　
　
　
　

妙　
　
　

心　
　
　

寺

　
　
　
　
　
　
　

同
寺
代
表
者
妙
心
寺
住
職　
　
　

三　

関　

天　

慧　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

債　

権　

者　
　
　
　
　
　
　
　

合
同
会
社
大
橋
銀
行

　
　
　
　
　
　
　

同
会
社
代
表
者
業
務
担
當
社
員　

大　

橋　

与　

市　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

濃
尾
両
国
有
志
者
寺
院
代
表

　
　
　
　
　
　
　

仲　

裁　

兼　

保　

證　

人　
　

角　

田　

澄　

訓　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

林　

玄　

宝　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

妙　

心　

寺　

派　

顧　

問

　
　
　
　
　
　
　

立　

会　

人　
　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

元　

厚　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

妙　

心　

寺　

派　

財　

務　

整　

理　

委　

員

　
　
　
　
　
　
　

立　

会　

人　
　
　
　
　
　
　
　

平　

松　

亮　

卿　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

合　

名　

会　

社　

大　

橋　

銀　

行　

員

　
　
　
　
　
　
　

立　

会　

人　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

井　
　
　

新　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

井　

俊　

蔵　

㊞

右
の
覚
書
を
取
換
し
、
一
月
廿
一
日
午
後
六
時
、
教
務
本
所
に
於
て
正
式
双

方
会
見
し
、
一
月
廿
四
日
、
京
都
地
方
裁
判
所
に
出
頭
し
、
異
議
申
請
取

下
、
差
押
解
除
等
総
て
の
手
続
を
終
り
、
茲
に
始
め
て
大
橋
銀
行
の
貸
借
問

題
は
解
決
を
告
げ
た
り
。
而
し
て
差
押
の
封
印
等
は
、
廿
五
日
に
除
き
、
博

物
館
よ
り
差
押
へ
持
来
り
た
る
什
物
は
、
再
び
同
館
に
寄
託
す
る
こ
と
ゝ

し
、
同
館
長
代
理
石
田
氏
と
、
妙
心
寺
よ
り
平
松
師
出
張
し
、
押
収
物
件
を

点
検
し
、
同
館
へ
引
渡
し
た
り
。
右
に
て
妙
心
寺
は
、
他
よ
り
差
押
へ
を
受

た
る
こ
と
な
く
、
大
橋
銀
行
の
債
務
は
、
全
く
濃
尾
両
国
に
於
て
、
彼
大
菩

提
会
に
対
す
る
債
権
に
依
り
、
代
位
弁
済
を
な
す
こ
と
ゝ
な
り
た
り
。

●
大
橋
事
件
余
談　

昨
年
九
月
下
旬
、
大
橋
銀
行
よ
り
差
押
を
受
け
る
と
云

ふ
時
は
、
丁
度
顧
問
会
の
開
会
中
で
、
各
耆
宿
は
平
松
整
理
委
員
よ
り
、
大

橋
銀
行
延
期
承
認
せ
ず
、
愈
よ
明
朝
執
達
吏
が
来
る
、
と
云
ふ
電
報
の
着
し
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た
報
告
を
な
し
た
る
時
は
、
一
同
顔
を
見
合
せ
て
、
管
長
猊
下
始
め
暗
涙
に

む
せ
び
た
り
。
三
十
六
年
十
月
廿
六
日
、
故
関
管
長
に
債
務
を
替
へ
た
る
當

時
、
前
田
、
釈
、
日
吉
等
に
関
す
る
契
約
も
夫
〳
〵
処
置
せ
し
も
、
賃
貸
物

件
現
品
の
授
受
は
未
了
な
り
。
大
橋
銀
行
へ
返
済
に
関
す
る
金
員
借
入
に
就

て
は
、
平
松
委
員
斡
旋
の
労
を
と
り
、
大
阪
の
藤
田
某
に
て
借
入
な
り
た
る

も
、
京
阪
遠
隔
の
理
由
の
為
め
時
日
を
誤
り
、
京
都
に
て
調
金
す
る
こ
と
ゝ

な
り
た
り
。
三
十
七
年
八
月
廿
七
日
以
来
一
月
廿
四
日
ま
で
、
大
橋
銀
行
の

為
め
、
金
の
借
入
又
は
延
期
の
交
渉
、
或
は
差
押
に
関
す
る
等
に
て
、
殆
ん

ど
同
行
の
為
め
本
所
、
及
整
理
部
も
悩
殺
せ
ら
る
ゝ
位
な
り
し
。
一
月
八
日

以
後
は
、
濃
尾
の
代
表
者
角
田
澄
訓
、
高
林
玄
宝
二
師
等
、
非
常
に
尽
砕

し
、
仲
裁
の
労
を
と
り
、
又
本
山
よ
り
委
員
等
稲
葉
、
平
松
二
師
と
会
見
。

数
日
、
廿
日
廿
一
日
の
如
き
は
、
銀
行
員
と
本
山
委
員
と
を
市
中
西
富
家
に

会
合
せ
し
め
、
徹
夜
に
て
覚
書
の
草
案
等
を
作
成
し
た
り
と
。
濃
尾
代
表
者

た
る
資
格
に
付
き
、
両
師
は
不
日
濃
尾
両
国
寺
院
の
委
任
状
を
貼
付
す
る
こ

と
ゝ
な
り
た
り
。

●
民
事
訴
訟　

去
る
一
月
十
日
を
以
て
、
京
都
銀
行
及
四
十
九
銀
行
に
対
し

て
民
事
私
訴
を
提
起
し
た
り
。
原
告
は
妙
心
寺
住
職
三
関
天
慧
師
、
被
告
人

は
京
都
銀
行
山
中
安
吉
、
及
四
十
九
銀
行
下
村
忠
一
氏
な
り
。
そ
の
申
立
の

要
件
は
左
の
物
件
の
返
還
に
あ
り
。

　

一
甲
号
金
禄
公
債
證
書
額
面
金
壱
万
円
。

　

一
整
理
公
債
證
書
額
面
金
四
万
六
千
四
百
五
拾
円
。

　

一
記
名
軍
事
公
債
證
書
額
面
金
弐
千
五
拾
円
。　
　
　
（
以
上
京
都
銀
行
）

　

一
甲
号
金
禄
公
債
證
書
額
面
金
壱
万
円
。

　

一
無
記
名
軍
事
公
債
證
書
額
面
金
壱
万
弐
千
六
百
円
。

　

一
無
記
名
軍
事
公
債
證
書
額
面
金
弐
千
円
。

　

一
無
記
名
軍
事
公
債
證
書
額
面
金
七
千
七
百
五
円
。

　

一
無
記
名
整
理
公
債
證
書
額
面
金
弐
万
六
千
百
五
拾
円
。

 

（
以
上
四
十
九
銀
行
）

●
妙
心
寺
事
件
公
判
（
第
一
回
）　

去
る
一
月
十
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

京
都
地
方
裁
判
所
に
於
て
、
前
田
以
下
六
名
の
公
私
文
書
偽
造
、
詐
欺
取
財

被
告
事
件
の
公
判
を
開
か
れ
た
り
。
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
、
片
山
茂
三
郎
、

樺
井
保
親
、
尾
木
久
保
、
等
は
頭
に
編
笠
を
着
し
、
前
田
、
釈
は
被
布
を
着

し
、
其
他
は
羽
織
を
着
し
て
、
獄
吏
に
引
か
れ
て
出
廷
し
た
り
。
而
し
て
各

被
告
人
の
弁
護
人
は
▲
前
田
誠
節
、
浅
井
栄
、
三
浦
倫
吉
、
鬼
頭
玉
汝
、
▲

釈
等
顧
、
浅
井
栄
、
林
清
、
鬼
頭
玉
汝
、
小
川
平
吉
、
▲
片
山
茂
三
郎
、
尾

崎
保
、
本
多
源
蔵
、
奥
繁
三
郎
、
姉
崎
鉄
吾
、
菊
地
武
夫
、
▲
樺
井
保
親
、

三
幣
保
、
奥
繁
三
郎
、
大
滝
新
之
助
、
藤
林
忠
良
、
渋
忠
次
郎
、
▲
尾
木
久

保
、
奥
繁
三
郎
、
須
古
織
之
助
、
寺
尾
治
郎
吉
、
▲
石
田
尚
徳
、
伊
藤
全

治
、
鬼
頭
玉
汝
氏
等
に
し
て
、
又
妙
心
寺
よ
り
は
有
価
證
券
返
還
の
私
訴
に

て
、
原
告
三
関
天
慧
師
の
代
理
と
し
て
高
木
益
太
郎
、
荘
田
要
二
郎
氏
出
廷

せ
り
。
成
田
裁
判
長
、
遠
藤
、
富
島
の
両
陪
席
判
事
、
伊
藤
検
事
、
藤
田
書

記
等
列
席
し
て
開
廷
に
移
り
た
り
。
伊
藤
検
事
は
起
て
約
一
時
間
に
渉
り

て
、
公
訴
事
実
を
陳
述
せ
り
。
其
要
領
を
記
せ
ん
に
、
本
件
は
予
審
決
定
書

に
依
り
て
充
分
詳
細
を
尽
し
あ
る
も
、
一
応
事
実
を
被
告
人
に
示
す
は
、
審

問
上
手
続
の
順
當
な
り
と
す
る
が
故
、
簡
単
に
説
明
せ
ん
と
す
。
抑
も
前

田
、
釈
の
被
告
事
件
の
遠
因
近
因
と
な
り
た
る
も
の
は
、
約
束
手
形
委
任
状
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偽
造
詐
欺
取
財
に
あ
り
。
前
田
は
妙
心
寺
の
議
事
と
な
り
、
釈
は
執
事
及
会

計
部
長
を
兼
ね
た
れ
ば
、
妙
心
寺
の
実
権
は
、
彼
等
二
名
に
掌
握
し
た
る
も

の
と
云
ふ
べ
し
。
而
し
て
此
の
二
名
は
、
村
田
寂
順
を
会
長
に
、
前
田
は
副

会
長
と
な
り
、
仏
骨
を
奉
迎
し
て
各
宗
派
を
統
一
す
る
の
計
画
を
為
し
、
菩

提
会
の
為
に
全
力
を
注
ぎ
、
之
れ
が
費
用
を
支
出
す
る
に
就
て
、
一
時
妙
心

寺
の
有
価
證
券
を
担
保
と
し
、
約
束
手
形
を
偽
造
し
、
寄
附
金
の
集
る
を
待

て
之
が
返
済
の
途
を
開
か
ん
と
し
、
妙
心
寺
の
有
価
證
券
を
取
出
し
、
菩
提

会
の
為
に
拾
参
万
円
を
住
友
銀
行
、
又
は
大
橋
銀
行
よ
り
借
入
れ
、
其
負
債

嵩
む
と
同
時
に
、
経
済
界
は
不
況
に
陥
り
、
菩
提
会
の
寄
附
金
募
集
は
不
結

果
に
終
り
、
為
す
べ
き
手
段
な
き
に
至
り
、
第
一
着
に
大
橋
銀
行
の
四
万
円

の
始
末
を
つ
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
よ
り
、
決
定
書
に
記
載
の
如
き
行
為
を
な

し
、
偽
造
手
形
を
発
行
し
た
る
が
、
其
犯
罪
意
思
は
明
治
三
十
三
年
よ
り
継

続
し
た
る
も
の
な
り
。
尚
住
友
銀
行
の
五
万
五
千
円
と
、
其
他
の
七
千
円
に

対
す
る
分
の
約
束
手
形
を
偽
造
し
た
り
、
尚
四
十
九
、
京
都
の
二
銀
行
よ

り
、
前
管
長
関
実
叢
を
欺
き
、
其
委
任
状
を
偽
造
行
使
し
、
苦
肉
の
策
を
施

し
、
各
五
万
円
を
両
銀
行
よ
り
借
入
れ
た
り
と
。
其
他
片
山
、
樺
井
等
に
就

て
も
詳
細
な
る
事
実
を
陳
述
せ
し
も
、
時
正
午
な
る
を
以
て
、
弁
護
人
よ
り

休
廷
を
希
望
し
、
裁
判
長
は
休
廷
を
命
じ
た
り
。
午
後
一
時
過
ぎ
よ
り
再
開

廷
、
事
実
の
審
問
に
移
り
た
り
。
前
田
は
管
長
の
印
を
保
管
す
る
事
に
就

て
、
裁
判
長
の
訊
問
に
対
し
て
、
元
来
管
長
は
一
派
の
布
教
伝
導
及
教
育
を

司
る
故
に
、
始
終
不
在
勝
な
れ
ば
、
総
て
の
事
務
を
議
事
に
於
て
取
扱
ふ
の

慣
例
な
り
と
す
。
既
に
京
都
鉄
道
花
園
停
車
場
に
対
し
て
三
万
円
、
学
林
建

設
に
就
て
四
万
円
計
り
融
通
し
た
る
事
あ
る
も
、
管
長
の
許
可
を
得
て
為
し

た
る
に
あ
ら
ず
。
即
管
長
に
一
々
承
諾
を
求
む
る
の
要
な
し
と
申
立
て
た

り
。
又
住
友
銀
行
に
対
し
約
束
手
形
を
以
て
借
入
れ
、
同
手
形
を
偽
造
し
た

る
旨
、
八
枚
共
に
否
認
し
、
尚
二
枚
の
約
束
手
形
を
以
て
支
払
の
猶
予
を
求

め
た
る
事
柄
も
、
凡
て
否
認
し
た
り
。
又
四
十
九
、
京
都
の
両
銀
行
よ
り
拾

万
円
借
入
の
件
に
就
き
、
最
初
は
無
担
保
に
て
、
片
山
等
の
交
渉
は
釈
之
れ

に
関
係
し
居
た
る
も
、
自
分
は
後
に
至
り
て
聞
き
し
な
り
。
其
極
遂
に
有
価

證
券
を
入
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
、
名
古
屋
に
管
長
を
訪
ひ
て
、
委
任
状
を
提
出

し
て
借
入
る
こ
と
ゝ
な
り
た
る
な
り
。
次
に
釈
は
前
田
に
示
め
さ
れ
た
る
各

偽
造
約
束
手
形
に
対
し
訊
問
さ
れ
た
り
。
大
体
に
於
て
之
を
是
認
し
た
り
。

漸
次
片
山
、
樺
井
等
は
審
問
を
受
け
た
り
。
午
後
六
時
三
十
分
、
主
任
判
事

に
要
務
あ
り
て
閉
廷
し
た
り
。
次
回
公
判
は
来
る
十
八
日
に
決
定
せ
り
。
當

日
傍
聴
人
は
午
前
六
時
頃
よ
り
、
裁
判
所
の
門
前
に
引
も
切
ら
ず
続
々
つ
め

か
け
、
傍
聴
券
百
五
十
枚
を
交
付
し
た
る
も
尚
足
ら
ず
、
廷
内
に
入
る
能
は

ざ
る
も
の
約
二
百
名
、
廷
外
に
佇
立
し
て
傍
聴
し
居
れ
り
と
。

●
両
銀
行
の
調
停
と
其
結
果　
　

四
十
九
、
京
都
の
両
銀
行
に
対
す
る
私
訴

調
停
に
関
し
、
大
徳
寺
派
管
長
菅
師
は
、
大
に
斡
旋
の
労
を
取
ら
れ
、
前
内

貴
市
長
に
其
調
停
方
を
請
ひ
た
り
。
内
貴
氏
も
妙
心
寺
に
し
て
調
停
を
容

る
ゝ
意
な
ら
ば
、
尽
力
す
べ
し
と
約
し
た
る
よ
り
、
菅
師
は
妙
心
寺
に
趣
き

説
く
処
あ
り
し
に
、
妙
心
寺
中
に
も
宗
派
に
し
て
斯
る
訴
訟
沙
汰
を
起
す
如

き
は
、
実
に
宗
教
家
の
こ
よ
な
き
恥
辱
に
し
て
、
其
判
決
の
結
果
す
る
予
知

し
難
け
れ
ば
、
此
際
可
成
は
双
方
妥
協
を
求
め
、
平
穏
に
処
理
し
て
、
宗
派

信
用
を
損
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
一
派
あ
る
よ
り
、
菅
師
も
左
も
あ
る

べ
き
こ
と
ゝ
な
し
、
内
貴
氏
も
又
左
も
あ
る
べ
き
こ
と
な
ら
ん
と
。
銀
行
側



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

128

127

の
調
停
は
、
大
沢
善
助
氏
に
托
し
て
、
其
意
向
を
探
ら
し
め
た
る
に
、
銀
行

側
に
於
て
も
京
都
市
有
力
者
の
調
停
な
れ
ば
、
之
れ
に
応
ず
る
と
の
意
を
洩

し
た
る
に
依
り
、
内
貴
氏
は
愈
真
身
に
な
り
て
其
調
停
に
取
掛
ら
れ
た
る

も
、
其
行
掛
上
、
双
方
非
常
の
強
硬
の
態
度
を
取
り
、
交
渉
不
成
立
と
な

り
、
目
下
中
絶
せ
り
。
其
銀
行
側
を
聞
く
に
、
今
回
の
訴
訟
事
件
に
関
し
、

岡
松
、
高
木
の
両
博
士
の
鑑
定
に
依
り
、
万
々
敗
を
取
る
如
き
失
態
な
き
を

信
ず
る
と
。
且
は
妙
心
寺
が
宗
教
家
と
し
て
実
に
あ
る
ま
じ
き
不
徳
の
行
動

あ
る
を
憤
り
、
例
へ
訴
訟
に
敗
れ
て
全
債
権
を
無
効
に
帰
す
る
も
、
債
権
を

減
額
す
る
如
き
は
断
じ
て
為
さ
ず
と
の
意
向
に
て
、
其
態
度
頗
る
強
硬
な
り

と
。
一
方
妙
心
寺
側
を
聞
く
に
、
一
、
二
の
弁
護
士
の
言
ふ
所
を
唯
一
の
後

楯
と
し
て
、
飽
迄
私
訴
を
貫
徹
し
、
事
を
法
廷
に
争
ひ
、
銀
行
の
債
権
を
蹂

躙
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
ゝ
如
し
。
観
る
人
に
依
て
異
な
り
と
雖
も
、
妙
心
寺

の
前
途
敗
か
勝
か
五
里
霧
中
。
不
安
哉
。

●
未
納
金
整
理　
　

未
納
整
理
に
つ
き
、
各
地
方
へ
徴
集
員
を
派
遣
し
、

着
々
整
理
を
完
了
し
、
最
早
大
体
に
於
て
終
結
し
た
る
由
な
る
も
、
或
地
方

に
於
て
は
、
一
、
二
区
其
実
を
挙
げ
ざ
る
由
を
聞
く
。
思
ふ
に
本
山
の
危
急

を
見
つ
ゝ
、
事
を
口
実
に
托
し
て
、
自
己
の
義
務
を
果
ざ
る
は
、
不
宗
盟
漢

と
徴
集
員
が
其
職
責
に
忠
実
な
ら
ざ
る
に
依
る
。
此
際
は
其
賞
罰
を
明
に
し

て
、
財
政
整
理
の
断
行
を
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
な
り
。

登
山
雑
記
（
続
）〔
明
治
38
年
２
月
12
日　

第
二
一
一
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏　
　
　

村　
　
　

子

▲
前
号　

に
は
派
内
の
杞
憂
家
た
る
も
の
が
、
通
読
に
価
せ
る
本
派
会
計
の

現
況
、
否
な
派
内
事
局
の
本
尊
た
る
借
財
の
結
着
の
処
を
記
載
し
、
予
が
誤

聞
は
當
局
者
の
訂
正
を
乞
ふ
こ
と
ゝ
成
し
置
け
り
。
故
に

は
其
れ
に
し

て
、
続
い
て
此
に
関
連
せ
る
事
後
の
会
計
情
態
を
総
括
し
来
り
。
此
上
當
局

者
に
向
て
は
、
予
が
寡
聞
を
正
す
の
労
を
煩
は
し
、
一
方
先
年
開
会
さ
れ
た

る
議
会
の
不
親
切
（
否
や
）
を
派
内
一
般
寺
院
諸
師
に
訴
へ
、
こ
の
際
諸
師

の
一
顧
を
を
仰
が
ん
と
欲
す
。
抑
も
今
回
の
事
変
は
、
一
般
に
承
認
せ
ら

る
ゝ
如
く
、
本
派
創
設
以
来
の
大
々
的
事
局
に
し
て
、
誰
人
も
痛
心
せ
ざ
る

は
な
け
れ
ど
も
、
さ
て
熱
誠
溢
れ
る
計
り
の
宗
盟
家
に
し
て
、
こ
の
事
局
を

能
く
収
終
せ
し
む
る
も
の
は
と
云
へ
ば
、
夥
多
あ
る
か
は
知
ら
ね
ど
も
、
尚

些
か
寒
心
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ざ
る
也
。
而
し
て
地
方
寺
院
は
、
如
何
に
と

云
ふ
に
、
本
派
幸
に
機
関
の
備
は
る
あ
り
と
雖
も
、
其
真
情
態
の
秘
せ
ら

る
ゝ
所
以
が
確
実
な
る
聞
知
な
き
が
如
し
、
之
れ
余
が
登
山
よ
り
帰
鎌
迄
に

屡
々
遭
遇
せ
し
所
也
。
一
般
に
然
る
や
否
や
。
予
は
之
れ
を
以
て
も
、
現
今

の
事
局
進
行
の
正
否
に
疑
な
き
能
は
ざ
る
也
。
何
者
、
今
日
迄
前
田
師
内
閣

の
間
に
於
て
、
予
輩
は
事
の
余
り
に
秘
せ
ら
れ
た
る
為
め
、
各
自
今
回
の
如

き
失
態
を
惹
起
せ
ざ
る
や
を
疑
念
し
つ
ゝ
あ
り
し
也
。
然
る
に
今
や
大
事
局

に
会
し
て
、
幸
に
公
表
的
に
事
務
を
進
捗
せ
し
む
べ
し
と
称
せ
し
其
人
に
依

り
て
事
務
は
進
行
せ
り
。
し
か
も
地
方
寺
院
は
仝
じ
く
、
否
な
そ
れ
以
上
の

疑
心
暗
鬼
に
途
惑
ひ
つ
ゝ
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
、
如
何
に
？
之
れ
予
が
不
偏

の
眼
に
映
ぜ
し
観
察
也
。
さ
れ
ば
こ
れ
よ
り
事
実
を
陳
べ
ん
。

▲
昨
年
八
月
末
事
局
の
発
現
せ
る
や
（
十
、
十
一
月
の
本
誌
掲
載
照
覧
）、

其
事
情
報
告
旁
々
本
派
臨
時
議
会
は
開
れ
た
り
。
而
し
て
議
事
録
は
其
後
毎

号
に
幾
分
づ
ゝ
掲
載
さ
れ
た
る
を
以
て
、
大
抵
其
様
子
は
一
般
に
通
じ
た
る
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な
ら
ん
が
、
な
れ
ど
重
複
を
憚
ら
ず
予
が
聞
知
を
一
括
せ
ば
、
十
月
初
旬
四

日
間
の
議
会
に
於
て
、
當
局
者
の
失
言
等
戒
勗
に
値
す
る
こ
と
も
あ
り
し
と

か
也
。
そ
は
暫
ら
く
措
い
て
問
は
ず
も
が
な
、
説
明
に
立
て
る
も
の
も
、
聴

者
の
位
置
に
あ
り
た
る
も
の
も
、
今
回
の
弐
拾
万
円
の
負
債
と
聞
き
て
は
、

富
士
の
高
峰
が
頭
へ
で
も
と
ぶ
様
子
な
り
し
と
は
人
の
評
な
り
し
が
、
兎
も

あ
れ
本
派
の
一
切
の
事
業
は
、
為
め
に
一
大
恐
慌
を
来
せ
し
こ
と
は
瞭
々
た

り
。
視
よ
国
家
大
事
局
に
拘
は
る
巡
軍
師
は
帰
還
し
、
本
春
早
々
行
は
る
べ

き
内
地
派
出
布
教
も
中
止
。
講
習
所
開
設
も
見
合
せ
ら
れ
た
り
。
之
等
は
ま

だ
し
も
、
本
派
の
事
業
と
し
て
緊
急
一
日
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
教
育
事
業

は
、
漸
く
に
学
林
内
に
て
借
財
し
、
継
続
せ
る
も
の
ゝ
由
な
れ
ど
之
れ
も
、

永
久
に
は
続
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。
そ
れ
も
其
筈
な
り
、
壱
万
参
千
余
の
支
出

予
算
に
し
て
始
め
て
其
進
行
を
図
り
得
べ
き
を
、
俄
か
に
五
千
円
迄
に
削
減

し
て
、
議
員
は
此
大
災
害
致
方
な
し
、
須
ら
く
是
を
以
て
支
ふ
べ
し
と
云

ひ
、
其
局
に
當
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
議
員
の
決
議
何
と
も
仕
方
な
し
と
ま

で
は
思
は
れ
ざ
り
し
な
ら
ん
が
な
れ
ど
、
現
況
其
不
足
は
借
財
で
一
時
凌
ぎ

を
為
せ
り
と
也
。
而
し
て
来
三
月
定
期
議
会
に
於
て
、
其
継
続
如
何
を
決
定

す
る
と
云
ふ
。

も
斯
く
の
如
き
は
、
一
派
否
な
同
胞
に
親
切
な
る
所
置
な

る
か
、
今
や
生
徒
た
る
百
五
十
余
の
子
弟
は
、
殆
ん
ど
月
に
参
円
の
義
財

（
食
費
、
月
謝
合
し
て
な
れ
ど
も
）
を
納
め
さ
せ
ら
れ
、
而
し
て
食
物
は
従

前
と
変
ら
ず
（
従
前
よ
り
四
合
五
勺
、
朝
夕
味
噌
汁
漬
物
に
し
て
、
余
も
之

を
喫
す
る
こ
と
数
年
間
）
と
雖
も
、
無
方
針
無
主
義
の
下
に
明
日
を
も
知
ら

ず
、
唯
だ
教
員
は
教
壇
に
立
ち
て
知
る
処
を
陳
べ
、
生
徒
は
着
席
之
れ
を
聞

き
、
其
放
課
時
間
は
真
面
目
に
運
動
も
仕
兼
ね
て
、
自
分
の
納
ま
る
べ
き
所

を
如
何
に
〳
〵
と
焦
慮
し
つ
ゝ
あ
り
。
是
等
は
仮
令
其
指
針
あ
る
も
、
閑
時

間
に
は
生
徒
た
る
も
の
幾
分
取
越
し
苦
労
す
べ
き
も
の
な
る
に
、
搗
て
加
え

て
来
三
月
以
後
は
閉
校
す
る
と
云
ふ
風
評
頻
々
な
る
今
日
に
於
て
、
誠
に
其

衷
心
察
す
る
に
余
り
あ
り
。
さ
て
之
れ
は
余
り
の
横
道
に
入
り
た
る
が
、
本

題
に
戻
り
て
想
ふ
に
、
本
派
の
現
況
は
一
陣
の
濛
雨
そ
ゝ
ぎ
て
、
未
だ
其
を

堅
め
る
べ
き
原
因
の
太
陽
出
で
ざ
る
も
の
也
。
鼻
糞
を
洗
ふ
目
糞
は
得
ら
れ

た
れ
ど
も
、
目
糞
を
清
洗
す
べ
き
硼
酸
水
は
得
ら
れ
ざ
る
な
り
。
故
に
稍
も

せ
ば
鼻
目
共
に
バ
チ
ル
ス
の
侵
害
す
る
所
と
な
ら
ざ
る
や
の
杞
憂
は
、
豈
そ

れ
予
の
み
な
ら
ず
と
信
ず
、
そ
れ
で
会
計
年
度
予
算
は
如
何
に
削
減
せ
ら
れ

た
る
か
、
一
般
に
未
だ
本
誌
に
掲
載
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
聞
か
れ
ざ
る
こ

と
ゝ
思
ふ
。
是
を
視
来
れ
ば
、
如
何
程
の
事
業
頓
挫
か
察
す
る
に
難
か
ら

ず
。
要
す
る
に
本
派
の
事
業
は
、
従
来
の
半
分
以
下
に
縮
少
せ
し
も
の
と
し

て
誤
な
し
。
万
一
（
学
林
の
如
く
）
事
業
が
外
面
上
の
変
化
な
く
ん
ば
、
そ

は
一
方
に
負
債
の
上
塗
り
か
、
さ
な
く
ば
當
局
者
の
一
大
手
腕
と
視
る
べ
き

も
の
な
り
（
何
卒
斯
く
あ
り
た
し
）。
会
計
予
算
を
掲
ぐ
る
に
細
目
は
消

え
、
一
昨
年
の
通
常
議
会
に
於
て
、
年
度
予
算
と
し
て
議
決
さ
れ
た
る
処
を

視
る
に
、

　

一
金
弐
万
参
千
八
百
七
拾
四
円
七
拾
銭　
　
　
　

卅
七
年
度
支
出
総
計
高

之
れ
に
因
り
て
、
卅
七
年
十
月
よ
り
本
年
三
月
迄
の
支
出
高
を
計
量
し
来
る

に
、
一
ケ
月
金
壱
千
九
百
八
拾
九
円
五
拾
五
銭
九
厘
弱
の
支
出
に
成
り
て
、

五
ケ
月
間
に
は
、

　

一
金
九
千
九
百
四
拾
七
円
七
拾
九
銭
五
厘　
卅
七
年
十
月
ヨ
リ

卅
八
年
三
月
マ
デ
支
出
総
高

に
當
り
、
こ
の
高
に
よ
り
て
漸
く
本
派
の
事
業
は
進
捗
し
つ
ゝ
あ
り
し
も
の
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也
。
然
る
に
昨
秋
の
議
会
に
於
て
、
総
計
高
に
於
い
て
金
壱
万
参
千
壱
百
四

拾
九
円
七
拾
銭
と
云
ふ
過
半
を
削
減
し
、

　

一
金
壱
万
〇
七
百
弐
拾
五
円
也　
　
　
　
　
卅
七
年
度
十
月
以
後
の

年
度
予
算
支
出
総
高

と
な
せ
り
。
之
を
以
て
す
る
も
事
業
の
頓
挫
は
明
察
し
得
る
べ
き
也
。
読
者

の
感
想
奈
如
に
や
。
因
之
、
卅
七
年
十
月
よ
り
本
年
三
月
ま
で
、
現
在
支
出

さ
れ
つ
ゝ
あ
る
所
を
月
割
に
計
算
す
る
に
、
従
来
の
一
ケ
月
支
出
費
に
対
し

て
は
、
金
壱
千
〇
九
拾
五
円
八
拾
銭
九
厘
減
少
に
當
り
、
実
際
金
八
百
九
拾

参
円
七
拾
五
銭
の
支
出
と
な
る
。
而
し
て
昨
年
十
月
よ
り
本
年
三
月
迄
の
合

計
高
は
、
金
五
千
四
百
七
拾
九
円
〇
四
銭
五
厘
削
減
に
て
、
従
来
の
計
算
に

対
し
て
其
半
に
も
足
ら
ず
。
即
ち
、

　

一
金
四
千
四
百
六
拾
八
円
七
拾
五
銭　
　
　
卅
七
年
十
月
ヨ
リ

本
年
三
月
マ
デ

五
ケ
月
間
総
高

な
り
、
之
れ
の
み
を
比
較
し
て
は
単
に
議
会
の
無
責
任
等
を
感
ず
る
に
止
ま

れ
ど
も
、
現
今
学
林
支
出
の
外
観
上
の
支
出
予
算
を
以
て
す
る
も
、
一
層
事

実
上
の
困
難
は
察
し
得
べ
き
也
。
諸
師
よ
、
予
は
之
を
記
す
に
堪
ざ
る
所
あ

れ
ば
、
茲
に
之
を
省
略
す
。
子
弟
を
思
ふ
念
あ
ら
ば
、
少
し
く
進
む
で
其
等

の
点
へ
目
を
投
ぜ
ら
れ
た
き
も
の
也
。

▲
次
に
記
す
べ
き
は
、
本
派
現
今
の
一
般
寺
院
の
形
勢
な
る
が
、
何
れ
も
何

れ
も
お
と
ら
ぬ
憂
山
家
、
愛
山
家
に
し
て
、
互
に
吾
こ
そ
真
の
宗
盟
心
を
以

て
此
衝
に
當
る
べ
し
と
、
奮
発
は
せ
ら
れ
居
る
も
の
な
ら
ん
。
故
に
予
輩
如

き
、
之
れ
に
一
々
非
難
を
附
す
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
寧
ろ
其
労
を
多
と
す
る

も
の
な
れ
ど
も
、
人
は
一
僻
で
、
予
が
眼
の
如
き
に
映
ず
る
所
は
そ
れ
〳
〵

勝
手
の
主
張
を
為
し
、
勝
手
の
行
動
に
出
で
を
る
か
に
視
ゆ
る
ぞ
遺
憾
な

れ
。
何
者
、
現
今
の
情
態
を
以
て
す
る
と
き
は
、
少
く
も
本
派
内
四
、
五
派

に
意
見
を
纏
め
得
る
が
如
し
。
尤
も
従
来
の
関
東
派
と
か
前
田
党
と
か
云
ふ

も
の
は
、
全
く
変
態
せ
し
と
云
ふ
も
差
支
な
し
。
い
ま
摘
要
せ
ん
に
先
づ
何

と
云
ふ
か
。
現
今
の
教
務
本
所
派
、
次
に
塔
頭
派
、
次
に
濃
尾
有
志
者
、
次

に
関
東
派
、
其
他
中
立
及
無
主
義
者
、
都
合
確
然
と
は
四
派
な
ら
ん
、
さ
れ

ば
予
は
、
一
々
其
意
見
と
行
動
と
を
以
て
斯
く
分
配
せ
し
所
以
を
記
せ
ん

に
、

▲
教
務
本
所
派　

之
れ
明
細
に
其
名
を
呼
ぶ
は
憚
な
き
能
は
ざ
る
が
、
恒
に

教
務
本
所
に
関
し
て
行
動
せ
る
も
の
を
総
称
せ
し
だ
け
に
し
て
、
其
意
見
は

知
ら
ず
。
現
行
動
は
名
は
管
長
猊
下
な
れ
ど
も
、
其
実
補
佐
者
た
る
該
派
の

者
は
、
其
実
あ
る
対
前
田
の
訴
訟
事
件
に
、
日
も
足
ら
ぬ
有
様
に
て
運
動

し
、
都
合
能
く
行
け
ば
（
想
像
す
る
に
）
本
派
の
債
務
も
ゼ
ロ
で
終
ら
う
と

云
ふ
目
的
に
進
み
つ
ゝ
あ
り
し
か
も
、
之
は
蔭
げ
で
苦
笑
せ
る
も
の
も
あ
る

ぞ
う
た
て
け
れ
。
何
を
云
ふ
も
該
派
の
者
は
、
先
ず
づ
如
何
に
恥
を
洗
ふ
も

財
政
（
？
）
が
先
決
問
題
也
。
事
業
施
政
方
針
は
其
か
ら
也
と
云
ふ
様
也
。

之
れ
現
今
学
林
も
其
他
の
事
業
も
殆
ん
ど
挫
折
せ
る
所
以
な
ら
ざ
る
か
。
予

輩
は
該
派
の
目
的
通
り
成
功
せ
ん
こ
と
を
望
む
と
は
雖
も
、
又
全
く
賛
す
る

能
は
ざ
る
所
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
そ
は
後
に
読
者
の
感
想
に
委
し
て
、
尚

追
記
す
べ
き
は
、
該
派
今
は
正
に
堂
々
天
下
独
り
舞
台
な
れ
ど
も
、
或
は
事

の
進
行
如
何
に
依
り
て
は
、
却
て
白
壁
の
上
塗
り
す
る
が
如
き
こ
と
は
な
き

か
。
一
時
鎌
倉
地
方
の
噂
に
て
、
二
百
の
金
に
手
づ
ま
り
し
と
云
へ
り
。
ヨ

モ
ヤ
と
思
へ
ど
、
さ
て
如
何
に
や
。
先
づ
幸
に
尚
国
師
の
照
鑑
あ
り
て
、
其

目
的
を
達
せ
ん
こ
と
を
祈
る
也
。
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妙
心
寺
事
件
第
二
回
公
判
〔
明
治
38
年
３
月
12
日　

第
二
一
二
号
〕

前
田
誠
節
、
釈
等
顧
、
片
山
茂
三
郎
、
樺
井
保
親
、
尾
木
久
保
、
石
田
尚
徳

の
六
名
に
係
る
、
私
印
盗
用
、
公
私
文
書
偽
造
行
使
、
詐
欺
取
財
及
び
偽
證

被
告
の
件
の
第
二
回
公
判
は
、
二
月
十
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
京
都
地
方

裁
判
所
に
て
開
廷
せ
り
。
裁
判
長
以
下
各
法
官
は
、
前
回
同
様
に
て
、
被
告

弁
護
人
及
び
民
事
原
告
人
代
理
等
、
孰
も
前
回
に
出
廷
せ
し
諸
氏
の
外
、
被

告
弁
護
人
と
し
て
江
木
衷
、
菊
地
武
夫
の
諸
氏
出
廷
せ
り
。
是
よ
り
先
き
各

被
告
人
は
、
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
入
廷
し
あ
り
、
偖
て
裁
判
長
は
前
回
に

引
続
き
開
廷
す
る
旨
を
告
げ
、
第
一
前
田
に
対
す
る
事
実
の
尋
問
と
し
て
、

前
田
が
菩
提
会
の
為
、
森
田
長
次
郎
よ
り
金
六
万
円
を
借
入
た
る
の
有
無
、

及
び
明
治
三
十
五
年
小
林
管
長
の
名
義
に
て
、
住
友
銀
行
よ
り
金
借
し
た
る

の
事
実
を
尋
問
し
た
る
に
、
前
田
は
一
々
之
に
答
へ
し
が
、
裁
判
長
は
更

に
、
明
治
三
十
七
年
妙
心
寺
内
に
於
て
妙
心
寺
所
有
の
諸
公
債
を
常
置
委
員

の
検
閲
す
る
に
際
し
、
前
田
等
は
是
を
拒
み
、
延
期
を
請
ひ
た
る
事
あ
り
や

の
尋
問
に
対
し
、
前
田
は
、
其
は
兼
て
菩
提
会
の
為
、
金
拾
万
円
借
入
の
儀

を
東
京
柴
田
貫
な
る
も
の
に
頼
み
あ
り
し
処
、
三
十
七
年
三
月
頃
、
柴
田
は

京
都
に
来
り
し
が
、
自
分
に
面
会
の
節
該
、
金
貸
借
の
儀
は
追
々
調
談
に
近

し
と
の
旨
を
語
り
居
た
り
。
其
後
柴
田
は
東
京
に
帰
り
、
四
月
に
至
り
、
該

貸
借
金
談
に
付
東
上
せ
よ
、
と
の
旨
を
書
面
又
は
電
報
に
て
自
分
に
申
し
来

り
し
を
以
て
、
自
分
は
会
計
部
長
釈
等
顧
と
同
道
せ
ん
と
せ
し
も
、
先
づ
同

人
を
京
都
に
残
し
置
き
、
自
分
一
人
東
上
し
た
る
事
あ
り
。
夫
が
為
、
右
公

債
検
閲
の
事
は
延
期
し
た
る
も
の
な
り
と
述
べ
し
が
、
裁
判
長
は
前
田
に
向

ひ
、
右
東
上
の
期
日
及
び
柴
田
な
る
も
の
ゝ
住
所
等
を
尋
問
し
た
る
に
、
前

田
は
其
は
常
置
委
員
会
を
開
く
二
、
三
日
前
の
事
な
り
。
又
柴
田
は
東
京
の

駒
込
の
片
町
に
住
居
し
居
る
な
り
。
又
柴
田
の
電
報
文
は
「
金
出
来
た
、
東

上
せ
よ
」
と
の
意
味
な
り
し
と
答
へ
り
。
尚
裁
判
長
は
前
田
に
向
ひ
、
其
方

の
東
上
す
る
時
に
は
宗
務
局
長
斯
波
淳
六
郎
よ
り
電
報
来
り
、
即
ち
国
債
募

集
に
関
し
急
に
東
上
せ
よ
と
の
電
報
に
接
し
た
る
故
、
会
計
部
長
と
共
に
東

上
す
る
旨
常
置
委
員
会
に
計
り
し
と
の
事
な
る
が
如
何
、
と
の
尋
問
を
為
し

た
る
に
、
前
田
は
イ
ヤ
決
し
て
左
様
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
へ
た
り
。
更

に
又
裁
判
長
は
前
田
に
向
ひ
、
名
古
屋
に
於
て
委
任
状
を
認
め
た
る
箇
所
を

尋
問
せ
し
に
、
同
市
松
葉
館
な
り
と
答
へ
た
り
。
夫
よ
り
裁
判
長
は
釈
等
顧

に
対
し
、
森
田
長
次
郎
及
住
友
銀
行
よ
り
借
入
た
る
金
の
事
に
関
し
尋
問
を

為
し
、
次
で
彼
の
三
十
七
年
に
常
置
委
員
が
公
債
を
検
閲
せ
ん
と
し
た
る
に

延
期
あ
り
た
る
事
に
付
尋
問
を
為
し
た
る
に
対
し
、
釈
は
曰
く
、
其
は
私
方

に
常
置
委
員
等
集
合
の
所
へ
前
田
が
来
り
、
東
京
内
務
省
の
芝
よ
り
電
報
に

て
国
債
に
関
し
東
上
を
促
し
来
り
し
故
、
之
よ
り
急
に
東
上
す
る
と
の
事
な

り
し
。
夫
故
延
期
な
り
た
る
も
の
な
り
。
尤
も
其
節
、
自
分
も
共
に
東
上
す

る
積
り
な
り
し
も
、
自
分
は
金
調
の
都
合
も
あ
り
、
旁
々
京
都
市
内
に
立
越

し
、
木
屋
町
二
条
下
る
観
月
楼
に
滞
在
し
て
、
専
ら
金
策
を
為
し
居
た
り
と

答
へ
り
。
夫
よ
り
裁
判
長
は
各
被
告
人
に
向
ひ
、
事
実
の
尋
問
は
是
に
て
終

り
し
が
、
各
被
告
人
は
利
益
も
あ
る
べ
き
事
柄
に
し
て
陳
述
す
る
事
あ
ら

ば
、
簡
短
に
陳
述
せ
よ
と
告
げ
し
に
、
前
田
は
自
分
と
菩
提
会
と
の
関
係
よ

り
、
村
田
寂
順
が
自
著
の
冊
子
に
菩
提
会
に
関
す
る
事
柄
を
詳
記
し
な
が

ら
、
予
審
廷
に
於
て
證
言
し
た
る
事
の
甚
だ
相
違
し
あ
る
事
、
妙
心
寺
役
員

の
職
制
及
び
管
長
の
威
信
程
度
等
陳
述
し
、
尚
自
分
と
関
実
叢
と
の
間
に
於
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け
る
今
昔
の
関
係
よ
り
、
拾
万
円
借
入
を
為
す
に
當
り
、
若
し
関
実
叢
が
承

諾
せ
ざ
る
暁
に
は
、
小
林
前
管
長
に
汚
名
を
蒙
ら
し
む
る
秘
事
あ
り
し
事
等

を
述
べ
た
り
。
次
で
釈
以
下
各
被
告
人
も
、
夫
々
事
実
に
付
陳
述
す
る
所
あ

り
し
が
、
裁
判
長
は
是
に
て
事
実
の
取
調
は
全
く
終
了
せ
り
。
之
れ
よ
り
證

拠
調
を
為
す
旨
を
告
ぐ
。
時
に
正
午
な
り
し
か
ば
休
憩
せ
り
。

午
後
一
時
三
十
分
開
廷
。
裁
判
長
は
是
よ
り
證
拠
調
べ
を
為
す
旨
を
告
げ
、

先
づ
各
被
告
人
が
予
審
廷
と
當
公
廷
に
於
て
陳
述
し
た
る
事
柄
の
う
ち
、
符

号
せ
ざ
る
点
を
一
々
指
摘
し
て
尋
問
を
為
し
、
裁
判
長
は
更
に
妙
心
寺
派
管

長
関
実
叢
、
菩
提
会
会
計
部
長
豊
田
心
静
、
池
田
沢
洲
、
住
友
銀
行
京
都
支

店
支
配
人
久
保
喜
久
三
、
大
橋
銀
行
頭
取
大
橋
与
市
、
片
山
茂
三
郎
、
樺
井

保
親
、
尾
木
久
保
（
以
上
三
名
の
未
だ
被
告
た
ら
ざ
る
前
の
事
）、
森
田
長

次
郎
、
京
都
銀
行
員
初
田
甚
吉
、
名
古
屋
徳
源
寺
伴
僧
大
角
重
孝
、
永
井
智

嶺
、
稲
葉
元
厚
、
伊
沢
寿
信
、
妙
法
院
門
主
村
田
寂
順
の
各
證
言
、
及
び
倉

貫
彦
次
郎
の
鑑
定
書
等
、
何
れ
も
其
要
点
を
読
聞
せ
た
る
が
、
伊
藤
検
事
は

裁
判
長
に
向
ひ
、
参
考
と
し
て
一
万
五
千
円
、
三
千
円
、
二
千
円
の
三
口
に

対
す
る
調
書
の
朗
読
を
請
ひ
、
裁
判
長
は
直
に
之
を
朗
読
し
、
夫
よ
り
尚
樺

井
公
證
役
場
員
本
間
良
三
、
永
島
退
吉
、
南
禅
寺
執
事
大
沢
教
洲
、
同
寺
信

徒
総
代
丹
治
直
次
郎
、
同
呉
竹
弥
太
郎
、
安
藤
昇
、
四
十
九
銀
行
頭
取
下
村

忠
三
郎
、
石
田
尚
徳
の
妻
石
田
ふ
く
の
各
證
人
に
係
る
記
録
の
読
聞
せ
あ

り
。
午
後
三
時
五
十
分
休
憩
、
同
四
時
廿
分
再
開
す
。
前
田
、
釈
両
被
告
人

の
弁
護
人
浅
井
弁
護
士
よ
り
證
人
と
し
て
日
吉
全
識
、
雄
山
恵
恭
、
稲
葉
元

厚
、
村
田
寂
順
の
四
名
を
召
喚
の
上
、
日
吉
に
対
し
て
は
妙
心
寺
派
に
於

て
、
小
林
前
管
長
時
代
に
於
け
る
会
計
部
長
の
職
権
、
金
銭
貸
借
の
関
係

等
、
又
雄
山
に
対
し
て
は
同
寺
に
於
け
る
会
計
役
員
の
取
扱
に
就
て
の
実
況

慣
例
、
又
稲
葉
に
対
し
て
は
同
寺
会
計
事
務
上
の
慣
例
、
妙
心
寺
と
菩
提
会

と
の
関
係
、
花
園
停
車
場
に
通
ず
る
道
路
敷
地
買
入
に
係
る
一
切
の
件
、
及

び
其
當
時
、
管
長
并
に
議
事
会
計
部
長
の
事
務
扱
ひ
方
等
、
又
村
田
に
対
し

て
は
曩
に
同
人
が
著
作
配
付
し
た
る
小
冊
子
『
哀
曲
粛
啓
』
の
記
事
と
、
同

人
が
予
審
廷
に
於
て
證
言
し
た
る
菩
提
会
と
妙
心
寺
と
の
関
係
、
符
号
せ
ざ

る
点
あ
り
、
依
て
同
人
の
意
見
を
確
め
ら
れ
度
等
の
理
由
を
以
て
喚
問
を
申

請
し
、
尚
妙
心
寺
教
務
本
所
に
備
付
あ
る
辞
令
書
控
、
花
園
停
車
場
に
通
ず

る
敷
地
買
入
に
係
る
一
切
の
書
類
、
花
園
学
林
建
築
に
就
て
の
一
切
の
書
類

の
取
寄
を
申
請
し
、
次
に
被
告
片
山
茂
三
郎
の
弁
護
人
姉
崎
弁
護
士
よ
り
、

本
多
源
蔵
、
松
沢
常
造
、
大
八
木
藤
造
の
三
名
を
證
人
と
し
て
召
喚
あ
り

度
、
然
る
上
は
確
認
書
に
係
る
一
切
の
順
序
明
瞭
す
べ
し
と
述
べ
、
尚
樺
井

公
證
役
場
員
長
島
安
吉
、
及
び
岡
田
重
を
も
證
人
と
し
て
召
喚
あ
り
度
と
申

請
し
、
被
告
樺
井
保
親
の
弁
護
人
奥
弁
護
士
よ
り
公
證
人
笠
原
明
保
を
證
人

に
、
尚
樺
井
公
證
役
場
に
あ
る
妙
心
寺
の
債
権
債
務
に
属
す
る
一
切
の
原
本

取
寄
の
儀
を
申
請
し
、
大
滝
弁
護
士
も
同
様
の
申
請
を
為
し
た
る
が
、
伊
藤

検
事
は
、
本
官
は
成
る
べ
く
各
被
告
の
利
益
と
な
る
べ
き
立
證
に
は
異
議
な

き
も
、
只
今
各
被
告
弁
護
人
よ
り
の
申
請
に
は
同
意
し
難
し
と
て
、
一
々
其

理
由
を
述
べ
反
対
せ
り
。
奥
弁
護
士
は
、
前
田
、
釈
両
被
告
人
の
為
、
浅
井

弁
護
士
よ
り
申
請
し
た
る
證
人
及
び
書
類
取
寄
は
、
片
山
、
樺
井
両
被
告
の

為
め
に
も
利
益
と
な
る
べ
き
申
請
な
る
を
以
て
、
同
證
人
及
び
書
類
の
取
寄

に
は
自
分
よ
り
も
申
請
す
る
旨
を
述
べ
た
り
。
裁
判
長
は
合
議
の
上
決
定
す

べ
し
と
て
一
時
退
席
の
上
、
更
に
各
申
請
の
内
本
多
源
蔵
（
弁
護
士
）、
松
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沢
常
造
（
片
山
の
雇
人
）
の
両
證
人
、
及
び
教
務
本
所
備
付
の
書
類
取
寄
を

許
可
し
、
他
は
総
て
許
可
せ
ざ
る
旨
決
定
し
、
次
回
は
来
る
二
十
八
日
と
定

め
、
同
日
を
以
て
證
拠
調
を
終
了
し
、
来
月
十
一
日
は
午
前
九
時
よ
り
弁
論

に
移
り
、
其
日
を
以
て
弁
論
終
結
す
る
事
に
打
合
せ
、
閉
廷
し
た
る
は
午
後

六
時
な
り
し
。

妙
心
寺
事
件
第
三
回
公
判
〔
明
治
38
年
３
月
12
日　

第
二
一
二
号
〕

二
十
八
日
午
後
一
時
、
京
都
地
方
裁
判
所
に
於
て
、
妙
心
寺
事
件
第
三
回
公

判
を
開
廷
し
、
各
被
告
人
及
び
弁
護
人
、
並
に
民
事
原
告
人
出
廷
。
裁
判
長

は
證
人
本
多
源
蔵
に
対
し
、
昨
年
七
月
片
山
茂
三
郎
よ
り
妙
心
寺
に
金
壱
万

五
千
円
貸
附
の
際
、
確
認
書
の
鑑
定
及
び
其
文
案
を
依
頼
さ
れ
た
る
こ
と
あ

り
や
の
尋
問
あ
り
。
本
多
は
之
に
対
し
其
事
実
を
答
へ
、
次
に
参
考
人
た
る

片
山
の
雇
人
松
沢
常
造
に
対
し
、
右
確
認
書
の
同
人
に
関
係
す
る
事
実
を
尋

問
し
、
松
沢
は
之
に
答
へ
、
夫
れ
よ
り
裁
判
長
は
裁
判
所
に
押
収
し
あ
る
各

證
拠
物
を
各
被
告
に
示
し
、
一
々
尋
問
を
な
し
、
各
被
告
は
之
に
答
へ
、
閉

廷
し
た
る
は
午
後
五
時
な
り
し
。

本
派
財
務
整
理
談
〔
明
治
38
年
４
月
12
日　

第
二
一
三
号
〕
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本
派
財
務
整
理
と
申
し
ま
す
と
、
何
か
報
告
の
様
で
あ
り
ま
す
が
、
私
し
が

お
話
し
す
る
の
は
、
報
告
と
申
す
程
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
八

月
廿
四
日
故
管
長
関
大
禅
師
が
、
本
派
常
置
員
を
し
て
、
本
派
の
財
産
調
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
當
時
金
庫
内
に
は
僅
か
百
円
、
国
庫
債
券
四
枚
の
外
な

か
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
故
管
長
は
稲
葉
、
木
宮
、
原
、
三

玉
、
と
余
の
五
名
に
、
本
派
財
務
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
五
名
の
者
等
の
調

は
、
昨
年
十
月
の
本
派
臨
時
議
会
に
於
て
余
よ
り
報
告
も
し
、
又
速
写
版
を

以
て
謄
写
し
て
議
員
諸
師
に
配
付
し
ま
し
た
。
然
し
其
頃
は
種
々
な
る
事
情

と
、
追
て
来
る
べ
き
整
理
上
に
関
係
す
る
事
項
あ
る
を
以
て
、
全
部
報
告
し

或
は
謄
写
し
た
る
訳
で
は
な
く
、
編
成
し
て
も
整
理
上
に
差
支
な
き
部
分
丈

は
報
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
故
に
、
議
員
中
に
於
て
も
了
解
で
き
を
る
者
も
あ

り
し
と
思
ひ
ま
す
。
其
報
告
書
に
は
勿
論
債
務
の
認
否
認
其
他
の
意
見
書
は

秘
密
に
し
、
単
に
報
告
の
み
に
止
ま
り
て
居
り
ま
す
が
、
元
来
調
査
会
は
内

部
に
受
持
を
定
め
、
三
玉
師
は
総
体
の
調
を
再
調
す
る
こ
と
ゝ
し
、
原
師
は

貸
出
し
に
関
す
る
件
を
調
べ
、
余
は
借
入
及
其
他
一
切
の
事
を
調
べ
る
事
と

し
、
各
責
任
を
以
て
調
べ
且
つ
意
見
を
附
し
て
、
本
所
委
員
稲
葉
、
木
宮
師

の
参
同
を
求
め
た
る
も
の
に
し
て
、
是
が
即
ち
議
会
後
に
於
て
、
整
理
委
員

が
調
査
委
員
の
意
見
を
容
認
す
る
や
と
期
待
し
た
る
な
り
。
今
日
に
於
て
も

其
意
見
は
発
表
し
得
ら
れ
ざ
る
も
、
調
査
員
が
三
十
日
を
費
し
た
る
概
要
を

申
せ
ば
左
の
如
し
。
然
し
何
れ
も
昨
年
の
八
月
迄
の
分
で
あ
る
。

寺
班
元
金
調
。
金
拾
四
万
七
千
九
百
四
拾
壱
円
六
拾
五
銭
参
厘
、
此
内
金
参

万
四
千
四
百
参
拾
壱
円
七
拾
五
銭
参
厘
貸
出
金
（
後
段
を
参
照
す
る
こ
と
）、

差
引
金
拾
壱
万
五
千
五
百
零
九
円
九
拾
銭
現
在
高
、
外
に
金
壱
万
壱
千
六
百

四
拾
六
円
八
拾
七
銭
未
納
金
、
以
上
。
次
に
本
派
の
公
債
を
調
る
と
、

金
拾
四
万
六
千
九
百
五
拾
円
、
此
内
金
拾
弐
万
七
千
四
百
五
拾
円
、
寺
班
元

金
の
公
債
に
し
て
金
禄
、
整
理
、
軍
事
、
の
三
通
り
あ
る
。
右
の
公
債
を
買

入
れ
た
る
金
高
、
即
ち
金
拾
弐
万
九
千
八
百
参
拾
七
円
九
拾
銭
（
以
上
）、
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金
弐
千
壱
百
円
法
盟
義
財
の
公
債
、
右
公
債
買
入
金
高
は
、
金
弐
千
零
弐
拾

弐
円
五
拾
銭
（
以
上
）、
金
壱
万
七
千
四
百
円
紀
綱
寮
公
債
（
即
ち
開
山

物
、
法
皇
物
、
常
住
物
）、
右
公
債
買
入
金
高
は
、
金
壱
万
六
千
五
百
弐
拾

四
円
弐
拾
五
銭
な
り
。
以
上
。
次
に
紀
綱
寮
に
関
す
る
調
べ
、

金
壱
万
七
千
七
百
九
拾
五
円
七
拾
壱
銭
、
紀
綱
寮
（
開
山
、
法
皇
、
常
住

物
）
の
所
有
総
高
、
此
内
金
壱
万
七
千
四
百
円
は
、
公
債
額
と
な
り
居
る
な

り
。
此
総
高
の
内
よ
り
金
壱
万
七
千
参
百
五
拾
円
は
、
貸
出
し
金
と
な
り
あ

る
。
其
貸
出
し
金
の
内
、
金
壱
万
七
千
弐
百
円
は
、
公
債
額
面
を
以
て
、
貸

出
し
金
百
五
拾
円
は
現
金
を
以
て
貸
出
し
た
り
と
あ
り
。
差
引
金
四
百
四
拾

五
円
七
拾
壱
銭
は
残
額
と
な
り
、
此
内
金
弐
百
円
は
公
債
に
て
残
れ
り
。
以

上
。
次
に
法
盟
義
財
に
関
す
る
調
、

金
参
千
五
百
拾
弐
円
零
九
銭
四
厘
、
此
内
金
弐
千
七
百
弐
拾
六
円
五
拾
銭
、

此
公
債
額
面
金
弐
千
九
百
円
（
此
弐
千
九
百
円
の
公
債
は
、
明
治
三
十
六
年

三
月
末
日
の
調
に
は
金
弐
千
百
円
と
あ
り
、
其
買
入
額
金
弐
千
零
弐
拾
弐
円

五
拾
銭
に
し
て
、
更
に
公
債
金
八
百
円
を
買
入
れ
た
り
。
其
買
入
れ
金
は
、

七
百
零
四
円
な
り
。
右
を
加
入
す
る
と
き
は
、
金
弐
千
九
百
円
と
な
る
。
然

る
に
公
債
台
帳
に
は
、
金
八
百
円
の
公
債
額
記
入
な
し
。
依
て
本
派
の
公
債

調
に
は
金
弐
千
百
円
と
あ
り
。
茲
に
八
百
円
の
相
違
を
生
ぜ
り
。
以
上
は
調

査
後
に
発
せ
ら
れ
た
り
）
金
五
百
五
拾
六
円
零
四
銭
四
厘
現
在
金
外
に
、
金

百
四
拾
五
円
、
明
治
三
十
六
年
四
月
よ
り
三
十
七
年
三
月
ま
で
の
利
子
に
し

て
現
在
金
な
り
。
以
上
。
次
に
特
別
義
財
に
関
す
る
調
、

金
参
万
九
千
八
百
九
拾
五
円
六
拾
参
銭
九
厘
、
明
治
三
十
年
七
月
よ
り
同
三

十
七
年
八
月
廿
四
日
ま
で
の
収
入
額
。
右
義
財
よ
り
支
出
し
た
る
高
は
、
金

四
万
六
千
六
百
参
拾
六
円
五
拾
銭
九
厘
な
り
。
収
支
差
引
金
六
千
七
百
四
拾

円
八
拾
七
銭
不
足
額
。
又
同
年
月
ま
で
未
納
と
な
り
居
る
額
は
、
金
千
四
百

七
拾
六
円
八
拾
五
銭
な
り
。
此
未
納
金
を
以
て
前
不
足
額
を
補
な
へ
ば
、
差

引
即
ち
、
金
五
千
弐
百
六
拾
四
円
零
弐
銭
、
全
く
不
足
額
。
以
上
。
次
に
祠

堂
寮
（
方
丈
受
付
）
調
、

金
四
百
弐
拾
八
円
弐
拾
五
銭
四
厘
、
現
在
金
、
内
金
弐
百
円
、
会
計
部
の
預

り
。
金
百
零
七
円
、
会
計
積
立
金
（
以
上
は
会
計
部
の
預
り
分
）、
金
百
弐

拾
壱
円
弐
拾
五
銭
四
厘
（
右
は
寮
内
に
あ
り
）。
以
上
。
次
に
未
納
金
の
調
、

金
参
万
壱
千
七
百
四
拾
九
円
参
拾
九
銭
五
厘
、
総
未
納
額
。
内
訳
金
壱
万
零

四
百
零
弐
円
七
拾
参
銭
五
厘
、
賦
課
金
。
金
壱
千
四
百
七
拾
八
円
参
拾
四

銭
、
特
別
義
財
。
金
八
百
拾
五
円
五
拾
四
銭
、
毎
歳
香
資
。
金
五
千
四
百
零

五
円
九
拾
壱
銭
、
寺
班
利
子
。
金
壱
万
壱
千
六
百
四
拾
六
円
八
拾
七
銭
、
寺

班
元
金
。
以
上
。
次
に
本
派
貸
出
金
調
（
即
ち
議
会
の
協
賛
を
経
た
る
も

の
、
又
は
常
置
員
の
承
認
を
得
た
る
も
の
）、

金
参
万
五
千
五
百
八
拾
四
円
八
拾
壱
銭
七
厘
、
総
貸
出
金
。
内
訳
金
八
千
八

百
六
拾
七
円
七
拾
参
銭
参
厘
、
従
軍
派
債
及
卅
一
年
度
迄
の
不
足
貸
出
。
金

千
弐
百
弐
拾
五
円
、
三
十
二
年
度
決
算
不
足
貸
出
。
金
五
千
弐
百
六
拾
四
円

零
弐
銭
、
特
別
義
財
へ
貸
出
。
金
千
零
参
拾
五
円
、
三
十
四
年
度
決
算
不
足

に
付
き
貸
出
。
金
九
千
壱
百
円
、
二
十
六
年
迄
の
貸
出
し
残
額
。
金
八
千
九

百
四
拾
円
、
花
園
停
車
場
へ
貸
出
。
金
壱
千
壱
百
五
拾
参
円
零
六
銭
四
厘
、

三
十
七
年
二
月
よ
り
八
月
ま
で
臨
時
報
効
部
へ
貸
出
。
以
上
。
次
に
借
入
金

の
調
、

金
四
千
弐
百
円
、
会
計
部
主
任
の
名
義
に
関
る
私
證
書
（
写
の
あ
る
部
分
）。
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金
拾
壱
万
八
千
円
、
公
正
證
書
（
謄
本
の
あ
る
分
）。
金
壱
万
五
千
七
百
七

拾
五
円
拾
四
銭
、
前
会
計
部
長
よ
り
届
け
出
た
る
の
み
に
し
て
、
證
書
の
写

な
き
分
。
金
弐
万
八
千
円
、
大
橋
銀
行
よ
り
借
入
金
の
残
額
。
金
壱
万
千
参

百
円
、
常
住
（
紀
綱
寮
）
よ
り
借
入
た
る
分
（
私
證
書
写
の
あ
る
分
）。
金

四
百
参
拾
円
弐
拾
五
銭
参
厘
、
各
地
方
取
締
其
他
よ
り
上
納
し
た
る
金
額
の

過
上
し
た
る
分
に
対
し
、
預
證
を
渡
し
あ
る
分
。
合
計
金
拾
七
万
七
千
七
百

零
五
円
参
拾
九
銭
四
厘
。
以
上
右
等
に
対
し
本
派
の
債
務
と
認
む
る
や
否

は
、
一
々
に
調
査
員
の
意
見
は
附
し
て
あ
る
な
り
。
次
に
未
認
貸
出
金
及
不

明
金
。
金
五
万
参
千
百
七
拾
五
円
、
日
本
大
菩
提
会
へ
貸
出
。
金
五
千
六
百

拾
五
円
拾
弐
銭
九
厘
、
報
始
会
へ
貸
出
。
金
七
百
円
七
拾
壱
銭
六
厘
、
三
十

六
年
度
決
算
不
足
に
付
貸
出
。
金
弐
千
四
百
六
拾
八
円
七
拾
参
銭
弐
厘
、
三

十
六
年
度
特
別
会
計
収
入
超
過
金
に
し
て
支
途
不
明
の
分
。
金
四
百
五
拾
円

弐
拾
五
銭
、
同
上
不
明
金
。
金
弐
百
拾
六
円
弐
拾
九
銭
七
厘
、
三
十
七
年
度

収
入
支
出
差
引
残
額
に
し
て
支
途
不
明
の
分
。
金
壱
千
八
百
七
拾
七
円
拾
五

銭
四
厘
、
二
十
九
年
よ
り
三
十
七
年
八
月
ま
で
正
法
輪
に
貸
出
た
る
金
額
。

金
参
百
零
六
円
、
祠
堂
寮
積
立
預
金
に
し
て
支
途
不
明
金
。
金
七
百
零
壱
円

五
拾
四
銭
四
厘
、
法
盟
義
財
収
入
金
に
し
て
積
立
不
明
な
る
金
額
。
合
計
金

六
万
五
千
五
百
拾
壱
円
八
拾
弐
銭
弐
厘
。
以
上
貸
出
し
た
る
金
額
。
次
に
正

法
輪
協
会
調
、

金
九
千
四
百
参
拾
六
円
四
拾
銭
参
厘
五
毛
、
二
十
九
年
四
月
よ
り
三
十
七
年

八
月
ま
で
の
収
入
高
。
金
壱
万
壱
千
参
百
拾
参
円
五
拾
五
銭
七
厘
五
毛
、
前

同
年
月
内
の
支
出
高
。
差
引
金
壱
千
八
百
七
拾
七
円
拾
五
銭
四
厘
。
以
上
。

右
の
外
歳
計
部
に
関
す
る
学
林
費
等
も
調
査
し
あ
る
も
、
そ
は
年
度
に
係
る

も
の
ゆ
ゑ
記
載
せ
ず
。

其
内
報
始
会
に
関
す
る
調
は
、
別
問
題
と
し
て
手
を
下
さ
ゞ
り
し
。
又
釈
等

顧
よ
り
差
出
し
た
る
日
本
大
菩
提
会
の
司
計
簿
、
及
同
会
に
貸
附
た
る
等
顧

名
義
の
債
権
を
記
せ
ば
、

金
四
万
弐
千
円
、
釈
等
顧
の
債
権
と
な
り
あ
る
公
正
證
書
の
分
。
金
六
万
零

六
百
円
、
同
上
私
證
書
の
分
。
以
上
。
金
拾
万
弐
千
六
百
円
、
是
等
の
調
査

を
総
集
し
て
本
派
の
財
務
を
談
ぜ
ん
。
以
下
次
号
。

妙
心
寺
事
件
〔
明
治
38
年
４
月
12
日　

第
二
一
三
号
〕

過
般
来
折
々
開
廷
し
て
弁
論
を
重
ね
た
る
告
訴
事
件
は
、
去
月
二
十
八
日
審

議
決
了
し
て
、
左
の
宣
告
文
は
交
付
せ
ら
れ
た
り
。
本
誌
は
各
弁
護
士
の
弁

論
を
、
一
々
報
導
せ
ん
と
す
れ
ど
も
、
紙
面
の
都
合
上
、
単
に
其
宣
告
文
の

み
を
掲
ぐ
。

　
　
　
　
　
　

宣　
　

告　
　

文

　

被
告
前
田
誠
節
を
重
禁
錮
三
年
監
視
六
月
に
、
被
告
釈
等
顧
を
重
禁
錮
二

年
六
月
監
視
六
月
に
、
被
告
片
山
茂
三
郎
、
樺
井
保
親
を
各
重
禁
錮
二
年

監
視
六
月
に
、
被
告
尾
木
久
保
を
重
禁
錮
三
月
罰
金
十
円
に
、
被
告
石
田

尚
徳
を
拘
留
六
日
に
処
す
。

右
の
理
由
は
、
各
予
審
終
結
決
定
書
の
通
り
に
し
て
、
被
告
前
田
、
釈
は
十

万
円
に
係
る
約
束
手
形
偽
造
行
使
せ
し
も
の
な
る
を
以
て
、
六
年
以
上
八
年

以
下
の
軽
懲
役
に
処
す
べ
き
の
処
、
情
状
酌
量
し
一
等
を
減
じ
た
る
も
の
。

又
被
告
片
山
、
樺
井
は
一
万
五
千
円
に
係
る
公
正
文
書
偽
造
行
使
に
て
、
同

軽
懲
役
に
処
す
べ
き
の
処
、
是
亦
情
状
酌
量
し
一
等
を
減
じ
た
る
も
の
。
被
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告
石
田
は
罪
證
陰
蔽
罪
に
て
、
重
禁
錮
に
処
す
べ
き
の
処
、
二
等
を
減
じ
た

る
も
の
。
又
民
事
原
告
人
（
妙
心
寺
）
の
請
求
は
、
是
を
却
下
す
。

　
（
注
意
却
下
は
棄
却
の
意
味
に
あ
ら
ず
。
故
に
又
附
帯
私
訴
と
し
て
、
控

訴
の
申
立
を
な
す
を
得
る
な
り
。
因
に
大
審
院
の
判
例
を
左
に
）

明
治
二
十
八
年
一
二
八
五
号
事
件
、
大
審
院
仝
年
十
二
月
二
十
六
日
判
決
の

要
旨
。

刑
事
訴
訟
法
第
二
条
に
所
謂
賍
物
の
返
還
と
は
、
常
に
犯
罪
行
為
に
依
り
、

奪
取
せ
ら
れ
た
る
物
品
の
取
戻
の
み
を
指
す
に
非
ず
し
て
、
広
く
犯
罪
行
為

に
因
り
、
侵
害
せ
ら
れ
た
る
物
権
の
回
復
を
も
意
味
す
る
も
の
と
す
。

（
参
照
）

刑
事
訴
訟
法
第
二
条　

私
訴
は
犯
罪
に
因
り
生
じ
た
る
損
害
の
賠
償
、
賍
物

の
返
還
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
、
民
法
に
従
ひ
被
害
者
に
属
す
。

▲
當
事
者
曰
く
、
仝
問
題
の
複
雑
し
た
る
中
に
も
、
第
四
十
九
、
京
都
両
銀

行
に
対
す
る
金
拾
万
円
貸
借
問
題
の
解
決
を
聞
ん
と
人
皆
欲
す
る
所
な
り
し

が
、
今
や
京
都
地
方
裁
判
所
が
宣
告
し
た
る
公
訴
の
判
決
に
依
れ
ば
、
住
職

委
任
状
の
真
偽
関
係
明
か
に
し
て
、
少
な
く
と
も
記
名
公
債
八
万
余
円
の
返

還
し
得
ら
る
べ
き
根
底
荒
建
は
、
田
舎
風
な
が
ら
も
結
構
せ
り
。

本
派
財
務
整
理
談
（
続
き
）〔
明
治
38
年
５
月
12
日　

第
二
一
四
号
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

松　

亮　

卿

元
来
本
派
財
務
の
紊
乱
は
、
明
治
二
十
九
年
頃
よ
り
、
末
派
に
伝
説
せ
ら
れ

た
る
が
、
端
な
く
も
昨
年
金
庫
調
よ
り
、
本
派
財
務
の
調
査
を
な
し
た
る

に
、
本
派
財
務
の
紊
乱
は
、
多
く
日
本
大
菩
提
会
に
起
因
し
た
り
、
依
て
先

づ
第
一
に
菩
提
会
と
本
派
財
務
の
事
を
明
さ
ん
。

抑
も
本
派
か
日
本
大
菩
提
会
へ
貸
出
し
た
る
金
高
は
、
釈
前
会
計
部
長
よ
り

調
へ
た
し
た
る
書
面
に
は
、
総
計　

一
金
拾
七
万
零
八
百
八
拾
九
円
九
拾
六

銭
八
厘
、
右
は
菩
提
会
に
関
す
る
支
出
金
、
一
金
壱
万
六
千
五
百
円
、
右
は

吉
田
山
に
関
す
る
支
出
金
、
一
金
参
千
八
百
円
、
右
は
別
途
支
出
金
、
三
口

合
金
拾
九
万
千
百
八
拾
九
円
六
拾
六
銭
八
厘
と
あ
り
、
而
し
て
右
金
の
借
入

箇
処
を
調
ふ
る
と
左
の
如
し
、

　

金
千
円　
　
　

明
治
三
十
五
年
十
一
月
廿
日 

池　

田　

沢　

州

　

金
千
五
百
円　

仝
三
十
六
年
四
月
廿
九
日 

八　

田　

治
三
郎

　

金
弐
百
円　
　

仝
年
八
月 

日　

吉　

全　

識

　

金
千
円　
　
　

仝
年
九
月
十
七
日 

前
田
誠
節　

取
次

　

金
参
万
円　
　

仝
年
十
月
廿
六
日 

大　

橋　

銀　

行

　

金
千
百
円 

壁　

谷　

志　

芳

　

金
参
百
円　
　

仝
年
十
二
月 

桂　

井　

越　

水

　

金
千
円　
　
　

一
時
預
り
三
十
七
年
一
月 

前
田
誠
節　

取
次

　

金
千
円　
　
　

仝
年
二
月
九
日 

吉　

田　

六
兵
衛

　

金
八
百
円　
　

仝
年
四
月
廿
八
日 

桑　

海　

全　

禎

　

金
五
百
円　
　

仝
年
仝
月
仝
日 

内　

田　

平
十
郎

　

金
九
万
七
千
五
百
七
十
五
円　

仝
年
五
月
廿
七
日 

京
都
及
四
十
九
銀
行

　

金
参
千
円　
　

仝
年
六
月
十
日 

竹　

田　

鈴
木
郎

　

金
壱
万
五
千
円　

仝
年
七
月
六
日 

片　

山　

茂
三
郎

　

金
三
千
円　
　

仝
年
七
月
廿
八
日 

丹　

治　

直
次
郎

　

金
九
千
七
百
七
拾
五
円
拾
四
銭 

釈　
　
　

等　

顧
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内
訳
金
四
百
五
拾
九
円
拾
銭　

三
十
六
年
四
月 

竜　
　
　
　
　

泉

　
　
　
　

金
五
百
円　
　

仝
年
九
月 

亀　
　
　

井　

清

　
　
　
　

金
百
円　
　
　

仝
年
十
二
月 

桂　

井　

越　

水

　
　
　
　

金
弐
百
円　
　

仝
年
仝
月 

虎　

渓　

　

応

　
　
　
　

金
五
百
円　
　

三
十
七
年
四
月 

渋　

谷　

義　

羞

　
　
　
　

金
参
百
円　
　

仝
年
六
月 

前
田
玄
七　

取
次

　
　
　
　

金
千
円　
　
　

仝
年
七
月 

釈　
　
　

承　

薫

　
　
　
　

金
六
千
七
百
拾
六
円
零
四
銭 

釈　

等　

顧　

臨
時
取
扱

　

計
金
拾
七
万
参
千
七
百
五
拾
円
四
銭

　
　

内
金
壱
千
円　

前
田
誠
節
一
時
預
り
に
付
之
を
省
き

　

差
引
金
拾
七
万
弐
千
七
百
五
拾
円
拾
四
銭

　
　

外
に
金
壱
万
八
千
四
百
参
拾
九
円
八
拾
弐
銭
八
厘

　
　

右
金
元
菩
提
会
司
計
豊
田
心
静
取
扱
金
及
未
払
金

　

二
口
合
金
拾
九
万
千
百
八
拾
九
円
九
拾
六
銭
八
厘

　
　

右
菩
提
会
経
費
及
吉
田
山
買
得
諸
費

　
　
　
　

勘　

定　
　

明
治
三
十
八
年
八
月
十
一
日　
　
　

釈　

等　

顧

右
の
調
に
依
れ
ば
、
釈
元
会
計
部
長
は
一
方
に
債
務
を
起
し
、
一
方
に
債
権

を
握
り
た
る
な
り
。
又
借
入
に
就
て
は
、
教
務
本
所
職
員
の
知
り
居
る
も
の

と
知
ら
ざ
る
も
の
と
あ
り
、
今
其
の
知
り
居
る
分
を
掲
く
れ
ば
、

　

一
金
五
万
円　

大
橋
銀
行　
　

一
金
壱
万
五
千
円　

片
山
茂
三
郎

の
二
口
は
確
か
に
職
員
一
同
の
検
印
あ
る
決
議
書
あ
り
、
今
大
橋
銀
行
よ
り

借
入
れ
（
是
は
書
替
當
時
の
み
を
示
す
）
た
る
手
続
を
調
れ
ば
、
左
の
覚
書

又
は
證
書
等
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

覚　
　

書

一
日
本
大
菩
提
会
々
長
村
田
寂
順
始
め
、
同
会
役
員
は
、
会
資
補
充
の
為

め
、
大
垣
大
橋
銀
行
よ
り
、
明
治
三
十
五
年
五
月
以
後
数
回
に
、
金
五
万
円

を
借
入
れ
た
り
。
其
際
同
銀
行
の
請
求
あ
り
て
、
日
本
大
菩
提
会
々
長
は
、

妙
心
寺
住
職
故
小
林
宗
補
に
依
頼
し
、
保
證
人
た
ら
し
め
た
り
。

一
明
治
三
十
五
年
十
一
月
、
日
本
大
菩
提
会
は
、
京
都
を
引
払
ふ
に
至
り
、

大
橋
は
同
会
役
員
に
対
し
貸
金
の
返
済
を
請
求
す
る
や
、
是
よ
り
已
前
同
会

負
債
は
、
或
る
一
定
の
期
間
に
名
古
屋
よ
り
弁
償
す
べ
き
が
故
に
、
延
期
を

申
込
み
た
る
末
、
遂
に
大
橋
の
請
求
と
日
本
大
菩
提
会
の
請
属
に
よ
り
、
妙

心
寺
住
職
故
小
林
宗
補
は
、
一
時
債
務
者
と
な
り
て
、
大
橋
銀
行
に
対
し
負

債
を
な
し
、
一
方
日
本
大
菩
提
会
に
対
し
て
債
権
者
と
な
り
て
確
約
を
為
す

の
下
に
、
債
務
を
施
行
す
る
手
続
を
了
し
た
り
。

一
明
治
三
十
六
年
五
月
は
、
大
橋
銀
行
に
債
務
の
弁
済
を
了
す
べ
き
期
限
な

れ
ど
も
、
名
古
屋
は
京
都
に
対
し
、
負
債
を
返
還
せ
ず
。
於
是
や
止
む
な

く
、
妙
心
寺
は
大
橋
に
対
し
、
本
年
九
月
ま
で
延
期
の
承
諾
を
請
求
せ
り
。

是
よ
り
先
き
数
次
妙
心
寺
は
、
日
本
大
菩
提
会
在
京
都
元
役
員
に
対
し
、
又

元
役
員
等
は
名
古
屋
に
対
し
、
各
自
負
債
の
権
利
義
務
に
就
き
、
往
復
対
話

悉
さ
ゞ
る
所
な
し
と
雖
も
、
之
が
解
決
を
見
る
に
至
ら
ず
。
遂
に
大
橋
は
妙

心
寺
に
対
し
、
證
書
更
改
の
旨
を
迫
促
す
る
を
以
て
、
日
本
大
菩
提
会
在
京

都
元
役
員
よ
り
は
、
妙
心
寺
に
対
し
證
書
を
差
入
れ
し
め
、
妙
心
寺
は
前
例

に
依
り
、
大
橋
に
対
し
證
書
を
差
入
る
べ
き
の
手
続
を
為
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ

る
場
合
に
至
る
。

右
事
実
相
違
無
之
候
也
。
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明
治
三
十
六
年
十
月
十
六
日　
　
　
　

前　
　

田　
　

誠　
　

節　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　
　
　
　

等　
　
　

顧　

㊞

　
　
　

約　
　

定　
　

書

今
般
美
濃
国
安
八
郡
大
垣
町
大
橋
銀
行
よ
り
、
金
五
万
円
を
妙
心
寺
に
借
入

れ
、
該
金
を
前
日
本
菩
提
会
長
村
田
寂
順
へ
貸
与
す
る
に
付
て
は
、
他
日
間

違
無
之
為
め
、
向
ふ
三
十
日
間
以
内
に
成
規
の
手
続
を
経
、
拙
者
共
よ
り
妙

心
寺
へ
左
の
担
保
を
差
入
れ
、
借
用
證
書
を
作
成
す
る
事
。

　

一
春
光
院
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
。

　

一
釈
等
顧
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
。

　

一
前
田
誠
節
所
有
の
動
産
不
動
産
一
切
。

　

一
日
吉
全
識
所
有
の
吉
田
山
山
林
一
切
。

　
　

但
持
主
へ
交
渉
の
上
、
其
手
続
を
履
む
も
の
と
す
。

右
約
定
の
通
無
相
違
履
行
可
致
候
、
依
て
如
件
。

　

明
治
三
十
六
年
十
月
十
六
日　
　
　

約
定
主　
　

前　

田　

誠　

節　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　
　
　

等　

顧　

㊞

　
　

妙
心
寺
住
職　

関　
　

実　

叢
殿

前
約
定
の
通
、
私
共
責
任
を
帯
び
、
必
ず
履
行
可
致
、
依
て
保
證
仕
候
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

吉　

全　

識　

㊞　
　

青　

山　

宗　

完　

㊞

　
　
　
　

證　
　

書

一
今
般
本
山
妙
心
寺
と
日
本
大
菩
提
会
前
会
長
村
田
寂
順
等
の
間
に
貸
借
の

契
約
成
立
に
付
て
は
、
拙
者
等
は
借
受
人
の
保
證
人
た
る
の
み
な
ら
ず
、

万
一
期
限
内
借
受
人
よ
り
弁
済
の
義
務
相
果
さ
ゞ
る
節
は
、
屹
度
拙
者
共

よ
り
返
済
可
致
候
事
。

一
拙
者
共
は
前
項
の
通
り
返
済
を
為
す
べ
し
と
雖
も
、
万
一
該
義
務
難
果
場

合
に
は
、
別
項
抵
當
の
物
品
は
、
本
山
妙
心
寺
に
於
て
御
処
分
相
成
、
貸

出
金
に
対
し
元
利
御
取
立
相
成
候
義
、
御
勝
手
た
る
べ
き
事
。

一
抵
當
と
す
べ
き
物
品
左
の
通
。

　

京
都
市
吉
田
町
字
神
楽
岡　

所
有
人
日
吉
全
識

一
畑
及
山
林
合
一
万
九
千
六
百
二
十
五
坪

　
　

此
見
積
価
格
金
拾
壱
万
九
千
六
百
円
。

　

京
都
府
花
園
外
数
ケ
所　

所
有
人
春
光
院
及
釈
等
顧

一
田
畑
宅
地
及
山
林
合
弐
万
七
千
五
百
円

　
　

此
見
積
価
格
金
弐
万
七
千
五
百
円
。

一
前
田
誠
節
所
有
物
品
及
衣
類
等
悉
皆

　
　

此
見
積
価
格
金
弐
千
円
。

一
釈
等
顧
所
有
物
品
及
衣
類
等
悉
皆

　
　

此
見
積
価
格
金
参
千
円
。

一
春
光
院
堂
宇
建
物
什
具
類

　
　

此
見
積
価
格

一
前
項
の
抵
當
物
品
は
目
録
を
調
製
し
、
相
當
の
手
続
を
為
し
、
證
書
差
入

可
申
事
。

右
は
本
年
十
月
十
六
日
付
差
出
候
約
定
書
に
基
き
、
履
行
可
致
為
、
念
一
札

如
是
候
也
。

　
　

明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
日　
　
　
　

前　
　

田　
　

誠　
　

節　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　
　
　
　

等　
　
　

顧　

㊞

　
　

関　
　
　

実　
　

叢　

殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
）
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調
停
成
る
〔
明
治
38
年
８
月
12
日　

第
二
一
七
号
〕

本
派
事
変
の
端
緒
は
昨
年
八
月
十
九
日
、
常
置
員
会
召
集
に
始
ま
れ
り
、
年

を
経
る
こ
と
既
に
一
年
、
月
を
重
ぬ
る
こ
と
十
二
月
、
紛
議
騒
擾
の
間
に
幾

度
か
本
山
は
悲
惨
な
る
窮
境
に
浮
沈
せ
し
を
以
て
、
末
派
寺
院
は
皆
斉
し
く

其
風
雲
の
如
何
を
気
遣
へ
り
。
風
雲
は
益
々
激
荒
し
て
愈
々
本
山
は
旋
風
の

中
に
巻
き
込
め
ら
れ
た
り
。
最
早
今
日
の
状
態
に
於
て
は
、
勢
現
下
の
サ
ー

ク
ル
か
ら
逃
れ
出
ん
と
す
る
も
遁
れ
出
る
能
は
ず
。
今
後
幾
度
か
此
サ
ー
ク

ル
を
輪
転
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
、
悲
哀
な
る
位
置
に
立
て
り
。

更
に
詳
言
せ
ば
、
現
今
本
山
が
両
銀
行
に
対
し
て
、
事
を
法
廷
に
争
ひ
つ
ゝ

あ
る
事
件
之
れ
な
り
。
弁
護
士
の
言
論
は
、
最
終
の
結
果
は
本
山
の
有
利
に

帰
す
る
も
の
な
る
を
證
言
せ
り
と
。
然
れ
ど
も
此
れ
弁
護
士
一
個
の
自
信
力

の
み
。
其
勝
敗
の
結
果
如
何
は
、
事
実
に
於
て
確
言
す
る
能
は
ず
。
畢
竟
ず

る
に
、
或
茫
漠
た
る
予
想
に
、
弁
護
士
の
保
障
の
加
は
り
た
る
も
の
が
根
拠

と
な
り
て
、
其
勝
敗
を
永
き
未
来
に
争
は
ざ
る
を
得
ず
。
予
輩
は
此
事
件
が

仮
令
一
ケ
月
で
も
、
一
日
で
も
乃
至
一
時
間
で
も
、
永
く
繁
続
す
れ
ば
其
丈

け
本
山
の
為
め
に
不
利
な
る
を
信
ず
。
而
し
て
其
成
否
を
事
実
に
於
て
予
言

す
る
能
は
ず
と
云
ふ
に
於
て
は
、
万
一
の
僥
倖
を
追
求
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
な

り
。
不
幸
に
し
て
案
に
違
ひ
全
然
失
態
に
終
る
と
す
れ
ば
、
実
に
本
山
の
汚

名
は
言
ふ
ま
で
も
無
く
、
本
派
の
為
め
由
々
し
き
大
事
な
り
と
す
。

予
輩
の
聞
く
所
に
依
れ
ば
、
去
頃
両
銀
行
側
に
於
て
は
、
京
都
大
学
教
授
の

法
学
博
士
数
名
を
聘
し
、
弁
護
士
等
を
集
め
て
、
妙
心
寺
事
件
未
来
決
定
書

な
る
も
の
を
作
製
し
て
、
此
を
根
拠
と
な
し
、
銀
行
の
有
る
限
り
、
妙
心
寺

の
存
す
る
限
り
、
徹
頭
徹
尾
争
闘
す
る
こ
と
に
決
定
せ
り
と
云
ふ
。
其
消
息

は
（
前
号
二
百
十
六
号
及
本
号
）
の
妥
協
問
題
の
経
過
に
於
て
、
如
何
に
銀

行
側
が
強
硬
の
態
度
を
取
し
か
を
了
知
す
れ
ば
、
其
真
否
を
解
す
る
に
難
か

ら
ず
。
利
を
視
る
に
炯
眼
な
る
同
業
者
は
、
何
ぞ
此
問
題
を
粗
忽
に
解
決
し

て
安
ず
る
あ
ら
ん
や
。
将
来
に
於
て
確
信
す
る
所
あ
る
が
故
に
、
愈
々
強
硬

の
態
度
を
取
り
た
る
も
の
な
り
。

本
所
役
員
及
斎
藤
、
古
川
の
両
交
渉
員
は
此
間
に
折
衝
し
て
、
愈
々
今
回
妥

協
交
渉
成
立
す
る
に
至
れ
り
。
諸
師
の
蹇
々
匪
躬
の
赤
誠
は
、
八
月
一
日
具

体
的
に
実
現
し
て
、
両
銀
行
及
片
山
よ
り
左
記
の
和
解
契
約
な
る
者
を
取
替

は
し
て
、
茲
に
妙
心
寺
事
件
の
一
段
落
を
つ
げ
る
に
至
り
た
り
。
予
輩
は
此

局
の
一
日
も
早
く
終
結
す
る
こ
と
を
祝
す
る
と
同
時
に
、
諸
師
の
労
力
に
対

し
衷
心
よ
り
多
大
の
感
謝
を
表
す
る
も
の
な
り
（
五
日
稿
す
白
峰
生
）。

　
　
　
　
　
　
　

和
解
契
約
書

妙
心
寺
よ
り
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
に
対
す
る
刑
事
々
件
に
付
帯
し
、
株
式
会

社
第
四
十
九
銀
行
、
株
式
会
社
京
都
銀
行
に
対
し
提
起
し
た
る
公
債
證
書
請

求
に
関
す
る
私
訴
事
件
は
、
左
の
条
件
を
以
て
和
解
を
為
し
、
私
訴
を
取
下

す
る
も
の
と
す
。

　

第
一
条　

妙
心
寺
は
前
記
両
銀
行
に
対
し
、
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
が
妙
心

寺
の
債
務
と
称
し
金
拾
万
円
を
借
入
た
る
債
務
の
担
保
と
し
て
、
前
記

両
銀
行
が
現
に
占
有
し
居
る
公
債
證
書
取
戻
請
求
に
関
す
る
全
部
の
権

利
を
抛
棄
し
、
株
式
会
社
第
四
十
九
銀
行
、
株
式
会
社
京
都
銀
行
は
、

金
参
万
弐
千
円
を
妙
心
寺
に
相
渡
す
べ
き
も
の
と
す
。

　

第
二
条　

妙
心
寺
は
金
参
万
弐
千
円
を
前
記
両
銀
行
よ
り
受
取
た
る
対
価

と
し
て
、
妙
心
寺
が
日
本
大
菩
提
会
に
貸
付
け
あ
る
債
権
中
金
参
万
弐
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千
円
、
及
び
之
に
付
帯
す
る
契
約
上
の
利
息
を
も
前
記
両
銀
行
に
譲
渡

し
、
其
手
続
を
為
す
べ
き
も
の
と
す
。
但
し
妙
心
寺
へ
譲
渡
債
権
に
付

て
は
、
債
務
者
の
資
力
を
担
保
せ
ざ
る
も
の
と
す
。

　

第
三
条　

前
記
両
銀
行
は
妙
心
寺
と
第
一
条
の
契
約
を
為
し
た
る
を
以

て
、
金
拾
万
円
に
対
す
る
契
約
上
の
利
息
は
、
凡
て
之
を
請
求
せ
ざ
る

と
同
時
に
、
妙
心
寺
は
前
記
両
銀
行
の
占
有
し
居
る
諸
公
債
に
付
属
す

る
全
部
の
利
札
の
返
還
を
請
求
せ
ず
、
且
妙
心
寺
は
諸
公
債
證
書
を
両

銀
行
に
於
て
処
分
す
る
に
付
き
、
必
要
な
る
一
切
の
書
類
を
両
銀
行
に

相
渡
す
べ
き
も
の
と
す
。

　

第
四
条　

前
記
両
銀
行
は
妙
心
寺
に
対
し
金
参
万
円
を
引
渡
す
と
同
時

に
、
妙
心
寺
は
大
阪
公
訴
院
宛
私
訴
取
下
、
書
諸
公
債
処
分
に
関
す
る

一
切
の
書
類
譲
渡
債
権
を
、
前
記
両
銀
行
に
引
渡
す
べ
き
も
の
と
す
。

但
し
右
の
手
続
は
十
日
内
に
之
を
為
す
べ
き
も
の
と
す
。

　

右
契
約
確
実
を
表
示
す
る
為
め
、
本
契
約
二
通
を
作
り
双
方
一
通
を
所
持

す
る
も
の
と
す
。

　
　
　
　
　
　

和
解
契
約
書

片
山
茂
三
郎
、
妙
心
寺
間
の
左
記
金
員
貸
借
に
関
す
る
和
解
契
約
を
為
す
こ

と
左
の
如
し
。

　

一
金
九
千
五
百
円
也
。

　
　

明
治
三
十
七
年
七
月
六
日
、
公
證
人
樺
井
保
親
、
役
場
第
五
千
三
百
四

十
八
号
公
正
證
書
に
依
る
債
権
者
片
山
茂
三
郎
よ
り
、
妙
心
寺
に
対
す

る
貸
金
、

　

一
金
五
千
五
百
円
也
。

　
　

前
同
日
同
役
場
、
第
二
万
五
千
三
百
五
十
号
公
正
證
書
に
依
る
債
権

者
、
片
山
茂
三
郎
よ
り
妙
心
寺
に
対
す
る
貸
金
、

　

一
金
五
千
円
也
。

　
　

明
治
三
十
七
年
八
月
二
日
前
同
役
場
、
第
二
万
五
千
四
百
二
十
号
公
正

證
書
に
依
る
債
権
者
、
片
山
茂
三
郎
よ
り
（
但
株
式
会
社
第
四
十
九
銀

行
名
義
）
妙
心
寺
に
対
す
る
貸
金
、

　

一
金
弐
千
円
也
。

　
　

前
同
役
場
、
第
二
万
五
千
四
百
二
十
一
号
公
正
證
書
に
依
る
債
権
者
、

片
山
茂
三
郎
よ
り
妙
心
寺
に
対
す
る
貸
金
、

前
記
四
口
の
各
債
権
総
額
金
弐
万
弐
千
円
に
対
し
、
妙
心
寺
は
金
五
千
五
百

円
、
及
日
吉
全
識
名
義
の
京
都
市
上
京
区
吉
田
町
字
神
楽
岡
九
番
地
山
林
八

畝
二
十
七
歩
、
同
所
山
林
二
畝
二
十
六
歩
、
同
所
十
七
番
地
山
林
一
町
一
反

四
歩
、
同
所
八
番
地
畑
三
町
二
反
七
畝
歩
同
所
八
番
地
の
一
畑
五
畝
二
十
二

歩
、
各
生
樹
現
存
の
侭
、
完
全
の
所
有
権
の
弁
済
に
充
當
し
て
、
総
債
権
を

消
滅
せ
し
め
、
片
山
茂
三
郎
は
四
通
の
公
正
證
書
、
及
之
は
諸
担
保
を
物
件

の
妙
心
寺
に
返
還
す
べ
し
。

當
事
者
は
前
記
の
手
続
を
、
本
契
約
書
為
取
替
の
日
よ
り
十
日
以
内
に
為
す

べ
き
も
の
と
す
。

本
契
約
書
は
二
通
を
作
製
し
、
當
事
者
各
一
通
を
所
持
す
る
も
の
と
す
。

本
山
妙
心
寺
〔
明
治
38
年
12
月
12
日　

第
二
二
一
号
〕

本
山
妙
心
寺
は
十
一
月
十
五
日
、
大
橋
銀
行
の
強
制
執
行
に
対
し
、
異
議
の

申
請
を
提
起
し
た
り
。
京
都
地
方
裁
判
所
は
之
を
受
理
し
て
、
本
月
二
十
日
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に
第
一
回
口
頭
弁
論
を
開
く
筈
な
り
。
因
に
記
す
弁
護
士
は
荘
田
、
谷
口
の

両
氏
な
り
と
い
ふ
。
先
に
濃
尾
有
志
者
の
総
代
と
し
て
、
交
渉
を
試
み
ん
と

し
た
り
し
委
員
諸
師
は
、
深
く
自
己
の
責
任
を
省
み
、
本
山
今
日
の
悲
境
に

対
し
て
深
く
謝
罪
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

前
田
誠
節
釈
等
顧
被
告
事
件
〔
明
治
38
年
12
月
12
日　

第
二
二
一
号
〕

去
四
月
大
阪
控
訴
院
へ
控
訴
あ
り
し
以
来
、
数
回
公
判
に
際
し
、
被
告
等
の

弁
護
士
不
出
廷
の
為
め
開
廷
に
至
ら
ざ
る
も
、
去
る
九
月
十
八
日
、
第
一
回

公
判
傍
聴
に
は
、
本
所
よ
り
東
海
憲
道
、
木
宮
恵
満
の
両
氏
出
廷
。
其
後
は

関
鉄
堂
、
木
宮
恵
満
の
両
氏
出
廷
せ
り
。
弥
判
決
宣
告
は
十
二
月
十
五
日
と

確
定
せ
り
。
今
公
判
中
の
模
様
を
傍
聴
員
よ
り
聞
く
に
、
概
要
左
の
如
し
。

▲
九
月
十
八
日
（
第
一
回
）
前
田
誠
節
外
四
名
事
実
調
。
▲
十
月
二
十
日

（
第
二
回
）
同
上
證
拠
調
。
▲
十
一
月
十
三
日
（
第
三
回
）
同
上
證
人
五
名

召
喚
證
拠
調
べ
続
行
。
▲
十
一
月
二
十
二
日
（
第
四
回
）
同
上
口
頭
弁
論
。

茲
に
鈴
木
検
事
の
論
告
に
依
れ
ば
、
原
判
決
第
一
よ
り
第
七
ま
で
の
事
実
に

付
て
は
、
原
判
決
大
差
な
き
な
り
。
然
る
を
管
長
が
貸
借
の
當
時
に
は
承
諾

な
き
も
、
概
括
的
に
承
諾
あ
り
と
當
法
廷
に
於
て
前
田
は
主
張
す
れ
ど
も
、

一
も
證
拠
と
す
べ
き
な
く
、
殊
に
手
形
振
出
の
都
度
妙
心
寺
有
の
公
債
を
提

供
し
あ
り
。
該
公
債
は
末
寺
よ
り
納
入
し
た
る
妙
心
寺
の
基
本
金
な
り
。
然

る
を
妙
心
寺
の
為
で
な
く
菩
提
会
へ
濫
用
す
る
に
、
管
長
の
位
地
と
し
て
承

諾
す
る
筈
な
く
、
妙
心
寺
派
会
計
例
第
六
十
一
条
第
三
項
に
、
寺
班
元
金
は

議
会
の
議
決
に
基
き
之
を
保
存
す
べ
し
と
規
定
し
な
が
ら
、
管
長
自
ら
が
規

定
を
無
視
し
、
無
責
任
の
行
為
あ
る
筈
な
し
。
其
他
各
予
審
調
書
及
各
證
言

に
依
り
、
管
長
承
諾
な
き
こ
と
は
疑
な
し
。
尚
本
件
に
直
接
関
係
な
き
も
妙

心
寺
が
菩
提
会
へ
流
用
し
た
る
に
対
し
、
小
林
管
長
が
承
諾
し
た
る
や
否
や

を
監
察
す
る
に
、
三
十
四
年
度
に
於
て
一
も
管
長
が
承
諾
し
た
り
と
認
む
べ

き
證
な
く
、
唯
三
十
五
年
に
於
て
藤
井
嘉
蔵
よ
り
金
壱
万
円
、
大
橋
銀
行
よ

り
金
壱
万
円
、
小
林
管
長
の
自
署
は
承
諾
せ
り
と
思
ふ
。
其
他
は
総
て
自
侭

に
偽
造
せ
り
。
且
つ
金
拾
万
円
を
京
都
、
四
十
九
、
両
銀
行
よ
り
云
々
、
花

園
学
林
吉
田
山
を
担
保
と
し
て
金
壱
万
五
千
円
二
番
抵
當
と
し
て
、
金
五
千

円
と
金
弐
千
円
を
片
山
茂
三
郎
よ
り
云
々
、
金
参
千
円
を
丹
治
直
次
郎
よ
り

云
々
、
等
何
れ
も
偽
造
た
る
べ
き
證
拠
あ
り
。
就
中
金
拾
万
円
云
々
に
対
し

て
は
、
三
十
七
年
八
月
二
十
一
日
、
前
田
が
釈
と
同
行
し
関
管
長
へ
口
頭
に

て
陳
述
し
た
る
を
書
面
に
認
め
、
差
出
せ
る
真
実
の
自
白
な
り
と
信
ぜ
ば
、

他
の
弁
論
を
俟
た
ず
し
て
、
偽
造
し
た
る
こ
と
明
瞭
な
り
云
々
と
論
告
あ
り

た
り
と
。

大
橋
銀
行
に
関
す
る
件
〔
明
治
38
年
12
月
12
日　

第
二
二
一
号
〕

本
誌
第
二
百
十
一
号
に
報
道
せ
し
如
く
、
三
十
七
年
十
二
月
十
三
日
、
濃
尾

有
志
大
会
議
決
に
基
き
、
該
書
中
第
六
、
七
、
八
、
の
決
議
実
行
委
員
と
し

て
、
高
林
玄
宝
、
角
田
澄
訓
の
両
氏
本
年
一
月
、
登
山
仲
裁
の
労
を
取
り
、

覚
書
を
差
出
し
好
果
を
結
び
た
る
や
う
思
ひ
、
其
後
五
月
本
派
議
会
開
会

中
、
該
仲
裁
件
に
関
し
多
少
紛
擾
あ
り
た
る
も
、
高
林
議
員
が
全
責
任
を
尽

す
と
の
明
言
に
依
り
、
古
川
委
員
よ
り
議
会
に
向
つ
て
報
告
あ
り
。
是
以
双

方
鎮
撫
せ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
両
氏
は
毫
も
責
務
を
尽
さ
ず
、
高
林
議
員
は

病
気
の
故
を
以
て
辞
任
せ
り
。
依
て
十
月
十
五
日
、
大
橋
銀
行
よ
り
本
山
に
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対
し
突
然
強
制
執
行
せ
り
。
実
に
本
派
が
再
び
汚
点
を
印
せ
ら
る
ゝ
に
至
り

た
る
は
、
本
派
が
自
ら
招
く
に
非
ず
。
濃
尾
代
表
た
る
仲
裁
両
氏
が
責
務
を

尽
さ
ゞ
る
所
よ
り
、
致
す
所
な
り
。
歎
か
は
敷
次
第
な
ら
ず
や
。
併
し
本
所

は
止
む
な
く
、
異
議
申
請
を
弁
護
士
に
托
し
、
京
都
地
方
裁
判
所
へ
提
供
せ

り
。
好
結
果
を
得
る
な
ら
ん
。
再
び
異
議
申
請
上
に
対
し
傍
聴
者
の
苦
心
甲

斐
あ
り
て
、
控
訴
院
公
判
の
模
様
を
参
照
せ
ば
、
異
議
の
有
力
な
る
事
実
を

認
む
る
に
足
る
。

故
村
田
寂
順
師
〔
明
治
38
年
12
月
12
日　

第
二
二
一
号
〕

出
雲
松
江
に
生
れ
、
同
国
鰐
渕
山
に
登
り
、
顕
密
の
経
を
学
び
、
同
山
松
本

坊
に
住
す
。
維
新
の
後
、
京
都
或
は
東
京
に
往
来
し
、
時
の
名
門
知
識
に
交

り
、
頗
る
教
界
の
益
を
為
す
後
、
妙
法
院
門
跡
、
又
善
光
寺
大
勧
進
と
な

り
、
権
大
教
正
に
進
み
、
後
遂
に
大
僧
正
天
台
座
主
に
進
む
。
明
治
二
十
二

年
、
各
宗
協
会
の
東
京
に
設
置
せ
ら
る
ゝ
や
、
師
専
ら
其
事
を
斡
し
、
大
谷

光
尊
等
と
謀
画
す
る
所
あ
り
。
三
十
三
年
釈
尊
の
御
遺
形
を
暹
羅
国
よ
り
奉

迎
す
る
に
當
り
、
各
宗
派
は
師
を
し
て
奉
迎
事
務
総
理
、
日
本
大
菩
提
会
理

事
長
に
推
選
し
、
後
遂
に
会
長
と
な
る
。
各
宗
派
等
が
挙
て
尽
く
し
能
は
ざ

る
の
責
任
を
、
同
師
は
之
を
負
ひ
、
世
に
轗
軻
の
歎
あ
ら
し
む
御
遺
形
の
名

古
屋
に
移
転
せ
ら
る
ゝ
や
、
同
師
は
究
め
て
其
不
可
を
唱
へ
、
強
て
京
都
に

安
置
せ
ん
こ
と
を
主
張
せ
り
。
然
れ
ど
も
曹
洞
、
真
言
、
西
山
等
多
数
の
宗

派
委
員
は
、
名
古
屋
有
志
員
の
買
収
せ
ら
る
ゝ
所
と
な
り
、
師
に
反
対
す
。

師
会
長
を
罷
む
一
方
、
御
遺
形
奉
安
の
事
不
如
意
の
容
た
あ
り
、
三
十
八
年

春
、
仮
に
同
会
本
部
を
京
都
に
移
し
、
妙
法
院
を
事
務
所
と
す
。
師
推
れ
て

又
会
長
と
な
り
、
是
よ
り
先
三
十
一
年
偶
ま
風
患
に
罹
り
、
起
居
不
勝
を
感

ず
。
加
る
に
脳
病
常
に
冒
す
。
明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
八
日
午
前
、
常
行

加
持
を
修
し
了
り
、
茵
に
居
室
に
就
き
、
復
た
言
は
ず
後
、
五
時
自
寂
す
。

齢
六
十
有
八
、
同
月
三
十
一
。
前
五
時
密
葬
を
行
し
、
華
山
に
於
て
荼
毘
に

付
す
。
十
二
月
十
日
午
前
十
時
、
妙
法
院
に
大
葬
典
を
挙
行
し
、
大
仏
境
内

墓
地
に
封
埋
す
と
云
ふ
。

故
妙
法
院
門
主
の
栄
誉
〔
明
治
38
年
12
月
12
日　

第
二
二
一
号
〕

妙
法
院
門
主
村
田
寂
順
師
の
本
葬
式
は
、
去
る
十
日
同
寺
に
執
行
さ
れ
た
る

由
な
る
が
、
特
別
の
思
召
を
以
て
、
香
華
料
と
し
て
金
百
円
御
下
賜
相
成

旨
、
主
殿
寮
よ
り
同
院
に
御
沙
汰
あ
り
た
る
由
な
る
が
、
寺
院
又
は
無
爵
僧

侶
に
し
て
、
畏
く
も
香
華
料
を
賜
は
り
た
る
は
、
今
回
を
以
て
嚆
矢
と
な
す

と
い
ふ
。

三
月
四
日
京
都
中
外
日
報
に
掲
け
た
る
寄
書
の
妄
を
弁
す
〔
明
治
39
年

３
月
12
日　

第
二
二
四
号
〕

一
派
統
理
の
全
権
を
帯
び
て
、
管
長
猊
下
躬
ら
嚮
臨
し
た
ま
へ
る
教
務
本
所

は
、
茲
に
寺
院
一
般
に
告
ぐ
。

本
派
曩
に
昿
古
の
大
擾
乱
を
惹
起
し
て
、
痛
く
社
会
の
物
議
に
触
れ
し
は
、

上
国
師
の
定
中
に
、
下
一
派
寺
院
の
信
頼
に
対
し
て
恐
懼
措
く
能
は
ざ
る
と

こ
ろ
な
り
。
然
れ
ど
も
国
に
法
度
あ
り
、
一
派
に
宗
憲
あ
り
て
、
事
の
是

非
、
甄
別
し
が
た
き
も
の
は
、
皆
悉
く
法
文
の
規
定
に
遵
由
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
斯
て
法
に
親
疎
な
く
、
快
刀
乱
麻
能
く
、
以
て
一
派
の
病
根
を
裁
剔
す
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「
正
法
輪
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る
を
得
べ
し
。
惟
ふ
に
律
令
の
励
行
は
、
世
尊
在
世
の
當
時
よ
り
、
既
に
正

法
護
持
の
最
大
要
件
と
し
て
唱
導
せ
ら
れ
し
こ
と
、
遍
く
世
人
の
知
る
と
こ

ろ
な
り
。
嚮
に
前
田
誠
節
を
法
庭
に
致
せ
し
は
、
世
法
の
犯
人
な
れ
ば
な

り
、
彼
既
に
最
高
法
庭
大
審
院
に
於
て
有
罪
の
判
決
を
受
く
。
彼
や
宜
し
く

法
官
の
命
ぜ
し
罪
科
に
甘
じ
て
、
犯
せ
る
罪
の
賠
を
な
す
べ
き
な
り
。
吾
派

は
茲
に
一
度
、
前
田
事
件
の
終
結
を
観
る
に
至
り
し
と
雖
も
、
尚
彼
前
田
に

起
因
す
る
大
橋
事
件
の
解
決
を
付
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

抑
も
大
橋
事
件
た
る
、
昨
春
既
に
解
決
を
告
ぐ
べ
か
り
し
も
、
事
を
好
む
の

徒
、
濃
尾
の
間
に
起
り
、
同
地
方
寺
院
の
宗
盟
に
厚
き
を
奇
貨
と
し
て
、
汎

く
有
志
の
団
体
を
組
織
し
、
仲
裁
を
名
と
し
て
無
謀
の
妥
協
を
企
図
し
、
前

役
員
に
交
渉
し
て
巧
み
に
本
嶠
の
公
金
を
流
用
し
、
本
嶠
を
し
て
益
々
窮
乏

の
域
に
陥
ら
し
め
し
は
、
其
罪
容
易
に
宥
す
べ
か
ら
ず
。
加
旃
殆
ど
解
決
を

見
ん
と
せ
し
大
橋
事
件
を
し
て
、
一
時
放
擲
す
る
の
止
む
べ
か
ら
ざ
る
に
至

ら
し
め
、
次
て
昨
冬
の
差
押
と
な
り
、
又
々
異
議
の
申
請
を
な
さ
ゞ
る
べ
か

ら
ざ
る
に
至
ら
し
め
し
は
、
罪
科
重
々
到
底
免
る
ゝ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
な

り
。
若
濃
尾
二
、
三
の
徒
の
無
用
の
交
渉
な
か
り
せ
ば
、
前
田
事
件
と
環
連

し
て
既
に
已
に
終
了
せ
し
も
の
を
、
誠
に
遺
憾
の
至
な
り
。

宗
盟
厚
き
濃
尾
寺
院
は
、
宜
し
く
既
往
に
鑑
み
て
将
来
を
戒
む
べ
き
な
り
。

乃
至
一
般
寺
院
に
あ
り
て
も
、
善
く
自
己
の
本
分
を
省
み
、
其
守
る
と
こ
ろ

を
守
り
て
、
猥
り
に
軽
薄
無
謀
の
徒
に
雷
同
し
、
汚
名
を
後
昆
に
遺
す
か
如

き
陋
醜
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
す
べ
き
な
り
。

凡
そ
国
に
賊
あ
り
、
家
に
鼠
あ
る
は
、
有
機
物
に
黴
菌
あ
る
が
如
き
か
。
教

家
亦
此
数
に
漏
れ
ず
、
菩
提
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
魔
障
あ
り
、
正
法
の
弘
通

を
図
ら
ん
と
欲
せ
ば
邪
法
の
瀰
漫
あ
り
、
薫
生
ず
る
と
こ
ろ
に
蕕
雑
り
、
君

子
住
す
る
と
こ
ろ
小
人
こ
れ
を
乱
す
。
吾
派
一
年
有
半
の
紛
擾
も
一
派
の
公

選
に
よ
り
て
役
位
各
其
職
に
就
き
、
躬
の
不
肖
を
顧
み
ず
、
日
夜
勤
勉
の
結

果
、
宗
政
漸
く
其
緒
に
着
き
、
教
綱
之
よ
り
振
作
せ
ん
と
せ
し
時
期
に
際
会

し
て
、
俄
然
天
の
一
方
に
黒
団
々
た
る
暗
雲
を
見
る
に
至
れ
り
。
雨
か
晴

か
、
夏
雲
の
頓
て
は
驟
雨
一
過
せ
ざ
れ
ば
止
ま
ざ
る
も
の
か
、
果
然
三
月
、

四
月
、
京
都
中
外
日
報
紙
上
に
一
文
の
寄
書
現
れ
た
り
。
妙
心
寺
派
末
派
寺

院
に
警
告
す
と
題
し
て
、
頻
に
陋
醜
の
文
字
を
臚
列
し
、
教
家
に
あ
る
ま
じ

き
、
麁
暴
の
語
句
を
弄
し
て
、
虚
構
孟
浪
の
説
を
逞
く
し
、
現
職
員
及
ひ
前

職
員
を
侮
罵
衷
傷
し
た
り
。
而
て
末
尾
に
『
二
十
五
教
各
区
有
志
者
某
等
』

の
署
名
あ
り
。
二
十
五
教
各
区
と
い
へ
ば
一
派
全
体
を
含
む
こ
と
明
な
り
、

さ
れ
ば
一
区
仮
に
一
人
の
有
志
者
あ
り
と
す
る
も
二
十
五
名
の
徒
党
あ
る
べ

き
筈
な
り
。
こ
は
勿
論
一
時
の
虚
構
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
は
推
知
す
る
に
難
か

ら
ず
と
雖
も
、
本
派
に
関
係
な
き
も
の
が
斯
る
悪
戯
を
な
せ
し
と
も
思
は
れ

ざ
れ
ば
、
本
派
の
一
隅
に
此
種
の
不
逞
の
徒
輩
潜
在
し
て
、
常
に
悪
を
好
み

善
を
妬
み
て
反
社
会
的
行
為
を
懽
び
つ
ゝ
あ
る
こ
と
、
亦
推
知
す
る
に
難
か

ら
ざ
る
な
り
。
温
良
な
る
一
派
寺
院
住
職
は
、
此
破
壊
的
分
子
が
那
辺
に
潜

在
す
る
か
を
仔
細
に
視
察
し
て
、
決
し
て
其
毒
牙
に
懸
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
警

戒
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
當
本
所
に
あ
り
て
も
、
事
苟
も
職
責
に
関
す
る
事
項

に
於
て
は
、
厳
密
の
調
査
を
な
す
に
怠
ら
ざ
る
べ
し
。
中
外
日
報
紙
上
の
寄

書
は
、
時
恰
も
職
員
改
選
の
際
な
る
を
以
て
、
一
部
野
心
の
徒
か
一
派
の
人

心
を
動
揺
せ
し
め
、
以
て
投
票
の
趨
勢
を
一
転
せ
し
め
ん
と
の
奸
策
よ
り
な

り
し
か
と
も
推
せ
ら
る
。
そ
は
何
れ
に
し
て
も
、
他
人
の
名
誉
を
顧
み
ず
、
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猥
り
に
罵
詈
雑
言
を
放
ち
て
自
ら
快
と
す
る
が
如
き
は
、
教
家
に
あ
る
ま
じ

き
行
為
な
り
。

苟
も
本
派
の
一
寺
住
職
た
る
も
の
が
、
斯
る
虚
構
に
惑
は
さ
れ
ざ
る
は
、
本

嶠
の
信
じ
て
疑
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
れ
ど
も
、
曽
参
の
母
三
度
流
言
を
耳
に
し

て
、
遂
に
墻
を
越
へ
て
走
り
し
と
い
ふ
故
事
も
あ
れ
ば
、
或
は
千
に
一
人
奸

者
の
術
中
に
陥
り
て
、
事
実
の
真
相
を
弁
せ
ず
、
徒
に
杞
憂
を
な
す
も
の
無

き
を
保
せ
ず
。
本
嶠
職
員
敢
て
必
ず
し
も
節
義
高
潔
の
名
に
當
ら
ず
と
い
へ

ど
も
、
常
に
其
を
期
し
て
日
夜
に
其
及
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
懼
る
ゝ
も
の
な

り
。
然
る
に
職
員
を
衷
傷
す
る
に
、
最
も
人
の
厭
悪
す
る
と
こ
ろ
の
賄
賂
の

二
字
を
以
て
し
、
加
ふ
る
に
奸
佞
獰
悪
無
道
不
逞
等
の
文
字
を
以
て
、
一
派

の
公
職
を
侮
辱
せ
し
は
、
一
派
の
体
面
上
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
行
為
な
り
と

す
。
本
嶠
は
其
文
字
の
陋
醜
な
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
誤
信
者
を
出
さ

ん
こ
と
を
恐
る
。
一
派
寺
院
、
夫
れ
幸
に
公
選
職
員
の
名
誉
に
於
て
安
ん
ぜ

よ
。

立
憲
治
下
の
宗
派
は
、
綱
目
の
神
聖
を
保
持
し
て
、
綱
目
の
許
さ
ゞ
る
と
こ

ろ
は
、
本
派
至
上
の
師
と
い
へ
ど
も
、
寸
毫
も
犯
す
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。

此
故
に
本
嶠
職
員
に
し
て
犯
則
の
行
為
あ
ら
ん
か
。
末
派
寺
院
住
職
は
そ
を

糾
明
す
る
に
途
あ
り
。
何
を
苦
ん
で
か
社
会
公
衆
に
訴
へ
、
或
は
陰
に
陥
穽

の
策
を
回
ら
す
要
あ
ら
ん
や
。
殊
に
収
賄
行
為
等
は
国
法
の
禁
ず
る
と
こ
ろ

な
れ
ば
、
仮
に
本
派
内
に
問
罪
の
途
杜
絶
さ
れ
た
り
と
す
る
も
、
尚
国
家
幾

多
の
官
衙
法
庭
あ
る
あ
り
て
、
能
く
其
真
偽
曲
直
を
糾
明
す
る
を
得
べ
し
。

徒
ら
に
無
根
の
流
言
を
放
ち
て
、
宗
務
の
進
捗
を
妨
害
せ
ん
と
す
る
教
界
壮

士
の
徒
は
問
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
本
派
僧
侶
に
し
て
本
嶠
職
員
に
寸
毫
の

疑
念
あ
ら
ば
、
速
に
規
定
の
手
続
を
経
て
、
事
相
の
審
議
を
遂
ぐ
べ
し
。
之

を
心
に
疑
ひ
て
而
か
も
言
語
に
発
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
法
惰
な
り
。
本
嶠
は
開

祖
国
師
照
鑑
の
下
に
あ
り
て
、
一
派
の
機
務
を
総
理
す
る
公
共
機
関
な
れ

ば
、
事
苟
も
成
規
の
手
続
を
経
た
る
上
は
、
事
の
大
小
軽
重
に
拘
は
ら
ず
公

明
正
大
に
取
扱
ふ
べ
し
。
末
派
寺
院
そ
れ
此
旨
を
体
す
べ
き
な
り
。

　

明
治
三
拾
九
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所

仏
骨
の
発
見
〔
明
治
42
年
11
月
12
日　

第
二
六
八
号
〕

　
　
　
　
　
　
印
度
国
ベ
ナ
レ
ス
市

中
央
印
度
教
大
学
内　

織　

田　

恵　

秀

回
想
す
れ
ば
約
十
二
年
前
、
當
英
領
印
度
国
北
端
ネ
パ
ー
ル
国
境
に
於
て
、

大
聖
釈
尊
の
霊
灰
を
発
見
せ
ら
れ
、
英
政
府
の
厚
意
を
以
て
或
仏
教
国
に
恵

与
せ
ら
れ
、
其
一
部
暹
羅
国
を
経
て
遂
に
我
帝
国
に
奉
迎
せ
り
。
現
今
名
古

屋
市
に
安
置
せ
る
も
の
、
即
ち
是
れ
な
り
。
今
や
亦
快
報
天
の
一
角
よ
り
来

る
。
當
英
領
印
度
西
北
端
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国
境
附
近
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
市

外
に
仏
骨
の
発
見
是
れ
な
り
。
七
月
下
旬
在
ボ
ン
ベ
イ
市
大
高
敏
之
助
君
よ

り
、
タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
ヤ
紙
上
に
て
、
仏
骨
発
見
の
顛
末
を
一
見

せ
り
と
の
快
報
に
接
し
、
是
れ
を
同
室
の
畏
友
河
口
慧
海
師
に
話
す
。
図
ら

ざ
り
き
其
発
掘
主
任
官
ス
プ
ン
ナ
ー
博
士
は
、
師
の
年
来
の
親
友
な
り
と

は
。
茲
に
於
て
師
は
、
博
士
に
書
を
寄
せ
意
見
を
提
出
せ
り
、
爾
来
印
度
諸

新
聞
に
は
、
本
件
の
記
事
時
々
掲
載
せ
ら
れ
、
又
セ
イ
ロ
ン
島
及
ビ
ル
マ
国

の
如
き
仏
教
国
に
於
て
は
、
為
め
に
世
論
囂
々
た
り
と
聞
く
。
而
し
て
未
だ

政
府
の
如
何
に
決
定
せ
ら
る
可
き
や
の
方
針
を
聞
か
ず
、
若
し
各
仏
教
国
に
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分
与
せ
ら
る
ゝ
時
は
、
我
帝
国
の
仏
者
は
如
何
に
し
て
是
れ
を
奉
迎
す
べ
き

か
。
若
し
印
度
国
内
に
安
置
せ
ら
る
ゝ
時
は
、
或
は
方
策
を
立
し
建
議
す
べ

き
や
も
の
な
り
や
。
是
等
の
問
題
に
対
し
て
、
我
帝
国
の
僧
侶
諸
師
何
等
か

の
画
策
あ
ら
ん
こ
と
切
望
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
一
は
釈
尊
に
対
す
る
敬
意
な

り
。
一
は
政
府
に
対
す
る
義
務
な
り
。
若
し
我
が
僧
侶
諸
師
が
一
度
仏
陀
伽

耶
、
鹿
野
苑
、
仏
誕
生
地
（
ネ
パ
ー
ル
国
内
ル
ン
ビ
ニ
ー
）
等
の
現
状
如
何

を
想
到
せ
ら
れ
な
ば
、
実
に
寒
心
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
乞
ふ
、
同
心

協
力
、
各
宗
一
致
、
以
て
仏
恩
に
報
ず
る
一
大
計
画
あ
ら
ん
事
を
。
左
に
往

復
書
翰
及
新
聞
を
抄
訳
し
て
、
各
位
の
電
覧
に
供
す
。

　
　
　
　

○
書　

翰　

の　

一

拝
啓　

久
敷
し
き
間
、
一
書
拝
呈
せ
ん
と
思
ひ
つ
ゝ
、
遂
に
今
日
に
及
び
候

段
、
慚
恥
の
至
に
存
候
。
貴
官
は
定
め
て
御
健
勝
の
御
事
に
存
じ
奉
敬
賀

候
。
小
衲
に
幸
に
健
在
に
過
ご
し
居
申
候
。
而
し
て
小
衲
は
一
書
生
と
し
て

勉
強
に
専
心
従
事
致
居
候
。
故
に
各
畏
友
に
対
し
て
失
礼
と
は
思
ひ
な
が

ら
。
久
敷
御
無
音
の
条
不
悪
御
高
察
願
上
候
。

近
頃
友
人
の
通
信
に
依
り
て
、
貴
官
は
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
附
近
に
於
て
仏
骨
を
御

発
見
な
さ
れ
し
趣
、
タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
イ
ヤ
紙
上
に
顕
れ
し
由
承

知
仕
候
。
就
て
は
御
差
支
な
き
限
り
は
、
御
発
見
の
詳
細
及
仏
骨
保
存
の
方

針
御
開
示
あ
ら
ん
こ
と
を
懇
望
の
至
り
に
存
候
。
吾
人
仏
者
は
、
若
し
今
回

の
霊
骨
が
宗
教
的
崇
敬
の
神
聖
な
る
礼
拝
物
に
あ
ら
ず
し
て
、
単
に
古
物
と

し
て
博
物
館
内
に
陳
列
さ
る
ゝ
に
於
て
は
、
遺
憾
恐
惶
の
至
り
に
存
候
。
茲

に
於
て
貴
官
の
御
高
見
を
拝
聴
致
度
き
は
、
如
何
に
御
処
分
相
成
る
可
き
も

の
に
や
の
点
に
御
座
候
。
若
し
仮
令
へ
ば
日
本
の
如
き
暹
羅
の
如
き
仏
教
国

に
御
贈
与
に
相
成
候
へ
ば
、
仏
徒
は
霊
骨
に
対
し
て
敬
虔
以
て
奉
仕
す
る
の

み
な
ら
ず
、
貴
政
府
に
対
し
て
大
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
事
に
存
候
。
前
東

福
寺
派
執
事
、
現
名
古
屋
市
木
ケ
崎
長
母
寺
住
職
、
織
田
恵
秀
師
近
頃
来
印

せ
ら
れ
、
同
居
致
居
候
。
師
に
於
て
も
仏
骨
に
対
し
て
尊
崇
の
念
を
奉
せ
ら

る
ゝ
の
み
な
ら
ず
、
若
し
恵
与
さ
る
ゝ
に
於
て
は
、
大
に
歓
喜
欽
慎
、
以
て

奉
仕
を
尽
く
さ
る
ゝ
事
に
候
。

冀
ふ
所
は
、
御
発
見
の
詳
細
及
霊
骨
は
、
如
何
に
御
分
処
相
成
る
可
き
や
拝

承
仕
度
存
候
。
然
る
上
は
、
我
が
同
胞
仏
教
に
報
導
可
仕
事
に
候
。
実
に
一

統
の
者
は
、
大
愉
快
を
以
て
其
報
導
を
迎
へ
る
次
第
に
有
之
候
。
先
は
御
発

見
の
労
を
拝
謝
、
旁
々
右
御
依
頼
迄
。　

早
々
敬
具

　
　
　
　

七
月
二
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

口　

慧　

海

　
　

博
士
デ
、
ビ
、
ス
プ
ン
ナ
ー
殿

　
　
　
　

○
書　

翰　

の　

二

拝
復　

去
る
七
月
二
十
八
日
の
貴
翰
、
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
よ
り
當
シ
ム
ラ
に
廻
送

せ
ら
れ
、
感
謝
を
以
て
謹
読
仕
候
。

タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
ヤ
紙
上
に
於
て
御
一
読
相
成
候
事
実
は
、
全
然

正
確
な
る
事
に
御
座
候
。
今
回
発
見
せ
し
霊
骨
は
迦
膩
色
迦
王

（Kanishika

）
の
安
置
な
さ
れ
し
仏
骨
た
る
事
に
於
て
は
、
総
て
の
疑
問

を
挿
む
余
地
之
れ
な
く
、
実
に
釈
尊
の
遺
骨
た
る
は
信
ず
る
に
余
あ
り
と
可

申
事
に
候
。
迦
膩
色
迦
王
親
ら
、
印
度
の
古
代
式
に
依
て
最
も
宏
大
な
る
、

最
も
壮
麗
な
る
、
卒
塔
婆Stupa

を
建
設
し
、
其
中
心
の
神
聖
な
る
内
陣

に
奉
安
せ
ら
れ
た
る
其
塔
は
、
実
に
動
か
す
可
ら
ざ
る
證
拠
に
候
。
特
に
玄

弉
三
蔵
は
西
域
記
に
瞿
曇
仏
陀
の
霊
骨
に
相
違
な
き
を
記
す
る
に
於
て
を
や
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に
候
。
仏
骨
た
る
や
否
に
付
き
て
は
、
合
理
的
の
疑
は
一
も
無
之
、
真
正
た

る
も
の
に
候
。
小
生
に
於
て
は
、
今
日
ま
で
印
度
に
於
て
発
見
せ
ら
れ
た
る

中
に
於
て
、
今
回
の
発
見
を
以
て
最
も
信
ず
可
き
も
の
と
断
言
す
る
に
躊
躇

せ
ざ
る
所
に
候
。

印
度
政
府
は
今
回
発
見
の
仏
骨
を
、
如
何
に
処
理
可
致
や
は
、
小
生
承
知
不

仕
事
に
候
。
左
れ
ど
其
霊
骨
が
博
物
館
に
骨
董
品
と
同
じ
く
陳
列
な
さ
る
ゝ

如
き
こ
と
は
、
毛
頭
是
れ
な
し
と
信
じ
申
候
。
是
の
点
に
於
て
當
古
物
調
査

局
に
於
て
は
、
貴
下
と
同
意
見
に
御
座
候
。
私
か
に
小
生
の
想
像
す
る
所

は
、
政
府
は
多
分
各
仏
教
国
に
分
与
せ
ら
る
ゝ
事
と
存
申
候
。
乍
然
當
問
題

は
如
何
相
成
る
可
き
や
、
未
だ
確
定
不
仕
候
。

尊
師
方
在
留
の
一
友
人
織
田
師
は
、
霊
骨
を
奉
仕
せ
ん
と
の
御
申
出
で
は
厚

志
の
事
に
存
候
。
當
問
題
は
印
度
総
督
閣
下
に
於
て
決
せ
ら
る
可
き
も
の
に

有
之
候
。
或
は
恐
ら
く
は
英
国
皇
帝
陛
下
に
於
て
、
御
親
裁
に
相
成
る
可
き

や
も
難
計
候
。

若
し
今
回
の
発
見
に
関
す
る
詳
細
な
る
正
確
な
る
事
を
知
ら
ん
と
の
御
希
望

な
れ
ば
、
七
月
二
十
六
日
の
パ
イ
ヲ
ニ
ヤ
（Pioneer

）
新
聞
御
一
読
可
有

之
様
申
進
候
。
元
よ
り
政
府
へ
小
生
の
報
告
書
印
刷
出
来
次
第
、
一
部
御
劉

覧
に
可
供
候
。
是
の
新
聞
と
報
告
書
と
に
依
り
て
、
今
回
発
見
に
関
す
る
文

章
を
作
製
し
、
日
本
へ
御
通
信
相
成
候
へ
ば
宜
敷
か
と
存
申
候
。
在
印
度
日

本
総
領
事
館
の
平
田
氏
も
、
日
本
の
某
月
刊
雑
誌
に
発
見
の
報
告
を
為
さ

る
ゝ
や
に
承
知
致
居
候
。

他
は
ヘ
ナ
レ
ス
市
に
於
る
学
業
の
、
自
得
成
功
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
の
至
に

御
座
候
。
誠
惶
敬
具

　
　
　
　

八
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
、
ビ
、
ス
プ
ン
ナ
ー

　
　

河
口
慧
海
師
猊
下
。
侍
右

　
　
　
　

○
書　

翰　

の　

三

再
啓　

早
速
御
返
信
に
接
し
、
御
発
見
の
仏
骨
は
今
日
ま
で
発
見
に
相
成
候

も
の
ゝ
内
に
於
て
最
も
確
実
な
る
趣
拝
承
仕
り
、
特
に
歓
喜
の
情
に
不
堪
。

此
の
如
き
高
尚
な
る
有
益
の
御
発
見
、
被
成
下
候
。
貴
官
並
に
貴
政
府
に
対

し
て
、
謹
み
て
感
謝
の
微
衷
を
表
し
奉
候
。

織
田
師
に
於
て
も
、
貴
古
物
調
査
官
及
英
領
印
度
政
府
が
格
別
の
厚
志
を
以

て
、
大
聖
釈
尊
の
霊
骨
を
御
取
扱
ひ
被
成
下
候
事
を
、
深
く
赤
誠
よ
り
拝
謝

を
申
居
ら
れ
候
。
世
界
の
仏
徒
は
総
て
感
泣
の
情
に
打
た
れ
居
る
こ
と
ゝ
信

申
候
。

偖
て
小
衲
は
今
回
の
御
霊
骨
に
対
し
て
、
一
処
理
案
を
貴
官
を
経
て
政
府
に

捧
呈
仕
度
候
。
元
よ
り
日
本
、
支
那
、
西
蔵
、
暹
羅
、
緬
甸
、
錫
蘭
等
の
諸

仏
国
に
分
与
せ
ら
る
ゝ
に
於
て
は
、
満
腔
の
熱
情
を
歓
迎
す
る
は
申
す
ま
で

も
無
之
事
に
存
候
。
左
り
と
て
若
し
仏
骨
を
各
仏
教
国
に
御
分
与
さ
る
ゝ
に

於
て
は
、
當
印
度
国
の
為
め
に
一
大
損
亡
と
被
存
候
。
印
度
史
上
に
光
彩
を

発
揮
せ
る
も
の
ゝ
関
係
遺
物
を
し
て
、
他
国
に
輾
転
せ
し
む
る
如
き
あ
ら

ば
、
或
は
将
来
の
一
大
恨
事
の
原
因
か
と
存
申
候
。
今
仏
骨
も
其
一
例
と
存

候
。
設
令
印
度
国
内
に
現
今
仏
教
は
存
在
致
さ
ず
候
と
も
、
古
来
慈
悲
或
は

仁
愛
の
教
祖
な
り
と
信
ぜ
ら
る
ゝ
、
大
聖
釈
尊
の
霊
骨
を
他
国
に
分
与
贈
遣

せ
ら
る
ゝ
は
、
如
何
な
る
事
情
の
存
す
る
に
も
せ
よ
、
印
度
人
は
好
ま
ざ
る

こ
と
ゝ
存
候
。
後
日
印
度
人
が
仏
教
の
教
理
を
識
別
、
或
は
釈
尊
の
伝
記
を

熟
知
す
る
時
節
到
来
せ
ば
、
分
与
さ
れ
し
仏
骨
に
対
し
て
、
大
に
痛
恨
を
感
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（
碑
文
）　

三
十
七
八
年
役
之
起
哉
、
我
紹
隆
禅
師
亦
召
而
在
軍
、
于
旅
順
、
于
奉
天
転
戦
幾
十
回
、
具
嘗
艱
苦
、

目
撃
実
境
、
感
慨
不
能
措
、
心
窃
祷
戦
病
死
人
馬
冥
福
、
後
特
叙
殊
勲
、
泣
謝
已
之
幸
栄
而
悼
忠
魂
義
魄
也
切

矣
、
乃
孤

身
飄
然
芒

鞋
竹
杖
巡

拝
西
国
而

袖
霊
場
之

石
帰
其
他

沐
浴
薫
香

一
字
一
石

謹
写
法
華

経
、
荘
厳

報
地
、
所

以
師
之
為

師
寔
存
此

矣
、
将
建

碑
也
、
有

管
長
懇
命

登
本
嶠
従

育
英
之

業
、
厳
師

春
邦
和
尚

測
度
師
之

哀
情
、
提
老
躯
東
奔
西
馳
、
遂
建
碑
之
事
成
矣
、
此
親
而
有
此
子
、
此
子
而
有
此
親
者
乎
、
記
伝
後
世
焉
、
明

治
四
十
一
年
九
月
、
播
磨
、
雲
門
弘
道
謹
誌
、
駿
河
臨
済
、
清
隠
敬
書

 碑 魂 忠 寺 光 東 町 斐 揖 濃 美
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ず
る
事
と
信
申
候
。

迦
膩
色
迦
（Kani-shika

）
大
帝
は
宗
教
的
敬
虔
と
信
仰
と
を
以
て
大
卒
塔

婆
（Stupa

）
中

に
仏
骨
を
奉
安
為

さ
れ
候
。
其
當
時

二
千
年
後
の
今
日

に
、
其
仏
骨
は
発

掘
さ
れ
、
且
之
他

国
へ
送
遣
さ
る
ゝ

如
き
は
、
夢
想
だ

も
な
か
り
し
事
と

存
候
。
若
し
皇
帝

の
在
す
あ
ら
ば
、

必
ず
や
再
び
母
国

内
に
奉
安
せ
ん
事

を
御
希
望
為
さ
る

や
、
一
点
の
疑
ひ

な
き
事
と
存
候
。

此
の
如
き
貴
重
な

る
霊
宝
に
対
し
て

は
、
沈
思
熟
慮
以

て
一
処
理
案
を
捧
呈
す
る
は
、
適
當
な
る
所
行
と
信
じ
申
候
。

上
来
陳
述
仕
候
理
由
、
及
英
政
府
は
當
印
度
国
の
為
め
に
、
常
に
物
質
上
并

に
精
神
上
の
進
歩
繁
栄
を
画
策
為
さ
れ
候
令
声
の
下
に
於
て
、
小
衲
は
今
回

御
発
見
に
相
成
候
仏
骨
は
、
発
見
相
成
候
其
の
真
の
場
所
に
於
て
適
當
な
る

堂
宇
を
建
築
し
、
其

内
に
奉
安
さ
れ
ん
事

切
望
し
て
止
ま
ざ
る

次
第
に
御
座
候
。

か
く
被
成
下
候
に
於

て
は
、
如
何
に
感
じ

易
き
印
度
人
に
致
候

て
も
、
此
の
霊
骨
に

対
し
て
も
、
又
政
府

に
対
し
て
も
、
不
平

或
は
痛
恨
哀
惜
等
の

情
を
抱
く
事
は
毛
頭

生
ぜ
ざ
る
事
と
被
察

候
。

若
し
仏
骨
御
分
与
に

相
成
候
暁
は
、
我
日

本
帝
国
民
は
元
よ
り

歓
迎
奉
仕
す
る
は
疑

を
存
せ
ざ
る
所
に

候
。
左
れ
ど
今
回
御
発
見
の
霊
骨
は
御
発
掘
な
さ
れ
し
真
の
其
場
所
に
再
び

奉
安
さ
れ
ん
こ
と
の
一
方
案
を
小
衲
が
提
供
せ
し
と
聞
か
ば
、
必
ず
や
是
の
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説
を
嘉
納
し
、
太
白
を
陳
べ
て
賛
成
す
る
事
と
信
申
候
。
加
ふ
る
に
其
他
の

仏
教
国
民
に
致
し
候
て
も
、
皆
々
大
恩
教
主
の
御
遺
骨
は
、
神
聖
な
る
地
内

に
再
安
置
を
希
望
す
る
な
ら
ん
と
存
候
。
貴
官
に
於
て
此
の
発
掘
原
地
に
再

安
置
説
を
適
當
な
る
一
案
と
御
考
へ
相
成
候
節
は
、
乍
憚
貴
官
よ
り
貴
政
府

ヘ
御
伝
達
あ
ら
ん
こ
と
奉
希
上
候
。

右
要
用
ま
で
。　

敬
具

　
　
　
　

八
月
二
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

口　

慧　

海

　
　

博
士
、
ス
プ
ン
ナ
ー
殿

　
　
　
　

○
書　

翰　

の　

四

　
　
　
　
　

附
言　

  

前
書
の
廻
答
、
及
河
口
師
近
著
、
英
文
西
蔵
旅
行
談
、

進
呈
に
対
す
る
礼
状
を
兼
ね
た
る
も
の

再
復　

貴
著
西
蔵
旅
行
談
（
英
文
、
原
名
│Three Years in Tibet

）、

一
部
御
恵
贈
被
成
下
候
。
御
厚
志
難
有
甘
受
仕
候
。
且
又
非
常
な
る
興
味
を

以
て
拝
読
仕
候
。
ベ
サ
ン
ト
夫
人
が
猊
下
に
強
求
し
て
、
出
版
せ
ざ
る
の
止

む
を
得
ざ
る
に
到
ら
し
め
ら
れ
た
る
は
、
実
に
當
を
得
た
る
所
業
と
相
信
申

候
。
猊
下
御
提
出
の
仏
骨
処
分
案
は
、
小
官
よ
り
直
に
古
物
調
査
局
総
長
官

へ
伝
達
仕
り
、
総
長
官
よ
り
印
度
政
府
へ
提
出
に
相
成
申
候
。
而
し
て
小
官

は
未
だ
如
何
な
る
決
定
に
相
成
候
や
は
存
不
申
候
。
小
官
一
己
と
し
て
は
、

若
し
現
今
の
如
く
、
印
度
人
民
が
非
常
な
る
熱
心
を
以
て
、
今
回
の
発
掘
さ

れ
た
る
仏
骨
は
、
是
非
印
度
国
内
に
奉
安
あ
ら
ん
事
を
希
望
致
居
候
に
不

拘
、
他
国
へ
分
与
贈
遣
せ
ら
る
ゝ
事
あ
ら
ば
、
一
大
喫
驚
可
仕
事
と
存
居
申

候
。

先
は
猊
下
の
健
康
と
勉
学
上
の
愉
快
と
を
祈
り
、
併
せ
て
再
び
趣
味
深
き
書

籍
の
御
贈
与
御
礼
申
上
候
。　

不
具

　
　
　
　

九
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ー
、
ス
プ
ン
ナ
ー

　
　

河
口
慧
海
師
猊
下

　
　
　

右
印
度
の
諸
新
聞
紙
上
に
顕
れ
た
る
も
の
。 
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川　

口　

高　

風 

五
世　

竹
内
禅
杲

　

明
治
五
年
八
月
に
素
玄
寺
（
高
山
市
天
性
寺
町
）
二
十
一
世
即
智
縁
三
が

記
し
た
「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」（
素
玄
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
即
智
縁
三
は
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
に
護
国
院
四
世
に
住
持
し
た
。
し
か
し
、
十
年
後

の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
二
十
五
日
に
は
素
玄
寺
二
十
一
世
に
転
住

し
て
い
る
。
そ
の
間
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
三
日
に
は
三
世
円
爾

大
方
が
示
寂
し
て
お
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
十
日
に
は
永
平
寺

監
院
へ

　
　

謹
而
上
啓
即
辰
三
陽
開
泰
品
物
改
観
恭
惟

　
　

法
王
大
禅
師
金
貌
宝
座
下
乗
此
佳
運
動
止
万
福
多
幸
被
為
宝
算
候
之
条

雲
外
不
堪
瞻
望
萑
躍
之
至
奉
祝
寿
候
尊
道
体
康
寧
寿
算
増
加
補
弼
無
倦

之
条
奉
祝
望
候
茲
ニ
新
年
之
祝
贄
方
金
百
疋
奉
拝
贈
候
間
宜
御
祝
詞
之

趣
御
上
被
為
下
候
様
奉
希
上
候
余
情
奉
期
永
陽
候
頓
首
拝
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
三
九
拝

　
　
　
　
　
　
　

卯
正
月
十
日

　
　
　
　
　

欽
上

　
　
　
　
　
　

大
本
山

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院
大
和
尚

　
　
　
　

右
二
月
七
日
福
井
瀧
浪
屋
よ
り
届

と
永
平
寺
大
禅
師
に
金
百
疋
を
拝
贈
し
、
新
年
の
祝
詞
を
伝
え
て
下
さ
る
よ

う
に
監
院
へ
願
っ
て
い
）
1
（

る
。

　

さ
て
、
明
治
元
年
に
な
る
と
、
政
府
は
神
仏
分
離
令
を
出
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
廃
仏
毀
釈
と
な
り
、
仏
教
寺
院
は
多
大
な
打
撃
を
受
け
て
多
く

の
寺
院
が
廃
寺
し
た
。
僧
侶
は
還
俗
し
た
り
神
官
に
な
っ
た
者
も
い
た
。
護

国
院
は
尾
張
徳
川
家
祈
願
所
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
家
よ
り
の
庇
護
は
な
く
な

り
、
そ
の
た
め
運
営
は
厳
し
く
廃
寺
同
然
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
住
持
に
つ
い
て
諸
説
が
考
え
ら
れ
る
。
護
国
院
に
所
蔵
し
て
い

た
原
稿
よ
り
抜
萃
し
謄
写
し
た
「 

護
国
院
歴
代
事
蹟
略
珍
牛 

黙
室

大
方 

縁
山

（
マ
マ
）

」
は
、
原

本
に
題
名
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
名
古
屋
市
史
編
纂
係
が
便
宜
上
に
仮
題
を

付
し
た
も
の
で
、「
名
古
屋
人
物
資
料　

二
十
三
」
に
所
収
し
て
い
）
2
（

る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
四
世
の
縁
三
で
終
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
大
正
八
年
九
月
十
八
日
に
東
向
寺
（
本
渡
市
本
町
）
二
十
七
世
岡

部
石
龍
が
護
国
院
安
居
中
の
田
中
泰
癡
に
照
会
し
て
得
た
「
記
録
」
に
縁
三

よ
り
以
後
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
記
録
」
は
、
岡
部
石
龍
が
当

254
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時
、
東
京
の
總
持
寺
主
張
所
詰
で
あ
っ
た
高
橋
竹
迷
へ
送
っ
た
も
の
の
写
し

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
縁
三
の
略
伝
記
に
続
き
魯
雄
（
マ
マ
）、
禅
杲
、
大
英
の
行
動
が

記
さ
れ
て
い
る
。
魯
雄

（
マ
マ
）は

円
爾
大
方
の
弟
子
で
、
泉
柳
寺
（
東
海
市
荒
尾

町
）
二
世
圓
應
魯
融
の
こ
と
で
あ
る
。
魯
融
の
泉
柳
寺
時
代
の
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
八
月
七
日
昼
に
は
、
本
堂
や
薬
師
堂
、
客
殿
な
ど
が
焼
失
し

て
お
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
三
世
闡
提
経
圓
に
よ
っ
て
客
殿
が
再

建
さ
れ
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
開
山
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
）
3
（

る
。
泉

柳
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌
を
み
る
と
、
魯
融
は
三
世
闡
提
経
圓
、
四
世

天
然
元
暁
と
同
じ
大
き
さ
の
材
料
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
天
然
元

暁
が
示
寂
し
た
明
治
十
二
年
八
月
十
八
）
4
（

日
以
後
の
同
時
期
に
三
本
の
位
牌
が

作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
魯
融
と
経
圓
の
位
牌
裏
に
は

示
寂
日
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。

　

縁
三
が
明
治
二
年
八
月
二
十
五
日
に
素
玄
寺
へ
転
住
し
た
後
、
魯
融
が
住

持
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
護
国
院
は
、
か
な
り
疲
弊
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
様
子
を
「
記
録
」
か
ら
み
る
と

　
　

魯
雄
（
マ
マ
）ノ
住
職
タ
ル
ヤ
（
脱
牌
）、
恰
モ
明
治
革
新
ノ
際
當
リ
。
宗
門
ノ

制
度
一
般
僧
侶
ノ
風
儀
乱
麻
ノ
如
シ
。
所
謂
瓦
解
ノ
時
ナ
リ
。
藩
籍
奉

還
徳
川
家
ト
都
テ
関
係
ヲ
絶
ツ
。
魯
雄

（
マ
マ
）此

変
ニ
乗
ジ
テ
殿
堂
ノ
荘
厳

仏
具
、
法
器
、
常
住
物
一
切
ヲ
恣
財
売
ス
。
今
二
三
ヲ
挙
レ
バ
、（
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
製
観
音
尊
像
三
十
三
、
一
体
ヲ
二
分
ニ
、
紺
紙
金
泥
法

華
経
十
二
部
一
部
ヲ
二
両
、
山
王
殿
ノ
屋
根
ヲ
葺
ケ
タ
ル
銅
ヲ
売
却
シ

タ
ル
如
キ
ハ
、
言
語
道
断
ト
云
フ
ベ
シ
。
実
ニ
廃
寺
同
様
ニ
荒
蕪
シ
タ

ル
ニ
至
レ
リ
。
而
シ
㎜
魯
雄
（
マ
マ
）ハ
帰
俗
ノ
身
ト
ナ
レ
リ
。

と
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
と
の
関
係
も
な
く
な
っ
た
た
め
、
魯
融
は
殿
堂
の
荘

厳
仏
具
や
法
器
、
什
物
な
ど
を
売
却
し
運
営
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
製
の
観
音
像
三
十
三
体
を
一
体
二
分
で
売
り
、
紺
紙
金
泥
の
「
法
華

経
」
十
二
部
を
一
部
二
両
で
売
り
、
山
王
殿
の
屋
根
を
葺
い
た
銅
版
な
ど
も

売
り
払
っ
て
い
た
。
実
に
廃
寺
同
様
の
よ
う
に
荒
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
行
動
に
よ
り
魯
融
は
住
職
を
脱
世
代
（
脱
牌
）
さ
れ
還
俗
し
て

し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
護
国
院
は
無
住
と
な
り
、
そ
こ
で
大
方
の
弟
子

で
あ
る
光
正
院
（
名
古
屋
市
千
種
区
今
池
）
三
十
三
世
恢
網
羅
逸
が
看
坊
に

依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
四
年
か
ら
六
年
頃
に
市
政
の
民
政
権
判
事

よ
り
家
令
衆
に
出
さ
れ
た
文
書
（
著
者
蔵
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

市
政
懸
り

　
　

家
令
衆
様　
　

民
政
権
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
寺
懸
り
衆

　
　

護
国
院
無
住
に
付
古
井
村
光
正
院
先
々
住
羅
逸
え
看
坊
申
付
候
此
段
為

御
承
知
申
進
候

已
上

　
　
　
　

七
月
二
日

　
　

尚
々
御
神
用
御
祈
念
向
等
え
付
御
取
扱
品
も
候
は
ゝ
宜
御
取
計
有
之
様

存
候

已
上

と
あ
る
。
羅
逸
の
俗
姓
は
不
詳
で
あ
る
が
、
明
治
十
八
年
九
月
二
十
八
日
に

示
寂
し
て
い
る
。

　

で
は
、
羅
逸
が
看
坊
と
な
っ
て
い
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
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く
魯
融
が
脱
牌
さ
れ
た
後
、
ま
も
な
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
「
記
録
」

に
よ
れ
ば
、

　
　

禅
杲
和
尚
大
家
ノ
頽
レ
タ
ル
ハ
一
木
ニ
テ
支
ヘ
難
シ
。
更
ニ
残
余
ノ
器

物
ヲ
売
却
シ
テ
生
活
ノ
資
ト
為
ス
。
貧
窶
窮
マ
レ
リ
。
瀕
死
ノ
際
一
墰

ノ
葡
萄
酒
ヲ
購
フ
能
ハ
ズ
。

と
あ
り
、
同
四
年
九
月
以
後
に
素
玄
寺
に
い
た
禅
杲
が
住
持
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
頃
も
疲
弊
し
て
お
り
、
残
っ
た
什
器
な
ど
を
売
却
し
て
運
営
を

行
っ
て
い
た
。

　

禅
杲
の
略
伝
を
な
が
め
て
み
る
と
、
明
治
十
八
年
六
月
三
十
日
調
で
曹
洞

宗
務
支
局
へ
提
出
し
た
各
寺
院
の
僧
名
報
告
書
の
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現

員
）
5
（

調
」
に
は
、
護
国
院
の
項
に

　
　

愛
知
県
士
族
尾
張
国
名
古
屋
区
長
塀
町
大
橋
政
治
同
居

　
　
　
　
　
　

仝
国
仝
区
布
ケ
池
町
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
竹　

内　

禅　

杲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
四
年
五
月
十
九
日
生

　
　

愛
知
県
平
民
尾
張
国
名
古
屋
区
小
川
町
中
島
栄
助
同
居

　
　
　
　
　
　

仝
国
仝
区
布
ケ
池
町
護
国
院
前
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
舟　

橋　

慶　

雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
九
年
一
月
一
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
寺
前
住
大
方
徒

　
　
十
八
年
十
月
九
日

編
入
願

　
　
　
　
　
　

 

藤　

岡　

瑞　

苗

と
あ
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
五
月
十
九
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
号
は

大
圓
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
素
玄
寺
蔵
の
「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」
の
縁
三
の
弟
子

に

愛
知
県
管
轄
尾
張
国
愛
知
郡
名
古
屋
竹
屋
町
桶
工
竹

内
儀
蔵
三
男

安
政
元
年
甲
寅
四
月
二
日
於
尾
張
国
名
古
屋
護
国
院

得
度
文
久
三
年
癸
亥
ヨ
リ
明
治
三
年
庚
午
マ
テ
所
々

徧
歴
修
学
同
暦
四
年
辛
未
夏
於
信
濃
国
長
興
寺
長
老

同
年
九
月
當
山
エ
入
寺
修
学
罷
在
候

　

弟
子

　

禅
杲

　
　
壬
申
二
十
七
歳

と
あ
り
、
愛
知
郡
名
古
屋
竹
屋
町
の
桶
工
で
あ
る
竹
内
儀
蔵
の
三
男
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
二
日
に
護
国
院
で
得
度

し
て
い
る
が
、
受
業
師
は
当
時
の
住
職
（
三
世
）
円
爾
大
方
で
あ
る
。
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
よ
り
明
治
三
年
ま
で
各
地
に 

徧
歴
し
修
学
し
た
後
、
同

四
年
夏
に
は
長
興
寺
（
塩
尻
市
大
字
洗
馬
）
の
結
制
で
首
座
を
務
め
て

お
）
6
（

り
、
九
月
か
ら
は
素
玄
寺
で
修
学
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
詳
し
い
年
次
は

不
詳
で
あ
る
が
、
看
坊
の
羅
逸
が
退
院
し
た
後
に
護
国
院
の
住
職
に
就
い
て

い
る
。

　

明
治
十
六
年
六
月
に
は
、
盛
巌
寺
（
西
尾
市
馬
場
町
）
十
八
世
普
説
黙
宣

に
護
国
院
の
什
物
で
あ
っ
た
黙
室
良
要
の
糞
掃
二
十
五
条
衣
を
譲
っ
て
い

る
。
そ
の
縁
由
が
箱
書
き
に

　
　

此
糞
掃
二
十
五
条
衣
者
黙
室
禅
師
被
衣
ニ
㎜

而
為
㍼リ護
国
院
什
物
之
一
⊿

師
移
化
于
今
数
十
年
際
時
勢
之
変
遷
ニ

院
モ

亦
頗
属
㍼シ衰
遅
㍽ニ余
慮
㍼リ此
ノ

物

後
来
或
ハ

散
失
㍽セン
ヲ

就
㍼テ今
ノ

住
職
禅
杲
力
生
㍽ニ請
㊦更
ニ

為
㍼テ盛
巌
室
中
ノ

什

宝
㍽ト力
生
驀
拶
ニ

肯
可
ス

焉
。
余
乃
募
㍼リ篤
信
ノ

信
士
女
㍽ニ少
カ

醵
㍼集
メ

義
貨
㍽ヲ
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報
ス
ル
ニ

以
㍼ス垂
帷
一
帳
及
ヒ

金
貨
少
許
㍽ヲ。
仍
テ

拝
㍼受
シ

此
衣
㍽ヲ永
ク

鎮
㍼在

ス

當
山
㍽ニ矣
。
於
㍾テ是
ニ

記
㍼ス其
縁
由
㍽ヲ。
以
テ

貽
㍼ス後
昆
㍽云
爾
。

　
　
　
　
　

禅
師
三
世
之
嗣
孫

　
　
　

明
治
十
六
年
六
月
盛
巌
十
八
世
宣
普
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
誌

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
十
五
年
か
ら
二
十
年
頃
に
曹
洞
宗
の
両
大
本

山
を
維
持
す
る
た
め
の
永
代
祠
堂
金
を
募
る
護
法
会
が
生
ま
れ
た
。
永
平
寺

に
所
蔵
す
る
永
代
供
養
名
簿
の
「
愛
知
県
第
壹
号　

壹
」
に
は
「
護
国
院
担

當
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
み
る
と
「
尾
張
国
名
古
屋
区
坂
上
町　

竹
内
儀
助
」

と
あ
る
。
続
い
て
「
釋
香
観
信
士　

釋
香
道
信
女
」
と
二
名
の
戒
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」
に
あ
る
生
家
の
住
所
の
竹
屋
町
は
、
後
に

坂
上
町
と
改
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竹
内
儀
助
は
禅
杲
の
兄
弟
で
あ

り
、
戒
名
は
両
親
か
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
同
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に

示
寂
し
て
い
る
。

　

護
国
院
の
住
職
に
な
っ
た
後
、
明
治
十
六
年
頃
ま
で
は
ま
っ
た
く
明
ら
か

に
な
ら
な
い
が
、「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
に
は
竹
内
禅
杲
の
前
住
と

し
て
舟
橋
慶
雲
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
次
か
ら
す
れ
ば
、
四
世
縁
三

の
よ
う
で
あ
る
が
、
伝
記
か
ら
み
る
と
該
当
し
な
い
。
で
は
、
魯
融
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
魯
融
と
慶
雲
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
一
月
一
日
生
ま
れ
で
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
六
月

四
日
示
寂
の
た
め
七
十
八
歳
の
生
涯
と
な
る
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
証
で
き
る
資
料
は
み
え
ず
、
舟
橋
慶
雲
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

注（
１
）  

慶
応
三
年
正
月
十
日
に
縁
三
よ
り
永
平
寺
監
院
へ
出
さ
れ
た
書
簡
の
写
は
、
永

平
寺
に
所
蔵
す
る
慶
応
三
年
の
「
往
復
書
簡
留
」
に
あ
る
。

（
２
）  

「
護
国
院
歴
代
事
蹟
略
珍
牛 

黙
室

大
方 

縁
山

（
マ
マ
）

」
は
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
の
名
古
屋

市
史
編
纂
資
料　

市
11
・
113
・
23
〜
24
に
所
収
し
て
い
る
。

（
３
）  

安
政
六
年
八
月
七
日
の
火
災
説
は
泉
柳
寺
所
蔵
の
「
諸
堂
焼
失
以
来
の
概
要
」

や
「
由
緒
沿
革
書
」
に
よ
る
。
ま
た
、
同
寺
に
所
蔵
す
る
「
半
僧
坊
略
縁
起
」

（
五
世
修
禅
圓
證
代
作
成
）
や
「
趣
意
書
」（
七
世
大
機
信
哉
代
作
成
）
に
よ
れ

ば
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
六
日
の
火
災
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
安

政
六
年
説
を
採
っ
た
。

（
４
）  

天
然
元
暁
の
示
寂
日
は
、
泉
柳
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
明
治
十
二
年
八
月
十
八

日
と
あ
る
が
、
位
牌
裏
に
は
「
明
治
十
二
年
旧
七
月
朔
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）  

「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
は
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
。

（
６
）  

長
興
寺
の
明
治
四
年
当
時
の
住
持
は
二
十
世
仙
洲
量
海
で
あ
り
、
略
伝
は
田
村

岩
雄
『
青
松
山
長
興
禅
寺
寺
史
』（
昭
和
五
十
三
年
十
月　

長
興
寺
）
五
十
六
頁

に
あ
る
。
な
お
、
そ
の
時
、
禅
杲
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
八
月
十
二
日
に
珍

牛
よ
り
長
興
函
丈
大
和
尚
（
十
五
世
角
翁
恵
瑞
）
へ
出
し
た
書
状
の
軸
（
素
玄
寺

蔵
）
を
珍
牛
の
法
系
者
と
し
て
譲
り
受
け
て
い
る
。
そ
の
軸
の
外
書
き
に
は
「
書

簡　

珍
牛
和
尚
筆　

明
治
四
辛
未
夏
禅
杲
具
寿
於
埋
山
請
第
一
座
□
□
□
牛
老

師
法
系
也
依
随
縁
譲
兄
□
□
□
」
と
あ
る
。
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六
世　

伊
藤
俊
禅

　

東
向
寺
（
本
渡
市
本
町
）
の
岡
部
石
龍
の
「
記
録
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

瀕
死
ノ
際
一
墰
ノ
葡
萄
酒
ヲ
購
フ
能
ハ
ズ
。
偶
々
禅
芳
寺
大
英
和
尚

（
現
監
寺
）
問
疾
ノ
次
テ
之
ヲ
求
メ
与
ヘ
リ
。
満
面
歓
ヒ
ヲ
顕
ハ
セ

リ
。
且
ツ
懇
ロ
ニ
没
後
ノ
継
席
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル
。
大
英
和
尚
ハ
悲
境
ニ

迫
リ
不
得
已
嗣
子
俊
禅
ヲ
シ
テ
壱
百
参
拾
円
ヲ

（
マ
マ
）債

務
ヲ
帯
ビ
テ
後
董

ノ
任
ニ
當
ラ
シ
ム
。

と
あ
り
、
五
世
竹
内
禅
杲
の
項
で
み
た
よ
う
に
当
時
の
護
国
院
は
疲
弊
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
禅
杲
は
開
山
珍
牛
以
来
の
法
系
者
よ
り
永
平
寺
の
同
末
で

あ
る
禅
芳
寺
の
住
職
門
内
大
英
に
体
調
は
よ
く
な
か
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、

護
国
院
の
護
持
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
禅
杲
は
自
分
の
示
寂
後
の
住
職
を
嘱

託
し
た
と
こ
ろ
満
面
に
歓
び
を
あ
ら
わ
し
た
。
門
内
は
や
む
を
得
ず
、 

壱
百

参
拾
円
の
債
務
を
肩
代
わ
り
し
て
、
法
嗣
の
伊
藤
俊
禅
を
後
任
住
職
と
し

た
。

　

で
は
、
伊
藤
俊
禅
と
は
ど
う
い
う
方
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
十
八
年
六
月
三

十
日
調
の
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
の
「
禅
芳
寺
」
項
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
禅
芳
寺
は
住
職
の
門
内
大
英
を
始
め
前
住
職
林
鶴
仙
、
門
内
大
英
徒
弟

の
伊
藤
松
兵
衛
、
水
野
伊
兵
衛
、
吉
田
梅
次
郎
の
五
人
が
在
籍
し
て
い
た
。

俊
禅
は
伊
藤
姓
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
伊
藤
松
兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
伊

藤
松
兵
衛
は
愛
知
県
尾
張
国
名
古
屋
区
常
盤
町
甲
十
五
番
地
戸
主
で
、
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）
十
二
月
二
十
五
日
に
生
ま
れ
て
い
る
。
俊
禅
の
一
人
娘

き
ゃ
う
の
子
で
孫
に
あ
た
る
伊
藤
俊
彦
氏
（
あ
わ
ら
市
龍
雲
寺
住
職

元
駒
沢
大
学
教
授

）
の
御
教
示

に
よ
れ
ば
、「
母
（
き
ゃ
う
）
か
ら
俊
禅
の
僧
形
の
姿
の
話
は
聞
い
た
こ
と

が
な
く
、
ま
っ
た
く
の
俗
人
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
二

十
三
年
以
後
の
「 

愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
務
支
局
下
寺
院
表
」
の
「
護
国

院
」
に
は
、
住
職
と
し
て
伊
藤
俊
禅
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
）
1
（

る
。
前
住
職
竹

内
禅
杲
は
同
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に
示
寂
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
示

寂
後
ま
も
な
く
住
職
に
就
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
に
は
功
徳
院
（
名
古
屋
市
中
区
裏
門
前
町
）

住
職
岩
山
臥
龍
の
冬
安
居
初
会
結
制
に
随
喜
し
て
い
る
。
曹
洞
宗
務
支
局
へ
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提
出
し
た
報
告
書
を
み
る
と
、
護
国
院
住
職
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
）
2
（

る
。

　

同
二
十
八
年
七
月
に
は
、
境
内
地
の
宅
地
（
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番

地
）
千
坪
九
合
の
う
ち
六
百
坪
五
勺
を
分
割
し
て
境
外
地
と
な
し
、
愛
知
県

第
一
号
曹
洞
宗
中
学
林
新
築
の
た
め
に
貸
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
境
内
の
西

側
部
分
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
護
国
院
が
今
だ
に
疲
弊
し
て
い
た
た
め
貸
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
願
が
伊
藤
俊
禅
よ
り
越
本
山
執
事
福
山
黙
童
と
愛
知
県
知
事
時
任
為

基
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　

境
内
地
所
分
割
ニ
付
御
添
書
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
張
国
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
洞
宗
護
国
院

　
　

別
紙
願
之
通
、
該
寺
維
持
ノ
為
メ
今
回
協
議
ノ
上
境
内
分
割
之
儀
願
出

度
、
依
テ
特
別
之
御
詮
議
ヲ
以
テ
愛
知
県
知
事
ヘ
御
添
書
被
成
下
度
、

此
亦
連
署
ヲ
以
テ
奉
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
俊
禅

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
布
ケ
池
町
十
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒
総
代　
　
　
　

八
木
秋
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
市
辰
巳
町
十
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

斎
藤
弥
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
水
筒
先
町
六
十
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

首
藤
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
類
総
代　
　
　
　

門
内
大
英

　
　
　
　

越
本
山
執
事

　
　
　
　
　

福
山
黙
童
殿

　
　
　
　
　

境
内
地
所
分
割
願

　
　

尾
張
国
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番
地
民
有
地
一
宅
地
千
坪
〇
九
合

曹

洞
宗
護
国
院
敷
地
内
六
百
坪
五
勺
境
外
ニ
分
割
ス
ル
分

　
　

右
之
地
所
本
院
境
内
ニ
候
処
、
該
院
維
持
ノ
為
メ
今
回
分
割
シ
境
外
之

分
貸
渡
ノ
上
、
愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
中
学
林
新
築
為
仕
度
尤
モ
寺
務

ニ
関
シ
聊
差
図
筈
無
御
座
候
条
、
御
允
許
相
成
下
度
、
別
紙
図
面
相
添

此
亦
奉
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
俊
禅

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
布
ケ
池
町
十
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒
総
代　

八
木
秋
豊

　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
辰
巳
町
十
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

斎
藤
弥
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　

同
市
水
筒
先
町
六
十
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　

首
藤
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
類
総
代
門
内
大
英



─ 　  ─

明
治
期
の
奉
安
殿
護
国
院

7

248

　
　

愛
知
県
知
事
時
任
為
基
殿

と
あ
る
。
続
い
て
十
一
月
十
二
日
に
は
、
護
国
院
（
伊
藤
俊
禅
）
よ
り
福
山

黙
童
執
事
へ
願
書
に
調
印
を
請
う
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　

時
下
寒
冷
之
砌
リ
、
遥
伏
以
福
山
御
執
事
大
閣
下
、
増
御
壮
栄
ニ
テ
宗

務
掌
握
被
遊
候
条
、
奉
南
山
候
、
専
陳
は
弊
院
境
内
地
所
分
割
ノ
上
、

曹
洞
宗
中
学
林
建
築
仕
度
候
間
、
何
卒
別
紙
願
書
ヘ
調
印
被
成
下
度
候

也

　
　

二
白

図
面
之
儀
は
郵
便
税
を
省
く
為
め
、
封
入
不
仕
候
間
、
右
様
承

被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺
直
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
ケ
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

福
山
御
執
事
大
閣
）
3
（

下

と
あ
る
。

　

さ
て
、
万
松
寺
（
名
古
屋
市
中
区
大
須
）
境
内
に
あ
っ
た
小
学
林
は
、
明

治
二
十
三
年
七
月
の
曹
洞
宗
教
育
令
の
発
布
に
よ
り
、
曹
洞
宗
専
門
支
校
を

曹
洞
宗
小
学
林
と
改
称
し
て
旧
学
科
に
一
般
普
通
学
を
教
授
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
校
地
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
護
国
院
の

境
内
地
を
分
割
し
て
借
り
受
け
、
教
場
や
寄
宿
舎
な
ど
を
移
転
し
た
。
翌
二

十
九
年
二
月
に
は
小
学
林
を
中
学
林
と
改
称
し
中
学
、
小
学
の
二
教
科
と
し

た
。
全
国
を
三
十
学
区
に
分
け
、
一
学
区
毎
に
一
中
学
林
を
設
け
る
と
い
う

宗
令
に
よ
り
、
愛
知
県
は
第
八
区
に
属
し
て
第
八
中
学
林
と
改
称
し
た
。
当

時
の
役
職
員
が
「
宗
報
」
第
六
十
一
号
（
明
治
三
十
二
年
七
月
発
行
）
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
監
理
は
近
藤
疎
賢
、
教
授
は
田
中
懐
光
、
学
監
は
石
橋
東

倫
、
益
山
慈
照
、
副
学
監
は
船
橋
孝
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
三
十
二
年

に
は
第
七
、
八
、
九
の
各
中
学
林
が
合
併
し
、
愛
知
中
学
林
と
改
称
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
校
地
を
さ
ら
に
拡
張
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
広

い
校
地
を
求
め
た
。
し
か
も
同
三
十
五
年
九
月
に
は
、
全
国
を
四
大
学
区
に

分
け
て
学
区
毎
に
一
中
学
林
を
創
立
し
宗
務
院
の
直
轄
と
し
た
。
管
長
の
統

裁
と
す
る
教
育
令
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
曹
洞
宗
第
三
中
学
林
と
改

称
し
た
。
同
三
十
六
年
一
月
に
は
大
久
手
（
愛
知
郡
千
種
町
大
久
手
）
に
三

千
坪
の
土
地
を
購
入
し
教
場
、
講
堂
を
新
築
し
て
寄
宿
舎
な
ど
を
移
転
し
落

成
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
二
十
八
年
十
一
月
頃
か
ら
同
三
十
五
年
十
二
月
頃
迄

は
、
護
国
院
の
旧
境
内
地
に
曹
洞
宗
第
三
中
学
林
が
所
在
し
た
の
で

あ
っ
）
4
（

た
。

　

同
三
十
年
に
は
、
一
月
二
十
一
日
に
京
都
の
道
正
庵
に
お
い
て
行
わ
れ
る

高
祖
大
師
御
遠
忌
と
家
祖
木
下
道
正
の
六
百
五
十
年
忌
法
要
の
た
め
、
影
堂

の
再
建
や
補
助
金
、
香
誼
な
ど
と
し
て
護
国
院
は
三
十
円
を
寄
附
し
て

い
）
5
（

る
。

　

同
三
十
二
年
に
は
、
一
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
護
国
院
で
観
音
講
員
祖

先
供
養
の
た
め
の
大
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
、
法
要
後
に
水
野
雷
幢
の
説
教
が

あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
七
五
号
）
三
十
五
年
に
は
四
月
十
八
日
よ
り

五
月
八
日
迄
永
平
寺
に
お
い
て
高
祖
大
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
が
修
行
さ
れ

た
。
こ
の
頃
か
ら
護
国
院
は
、
日
本
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
地
に
宗
門
信
仰
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の
地
と
な
る
よ
う
伽
藍
を
建
造
し
、
永
平
寺
に
属
す
る
寺
院
と
し
て
有
志
の

寺
院
及
び
信
徒
の
外
護
を
得
る
よ
う
に
努
め
て
い
）
6
（

た
。
三
十
七
年
八
月
一
日

に
は
曹
洞
宗
末
派
寺
院
の
等
級
級
階
が
査
定
さ
れ
、
翌
三
十
八
年
一
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
護
国
院
は
「
四
等
法

地　

六
十
五
級
」
で
あ
っ
た
。（「
宗
報
」
第
一
八
三
号
）

　

四
十
年
七
月
に
調
査
さ
れ
た
永
平
寺
直
末
寺
院
の
「
直
末
寺
院
臺
帳
」
に

は
、
護
国
院
住
職
が
伊
藤
俊
禅
と
な
っ
て
お
り
、
開
山
は
「
五
十
七
世
禹
隣

禅
師
」
と
あ
る
。
四
十
一
年
四
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
迄
、
永
平
寺
で

は
三
世
徹
通
義
介
禅
師
の
六
百
回
大
遠
忌
授
戒
会
が
修
行
さ
れ
た
。
全
国
よ

り
寺
院
住
職
が
随
喜
す
る
こ
と
に
な
り
、
護
国
寺

（
マ
マ
）（

院
）住
職
の
配
役
は
名
古

屋
宿
坊
係
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
俊
禅
の
本
師
の
門
内
大
英
（
禅
芳
寺
住

職
）
は
、
菩
提
座
妙
高
台
の
接
客
主
任
の
役
に
就
い
て
い
）
7
（

る
。
し
か
し
、
五

月
十
二
日
に
は
伊
藤
俊
禅
が
示
寂
し
た
。
病
名
や
示
寂
の
様
子
は
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
伊
藤
は
四
月
に
永
平
寺
で
行
わ
れ
た
徹
通
禅
師

六
百
回
大
遠
忌
に
随
喜
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ

こ
で
、
七
月
九
日
に
門
内
大
英
が
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
就
く
こ
と
に

な
っ
）
8
（

た
。

注（
１
）  

「
愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
務
支
局
下
寺
院
表
」
は
「
永
平
寺
東
京
別
院
文
書
」

38

－

14
に
所
収
し
て
い
る
。

（
２
）  

平
田
寺
（
北
名
古
屋
市
九
之
坪
）
に
所
蔵
す
る
「
平
田
寺
文
書
」
135

－

2
に
あ

る
「
尾
張
国
名
古
屋
市
裏
門
前
町
功
徳
院
冬
安
居
初
会
結
衆
打
給
」
に
記
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）  

中
学
林
新
築
の
た
め
の
「
境
内
地
分
割
添
書
類
」
は
「
御
直
末
護
国
院
境
内
地

分
割
添
書
類
」（「
永
平
寺
文
書
」
7

－

94
）
に
あ
り
、
本
稿
で
初
め
て
紹
介
す
る

書
類
で
あ
る
。

（
４
）  

護
国
院
境
内
に
あ
っ
た
曹
洞
宗
第
八
中
学
林
時
代
か
ら
大
久
手
の
曹
洞
宗
第
三

中
学
林
時
代
へ
の
変
遷
は
『
愛
知
学
院
九
十
年
誌
』（
昭
和
四
十
一
年
十
月　

成

田
芳
髄
）
六
頁
以
下
、
四
十
二
頁
〜
七
十
三
頁
や
「
興
風
」
第
壹
号
（
明
治
三
十

六
年
十
二
月
発
行
）
や
第
十
号
（
明
治
四
十
四
年
発
行
）
附
録
の
「
曹
洞
宗
第
三

中
学
林
一
覧
」
を
参
考
に
し
た
。

（
５
）  

道
正
庵
文
書
（
永
平
寺
蔵
）
四
九
八
の
「
明
治
三
十
年
高
祖
承
陽
大
師
御
遠
忌

家
祖
道
正
六
百
五
十
年
忌
法
要
執
行
ニ
付
影
堂
再
建
ノ
補
助
及
香
誼
寄
贈
金
領
収

原
簿
」
に
よ
る
。

（
６
）  

名
古
屋
別
院
に
所
蔵
す
る
「
由
緒
沿
革
書
」（
昭
和
十
七
年
三
月
十
二
日
に
住

職
大
洞
良
雲
よ
り
愛
知
県
知
事
相
川
勝
彦
へ
出
し
た
「
寺
院
規
則
認
可
申
請
」
に

付
け
た
も
の
）
に
「
其
後
明
治
ノ
変
革
ニ
遇
ヒ
荒
廃
セ
シ
モ
明
治
三
十
五
年
頃
ヨ

リ
有
志
ノ
寺
院
及
信
徒
ノ
外
護
ヲ
得
テ
今
日
ニ
至
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
正
三

年
八
月
に
護
国
院
住
職
木
田
韜
光
ら
よ
り
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
に

出
さ
れ
た
「
請
願
書
」
に
よ
る
。

（
７
）  

「
宗
報
」
第
二
七
六
号
（
明
治
四
十
一
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
大
本
山
永

平
寺
三
世
徹
通
義
介
禅
師
六
百
回
大
遠
忌
授
戒
会
」
及
び
陸
鉞
巌
『
吉
祥
水
』

（
明
治
四
十
一
年
六
月　

円
通
寺
）
十
二
、
十
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）  

「
宗
報
」
第
二
八
一
号
（
明
治
四
十
一
年
九
月
一
日
発
行
）
の
「
住
職
任
免
」

に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
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七
世 

（
八
世
重
興
）　

門
内
大
英

　

明
治
四
十
一
年
七
月
九
日
に
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
就
い
た
門
内
大
英

は
、
す
で
に
同
七
年
五
月
十
八
日
に
禅
芳
寺
（
名
古
屋
市
千
種
区
園
山
町
）

六
世
に
就
い
て
い
た
。

　

禅
芳
寺
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
桂
林
彦
左
衛
門
、
松
井
勘
兵
衛

の
取
次
に
よ
り
、
尾
張
藩
初
祖
義
直
公
か
ら
寺
地
を
拝
領
し
て
元
和
年
間

（
一
六
一
五

－

二
四
）
に
永
平
寺
二
十
一
世
海
巌
宗
奕
を
開
山
に
勧
請
し
て

開
か
れ
た
寺
で
あ
る
。
草
創
開
山
は
海
巌
で
あ
る
が
、
法
地
開
山
は
龍
山
泰

門
、
伝
法
開
山
は
永
平
寺
六
十
世
臥
雲
童
龍
を
迎
え
て
い
）
1
（

る
。
永
平
寺
直
末

で
あ
り
、
禅
芳
寺
と
護
国
院
は
同
末
関
係
に
あ
っ
た
。

　

門
内
は
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
に
よ
れ
ば

　
　

愛
知
県
平
民
尾
張
国
愛
知
郡
横
井
村
十
番
邸
門
内
伝
吉
二
男

　
　
　
　
　

仝
国
名
古
屋
区
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
門
内
大
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
生

と
あ
り
、
愛
知
郡
横
井
村
十
番
邸
（
現
在
、
名
古
屋
市
中
川
区
横
井
町
）
の

門
内
伝
吉
の
二
男
で
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
十
八
日
の
生
ま
れ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
曹
洞
宗
務
院
僧
籍
簿
」
に
は
、

族
籍

愛
知
県 

愛
知
郡 

荒
子
村 

大
字
横
井
二
七
番
地

氏名

門 

内 

大 

英

誕
辰

嘉
永
五
年 

一 

月　

十　

日
生

摘要

前
住

と
あ
り
、
族
籍
は
「
愛
知
郡
荒
子
村
大
字
横
井
二
七
番
地
」
と
な
っ
て
い

る
。「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
と
異
な
る
の
は
、
所
在
地
の
表
示
の
変

更
か
と
思
わ
れ
る
。
誕
辰
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
月
十
日
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
と
の
二
説
が
み
え
る
。
元
治
二

年
（
一
八
六
五
）
二
月
二
十
八
日
に
禅
芳
寺
五
世
の
林
鶴
仙
に
投
じ
て
剃
髪

得
度
を
受
け
、
号
を
俊
道
、
名
を
大
英
と
称
し
た
。
明
治
二
年
二
月
よ
り
清

涼
寺
（
彦
根
市
古
沢
町
）
の
長
森
良
範
に
つ
い
て
参
禅
修
道
す
る
と
と
も

に
、
経
論
、
余
乗
の
研
学
に
も
努
め
、
心
事
了
畢
の
証
明
を
得
た
。
同
六
年

夏
に
は
清
涼
寺
で
立
職
し
、
同
年
九
月
八
日
に
受
業
師
林
鶴
仙
の
室
に
入
っ

て
嗣
法
し
た
。
翌
七
年
五
月
十
八
日
に
は
師
跡
の
禅
芳
寺
を
継
い
で
お
り
、

続
い
て
八
月
二
十
八
日
に
は
、
永
平
寺
に
拝
登
し
瑞
世
転
衣
し
た
。
同
十
年

夏
に
は
禅
芳
寺
で
初
会
結
制
を
修
行
し
て
お
り
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
仏
教

界
は
混
乱
し
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
が
、
門
内
は
道
念
を
堅
持
し
て
寺
門
の

維
持
興
隆
に
力
を
尽
し
）
2
（

た
。

　

門
内
が
護
国
院
の
住
持
と
な
っ
た
明
治
四
十
一
年
頃
は
、
京
都
の
道
正
庵

が
疲
弊
に
陥
っ
て
い
た
。
道
正
庵
は
京
都
市
上
京
区
道
正
町
に
あ
り
、
曹
洞

宗
僧
侶
の
宿
坊
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
家
祖
は
藤
原
隆
英
（
一
一
七
一

－

一
二
四
八
、
号
は
縣
山
、
初
代
木
下
道
正
）
で
、
隆
英
は
道
元
禅
師
に

随
っ
て
入
宋
し
た
医
僧
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
曹
洞
宗
と
の
関
係
は
深



─ 　  ─

「道正庵建物配置図」（「社寺録」より）

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

10

245

く
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
が
綸
旨
を
下
賜
さ
れ
る
た
め
に
参
内
す
る
際
、
道
正
庵

に
宿
泊
し
伝
奏
役
で
あ
る
勧
修
寺
家
と
の
取
り
次
ぎ
役
で
あ
っ
た
。

　

屋
敷
内
に
は
衆
寮
を
構
え
て
宿
坊
と
し
て
お
り
、
参
内
時
の
進
退
作
法
も

指
導
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
役
を
す
る
代
わ
り
に
、
道
正
庵
の
経
営

費
は
永
平
寺
、
總
持
寺
及
び
曹
洞
宗
末
派
寺
院
の
援
助
に
よ
っ
て
い
た
。
寛

永
十
一
（
一
六
三
四
）、
十
二
年
頃
の
参
内
に
お
け
る
朝
廷
へ
の
礼
金
は
銀

子
二
二
三
匁
五
分
、
道
正
庵
へ
は
五
匁
の
礼
を
納
め
て
い
る
。
当
時
金
一
両

が
銀
五
十
〜
六
十
匁
で
あ
っ
た
た
め
、
参
内
に
お
け
る
費
用
は
道
正
庵
へ
の

礼
金
を
含
め
て
四
両
か
ら
四
両
半
前
後
で
あ
っ
）
3
（

た
。
し
か
し
、
本
来
の
道
正

庵
は
薬
屋
を
生
業
と
し
て
お
り
、
神
仙
解
毒
万
病
円
（
解
毒
円
）
と
い
う
解

毒
薬
を
作
り
、
曹
洞
宗
寺
院
に
販
売
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
解
毒
円
は
全
国

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
）
4
（

で
、
そ
れ
ら
が
道
正
庵
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
天
皇
が
東
遷
し
た
た
め
、
旧
都
へ
の
上

洛
参
内
は
で
き
な
く
な
り
、
宗
内
限
り
で
瑞
世
転
衣
は
行
わ
れ
た
が
、
上
洛

参
内
の
儀
式
は
自
然
に
廃
せ
ら
れ
）
5
（

た
。
そ
の
た
め
瑞
世
転
衣
僧
は
道
正
庵
へ

行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
道
正
庵
の
収
入
源
は
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
衆
寮

な
ど
の
建
物
の
維
持
と
管
理
、
土
地
の
税
金
支
払
な
ど
が
難
し
く
な
り
、
木

下
家
は
疲
弊
し
た
。
京
都
市
上
京
区
に
あ
る
道
正
町
、
木
下
町
一
帯
は
後
堀

河
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
地
で
あ
っ
た
が
、
土
地
の
切
り
売
り
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
）
6
（

た
。
ま
た
、
什
物
（
墨
跡
、
文
書
）
な
ど
も
売
り
払
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

曹
洞
宗
務
本
局
よ
り
普
達
さ
れ
た
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
付
の
号

外
で
、
道
元
禅
師
と
と
も
に
木
下
家
家
祖
の
木
下
道
正
の
大
遠
忌
を
営
む
に

あ
た
り
、
影
堂
再
建
の
た
め
の
寄
附
を
全
国
寺
院
に
願
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
物
価
上
昇
の
た
め
予
定
通
り
に
は
集
ま
ら
ず
、
延
期
の
広
告
が
同
三
十

一
年
三
月
十
五
日
発
行
の
「
宗
報
」
第
三
十
号
に
当
主
木
下
隆
禧
よ
り
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
三
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
に
は
、
木
下
隆
禧
と
そ
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の
母
木
下
琴
が
連
帯
債
務
を
負
い
、
そ
の
た
め
千
宗
左
を
保
証
人
に
立
て
渡

辺
実
雄
（
実
は
木
田
韜
光
）
よ
り
金
壱
千
八
百
円
を
借
り
受
け
て
お
り
、
そ

の
貸
借
證
書
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
債
権
は
、
実
は
木
田
韜
光
の
債
権

で
、
渡
辺
実
雄
は
名
義
主
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
渡
辺
は
同
三
十
七
年

十
一
月
に
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
債
権
は
木
田
で
あ
る
こ
と
を
追
認
す

る
必
要
が
生
れ
、
新
た
に
證
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
切
の

債
務
履
行
は
木
田
に
対
し
て
尽
す
こ
と
を
一
同
承
認
し
署
名
捺
印
し
て
い
る

の
で
あ
っ
）
7
（

た
。

　

土
地
の
謄
本
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
二
年
八
月
頃
か
ら
土
地
が
売
却
さ
れ

て
お
り
、
現
在
地
（
道
正
町
四
六
六
、
四
六
七

－

一

－
一
）
の
三
六
四
坪
は

明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
九
日
に
永
平
寺
が
買
取
っ
て
い
）
8
（

る
。
木
下
家
（
現

戸
主
木
下
武
彦
氏
）
の
口
伝
に
よ
れ
ば
、
土
地
は
当
時
の
永
平
寺
貫
首
森
田

悟
由
が
私
財
を
投
じ
て
買
取
っ
た
後
、
永
平
寺
へ
寄
附
さ
れ
た
と
い
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
、
木
下
隆
禧
よ
り
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
の

弘
津
説
三
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

領
収
證

　
　

一
金
壱
千
弐
百
九
拾
七
円
弐
拾
八
銭
九
厘

　
　
　

是
ハ
木
田
韜
光
殿
ヨ
リ
借
入
ニ
係
ル
分

　
　

一
金
壱
千
六
百
円
也

　
　
　

是
ハ
地
所
建
家
売
渡
代
金
ト
シ
テ

　
　

前
記
之
金
額
正
ニ
領
収
仕
候
也

　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
新
町
通
寺
ノ
内
上
ル
道
正
町

　
　
　
　

第
四
十
壱
番
戸

　
　
明
治
四
拾
弐
年

　
　

参
月
弐
拾
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
隆
禧

　
　

 

大
本
山
永
平
寺
代
表
者

　
　
　
　
　
　

監
院
弘
津
説
三
殿

と
木
田
韜
光
よ
り
の
借
入
金
、
地
所
、
建
家
の
売
渡
代
金
の
領
収
証
を
出
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
と
も
な
う
木
田
氏
よ
り
の
抵
当
権
取
消
な
ど
の

委
任
状
の
書
上
を
、

　
　

一
、
木
田
氏
抵
當
権
取
消
委
任
状

　
　

一
、
永
平
寺
買
受
ニ
関
ス
ル
委
任
状

　
　

一
、
租
税
代
納
ノ
書
類

　
　

一
、
木
下
家
よ
り
ノ
借
家
證
書

　
　
　
　
　

芝
公
園
五
号
地　

永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仏
輔
教

　
　
　
　
　

吉
田
郡
志
比
谷
村
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
悟
由

と
あ
る
よ
う
に
、
永
平
寺
東
京
出
張
所
の
大
仏
輔
教
、
永
平
寺
の
森
田
悟
由

が
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
）
9
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
道
正
庵
は
、
か
な
り
疲
弊
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
永

平
寺
の
援
助
に
よ
り
、
か
つ
て
の
敷
地
の
一
部
は
永
平
寺
の
所
有
地
と
し
て

現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
正
庵
に
安
置
し
て
い
た
道
元
ら

の
木
像
も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
門
内
は

木
像
を
護
国
院
へ
移
し
て
奉
安
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

抵
当
権
者
の
木
田
韜
光
を
始
め
永
平
寺
貫
首
森
田
悟
由
に
も
願
っ
た
の
で
は
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な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
森
田
と
は
師
兄
で
法
を
嗣
い
だ
天
瑞
白
龍
が
門
内
の

住
持
し
て
い
た
禅
芳
寺
三
世
で
あ
り
、
縁
の
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
木
田
を
再
建
工
事
の
総
裁
に
拝
請
し
て
奉
安
殿
と
称
す
る
本
堂

工
事
に
着
手
し
た
。
早
速
、
五
月
に
は
殿
堂
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

隣
地
で
御
料
林
五
千
坪
の
払
下
げ
も
出
願
し
た
。
十
二
月
に
は
御
料
林
の
払

下
げ
が
許
可
さ
）
10
（

れ
、
翌
四
十
三
年
三
月
に
は
地
形
築
り
が
終
わ
り
、
六
月
十

日
に
奉
安
殿
の
ほ
と
ん
ど
が
竣
工
し
た
。
そ
の
た
め
道
正
庵
よ
り
道
元
自
ら

が
御
点
眼
し
た
と
い
わ
れ
る
木
像
と
永
平
寺
二
祖
の
懐
弉
が
自
己
開
眼
し
た

と
い
わ
れ
る
木
像
を
奉
安
し
て
、
そ
の
入
仏
式
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
懐

弉
の
木
像
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
奉
安
殿
は
開
山
堂
な
ど
の
独
立
し
た

建
物
で
は
な
く
、
本
堂
（
間
口
十
間
、
奥
行
十
七
間
半
）
に
道
元
ら
の
木
像

を
奉
安
し
た
こ
と
か
ら
本
堂
を
奉
安
殿
と
称
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

当
日
の
様
子
が
「
新
愛
知
」
第
6830
号
（
明
治
43
年
６
月
10
日
発
行
）
と

「
宗
報
」
第
330
号
（
明
治
43
年
９
月
15
日
発
行
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
あ
げ
て
み
る
と
、

　
　

●
奉
安
殿
入
仏
式　
　

客
年
五
月
、
起
工
に
係
る
當
市
東
区
布
池
町
の

承
陽
大
師
奉
安
殿
は
殆
ん
ど
竣
工
せ
し
に
付
、
昨
十
日
入
仏
式
を
挙
行

し
た
る
が
、
同
式
の
概
要
を
摘
記
せ
ん
に
午
前
十
時
開
基
徳
川
宗
春
卿

の
安
置
式
を
挙
行
し
、
次
で
上
棟
式
を
挙
行
し
た
る
が
、
参
加
寺
院
百

五
十
ケ
寺
の
僧
侶
出
席
、
大
般
若
の
転
読
、
発
起
人
総
代
と
し
て
堀
内

茂
左
衛
門
氏
の
建
堂
の
辞
、
森
本
善
七
氏
の
頌
辞
朗
読
、
木
田
総
裁
の

式
辞
、
白
井
有
志
寺
院
総
代
の
祝
辞
朗
読
あ
り
。
次
て
各
地
よ
り
来
し

祝
辞
祝
電
四
十
余
通
の
朗
読
、
続
て
該
工
事
関
係
者
伊
藤
棟
梁
以
下
工

匠
及
び
工
事
関
係
者
の
焼
香
、
次
で
発
起
人
一
同
の
焼
香
等
あ
り
。
更

に
午
後
二
時
半
よ
り
宝
祚
の
武
久
を
祈
る
為
め
祝
聖
を
行
ひ
、
次
で
本

尊
上
供
供
養
、
出
班
焼
香
、
入
仏
大
法
養
を
行
ひ
て
、
全
く
式
を
終
り

て
御
親
教
に
移
り
、
鈴
木
随
行
長
の
説
教
あ
り
た
り
。
而
し
て
本
日
も

零
時
三
十
分
大
般
若
経
を
転
読
し
、
施
主
家
の
祈
祷
、
施
主
家
先
亡
の

施
餓
鬼
法
会
を
行
ひ
終
つ
て
御
親
教
に
移
り
、
鈴
木
随
行
長
の
説
教
あ

る
筈
な
り
。
因
に
昨
日
参
集
し
た
る
は
、
前
記
寺
院
の
外
、
参
詣
の
老

若
男
女
千
三
百
余
名
な
り
と
。（「
新
愛
知
」）

　
　

十
日
十
一
日
ノ
護
国
院
奉
安
殿
入
仏
式
上
棟
式
ニ
御
臨
場
ア
ラ
セ
ラ
ル

入
仏
式

護
国
院
奉
安
殿
ニ
於
テ
ハ
、
朝
来
続
々
来
集
セ
シ
尊
宿
貴
賓

等
約
一
千
五
百
名
サ
シ
モ
、
間
口
十
間
奥
行
十
七
間
ノ
大
伽
藍
モ
立
錐

ノ
余
地
ナ
カ
リ
キ
、
午
後
一
時
殿
鐘
三
会
式
ハ
本
殿
ニ
開
カ
レ
タ
リ
。

総
裁
木
田
韜
光
師
ノ
先
導
ニ
テ
猊
下
数
多
ノ
随
行
ヲ
従
ヘ
サ
セ
ラ
レ
御

臨
場
、
上
棟
式
転
大
般
若
御
親
修
遊
ハ
サ
レ
、
次
テ
発
起
者
総
代
堀
内

茂
右
衛
門
氏
及
ヒ
監
督
総
代
森
本
善
七
氏
ノ
本
殿
創
立
ノ
主
旨
、
総
裁

木
田
韜
光
師
ノ
式
辞
、
大
阪
吉
祥
講
代
表
者
白
井
松
之
助
氏
、
當
地
有

志
寺
院
総
代 

陸
鉞
巌
師
ノ
祝
辞
了
テ
、
式
場
係
小
倉
俊
丈
ハ
四
方
雲
来

ノ
祝
文
祝
詞
祝
電
五
十
余
通
ヲ
朗
読
シ
暫
時
休
憩
、
其
間
参
拝
者
一

同

承
陽
大
師
ノ
御
真
儀
ニ
随
時
焼
香
、
二
時
半
ヨ
リ
再
ヒ
祝
聖
本
尊

上
供
、
三
祖
奉
安
式
、
出
班
焼
香
観
音
経
遶
行
ヲ
御
親
香
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
次
テ
御
親
教
了
テ
鈴
木
侍
局
ノ
説
教
ア
リ
テ
式
ヲ
終
リ
、
祝
菜
ノ
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饗
応
ア
リ
。
近
年
稀
ナ
ル
盛
況
ナ
リ
キ
、
尚
十
一
日
モ
前
日
ト
同
様
ノ

法
要
ヲ
厳
修
シ
、
十
二
日
ヨ
リ
三
日
間
永
代
祠
堂
施
餓
鬼
会
ヲ
執
行
セ

シ
カ
、
日
々
多
数
ノ
参
拝
者
ア
リ
タ
リ
。
當
日
随
喜
寺
院
約
百
二
十
余

名
ナ
リ
。
猊
下
ハ
十
三
日
名
古
屋
発
錫
御
帰
京
ア
ラ
セ
ラ
ル
。（「
宗

報
」）

と
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
日
は
午
前
十
時
よ
り
開
基
徳
川
宗
春
卿
の

安
置
式
、
次
い
で
上
棟
式
を
挙
行
し
た
。
一
五
〇
ケ
寺
の
僧
侶
が
出
席
し
、

『
大
般
若
経
』
の
転
読
や
総
代
ら
の
祝
辞
、
祝
電
の
披
露
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
の
休
憩
時
間
に
は
、
参
拝
者
一
同
が
道
元
の
木
像
に
随
時
焼
香

し
、
午
後
二
時
半
よ
り
再
び
祝
聖
本
尊
上
供
、
三
祖
奉
安
式
が
森
田
悟
由
の

御
親
修
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
次
い
で
、
侍
局
の
鈴
木
天
山
随
行
長
の
説
教

も
あ
り
、
参
詣
者
は
老
若
男
女
一
、
三
〇
〇
余
人
を
数
え
る
程
で
あ
っ
た
。

　

翌
十
一
日
に
も
同
様
の
法
要
が
行
わ
れ
、
十
二
日
よ
り
三
日
間
は
永
代
祠

堂
施
餓
鬼
会
を
修
行
し
、
毎
日
多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

六
月
十
日
の
入
仏
式
に
お
け
る
森
田
悟
由
の
香
語
は
、

　
　
　
　

尾
州
名
古
屋
市
奉
安
殿
入
仏
式

　
　

吉
祥
門
下
古
禅
林
。
新
改
㍼旧
観
㍽更
布
金
。
好
雨
洗
㍼清
天
地
㍽去
。
荘

厳
殿
上
演
㍼円
） 
11
（

音
⊿

と
あ
り
、
当
日
は
雨
天
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
雨
が
天
地
を
洗
い
清
め
、
新
し

く
成
っ
た
伽
藍
に
よ
き
雨
音
が
響
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
御
親

修
に
よ
る
出
班
焼
香
は
『
観
音
経
』
で
遶
行
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
は
「
三
祖

奉
安
式
」
と
な
っ
て
い
る
。「
三
祖
」
は
二
祖
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
た
が
、

も
し
「
三
祖
」
な
ら
ば
、
道
元
と
懐
弉
以
外
の
誰
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

護
国
院
の
僧
堂
講
師
で
あ
っ
た
米
本
孝
巌
の
「
高
祖
道
打
成
の
霊
境
」
に
よ

れ
ば
、

　
　

今
更
改
め
て
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
仁
王
山
護
国
院

が
奉
安
殿
と
称
せ
ら
れ
て
、
高
祖
大
師
、
二
祖
国
師
、
太
祖
大
師
の
三

祖
を
奉
安
し
て
、
真
箇
の
曹
洞
精
神
を
弘
通
し
、
如
法
に
仏
道
を
研
学

修
禅
し
て
、
布
教
伝
道
と
、
人
材
の
養
成
に
、
貢
献
す
る
た
め
の
道
場

を
建
立
さ
れ
た
理
想
と
抱
負
と
の
由
来
を
三
省
四
思
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
無
意
義
の
こ
と
で
な
い
と
信
じ
ま
）
12
（

す
。

と
い
っ
て
お
り
、
高
祖
大
師
（
道
元
）
と
二
祖
国
師
（
懐
弉
）、
太
祖
大
師

（
瑩
山
）
の
三
祖
の
奉
安
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
正
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
を

編
纂
す
る
た
め
、
護
国
院
を
調
査
し
た
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
名
古

屋
寺
院
誌
東
区

』
の
「
護
国
院
」
に
は
、

　
　

承
陽
大
師
木
像

伝
自
己
開
眼

元
在
京
都
道
正
庵

　
　

孤
雲
懐
弉
木
像

伝
自
己
開
眼

元
在
京
都
道
正
庵

と
あ
り
、
続
い
て
「
道
元
、
孤
雲
二
師
ノ
木
像
ハ
明
治
四
十
三
年
六
月
十
日

京
都
道
正
庵
ヨ
リ
移
転
入
仏
式
ヲ
挙
ゲ
タ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

京
都
の
道
正
庵
よ
り
道
元
と
懐
弉
の
二
祖
師
の
木
像
を
移
転
し
た
と
あ
る
。

し
か
し
、「
宗
報
」
第
三
三
〇
号
に
は
「
三
祖
奉
安
式
」
と
な
っ
て
お
り
、

米
本
孝
巌
の
指
摘
し
た
太
祖
大
師
の
木
像
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
道
正
庵
よ
り
道
元
と
懐
弉
の
木
像
を
奉
安
し
た
後
、
新
た
に

太
祖
の
木
像
あ
る
い
は
位
牌
を
奉
安
し
て
三
祖
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
道
正
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
た
木
像
に
つ
い
て
、
道
正
庵
の
文
書
か
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ら
な
が
め
て
み
よ
う
。
現
在
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「
道
正
庵
安
置
高
祖
御

木
像
改
装
一
件
」
に
よ
る
と
、
永
平
寺
六
十
世
臥
雲
童
龍
が
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
に
上
洛
の
折
、
道
正
庵
の
道
元
ら
の
木
像
に
対
し
て
環
を
と
り
は

ず
す
改
造
の
沙
汰
を
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の

道
正
庵
の
答
え
は
、

　
　
　
　
　

答
申
上
仰
之
通
何
歟
差
縺
候
趣
伝
承
仕
候

　
　

一
於
道
正
庵
に
永
平
寺
惣
持
寺
開
山
之
像
并
に
道
正
庵
元
祖
之
像
安
置

致
有
を
、
當
春
永
平
寺
よ
り
當
表
え
役
僧
を
以
右
木
像
之
環
紐
取
直

し
候
趣
、
其
上
金
銀
之
わ
い
ろ
う
に
て
も
貰
取
計
候
哉
、
何
歟
永
平

寺
よ
り
書
達
に
て
も
可
有
筈
、
岐
度
相
答
候
様
御
達

　
　
　
　
　

御
答
申
上
、
右
者
去
ル
寅
年
比
永
平
寺
被
達
候
儀
者
開
山
之
法

服
等
相
違
之
処
有
之
間
、
早
速
可
相
直
様
被
申
達
を
直
し
方
後

れ
有
之
に
付
、
當
二
月
拙
童
と
申
僧
上
京
に
て
申
候
者
、
已
前

相
達
置
候
通
、
急
々
取
計
候
様
申
聞
候
に
付
、
早
速
に
取
掛
相

直
し
申
候

　
　
　

右
に
付
わ
い
ろ
う
等
聊
不
申
請
、
尤
左
様
之
儀
は
毛
頭
無
御
座
候
、

付
て
者
拙
童
口
達
に
て
取
計
候
筈
に
は
無
之
聢
と
證
拠
之
書
達
に
て

も
有
之
者
、
無
相
違
有
体
に
申
様
御
達

と
あ
り
、
道
正
庵
に
は
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
開
山
像
と
道
正
庵
の
元
祖
の

像
（
木
下
道
正
）
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
春
、
永
平
寺
よ

り
役
僧
の
拙
）
13
（

童
が
来
て
、
こ
の
木
像
の
環
紐
を
取
は
ず
す
こ
と
と
金
銀
の
わ

い
ろ
ま
で
請
求
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
の

大
仏
師
ら
が
西
御
奉
行
所
へ
差
出
し
た
「
口
上
書
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　

京
都
大
仏
師
共

　
　
　
　
　

西
御
奉
行
所
え
差
出
書
面　
弐
通
之
内

　
　
　
　
　

就
御
尋
口
上
書

　
　

一
道
正
庵
安
置
之
木
像
相
直
し
候
儀
御
尋
御
座
候
、
此
義

　
　
　

永
平
寺
開
山
道
元
禅
師
木
像
は
古
来
之
古
規
様

　
　
　

大
衣
に
當
二
月
相
直
し
并
道
正
庵
木
像
者
古
来
之
外

　
　
　

古
規
様
五
条
衣
之
木
像
に
新
規
、
當
二
月
相
拵
申
候
、

　
　
　

且
又
惣
持
寺
開
山
木
像
之
儀
者
、
い
ま
た
其
侭
に
て
御
座
候
、

　
　
　

就
御
尋
此
段
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仏
師

　
　
　
　
　
　
興
聖
寺
開
山
之
義
者
、
萬
安
和
尚
時
代
に

建
仁
寺
よ
り
拝
請
之
趣
承
知
仕
候

　
　
　
　
　

御
尋
に
付
乍
恐
口
上
書

　
　

一
私
共
今
日
被
召
出
古
木
像
三
体
、
時
代
年
数
監

（
マ
マ
）定

　
　
　

可
申
上
旨
被
仰
渡
奉
畏
拝
見
仕
候
処
、
古
代
之
風
有
之

　
　
　

候
様
相
見
え
候
得
と
も
、
何
分
五
六
十
年
前
修
覆
有
之
候
趣
に

　
　
　

相
見
え
候
、
其
節
多
分
手
入
に
相
成
候
様
奉
存
候
に
付
、
年

　
　
　

暦
等
難
相
分
、
尤
右
三
体
之
内
、
道
元
禅
師
像
袈
裟

　
　
　

之
処
、
近
頃
之
直
シ
有
之
候
様
相
見
得
申
候
、
就
御
尋
此
段

　
　
　

奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
助
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源
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
郎
左
衛
門

と
あ
り
、
二
月
に
は
道
元
の
木
像
を
古
来
の
古
規
衣
の
大
衣
に
直
し
、
木
下

道
正
の
木
像
は
、
新
し
く
古
規
の
五
条
衣
の
木
像
と
し
た
。
ま
た
、
總
持
寺

開
山
の
瑩
山
の
木
像
は
、
従
来
の
ま
ま
に
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
仏
師
ら
に

よ
る
時
代
年
数
の
監

（
マ
マ
）定

に
よ
れ
ば
、
五
〜
六
十
年
前
に
修
復
し
た
も
の
と
み

ら
れ
、
そ
の
際
に
か
な
り
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
年
暦
な
ど
は
判
明

し
な
い
。
道
元
の
木
像
の
袈
裟
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
直
し
が
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
道
正
庵
に
は
道
元
、
瑩
山
、
木
下
道
正
の
三
体
の
木
像
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
道
元
、
瑩
山
が
祀
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、

永
平
寺
か
總
持
寺
で
の
瑞
世
を
終
え
て
綸
旨
頂
戴
の
た
め
に
京
へ
上
り
、
参

内
す
る
作
法
な
ど
を
道
正
庵
で
習
う
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
こ
で
宿
泊
し
た
際
、

衆
寮
で
朝
夕
の
勤
行
を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
安
政
四
年
十
月
二
十
七
日
に
永
平
寺
代
と
し
て
江
戸
の
大
円
寺
の
是

山
、
海
雲
寺
の
常
焉
、
海
晏
寺
の
慈
光
か
ら
寺
社
奉
行
所
へ
出
さ
れ
た
「
口

上
書
」（
永
平
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月
に
道
正

庵
知
客
の
田
中
正
蔵
よ
り
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

　
　

去
子
年
三
月

　
　

禁
裡
御
撫
物
御
守
護
役
永
平
寺
代
是
山
相
勤
候
節
、
右
三
ヶ
寺
触
達
之

趣
道
正
菴
并
同
菴
知
客
田
中
正
蔵
え
申
聞
、
菴
内
に
安
置
有
之
宗
祖
之

木
像
は
、
天
明
年
中
當
菴
類
焼
之
節
、
実
は
焼
損
之
由
に
候
得
共
、
修

復
と
申
立
再
造
之
趣
に
承
及
候
間
、
其
節
よ
り
定
て
弊
風
衣
着
用
之
像

に
相
成
候
事
と
存
候
。
當
年
は
、
別
て
宗
祖
之
六
百
年
忌
相
當
に
て
諸

国
寺
院
も
當
菴
に
可
致
群
宿
候
間
、
早
々
改
正
可
申
上
置
旨
相
達
候
様

に
禅
師
よ
り
被
申
付
候
。
依
て
此
段
可
相
心
得
旨
申
渡
候
処
、
菴
主
正

蔵
共
承
知
仕
早
々
御
改
正
可
申
上
旨
申
答
候
。
猶
又
菴
主
申
候
に
は
、

三
衣
改
正
之
儀
、
関
東
よ
り
御
触
達
御
座
候
段
、
昨
年
よ
り
内
々
聞
及

申
候
。
兼
て
其
心
得
に
罷
在
候
。
當
菴
元
祖
之
木
像
往
古
よ
り
御
本
山

に
安
置
之
像
は
、
如
法
之
御
袈
裟
着
用
仕
候
処
、
當
菴
に
安
置
仕
候
像

は
、
慶
安
天
明
類
焼
之
節
造
り
替
申
候
哉
。
掛
子
着
用
に
相
成
居
申
候

間
、
今
般
宗
祖
之
御
像
改
正
申
上
候
序
に
、
元
祖
之
像
も
御
本
山
に
御

座
候
通
に
如
法
之
御
袈
裟
着
用
之
像
に
仕
度
奉
存
候
。
乍
併
御
袈
裟
着

用
之
像
に
は
不
相
成
者
に
御
座
候
哉
与
相
尋
申
候
間
、
是
山
相
答
候
に

は
、
夫
は
結
好

（
マ
マ
）成

所
存
也
。
本
山
開
山
堂
に
往
古
よ
り
安
置
之
像
は

如
法
之
御
袈
裟
着
用
に
候
間
、
當
菴
之
像
も
同
様
可
有
之
筈
、
掛
子
は

元
来
仏
教
祖
訓
に
も
無
之
、
後
人
之
妄
作
近
来
之
弊
風
衣
に
候
得
共
、

弐
百
年
来
よ
り
追
々
相
用
来
候
間
、
定
て
天
明
火
災
修
復
之
時
、
右
様

掛
子
着
用
之
像
に
相
成
候
事
に
存
候
間
、
永
平
寺
え
往
古
よ
り
在
之
像

之
通
に
可
致
改
正
旨
申
聞
…
…

と
あ
り
、
道
正
庵
に
あ
る
道
元
の
木
像
は
、
天
明
年
中
（
一
七
八
一

－

八

八
）
に
道
正
庵
が
類
焼
の
節
、
実
際
は
焼
失
し
た
が
、
修
復
と
申
し
立
て
再

造
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
弊
風
衣
（
掛
絡
）
着
用
の
像
と
な
っ
た
。
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そ
れ
を
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
道
元
六
百
回
忌
に
あ
た
り
、
改
正
す
る

こ
と
を
諸
国
寺
院
へ
触
が
出
さ
れ
、
道
正
庵
へ
も
達
が
あ
っ
た
。
往
古
よ
り

永
平
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
道
元
の
木
像
は
、
如
法
の
袈
裟
を
着
用
し
て
い

る
が
、
道
正
庵
の
木
像
は
慶
安
（
一
六
四
八

－

五
一
）、
天
明
（
一
七
八
一

－

八
八
）
期
に
類
焼
し
た
た
め
、
造
り
替
え
し
て
掛
絡
の
着
用
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
般
、
道
元
の
像
を
改
正
す
る
つ
い
で
に
木
下
道
正
の
像
も
如
法

衣
着
用
の
像
と
し
た
い
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
是
山
の
答
え
は
結
好
（
マ
マ
）と
い
い
、

掛
絡
は
仏
教
祖
訓
に
も
な
い
後
人
の
妄
作
の
弊
風
衣
で
あ
る
。
天
明
の
火
災

で
修
復
し
た
時
、
掛
絡
の
着
用
の
像
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
永
平
寺
に
あ
る

往
古
の
像
の
通
り
に
改
正
す
べ
き
と
い
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
口
上
書
」
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
慶
安
か
天
明
の
類
焼
以
前
の

道
正
庵
の
道
元
の
木
像
が
、
袈
裟
で
あ
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
類
焼
後
に
再

造
し
た
も
の
か
ら
掛
絡
と
な
っ
た
。
家
祖
の
木
下
道
正
の
木
像
も
同
じ
よ
う

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
現
在
の
道
正
庵
に
あ
る
木
像
を
み
る
と
、
木
下
道
正
の
木
像
が
二

体
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
体
は
僧
形
で
、
も
う
一
体
は
衣
冠
束
帯
像
で
あ

る
。
僧
形
は
縦
七
十
三
セ
ン
チ
、
横
四
十
九
セ
ン
チ
、
奥
行
三
十
一
セ
ン
チ

の
木
造
漆
塗
で
、
掛
絡
を
搭
け
て
い
る
。
こ
の
木
像
は
、
平
成
十
四
年
（
二

〇
〇
二
）
三
月
の
道
元
禅
師
七
百
五
十
回
忌
の
時
、
記
念
事
業
と
し
て
永
平

寺
の
聖
宝
閣
を
改
築
し
た
際
に
展
示
さ
れ
）
14
（

た
。
な
お
、
永
平
寺
承
陽
殿
に
安

置
さ
れ
て
い
る
木
下
道
正
像
（
始
祖
道
正
大
菴
主
）
は
、
現
在
、
全
体
が
黒

漆
で
塗
ら
れ
て
お
り
、
掛
絡
で
は
な
く
環
の
な
い
袈
裟
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
嘉
永
〜
安
政
年
間
（
一
八
四
八

－

五
九
）
の
三
衣
論
争
の
時
、
掛
絡

を
覆
い
隠
し
て
袈
裟
に
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
袈
裟
で

あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
縦
七
十
五
セ
ン
チ
、
横
五
十
セ
ン
チ
、

奥
行
二
十
九
セ
ン
チ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
道
正
庵
安
置
の
木
像
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
道
正
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木
像
と
作
成
時

期
な
ど
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一

六
九
八
）
七
月
の
裏
書
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
禄
年
間
に
は
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
）
15
（

る
。

　

で
は
、
衣
冠
束
帯
像
を
み
る
と
、
僧
形
よ
り
か
な
り
小
さ
く
縦
二
十
八
・

二
セ
ン
チ
、
横
三
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
奥
行
二
十
五
・
四
セ
ン
チ
で
、
台
座

の
裏
に
は
、

　
　

當
處
元
祖
隆
英
之
肖
像

　
　
　

明
治
廿
壱
年
十
一
月
廿
四
日
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
九
代　

隆
禧
九
拝

と
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
に
木
下
隆
禧
が
台
座
を
作
り
記

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
位
牌
を
み
る
と
、
道
元
、
懐
弉
、
義
介
、
瑩
山
、
峨
山
の
位
牌
が
あ

る
。
道
元
の
位
牌
は
、
表
が
「
永
平
開
山
仏
性
伝
東
国
師
」、
裏
に
は
「
嘉

永
七
年
二
月
廿
四
日
依
勅
許
謹
改
之
」
と
あ
る
。
瑩
山
は
、
表
に
「
惣
持
開

山
弘
徳
円
明
国
師
」
と
あ
る
の
み
で
、
裏
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
は
、
道
正
庵
衆
寮
に
あ
っ
た
木
像
の
前
に
あ
っ
た
位
牌
で
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
木
下
道
正
の
位
牌
は
、
表
が
「
道
正
庵
元
祖
道
正
大
庵
主
」
と
あ

り
、
裏
に
は
「
縣
山
金
吾
将
軍
通
議
大
夫
藤
原
隆
英
朝
臣　

宝
治
二
戊　

　

申

年

七
月
廿
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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日
牌
の
「
過
去
帳
」
は
、
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
に
藤
原
隆
禧
が

改
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
八
日
に
は
「
永
平
開
山
仏
性
伝
東
国

師

建
長
五
丑
八
月
」
と
あ
り
、
十
五
日
に
は
「
總
持
開
山
弘
徳
円
明
国

師

正
中
二
丑
八
月
」
と
あ
る
。
道
元
と
瑩
山
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
懐

弉
、
義
介
、
峨
山
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
、
道
正
庵
の
文
書
、
木
像
、
位
牌
、
過
去
帳
な
ど
の
考
察
か
ら
、
道

正
庵
よ
り
護
国
院
へ
奉
安
さ
れ
た
も
の
は
道
元
と
瑩
山
の
木
像
の
み
で
、
懐

弉
の
木
像
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
位
牌
は
奉
安
さ
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
両
祖
師
と
も
国
師
号
に
な
っ
て
い
る
た
め

で
、
明
治
十
二
年
と
四
十
二
年
に
は
承
陽
大
師
、
常
済
大
師
と
大
師
号
を
勅

賜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
護
国
院
で
新
し
い
大
師
号
の
位
牌
が
作
ら
れ
、

祀
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
奉
安
さ
れ

て
い
た
木
像
を
み
た
人
は
誰
も
い
な
い
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
道
元
の
木
像
は
、
三
衣
論
争
で
袈
裟
の
環
が
と
り
は
ず
さ

れ
た
姿
と
な
り
、
一
方
、
瑩
山
は
、
従
来
の
ま
ま
の
環
が
つ
い
て
い
る
袈
裟

の
姿
で
あ
っ
た
。
文
書
か
ら
み
る
限
り
、
道
元
の
木
像
は
三
衣
論
争
で
環
を

と
り
は
ず
し
た
姿
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
と
り
は
ず
し
さ
れ
た
か
は
明
確

で
な
い
。
木
下
道
正
木
像
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
道
正
庵
（
木
下
武

彦
氏
宅
）
に
あ
る
道
正
像
は
掛
絡
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
環
が
つ
い
た

袈
裟
で
あ
っ
た
か
、
つ
い
て
い
な
い
袈
裟
で
あ
っ
た
か
を
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

護
国
院
が
奉
安
殿
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
永
平
寺
と
同
じ
よ
う
に
掛
搭
す

る
雲
水
が
で
て
き
た
。
永
平
寺
安
居
僧
の
記
録
で
あ
る
『
大
圓
覚
海
』
に
よ

れ
ば
、
明
治
四
十
三
年
十
月
一
日
に
は
馬
場
観
道
（
群
馬
県
上
野
国
佐
波
郡

伊
勢
崎
町　

同
聚
院
住
職
鶴
牧
得
之
徒
弟
）、
玉
嶋
鶴
禅
（
山
梨
県
西
八
代

郡
久
那
土
村　

長
松
院
住
職
玉
嶋
鐵
牛
徒
弟
）
の
二
人
が
直
接
に
掛
搭
し
て

い
る
。
ま
た
、
十
二
月
一
日
か
ら
七
日
間
、
接
心
会
を
修
行
し
た
。
そ
れ
に

は
一
般
の
方
の
参
禅
も
許
さ
れ
て
い
る
。
入
仏
式
以
来
、
永
平
寺
よ
り
数
十

名
の
雲
衲
が
派
出
さ
れ
て
お
り
、
西
堂
の
戸
沢
春
堂
、
単
頭
の
鴻
春
湖
ら
が

接
衆
に
務
め
）
16
（

た
。

　

翌
四
十
四
年
一
月
二
十
三
日
、
門
内
は
三
年
間
務
め
た
兼
務
住
職
を
辞
任

し
、
奉
安
殿
再
建
工
事
の
総
裁
で
あ
っ
た
木
田
韜
光
が
住
職
に
就
い
た
。
門

内
は
監
寺
と
な
り
、
護
国
院
の
実
質
上
の
運
営
に
力
を
尽
し
陰
の
源
動
力
者

と
な
っ
た
。

注（
１
）  

禅
芳
寺
の
略
由
緒
は
、『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
（
大
正
四
年
七
月　

名
古
屋

市
役
所
）
五
八
一
頁
に
よ
る
。

（
２
）  

門
内
大
英
の
略
伝
は
、
柴
山
游
月
「
面
影
」（
昭
和
五
十
九
年
六
月　
『
奉
安
殿

と
門
内
監
寺
老
師
』（
奉
安
殿
同
参
会
））
五
十
八
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
３
）  

道
正
庵
と
曹
洞
宗
と
の
関
係
や
参
内
に
お
け
る
礼
金
や
道
正
庵
の
運
営
が
曹
洞

宗
一
宗
の
勧
化
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
永
平
寺
史
』（
昭
和
五
十
七
年
九
月　

大
本
山
永
平
寺
）
五
九
六

－

六
〇
〇
頁
に
よ
っ
た
。

（
４
）  
粟
野
俊
之
「（
解
説
）
道
正
庵
文
書
「
一
貞
譲
状
」（
そ
の
一
）（
平
成
十
三
年

一
月　
「
傘
松
」
第
六
八
八
号
）
井
原
淑
朱
「
總
持
寺
宝
物
殿
所
蔵
の
道
正
庵
関

係
資
料
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
三
月　
「
宗
学
研
究
」
第
四
十
八
号
）
納
冨
常
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天
「
總
持
寺
宝
物
殿
所
蔵
『
道
正
庵
文
書
』」（
平
成
十
八
年
四
月　
「
鶴
見
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
十
一
号
）
な
ど
に
も
道
正
庵
の
こ
と
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。

（
５
）  

栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』（
昭
和
十
三
年
三
月　

大
本
山
總
持
寺
）
三
二
一

－

二
頁
の
出
世
参
内
の
最
終
期
に
よ
る
。
ま
た
、
麻
蒔
舌
渓
『
曹
洞
宗
史
要
』（
明

治
二
十
六
年
五
月　

明
教
社
）
一
三
二
、
一
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
に
僧

位
僧
官
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
転
衣
の
儀
式
が
か
わ
っ
て
き
た
こ
と

を
い
う
。

（
６
）  

道
正
庵
の
略
由
緒
は
、
明
治
元
年
十
一
月
に
道
正
庵
法
眼
よ
り
京
都
府
御
役
所

へ
出
さ
れ
た
「
口
上
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
年
十
月
に
改
め

ら
れ
た
「
社
寺
録
」（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
）
に
所
収
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
境
内
の
坪
数
や
建
物
の
配
置
図
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
建
物
に
は

衆
寮
、
玄
関
、
台
所
、
広
間
、
書
院
が
あ
る
。
衆
寮
は
桁
行
拾
間
半
、
梁
行
五
間

半
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
江
戸
期
は
課
役
免
除
の
特
典
を
与
え
ら
れ
て
い

た
（
松
本
利
治
『
京
都
市
町
名
変
遷
史
１　

御
所
周
辺
Ⅰ
（
上
京
区
）』（
昭
和
六

十
三
年
二
月　

京
都
市
町
名
変
遷
史
研
究
所
）
六
三
八
頁
）。
境
内
地
の
総
坪
数

は
六
九
二
坪
二
分
二
厘
二
毛
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
年
十
月
に
道
正
庵
法
眼

よ
り
京
都
御
政
府
へ
出
さ
れ
た
「
拝
領
地
」（
明
治
三
年
十
月
「
諸
寺
院
坪
数

留
」
京
都
府
土
木
掛
）
所
収
に
よ
れ
ば
、
総
坪
数
六
六
九
坪
七
分
三
厘
で
、
そ
の

内
の
二
九
三
坪
七
分
五
厘
が
家
の
建
坪
で
、
三
七
五
坪
九
分
八
厘
が
空
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
両
文
書
で
は
、
坪
数
の
相
違
が
み
え
る
。
そ
の
後
、
道
正
庵
は
明

治
十
八
年
に
作
成
さ
れ
た
「
寺
院
明
細
帳
（
府
内
）」
に
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
間
に
道
正
庵
は
な
く
な
り
、
土
地
も
建
物
も
木
下
氏
（
二
十
八
代
隆
従
、
二

十
九
代
隆
禧
）
の
所
有
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
木
下
家
は
疲
弊
し
た
た
め
土
地
の

切
り
売
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
７
）  

永
平
寺
蔵
「
道
正
庵
文
書
」
七
〇
二
の
「
追
認
證
書
正
式
謄
本
」
に
よ
る
。

（
８
）  

京
都
市
上
京
区
新
町
通
寺
之
内
上
る
二
丁
目
道
正
町
四
六
六
番
（
五
三
五
、
七

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
四
六
七
番
一
の
一
（
六
六
九
、
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
登

記
記
録
に
よ
る
。

（
９
）  

永
平
寺
蔵
「
道
正
庵
文
書
」
七
〇
九
の
「
領
収
證
」「
抵
當
権
取
消
に
要
す
る

書
上
」
に
よ
る
。

（
10
）  

御
料
林
払
下
げ
に
つ
い
て
は
「
新
愛
知
」
第
六
七
三
一
号
（
明
治
四
十
三
年
三

月
二
日
発
行
）
で
出
願
中
と
い
う
が
、「
新
愛
知
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
三
年

二
月
に
払
下
げ
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
11
）  

森
田
悟
由
の
奉
安
殿
入
仏
式
の
香
語
は
『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻

（
大
正
八
年
三
月　

三
合
庵
）
五
十
七
丁
右
に
あ
る
。

（
12
）  

米
本
孝
巌
「
高
祖
道
打
成
の
霊
境
」
は
「
護
国
」
第
五
号
（
昭
和
十
年
六
月
二

十
日　

淡
交
会
）
十
二
頁
に
あ
る
。

（
13
）  

永
平
寺
よ
り
の
役
僧
の
名
は
、『
永
平
寺
史
』
一
三
一
六
頁
で
「
拙
量
」
と
あ

る
が
、「
拙
童
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）  

『
大
本
山
永
平
寺
瑠
璃
聖
宝
閣
』（
平
成
十
四
年
九
月　

大
本
山
永
平
寺
）
二
十

四
頁
、
六
十
二
頁
で
「
木
下
道
正
庵
主
坐
像
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
15
）  

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
七
月
が
家
祖
木
下
道
正
の
四
五
〇
回
忌
に
あ
た

り
、
曽
孫
の
貞
順
が
新
し
く
木
像
を
作
り
奉
納
し
た
。
そ
の
木
像
の
裏
に
は
「
書

安
置
永
平
寺
當
庵
元
祖
高
像
之
後

道
正
庵
元
祖
道
正
大
庵
主
彫
像
俗
姓
縣
山
従

三
位
行
左
衛
門
督
藤
原
隆
英
謹
依

特
賜
大
證
無
得
大
禅
師
之
尊
命
奉
安

吉
祥

山
永
平
禅
寺
承
陽
庵
塔
下
、
伏
願

仏
日
増
輝

祖
風
永
扇

寺
門
清
浄

家
道

繁
興

元
禄
第
十
一
龍
集
戊　

　

寅
七
月
卄
四
日

洛
陽
木
下
道
正
庵
二
十
一
代
孫
隆

守
貞
順
謹
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。（「
道
正
庵
備
忘
集
」
一
六
七
（
永
平
寺
蔵
））

（
16
）  

護
国
院
で
の
臘
八
接
心
に
つ
い
て
は
、「
新
愛
知
」
第
六
九
九
八
号
（
明
治
四

十
三
年
十
一
月
三
十
日
発
行
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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付
説
─
─
護
国
院
住
職
に
就
く
ま
で
の
門
内
大
英
─
─

　

門
内
が
明
治
七
年
五
月
十
八
日
に
禅
芳
寺
六
世
に
就
き
、
同
四
十
一
年
七

月
九
日
に
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
な
っ
た
頃
迄
を
み
た
い
。
残
念
な
が
ら
文

書
な
ど
の
資
料
が
な
い
た
め
、
地
元
で
発
行
さ
れ
た
仏
教
新
聞
の
「
能
仁
新

報
」
や
曹
洞
宗
務
局
文
書
課
よ
り
出
た
「
宗
報
」
な
ど
を
中
心
に
な
が
め
て

み
る
。

　

明
治
二
十
五
年
八
月
十
七
日
に
は
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
本
山
は
分
離
す

る
か
、
非
分
離
か
の
紛
議
が
起
り
、
そ
れ
に
対
し
名
古
屋
で
は
、
両
本
山
非

分
離
同
志
会
が
組
織
さ
れ
、
禅
芳
寺
に
そ
の
事
務
所
が
置
か
れ
た
。
そ
こ

で
、
役
員
を
定
め
規
則
を
設
け
て
各
寺
院
よ
り
義
捐
金
を
募
集
し
て
運
動
が

進
ん
で
い
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
〇
号
）
九
月
十
七
日
に
は
、
禅
芳

寺
で
愛
知
県
下
の
非
分
離
主
義
寺
院
の
集
会
が
開
か
れ
、
同
日
の
夜
に
は
大

光
院
（
名
古
屋
市
中
区
大
須
）
で
金
山
貫
苗
ら
を
招
聘
し
て
大
演
説
会
を

行
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
四
号
）
十
月
一
日
に
は
、
禅
芳
寺
内
に

あ
っ
た
金
毘
羅
堂
が
前
年
の
濃
尾
震
災
で
破
損
し
た
た
め
修
理
し
、
上
棟
式

と
入
仏
式
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
五
号
）
十
二
月

十
三
日
に
は
愛
知
仏
教
会
の
発
起
で
、
大
光
院
に
お
い
て
開
か
れ
た
千
島
艦

沈
没
者
追
弔
会
に
随
喜
し
て
い
る
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
三
七
号
）

　

同
二
十
六
年
十
二
月
に
は
、
名
古
屋
市
内
の
信
徒
布
教
に
中
学
林
の
職
員

を
水
野
道
秀
ら
が
私
立
曹
洞
教
育
と
称
し
て
各
所
で
講
莚
を
開
い
た
。
し
か

し
、
今
回
か
ら
は
組
織
を
変
え
、「
名
古
屋
吉
祥
講
」
と
改
称
し
て
、
市
内

を
八
部
に
区
分
し
、
役
員
六
、
七
名
を
各
部
に
配
置
し
て
講
員
事
務
を
整
理

し
て
い
る
。
な
お
、
禅
芳
寺
は
第
二
部
で
あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
八

九
号
）

　

同
二
十
七
年
三
月
に
は
、「
名
古
屋
吉
祥
講
」
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

各
地
か
ら
支
部
の
設
置
の
申
し
込
み
が
多
く
な
っ
た
た
め
「
愛
知
吉
祥
講
」

と
改
称
し
、
同
講
の
布
教
師
も
任
命
さ
れ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
二
〇
二

号
）
ま
た
、
四
月
二
十
七
日
に
禅
芳
寺
で
「
愛
知
吉
祥
講
」
第
三
号
支
部
の

発
会
式
が
あ
り
、
降
雨
に
も
拘
ら
ず
参
詣
者
で
溢
れ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第

二
一
五
号
、
第
二
一
七
号
）
七
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
は
、
禅
芳
寺
で

野
々
部
至
遊
、
水
野
道
秀
ら
の
説
教
、
法
話
の
吉
祥
講
が
開
か
れ
た
。（「
能

仁
新
報
」
第
二
九
〇
号
、
第
二
九
二
号
）

　

同
二
十
九
年
に
は
、
四
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
禅
芳
寺
内
の
吉
祥
講

第
三
号
支
部
で
、
門
内
の
導
師
に
よ
っ
て
両
祖
の
報
恩
諷
経
、
講
員
の
先
祖

追
福
の
無
縁
大
施
餓
鬼
会
が
営
ま
れ
、
早
川
見
龍
が
法
話
を
行
っ
て
い
る
。

（「
能
仁
新
報
」
第
四
一
〇
号
）

　

同
三
十
年
に
は
、
三
月
よ
り
門
内
が
首
唱
者
と
な
っ
て
信
徒
の
妄
信
を
除

去
す
る
た
め
、
禅
芳
寺
に
仏
教
の
通
俗
講
義
所
を
設
け
た
。
毎
月
十
日
と
二

十
日
の
両
夜
に
水
野
道
秀
と
早
川
見
龍
が
講
師
と
な
り
、『
参
同
契
』
や

『
仏
遺
教
経
』
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
義
は
同
三
十
三
年
三
月
迄
は

続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（「
宗
報
」
第
四
十
号
、
第
九
十
号
）

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
（
明
治
二
十
九
年
）
か
ら
永
平
寺
へ
の
参
拝
者
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
鉄
道
の
北
陸
線
が
福
井
ま
で
開
通
し
た
た
め
で
あ
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る
。
同
三
十
二
年
に
は
米
原
か
ら
富
山
ま
で
が
開
通
し
て
お
り
、
容
易
に
永

平
寺
へ
参
詣
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
三
十
年
九
月
二
十
八
日

に
は
、
森
田
悟
由
永
平
寺
貫
首
、
畔
上
楳
仙
總
持
寺
貫
首
よ
り
全
国
末
派
寺

院
へ

　
　

告
諭

　
　

却
後
明
治
三
十
五
年
九
月
ハ
実
ニ
本
宗

　
　

高
祖
勅
謚
仏
性
伝
東
国
師
承
陽
大
師
ノ
第
六
百
五
十
回
遠
諱
ノ
聖
辰
ニ

丁
レ
リ
。
大
本
山
永
平
寺
ハ
前
例
ヲ
参
酌
シ
、
今
年
ヨ
リ
遠
諱
営
弁
ノ

準
備
ニ
従
事
シ
、
闔
宗
緇
素
ノ
協
力
ヲ
以
テ
仏
殿
僧
堂
庫
院
等
ヲ
改
築

シ
及
諸
堂
ノ
営
繕
ヲ
加
ヘ
、
且
仏
器
法
器
其
他
必
要
ノ
什
器
ヲ
調
製

シ
、
慇
懃
鄭
重
ニ
恩
徳
報
酬
ノ
法
要
ヲ
正
當
ノ
聖
辰
ニ
奉
修
セ
ン
ト
欲

ス
。
惟
フ
ニ　

高
祖
大
師
ノ
聖
徳
諱
業
ハ
広
大
悠
遠
ニ
シ
テ
、
今
日
ノ

宗
門
ア
ル
コ
ト
ヲ
致
シ
、
幾
万
ノ
法
孫
ト
幾
百
万
ノ
檀
信
ハ
実
ニ
江
海

罔
極
ノ
慈
恩
ニ
沐
浴
セ
リ
。
是
故
ニ
末
派
寺
院
僧
衆
ハ
精
誠
ヲ
傾
ケ
、

此
盛
挙
ヲ
翼
賛
シ
、
又
檀
越
信
徒
ヲ
勧
奨
シ
テ
此
大
典
ニ
随
喜
セ
シ

メ
、
切
ニ
報
恩
謝
徳
ノ
道
念
ヲ
竭
シ
初
中
後
ノ
完
全
円
満
ヲ
企
図
ス
ベ

シ
。

　
　
　

明
治
三
十
年
九
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
貫
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勅
賜
性
海
慈
船
禅
師　
　

森　

田　

悟　

由

　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
總
持
寺
貫
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勅
賜
法
雲
普
蓋
禅
師　
　

畔　

上　

楳　

仙

と
、
来
る
同
三
十
五
年
に
迎
え
る
道
元
禅
師
六
五
〇
回
遠
忌
を
奉
修
す
る

「
告
諭
」
が
普
達
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
永
平
寺
へ
の
参
拝
者
が
多
く
な
り
、

「
愛
知
吉
祥
講
」
で
は
永
平
寺
内
に
参
詣
者
の
宿
坊
の
建
立
が
計
画
さ
れ
寄

附
金
の
勧
募
を
始
め
た
。（「
宗
報
」
第
四
十
号
）
同
三
十
一
年
に
は
建
設
許

可
が
出
て
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

三
十
一
年
九
月
五
日
に
は
、
午
後
一
時
よ
り
禅
芳
寺
で
愛
知
吉
祥
講
第
三

号
支
部
の
世
話
人
な
ど
が
出
席
し
て
両
祖
の
御
忌
を
営
ん
だ
。
そ
の
概
況
を

み
る
と
、

　
　

宗
祖
御
忌
と
水
陸
勝
会

　
　

當
市
宝
町
の
禅
芳
寺
に
設
立
さ
れ
た
る
愛
知
吉
祥
講
第
三
号
支
部
に
て

は
、
去
る
五
日
午
後
一
時
よ
り
仝
講
の
世
話
人
等
が
惣
出
席
に
て
両
祖

の
御
忌
を
営
み
た
り
し
が
、
今
そ
の
概
況
を
記
さ
ば
、
當
日
予
定
の
時

刻
に
到
る
や
殿
鐘
を
合
図
に
一
同
式
場
に
整
列
し
、
早
川
見
龍
氏
は
焼

香
師
と
し
て
粛
し
く
正
面
に
進
み
、
最
初
に
招
首
法
語
終
て
普
同
参
拝

を
な
し
、
最
と
も
懇
ろ
に
参
同
契
、
宝
鏡
三
昧
を
繞
行
諷
経
し
、
夫
れ

よ
り
門
内
大
英
師
は
自
か
ら
大
導
師
と
し
て
同
寺
例
年
定
期
の
水
陸
勝

会
を
営
ん
で
新
亡
諸
霊
の
追
薦
供
養
を
な
し
、
最
後
に
早
川
氏
が
一
場

の
説
教
を
演
述
さ
れ
た
る
由
な
る
が
、
同
日
は
残
暑
の
厳
し
き
に
も
拘

は
ら
ず
参
聴
衆
多
く
、
近
頃
に
稀
れ
な
る
盛
況
な
り
し
と
云
ふ
。

と
あ
り
、（「
能
仁
新
報
」
第
五
五
八
号
」）
門
内
は
水
陸
会
で
新
亡
諸
霊
追

善
供
養
の
導
師
を
勤
め
て
い
る
。
残
暑
の
厳
し
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
盛
況
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

翌
三
十
二
年
に
な
っ
て
も
毎
月
十
日
と
二
十
日
の
両
日
は
、
午
後
七
時
よ

り
禅
芳
寺
で
『
観
音
普
門
品
』『
證
道
歌
』
な
ど
の
通
俗
講
義
が
水
野
道
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秀
、
早
川
見
龍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
八
三
号
）

そ
こ
で
、
尼
僧
の
教
育
と
接
化
に
一
生
を
捧
げ
た
堀
密
成
も
早
川
に
つ
い
て

余
剰
研
究
を
行
っ
て
い
た
。（『
曹
洞
宗
尼
僧
史
』
三
七
九
頁
）
門
内
と
早
川

は
、
そ
の
他
に
も
名
古
屋
市
内
の
富
豪
家
や
篤
信
家
、
各
寺
院
の
檀
信
徒
総

代
の
家
な
ど
へ
勧
化
に
赴
き
、
寄
附
金
の
勧
募
に
奔
走
し
て
い
た
。（「
能
仁

新
報
」
第
五
八
六
号
）

　

五
月
十
一
日
に
は
永
平
寺
の
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」（
名
古
屋
吉
祥
講
宿

坊
）
の
入
仏
式
が
修
行
さ
れ
た
。
森
田
悟
由
の
導
師
の
下
に
永
平
寺
役
寮
、

雲
衲
ら
百
余
名
が
列
席
し
て
い
る
。
森
田
の
遷
仏
供
養
法
語
は
、

　
　
　
　

祖
山
名
古
屋
宿
坊
遷
仏
供
養
語　
明
治
三
十
二
年
五
月

十
一
日
此
日
快
晴

　
　

祖
徳
年
々
歳
々
隆
。
信
心
施
主
表
㍼殊
功
⊿
新
堂
現
出
安
㍼新
仏
⊿
起
㍼

吉
祥
雲
㍽遍
大
空
。

と
あ
る
。（『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻　

十
五
丁
）
そ
の
様
子
は

「
能
仁
新
報
」
第
五
九
二
号
に
早
川
見
龍
の
特
報
と
し
て
、

　
　

◎
愛
知
吉
祥
講
宿
房
の
入
仏
式

　
　
（
早
川
見
龍
氏
特
報
）
名
古
屋
市
に
於
け
る
曹
洞
宗
の
檀
信
徒
よ
り
組

織
さ
れ
た
る
愛
知
吉
祥
講
は
、
創
立
以
来
七
年
の
星
霜
を
経
て
、
其
の

講
員
も
今
や
三
千
戸
に
近
き
程
の
大
団
体
な
る
が
、
年
々
抽
籖
に
て
大

本
山
永
平
寺
の
霊
場
へ
参
拝
す
る
者
は
、
日
一
日
よ
り
増
加
し
、
為
め

に
参
拝
人
を
し
て
宿
泊
上
の
不
便
を
感
ぜ
し
む
る
事
は
、
一
方
な
ら
ざ

り
し
を
以
て
、
昨
年
来
仝
講
本
部
役
員
の
斡
旋
に
て
祠
堂
寄
付
金
を
募

集
し
、
一
大
宿
房
を
大
本
山
の
境
内
に
建
設
せ
ん
と
の
議
起
り
、
幾
多

の
苦
辛
を
経
て
百
方
尽
力
し
た
る
結
果
、
遂
に
先
月
迄
に
其
の
工
事
を

竣
工
せ
し
を
以
て
、
去
る
十
一
日
、
遂
に
其
の
成
工
入
仏
式
を
挙
行
さ

れ
た
り
し
が
、
今
仝
建
物
の
構
造
は
横
十
間
に
奥
行
き
六
間
、
尚
ほ
仏

間
は
十
二
畳
敷
に
て
三
方
に
壇
を
設
け
、
正
面
は
本
尊
仏
の
御
厨
子
、

左
右
の
両
壇
は
祠
堂
金
施
主
家
の
霊
牌
安
置
場
に
し
て
、
仏
器
法
具
等

よ
り
荘
厳
道
具
に
到
る
迄
、
悉
く
完
備
し
て
殆
ん
ど
一
つ
の
寺
院
に
も

劣
ら
ざ
る
装
置
な
り
し
、
今
ま
茲
に
入
仏
式
の
概
況
を
記
さ
ば
、
仝
日

午
前
十
一
時
に
達
す
る
や
、
大
鐘
を
合
図
に
大
本
山
の
役
員
を
始
め
一

山
の
僧
衆
百
余
名
は
、
各
自
威
儀
を
具
し
て
宿
房
内
の
式
場
に
列
し
、

管
長
森
田
悟
由
禅
師
に
は
大
雷
鼓
を
合
図
に
五
名
の
侍
者
を
従
へ
て
式

場
に
臨
ま
る
。
此
の
時
一
仝
最
敬
礼
、
夫
れ
よ
り
鼓
鉢
三
通
、
大
禅
師

猊
下
の
拈
香
法
語
、
献
茶
湯
、
普
仝
三
拝
、
夫
れ
よ
り
般
若
心
経
を
読

誦
し
て
本
尊
上
供
の
回
向
を
な
し
終
て
、
證
義
縷
行
諷
経
を
な
し
て
祠

堂
霊
牌
の
回
向
を
行
ひ
、
一
仝
最
敬
礼
を
な
し
て
式
は
全
く
終
れ
り
。

仝
日
は
當
名
古
屋
市
の
議
員
に
し
て
遥
る
〳
〵
仝
式
場
に
参
列
せ
し
者

は
百
二
十
余
名
な
り
し
が
、
式
完
結
の
後
ち
同
講
員
一
仝
を
瑞
雲
閣
へ

案
内
し
て
清
斎
の
饗
応
あ
り
し
が
、
一
仝
の
講
員
は
何
れ
も
承
陽
大
師

の
祖
徳
に
感
佩
し
に
随
喜
の
涙
に
咽
ば
ざ
る
者
は
無
か
り
し
と
云
ふ
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
宿
坊
は
芳
川
雄
悟
『
曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
略
案
内
記
』（
明

治
三
十
五
年
三
月

永
平
寺
出
張
所
）
四
頁
に
よ
れ
ば
、
総
二
階
で
作
ら

れ
、
一
部
は
三
階
の
処
も
あ
っ
た
が
、
合
計
す
れ
ば
一
五
〇
余
坪
で
あ
っ

た
。
な
お
、
昭
和
十
四
年
九
月
に
高
田
副
監
院
代
に
装
幀
さ
れ
た
『
諸
堂
間

敷
仏
像
宝
物
列
祖
年
紀
及
例
規
法
要
』（
永
平
寺
蔵
）
の
「
伽
藍
之
部
」
の

「
名
古
屋
宿
坊
」
に
よ
れ
ば
、
奥
行
九
間
半
、
横
十
間
で
あ
っ
た
。
場
所
は
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山
門
の
西
側
で
、
そ
の
西
側
に
あ
る
東
司
の
西
側
に
奥
行
八
間
半
、
横
十
間

半
の
諸
国
の
「
吉
祥
講
宿
坊
」
が
同
年
九
月
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

立
体
的
な
建
物
の
絵
図
は
、
明
治
二
十
四
年
九
月
三
日
印
刷
、
五
日
出
版

の
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
同
絵
図
に
は
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
と
諸
国
の
「
吉
祥
講
宿
坊
」

の
描
か
れ
て
い
な
い
絵
図
も
存
在
す
る
。
明
治
三
十
二
年
五
月
に
竣
工
し
た

「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
が
描
か
れ
て
い
る
絵
図
の
出
版
は
、
明
治
三
十
二
年

五
月
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
両
絵
図
を
よ
く
み
る
と
、
建
物

の
周
囲
に
は
白
い
縁
取
り
が
あ
り
、
背
景
と
の
違
和
感
か
ら
原
図
上
に
宿
坊

を
貼
り
つ
け
て
再
版
し
印
刷
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

宿
坊
が
描
か
れ
て
い
な
い
絵
図
は
、
発
行
者
、
著
作
者
兼
印
刷
者
が
「
京

都
市
下
京
区
六
角
通
富
小
路
東
入
大
黒
町
拾
四
番
戸

藤
田
又
次
郎
」
と
あ

り
、
絵
図
の
下
に
は
「
京
都
団
扇
堂
印
刷
」「
祇
園
下
河
原

野
崎
刻
」
と

あ
る
。
野
崎
氏
が
印
刻
し
た
も
の
を
藤
田
又
次
郎
す
な
わ
ち
藤
田
団
扇
堂
が

印
刷
し
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宿
坊
の
あ
る
絵
図
の
発
行

者
、
著
作
者
兼
印
刷
者
は
藤
田
団
扇
堂
と
あ
り
、
そ
の
横
に
「
和
漢
洋
書
籍
経
類

各
宗
仏
具
仏
画　

販
売
所

出
雲
寺
文
治
郎
」
と
あ
る
。
京
都
の
仏
教
書
林
の
出
雲
寺
文
治

郎
が
販
売
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
遠
忌
を
前
に
、
出
雲
寺
文
治

郎
に
よ
っ
て
宿
坊
を
原
図
に
貼
り
応
急
処
置
的
の
よ
う
に
し
て
出
版
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
宿
坊
の
建
立
さ
れ
た
後
の
明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日
印

刷
、
十
月
十
四
日
発
行
の
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」

は
団
扇
に
描
か
れ
て
お
り
、
著
作
発
行
兼
印
刷
者
は
「
京
都
市
六
角
通
富
小

路
東
ェ
入
大
黒
町
十
四
番
戸

団
扇
堂

藤
田
又
治
（
マ
マ
）郎
と
あ
る
。
そ
の
た

め
先
の
絵
図
と
同
じ
く
団
扇
堂
の
藤
田
又
治
（
マ
マ
）（
次
）郎
で
あ
る
。
た
だ
、
本
絵

図
の
末
尾
に
は

 

黄
色
ハ
今
般
改
築
ノ
印

仏
殿
間
口
拾
間

奥
行
八
間　

僧
堂
間
口
拾
四
間

奥
行
拾
間

　

大
庫
裡
間口

拾
七
間
奥

行
拾
間

　

不
老
閣
間
口
拾
間　

奥
行
五
間
半　

諸
廻
廊
二
百
三
拾
間　

其
他
諸
堂
悉
皆
修
繕

と
あ
り
、
黄
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
所
は
明
治
三
十
一
年
頃
か
ら
改
築
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
他
の
諸
堂
も
す
べ
て
修
繕
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
修
繕
の
文
は
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」（
平
成

二
十
七
年
十
二
月　
「
傘
松
」
第
八
六
七
号
所
収
「
永
平
寺
所
蔵
の
宝
物
」

そ
の
一
一
四
）
の
末
尾
に
も
あ
り
、
修
繕
さ
れ
る
部
分
は
黄
色
で
塗
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
絵
図
は
縦
四
十
四
・
三
セ
ン
チ
、
横
五
十
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る

が
、
吉
祥
講
の
宿
坊
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
明
治
三
十
一
年
に
宿

坊
が
起
工
さ
れ
る
前
の
伽
藍
図
で
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
明
治
三
十
五
年
の
道
元
禅
師
六
五
〇
回
遠
忌
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
永
平
寺
の
Ｐ
Ｒ
の
役
目
で
も
あ
っ
た
絵
図
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に

「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
な
い
も
の
が
あ
り
、

同
じ
絵
図
で
も
成
立
時
期
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま

た
、「
名
古
屋
吉
祥
講
宿
坊
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、「
第
一
吉
祥
講
宿
坊
」

と
あ
る
絵
図
、「
第
二
吉
祥
講
宿
坊
」
と
な
っ
て
い
る
絵
図
も
み
え
る
。
名

称
が
変
わ
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
絵
図
の
説
明
の
誤
り
か
製
作
年

次
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
年
三
月
発

行
の
「
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
全
図
」
に
は
宿
坊
が
み
あ
た
ら
な
い
。
宿
坊
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「第二吉祥講宿坊」と「越前宿坊」となっている絵図
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が
建
立
さ
れ
て
三
十
年
後
に
は
、
傘
松
閣
、
玲
瓏
閣
に
建
て
替
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
の
入
仏
式
を
終
え
て
、
十
三
日
に
は
永
平
寺
の
仏

殿
な
ど
の
諸
堂
再
建
の
起
工
式
が
挙
げ
ら
れ
た
。
名
古
屋
よ
り
吉
祥
講
役

員
、
幹
事
、
寺
院
、
信
徒
な
ど
の
三
百
余
名
と
棟
梁
伊
藤
満
作
、
大
工
、
人

足
な
ど
五
十
余
名
も
列
席
し
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
九
一
号
、「
明
治
三

十
二
年
大
遠
忌
日
鑑
」）

　

同
三
十
三
年
は
、
三
年
前
の
一
月
に
禅
芳
寺
に
開
設
さ
れ
た
仏
教
講
義
所

が
創
立
以
来
三
年
を
経
過
し
た
。
そ
の
間
一
度
も
休
講
せ
ず
、
信
徒
の
信
仰

は
一
層
厚
く
な
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
六
二
五
号
）
ま
た
、
四
月
中
旬
に

は
、
永
平
寺
仏
殿
の
柱
立
て
の
式
を
挙
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
仏
殿
の

欄
間
に
用
い
る
﨔
板
十
二
枚
を
大
八
車
に
積
み
、
木
遣
歌
を
歌
っ
て
新
柳
町

通
よ
り
鉄
砲
町
、
末
広
町
を
経
て
門
前
町
の
大
光
院
ま
で
運
搬
し
た
。
見
物

人
は
群
集
し
、
一
時
通
行
止
め
に
な
っ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
愛
知
吉
祥
講
の

世
話
人
ら
が
警
衛
し
て
支
障
な
く
終
了
し
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
六
三
四

号
、「
宗
報
」
第
八
十
六
号
）

　

同
三
十
五
年
に
は
二
月
十
六
、
十
七
の
両
日
、
門
内
が
禅
芳
寺
で
道
元
禅

師
六
五
〇
回
予
修
法
会
を
修
行
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
「
宗
報
」
第
一
二

五
号
（
明
治
三
十
五
年
三
月
一
日
発
行
）
に

　
　

●
名
古
屋
市
宝
町
の
禅
芳
寺
住
職
門
内
大
英
氏
は
去
月
十
六
、
十
七
の

両
日
を
卜
し
、
其
自
坊
な
る
禅
芳
寺
に
於
て
最
も
熾
ん
に
宗
祖
承
陽
大

師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
予
修
法
会
を
執
行
せ
し
が
、
茲
に
其
概
略
を

記
せ
ば
、
先
づ
法
会
の
大
導
師
と
し
て
は
西
野
石
梁
師
を
招
聘
し
外
に

随
喜
衆
と
し
て
は
同
師
の
随
徒
十
五
名
並
に
市
中
の
寺
院
四
十
余
ケ
寺

に
て
法
堂
の
荘
厳
、
山
門
頭
の
装
飾
、
其
他
内
外
の
装
置
は
頗
る
善
美

を
尽
し
て
些
少
の
欠
点
と
て
は
な
か
り
し
、
軈
て
十
六
日
の
午
後
三
時

に
至
る
頃
に
は
、
西
野
師
の
先
導
に
て
恭
し
く
迎
真
諷
経
続
て
建
夜
諷

経
、
翌
十
七
日
の
早
天
に
は
献
粥
諷
経
、
禺
中
に
は
出
班
焼
香
に
て
報

恩
諷
経
を
行
ひ
し
が
、
法
会
の
前
後
は
都
て
奏
楽
入
に
て
最
ど
も
殊
勝

に
見
受
ら
れ
た
り
し
。
尚
ほ
木
田
余
鶴
仙
、
早
川
見
龍
、
久
田
龍
峯
、

伴
龍
舟
、
中
島
分
教
、
水
野
亥
秀
、
鈴
木
敬
岳
の
諸
氏
が
法
式
の
間
に

は
交
も
説
教
を
勧
め
ら
れ
た
り
し
為
に
、
満
場
溢
る
斗
り
の
参
拝
者
は

何
れ
も
整
粛
に
謹
聴
し
て
頗
る
随
喜
の
涙
に
咽
び
た
り
し
と
。
因
み
に

記
す
、
今
回
の
法
会
に
就
て
は
同
寺
の
建
造
物
に
も
一
層
の
修
繕
を
加

へ
た
り
し
に
、
数
多
の
檀
信
徒
は
吾
れ
一
と
競
ふ
て
浄
財
を
喜
捨
し
た

る
の
み
な
ら
ず
町
内
一
般
は
自
他
宗
を
論
ぜ
ず
、
各
自
の
入
費
用
を
投

じ
て
（
大
遠
忌
）
の
文
字
を
染
め
抜
き
た
る
軒
提
灯
を
調
製
し
て
各
戸

の
軒
頭
に
掲
げ
し
等
は
、
以
て
門
内
氏
の
輿
望
の
如
何
に
高
か
り
し
を

窺
ひ
知
る
に
足
る
可
し
。

と
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
三
十
八
年
二
月
に
は
、
門
内
の
頂
相
に
森
田
が
賛
を
付
し
て
お
り
、
そ

れ
に
は

　
　

個
是
禅
芳
六
代
師
。
住
山
機
用
在
㍾臨
㍾時
。
而
今
試
問
生
涯
事
。
拈
払

黙
然
口
若
㍾槌
。

勘
破
了
兮
主
中
主
。
如
愚
如
魯
一
雙
眉
。

と
あ
る
。（『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
四
巻　

三
十
九
丁
）
そ
れ
が
今

日
ま
で
禅
芳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
四
月
に
は
門
内
や
大
沢
重
右
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衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
が
吉
祥
講
本
部
に
参
集
し
、
名
古
屋
の
信
徒
に
対
し
て

永
平
寺
よ
り
の
特
命
布
教
師
で
あ
っ
た
小
倉
俊
丈
と
そ
の
後
任
者
の
増
田
活

吟
の
歓
送
迎
会
を
開
い
た
。
四
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
会
場
の
大
光
院
書

院
に
は
六
十
余
名
の
会
員
、
来
賓
が
集
ま
り
、
惜
別
の
辞
や
歓
迎
の
意
を
表

わ
し
た
。
こ
の
歓
送
迎
会
の
開
催
に
最
も
尽
力
し
た
の
が
門
内
ら
で
あ
っ

た
。（「
宗
報
」
第
二
〇
七
号
）

　

同
四
十
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
名
古
屋
御
供
田
の
「
明
治
三
十
九
年
収

支
決
算
報
告
」
や
「
明
治
三
十
八
年
度
残
米
売
却
分
」「
明
治
三
十
九
年
度

分
」
な
ど
が
禅
芳
寺
内
の
永
平
寺
御
供
田
支
配
係
の
津
田
理
三
郎
、
堀
田
茂

右
衛
門
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
田
清
兵
衛
、
織
田
源
三
郎
よ
り
永
平
寺
出
張

所
の
大
仏
輔
教
へ
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
書
を
送
っ
た
封
筒
の
裏
に
は
、

ゴ
ム
印
で

　
　

名
古
屋
市
宝
町
禅
芳
寺
内

　
　
　
　
承
陽
大
師

遥
拝
所　

建
設
事
務
所

と
あ
り
、
建
設
事
務
所
内
の
御
供
田
支
配
係
か
ら
の
発
信
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
護
国
院
を
「
承
陽
大
師
遥
拝
所
」
と
す
る
べ
く
建
設
の
事
務
を
禅
芳

寺
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
門
内
は
翌
四
十
一
年
七
月
九
日
に
護
国

院
の
兼
務
住
職
に
就
い
た
。

八
世 

（
七
世
）　

木
田
韜
光

　

木
田
は
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
三
日
に
長
年
寺
（
高
崎
市
下
室
田
町
）

三
十
八
世
よ
り
護
国
院
に
転
住
し
）
1
（

た
。
宗
門
の
要
職
を
勤
め
て
き
た
木
田

は
、
門
内
の
後
住
の
た
め
本
来
な
ら
ば
八
世
と
な
る
が
、
門
内
は
木
田
を
七

世
に
拝
請
し
て
、
自
ら
は
八
世
と
な
り
監
寺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
森
田
悟
由

を
勧
請
し
て
奉
安
殿
の
開
基
と
し
再
中
興
に
も
請
し
た
の
で
あ
る
。
住
職
と

な
っ
た
木
田
は
、
従
来
二
等
法
地
で
あ
っ
た
護
国
院
の
寺
格
昇
等
に
努
め
、

二
月
二
十
四
日
に
は
常
恒
会
地
の
免 

牘
を
下
附
さ
れ
）
2
（

た
。

　

三
月
に
は
、
懇
請
さ
れ
て
護
国
院
住
職
と
な
っ
た
挨
拶
を
「
宗
報
」
第
三

四
二
号
で
謹
告
し
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　

謹
告　

大
本
山
永
平
寺
御
直
末
仁
王
山
護
国
院
儀
、
今
般
越
本
山
ノ
御

推
選
ト
名
古
屋
市
及
郡
部
吉
祥
講
員
各
位
等
ノ
懇
請
ト
ニ
依
リ
拙
衲

住
職
仕
候
、
抑
モ
當
護
国
院
ハ
尾
州
徳
川
侯
爵
家
ノ
開
基
ニ
シ
テ
、

曽
テ
越
本
山
ヨ
リ
ハ
準
四
門
首
格
ノ
御
免
牘
ヲ
下
附
セ
ラ
レ
居
候

処
、
明
治
維
新
ノ
際
、
當
院
境
内
地
五
千
余
坪
モ
八
分
通
御
料
地
ニ

被
召
上
候
ト
同
時
ニ
、
徳
川
開
基
家
ノ
保
護
ヲ
失
ヒ
候
為
、
宏
壮
ナ

ル
伽
藍
ハ
勿
論
、
内
部
ノ
経
済
モ
俄
然
衰
頽
相
極
メ
悲
境
ニ
陥
リ

候
、
然
レ
共
古
来
内
外
ニ
対
シ
、
種
々
由
緒
有
之
候
當
院
ノ
事
ニ

付
、
護
法
篤
信
ノ
慈
善
家
等
往
事
ヲ
回
慮
シ
、
又
現
在
及
将
来
ノ
宗

教
界
ヲ
察
シ
、
数
年
前
ヨ
リ
殿
堂
ヲ
旧
観
ニ
復
セ
ン
事
発
願
シ
尽
力
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セ
シ
モ
、
元
境
内
地
御
料
地
タ
ル
ヲ
以
テ
如
何
共
難
致
処
、
漸
ク
一

昨
年
十
二
月
ニ
至
リ
、
縁
故
払
下
ヲ
得
ル
事
ニ
相
運
候
ニ
付
、
予
テ

篤
信
家
各
位
企
望
被
致
居
候
処
ノ
奉
安
殿
ト
称
ス
ル
本
堂
ヲ
建
設
セ

リ
（
間
口
十
間
奥
行
十
七
間
半
）、
目
下
猶
之
ニ
相
當
ス
ル
処
ノ
附

属
建
物
営
造
ノ
準
備
中
ニ
有
之
候
、
又
寺
格
モ
本
年
二
月
廿
四
日
附

ヲ
以
テ
常
恒
会
地
ニ
昇
格
致
候
、
尤
モ
入
仏
式
ノ
儀
ハ
、
既
ニ
昨
年

六
月
不
老
閣
猊
下
ヲ
拝
請
シ
盛
大
ナ
ル
法
会
修
行
致
候
、
其
爾
来
大

衆
モ
平
素
三
十
余
名
安
居
致
居
候
間
、
拙
衲
モ
目
下
大
衆
ト
共
ニ
布

教
伝
道
ニ
打
光
罷
在
候
条
、
當
地
ヘ
御
来
名
ノ
際
ハ
参
拝
旁
御
訪
問

奉
希
上
候
、
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町
護
国
院
住
職

　
　
　

明
治
四
十
四
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

田　

韜　

光

と
あ
り
、
本
堂
の
奉
安
殿
を
建
設
し
た
後
、
付
属
の
建
物
の
造
立
準
備
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　

四
月
一
日
に
は
「
寺
院
等
級
々
階
査
定
表
」
に
異
動
増
減
が
あ
り
、
訂
正

さ
れ
た
級
階
が
「
宗
報
」
第
三
四
三
号
（
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
発
行
）

の
「
告
示
第
八
号
」
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
護
国
院
は
「
常
恒

会
地　

五
十
級
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
伝
昌
寺
（
名
古
屋
市
中
区
古
渡
町
）
で
授
戒
会
が
あ
り
、
戒
師
の
森
田
悟

由
に
正
戒
者
四
八
八
人
、
因
戒
二
三
九
人
の
戒
弟
が
つ
き
、
教
授
師
を
木
田

が
勤
め
て
い
）
3
（

る
。

　

七
月
二
日
に
は
、「
告
示
第
十
七
号
」
に
よ
っ
て
石
川
県
能
登
国
鳳
至
郡

櫛
比
村
に
あ
っ
た
大
本
山
總
持
寺
旧
蹟
地
に
總
持
寺
別
院
が
設
立
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
前
年
（
明
治
四
十
三
年
）
十
二
月
十
五
日
に
発
布
さ
れ
た
告
諭

の
「
曹
洞
宗
宗
憲
改
正
ノ
件
」
の
第
一
条
、
第
二
条
に

　
　

第
一
条　

宗
憲
第
一
条
ニ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
之
ヲ
加
フ

　
　
　

両
本
山
ニ
ハ
各
須
要
ニ
依
リ
一
箇
寺
限
リ
其
ノ
本
山
ニ
専
属
セ
シ
メ

之
ヲ
別
院
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
二
条　

宗
憲
第
三
条
ニ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
之
ヲ
加
フ

　
　
　

第
一
条
第
二
項
ニ
定
ム
ル
別
院
ハ
當
該
本
山
貫
首
ノ
兼
務
住
職
地
ト

ス

と
あ
り
、
両
本
山
に
一
箇
寺
限
り
の
別
院
と
住
職
は
本
山
貫
首
の
兼
務
住
職

に
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
。
總
持
寺
旧
蹟
地
が
總
持
寺
別
院
と
な
っ
た
た

め
、
永
平
寺
も
永
平
寺
東
京
出
張
所
で
あ
っ
た
長
谷
寺
を
永
平
寺
東
京
別
院

と
し
た
の
で
あ
）
4
（

る
。
な
お
、
十
一
月
五
日
に
は
神
奈
川
県
鶴
見
に
移
転
し
た

總
持
寺
の
移
転
式
及
び
仏
祖
安
座
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
十
月

に
は
、
護
国
院
境
内
の
手
水
舎
に
手
水
の
「
漱
玉
盤
」
が
名
古
屋
市
中
区
南

瓦
町
の
渡
辺
長
三
郎
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
も
直
接
、
護
国
院
に
掛
搭
す
る
雲
水
が
い
た
。
三
月
二

十
日
に
は
鈴
木
良
雲
（
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
村　

常
安
寺
住
職
小
林
良

天
徒
弟
）、
五
月
一
日
に
は
小
川
霊
一
（
尾
張
国
西
春
日
井
郡
師
勝
村　

仁

昌
寺
住
職
早
川
恵
旭
徒
弟
）、
八
月
十
六
日
に
は
横
地
梁
光
（
愛
知
県
知
多

郡
大
府
村

普
門
寺
住
職
木
村
義
童
徒
弟
）、
十
月
十
日
よ
り
内
山
梅
園

（
愛
知
県
愛
知
郡
小
碓
村　

如
意
寺
住
職
）
が
掛
搭
し
て
い
る
。
ま
た
、
永

平
寺
安
居
者
の
名
簿
で
あ
る
『
大
圓
覚
海
』
に
は
「
御
霊
場
直
接
掛
搭
」
の

付
箋
が
つ
い
て
い
る
人
も
お
り
、
奉
安
殿
を
御
霊
場
と
も
称
し
て
い
た
こ
と
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が
わ
か
る
。
そ
の
掛
搭
僧
に
は
川
口
鉦
道
（
愛
知
県
知
多
郡
鬼
崎
村

桂
岩

寺
住
職
石
原
大
渓
徒
弟
）、
楠
徹
禅
（
京
都
市
上
京
区
寺
町
鞍
馬
口
天
寧
寺

門
前
町

天
寧
寺
住
職
原
山
道
仙
徒
弟
）、
渡
邊
真
乗
（
岐
阜
県
恵
那
郡
長

島
町　

円
通
寺
住
職
伊
藤
文
鏡
徒
弟
）、
中
村
冏
定
（
新
潟
県
中
頸
城
郡
柿

崎
村
字
東
谷
内　

光
禅
寺
住
職
八
木
琢
定
徒
弟
）
の
四
人
が
い
る
。

　

翌
四
十
五
年
四
月
二
十
二
日
に
は
、
会
場
の
護
国
院 

奉
安
殿
で
愛
知
吉
祥

講
春
季
法
要
が
開
か
れ
、
森
田
悟
由
が
導
師
を
勤
め
て
い
）
5
（

る
。
十
月
十
六
日

に
も
愛
知
吉
祥
講
秋
季
法
要
が
護
国
院
で
開
か
れ
て
お
り
、
森
田
が
来
錫
し

て
い
）
6
（

る
。
ま
た
、
今
月
よ
り
翌
年
三
月
ま
で
に
書
院
、
玄
関
、
庫
裡
、
鐘

楼
、
観
音
堂
な
ど
が
落
成
し
て
い
る
。
十
一
月
十
五
日
に
は
午
前
十
一
時
よ

り
善
光
寺
（
名
古
屋
市
東
区
百
人
町
）
で
行
わ
れ
る
毘
沙
門
天
一
年
祭
に
奉

安
殿
の
大
衆
が
請
さ
れ
て
お
り
、
祈
祷
大
般
若
を
転
読
し
）
7
（

た
。
な
お
、
二
月

十
六
日
よ
り
丹
羽
景
堂
（
愛
知
県
宝
飯
郡
蒲
郡
町　

長
泉
寺
）
が
掛
搭
し
て

い
る
。

　

翌
大
正
二
年
に
は
、
三
月
十
四
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
光
真
寺
（
名
古
屋

市
昭
和
区
滝
川
町
）
で
授
戒
会
が
あ
り
、
木
田
が
教
授
師
を
勤
め
て
い
）
8
（

る
。

五
月
十
七
日
に
は
護
国
院
で
名
古
屋
市
吉
祥
講
春
期
法
要
が
勤
め
ら
）
9
（

れ
、
十

月
十
六
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
は
授
戒
会
が
開
か
れ
た
。
戒
師
は
森
田
悟

由
、
教
授
師
は
木
田
、
引
請
師
は
上
野
瓶
城
で
あ
っ
）
10
（

た
。
な
お
、
前
日
の
十

月
十
五
日
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
威
音
院
（
名
古
屋
市
中
区
新
栄
）
前
住
職

で
あ
っ
た
石
川
活
龍
（
後
に
長
曽
我
部
氏
と
改
姓
）
が
、
石
材
の
観
音
宝
塔

（
法
華
経
一
千
部
供
養
塔
）
に
師
父
母
の
法
号
を
記
し
て
寄
進
し
て
お
り
、

そ
の
開
眼
式
が
森
田
御
親
修
に
て
行
わ
れ
、
多
く
の
参
詣
者
で
盛
会
裡
に
終

え
）
11
（

た
。

（「宗報」第403号より）

　

同
三
年
に
は
、
三
月
二
十
三
日
に
護
国
院
で
森
田
御
親
修
の
法
要
が
修
行

さ
）
12
（

れ
、
四
月
に
は
発
願
主
と
し
て
木
田
と
村
上
妙
光
、
賛
助
員
と
し
て
堀
内

茂
右
衛
門
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
が
境
内
に
舎
利
塔
の
建
設
を
発

願
し
、「
舎
利
塔
建
設
の
大
要
」
が
記
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　

夫
れ
塔
に
、
如
来
の
舎
利
を
奉
納
す
る
処
の
阿
育
王
所
造
の
八
万
四
千

の
塔
あ
り
。
又
仏
祖
の
髪
毛
爪
歯
等
を
奉
納
す
る
大
小
異
容
各
種
の
塔

あ
り
。
蓋
し
、
此
等
は
皆
報
恩
謝
徳
の
趣
旨
及
見
聞
の
衆
生
を
し
て
、

慈
善
の
信
心
を
発
起
せ
し
む
る
勧
化
の
意
を
以
て
建
造
せ
ら
れ
た
る
も

の
歟
。

　
　

近
頃
、
當
奉
安
殿
境
内
に
骨
舎
利
を
奉
納
す
る
処
の
霊
塔
を
建
設
せ
ん

と
す
る
発
願
主
あ
り
。
衲
も
亦
大
に
此
の
趣
旨
を
協
賛
し
発
起
者
の
中

に
加
名
す
。
然
る
所
以
は
、
此
の
骨
舎
利
塔
は
真
俗
何
人
を
問
は
す
。

火
葬
者
に
は
其
骨
舎
利
を
分
納
せ
ら
れ
ん
こ
と
乞
。
又
埋
葬
者
に
は
其

髪
毛
爪
歯
を
納
附
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
然
り
而
し
て
、
其
の
年
回

忌
辰
の
日
及
征
月
忌
命
日
等
の
際
は
、
或
は
報
恩
の
た
め
、
又
は
追
善
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の
た
め
香
華
を
献
備
し
法
供
養
を
営
辨
し
相
共
に
現
當
二
世
の
勝
縁
を

結
は
ん
と
す
。
冀
は
、
十
方
同
感
の
真
俗
善
男
善
女
各
位
金
穀
の
多
少

に
拘
ら
す
喜
捨
せ
ら
れ
は
、
之
の
資
助
力
に
依
り
舎
利
塔
を
建
設
し
此

を
永
世
不
汚

（
マ
マ
）に

伝
へ
、
報
恩
謝
徳
及
報
地
荘
厳
の
法
供
養
を
勤
修
す
る

も
の
な
り
。

　
　

附
言

　
　

一
、
舎
利
塔
模
様
の
大
要
は
、
別
紙
略
図
に
示
す
か
如
し
。

　
　

一
、
舎
利
塔
の
全
体
は
、
三
河
岡
崎
石
を
以
て
建
造
す
。

　
　

一
、
舎
利
塔
の
高
は
、

　
　

一
、
舎
利
塔
の
周
囲
は
、

　
　

一
、
骨
舎
利
奉
納
所
内
部
は
約
壱
丈
弐
尺
四
方
に
し
て
、
天
井
の
高
は

約
六
尺
余
。

　
　

一
、
舎
利
塔
外
部
の
周
囲
は
、
約
弐
丈
四
尺
四
方
の
見
込
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　

以　

上

　
　
　
　
大
正
三
年

　

四
月
仏
誕
生
日　
　
　
　

 　

発
願
主
等
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
王
山
主　

木
田
韜
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
広
町　
　

村
上
妙
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
助
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祢
宜
町　

堀
内
茂
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
砲
町　

大
沢
重
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
魚
町　

柴
山
寿
太
郎

と
あ
り
、
舎
利
塔
に
納
め
て
法
供
養
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
舎
利
塔

は
十
月
二
十
一
日
に
森
田
悟
由
の
御
親
修
で
開
眼
式
が
行
わ
れ
て
お
）
13
（

り
、
そ

の
香
語
は
、

　
　
　
　

尾
州
名
古
屋
護
国
院
塔
供
養

　
　

涌
出
霊
山
聳
㍼育
王
⊿
如
今
護
国
放
毫
光
。
分
身
利
益
三
千
界
。
楓
葉

着
㍾丹
菊
放
㍾黄）14
（

。

と
あ
る
。「
舎
利
塔
」
は
森
田
の
揮
毫
で
、
銘
に
よ
れ
ば
岡
崎
の
石
匠
梅
村

兼
吉
の
製
作
で
あ
っ
た
。

　

八
月
に
は
木
田
住
職
以
下
、
信
徒
の
吹
原
九
郎
三
郎
、
大
沢
常
太
郎
、
鈴

木
総
兵
衛
、
森
本
善
七
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
、
堀
内
茂
右
衛
門

ら
が
、
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
と
前
監
院
弘
津
説
三
へ
護
国
院

を
早
く
永
平
寺
の
指
揮
下
に
な
る
よ
う
「
請
願
書
」（
永
平
寺
蔵
）
を
作
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　

請　

願　

書

　
　

謹
テ
請
願
書
ヲ
呈
シ
候

　
　

本
殿
ハ
予
テ
、
帝
国
中
央
部
ニ
於
ケ
ル
宗
門
信
仰
ノ
目
標
タ
ラ
ン
ト
ノ

誓
願
ニ
依
リ
、
明
治
三
十
八
年
中
造
営
ヲ
発
起
シ
、
主
権
ヲ
大
本
山
ニ

属
セ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
以
ツ
テ
計
画
ヲ
立
テ
、
示
来
幾
多
ノ
障
害
ト
困

難
ヲ
排
シ
テ
漸
ク
現
今
ノ
土
地
及
殿
堂
ヲ
構
築
シ
、
通
常
大
法
要
ノ
執

行
ニ
支
障
ナ
キ
迄
ノ
設
備
ヲ
整
ヘ
、
尚
目
下
孜
々
ト
シ
テ
諸
種
ノ
付
属

物
ノ
整
頓
ト
財
務
ノ
整
理
ト
ニ
映
掌
致
居
候
。
然
ル
ニ
発
起
以
来
既
ニ

十
星
霜
ヲ
経
、
一
般
世
話
人
ノ
間
ニ
於
テ
モ
早
ク
大
本
山
ノ
指
揮
下
ニ

属
シ
、
発
起
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
致
度
旨
屡
々
進
言
ニ
接
シ
、
幹
部
亦
素
ヨ
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リ
之
ガ
実
現
ヲ
望
ム
コ
ト
頗
ル
切
ナ
ル
モ
ノ
有
之
候
ニ
付
、
曩
キ
ニ
覚

書
及
口
頭
ヲ
以
ッ
テ
概
略
ノ
意
向
ヲ
申
上
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
。
然
ル

ニ
當
殿
ニ
於
テ
ハ
、
土
地
ノ
処
分
建
造
物
施
置
ニ
就
キ
、
至
急
決
定
ヲ

要
ス
ル
事
情
差
迫
リ
居
候
間
、
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
至
急
御
考

慮
ヲ
煩
シ
度
、
此
段
請
願
仕
候
。
謹
言

　
　
　

大
正
参
年
八
月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　

奉
安
殿
護
国
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
職　
　

木
田
韜
光　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒　
　

吹
原
九
郎
三
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

大
沢
常
太
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

鈴
木
摠
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

森
本
善
七　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

大
沢
重
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

柴
山
寿
太
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

堀
内
茂
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
東
京
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　
　

大
仏
輔
教　

殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
監
院　

弘
津
説
三　

殿

と
あ
り
、
提
出
日
を
入
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
六
月
十
三
日
に
作
っ

た
「
奉
安
殿
ノ
主
権
ニ
関
ス
ル
件
」「
法
類
ニ
関
ス
ル
件
」「
信
徒
総
代
ニ
関

ス
ル
件
」「
維
持
ニ
関
ス
ル
件
」
な
ど
の
「
覚
書
」
や
「
護
国
院
寺
法
」
の

抜
萃
も
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
こ
れ
を
提
出
し
た
か
は
不
詳
で
あ

る
が
、
早
い
時
期
に
永
平
寺
管
轄
下
と
な
る
べ
く
推
進
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

八
月
二
十
六
日
に
は
永
平
寺
御
山
監
院
押
野
太
寿
、
副
監
院
長
谷
玉
尖
、

顧
問
上
野
瓶
城
よ
り
本
山
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
へ
提
出
し
た
伺
書
に

よ
れ
ば
、

　
　

粛
啓

　
　

時
下
残
暑
尚
厳
敷
御
座
候
処

　
　

貴
宗
師
益
々
御
安
全
ニ
被
為
渉
候
段
奉
欣
賀
候
、
専
陳
ハ
本
月
廿
四
日

名
古
屋
市
森
本
、
堀
内
、
大
沢
三
氏
（
柴
山
氏
臨
時
差
閊
不
参
）
上
山

相
成
候
主
意
ハ
、
奉
安
殿
創
立
ヨ
リ
庫
院
落
成
マ
デ
収
支
積
算
之
結
果

金
五
万
六
千
円
斗
リ
不
足
ヲ
生
ジ
、
弁
償
之
方
法
種
々
協
議
講
究
致

候
、
窮
策
ト
シ
テ
護
国
院
境
内
四
千
参
百
坪
斗
リ
之
内
、
目
下
草
地
同

様
ニ
相
成
居
候
分
、
御
本
山
ヘ
御
相
談
之
上
売
却
致
度
ト
モ
愚
考
候
得

共
、
時
価
低
落
之
折
柄
甚
タ
不
得
策
ト
被
存
候
、
且
又
市
中
近
来
不
景

気
ニ
際
シ
、
寄
附
ヲ
募
集
ス
ル
モ
十
分
之
見
込
無
之
、
依
テ
善
巧
手
段

ト
シ
テ
、
大
禅
師
猊
下
ヘ
御
縋
リ
御
思
召
丈
之
下
賜
ヲ
蒙
リ
候
ハ
バ
、

是
ヲ
以
テ
一
般
寄
附
者
ヲ
シ
テ
感
発
セ
シ
メ
度
、
喜
捨
之
奨
励
法
ト
モ

相
成
候
得
者
、
奉
安
殿
維
持
之
思
召
ヲ
以
テ
何
卒
御
取
成
被
下
度
云
々

被
申
出
候
、
依
テ
拙
職
共
熟
考
之
上

不
老
閣
猊
下
ヘ
奏
聞
シ
御
内
意

篤
ト
相
伺
候
処
、
猊
下
ニ
ハ
先
年
来
、
経
済
出
納
義
ハ
一
切
貴
宗
師
及

侍
局
ヘ
委
任
シ
、
個
々
幾
分
之
記
憶
ハ
有
之
候
得
共
、
詳
細
全
分
之
事

実
ハ
貴
宗
師
等
ヘ
問
合
セ
、
総
計
額
中
ヨ
リ
多
少
奉
安
殿
ヘ
寄
附
ス
ベ

キ
義
可
取
計
旨
御
内
命
有
之
候
ニ
付
、
彼
レ
三
氏
ヘ
思
召
之
趣
キ
申
伝
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ヘ
候
得
者
、
何
レ
モ
満
悦
致
シ
、
廿
五
日
下
山
相
成
候
、
就
テ
ハ
貴
宗

師
是
迄
御
預
リ
保
管
被
為
在
候
、
金
額
総
計
如
何
斗
リ
ニ
相
成
候
哉
、

此
段
御
伺
申
上
候
間
、
乍
御
手
数
悉
皆
記
録
御
通
知
被
下
度
特
ニ
奉
願

上
候
、
草
々
敬
具

　
　
　
　
　

大
正
三
年
八
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　
　

押
野
太
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
監
院　

長
谷
玉
尖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問　
　

上
野
瓶
城

　
　
　
　
　
　
　

本
山
東
京
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　

大
仏
輔
教
殿

と
あ
り
、
八
月
二
十
四
日
に
護
国
院
の
篤
信
者
で
あ
る
森
本
、
堀
内
、
大
沢

の
三
氏
が
永
平
寺
へ
上
山
し
た
。
そ
の
理
由
は
奉
安
殿
創
立
よ
り
庫
院
落
成

ま
で
の
収
支
を
積
算
し
た
と
こ
ろ
、
金
五
万
六
千
円
程
が
不
足
で
、
弁
償
の

方
法
を
伺
い
に
来
た
の
で
あ
る
。
弁
償
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
境
内
地
の

内
、
草
地
と
な
っ
て
い
る
地
所
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
が
、
価
格
は
下
っ
て

い
る
た
め
あ
き
ら
め
、
寄
附
金
を
募
集
し
よ
う
と
し
た
が
、
世
間
は
不
景
気

で
あ
り
見
込
は
な
い
た
め
、
禅
師
猊
下
の
思
召
を
賜
わ
り
、
そ
れ
に
一
般
の

寄
附
金
を
得
る
の
が
得
策
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
猊
下
へ
奏
聞
し
た
と
こ

ろ
、
内
意
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
猊
下
の
出
納
は
大
仏
師
及
び
侍
局

に
委
任
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
仏
師
に
問
合
せ
、
総

計
額
よ
り
奉
安
殿
へ
寄
附
で
き
る
と
の
内
命
を
受
け
、
そ
れ
を
森
本
氏
ら
三

氏
に
伝
え
た
と
こ
ろ
御
満
悦
し
、
六
月
二
十
五
日
に
永
平
寺
を
下
山
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
大
仏
師
が
預
っ
た
保
管
金
額
の
総
計
と
そ
れ
に
関
す
る
記
録

の
通
知
報
告
を
願
上
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
一
月
二
日
に

は
、
木
田
よ
り
大
仏
師
へ

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　

本
院
所
有
地
ノ
一
部
ヲ
売
却
シ
、
旧
債
ノ
一
部
償
還
ノ
為
、
別
紙
通
リ

本
宗
管
長
猊
下
及
愛
知
県
知
事
ニ
対
シ
、
境
外
所
有
地
売
却
出
願
致
度

候
間
、
別
紙
宗
務
院
及
地
方
庁
ニ
対
ス
ル
出
願
書
ニ
御
添
書
御
下
附
御

願
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
御
直
末
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
田
韜
光
㊞

　
　
　
　
　
　

大
正
三
年
十
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
御
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　

大
仏
輔
教
殿

と
あ
る
よ
う
に
、
旧
債
の
一
部
を
償
還
す
る
た
め
、
護
国
院
所
有
地
の
一
部

を
売
却
す
る
が
、
管
長
及
び
愛
知
県
知
事
に
対
し
て
売
却
を
出
願
す
る
期

間
、
曹
洞
宗
宗
務
院
及
び
地
方
庁
に
対
す
る
出
願
書
の
御
添
書
下
附
を
願
上

げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
類
か
ら
み
る
限
り
、
所
有
地
の
一
部
を

売
却
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
）
15
（

る
。

　

翌
四
年
二
月
一
日
に
は
、「
告
示
第
二
号
」
に
よ
っ
て
寺
院
等
級
級
階
査

定
表
の
異
動
増
減
に
よ
り
、
護
国
院
の
等
級
級
階
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、「
常
恒
会
地　

五
十
六
級
」
と
な
っ
て
い
）
16
（

る
。
同
月
九
日
に

は
永
平
寺
貫
首
森
田
悟
由
が
遷
化
し
た
。
十
三
日
に
は
、
永
平
寺
東
京
出
張
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所
よ
り
青
松
寺
へ
移
さ
れ
密
葬
を
行
っ
た
が
、
御
遺
骨
を
永
平
寺
へ
納
め
る

途
中
の
十
六
日
午
後
四
時
八
分
に
は
、
名
古
屋
駅
へ
到
着
し
護
国
院
に
安
置

さ
れ
た
。
名
古
屋
で
の
様
子
は
、

　
　

名
古
屋

午
後
四
時
八
分
名
古
屋
駅
に
到
着
せ
り
、
未
曽
有
の
群
集
静

粛
に
奉
迎
し
、
幾
千
人
の
行
列
整
ふ
を
待
ち
て
、
護
国
院
奉
安
殿
に
向

は
せ
ら
る
、
駅
よ
り
は
約
一
里
半
、
途
の
両
側
に
立
ち
並
び
て
合
掌
す

る
者
堵
の
如
く
、
途
上
二
時
間
余
を
費
し
、
黄
昏
漸
く
殿
上
に
奉
安

し
、
昼
夜
の
法
要
不
断
に
厳
修
せ
ら
れ
、
参
詣
の
貴
賎
老
若
信
男
信
女

は
堂
の
内
外
に
充
満
し
、
一
進
不
退
の
信
念
堅
固
な
る
を
証
せ
）
17
（

り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
七
日
午
後
十
時
十
分
に
名
古
屋
駅
を
発
車
し
て
福

井
・
永
平
寺
へ
向
か
っ
た
。
な
お
、
何
れ
の
年
か
不
詳
で
あ
る
が
、
木
田
の

住
職
中
（
明
治
四
十
四
年
〜
大
正
四
年
）
の
六
月
二
十
日
に
尾
張
徳
川
侯
爵

家
よ
り
金
千
疋
を
拝
受
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
不
在
の
木
田
に
代
わ
り
、
執

事
の
的
場
無
学
が
徳
川
侯
爵
家
の
家
扶
へ
礼
状
を
出
し
て
い
る
（
著
者
蔵
）。

そ
れ
に
は
、

　
　

謹
啓

　
　

御
挨
拶
と
し
て
金
千
疋
御
下
賜
被
下
忝
く
拝
受
仕
候
折
悪
く
木
田
師
不

在
の
為
茲
に
不
取
敢
御
受
致
置
候　
　
　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
場
無
学

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
廿
日

　
　
　
　

徳
川
侯
爵
家

　
　
　
　
　
　
　

家
扶
御
中

と
あ
る
が
、
封
筒
の
裏
に
は
、

と
押
印
さ
れ
、
そ
の
横
に
「
執
事　

的
場
無
学
」
と
記
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
当
時
の
護
国
院
は
「
大
本
山
永
平
寺
出
張
布
教
所
」
と
も
称
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
的
場
は
『
大
圓
覚
海
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
四

年
四
月
八
日
に
生
ま
れ
、
滋
賀
県
近
江
国
高
島
郡
饗
庭
村
の
覚
伝
寺
住
職
久

我
絶
学
の
徒
弟
で
あ
る
。
同
四
十
一
年
九
月
三
十
日
に
永
平
寺
に
安
居
し
て

お
り
、
大
正
七
年
四
月
三
十
日
に
送
行
証
明
状
を
下
附
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
当
時
、
永
平
寺
安
居
中
で
護
国
院
執
事
も
勤
め
て
い
た
も 

の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

森
田
悟
由
が
遷
化
し
た
後
、
護
国
院
の
信
徒
総
代
は
永
平
寺
の
役
寮
な
ど

の
各
老
師
に

　
　

愁
雲
深
ク
祖
門
ヲ
鑚
ス
ノ
秋
ニ
際
シ
、
陋
々
ノ
煩
情
ヲ
申
述
候
事
、
寔

ニ
以
テ
忍
ビ
難
ク
候
得
共
、
遅
疑
致
候
エ
バ
、
却
テ
累
ヲ
後
日
ニ
貽
ス

ノ
慮
モ
有
之
ベ
ク
ト
存
ジ
、
御
考
慮
ヲ
願
フ
次
第
ニ
御
座
候

　
　

予
テ

　
　

不
老
閣
猊
下
ノ
奉
安
殿
ニ
対
ス
ル
御
慈
慮
ノ
趣
、
御
内
示
ノ
侭
卒
然
御

遷
化
被
為
在
候
ニ
就
而
ハ
、
何
卒
後
事
御

量
ノ
節
宜
シ
ク
御
留
意
被

成
下
度
、
切
ニ
奉
懇
願
候

　
　

右
時
下
不
遜
ヲ
顧
ミ
ズ
、
爰
ニ
衷
情
ヲ
披
瀝
致
候
段
、
偏
ニ
御
寛
恕
ヲ

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

奉
安
殿
護
国
院

　

大
本
山
永
平
寺
出
張
布
教
所
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給
ハ
リ
度
希
上
候 

謹
言　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
原
九
郎
三
郎
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森  

本  

善  

七
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴 

木 

摠 

兵 

衛
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内
茂
右
衛
門 

㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
重
右
衛
門
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴 

山 

寿 

太 

郎
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村  

上  

庄  

造
㊞　
　
　

　
　
　

福
山
老
大
宗
師

　
　
　

弘
津
老
大
宗
師

　
　
　

押
野
老
大
宗
師

　
　
　

大
仏
老
大
宗
師

　
　
　

上
野
老
大
宗
師

　
　
　

新
井
老
大
宗
師

　
　
　

長
谷
老
大
宗
師

　
　
　

栗
木
老
大
宗
師

　
　
　
　
　
　
　
　

各
尊
台
下　
　
　
　
　
　
　
位
次
不
）
18
（

同

と
、
森
田
の
御
慈
慮
の
内
示
は
あ
っ
た
も
の
の
遷
化
さ
れ
た
た
め
、
御
慈
慮

の
件
に
つ
い
て
今
後
も
留
意
さ
れ
た
く
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
五
ヵ

月
後
の
七
月
十
一
日
に
は
、
住
職
の
木
田
韜
光
が
六
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。

示
寂
し
た
頃
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、
木
田
は
そ
の
他
に
も
多
く
の
功
績

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
略
伝
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

木
田
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
山
口
県
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
詳
し

い
生
誕
日
、
生
誕
地
、
父
母
の
名
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。
十
八
歳
（
明
治
三

年
四
月
）
で
出
家
し
、
漢
学
を
太
田
梁
平
、
愨
大
機
、
渓
毛
介
、
中
村
謙
な

ど
か
ら
受
け
、
天
外
石
橋
、
成
川
百
衲
、
不
破
一
牛
、
原
坦
山
、
折
居
光
輪

な
ど
に
参
禅
、
参
学
し
た
。
号
は
遼
空
と
称
し
、
天
外
石
橋
の
法
を
嗣
い
で

い
る
。
明
治
七
年
一
月
に
は
教
導
職
試
補
、
十
一
年
八
月
に
は
瑠
璃
光
寺

（
大
垣
市
上
石
津
町
）
十
七
世
に
住
職
し
、
十
三
年
三
月
に
は
曹
洞
宗
専
門

学
校
に
入
学
し
て
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
十
七
年
三
月
に
は
禅
幢
寺

（
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
）
三
十
二
世
へ
転
住
し
て
お
り
、
宗
門
の
時
弊
を

憂
い
、
弘
津
説
三
、
斎
藤
運
三
ら
と
栴
檀
社
を
設
立
し
東
洋
宗
教
新
聞
を
発

行
し
た
。
二
十
五
年
五
月
に
は
越
本
山
東
京
出
張
所
詰
副
監
院
、
二
十
八
年

三
月
に
は
越
本
山
御
山
詰
副
監
院
、
二
十
九
年
九
月
に
は
両
本
山
よ
り
第
十

二
区
曹
洞
宗
末
派
総
代
議
員
に
任
命
さ
れ
、
十
月
に
は
曹
洞
宗
第
四
次
議
会

会
頭
、
三
十
年
三
月
に
越
本
山
東
京
出
張
所
詰
監
院
、
九
月
に
は
大
遠
忌
事

務
局
参
務
、
三
十
一
年
十
一
月
よ
り
三
十
四
年
十
二
月
ま
で
は
第
二
護
法
会

総
轄
、
三
十
四
年
十
二
月
に
は
曹
洞
宗
務
院
総
務
、
三
十
五
年
七
月
よ
り
曹

洞
宗
議
会
特
選
議
員
、
曹
洞
宗
制
度
調
査
評
議
員
、
大
遠
忌
事
務
局
副
総

裁
、
本
山
顧
問
な
ど
に
就
い
て
い
る
。
三
十
七
年
七
月
に
は
曹
洞
宗
議
会
特

選
議
員
、
四
十
二
年
六
月
に
は
長
年
寺
（
高
崎
市
下
室
田
町
）
三
十
八
世
に

住
職
し
、
四
十
四
年
一
月
に
護
国
院
へ
転
住
し
た
。
翌
四
十
五
年
七
月
に
は

曹
洞
宗
特
選
議
員
に
も
就
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
木
田
は
徳
望
が
あ
り
、
人
格
は
高
潔
、
温
厚
、
篤
淳
で
、
遷
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化
し
た
こ
と
に
対
し
、「
実
に
宗
門
の
一
大
損
失
也
」
と
の
評
も
あ
っ
）
19
（

た
。

注（
１
）  
「
宗
報
」
第
三
四
二
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日
発
行
）
の
一
月
二
十
三

日
の
任
願
免
住
職
に
よ
る
。

（
２
）  

「
宗
報
」
第
三
四
二
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日
発
行
）
の
木
田
韜
光
の

謹
告
に
よ
る
。

（
３
）  

「
宗
報
」
第
三
四
八
号
（
明
治
四
十
四
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記

事
」
の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
」
に
よ
る
。

（
４
）  

『
麻
布
長
谷
寺
誌
』（
昭
和
五
十
二
年
四
月　

永
平
寺
東
京
別
院
長
谷
寺
）
七
十

七
頁
に
、
三
十
世
北
越
大
賢
時
代
の
長
谷
寺
の
動
向
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）  

「
宗
報
」
第
三
七
二
号
（
明
治
四
十
五
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記

事
」
の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
承
前
）」
に
よ
る
。

（
６
）  

「
宗
報
」
第
三
八
二
号
（
大
正
元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記
事
」

の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
」
に
よ
る
。

（
７
）  

善
光
寺
に
奉
安
殿
の
大
衆
が
請
さ
れ
て
祈
祷
大
般
若
を
転
読
し
た
こ
と
は
、

「
新
愛
知
」
第
七
六
九
三
号
（
大
正
元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（
８
）  

「
宗
報
」
第
三
九
二
号
（
大
正
二
年
四
月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅

師
猊
下
御
親
化
彙
報
」
に
よ
る
。

（
９
）  

「
宗
報
」
第
三
九
九
号
（
大
正
二
年
八
月
一
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅
師

猊
下
御
親
化
彙
報
（
承
前
）」
に
よ
る
。

（
10
）（
11
）　
「
宗
報
」
第
四
一
〇
号
（
大
正
三
年
一
月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈

船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
大
正
二
年
分
）」
の
「
愛
知
県
名
古
屋
市
布
池
町
護

国
院
授
戒
会
」
に
よ
る
。

（
12
）  

「
宗
報
」
第
四
一
三
号
（
大
正
三
年
三
月
一
日
発
行
）
の
「
本
山
記
事
」
の

「
〇
性
海
慈
船
禅
師
」
に
よ
る
。

（
13
）  

舎
利
塔
の
竣
工
や
開
眼
式
に
つ
い
て
は
「
宗
報
」
第
四
三
四
号
（
大
正
四
年
一

月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
大
正
三
年
分
続
）」

の
「
名
古
屋
市
布
池
町
護
国
院
吉
祥
講
秋
期
法
要
御
親
化
」
に
よ
る
。

（
14
）   『
永
平
重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻
（
大
正
八
年
三
月　

三
合
庵
）
九
十
五

丁
右
に
あ
る
。

（
15
）  

八
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
日
の
文
書
は
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「「
参
考
書

類
綴
」
監
院
寮
」
及
び
「
大
正
三
年
度
書
類
綴
」
に
所
収
し
て
い
る
。

（
16
）  

「
宗
報
」
第
四
三
五
号
（
大
正
四
年
二
月
一
日
発
行
）
の
「
告
示
第
二
号
」
に

よ
る
。

（
17
）  

『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
首
尾
（
大
正
十
年
十
二
月　

三
合
庵
）
四
十
二

丁
右
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）  

信
徒
総
代
の
永
平
寺
の
役
寮
な
ど
へ
の
願
い
は
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「「
参

考
書
類
綴
」
監
院
寮
」
に
所
収
し
て
い
る
。

（
19
）  

木
田
の
略
伝
は
、
安
藤
準
成
『
名
古
屋
案
内
記
』
第
壹
（
大
正
三
年
三
月　

名

古
屋
案
内
社
）
一
一
一
頁
、
安
藤
準
成
『
名
古
屋

案
内
記
金
城
寺
院
宝
鑑
』（
大
正
四
年
四

月　

名
古
屋
案
内
新
聞
社
）
一
四
八
頁
、
安
藤
嶺
丸
『
曹
洞
宗
名
鑑
』（
大
正
五

年
一
月　

壬
子
出
版
社
）
一
四
〇
頁
、『
室
田
山
長
年
寺
史
』（
昭
和
四
十
八
年
三

月　

長
年
寺
）
五
十
五
頁
、
川
口
高
風
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
十
）」

（
平
成
二
十
九
年
一
月　
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
六
十
四
巻
第
二
号
）

一
五
四
頁
な
ど
か
ら
と
り
あ
げ
た
。
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　崎　順　子（愛 知 教 育 大 学 教 育 学 部）

中
NAKANO Hirofumi
　野　博　文（愛知教育大学教育学部教授）

川
KAWAGUCHI Kōhū
　口　高　風（本学教授 ･･････････････ 宗　教　学）

中
NAKAMURA Mitsuo
　村　実　生（本学非常勤講師 ･･････ ド イ ツ 語）
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編　集　後　記

　『教養部紀要』第65巻第１号には、翻訳、資料を含めて６編が掲載されていま
す。それらは、人文（宗教）、社会（歴史）、自然（化学）、外国語（ドイツ語）
と４つの専門領域にわたっています。ご投稿を誠にありがとうございました。
　著者の先生方には、短い時間で修正稿を仕上げて下さるなど御理解御協力を賜
り、至らぬとりまとめ役としては大変助かりました。御礼申し上げます。
　また、編集委員の皆様には、学期末及び定期試験期間と多忙な折、多くの時間
を割いて頂き、編集作業を滞りなく進めることができました。この場を借りて、
感謝致します。
　『教養部紀要』は年３回の研究発表の場です。これからも多くの先生方の投稿
により、ますます充実したものになることを祈念致します。（池田記）

教　養　教　育　研　究　会　委　員

（会長）　福　 山　　 悟　　　（副会長）　堀　田　敏　幸

（会計）　岩　佐　宣　明

　青　山　健　太　　　※池　 田 　　健　　　※岩　佐　宣　明

※川　口　高　風　　　　高　田　正　義　　　　都　築　正　喜

　富　田　啓　介　　　※西 谷 茉 莉 子　　　　堀　田　敏　幸

　前 山 愼 太 郎　　　　山　口　拓　史　　　　山　名　賢　治

　※本号編集委員
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愛知学院大学教養教育研究会会則

第　１　条 本会は愛知学院大学教養教育研究会と称する。
第　２　条 本会の事務所は愛知学院大学教養部に置く。
第　３　条 本会は大学設立の趣旨に則り、人文科学・社会科学・自然科学・語学・健康総合科学等の、教養

教育に関する諸学の研究成果ならびに教育成果の発表を通じ、学問の水準を維持、向上せしめ教
育及び社会一般に寄与することを目的とする。

第　４　条 本会の会員は次の通りとする。
　　　　　　⑴　正 会 員　本大学の教養部専任教員とする。
　　　　　　⑵　準 会 員　本大学の在学生とする。
　　　　　　⑶　賛助会員　本大学の卒業生及び本会の趣旨に賛同し、会長の承認を得た者とする。
第　５　条 本会は第３条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　　　　　⑴　機関誌「愛知学院大学論叢教養部紀要」の刊行
　　　　　　⑵　研究会、講演会、討論会等の開催
　　　　　　⑶　その他本会の目的を達成するために必要と認められる事業
第　６　条 「愛知学院大学論叢教養部紀要」は原則として毎年３回発行し、会員に配布する。
第　７　条 本会は教養教育研究会委員会を置き、委員は次の者で構成する。
 ⑴　会　　長　　１名
 ⑵　副 会 長　　１名
 ⑶　委　　員　　12名
 ⑷　会　　計　　１名
　　　　２　会長は学長これを委嘱する。
　　　　３　委員は正会員の互選により、人文科学・社会科学・自然科学・第１外国語・第２外国語および健

康総合科学の各系列より２名あて選出する。委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げな
い。

　　　　４　副会長及び会計は委員の互選により、会長がこれを委嘱する。
第　８　条 会長は本会を代表し、会務を統轄する。
　　　　２　副会長は会長を補佐し、会務を掌る。
　　　　３　委員は委員会を構成し、本会の企画運営にあたる。
第　９　条 会長は委員会を招集し、その議長となる。
第　10　条 会長は本会の会務執行のため、必要あるときは実行委員会を委嘱することがある。
第　11　条 会員は毎年度始めにおいて会費を納入する。
　　　　２　新入会員は入会金を納付するものとする。
第　12　条 本会の運営費は、会員の納付する会費、愛知学院大学からの補助金または有志からの寄付金およ

びその他の収入をもってこれにあてる。
第　13　条 本会の会計は４月に始まり、翌年３月に終る。
第　14　条 本会の会則の改正は正会員の３分の２以上の賛成をもって成立する。
付　　則
　本会則は、昭和32年４月１日に制定し、即日施行する。
　本会則は、昭和53年２月６日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和57年３月24日に改正し、同年４月１日より施行する。
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　本会則は、昭和58年６月17日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和63年４月１日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成２年７月６日に改正し、同年４月１日より施行する。
　本会則は、平成８年７月19日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成11年12月17日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　本会則は、平成20年12月12日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　本会則の施行により愛知学院大学一般教育研究会会則を廃止する。
　本会則は、平成27年４月１日に改正し、即日施行する。

愛知学院大学論叢「教養部紀要」投稿規定
1988年４月１日成立・実施

〔投稿資格〕
第　一　条 この会誌に投稿する資格をもつ者は、原則として教養教育研究会正会員とする。
〔転載の禁止〕
第　二　条 他の雑誌に掲載された論文・資料・翻訳・書評などは、これを採用しない。
〔原稿の形式〕
第　三　条 投稿に際しては、次の要領に従って本文、図および表を作成する。
　　　　　　⑴　原稿は、原則として原稿用紙または電子媒体による入稿とする。（電子媒体による入稿の場

合プリントアウトを一部添付する。）
　　　　　　⑵　原稿の量はおおむね16,000字以内とする。
　　　　　　⑶　本文の前に、別紙で、次の３項を次の順序で付する。
　　　　　　　ⅰ　和文の題目および執筆者名。
　　　　　　　ⅱ　欧文の題目および執筆者名。
　　　　　　　ⅲ　イ　論文・資料・翻訳・書評などの区別
　　　　　　　　　ロ　その論文・資料・翻訳・書評などが属する専門領域名。
　　　　　　　　　　ただし、ここにいう専門領域は、人文・社会・自然・外国語・健康総合科学の５部門に

区別する。
　　　　　　　　　ハ　教授・准教授・講師・助教・外国人教師など別
　　　　　　⑷　原稿の欧文箇所は、すべて活字体で書くか、またはワープロを用いる。
　　　　　　⑸　図は、白紙または淡青色の方眼紙に墨書し、縮尺を指定する。これに対する文字は鉛筆で入

れる。ただし、表はこれらの限りではない。
　　　　　　⑹　写真に文字または印を入れるときは、トレーシング・ペーパーを重ねてそれに書き入れる。
〔原稿の申込み〕
第　四　条 投稿希望者は、教養教育研究会委員会（以下、委員会と称す）の公示する期限までに、委員会の

提示する申し込み用紙に氏名を記入する。
 ただし、申し込み者が所定の数に達しないか、またはそれを越える場合には、委員会がこれを調

整する。
〔提出期限〕
第　五　条 投稿は委員会の定める提出期限までにこれを行う。締切り日以後に提出された原稿は掲載されな
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いことがある。
〔原稿組版の制限〕
第　六　条 図版・カラー写真などの掲載により一般の経費より多くかかる場合は、その必要性を各号の編集

責任者に申し出て委員会を開催して審議し、承認を得ることとする。なお、承認を得られず掲載
を希望する場合、その費用を別途に個人負担とする。

〔原稿修正の制限〕
第　七　条 投稿後の原稿の修正は、原則としてこれを行わないものとする。やむをえない場合は初校におい

て修正し、その範囲は最小限度にとどめる。大幅な修正の結果、印刷費が追加されるときは追加
費用を個人負担とすることがある。

〔校　　正〕
第　八　条 校正は原則として第３校までとし、本文については執筆者がこれに当たり、表紙・奥付その他に

ついては編集委員がこれに当たる。
〔抜き刷り〕
第　九　条 抜き刷りは、論文・資料・翻訳・書評など各１篇につき50部までを無料とする。これを越える

分については実費を執筆者の負担とする。50部以上を要する場合には、執筆者はその必要全部
数を原稿の表紙に朱記する。

〔掲載論文等の複製権・公衆送信権〕
第　十　条 この会誌に掲載された論文等の電子化および公開に関わる複製権および公衆送信権は、教養教育

研究会に属するものとする。
 ただし、掲載された論文などの執筆者が他の機関への転載もしくは複製権または公衆送信権の行

使を申し出た場合は、正当な理由がない限り、教養教育研究会はこれを拒むことはできない。
付　　則
　一、本規定の改正には、教養教育研究会正会員の３分の２以上の賛成を要する。
　二、本規定は、1988年４月１日に成立し、即日施行する。
　三、本規定は、1996年７月19日に改正し、即日施行する。
　四、本規定は、1999年12月17日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　五、本規定は、2003年11月21日に改正し、即日施行する。
　六、本規定は、2005年４月22日に改正し、即日施行する。
　七、本規定は、2007年11月16日に改正し、即日施行する。

申し合わせ（教養部会 2010. 7. 16）

　　●第一条の「投稿する資格を持つ者」には、以下の非正会員を含む。
　　　⑴　正会員との共同執筆による投稿
　　　⑵　正会員が推薦する本学教養部の非常勤講師で、本務校をもたない人の投稿
　　　⑶　元正会員で、本務校をもたない人の投稿
　　●上記⑴ ⑵ ⑶に該当する投稿希望者がある場合は、担当編集委員が投稿の可否を決定し、投稿希望者に通

知する。担当編集委員で判断できない場合には、教養教育研究会委員会を開いて投稿の可否を決定する。
　　●投稿原稿の掲載に際しては、⑴の場合の原稿料は１篇分とし、⑵ ⑶の場合の原稿料は支払われない。

また、⑴ ⑵ ⑶いずれの場合も抜き刷り50部までは無料とする。
　　●投稿者は、第三条の〔原稿の形式〕を厳守し、第四条の〔原稿の申し込み〕の時に委員会の提示する

「投稿票」用紙に必要事項を記入のうえ添付して投稿する。
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　　●投稿された原稿について担当編集委員から検討の申し出があった場合は教養教育研究会委員会を開き、
委員会名において訂正を依頼したり投稿を断ることがある。

　　●第六条「図版・カラー写真の掲載」については、紀要作成予算の範囲内と見なされる場合、その採否は
紀要編集委員の決議にゆだねるものとする。ただし、予算の範囲を逸脱する、あるいは採否の決議が困
難の場合は教養教育研究会委員会を開催して、決定することとする。

　　（注） 教養教育研究会が本会正会員の著書・論文等について書評を依頼する場合は、原稿料を支払うこと
とする。
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